
岳山



信頼のブランド

●キャラバン革登山靴

グランジュッタ＃175……………………¥19000

グランジュッタ＃145…･…･…･……．．…･¥15500

ク・ランジュッタ#115……………･……･･¥12500

プモリ ＃085……･…･…． .…．.…￥8500

プモリ ＃075………………･….．￥7500

プモリ #069………･…･…･……¥6900

●キャラバンシューズ

クライミング・…･･…………･……････ ･…￥3600

デラックス…･………･…････…････….．…¥3500

スタンダード………･･･…･…．．…………¥3200

メ イ ト…･…………･…･…･…･…･……¥2700

ポピューラ ・………………………….．…¥2400

ヤング…………･….．…………………¥2000

ヤングS……………………･……･…･¥1700

●ホステリングシューズ

ホステリングニューデラックス．…．．…¥2900

ホステリングデラックス .｡…･･･………･¥2300

●ナイロン製登山ウエアー･雨具･テント・ツエルト

●キャラバンエアーマット

●カネカロンシュラフ

キャラバン株式会社

●東京本社〒170東京都豊島区巣鴨1-25-7電話（03)944-2331(代）

●大阪支店〒550大阪市西区京町堀1－68電話（06)441-4431.5204

●札幌営業所〒062札幌市豊平区美園1条6-47電話（011)822－1 859



山

岳

第
ーL▲

ノ、

十
七
年

劇



カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
未
知
の
部
分
Ⅱ
一
九
七
一
年
秋
の
登
山
・
…
…
…
…
：
…
…
．

マ
ナ
ス
ル
西
壁
（
一
九
七
一
年
）
：
．
：
．
：
：
…
…
…
…
…
…
。
：
・
・
・
…
…
…
・
…
：

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
と
ア
タ
カ
マ
高
地
（
一
九
七
○
’
七
一
年
）
…
…
．

パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
氷
陸
中
央
部
縦
断
：
…
…
…
・
…
：
．
…
…
：
：
…
…
…
…
…
・
・
…

叔
父
板
倉
勝
宣
の
こ
と
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
…
：
：
…
・
・
・
…
…
・
…
・
…
：
…
：

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
高
地
単
独
横
断
・
…
：
…
．
：
…
。
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
踏
査
行
：
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
・
…
・
…
…
：
・
・
．

バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
登
頂
二
九
七
一
年
）
・
…
：
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
登
頂
（
一
九
七
一
年
）
・
…
・
・
…
．
：
：
．
．
…
…
・
・
…
…
…
…
．

ピ
ア
ー
ズ
峰
登
頂
（
一
九
七
○
年
）
：
：
：
…
：
…
：
・
・
…
…
．
．
…
…
…
．
：
：
…
：
．

ダ
ー
ラ
ン
山
塊
（
一
九
七
一
’
七
二
年
）
：
…
…
．
：
：
．
．
：
：
…
・
…
：
…
：
．
…
・
§

山
の
地
名
と
歴
史
。
：
：
：
・
・
・
：
：
…
・
…
…
：
．
…
：
．
…
・
…
…
：
…
：
：
…
・
…
．
：
．
…
．

山
岳
第
六
十
七
年
目
次
（
一
九
七
二
年
度
）■

甲
Ｇ
■

…
…
…
…
…
：
阿
部
和
行

．
．
：
：
…
…
．
：
：
小
原
和
晴

．
…
：
：
…
・
…
：
向
一
陽

・
・
上
智
大
学
パ
タ
ゴ
ニ
ア
縦
断
隊

・
・
…
…
・
…
…
：
板
倉
勝
正

…
…
…
…
：
．
：
梶
正
彦

．
…
：
…
…
…
：
梶
正
彦

…
…
：
…
愛
知
教
育
大
学
山
岳
会

：
：
…
…
・
…
…
増
江
俊
三

…
…
…
・
…
・
・
・
・
都
竹
勝

掴
睦
一
和
宅
騨
雫
蘂
》
塗
咋
關
…
一
五
一

・
原
全
教
…
宍
一

■
一

・
一
七

・
六
七

。
〈
《

ワ
一
一
三

・
一
一
七

●
一
一
一
一

・
一
二
九

・
一
三
六

・
一
四
三



図
書
紹
介
豊
か
な
山
や
ま
・
わ
れ
ら
の
も
の
な
ら
ぬ
世
界
・
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史
）

会
務
報
告
（
一
九
七
一
年
七
月
’
一
九
七
二
年
六
月
）
・
…
：
…
…
：
：

英
文
梗
概
・
…
・
・
・
：
…
：
：
…
：
…
・
…
：
：
…
…
：
：
・
・
…
…
…
：
…

ｌ追
悼Ｉ

武
田
久
吉
氏
（
藤
島
敏
男
・
戸
沢
英
一
・
春
田
俊
郎
）
、
牧
野
平
五
郎
氏
（
中
田
勇
吉
）
、
岡
埜
徳
之
助
氏
（
望
月
達
夫
）
、
佐
藤

隆
太
郎
氏
（
望
月
達
夫
）
、
岩
崎
京
二
郎
氏
（
坂
倉
登
喜
子
）
、
逸
見
頁
雄
氏
（
小
原
勝
郎
）
、
村
井
栄
一
氏
（
藤
井
運
平
）
、

大
島
堅
造
氏
（
松
井
久
之
助
）
、
袋
一
平
氏
（
望
月
達
夫
）
、
永
原
輝
雄
氏
（
望
月
達
夫
）
、
水
田
健
之
輔
氏
（
石
原
憲
治
）
、

入
沢
文
明
氏
（
成
瀬
岩
雄
）
、
真
田
昌
孝
氏
（
村
尾
金
二
）
、
手
塚
英
信
氏
（
中
野
和
郎
）
、
千
々
岩
玄
氏
（
千
々
岩
助
太
郎
）
、

成
田
潔
思
氏
（
岡
部
紘
）

血
色
の
色
■
■
●
ｅ
勺

●
Ｇ
Ｇ
■
ｅ
●
■
一
一
一
一
一
一

：
・
・
・
：
二
三
つ

巻
末
一

骨
。
．
・
・
・
一
七
九



写
真

カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
に
関
す
る
も
の
四
枚
（
う
ち
折
込
み
一
枚
）

マ
ナ
ス
ル
西
壁
に
関
す
る
も
の
六
枚

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ァ
ル
と
ア
タ
カ
マ
高
地
に
関
す
る
も
の
六
枚

パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
氷
陸
中
央
部
に
関
す
る
も
の
三
枚
（
う
ち
折
込
み
一

枚
）

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
高
地
に
関
す
る
も
の
四
枚

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
四
枚

バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
に
関
す
る
も
の
四
枚

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
四
枚

ピ
ア
ー
ズ
峰
に
関
す
る
も
の
三
枚
（
う
ち
折
込
み
一
枚
）

ダ
ー
ラ
ン
山
塊
に
関
す
る
も
の
四
枚

名
誉
会
員
武
田
久
吉
氏
、
名
誉
会
員
牧
野
平
五
郎
氏
、
名
誉
会
員
岡
埜

徳
之
助
氏
、
佐
藤
隆
太
郎
氏
、
岩
崎
京
二
郎
氏
、
逸
見
真
雄
氏
、
村
井

栄
一
氏
、
大
島
堅
造
氏
、
袋
一
平
氏
、
永
原
輝
雄
氏
、
水
田
健
之
輔

氏
、
入
沢
文
明
氏
、
手
塚
英
信
氏
、
千
々
岩
玄
氏
、
成
田
潔
思
氏

地
図
・
図
版

ツ
ォ
・
カ
ル
ポ
・
カ
ン
登
頂
ル
ー
ト
図
、
ツ
ォ
・
カ
ル
ポ
・
カ
ン
付
近

概
念
図
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
略
図
（
別
刷
折
込
み
）

マ
ナ
ス
ル
西
北
面
概
念
図
、
マ
ナ
ス
ル
西
壁
登
肇
ル
ー
ト
図

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
（
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
方
）
概
念
図
、
ブ
ナ
・

デ
・
ア
タ
カ
マ
南
部
概
念
図
、
ア
タ
カ
マ
遠
征
概
念
図

パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
氷
陸
中
央
部
概
念
図

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
概
念
図
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
高
地
ル
ー
ト
図

ラ
ン
タ
ン
氷
河
周
辺
概
念
図

バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
行
程
図
、
バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
概
念
図

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
行
程
図
、
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
概
念
図

ガ
ブ
ラ
ル
川
カ
チ
カ
ニ
ゴ
ル
源
流
略
図

ダ
ー
ラ
ン
山
塊
概
念
図

秩
父
地
方
地
名
、
伝
説
、
史
蹟
一
覧
図
（
別
刷
折
込
み
）

表
紙
カ
ッ
ト
山
里
寿
男



カンジロバ山群未知の部分

私
達
が
カ
ン
ジ
ロ
蔀
ハ
山
群
へ
出
か
け
た
の
は
、
探
検
的
要
素
が
、
そ
こ
に
は
多
分
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
魅
力
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。
そ
こ
が
秘
境
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
残
っ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
高
い
山
が
な
い
こ

と
、
第
二
に
大
へ
ん
不
便
で
あ
る
こ
と
の
要
素
が
守
っ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
山
群
へ
は
一
九
五
三
年
に
テ
ィ
ヒ
ー
が

登
山
家
と
し
て
最
初
に
訪
れ
て
ジ
ャ
グ
ド
ラ
の
山
へ
登
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
六
一
年
に
タ
イ
ソ
ン
が
第
一
回
目
の
遠
征
を
行
な
い
ジ

ャ
グ
ド
ラ
に
入
っ
た
後
、
シ
ス
ネ
方
面
を
さ
ぐ
っ
て
い
る
。
翌
一
九
六
二
年
に
は
英
国
の
婦
人
隊
が
カ
グ
マ
ラ
付
近
の
六
ピ
ー
ク
を
登
る

な
ど
、
こ
の
山
群
も
探
検
か
ら
登
山
の
対
象
と
し
て
洩
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
一
九
五
八
年
に
は
川
喜
田
隊
が
北
東
方
面
か
ら

人
間
の
未
踏
の
地
だ
と
信
じ
て
い
た
地
域
を
、
古
い
文
献
な
ど
で
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
実
は
昔
の
人
が
は
い
り
こ
ん
で
記
録
ま
で
残

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
で
は
た
び
た
び
経
験
し
て
い
る
。
登
山
者
は
勝
手
な
も
の
で
、
現
地
人
や
猟
師
が
昔
に
通
過
し
て
い
て

も
、
何
等
か
の
記
述
の
な
い
地
域
は
未
踏
地
と
考
え
た
が
る
習
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
も
っ
て
し
て
も
、
現
在
の
ネ

パ
ー
ル
に
は
未
踏
地
が
な
く
な
っ
た
と
い
え
そ
う
な
感
じ
が
す
る
ほ
ど
、
山
に
関
心
の
あ
る
人
々
が
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
未
知
の
部
分

Ⅱ
一
九
七
一
年
秋
の
登
山
Ⅱ

阿

部

和

行
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接
近
を
試
み
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
山
群
の
目
ぽ
し
い
ピ
ー
ク
は
、
当
時
す
べ
て
人
の
眼
に
ふ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

事
実
、
一
九
六
七
年
に
タ
イ
ソ
ン
が
こ
の
山
群
の
地
図
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
こ
の
山
群
が
未
知
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
裏

付
け
た
の
だ
が
、
そ
の
地
図
に
は
幸
か
不
幸
か
、
日
本
人
の
眺
め
た
北
東
部
分
が
発
表
さ
れ
ず
に
か
く
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
私
達
が

考
え
た
の
は
、
写
真
に
と
ら
れ
た
こ
の
北
東
部
分
と
、
タ
イ
ソ
ン
の
地
図
と
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
カ

ン
ジ
ロ
バ
の
主
峰
は
タ
イ
ソ
ン
が
登
山
を
手
が
け
て
す
で
に
久
し
い
し
、
そ
の
地
形
も
ほ
ぼ
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
く
ら
、
へ
て
こ
の
北

東
部
分
は
、
こ
こ
に
川
喜
田
隊
の
い
う
第
二
の
高
峰
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
高
峰
の
位
置
は
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
接
近
す
る
ル
ー
ト
も

も
ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
ポ
ク
ス
ン
ド
湖
と
呼
ば
れ
て
い
る
湖
を
、
北
へ
は
い
っ
た
方
向
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
も
ど
の
谷
を
は
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
未
知
が
、
す
で
に
わ
か
り
か
け
て
い
る
主
峰
よ
り
も
、
さ
ら
に
大
き
い
魅

力
と
な
っ
て
私
達
の
心
を
と
ら
え
た
の
だ
っ
た
。

（
註
ご

ポ
ク
ス
ン
ド
の
湖
の
上
流
側
に
も
、
い
く
ら
か
の
人
達
が
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
最
も
早
期
に
歩
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
英
国
の
植
物

学
者
ポ
ル
ー
ニ
ン
で
、
一
九
五
二
年
に
湖
か
ら
ツ
ァ
ル
カ
ヘ
抜
け
て
い
る
。
一
九
五
六
年
に
は
英
国
の
仏
教
学
者
ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ブ
が
五

月
初
旬
に
湖
か
ら
シ
ェ
ー
ゴ
ン
パ
ヘ
と
歩
い
た
。
一
九
六
三
年
に
同
志
社
大
学
の
サ
イ
パ
ル
隊
が
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
横
断
の
目
的
で
福
田

勝
一
、
松
村
多
四
郎
の
二
名
、
ラ
ン
グ
ー
・
コ
ー
ラ
を
通
っ
て
十
二
月
二
日
に
シ
ェ
ー
ゴ
ン
パ
に
至
り
、
十
二
月
三
日
に
ポ
ク
ス
ン
ド
・

コ
ー
ラ
を
下
降
し
て
湖
へ
抜
け
て
い
る
。
一
九
六
七
年
オ
ラ
ン
ダ
隊
が
湖
を
越
え
て
、
そ
の
北
西
に
あ
る
五
一
○
○
か
ら
五
七
○
○
メ
ー

ト
ル
の
山
へ
取
付
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
一
九
七
○
年
大
阪
市
立
大
学
隊
が
カ
ン
ジ
ロ
バ
主
峰
の
登
頂
後
、
三
名
は
東
面

へ
ま
わ
り
こ
ん
で
十
二
月
七
日
、
湖
か
ら
北
の
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
が
東
西
方
向
か
ら
北
へ
曲
っ
て
い
る
付
近
ま
で
偵
察
に
は
い
り
、

谷
の
奥
に
白
い
山
を
見
て
い
る
。
同
じ
く
一
九
七
○
年
、
富
森
毅
は
単
身
湖
か
ら
フ
ィ
ジ
ョ
ー
ル
ヘ
向
っ
た
。

（
註
一
）
現
地
で
は
ポ
ク
ス
ン
ド
と
発
音
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
名
称
は
谷
の
出
合
い
の
地
名
で
、
湖
の
名
で
は
な
い
。

私
達
の
目
指
す
山
は
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
人
達
の
目
に
写
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
川
喜
田
隊
の
発
表
し
た
写
真
以
外
に
、
こ
れ

（ 2 ）



カンジ戸（山群未知の部分

カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
は
西
ネ
パ
ー
ル
に
位
置
し
て
い
る
が
、
一
般
に
西
ネ
パ
ー
ル
の
山
は
登
山
に
不
便
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
長
い
。
食
糧
事

情
が
悪
い
た
め
に
現
地
食
も
あ
ま
り
期
待
で
き
ず
、
大
人
数
の
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
物
資
の
輸
送
は
不
可
能
に
近
い
。
こ
の
山
群
に
最
も
近

（
註
二
）

い
街
で
あ
る
ズ
ム
ラ
に
は
バ
ザ
ー
ル
も
一
応
あ
る
し
飛
行
機
も
着
く
か
ら
、
こ
の
ズ
ム
ラ
を
基
点
と
し
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
始
め
る
の
が
い

い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
物
資
が
少
な
い
し
ポ
ー
タ
ー
も
少
な
く
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
の
西
側
へ
は
近
く
て
有
利
で
あ
っ
て
も
、

東
側
へ
廻
り
こ
む
た
め
に
は
二
週
間
も
の
日
数
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
ま
た
ズ
ム
ラ
に
飛
行
機
が
発
着
す
る
の
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
中
は

ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ず
詞
十
月
に
な
っ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
飛
べ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
た
と
え
十
月
一
日
に
飛
ん
だ
と
し
て
、
そ
の
後
二

週
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
続
い
た
の
で
は
、
Ｂ
Ｃ
の
で
き
る
の
が
十
月
中
旬
に
な
っ
て
し
ま
う
。
全
く
ル
ー
ト
も
わ
か
ら
な
い
登
山
で
は
、

が
そ
の
山
だ
と
明
確
に
指
摘
で
き
る
も
の
は
、
な
か
な
か
手
に
は
い
ら
な
か
っ
た
。
同
志
社
隊
の
福
田
氏
に
借
り
た
ス
ラ
イ
ド
の
中
の
一

枚
、
シ
ェ
ー
ゴ
ン
パ
か
ら
ポ
ク
ス
ン
ド
ヘ
越
え
る
峠
上
か
ら
西
に
見
え
る
雪
峰
が
、
私
達
の
得
る
こ
と
が
で
き
た
二
枚
目
の
写
真
だ
っ

た
。
湖
の
北
の
山
へ
登
ろ
う
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
隊
は
、
当
然
そ
の
山
を
見
て
い
る
と
思
う
の
に
、
何
も
発
表
さ
れ
ず
、
連
絡
も
と
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
準
備
だ
け
は
着
々
と
進
ん
だ
。

大
阪
市
立
大
学
隊
が
輝
か
し
い
登
頂
の
成
果
と
と
も
に
、
頂
上
近
く
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
を
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ
た
こ
と

は
、
私
達
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
有
利
な
情
報
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
タ
イ
ソ
ン
の
発
表
し
た
写
真
な
ど
と
も
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

第
二
の
高
峰
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
、
登
れ
る
可
能
性
が
見
つ
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
接
近
路
に
つ
い
て
も
う
一
つ
確
証
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
大
阪
市
立
大
学
隊
が
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
上
流
で
見
た
白
い
山
の
写
真
が
、
果
し
て
私
達
の
い
う
第
二
の
高
峰
な
の

か
、
あ
る
い
は
他
の
尾
根
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

以
上
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
私
達
の
登
山
の
目
的
は
第
一
に
未
知
の
部
分
の
地
図
を
作
り
、
タ
イ
ソ
ン
の
地
図
の
空
白
部
を
埋
め
る
こ

と
。
第
二
に
三
つ
か
四
つ
の
ピ
ー
ク
に
登
頂
す
る
こ
と
と
し
た
。
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湖
は
単
に
「
ツ
ォ
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
ポ
ク
ス
ン
ド
と
い
う
名
称
は
湖
に
流
れ
こ
む
谷
、
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
の
途
中
、
シ
ェ
ー

、
、

ゴ
ン
パ
ヘ
向
う
谷
の
合
流
点
付
近
の
地
名
の
よ
う
で
あ
る
。
リ
ン
モ
の
村
は
谷
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
ツ
ォ
の
、
広
大
な
高
原
状
の

、
、

せ
き
の
上
に
あ
り
、
村
の
後
に
は
鋭
く
と
が
っ
た
岩
の
ピ
ー
ク
と
、
そ
の
後
に
や
や
丸
い
雪
の
ピ
ー
ク
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
岩
の
尖
峰

が
「
カ
ン
ジ
ェ
ロ
ル
バ
」
と
か
「
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
バ
」
と
呼
ば
れ
る
ピ
ー
ク
で
、
大
き
い
巻
髪
の
山
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
雪
の
ピ
ー
ク
は

「
カ
ン
ト
ン
パ
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
余
の
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
バ
よ
り
少
し
高
い
。
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
バ
は
リ
ン
モ
村
の
守

護
神
の
よ
う
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
ら
し
く
、
ま
た
湖
と
一
対
に
な
っ
て
夫
婦
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
湖
は
正
式
に
は

こ
の
半
月
の
日
数
も
無
駄
に
し
た
く
な
い
。
そ
の
う
え
貧
乏
隊
だ
か
ら
空
輸
の
費
用
も
馬
鹿
に
な
ら
ず
、
以
上
の
理
由
で
約
一
ヵ
月
を
要

す
る
ポ
カ
ラ
か
ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
註
二
）
日
本
で
は
ジ
ュ
ム
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
現
地
の
発
音
は
ズ
ム
ラ
に
近
い
。

ポ
カ
ラ
か
ら
の
途
中
の
ド
ル
パ
タ
ン
の
村
に
も
飛
行
機
は
発
着
で
き
る
が
、
こ
の
村
で
も
お
そ
ら
く
食
糧
事
情
や
ポ
ー
タ
ー
事
情
が
悪

い
だ
ろ
う
し
、
モ
ン
ス
ー
ン
中
の
発
着
に
不
安
が
あ
る
た
め
、
飛
行
機
に
よ
る
距
離
の
短
縮
は
と
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
コ
ー
ス
は
鳥
取
の
船
木
隊
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
隊
等
と
同
じ
で
、
ポ
カ
ラ
か
ら
西
へ
た
ど
っ
て
カ
リ
・
ガ
ン

ダ
キ
を
遡
り
、
ベ
二
か
ら
ミ
ャ
グ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
に
は
い
っ
て
途
中
か
ら
西
進
し
、
ジ
ャ
ル
ジ
ャ
ラ
の
峠
（
三
三
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、

ウ
ッ
タ
ル
・
ガ
ン
ガ
を
下
っ
て
ド
ル
パ
タ
ン
か
ら
北
へ
向
う
。
四
○
二
三
メ
ー
ト
ル
の
フ
ァ
グ
ネ
の
峠
を
越
え
て
二
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の

グ
ス
タ
ン
・
コ
ー
ラ
に
達
し
、
こ
れ
を
渡
っ
て
・
ヘ
ル
マ
・
コ
ー
ラ
沿
い
に
北
上
す
る
。
そ
の
源
流
に
近
い
パ
ニ
ダ
ー
ル
の
峠
（
四
六
○
○
メ

ー
ト
ル
）
と
そ
れ
に
続
く
ジ
ャ
ン
グ
ラ
・
バ
ン
ジ
ャ
ン
（
四
五
二
○
メ
ー
ト
ル
）
の
二
つ
の
峠
を
北
へ
越
え
、
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
の

ト
リ
ベ
リ
河
に
至
る
。
ド
ゥ
ナ
イ
の
村
か
ら
ス
リ
ガ
ッ
ド
の
流
れ
に
沿
っ
て
北
上
し
、
や
が
て
湖
の
南
岸
に
あ
る
リ
ン
モ
の
村
に
到
着
す

る
。
こ
の
間
、
ポ
カ
ラ
を
九
月
四
日
に
出
発
し
九
月
二
十
八
日
ま
で
二
十
四
日
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
Ｂ
Ｃ
は
湖
を
越
え
て
さ
ら
に
奥
へ
二

グ
ス
タ
ン
・
コ
ー
ラ
に
達
‘

１
ト
ル
）
と
そ
れ
に
続
く
ジ
、

ト
リ
ベ
リ
河
に
至
る
。
ド
エ

る
。
こ
の
間
、
ポ
カ
ラ
を
圭

日
た
ど
っ
た
地
点
で
あ
る
。
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カンジロバ山群未知の部分

「
ア
マ
・
ツ
ォ
モ
・
ギ
ャ
ル
モ
」
と
呼
ば
れ
、
母
な
る
湖
の
女
王
と
い
わ
れ
て
い
る
。

、
、
、

湖
は
西
岸
に
沿
っ
て
道
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
は
岩
壁
の
へ
つ
り
が
続
き
、
西
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
谷
の
河
原
を
越
え
る
と
、
砂

ぼ
こ
り
の
急
坂
が
四
千
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
上
っ
て
い
る
。
湖
は
色
を
溶
か
し
た
よ
う
な
青
で
、
湖
岸
を
た
ど
っ
て
い
る
間
に
も
刻
々

と
色
を
変
え
て
い
く
。
も
う
こ
こ
で
は
秋
に
な
っ
た
の
か
、
白
樺
の
黄
葉
が
青
い
湖
に
映
え
て
美
し
い
。
そ
し
て
湖
に
そ
そ
ぐ
ポ
ク
ス
ン

ド
・
コ
ー
ラ
の
奥
に
ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
山
が
い
く
つ
か
見
え
だ
し
た
。

ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
は
、
一
面
に
潅
木
の
生
え
た
広
い
平
ら
な
谷
だ
。
潅
木
の
間
に
踏
み
あ
と
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。
右
岸
に
切

立
っ
た
壁
が
現
れ
上
を
雲
に
か
く
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
続
く
尾
根
に
違
い
な
い
。
谷
の
途
中
に
あ
る
ラ
コ
ン

マ
は
旅
人
の
中
継
点
ら
し
く
、
掛
小
屋
が
作
っ
て
あ
る
。
翌
朝
再
び
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
を
北
西
へ
と
た
ど
り
な
が
ら
、
私
達
は
全
く

切
れ
目
の
な
い
右
岸
の
壁
を
眺
め
て
い
た
。
一
枚
の
屏
風
を
張
っ
た
よ
う
な
ひ
だ
の
な
い
壁
は
、
上
の
方
を
ヒ
マ
ラ
ャ
ひ
だ
で
飾
り
つ
け

て
、
ど
こ
ま
で
も
豪
然
と
突
立
っ
て
い
る
。
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
が
ど
れ
な
の
か
、
谷
の
中
か
ら
で
は
全
く
判
断
で
き
な
い
。
壁
の
高

さ
も
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
が
、
標
高
か
ら
み
て
三
千
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
は
充
分
に
も
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

壁
が
や
っ
と
終
る
頃
、
谷
は
白
樺
の
黄
葉
で
黄
金
に
燃
え
立
ち
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ひ
だ
の
白
銀
、
高
い
青
空
と
対
照
的
で
す
ば
ら
し
い
色
彩

を
放
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ー
ゴ
ン
パ
ヘ
は
い
る
谷
が
左
岸
か
ら
流
れ
こ
み
、
や
や
狭
く
な
っ
た
本
流
を
た
ど
る
と
、
谷
の
屈
曲
点
へ
北
か
ら

す
ご
い
ゴ
ル
ジ
ュ
の
谷
が
は
い
っ
て
く
る
。
本
流
の
道
は
流
れ
を
離
れ
て
台
地
の
一
角
へ
と
私
達
を
導
い
た
。
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
は

西
向
き
に
広
が
り
、
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
か
ら
続
い
て
き
た
屏
風
の
尾
根
は
、
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
雪
の
ピ
ー
ク
を
屈
曲
点

と
し
て
西
に
向
き
を
変
え
、
す
ご
い
削
壁
を
突
立
て
た
ま
ま
延
々
と
西
の
奥
に
向
っ
て
延
び
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
か
ら
上
流
へ
向

っ
て
、
左
は
取
付
き
よ
う
の
な
い
岩
壁
が
続
き
、
そ
の
裾
を
水
が
流
れ
、
右
側
は
ゆ
る
い
な
だ
ら
か
な
草
の
尾
根
が
奥
へ
向
っ
て
続
い
て

い
て
、
左
右
全
く
対
照
的
な
谷
で
あ
る
。
そ
し
て
明
ら
か
に
乾
燥
地
帯
へ
踏
み
こ
ん
だ
ら
し
く
、
体
に
触
れ
る
枯
草
が
パ
リ
パ
リ
と
音
を

立
て
て
崩
れ
る
の
だ
っ
た
。
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て
い
て
、
枝
谷
の
奥
は
広
い
谷
と
な
り
、
カ
ン
ャ
ザ
と
い
う
岩
山
が
立
っ
て
い
る
。
消
え
た
本

流
の
先
に
ザ
（
押
出
し
）
が
あ
っ
て
、
そ
の
向
う
は
湖
だ
と
い
う
。
湖
の
奥
に
谷
が
続
い
て
い
る
か
と
聞
く
と
、
そ
こ
か
ら
奥
へ
は
行
っ
た

こ
と
が
な
い
か
ら
知
ら
な
い
、
白
い
山
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ノ
ー
ト
を
出
し
て
彼
に
絵
を
書
か
せ
て
み
た
ら
、
て
い
ね
い
に
書

い
て
く
れ
た
の
が
図
１
だ
が
、
私
達
の
予
想
と
大
き
く
ち
が
っ
て
い
る
。

本
流
が
消
え
て
し
ま
う
の
は
伏
流
水
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
湖
の
こ
と
な
ど
全
く
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
山
崩

れ
な
ど
で
最
近
に
で
き
た
の
か
と
思
っ
て
、
い
つ
湖
が
で
き
た
の
か
と
聞
い
た
ら
、
彼
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
つ
か
わ
か
ら
ん
と
い
う
。
カ
ン

ヤ
ザ
の
山
の
こ
と
も
根
掘
り
葉
掘
り
聞
い
て
み
た
が
、
目
標
の
山
と
は
ち
が
う
よ
う
だ
。
カ
ン
ャ
ザ
と
は
カ
ン
は
山
、
ヤ
ザ
は
錆
の
こ
と

ら
し
い
。
錆
色
の
山
で
は
白
い
山
と
は
違
う
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ど
う
や
ら
本
流
の
奥
に
何
か
あ
り
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。
こ
こ
ま
で
来

て
今
さ
ら
別
の
谷
へ
向
う
の
も
事
実
で
き
そ
う
に
な
い
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
さ
ら
に
荷
上
げ
す
る
た
め
ポ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
に
し
た
が
、
彼
等

は
全
員
傭
っ
て
く
れ
な
い
と
不
平
等
に
な
る
か
ら
駄
目
だ
と
駄
々
を
こ
れ
、
ポ
ヵ
ラ
か
ら
ず
っ
と
従
っ
て
き
た
忠
実
な
六
人
の
ポ
ー
タ
ー

を
、
一
日
遊
ば
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

十
月
一
日
、
地
形
の
確
認
と
デ
ポ
地
の
選
定
と
、
デ
ポ
地
ま
で
の
ポ
ー
タ
ー
の
賃
金
を
き
め
る
た
め
隊
員
二
名
、
リ
エ
ゾ
ン
、
ナ
イ
ヶ

図I

タ
バ
タ
ン
と
呼
ば
れ
る
カ
ル
カ
を
過
ぎ
、
左
岸
の
台
地
状
泊
り
場
ペ
リ
カ
プ
ワ
ヘ
着
い
た
の

が
九
月
三
十
日
の
午
後
だ
っ
た
。
少
し
奥
の
方
も
見
に
行
っ
た
が
適
当
な
所
が
な
く
、
こ
こ
を

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
終
点
Ｂ
Ｃ
に
決
定
し
た
（
四
二
○
メ
ー
ト
ル
）
・
そ
の
夜
は
リ
ン
モ
村
の
チ
ベ

ッ
タ
ン
の
ポ
ー
タ
ー
も
夜
遅
く
ま
で
さ
わ
い
で
、
実
に
に
ぎ
や
か
な
晩
だ
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
を

つ
か
ま
え
て
シ
ェ
ル
パ
の
通
訳
で
谷
の
奥
の
様
子
を
聞
き
出
そ
う
と
し
た
が
、
ど
う
も
要
領
を

え
な
い
。
そ
の
う
ち
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
若
い
ラ
マ
が
い
て
、
奥
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

聞
き
出
し
て
い
く
う
ち
に
、
本
流
は
少
し
上
流
で
消
え
て
し
ま
う
。
左
岸
か
ら
枝
谷
が
は
い
っ

〆 ハ へ
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の
四
人
が
先
発
。
ザ
の
上
に
登
れ
ば
目
の
前
に
湖
が
広
が
っ
て
い
た
。
リ
ン
モ
の
湖
よ
り
色
が
浅
い
の
で
、
現
地
で
は
こ
の
湖
を
「
白
い

湖
」
（
ツ
ォ
・
カ
ル
ポ
）
と
呼
ぶ
ら
し
い
。
湖
の
岸
を
作
っ
て
い
る
ザ
の
上
を
左
岸
の
方
へ
廻
っ
て
み
る
と
、
谷
が
右
へ
曲
っ
た
奥
に
、
私

達
が
日
本
か
ら
想
い
続
け
て
き
た
白
い
山
が
陽
を
浴
び
て
立
っ
て
い
た
。
東
西
に
長
い
雪
の
ピ
ー
ク
で
東
は
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
な
っ
て
切

れ
落
ち
、
南
側
は
雪
壁
の
下
に
雪
原
を
も
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
雪
原
の
南
東
か
ら
急
峻
な
懸
垂
氷
河
が
二
本
落
ち
込
ん
で
、
私
達

の
い
る
谷
の
源
頭
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
考
え
続
け
た
山
を
確
認
で
き
た
こ
と
、
雪
原
に
さ
え
立
て
れ
ば
ピ
ー
ク
へ
は
達
せ
ら
れ
そ
う

に
見
え
る
こ
と
な
ど
で
、
私
達
は
無
性
に
嬉
し
か
っ
た
が
、
リ
エ
ゾ
ン
は
得
体
の
知
れ
な
い
私
達
の
山
を
確
認
で
き
て
、
報
告
で
き
る
こ

と
に
満
足
し
た
ら
し
い
。
も
う
こ
れ
で
私
は
登
っ
て
こ
な
く
て
も
い
い
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
山
は
、
大
阪
市
立
大
学
隊
の
人
が
眺

め
た
の
と
同
じ
山
の
よ
う
だ
が
、
ス
ケ
ー
ル
の
感
じ
方
が
全
く
違
っ
て
い
た
こ
と
と
、
白
い
湖
の
存
在
が
知
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
私

達
の
得
た
情
報
と
現
地
の
様
子
が
ひ
ど
く
違
っ
た
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
少
し
混
乱
し
た
傾
向
も
あ
っ
た
と
思
う
。

ザ
の
上
に
立
っ
て
、
白
い
山
を
眺
め
て
い
た
リ
ン
モ
の
ナ
イ
ケ
に
私
達
は
確
か
め
よ
う
と
質
問
し
た
。
だ
が
、
「
こ
の
山
の
名
は
知
ら

ん
。
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
リ
ン
モ
村
の
者
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
れ
は
全
く
の
処
女
峰

な
の
か
、
そ
し
て
ま
た
カ
ン
ジ
ロ
バ
の
第
二
の
高
峰
な
の
だ
ろ
う
か
。
が
い
ず
れ
に
し
て
も
タ
イ
ソ
ン
が
、
そ
の
発
表
し
た
写
真
に
い
う

ご
ｚ
閃
潤
弔
Ｆ
○
宛
国
己
の
ピ
ー
ク
に
は
間
違
い
な
い
。
私
達
は
、
は
じ
め
て
そ
の
山
を
仰
い
だ
場
所
の
名
を
と
っ
て
「
白
い
湖
の
山
」
ツ
ォ
・

カ
ル
ポ
・
カ
ン
（
弓
の
冒
嗣
胃
冒
嗣
画
侭
）
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
の
⑱
⑦
の
の
ｚ
因
む
シ
Ｆ
』
ふ
急
・
認
。
毒
画
の
弓
の
国
固
国
弓
を
見
る
と
、
主
峰
の
位
置
に
鴎
Ｐ
Ｓ
津
．
第
二
の
ピ
ー
ク
と
し

て
主
峰
の
東
南
部
に
隠
面
路
岸
．
が
あ
り
、
こ
れ
が
第
二
の
高
峰
を
予
想
さ
せ
た
そ
も
そ
も
の
資
料
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
ピ

ー
ク
の
間
に
湖
が
画
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
地
図
で
は
ジ
ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
の
源
流
に
当
っ
て
い
る
。
次
々
と
解
明
さ
れ
て
い
く
カ
ン

ジ
ロ
バ
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
湖
の
存
在
は
不
明
の
ま
ま
だ
っ
た
。
私
達
の
間
で
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
と
ジ

ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
の
間
が
切
り
通
し
に
な
っ
て
連
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
冗
談
が
出
た
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
ジ
ャ
グ
ド
ラ
。

（ 7 ）



コ
ー
ラ
の
源
流
に
湖
が
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
か
の
谷
の
源
流
に
あ
る
は
ず
の
も
の
が
画
か
れ
た
に
違
い
な
い
と
考
え
た
。
こ
の

種
の
不
正
確
な
地
図
で
も
、
無
い
も
の
を
在
る
よ
う
に
書
く
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ド
ゥ
ド
ク
ン
ダ
リ
の
湖
の
例
で
も
よ
く
解

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
今
も
っ
て
、
こ
の
地
図
の
湖
は
確
認
で
き
な
い
。
「
白
い
湖
」
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
し

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
私
達
の
ま
だ
疑
問
と
し
て
い
る
地
形
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
の
大
雪
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
、
是
非

眺
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
場
所
は
、
プ
ン
モ
を
通
っ
て
い
る
ド
ジ
ャ
ム
・
コ
ー
ラ
、
プ
グ
ミ
・
コ
ー
ラ
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
谷
か
ら
、
さ

ら
に
北
へ
向
っ
て
分
れ
て
い
る
プ
ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
の
源
頭
で
あ
る
。
北
へ
向
っ
た
谷
は
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
西
を
通
っ
て
、
ポ
ク

ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
の
右
岸
を
な
す
岩
稜
に
突
当
り
、
さ
ら
に
西
へ
折
れ
て
ウ
ェ
ッ
ジ
・
ピ
ー
ク
の
尾
根
へ
当
っ
て
消
え
て
い
る
。
も
し
可

能
で
あ
れ
ば
、
私
達
は
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
か
ら
南
岸
の
岩
稜
の
最
低
コ
ル
に
立
っ
て
、
南
側
を
眺
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
し
、
帰
路
は

Ｂ
Ｃ
か
ら
最
低
コ
ル
を
越
え
て
プ
ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
を
下
降
し
、
プ
ン
モ
ヘ
出
る
こ
と
も
考
え
て
み
た
の
だ
が
、
そ
の
全
て
が
雪
の
た
め

に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
プ
ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
か
ら
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
へ
越
え
る
最
低
コ
ル
は
プ
ン
プ
ン
・
ラ
と
い
わ
れ
、
ポ
ク
ス
ン

ド
側
が
現
在
は
岩
壁
に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
傾
斜
が
ゆ
る
く
て
自
由
に
越
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
ズ
ム
ラ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
抜
け
る
道

の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
、
現
地
人
の
話
し
も
あ
っ
た
が
、
ズ
ム
ラ
か
ら
こ
の
峠
へ
出
る
ま
で
に
マ
ウ
リ
ヤ
峠
、
カ
グ
マ
ラ
峠
な
ど

高
い
峠
が
あ
る
し
、
か
な
り
東
へ
寄
っ
て
い
て
行
程
が
長
い
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
の
話
は
必
ず
し
も
本
当
と
は
思
え
な
い
点
が
あ

る
。
だ
が
、
プ
ン
プ
ン
・
コ
ー
ラ
の
奥
に
湖
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
地
形
と
、
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
、
カ
ン
ッ
ー
ネ
の
登
路
に
一
つ
の

ヒ
ン
ト
を
あ
た
え
て
く
れ
そ
う
な
、
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
充
分
な
谷
で
あ
る
。

目
標
の
白
い
山
を
確
認
し
た
私
達
は
早
速
登
山
活
動
に
は
い
っ
た
が
、
湖
の
上
流
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
付
近
の
川
原
に
Ｃ
１
を
作

っ
た
。
そ
れ
は
十
月
二
日
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
ほ
と
ん
ど
の
荷
を
集
結
し
て
実
質
的
な
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
な
っ
て
い
っ
た
。
高
度
は
四
六
○
○
メ

ー
ト
ル
。
広
々
と
し
た
平
ら
な
川
原
の
中
の
大
き
い
岩
陰
に
、
石
積
み
の
壁
の
上
に
シ
ー
ト
を
張
っ
た
炊
事
場
と
、
少
し
離
れ
た
位
置
に

隊
員
用
の
四
人
用
テ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
パ
用
の
三
人
用
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
こ
の
Ｃ
１
か
ら
上
流
へ
向
っ
て
川
原
を
約
一
時
間
歩
く
と
、
氷
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河
の
末
端
に
で
き
た
小
さ
い
湖
に
出
る
。
湖
は
左
右
を
数
十
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
の
側
堆
石
で
か
こ
ま
れ
、
正
面
奥
は
百
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
岩
壁
と
な
っ
て
、
二
つ
の
懸
垂
氷
河
の
末
端
が
こ
こ
で
断
ち
切
ら
れ
て
青
い
断
面
を
見
せ
て
い
る
。
左
右
か
ら
は
い
り
こ
ん
で
く
る

支
谷
は
、
す
べ
て
こ
の
側
堆
石
の
上
へ
合
流
し
て
く
る
点
を
み
る
と
、
正
面
の
懸
垂
氷
河
の
勢
力
は
か
な
り
強
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。

少
な
く
と
も
湖
の
出
口
あ
た
り
ま
で
伸
び
て
い
た
舌
端
が
、
ど
ん
ど
ん
後
退
し
て
現
在
の
岩
壁
の
地
点
で
落
着
い
て
い
る
よ
う
だ
。

正
面
の
氷
河
を
私
達
は
北
氷
河
と
呼
び
、
中
央
の
岩
稜
で
分
れ
て
い
る
二
条
を
、
そ
れ
ぞ
れ
右
氷
河
、
左
氷
河
と
し
た
。
左
氷
河
の
南

岸
は
奥
の
尾
根
か
ら
続
い
た
岩
稜
で
、
そ
の
南
側
に
か
な
り
の
高
度
差
で
低
い
氷
河
が
も
う
一
つ
あ
る
。
こ
の
氷
河
を
南
氷
河
と
呼
ん

だ
。
ル
ー
ト
は
右
か
左
の
氷
河
を
登
っ
て
大
雪
原
に
出
て
、
ピ
ー
ク
か
ら
南
へ
派
生
し
た
丸
い
形
の
雪
稜
を
た
ど
る
予
定
で
あ
る
。
正
面

の
氷
河
は
非
常
に
傾
斜
が
き
つ
く
て
、
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
重
ね
た
よ
う
な
感
じ
の
た
め
危
険
性
も
大
き
く
、
十
月
六
日
に
偵
察
に
は
い

っ
た
が
ガ
ス
で
見
通
し
が
き
か
な
か
っ
た
。
翌
日
は
南
氷
河
の
奥
の
コ
ル
へ
登
れ
る
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に
四
人
で
出
か
け
た
。
こ
の

氷
河
も
側
堆
石
が
か
な
り
の
距
離
に
延
び
て
い
る
。
南
岸
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
形
の
雪
の
可
愛
い
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
こ
れ
を
眺
め
て
い

る
う
ち
に
、
南
氷
河
の
偵
察
よ
り
高
度
経
験
の
た
め
に
こ
の
ピ
ー
ク
に
登
ろ
う
と
衆
議
一
決
。
枝
谷
に
は
い
っ
て
氷
河
か
ら
雪
尾
根
に
取

付
い
た
が
、
雪
の
状
態
の
悪
い
急
斜
面
で
遅
々
と
し
て
は
か
ど
ら
ず
、
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
ス
ト
ッ
プ
。
こ
こ
か
ら
見
る
北
氷

河
は
、
奥
の
大
雪
原
が
意
外
に
広
大
な
地
形
で
あ
り
、
右
氷
河
よ
り
左
氷
河
の
方
が
傾
斜
も
ゆ
る
く
、
多
少
は
安
全
ら
し
い
ル
ー
ト
を
途

中
ま
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

翌
八
日
か
ら
氷
河
へ
向
う
。
末
端
の
湖
か
ら
左
岸
の
側
堆
石
を
登
っ
て
右
氷
河
末
端
の
右
隅
へ
取
付
き
、
右
氷
河
を
横
断
し
て
左
氷
河

へ
は
い
る
。
左
氷
河
も
ク
レ
バ
ス
と
セ
ラ
ッ
ク
に
蔽
わ
れ
た
二
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
差
の
階
段
状
の
急
な
氷
河
で
、
中
へ
は
い
る
と
全

く
見
透
し
が
き
か
な
い
。
日
数
を
気
に
す
る
私
達
は
、
ル
ー
ト
が
開
か
れ
る
あ
と
か
ら
荷
上
げ
が
続
き
、
そ
の
日
の
ル
ー
ト
の
終
点
近
く

に
デ
ポ
を
作
っ
て
い
く
方
法
を
と
っ
た
。
だ
が
連
日
の
天
気
で
氷
河
は
刻
々
に
変
化
を
み
せ
、
私
達
の
ル
ー
ト
も
決
し
て
安
全
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
し
、
登
る
に
従
っ
て
氷
の
段
差
が
大
き
く
な
り
、
ハ
ン
グ
気
味
の
氷
の
壁
を
登
り
切
る
と
、
そ
の
上
に
も
段
が
あ
る
。
ま
た
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他
に
も
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
た
が
、
最
も
可
能
性
の
あ
る
南
氷
河
か
ら
岩
稜
を
乗
越
え
て
大
雪
原
に
達
す
る
ル
ー
ト
を
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
。
十
月
十
二
日
工
作
の
二
人
は
南
氷
河
へ
、
一
人
は
シ
ェ
ル
パ
と
北
氷
河
の
逆
ボ
ッ
カ
ヘ
、
一
人
は
対
岸
の
カ
ン
ャ

ザ
近
く
の
岩
の
ピ
ー
ク
（
五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
登
っ
て
地
形
全
体
を
確
か
め
る
行
動
に
移
っ
た
。
そ
の
結
果
ル
ー
ト
の
可
能
性
が
確
か
め

ら
れ
、
十
四
日
に
は
南
氷
河
末
端
に
Ｃ
２
（
五
三
○
メ
ー
ト
ル
）
を
作
っ
た
。
岩
稜
に
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
一
応
ル
ー
ト
が
で
き
た

十
五
日
の
夕
方
か
ら
、
一
瞬
の
こ
や
み
も
な
く
雪
が
降
り
続
き
、
終
日
テ
ン
ト
の
除
雪
に
明
け
暮
れ
る
日
が
続
い
た
。
背
後
の
岩
稜
は
急

峻
で
ち
り
雪
崩
し
か
落
ち
ず
、
南
氷
河
は
ゆ
る
や
か
な
た
め
奥
か
ら
雪
崩
が
押
出
し
て
く
る
心
配
も
な
か
っ
た
が
、
一
挙
に
積
っ
た
新
雪

の
た
め
に
、
周
囲
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
雪
崩
の
音
が
絶
え
な
か
っ
た
。
十
八
日
の
夕
方
に
や
っ
と
雪
が
や
ん
で
星
空
に
な
り
、
翌
日
か
ら

上
と
下
に
向
っ
て
ラ
ッ
セ
ル
を
繰
返
す
。
前
日
岩
稜
の
取
付
に
デ
ポ
し
た
荷
は
、
岩
稜
を
落
ち
る
雪
で
赤
旗
と
も
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
Ｃ
３
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
奇
跡
的
に
三
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
下
か
ら
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
早
速

岩
稜
の
ル
ー
ト
エ
作
と
荷
上
げ
を
は
じ
め
た
。

十
月
二
十
三
日
に
Ｃ
３
（
五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
）
設
置
。
二
名
が
こ
こ
に
は
い
り
、
大
雪
原
の
ラ
ッ
セ
ル
を
行
な
う
。
二
十
五
日
さ
ら
に
雪

稜
の
ル
ー
ト
エ
作
の
た
め
に
出
発
し
た
が
、
雪
稜
を
西
側
へ
ま
わ
り
こ
ん
だ
と
こ
ろ
に
安
全
な
ル
ー
ト
を
発
見
し
た
。
そ
の
た
め
に
フ
ィ

ッ
ク
ス
用
ロ
ー
プ
等
の
工
作
用
具
を
取
付
に
デ
ポ
し
、
二
人
は
雪
稜
に
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
た
。
降
雪
の
た
め
に
氷
の
斜
面
が
雪
に
蔽
わ
れ

て
、
か
え
っ
て
登
り
や
す
い
状
態
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ラ
ッ
セ
ル
を
繰
返
し
て
苦
し
い
登
り
を
続
け
、
三
時
頃
、
肩
の
よ
う
に
見
え
て

い
た
地
点
に
着
い
た
。
頂
上
は
さ
ら
に
彼
方
に
あ
る
。
天
気
は
朝
か
ら
快
晴
で
無
風
に
近
く
、
周
囲
に
雲
の
け
は
い
も
な
い
。
夜
は
満
月

に
近
く
鴬
ろ
く
ほ
ど
の
明
る
さ
に
映
え
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。
少
々
遅
く
な
っ
て
も
チ
ャ
ン
ス
は
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
二
人
は
さ

そ
の
上
に
も
段
が
あ
る
と
い
う
形
で
登
る
効
率
が
非
常
に
悪
く
な
っ
て
き
た
。
下
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
で
ル
ー
ト
を
指
示
し
て
も
、
い
つ

氷
が
崩
れ
る
か
気
が
気
で
な
く
な
り
、
遂
に
こ
の
ル
ー
ト
の
放
棄
を
決
定
。
下
降
を
は
じ
め
た
と
き
、
す
ぐ
隣
り
の
ビ
ル
く
ら
い
の
氷
が

ゆ
ら
っ
と
揺
れ
て
崩
れ
て
い
っ
た
。

（10）
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ら
に
登
り
続
け
、
四
時
十
五
分
、
遂
に
最
高
処
に
立
っ
た
。
東
西
に
長
い
リ
ッ
ジ
と
な
っ
た
頂
稜
の
最
高
点
だ
。
北
側
は
雪
庇
が
続
き
、

北
に
向
っ
て
す
ご
い
壁
が
落
込
ん
で
い
る
。
頂
稜
は
西
に
向
っ
て
次
第
に
低
く
な
り
、
そ
の
先
に
は
主
峰
が
逆
光
の
中
に
そ
ぱ
立
っ
て
い

る
。
南
に
は
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
の
ピ
ー
ク
が
高
さ
を
競
う
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
越
え
て
き
た
岩
稜
の
頭
は
、
も

う
は
る
か
下
に
小
さ
く
沈
ん
で
、
大
雪
原
の
一
条
の
ル
ー
ト
も
見
え
に
く
い
。
ウ
ェ
ッ
ジ
・
ピ
ー
ク
か
ら
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
で
カ
ン

ジ
ロ
バ
の
山
群
が
終
り
、
は
る
か
遠
く
に
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
山
群
が
巨
大
な
幅
を
も
っ
て
立
っ
て
い
る
。

あ
わ
た
だ
し
い
写
真
撮
影
の
ひ
と
と
き
を
過
し
て
下
降
に
か
か
る
。
肩
の
付
近
で
Ｃ
３
へ
は
い
っ
た
隊
員
と
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
の
交
信

で
登
頂
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
雪
稜
を
下
れ
ば
あ
と
は
大
雪
原
を
Ｃ
３
へ
た
ど
る
だ
け
だ
。
し
か
し
十
一
時
間
十
五
分
、
高
度
差

一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
水
平
距
離
も
か
な
り
長
い
行
動
に
二
人
は
疲
れ
果
て
て
Ｃ
３
へ
七
時
三
十
分
に
帰
着
し
た
。

翌
二
十
六
日
、
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
の
二
名
は
再
度
頂
上
を
目
指
し
た
が
、
前
夜
か
ら
の
風
で
ラ
ッ
セ
ル
が
ほ
と
ん
ど
消
え
、
正
午
に
雪

稜
へ
達
し
た
だ
け
で
引
返
し
た
。
か
な
り
遅
れ
た
日
程
、
乏
し
い
食
糧
な
ど
の
た
め
に
、
こ
の
ピ
ー
ク
へ
の
登
山
は
打
切
っ
て
、
二
十
七

日
全
員
が
再
び
Ｃ
２
へ
集
ま
っ
た
。
翌
日
、
さ
き
に
登
り
か
け
た
可
愛
い
山
へ
隊
員
二
人
が
向
っ
た
が
、
今
度
の
新
雪
で
ラ
ッ
セ
ル
の
た

め
疲
労
し
、
途
中
で
放
棄
し
て
帰
る
。
こ
の
と
き
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
他
の
ピ
ー
ク
へ
向
う
に
は
あ
ま
り
に
も
条
件
が
不
利
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
登
山
活
動
は
こ
れ
で
終
る
こ
と
に
し
た
。

Ｃ
２
を
撤
収
し
て
Ｃ
１
へ
帰
着
し
た
の
は
十
月
三
十
日
。
翌
日
隊
員
一
名
は
カ
ン
ャ
ザ
の
尾
根
に
登
り
、
カ
ン
ャ
ザ
谷
の
奥
と
カ
ン
ャ

ザ
の
地
形
の
確
認
を
行
な
っ
た
。
こ
の
谷
は
内
部
で
広
々
と
し
た
川
原
に
な
り
、
そ
の
奥
に
三
つ
の
岩
の
ピ
ー
ク
が
並
ん
で
い
て
、
各
ピ

ー
ク
の
間
に
氷
河
が
お
り
て
き
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
た
。
シ
ェ
ル
パ
一
名
を
ポ
ー
タ
ー
交
渉
に
リ
ン
モ
ヘ
下
ろ
し
、
隊
員
達
は
荷
物
の

ま
と
め
と
下
降
の
ラ
ッ
セ
ル
に
数
日
を
費
し
た
。
雪
の
た
め
Ｃ
１
ま
で
は
到
底
ポ
ー
タ
ー
が
は
い
ら
な
い
の
で
、
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
、
キ

ッ
チ
ン
ボ
ー
イ
の
六
人
で
Ｃ
１
の
全
部
の
荷
を
持
っ
て
下
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
日
の
十
一
月
二
日
夜
か
ら
再
び
雪
と
な
り
、
三
日

は
午
前
三
時
に
起
き
て
す
で
に
ラ
ッ
セ
ル
の
消
え
て
し
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
下
降
し
、
重
荷
を
背
負
っ
て
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
十
八
時
二
十

（12）
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カンジロパ山群未知の部分

ジ
ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
の
東
、
カ
グ
マ
ラ
峠
の
北
の
部
分
は
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
で
最
も
知
ら
れ
な
か
っ
た
地
域
と
い
え
る
。
今
回
そ
れ

ら
の
地
形
を
調
査
し
た
結
果
、
こ
の
地
域
に
あ
る
山
を
次
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
最
北
に
は
ツ
ォ
カ
ル

ポ
ヵ
ン
の
山
、
そ
の
東
に
カ
ン
ヤ
ザ
の
山
々
、
南
西
に
は
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
の
山
、
ず
っ
と
南
へ
向
っ
て
カ
ン
ッ
ー
ネ
と
ラ
シ

ャ
ン
マ
、
そ
し
て
東
南
に
延
び
た
部
分
に
は
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
が
あ
る
。
こ
の
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
す
、
へ
て
尾
根
続
き
で
、
東
面
は
全

て
急
峻
で
西
面
が
や
や
傾
斜
が
ゆ
る
い
と
い
う
共
通
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
ゆ
る
い
傾
斜
も
登
筆
を
可
能
と
す
る
ほ
ど

は
ゆ
る
く
な
い
。
全
般
的
に
か
み
そ
り
の
刃
を
立
て
た
よ
う
に
鋭
い
稜
線
が
多
く
、
氷
河
が
尾
根
の
上
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
も
少
な
い
・

私
達
の
歩
い
た
範
囲
で
は
、
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ
ー
ラ
を
境
と
し
て
北
側
は
チ
ベ
ッ
ト
風
の
乾
燥
地
帯
で
あ
り
、
な
だ
ら
か
な
地
形
に
移
っ

て
い
く
。
こ
の
境
界
は
ツ
ォ
ヵ
ル
ポ
ヵ
ン
の
北
側
を
通
り
ラ
ン
グ
ー
・
コ
ー
ラ
に
移
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
つ
の
グ

ル
ー
プ
の
山
の
う
ち
、
カ
ン
ャ
ザ
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
が
ゆ
る
や
か
な
地
形
を
も
っ
て
い
て
、
他
の
山
と
は
異
な
っ
た
性
格
の
よ
う
で
あ
る
。

ツ
ォ
ヵ
ル
ポ
ヵ
ン
の
山
は
そ
の
ピ
ー
ク
の
北
側
は
急
激
に
壁
と
な
っ
て
落
込
み
、
北
の
コ
ル
か
ら
カ
ン
ニ
ュ
ン
ト
ン
の
ピ
ー
ク
へ
尾
根

が
続
い
て
、
そ
の
尾
根
の
延
長
が
主
峰
東
側
に
あ
る
大
雪
原
を
と
り
か
こ
む
よ
う
な
形
に
な
っ
て
終
っ
て
い
る
。
そ
し
て
北
の
コ
ル
か
ら

西
へ
向
っ
て
、
お
そ
ら
く
こ
の
山
群
で
最
も
長
大
な
氷
河
が
主
峰
の
東
面
ま
で
流
下
し
て
い
る
。
南
面
に
は
雪
原
を
持
っ
て
い
て
ボ
ク
ス

分
、
真
暗
な
Ｂ
Ｃ
へ
た
ど
り
つ
い
た
。
Ｂ
Ｃ
も
大
雪
の
た
め
炊
事
場
が
つ
ぶ
れ
、
整
備
し
直
し
て
夕
食
を
し
た
の
が
十
時
頃
だ
っ
た
。

思
わ
ぬ
雪
の
た
め
、
帰
路
予
定
し
て
い
た
カ
グ
マ
ラ
峠
越
え
も
で
き
ず
、
テ
ィ
ブ
リ
コ
ッ
ト
経
由
で
リ
ン
モ
か
ら
十
日
間
で
ズ
ム
ラ
に

到
着
し
た
。
途
中
で
は
食
糧
が
充
分
に
得
ら
れ
ず
、
毎
日
そ
の
日
の
食
糧
を
買
い
あ
さ
っ
て
歩
く
始
末
で
、
主
食
は
全
く
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
入
手
で
き
ず
、
空
腹
を
か
か
え
て
数
日
を
す
ご
す
有
様
だ
っ
た
。
ズ
ム
ラ
に
は
バ
ザ
ー
ル
も
あ
る
が
思
う
よ
う
な
も
の
は
入
手
で
き

ず
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
物
資
の
少
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
の
東
部

（13）
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カンジロパ山群未知の部分

ン
ド
・
コ
ー
ラ
の
水
源
と
な
り
、
ま
た
西
向
き
に
流
れ
る
氷
河
に
よ
っ
て
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
峰
と
の
境
を
作
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
は
ツ
ォ
カ
ル
ポ
カ
ン
の
南
の
ピ
ー
ク
か
ら
西
に
分
岐
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
西
面
に
懸
垂
氷
河

を
も
っ
て
い
る
た
め
に
名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。
南
北
に
長
い
稜
線
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
痩
せ
た
稜
線
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
氷
河
が
稜
線
の
上
ま
で
続
い
て
い
る
部
分
は
な
い
。
ジ
ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
に
面
し
て
い
な
が
ら
、
ゴ
ル
ジ
ュ
に
よ
っ
て
南
方
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
鎖
さ
れ
た
、
接
近
の
困
難
な
山
で
あ
る
。
英
国
の
女
性
隊
が
ラ
シ
ャ
ン
マ
の
肩
を
越
え
て
北
側
の
谷
へ
下
り
、
こ
の

ジ
ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
の
支
流
を
少
し
上
流
の
方
ま
で
偵
察
し
て
い
る
。
一
九
七
○
年
に
は
カ
ン
ジ
ロ
バ
主
峰
を
登
頂
し
た
大
阪
市
立
大

学
隊
が
ジ
ャ
グ
ド
ラ
・
コ
ー
ラ
を
下
降
、
主
峰
と
ハ
ン
ギ
ン
グ
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
と
の
間
の
谷
を
登
っ
て
偵
察
し
て
い
る
。

カ
ン
ャ
ザ
は
中
腹
ま
で
カ
ル
カ
状
で
、
上
部
の
岩
尾
根
の
岩
が
た
い
へ
ん
崩
れ
や
す
い
以
外
、
特
に
困
難
な
山
で
は
な
い
よ
う
だ
。
ツ

ォ
カ
ル
ポ
の
手
前
か
ら
左
岸
の
カ
ン
ャ
ザ
の
谷
へ
は
い
る
と
広
い
内
院
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
ピ
ー
ク
へ
登
れ
る
だ
ろ
う
。
谷

の
奥
は
氷
河
に
な
っ
て
稜
線
に
達
し
て
い
る
。
一
九
六
七
年
秋
の
オ
ラ
ン
ダ
隊
が
登
り
か
け
た
山
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
カ
ン
ヤ
ザ
の
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
等
の
表
現
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
よ
る
「
未
知
の
谷
」
と
し
か
発
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
確
証
は
な
い
。
も

し
こ
の
山
だ
と
し
た
ら
、
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
ま
で
登
っ
た
の
な
ら
、
当
然
ツ
ォ
カ
ル
ポ
カ
ン
の
白
い
山
を
眺
め
て
い
る
で
あ

ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
に
、
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
の
も
不
思
議
だ
。
下
流
の
大
き
い
ツ
ォ
を
北
岸
へ
た
ど
る
途
中
、
ポ
ク
ス
ン
ド
・
コ

ー
ラ
の
奥
に
ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
山
が
眺
め
ら
れ
る
の
が
カ
ン
ャ
ザ
で
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
顕
著
な
ピ
ー
ク
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ツ
ォ
ヵ
ル
ポ
ヵ
ン
の
南
の
ピ
ー
ク
（
六
一
三
七
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
南
東
へ
続
く
尾
根
の
途
中
に
六
一
三
九
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、

こ
の
ピ
ー
ク
か
ら
南
へ
派
生
し
た
尾
根
が
ウ
ェ
ッ
ジ
・
ピ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ッ
ジ
・
ピ
ー
ク
は
文
字
ど
お
り
模
形
を
し
て

い
る
が
、
山
が
低
く
て
小
さ
い
の
で
見
劣
り
が
す
る
。
そ
の
先
に
カ
ン
ッ
ー
ネ
（
六
四
四
三
メ
ー
ト
ル
）
が
連
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
ソ
ン
の
地

図
の
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
が
そ
れ
で
、
尾
根
は
ラ
シ
ャ
ン
マ
ヘ
続
い
て
い
る
。
カ
ン
ッ
ー
ネ
は
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
状
の
横
幅
の
広
い
ピ

ー
ク
で
、
南
東
の
プ
ン
モ
の
方
か
ら
み
る
と
壮
麗
な
姿
を
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
隊
が
取
付
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
が
詳
細
は
不
明
。
北

（15



か
ら
見
て
も
本
を
立
て
た
よ
う
な
感
じ
で
弱
点
が
あ
ま
り
な
い
。
ラ
シ
ャ
ン
マ
と
く
ら
べ
る
と
、
ラ
シ
ャ
ン
マ
の
方
が
や
や
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
山
容
が
堂
々
と
し
て
い
て
立
派
に
見
え
る
。

六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
は
、
ツ
ォ
カ
ル
ポ
カ
ン
か
ら
削
壁
の
よ
う
な
尾
根
で
延
々
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
途
中
の
六
一
三
九
メ
ー
ト
ル

の
ピ
ー
ク
の
北
斜
面
は
、
こ
の
尾
根
の
間
の
唯
一
の
雪
の
た
ま
り
場
ら
し
く
、
圧
縮
さ
れ
た
雪
が
崩
壊
し
て
裾
に
落
ち
、
氷
河
の
よ
う
な

状
態
を
作
っ
て
い
る
。
そ
し
て
徐
々
に
谷
の
方
へ
モ
レ
イ
ン
等
を
押
出
し
て
い
っ
た
結
果
、
谷
が
せ
き
止
め
ら
れ
て
湖
が
作
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
。
プ
ン
プ
ン
・
ラ
で
最
低
高
度
に
下
っ
た
尾
根
は
再
び
上
昇
し
、
谷
の
曲
り
角
で
南
へ
方
向
を
変
え
て
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル

に
な
る
。
こ
の
峰
は
「
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
リ
ン
モ
村
で
は
村
の
後
に
そ
び
え
る
約
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

の
ピ
ー
ク
を
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
と
呼
び
、
村
の
守
護
神
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
北
方
に
住
む
連
中
は
六
六
○

○
メ
ー
ト
ル
峰
を
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
名
称
は
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
六
六
○

○
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
の
ポ
ク
ス
ン
ド
側
の
壁
に
は
北
と
南
各
一
カ
所
に
、
稜
線
か
ら
懸
垂
氷
河
の
下
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ

の
ピ
ー
ク
へ
の
接
近
路
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
登
ろ
う
と
し
た
の
は
今
ま
で
に
鳥
取
の
船
木
隊
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
隊
は
リ
ン
モ
村
の
カ
ン
ジ
ェ
ラ
ル
ワ
の
一
つ
南
の
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
山
行
に
よ
っ
て
カ
ン
ジ
ロ
バ
山
群
の
未
知
の
地
域
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
探
検
の
段
階
は
一
応
終
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の

最
終
段
階
を
実
行
で
き
た
私
達
は
幸
福
だ
っ
た
。
遠
い
と
こ
ろ
の
低
い
山
々
に
魅
力
は
少
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
登
り
ご
た
え
の
あ
る

処
女
峰
へ
の
興
味
は
今
後
も
続
く
こ
と
だ
ろ
う
。

な
お
、
大
阪
府
山
岳
連
盟
隊
の
隊
員
は
次
の
と
お
り
。

隊
長
阿
部
和
行
慮
歳
）
、
吉
永
定
雄
（
諏
歳
）
、
水
谷
弘
治
（
詔
歳
）
、
三
好
司
二
（
犯
歳
）
、
平
田
英
一
（
羽
歳
）
、
坂
下
志
津
夫

な
お
、

隊
長

（
妬
歳
）

（16）



マナスル西壁（1971年）

一
九
七
○
年
正
月
、
高
橋
照
、
青
木
、
高
橋
善
数
の
三
人
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
岩
登
り
を
や
り
た
い
、
出
来
れ
ば
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰

が
良
い
、
そ
れ
な
ら
日
本
人
ゆ
か
り
の
山
「
マ
ナ
ス
ル
」
を
西
側
か
ら
や
っ
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
話
を
し
た
の
が
も
と
で
、
マ
ナ
ス
ル

西
壁
隊
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
す
ぐ
登
山
許
可
申
請
書
の
手
続
を
始
め
、
都
岳
連
の
推
薦
を
貰
う
た
め
に
、
当
初
青
木
の
所
属

す
る
日
本
岳
友
会
主
催
と
し
た
が
、
後
に
隊
名
は
「
日
本
マ
ナ
ス
ル
西
壁
登
肇
隊
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
東
京
都
山
岳
連
盟
主
催
の
肩
書

き
が
付
い
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
。
と
も
か
く
隊
は
発
足
し
、
正
隊
員
も
遠
藤
、
雨
宮
、
小
原
、
田
中
（
基
）
と
増
え
て
い

き
、
八
月
に
は
雨
宮
宅
の
庭
に
プ
レ
ハ
ブ
作
り
の
事
務
局
も
出
来
た
。
任
務
も
分
担
さ
れ
、
隊
員
も
増
え
着
々
と
遠
征
準
備
は
進
ん
で
行

く
が
、
は
た
し
て
我
々
が
ね
ら
う
マ
ナ
ス
ル
西
壁
は
、
登
肇
の
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
人
未
踏
の
マ
ナ
ス
ル
西
面
の
こ
と
と

て
、
資
料
は
遠
く
か
ら
の
写
真
し
か
な
い
。
鋭
く
屹
立
す
る
傘
状
の
岩
壁
（
後
に
傘
岩
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
は
登
れ
る
の
だ

ろ
う
か
、
い
や
そ
の
前
に
氷
河
の
状
態
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
？
な
ど
と
限
り
な
く
疑
問
と
不
安
が
わ

い
て
く
る
。
そ
こ
で
偵
察
隊
を
出
す
こ
と
に
決
め
て
、
九
月
半
ば
青
木
と
善
数
は
羽
田
を
た
っ
て
い
っ
た
。
偵
察
隊
は
氷
河
の
取
付
ま
で

マ
ナ
ス

は

じ
め

ﾉレ

に

西
壁

（
一
九
七
一
年
）

小

原

和

晴

（17



登
っ
て
そ
の
可
能
性
を
確
か
め
、
Ｂ
Ｃ
予
定
地
も
決
め
て
、
ナ
ム
ン
・
バ
ン
ジ
ャ
ン
を
越
え
て
ポ
カ
ラ
に
戻
っ
て
来
た
。
ポ
ヵ
ラ
で
は
私

書
箱
を
開
設
し
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
正
式
許
可
書
を
得
る
た
め
に
奔
走
、
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
イ
ェ
テ
ィ
で
は
優
秀
な
シ
ェ
ル
パ
と

契
約
を
済
ま
す
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
青
木
は
十
一
月
中
旬
、
善
数
は
十
二
月
初
め
に
帰
国
し
た
。
こ
れ
で
な
お
自
信
が
増
し
、

遠
征
準
備
は
急
ピ
ッ
チ
に
は
か
ど
り
、
十
二
月
二
十
五
日
、
十
ト
ン
余
の
隊
荷
が
横
浜
埠
頭
に
運
び
込
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

荷
は
予
定
よ
り
早
く
カ
ル
カ
ッ
タ
に
着
き
、
急
逮
一
月
二
十
日
に
田
中
（
基
）
が
、
二
十
五
日
に
は
松
崎
が
ポ
ヵ
ラ
ま
で
の
陸
送
の
た

め
に
羽
田
を
発
っ
た
。
ま
た
諸
手
続
の
た
め
、
二
月
一
日
、
善
数
も
出
発
し
た
。

こ
こ
で
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
を
紹
介
し
て
お
く
。

新田清松小雨田高青遠高隊
員

中水崎原宮中橋木藤橋
隆基清哲和 壮善

浩喜二也晴節佶数敏登照

隊
長
五
七
歳
山
岳
巡
礼
倶
楽
部
所
属

副
隊
長
四
○
歳
コ
ン
テ
ー
ニ
ア
ス
・
ク
ラ
ブ
所
属

戦
略
二
七
歳
日
本
岳
友
会
所
属

庶
務
二
五
歳
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
所
属

医
師
三
○
歳
鵬
翔
山
岳
会
所
属

装
備
三
四
歳
東
泉
雲
稜
会
所
属

食
糧
三
○
歳
兎
宗
雲
稜
会
所
属

梱
包
二
七
歳
東
京
ヤ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
マ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
所
属

装
備
二
五
歳
鵬
翔
山
岳
会
所
属

輸
送
二
一
歳
山
岳
巡
礼
倶
楽
部
所
属

写
真
二
六
歳
東
京
雲
稜
会
所
属

〔18）



マナスル西壁（1971年）

イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
サ
ー
ダ
ー
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
六
年
生

ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
（
サ
ー
ダ
ー
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
八
年
生

パ
サ
ン
・
ニ
マ
（
コ
ッ
ク
）
ジ
ュ
ン
ベ
シ
出
身
、
一
九
四
五
年
生

ペ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
（
シ
ェ
ル
パ
）
ガ
ー
ト
・
ロ
モ
ジ
ョ
出
身
、
一
九
三
一
年
生

ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
（
シ
ェ
ル
パ
）
タ
ミ
出
身
、
一
九
三
八
年
生

ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
（
シ
ェ
ル
パ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
九
年
生

ア
ン
・
ツ
ェ
リ
ン
（
シ
ェ
ル
パ
）
ジ
ョ
サ
レ
出
身
、
一
九
三
八
年
生

カ
ミ
・
ノ
ル
ブ
（
シ
ェ
ル
パ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
四
三
年
生

ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
（
シ
ェ
ル
パ
）
タ
ミ
出
身
、
一
九
四
五
年
生

ア
ン
・
ニ
マ
（
シ
エ
ル
パ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
四
四
年
生

ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
（
シ
ェ
ル
パ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
一
年
生

テ
ン
ジ
ン
（
シ
ェ
ル
パ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
八
年
生

カ
ル
サ
ン
（
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
五
年
生

ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
四
五
年
生

パ
サ
ン
（
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
二
六
年
生

ヌ
ル
ブ
・
ザ
ン
ブ
ー
（
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
）
チ
ャ
ウ
リ
ヵ
ル
ヵ
出
身
、
一
九
三
六
年
生

ギ
ル
ミ
ー
（
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
四
五
年
生

ソ
ナ
（
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー
イ
）
ナ
ム
チ
ェ
出
身
、
一
九
三
五
年
生

シ
エ
ル
パ

（19）



二
月
十
四
日
に
高
橋
照
隊
長
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
、
新
、
小
原
の
五
名
、
翌
十
五
日
に
遠
藤
副
隊
長
、
青
木
登
筆
隊
長
、
雨
宮
の

三
名
が
羽
田
空
港
を
飛
び
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
日
の
う
ち
に
カ
ル
カ
ッ
タ
の
リ
ッ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
に
着
い
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
は
パ
キ
ス

タ
ン
紛
争
の
あ
お
り
で
、
政
情
不
穏
で
一
人
歩
き
は
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
。

後
発
荷
物
の
引
取
り
の
任
務
を
持
つ
高
橋
隊
長
と
、
イ
ン
ド
の
ネ
パ
ー
ル
領
事
館
で
ビ
ザ
の
延
長
が
出
来
る
よ
う
な
手
続
を
と
っ
て
あ

っ
た
小
原
を
除
い
て
、
他
の
者
は
カ
ル
カ
ッ
タ
一
泊
で
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。

二
月
十
八
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
遠
藤
、
青
木
、
高
橋
善
数
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
雨
宮
、
新
、
小
原
の
七
人
が
集
結
し
た
。
そ
の
他
の
行

動
は
高
橋
隊
長
が
カ
ル
カ
ッ
タ
で
後
発
荷
物
待
ち
、
清
水
は
ポ
カ
ラ
に
て
陸
送
荷
物
待
ち
、
そ
し
て
田
中
基
喜
、
松
崎
は
印
ネ
国
境
の
町

バ
イ
ラ
ワ
で
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
の
コ
ピ
ー
が
届
か
な
い
の
で
足
止
め
を
喰
っ
て
い
る
と
い
う
配
置
と
な
っ
た
。
陸
送
隊
は
も
う
一
週
間
以
上
も

足
止
め
を
喰
っ
て
い
る
の
だ
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
段
取
り
は
大
変
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

十
九
日
、
リ
ェ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
パ
ン
デ
ィ
氏
、
シ
ェ
ル
パ
、
隊
員
達
の
顔
合
せ
を
行
な
っ
た
後
、
バ
ザ
ー
ル
で
食
糧
、
装
備
の

買
付
け
を
す
る
。
ほ
と
ん
ど
日
本
で
揃
え
て
来
た
の
で
、
こ
こ
で
の
買
付
け
は
米
、
砂
糖
、
塩
、
紅
茶
と
圧
力
釜
、
大
鍋
位
な
も
の
で
あ

二
十
一
日
、
遠
藤
、
雨
宮
、
新
が
ポ
ヵ
ラ
ヘ
飛
ん
だ
。
荷
物
は
ま
だ
ポ
カ
ラ
に
着
か
な
い
。
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
電
話
し
て
イ
ン
ド
側
か
ら

も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
お
り
、
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
は
発
送
済
み
だ
が
、
も
し
着
か
な
く
て
も
通
関
し
て
も
ら
え
る
よ
う
話
は
付
い
た
と
い
う
高
橋

プ
プ
（
薪
採
り
）
ラ
且

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
イ
サ
ー

モ
ー
ハ
ン
・
バ
ハ
ド
ゥ

。
バ
ハ
官
０
ウ

ラ
ッ
サ

ずつ

た
0

レノ

ネ
パ
Ｉ

出
身
、、

パ
ン
ー
テ
イ

一
九
四
七
年
生

ル

へ

(20)



マナスル西壁の全貌（1970年秋写）
ThewholeaspectofManasiuWestFace

(ByS.Aoki inautumnof l970)



CI～C2の中間からマナスル西稜の全貌を望む

ThewholeaspectofManasluWestRidgeseen fromhalfwaybetween

Camps l and2 (ByS・Shimizu)



灘

＃

錨

参§

＃

霞； §

§
蕊

夢､篭蕊

串

《 ；

憩栽
輔 甚篭

患

夢

堀
蕊 吋

霧
号
驚

潮ｴ

、篭 難

篭

湾煮
恥〔〆 ，麓

銭簿

蕊蕊

蕊蕊
鴬蕊

弧
詫浄

蝉縣薄沼鰯榊軍$･弾も蝿､…H…#＝藍巍轤醗癖糟掛…弾辮騨…蠅錘錘…> 噌 鐸､ 轡，琴辮屯｡承《 ､輪僻棉} 鞄，琴 ‘唱 鋸穂癖識戦#､出希罰蛾錘難奄衙､4f華呼輯L端¥群汀t"画工 《 .n 点韓4紗琿門出銅塔 岬冒。､ 『関心吟《･‘ ‘』 輔 ‐

C4上方の氷壁を登る－マナスル西壁

Cl imbingup thesteep ice-wal l aboveCamp4onManasluWestFace

(ByK.Kohara)



４
斗
×
や
圏
卿
ｓ
ｏ
全
４
両
〃
計
醗
叶
奔
叫
山
一
Ｉ
Ｓ
Ｉ
砂

○
四
ョ
℃
一
○
コ
三
四
コ
四
い
一
匡
乏
①
鼻
呵
ｍ
ｏ
の
皇
子
四
万
○
ヨ
○
コ
旦
子
①
い
仁
ヨ
ョ
ー
庁
で
｜
算
①
凹
匡

ヨ
｜
①
才
す
四
○
天
、
「
○
仁
．
具
（
田
Ｋ
大
．
六
○
コ
四
『
、
）

龍，

帝

蕊

。

灘

蕊
蕊鐵

……身：

蝉 h

,

軋 藍

謡
騨

鐸

釜
霧

…
粥鰯

謝
繭
瀬
鋳

龍

＃

患



二
十
七
日
、
青
木
と
サ
ー
ダ
ー
の
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
が
ジ
ー
プ
に
て
零
ハ
イ
ラ
ワ
に
出
発
。
入
れ
違
い
に
突
然
、
清
水
が
ホ
コ
リ
で
顔

も
服
も
ま
っ
黒
に
し
て
帰
っ
て
来
た
。
彼
の
話
で
は
、
こ
ち
ら
で
考
え
て
い
た
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
イ
ン
ド
側
の
通
関
は
至
極
ア
ッ
サ

リ
済
ん
だ
が
、
反
対
に
全
然
軽
く
考
え
て
い
た
ネ
パ
ー
ル
側
の
通
関
で
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
も
問
題
は
金
だ
。
税
金
を
安

く
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
と
ネ
パ
ー
ル
と
違
う
金
額
の
書
類
を
作
っ
て
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
安
く
し
て
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
へ
の
イ
ン
ポ
－

Ｊ
ト
・
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
受
付
け
て
く
れ
ず
、
高
い
方
の
イ
ン
ド
へ
の
書
類
を
基
に
税
率
を
掛
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
税
金
九
、

年叩
○
○
○
ル
ピ
ー
、
積
立
金
九
、
○
○
○
ル
ピ
ー
、
計
一
八
、
○
○
○
ル
ピ
ー
が
必
要
だ
と
い
う
。
田
中
に
持
合
せ
が
な
い
の
で
清
水
が
金

く １壁
を
取
り
に
来
た
の
だ
。
予
算
外
の
こ
の
出
費
は
隊
と
し
て
は
非
常
に
痛
い
が
、
こ
の
際
荷
物
を
出
す
こ
と
が
先
決
。
三
時
四
十
分
、
清
水

咽
は
金
を
持
っ
て
再
び
寺
ハ
イ
ラ
ワ
ヘ
戻
っ
て
行
っ
た
。

スナ
今
朝
、
ナ
イ
ヶ
と
ポ
ー
タ
ー
の
件
で
打
合
せ
を
や
っ
た
。
準
備
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
荷
を
待
つ
だ
け
だ
。

マ
ニ
十
八
日
、
ニ
マ
・
ウ
オ
ン
チ
ュ
ー
が
青
木
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
荷
は
一
日
夜
か
二
日
の
朝
に
は
着
く
と
い
う
。

隊
長
の
伝
言
を
持
っ
て
認
清
水
は
バ
イ
ラ
ワ
ヘ
飛
ん
で
行
っ
た
。
入
れ
替
り
に
松
崎
が
バ
イ
ラ
ワ
か
ら
ポ
ヵ
ラ
に
入
っ
た
。

二
十
二
日
、
小
原
ポ
カ
ラ
入
り
。
二
十
三
日
、
青
木
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
・
シ
ェ
ル
パ
六
人
が
ポ
ヵ
ラ
着
。
二
十
三
、
二
十
四
日
と
清
水

か
ら
の
連
絡
を
待
つ
も
音
信
ま
っ
た
く
不
通
。
電
報
を
打
た
な
い
わ
け
が
な
い
の
だ
が
？
．
（
松
崎
が
バ
イ
ラ
ワ
で
打
っ
た
電
報
を
、
彼
が

ポ
カ
ラ
に
着
い
て
か
ら
自
分
で
そ
の
電
報
を
受
取
る
と
い
う
笑
い
話
の
よ
う
な
事
が
平
気
で
起
る
の
が
ネ
パ
ー
ル
な
の
だ
か
ら
、
あ
せ
る

方
が
い
け
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
）

二
十
四
日
、
三
時
半
の
バ
ス
で
バ
イ
ラ
ワ
ヘ
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
を
伝
言
に
出
す
。

二
十
五
日
、
情
勢
に
変
化
な
し
。
、
ハ
イ
ラ
ワ
に
使
い
に
や
っ
た
一
二
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
さ
え
も
帰
っ
て
来
な
い
。
高
橋
隊
長
、
カ
ト
マ

ン
ズ
着
。
後
発
便
の
メ
ド
が
着
い
た
と
い
う
の
に
、
先
発
便
は
そ
の
動
向
さ
え
も
今
は
定
か
で
な
い
。
こ
れ
で
は
三
月
一
日
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン

開
始
は
絶
望
的
と
な
っ
た
。
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三
月
一
日
、
午
後
二
時
四
十
五
分
、
ホ
テ
ル
の
ボ
ー
イ
が
車
が
着
い
た
と
と
ん
で
来
た
。
す
ぐ
庭
へ
と
び
出
す
。
ト
ラ
ッ
ク
が
二
台
、

ど
う
ど
う
と
庭
へ
入
っ
て
来
た
。
青
木
、
清
水
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
そ
し
て
四
十
日
ぶ
り
に
ひ
げ
モ
ジ
ャ
の
田
中
の
顔
も
一
緒
だ
。

待
望
の
荷
が
着
い
た
の
だ
。
シ
ェ
ル
パ
総
動
員
で
荷
を
下
ろ
す
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
を
背
景
に
し
て
作
業
は
進
む
。
荷
は
昨
日
の
雨
で

か
な
り
痛
ん
で
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
荷
抜
け
は
な
さ
そ
う
だ
。
本
格
的
な
整
理
は
明
日
か
ら
に
し
て
早
速
天
幕
を
張
る
。
経
費
節
約
の
た

め
今
日
か
ら
天
幕
生
活
だ
。
夜
は
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
食
糧
を
腹
一
杯
食
べ
た
。
食
後
、
シ
ェ
ル
パ
ら
と
交
歓
会
を
行
な
う
。

二
日
、
三
日
、
四
日
と
朝
か
ら
梱
包
作
業
で
忙
が
し
い
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
連
峰
を
仰
ぎ
な
が
ら
裸
で
作
業
だ
。
作

業
は
は
か
ど
っ
た
。
五
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
と
決
め
た
が
、
後
発
便
が
届
か
な
い
の
で
、
隊
を
先
発
、
後
発
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
に
し

た
。
少
し
で
も
日
程
の
遅
れ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。
後
発
隊
は
隊
長
、
善
数
、
新
と
リ
エ
ゾ
ン
、
シ
ェ
ル
パ
二
名
と

し
、
残
り
二
十
四
名
は
五
日
に
出
発
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

空
港
を
横
切
り
、
ポ
ー
タ
ー
達
は
雨
の
中
を
、
支
給
品
の
ビ
ニ
ー
ル
一
枚
で
荷
物
を
大
事
そ
う
に
包
ん
で
小
走
り
に
歩
い
て
行
く
。
四

○
キ
ロ
近
い
荷
な
の
に
や
は
り
強
い
も
の
だ
。
い
く
つ
か
の
小
さ
な
部
落
を
す
ぎ
、
山
に
入
る
手
前
の
シ
シ
ュ
ワ
の
田
圃
の
中
に
幕
営
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
第
一
日
目
は
と
う
と
う
終
日
雨
だ
っ
た
。

た
0

三
月
五
日
（
雨
）
ポ
カ
ラ
ー
シ
シ
ュ
ワ

ホ
テ
ル
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
は
薄
暗
い
う
ち
か
ら
あ
わ
た
だ
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
小
雨
の
中
を
ポ
ー
タ
ー
が
続
々
と
集
ま
っ

て
く
る
。
ナ
イ
ケ
別
に
整
列
さ
せ
、
一
人
一
人
に
荷
物
と
番
号
札
、
ア
ド
バ
ン
ス
マ
ネ
ー
（
三
日
分
四
五
ル
ピ
ー
）
、
雨
合
羽
用
ビ
ニ
ー

ル
を
渡
し
、
名
前
を
控
え
て
か
ら
全
部
を
送
り
出
し
終
る
ま
で
に
一
時
間
半
を
要
し
た
。
ポ
ー
タ
ー
二
六
四
名
、
ナ
イ
ケ
が
五
名
で
あ
っ

キ
ャ
ラ
バ
ン
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マナスル西壁（1971年）

六
日
（
霧
の
ち
晴
）
シ
シ
ュ
ワ
ー
カ
ル
プ
タ
ー
ル

雨
は
上
り
、
濃
霧
の
中
に
ポ
ー
タ
ー
は
続
々
と
消
え
て
行
く
。
ま
も
な
く
山
に
入
り
、
三
十
分
の
登
り
で
峠
の
茶
店
に
着
い
た
。
こ
こ

で
鮒
を
十
五
匹
二
ル
ピ
ー
で
手
に
入
れ
た
。
こ
ん
な
山
の
上
に
魚
が
あ
る
な
ん
て
不
思
議
だ
と
思
い
な
が
ら
峠
を
降
り
て
行
く
と
、
途

中
で
霧
が
は
れ
、
す
ぐ
目
の
下
に
大
き
な
湖
が
あ
っ
た
。

再
び
田
圃
の
畔
道
を
辿
り
、
タ
ー
ル
・
ベ
シ
．
、
ハ
ザ
ー
ル
を
過
ぎ
る
と
、
ま
も
な
く
次
の
山
越
え
に
入
る
。
山
道
は
日
本
の
奥
多
摩
辺

り
と
そ
っ
く
り
だ
。
木
も
草
も
石
も
、
そ
し
て
川
の
流
れ
ま
で
も
。
前
を
歩
く
ポ
ー
タ
ー
が
い
な
け
れ
ば
、
日
本
の
山
を
歩
い
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
錯
覚
し
そ
う
だ
。

正
面
に
真
白
い
雄
大
な
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
を
望
め
る
サ
ル
コ
や
ハ
ス
．
、
ハ
ン
ジ
ャ
ン
（
峠
）
で
一
服
。
さ
す
が
の
ポ
ー
タ
ー
も
大
汗
を
か
き

な
が
ら
、
ハ
ー
ハ
ー
い
っ
て
登
っ
て
く
る
。
峠
を
二
時
間
も
下
る
と
マ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
河
岸
に
出
る
。
激
流
に
ち
ょ
っ
と
傾
い
た
十
メ

ー
ト
ル
位
の
丸
木
橋
が
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
渡
る
と
今
日
の
幕
営
地
カ
ル
プ
タ
ー
ル
だ
っ
た
。
河
原
よ
り
一
段
上
っ
た
田
圃
の
中
に

キ
ャ
ン
プ
す
る
。
丸
木
橋
で
ポ
ー
タ
ー
が
三
人
も
河
に
落
ち
て
流
さ
れ
大
騒
ぎ
し
た
が
、
大
し
た
水
深
で
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
に

キ
ャ
ン
プ
す
る
。
丸
木
橋
で

も
荷
に
も
ダ
メ
ー
ジ
は
な
か

部
落
で
あ
っ
た
。

七
日
（
晴
）
カ
ル
プ
タ
ー
ル
ー
ナ
ル
マ

早
朝
の
出
発
は
気
持
が
よ
い
。
今
日
も
暑
く
な
り
そ
う
な
の
で
最
初
か
ら
短
パ
ン
で
歩
く
。
大
変
幅
の
広
い
河
原
と
も
田
圃
と
も
つ
か

な
い
所
を
歩
い
た
後
、
渡
渉
三
回
で
二
俣
に
着
い
た
。
道
は
真
中
の
急
な
尾
根
に
付
い
て
い
る
。
二
十
分
毎
に
作
ら
れ
て
い
る
木
陰
の
休

み
場
（
チ
ョ
ー
タ
ラ
）
で
休
み
な
が
ら
登
る
も
、
暑
さ
と
昼
食
抜
き
の
空
腹
の
身
に
は
か
な
り
こ
た
え
た
。
尾
根
道
か
ら
、
山
の
中
腹
に

マ
メ
に
作
ら
れ
た
段
々
畑
の
中
の
道
へ
と
辿
り
、
そ
れ
を
登
り
つ
め
る
と
稜
線
伝
い
に
部
落
が
あ
る
。
そ
こ
が
今
晩
の
泊
り
場
ナ
ル
マ
の

こ
こ
か
ら
眺
め
ら
れ
る
マ
ナ
ス
ル
三
山
の
偉
容
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。
ま
た
ポ
ヵ
ラ
で
見
な
れ
た
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰
や
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ

彰つ

た
0
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し
が
、
横
の
角
度
か
ら
眺
め
ら
れ
た
。
い
つ
ま
で
も
あ
き
な
い
眺
望
だ
。

景
色
は
最
高
だ
っ
た
が
、
物
資
が
非
常
に
少
な
く
高
い
（
多
分
に
足
元
を
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
）
の
に
は
ま
い
っ
た
。
薪
が

四
束
で
二
○
ル
ピ
ー
も
し
た
。
大
変
人
な
つ
っ
こ
ぐ
善
良
そ
う
な
国
民
も
貧
乏
ゆ
え
に
か
、
金
や
物
に
対
し
て
は
と
て
も
い
じ
き
た
な

い
。
で
も
そ
の
生
活
環
境
、
生
活
ぶ
り
を
目
の
辺
り
に
見
て
は
そ
れ
も
に
く
め
な
く
な
る
が
・
・
：
：
。

八
日
（
高
曇
り
の
ち
晴
）
ナ
ル
マ
ー
ク
デ
ィ

ナ
ル
マ
の
部
落
か
ら
は
稜
線
歩
き
が
続
く
。
マ
ナ
ス
ル
三
山
を
見
な
が
ら
の
稜
線
漫
歩
を
期
待
し
て
い
た
の
に
、
あ
い
に
く
の
高
曇
り

空
の
た
め
、
山
々
は
う
す
ぼ
ん
や
り
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。
だ
が
、
ま
っ
か
な
大
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
咲
き
乱

れ
る
稜
線
歩
き
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。
ポ
ー
タ
ー
達
の
陽
気
な
歌
声
、
笑
い
声
も
は
ず
ん
で
い
る
。

二
時
間
も
稜
線
を
歩
く
と
小
さ
な
部
落
が
あ
っ
た
。
バ
ク
ル
ン
・
パ
ニ
ー
だ
。
峠
の
茶
店
で
チ
ャ
を
何
杯
も
飲
む
。

道
は
茶
店
の
横
を
九
○
度
曲
り
、
少
し
行
く
と
二
つ
に
分
れ
、
左
の
林
間
の
急
下
降
の
道
に
入
る
。
（
後
発
の
隊
長
、
新
は
右
の
広
い

道
を
進
ん
で
散
々
の
目
に
あ
っ
て
い
る
。
）
谷
川
岳
の
巖
剛
新
道
の
よ
う
な
岩
場
混
り
の
ガ
タ
ガ
タ
道
を
一
時
間
半
も
下
る
と
、
川
岸
の

小
さ
な
部
落
（
ラ
マ
・
ガ
ウ
ン
）
に
着
い
た
。
立
派
な
吊
橋
を
左
岸
に
渡
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
尾
根
の
ト
ラ
バ
ー
ス
道
と
な
る
。
暑

い
！
間
も
な
く
大
き
な
ク
デ
ィ
の
部
落
が
見
え
て
き
た
。
右
下
に
黒
部
川
の
よ
う
な
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
が
見
下
ろ
せ
る
。

大
き
な
吊
橋
を
渡
る
と
ク
デ
ィ
の
部
落
に
入
っ
た
。
そ
こ
の
牛
糞
だ
ら
け
の
畑
の
中
が
今
日
の
泊
り
場
だ
。
こ
の
先
ト
ン
ジ
ェ
ま
で
は

大
き
な
部
落
が
な
い
の
で
出
来
る
だ
け
の
買
物
を
す
る
。
米
、
鶏
、
卵
を
大
分
買
う
。

九
日
（
晴
）
ク
デ
ィ
ー
バ
フ
ン
・
ダ
ダ

キ
ャ
ラ
バ
ン
五
日
目
の
朝
は
快
晴
で
明
け
た
。
今
日
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
少
し
先
で
激
流
の
上
に
か
け
ら
れ

た
、
竹
で
編
ん
だ
新
し
い
架
け
橋
を
渡
る
。
少
し
ず
つ
渡
る
の
で
三
○
○
人
が
渡
り
終
る
ま
で
に
二
時
間
半
を
要
し
た
。

対
岸
の
ブ
ル
ブ
ー
レ
・
バ
ザ
ー
ル
で
Ｂ
Ｃ
で
飼
育
す
る
若
鶏
と
卵
を
買
付
け
る
。
こ
の
部
落
か
ら
正
面
に
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
、
Ｐ
二
九
の
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マナスル西壁（1971年）

立
派
な
姿
が
望
ま
れ
、
つ
い
長
居
を
し
て
し
ま
っ
た
。
白
き
巨
人
を
仰
ぎ
仰
ぎ
、
川
ぞ
い
に
ビ
ス
タ
リ
、
ビ
ス
タ
リ
と
歩
く
。

竹
で
編
ん
だ
丸
屋
根
の
粗
末
な
チ
ベ
ッ
タ
ン
・
カ
ル
ヵ
を
す
ぎ
、
ま
も
な
く
あ
ら
わ
れ
た
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
、
Ｐ
二
九
よ
り
流
れ
て
き

た
大
き
な
ム
シ
・
コ
ー
ラ
に
か
か
る
長
い
吊
橋
を
渡
り
、
炎
熱
の
道
を
進
み
、
し
ば
ら
く
き
つ
い
登
り
を
あ
え
ぐ
と
、
尾
根
の
上
の
竹
林

の
中
に
我
々
の
天
幕
が
張
っ
て
あ
っ
た
。
バ
フ
ン
・
ダ
ダ
部
落
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
尾
根
の
上
に
水
道
が
あ
る
の
に
は
驚
い
た
。
ス
チ
ー

ル
製
、
蛇
口
付
の
本
格
的
な
も
の
だ
。

明
日
向
か
う
行
手
に
は
、
槍
ヶ
岳
の
よ
う
に
と
ん
が
っ
た
山
が
薄
く
雪
を
付
け
て
そ
び
え
て
い
る
。
大
分
奥
地
へ
来
た
感
じ
だ
。

十
日
（
晴
）
バ
フ
ン
・
ダ
ダ
ー
ジ
ャ
ガ
ッ
ト

今
日
も
快
晴
で
明
け
た
。
ポ
ー
タ
ー
が
〃
ナ
マ
ス
テ
〃
と
挨
拶
し
な
が
ら
元
気
に
出
て
行
く
。

一
時
間
も
歩
き
新
し
い
竹
橋
を
渡
り
、
河
原
ぞ
い
の
道
を
進
む
と
五
’
六
軒
の
チ
ベ
ッ
タ
ン
部
落
（
シ
ャ
ン
ゲ
）
に
着
く
。
昨
日
か
ら

す
で
に
チ
ベ
ッ
タ
ン
の
領
域
に
入
っ
た
の
だ
。
チ
ベ
ッ
タ
ン
は
一
様
に
黒
っ
ぽ
い
毛
布
地
で
出
来
た
服
を
着
、
サ
ン
ゴ
色
の
石
の
首
飾
り

を
付
け
、
皮
底
の
長
い
ズ
ッ
ク
靴
を
履
い
て
い
る
。
こ
の
暑
い
の
に
よ
く
平
気
で
い
ら
れ
る
と
感
心
す
る
。

そ
の
部
落
か
ら
つ
ま
ら
な
い
登
り
下
り
が
始
ま
る
。
灰
色
の
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
流
れ
は
緑
色
だ
。
一
時
間
半
も
歩

く
と
岩
壁
を
削
っ
た
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
位
の
立
派
な
道
と
な
っ
た
。
こ
ん
な
所
に
機
械
は
な
い
。
手
で
コ
ッ
コ
ッ
と
削
っ
て
い
っ
た
の
だ

間
も
な
く
、
岬
状
に
突
き
出
た
台
地
上
に
四
軒
ば
か
り
の
藁
屋
根
の
小
部
落
が
あ
ら
わ
れ
た
。
ジ
ャ
ガ
ッ
ト
だ
。
ま
だ
昼
前
で
あ
る
。

だ
が
今
日
の
予
定
は
こ
こ
ま
で
だ
。
い
く
ら
近
く
て
も
ポ
ー
タ
ー
達
は
夕
方
に
な
ら
な
け
れ
ば
到
着
し
な
い
。
途
中
で
適
当
に
時
間
を
つ

ぶ
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
時
計
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
彼
等
の
時
間
は
正
確
で
あ
る
。

夕
方
、
一
日
遅
れ
で
ポ
ヵ
ラ
を
出
発
し
た
八
王
子
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
隊
が
追
い
つ
い
て
き
た
。
請
負
制
に
し
た
ら
ポ
ー
タ
ー
が
非
常
に
良

く
歩
く
の
だ
と
い
う
。
そ
の
方
が
得
か
も
知
れ
な
い
。

ろ
う
か
？
．
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十
二
日
（
晴
、
夕
立
）
タ
ー
ル
ー
ト
ン
ジ
ェ

河
原
ぞ
い
の
良
い
道
を
三
十
分
も
行
く
と
、
道
は
右
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
な
が
ら
登
っ
て
い
る
。
の
っ
・
ヘ
リ
し
た
岩
壁
に
下
か
ら
石
を

積
み
上
げ
た
り
、
木
を
渡
し
た
り
し
て
道
を
作
っ
て
あ
る
。
そ
の
人
力
に
は
感
心
す
る
ば
か
り
だ
。
両
岸
は
屏
風
の
よ
う
に
そ
そ
り
立

ち
、
長
い
登
り
下
り
の
ト
ラ
バ
ー
ス
が
続
く
。
こ
ん
な
所
に
も
人
間
が
住
ん
で
い
る
。
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
わ
ず
か
な
畑
と
数
頭
の
羊
、
鶏

と
共
に
二
’
三
戸
の
集
落
を
作
っ
て
暮
し
て
い
る
。
文
明
に
ひ
た
り
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
我
々
に
は
、
彼
ら
の
生
活
が
理
解
で
き
な

い
。
で
も
彼
ら
の
表
情
は
意
外
に
明
る
い
。
ナ
マ
ス
テ
！
と
挨
拶
す
る
と
、
明
る
く
笑
い
な
が
ら
ナ
マ
ス
テ
！
と
返
っ
て
く
る
。
そ

が
か
一
￥
つ
Ｑ

朝
か
ら
一
緒
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
て
い
た
八
王
子
パ
ー
テ
ィ
は
、
今
日
は
ト
ン
ジ
ェ
近
く
ま
で
行
く
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
我
々
が
こ

こ
泊
り
な
の
を
知
っ
て
ゴ
ネ
だ
し
、
結
局
彼
ら
も
隣
り
に
幕
営
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
間
の
余
っ
て
い
る
ネ
パ
ー
ル
人
を
急

が
せ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
難
か
し
い
も
の
だ
。

夕
食
後
、
我
々
も
ナ
イ
ヶ
共
に
ゴ
ネ
ら
れ
、
ト
ン
ジ
ェ
か
ら
先
二
日
の
予
定
を
三
日
に
の
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
山
奥
に
入
っ
て
交
替

さ
せ
ら
れ
る
心
配
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、
ゴ
ネ
る
の
が
彼
ら
の
や
り
口
な
の
だ
。
欲
の
皮
の
つ
っ
ぱ
っ
た
小
ざ
か
し
い
ナ
イ
ケ
共
に
は
腹

十
一
日
（
晴
）
ジ
ャ
ガ
ッ
ト
ー
タ
ー
ル

昨
日
と
同
じ
く
今
日
も
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
右
岸
を
、
登
っ
た
り
下
っ
た
り
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
一
時
間
半
も
続
け
る
と
、
小
さ
な
チ
ャ

ム
ジ
ェ
部
落
に
着
い
た
。
す
ぐ
前
方
の
山
ま
で
雪
が
下
り
て
い
る
が
、
ま
だ
相
変
ら
ず
陽
差
し
は
強
い
。

部
落
か
ら
十
分
も
下
っ
て
三
○
メ
ー
ト
ル
位
の
立
派
な
吊
橋
を
左
岸
に
渡
り
、
汗
だ
く
で
き
つ
い
登
り
を
終
る
と
突
然
パ
ッ
と
前
方
が

開
け
、
明
る
い
白
砂
の
広
河
原
が
展
開
し
た
。
今
日
の
泊
り
場
タ
ー
ル
で
あ
る
。
七
’
八
軒
の
部
落
で
、
前
は
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
川
、

後
は
七
○
メ
ー
ト
ル
程
の
四
段
の
大
滝
、
広
々
と
し
た
す
ば
ら
し
い
所
だ
。
ま
だ
時
間
は
十
時
半
。
だ
が
今
日
は
こ
こ
泊
り
で
文
句
は
な

V，
◎
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マナスル西壁(1971年）

の
顔
は
ま
っ
た
く
日
本
人
そ
っ
く
り
だ
。

ダ
ラ
パ
ニ
部
落
に
着
く
と
ト
ン
ジ
ェ
は
も
う
す
ぐ
だ
。
前
方
の
対
岸
に
家
が
見
え
る
。
部
落
よ
り
三
十
分
程
で
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
沿
い

の
道
と
わ
か
れ
、
少
し
下
っ
て
木
橋
を
渡
る
と
ト
ン
ジ
ェ
部
落
の
入
口
に
な
る
。

ト
ン
ジ
ェ
は
さ
す
が
中
国
（
チ
ベ
ッ
ト
）
と
の
国
境
に
近
い
要
衝
の
地
だ
け
あ
っ
て
、
ポ
リ
ス
が
沢
山
居
る
。
こ
ん
な
小
さ
な
所
に
二

十
人
も
居
る
と
い
う
。
こ
こ
で
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
ら
れ
る
。

こ
の
辺
の
家
は
み
ん
な
石
で
出
来
て
い
る
。
石
を
積
み
上
げ
て
壁
に
し
、
屋
根
は
木
板
を
瓦
状
に
並
べ
石
を
の
せ
て
押
え
て
あ
る
。
内

部
は
土
壁
だ
。
床
も
士
で
、
い
ろ
り
が
一
つ
あ
り
、
主
人
の
所
だ
け
ジ
ュ
ー
タ
ン
が
敷
い
て
あ
っ
て
、
他
の
者
は
土
の
上
に
じ
か
に
坐

る
。
四
畳
半
’
六
畳
の
暗
い
部
屋
が
居
間
兼
食
堂
兼
台
所
兼
寝
室
と
な
る
。
暗
く
て
け
む
く
て
、
我
々
に
は
一
日
と
住
め
そ
う
に
な
い
。

二
時
頃
、
ひ
ょ
っ
こ
り
善
数
と
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
パ
ン
デ
ィ
氏
が
あ
ら
わ
れ
た
。
あ
ま
り
突
然
だ
っ
た
の
で
、
何
か
悪
い
こ

と
で
も
起
き
て
知
ら
せ
に
来
た
の
か
と
思
い
、
一
瞬
ビ
ク
ッ
と
し
た
。
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
ち
ゃ
ん
と
二
十
二
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
引
き

つ
れ
て
急
い
だ
結
果
、
二
日
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
追
い
付
い
た
の
だ
と
い
う
。
何
し
ろ
良
か
っ
た
。
間
も
な
く
、
新
、
隊
長
と
到
着
し

て
、
こ
れ
で
全
メ
ン
バ
ー
が
勢
揃
い
し
た
こ
と
に
な
る
。
キ
ャ
ン
プ
地
は
ま
た
一
段
と
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。

十
三
日
（
晴
）
ト
ン
ジ
ェ
ー
カ
ル
チ
ェ

キ
ャ
ラ
バ
ン
九
日
目
、
今
日
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ
ィ
を
離
れ
て
ド
ゥ
ド
・
コ
ー
ラ
ぞ
い
の
道
と
な
る
。
ト
ン
ジ
ェ
で
雪
に
強
い
ポ
ー
タ

と
半
数
近
く
交
替
し
た
の
で
、
大
分
混
乱
し
時
間
を
喰
っ
た
が
、
荷
残
り
も
な
く
、
約
二
八
○
名
の
ポ
ー
タ
ー
は
元
気
に
出
発
し
て
い
つ

部
落
を
は
ず
れ
て
、
す
ぐ
道
は
橋
に
よ
っ
て
左
岸
に
渡
る
。
両
岸
の
絶
壁
は
ま
す
ま
す
高
く
な
り
、
屏
風
岩
の
数
倍
の
ス
ケ
ー
ル
だ
。

さ
す
が
に
風
は
冷
た
く
な
っ
て
き
た
。

再
び
橋
を
渡
る
と
テ
ィ
リ
チ
ェ
部
落
で
あ
る
。
ト
ン
ジ
ェ
と
同
じ
位
の
大
き
さ
だ
が
な
か
な
か
裕
福
そ
う
だ
。
こ
こ
で
飼
育
用
の
鶏
を

た
◎
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九
羽
買
足
し
、
こ
れ
で
二
○
羽
と
な
っ
た
。
ま
た
、
青
木
達
が
昨
秋
注
文
し
て
お
い
た
篠
竹
で
編
ん
だ
ム
シ
ロ
（
Ｂ
Ｃ
の
炊
事
場
用
）
も

手
に
入
れ
た
。
こ
の
先
に
は
も
う
大
き
な
部
落
は
な
い
。
卵
も
出
来
る
だ
け
買
溜
め
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
は
右
岸
歩
き
で
あ
る
。
振
返
る
と
真
白
な
ナ
ム
ン
・
バ
ン
ジ
ャ
ン
が
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
三
時
間
近
く
歩
い
て
小
さ
な

峠
を
越
す
と
、
反
対
側
に
は
ま
だ
雪
が
大
分
残
っ
て
い
る
。
ポ
ー
タ
ー
は
雪
の
上
を
ハ
ダ
シ
で
歩
い
て
い
く
。
ま
も
な
く
今
は
無
人
、
夏

場
だ
け
の
部
落
、
カ
ル
チ
ェ
・
カ
ル
カ
に
着
い
た
。
標
高
は
二
七
○
○
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
。

十
四
日
（
晴
）
カ
ル
チ
ェ
ー
ハ
ン
ブ
ー

ヵ
ル
チ
ェ
の
先
で
小
川
を
渡
り
、
以
後
右
岸
の
林
の
中
を
登
っ
て
行
く
。
所
々
に
残
雪
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
草
原
を
横
切
っ
て
三
十

分
も
登
る
と
、
突
然
マ
ナ
ス
ル
西
壁
が
木
の
間
越
し
に
目
に
と
び
込
ん
で
来
た
。
ま
っ
た
く
突
然
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
感
じ
で
、
思
わ
ず

立
止
っ
て
し
ま
っ
た
。
写
真
で
す
で
に
見
な
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
実
物
を
目
の
あ
た
り
に
見
る
と
、
や
は
り
す
ご
い
迫
力
だ
。

傘
岩
か
ら
上
の
岩
稜
は
、
は
た
し
て
登
れ
る
だ
ろ
う
か
？
お
そ
ろ
し
く
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
ま
た
、
あ
の
デ
コ
ボ
コ
の
氷
河
は
う
ま
く
通
過
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

見
あ
き
ぬ
景
色
に
別
れ
を
つ
げ
て
、
右
下
の
ド
ゥ
ド
・
コ
ー
ラ
め
が
け
て
石
楠
花
林
の
中
の
切
り
開
き
を
辿
る
と
河
原
に
出
、
先
発
隊

の
架
け
た
丸
木
橋
に
よ
っ
て
本
流
を
渡
っ
た
所
が
、
本
日
の
幕
営
地
ハ
ン
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
高
度
は
三
二
七
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

松
崎
が
も
う
四
日
も
風
邪
で
熱
が
下
が
ら
な
い
。
連
日
夜
に
な
る
と
三
八
度
か
ら
九
度
近
い
熱
を
出
す
。
し
ば
ら
く
下
の
部
落
で
静
養

を
、
と
も
考
え
る
が
、
Ｂ
Ｃ
が
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
位
な
の
で
何
と
か
連
れ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
彼
は
陸
送
で
弱
っ
て
い
た
体
で
風
邪

を
引
い
た
の
で
、
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
風
邪
と
下
痢
に
は
充
分
注
意
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
・

夜
、
大
分
冷
え
こ
ん
だ
よ
う
だ
。
さ
す
が
の
ポ
ー
タ
ー
達
も
寒
く
て
眠
れ
な
い
よ
う
で
、
遅
く
ま
で
た
き
火
を
し
て
い
た
。

十
五
日
（
晴
の
ち
曇
）
ハ
ン
ブ
ー
Ｉ
Ｂ
Ｃ

さ
あ
、
今
日
は
Ｂ
Ｃ
入
り
だ
、
と
張
切
っ
て
出
発
の
支
度
を
し
て
い
た
ら
、
そ
の
出
鼻
を
く
じ
く
よ
う
に
ポ
ー
タ
ー
達
が
ゴ
ネ
出
し
た

（28）



４
斗
〆
や
Ｅ
河
行
跡
寺
ぞ
う
詞
野
皿

六
六
○
す
、
「
④
○
コ
チ
①
い
Ｅ
ゴ
『
三
一
２
三
ｍ
．
ｍ
い
一
匡
○
コ
三
⑳
Ｋ
「
》

（
、
と
三
・
『
、
．
、
六
四
）

蕊

＃畿
噸

蕊
霧癖

難

ポ
慰縁蟻

一
心
吋
一

灘

盤

‘
蕊[

極
蟻

§識

＋
受
領
砿
忍
ぶ
濡
劇
＃
＃
辛
い
謂
聖
主
瞳
再
費
》
ｇ
苓
晶
疹
審
争
轟
設
型
討
戦
駿
十
半

羅溌蕊 鴬鴬



傘岩の荷上げマナスル西壁

Liftingthe loadon toKasa-iwa-themostdifficult partofManaslu
West Face． (ByS.Tanaka)



マナスル西壁(1971年）

今
回
つ
く
づ
く
感
じ
た
。

慣
↓
古
／
官
Ｉ
Ｃ
ゴ
ー
’
一
プ
レ
ー
７

コ
ー
ラ
と
も

（
と
言
っ
て
も
煽
動
者
は
ほ
ん
の
二
’
三
名
な
の
だ
が
）
。
雪
が
あ
る
の
で
こ
れ
以
上
行
か
な
い
と
言
う
の
だ
。
雪
が
あ
る
こ
と
位
は
最
初

か
ら
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
す
で
に
こ
こ
ま
で
に
彼
ら
の
要
求
を
の
ん
で
、
一
日
余
分
に
か
け
て
楽
を
さ
せ
て
い
る
の
だ
。
そ
う
下
手

に
ぱ
か
り
出
て
は
い
ら
れ
な
い
。
金
箱
を
背
負
っ
た
シ
｝
｛
ル
パ
を
先
に
出
発
さ
せ
て
お
い
て
か
ら
、
〃
よ
ろ
し
い
、
で
は
こ
こ
か
ら
帰
り

な
さ
い
、
た
だ
し
契
約
違
反
な
の
だ
か
ら
金
は
払
え
な
い
、
金
も
こ
こ
に
は
な
い
〃
と
つ
っ
ぱ
ね
て
お
い
て
、
隊
員
や
シ
ェ
ル
パ
は
出
発

を
始
め
た
。
一
瞬
喧
々
ご
う
ご
う
と
な
っ
た
が
、
結
局
ポ
ー
タ
ー
達
も
あ
き
ら
め
て
付
い
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
替
り
、
は
だ
し

の
ポ
ー
タ
ー
に
は
運
動
靴
を
貸
し
て
や
っ
た
。
遠
征
に
お
い
て
、
ポ
ー
タ
ー
の
使
い
方
は
大
変
重
要
な
部
分
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
を
、

り
て
行
っ
た
。

善
数
と
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
が
先
行
し
て
Ｂ
Ｃ
地
を
探
し
、
あ
ま
り
広
い
所
で
は
な
い
が
、
マ
ナ
ス
ル
の
ル
ー
ト
が
全
部
見
渡
せ
る
林

の
そ
ば
に
決
っ
た
。
標
高
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
と
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
Ｂ
Ｃ
と
し
て
は
少
し
低
す
ぎ
る
が
、
偵
察
時
に
決
め
て
お

い
た
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ポ
カ
リ
の
あ
る
台
地
に
は
、
こ
の
積
雪
で
は
行
け
な
い
の
で
し
ょ
う
が
な
い
。

十
一
日
間
一
緒
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
と
も
お
別
れ
だ
。
何
だ
か
ん
だ
と
言
っ
て
も
、
大
半
の
ポ
ー
タ
ー
は
善
良
で
人
な
つ
っ
こ
ぐ
、
決
し

て
悪
人
で
は
な
い
。
全
員
の
賃
金
を
払
い
終
る
の
に
三
時
間
を
要
し
た
。
金
を
受
取
っ
た
ポ
ー
タ
ー
達
は
雪
道
を
こ
ろ
が
る
よ
う
に
駆
下

三
○
セ
ン
チ
位
だ
。

い
つ
の
間
に
か
雪
が
舞
い
出
し
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
初
日
が
雨
、
締
繰
り
が
雪
。
な
ん
だ
か
け
じ
め
け
じ
め
に
天
気
が
変
る
よ
う
だ
。

か
く
て
、
日
本
を
た
っ
て
か
ら
丸
一
ヵ
月
を
要
し
て
、
マ
ナ
ス
ル
西
壁
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

別
れ
て
、
今
度
は
水
の
な
い
ド
メ
ン
・
コ
ー
ラ
ぞ
い
に
登
る
。
一
時
間
程
で
二
股
に
な
り
、
左
に
入
る
。
雪
は
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三
月
十
五
日
（
晴
の
ち
雪
）
ポ
ー
タ
ー
達
が
去
っ
た
後
に
は
隊
員
十
一
名
と
シ
ェ
ル
パ
等
二
十
名
、
計
三
十
一
名
が
残
さ
れ
、
い
よ
い

よ
登
山
活
動
が
始
ま
る
。
早
速
天
幕
を
張
り
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
の
工
事
に
か
か
っ
た
が
、
今
日
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

十
六
日
（
晴
）
午
前
中
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
（
石
垣
を
積
み
、
丸
太
で
柱
と
梁
を
作
り
、
そ
の
上
に
養
生
シ
ー
ト
を
屋
根
型
に
か

け
た
小
屋
で
、
隊
員
全
員
が
入
れ
る
大
き
さ
で
あ
る
）
が
完
成
。
午
後
よ
り
荷
物
の
整
理
。

十
七
日
（
晴
）
今
日
か
ら
い
よ
い
よ
行
動
開
始
。
善
数
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
新
、
シ
ェ
ル
パ
三
人
で
出
発
し
、
取
付
で
二
パ
ー
テ
ィ
ー

に
分
れ
、
ベ
ー
ス
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
ル
ー
ト
を
指
示
す
る
も
、
Ｃ
１
予
定
地
へ
の
ル
ー
ト
は
見
つ
か
ら
ず
。

他
の
者
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
整
備
に
追
わ
れ
た
。

十
八
日
（
晴
）
セ
ラ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
に
善
数
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
基
喜
と
シ
ェ
ル
パ
三
人
、
岩
稜
ル
Ｉ
ト
に
青
木
、
清
水
と
シ
ェ
ル
パ

一
人
が
向
か
っ
た
が
、
岩
稜
ル
ー
ト
は
取
付
見
つ
か
ら
ず
、
セ
ラ
ッ
ク
・
ル
ー
ト
は
ど
う
に
か
ル
ー
ト
を
発
見
で
き
た
よ
う
で
、
明
日
ク

レ
バ
ス
に
か
け
る
は
し
ご
、
丸
太
を
持
っ
て
い
け
ば
、
Ｃ
１
地
は
見
つ
か
り
そ
う
だ
。

十
九
日
（
晴
の
ち
雪
）
サ
ー
ブ
七
人
、
シ
ェ
ル
パ
十
三
人
で
ル
ー
ト
エ
作
兼
荷
上
げ
に
向
か
う
。
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
は
し
ご
と
丸
太
の
橋

で
ク
レ
バ
ス
を
越
え
る
と
雪
の
台
地
に
到
達
し
た
。
こ
の
台
地
を
Ｃ
１
に
決
め
て
荷
物
を
デ
ポ
す
る
。
四
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

こ
れ
で
Ｃ
１
へ
の
ル
ー
ト
は
確
定
し
た
。
ル
ー
ト
を
表
記
す
る
と
、
ま
ず
Ｂ
Ｃ
前
の
小
尾
根
を
横
切
っ
て
雪
と
氷
の
ル
ン
ゼ
に
入
る
。

こ
れ
を
一
時
間
程
つ
め
る
と
懸
垂
氷
河
末
端
の
ポ
カ
リ
の
あ
る
台
地
に
出
る
。
つ
い
で
左
の
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
に
上
り
、
そ
の
稜
上
を
辿

る
と
岩
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
下
り
気
味
に
左
の
雪
面
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
不
安
定
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
下
を
小
走
り
に
通
過
し
て
、
マ
ナ

ス
ル
内
院
か
ら
の
本
流
氷
河
の
サ
イ
ド
モ
レ
ー
ン
の
上
に
立
つ
。
こ
こ
が
氷
河
の
取
付
で
、
ア
イ
ゼ
ン
を
は
い
て
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
場

所
と
な
る
。
取
付
の
三
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
垂
壁
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
っ
て
登
り
切
る
と
氷
河
の
上
に
立
つ
・
氷
河
は
し

第
三
キ
ャ
ン
プ
ま
で
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Ｃ
１
へ
の
途
中
に
架
け
て
あ
る
ア
ル
ミ
梯
子
に
上
部
の
氷
が
崩
壊
し
、
最
下
段
が
ひ
ん
曲
っ
て
い
た
。
岩
の
よ
う
に
堅
い
氷
だ
。
こ
の

所
、
天
候
は
非
常
に
安
定
し
て
い
る
。
朝
は
い
つ
も
快
晴
に
明
け
る
。
そ
れ
は
午
前
中
続
く
が
、
十
時
頃
ト
ン
ジ
ェ
の
辺
り
よ
り
発
生
し

た
浮
雲
が
、
徐
々
に
発
達
し
て
こ
ち
ら
へ
広
が
っ
て
き
て
、
午
後
の
始
め
に
は
我
々
の
上
空
に
達
し
、
雪
が
散
ら
つ
く
。
毎
日
こ
の
繰
返

し
で
あ
る
。
日
本
の
山
の
よ
う
に
急
変
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
天
候
の
周
期
さ
え
つ
か
ん
で
し
ま
え
ば
、
天
候
判
断
は
比
較
的
楽
と
言

ぼ
ら
く
の
間
あ
ま
り
大
き
な
ク
ヒ
ハ
ス
が
な
い
が
、
新
雪
の
後
は
小
さ
な
ク
レ
評
ハ
ス
が
雪
の
下
に
な
っ
て
し
ま
に
片
足
落
ち
込
む
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
仰
い
で
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
地
点
よ
り
ク
レ
バ
ス
は
大
き
く
な
り
、
縦
横
無

尽
の
表
現
通
り
で
、
ま
っ
た
く
気
が
ぬ
け
な
い
。
両
側
ク
レ
バ
ス
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
を
ヘ
ッ
ピ
リ
腰
で
辿
り
、
一
メ
ー
ト
ル
程
の
底
な
し

の
ク
レ
バ
ス
を
と
び
渡
る
と
雪
原
と
な
り
、
こ
こ
が
Ｃ
１
で
あ
る
。
雪
原
の
下
に
は
あ
き
ら
か
に
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
が
あ
る
が
、
他
に

キ
ャ
ン
プ
適
地
は
な
い
し
、
急
激
に
ク
レ
バ
ス
が
口
を
あ
く
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
、
腰
を
す
え
る
こ
と
に
す
る
。

二
十
日
（
晴
夕
方
一
時
小
雪
）
今
日
か
ら
本
格
的
荷
上
げ
開
始
。
サ
ー
ブ
、
シ
ェ
ル
パ
共
二
○
キ
ロ
の
荷
だ
っ
た
が
、
や
は
り
シ
ェ
ル

パ
の
方
が
早
い
。
明
日
か
ら
は
サ
ー
ブ
一
五
キ
ロ
と
し
よ
う
。

米
の
弁
当
を
作
っ
た
が
大
変
好
評
だ
っ
た
。

二
十
一
日
（
晴
の
ち
曇
）
Ｃ
１
建
設
。
清
水
、
善
数
、
ア
ン
・
ニ
マ
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
の
四
人
が
と
ど
ま
り
、
明
日
か
ら
上
部

二
十
一
日
（
晴
の
ち
曇
）
Ｃ
‐

二
十
二
日
（
晴
の
ち
曇
）
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
四
人
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
ク
レ
バ
ス
を
避
け
て
上
部
へ
と
登
る
が
、
五
○
○
○
メ
ー

ト
ル
弱
で
時
間
切
れ
と
な
り
、
Ｃ
１
へ
引
返
し
た
。
Ｂ
Ｃ
隊
は
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
に
従
事
す
る
。

二
十
三
日
（
晴
の
ち
曇
）
前
夜
の
降
雪
と
疲
労
か
ら
ル
ー
ト
エ
作
は
は
か
ど
ら
ず
。
昨
日
の
到
達
点
よ
り
右
上
の
セ
ラ
ッ
ク
帯
へ
と
入

り
ル
ー
ト
を
探
す
が
、
ク
レ
バ
ス
に
ぶ
つ
か
り
戻
る
。
違
う
所
に
ル
ー
ト
を
求
め
て
進
む
も
、
ま
た
巨
大
な
ク
レ
バ
ス
に
前
進
を
は
ぱ
ま

湯
元
干
舎
フ
。

の
ル
ー
ト
開
拓
の
任
に
あ
た
る
。
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れ
引
返
す
。
こ
の
繰
返
し
で
ほ
と
ん
ど
ル
ー
ト
は
伸
び
ず
に
終
っ
た
。

二
十
四
日
（
晴
の
ち
曇
）
善
数
、
ア
ン
・
一
二
組
と
清
水
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
組
に
わ
か
れ
て
ル
ー
ト
を
探
す
。
善
数
組
は
セ
ラ

ッ
ク
帯
を
さ
ぐ
っ
た
が
成
果
な
し
。
清
水
組
は
北
峰
よ
り
の
高
巻
き
ル
ー
ト
を
進
み
、
ク
レ
バ
ス
の
危
険
の
ほ
と
ん
ど
な
い
ル
ー
ト
を
発

見
し
た
。
Ｃ
２
へ
の
見
通
し
明
る
く
な
る
。
雨
宮
、
田
中
ド
ク
タ
ー
が
Ｃ
１
に
入
っ
た
。

二
十
五
日
（
晴
の
ち
曇
）
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
昨
日
の
到
達
点
よ
り
清
水
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
組
と
善
数
、
雨

宮
、
ア
ン
・
ニ
マ
組
に
分
れ
て
ル
ー
ト
エ
作
を
始
め
る
。
両
組
と
も
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
ク
レ
バ
ス
に
行
手
を
は
ぱ
ま
れ
前
進
で

き
ず
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
の
ル
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
む
ず
か
し
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
。
清
水
、
善
数
と
シ
ェ
ル
パ
二
人
が

Ｂ
Ｃ
に
下
山
し
、
巷
っ
て
ペ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
と
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
が
Ｃ
１
に
入
っ
た
。

二
十
六
日
（
晴
の
ち
曇
）
今
日
も
快
晴
だ
。
毎
日
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
を
眺
め
て
い
る
が
、
そ
の
美
し
さ
は
あ
き
る
こ
と
が
な
い
。

ル
ー
ト
エ
作
隊
は
田
中
ド
ク
タ
ー
と
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
組
と
雨
宮
、
・
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
組
に
分
か
れ
、
昨
日
さ
ぐ
っ
た
ル
ー
ト

よ
り
ず
っ
と
左
、
北
峰
寄
り
の
凹
状
の
斜
面
に
ル
ー
ト
を
探
し
て
み
る
。
雨
宮
組
は
巨
大
な
ク
レ
バ
ス
に
阻
止
さ
れ
た
が
、
田
中
組
は
北

峰
直
下
の
雪
原
を
大
き
く
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
内
院
の
大
雪
原
の
ふ
ち
に
出
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
最
適
地
を

見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

結
局
Ｃ
１
１
Ｃ
２
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
間
の
ル
ー
ト
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
の
左
端
、
北
峰
よ
り
を
大
き
く
弓
な
り
に
取
っ
て
い
る
。
北
峰
か

ら
の
雪
崩
に
気
を
つ
け
さ
え
す
れ
ば
、
遠
回
り
だ
が
、
ク
レ
バ
ス
、
セ
ラ
ッ
ク
崩
壊
の
危
険
の
少
な
い
安
全
な
ル
ー
ト
だ
。

Ｂ
Ｃ
よ
り
ド
ク
タ
ー
に
歯
痛
の
治
療
を
し
て
も
ら
う
べ
く
、
手
術
道
具
を
担
い
で
田
中
（
基
）
が
Ｃ
１
に
上
っ
た
。
が
、
ド
ク
タ
ー
の

顔
を
見
た
と
た
ん
に
歯
痛
は
治
り
、
田
中
は
Ｃ
１
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
七
日
（
晴
の
ち
雪
）
Ｃ
１
隊
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
予
定
地
へ
天
幕
、
食
糧
、
燃
料
な
ど
を
荷
上
げ
す
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
小
原
、
松
崎
、
新
と

ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
他
五
人
の
シ
ェ
ル
パ
が
Ｃ
１
入
り
し
た
。
Ｃ
１
は
六
人
の
サ
ー
ブ
と
八
人
の
シ
ェ
ル
パ
で
ふ
く
れ
上
っ
た
。
い
よ
い
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マナスル西壁（1971年）

二
十
八
日
（
晴
の
ち
雪
）
Ｃ
２
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
建
設
。
Ｃ
１
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
Ｃ
２
建
設
に
向
か
う
。
高
度
の
影
響
と
荷
の
重
さ
（
約

二
○
キ
ロ
）
の
た
め
大
変
苦
し
い
。
Ｃ
２
地
に
着
く
頃
よ
り
今
日
も
ガ
ス
が
出
て
来
た
。
す
ぐ
カ
マ
ポ
コ
型
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
こ
れ
で

Ｃ
２
は
出
来
た
。
そ
し
て
明
日
か
ら
の
上
部
ル
ー
ト
エ
作
隊
と
し
て
、
小
原
、
松
崎
、
新
、
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
、
テ
ン
ジ
ン
の
五
人
が
残

り
、
他
の
者
は
早
々
に
Ｃ
１
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。

Ｃ
１
は
内
院
の
ど
真
中
に
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
地
の
上
部
に
は
巨
大
な
ク
レ
バ
ス
が
数
条
口
を
開
け
て
い
る
の
で
、
西
壁
か
ら
の
雪
崩
は

そ
れ
に
吸
い
込
ま
れ
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
爆
風
に
は
見
舞
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
番
の
心
配
は
、
プ
ラ
ト

ー
か
ら
張
出
し
て
い
る
雪
庇
の
崩
壊
で
あ
る
。
そ
の
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
雪
庇
は
、
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
で
は
崩
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ

う
が
、
何
年
か
何
十
年
に
一
度
は
崩
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
運
が
悪
け
れ
ば
そ
の
時
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
が
、
そ
れ
を

心
配
し
て
い
て
は
山
な
ど
登
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
西
壁
へ
の
攻
撃
が
始
ま
る
。
だ
が
、
Ｃ
２
の
第
一
夜
は
い
た
っ
て
の
ん
び
り
と
更
け
て
い
っ
た
。

二
十
九
日
（
雪
の
ち
夕
方
晴
）
Ｂ
Ｃ
入
り
以
来
初
め
て
朝
か
ら
天
気
が
悪
か
っ
た
。
だ
が
視
界
は
悪
く
な
い
の
で
ル
ー
ト
偵
察
に
出
発

よ
明
日
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
建
設
で
あ
る
。

ル
ー
ト
と
し
て
は
二
つ
あ
る
。
西
稜
ル
ー
ト
と
西
壁
の
雪
壁
を
大
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
西
稜
の
中
段
に
出
る
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
両
者
と

も
一
長
一
短
が
あ
る
。
前
者
は
雪
崩
の
心
配
は
な
い
が
、
そ
の
替
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ヒ
ダ
に
取
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
技
術
的
に

非
常
に
困
難
そ
う
だ
。
後
者
は
技
術
的
に
は
楽
だ
が
雪
崩
の
巣
の
真
中
を
登
る
よ
う
な
も
の
で
、
危
険
性
が
非
常
に
強
い
。
ど
ち
ら
を
取

る
か
隊
員
の
中
で
も
意
見
は
分
れ
た
が
、
危
険
よ
り
も
困
難
を
取
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
決
定
し
、
我
々
は
西
稜
に
取
付
く
べ
く
Ｃ
２
を
後

す
る
。

に
し
た
。

五
人
の
二
組
に
分
け
、
小
原
、
松
崎
、
テ
ン
ジ
ン
が
先
発
し
、
ク
レ
零
ハ
ス
な
ど
で
行
き
詰
っ
た
ら
、
新
、
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
が
違
う
所

（35）



五
人
一
緒
に
出
掛
け
、
昨
日
の
到
達
点
ま
で
一
時
間
ち
ょ
っ
と
で
達
し
、
早
速
ル
ー
ト
を
伸
ば
し
に
か
か
る
。
か
な
り
急
だ
が
雪
が
固

い
の
で
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
な
が
ら
登
れ
ば
安
全
だ
。
小
原
、
松
崎
で
ル
ー
ト
を
作
り
、
新
と
シ
ェ
ル
パ
二
人
を
ロ
ー
プ
・
フ
ィ
ッ
ク
ス
係

と
す
る
が
、
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
・
二
ピ
ッ
チ
八
○
メ
ー
ト
ル
伸
ば
す
の
に
昼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

Ｃ
１
よ
り
荷
上
げ
の
シ
ェ
ル
パ
と
共
に
青
木
、
清
水
が
Ｃ
２
に
到
着
す
る
の
が
見
え
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
交
信
す
る
と
、
西
稜
を

初
め
て
見
た
青
木
の
〃
あ
ま
り
に
も
悪
く
、
長
す
ぎ
る
〃
と
い
う
意
見
が
返
っ
て
き
た
。
隊
員
は
登
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
シ
ェ
ル
パ

休
養
し
に
Ｂ
Ｃ
へ
下
り
て
い
っ
た
。

夕
方
天
候
は
回
復
し
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
の
右
に
夕
陽
が
沈
ん
で
い
っ
た
。
ヒ
ム
ル
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
雲
が
夕
焼
だ
。
マ
ナ
ス
ル
の

上
部
は
ま
だ
オ
レ
ン
ジ
色
に
輝
い
て
い
る
。
ま
さ
に
雲
上
の
楽
園
に
た
た
ず
む
思
い
だ
。

本
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
青
木
、
清
水
が
Ｃ
１
入
り
し
た
。
青
木
の
咳
は
相
当
ひ
ど
く
、
行
動
出
来
る
よ
う
な
容
態
で
は
な
い
の
だ
が
、
登
肇
鍾
ゞ

隊
長
と
し
て
の
責
任
感
か
ら
、
隊
長
の
忠
告
も
き
か
ず
登
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
替
っ
て
田
中
ド
ク
タ
ー
、
雨
宮
、
田
中
（
基
）
は

ナ
ス
一
四
度
Ｃ
で
あ
っ
た
。

ラ
ヤ
・
ヒ
ダ
を
作
っ
て
い
る
。

を
立
て
て
来
な
か
っ
た
の
で
、

も
無
事
Ｃ
２
に
戻
っ
て
き
た
。

に
ル
ー
ト
を
拓
く
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

西
稜
の
真
下
ま
で
は
、
ま
た
げ
る
程
の
ク
レ
バ
ス
が
二
ヶ
所
あ
る
だ
け
で
問
題
は
な
か
っ
た
。
西
稜
上
へ
は
約
六
○
メ
ー
ト
ル
、
急
な

雪
壁
を
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
な
が
ら
よ
じ
登
る
と
コ
ル
に
達
せ
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
が
は
る
か
下
方
に
米
粒
ほ
ど
の
大
き
さ
で
見
下
ろ
せ
た
。
こ

こ
に
ス
ノ
ー
尋
ハ
ー
を
ぶ
ち
込
ん
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
る
。
西
稜
は
し
ば
ら
く
傾
斜
が
緩
み
、
そ
れ
か
ら
急
に
立
ち
上
っ
て
ヒ
マ

ラ
ヤ
・
ヒ
ダ
を
作
っ
て
い
る
。
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
ヒ
ダ
直
下
ま
で
登
っ
た
所
で
天
気
が
悪
化
し
だ
し
た
。
途
中
あ
ま
り
旗

を
立
て
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
急
い
で
戻
る
こ
と
に
し
た
。
案
の
定
、
風
雪
の
中
、
雪
原
で
ル
ー
ト
を
見
付
け
る
の
に
骨
を
折
り
な
が
ら

三
十
日
（
晴
）
今
朝
は
快
晴
で
明
け
た
。
す
ば
ら
し
い
眺
め
だ
。
あ
ま
り
寒
く
感
じ
な
い
の
だ
が
、
出
発
時
の
八
時
半
の
温
度
が
マ
イ
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を
引
上
げ
る
の
が
む
ず
か
し
い
と
い
う
の
だ
。
以
前
か
ら
シ
ェ
ル
パ
は
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト
の
方
が
良
い
と
い
う
意
見
で
も
あ
る
の
で
、

も
う
一
度
検
討
し
直
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
我
々
は
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
下
降
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
Ｃ
２
で
待

っ
て
い
た
青
木
、
清
水
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
西
稜
ル
ー
ト
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
明
日
か
ら
は
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト

の
偵
察
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
で
は
養
生
シ
ー
ト
を
利
用
し
て
風
呂
を
沸
か
し
、
隊
員
達
は
次
に
自
分
に
巡
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
困
難
に
そ
な
え
て
、
疲
れ
を
い
や
し
て
い
た
。

三
十
一
日
（
晴
朝
の
う
ち
強
風
）
夜
中
、
風
の
音
で
目
が
さ
め
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
お
び
え
て
、
シ
ュ
ラ
フ
の
上
に
坐
っ
て
い
る
。
天

幕
に
当
る
雪
が
大
雨
の
よ
う
に
ザ
ー
ザ
ー
と
騒
ぎ
、
今
に
も
天
幕
が
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
だ
。
明
け
方
ま
で
息
の
切
れ
間
も
な
く
吹
き
続

け
た
風
も
、
太
陽
の
暖
か
み
と
共
に
息
を
つ
き
出
し
、
少
し
遅
く
な
っ
た
が
出
発
と
し
た
。

前
と
同
じ
二
パ
ー
テ
ィ
ー
に
別
れ
、
小
原
組
は
比
較
的
雪
崩
の
危
険
の
少
な
そ
う
な
、
右
手
ク
レ
バ
ス
帯
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
突
破
す
る

ル
ー
ト
の
偵
察
に
向
か
い
、
新
組
は
中
央
の
凹
状
の
雪
崩
道
の
よ
う
な
雪
の
斜
面
を
登
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
原
組
は
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
に

荷
上
げ
に
上
っ
て
き
た
清
水
に
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
を
指
示
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
右
に
左
に
ク
レ
バ
ス
を
避
け
て
登

っ
て
行
っ
た
が
、
つ
い
に
大
ク
レ
バ
ス
に
ぶ
つ
か
っ
て
こ
の
ル
ー
ト
を
断
念
。
一
方
新
組
は
、
雪
崩
に
気
を
払
い
な
が
ら
ク
レ
バ
ス
の
な

い
斜
面
を
直
上
し
、
小
原
組
の
立
往
生
し
た
ク
レ
バ
ス
帯
の
上
部
に
出
て
、
先
の
見
通
し
を
つ
け
て
戻
っ
て
き
た
。
新
に
同
行
し
た
ハ
ク

パ
・
ノ
ル
ブ
が
雪
崩
の
心
配
は
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
明
日
か
ら
は
こ
の
ル
ー
ト
を
上
に
延
ば
す
こ
と
に
し
よ
う
。
一
番
心
配
な
の
は

雪
崩
の
危
険
に
尻
込
み
し
て
、
シ
ェ
ル
パ
が
動
か
な
く
な
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
シ
ェ
ル
パ
達
が
同
意
し
た
の
な
ら
、
問
題
は
な

く
な
っ
た
わ
け
だ
。

今
日
の
最
高
到
達
点
は
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
Ｃ
２
に
戻
っ
た
ら
非
常
に
頭
が
痛
か
っ
た
。

Ｃ
１
に
善
数
、
田
中
（
基
）
が
入
っ
た
。

四
月
一
日
（
晴
の
ち
雪
）
今
日
で
ル
ー
ト
エ
作
四
日
目
、
Ｂ
Ｃ
で
の
荷
上
げ
か
ら
数
え
る
と
八
日
目
に
当
る
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
体
力
の

rQワ、
、J『ノ



三
日
（
晴
の
ち
雪
）
ル
ー
ト
エ
作
は
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
る
だ
け
で
終
っ
た
。

昨
日
Ｃ
１
の
天
幕
の
下
に
ク
レ
バ
ス
が
あ
い
た
の
で
、
今
日
は
一
段
上
に
移
動
し
た
。

四
日
（
晴
の
ち
雪
）
今
日
も
ル
ー
ト
は
西
稜
上
ま
で
延
び
ず
。
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
終
っ
た
。
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
近

く
の
高
度
で
ラ
ッ
セ
ル
を
混
え
た
ト
ラ
バ
ー
ス
は
、
気
ば
か
り
あ
せ
っ
て
も
体
が
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。

五
日
（
晴
の
ち
曇
）
善
数
、
松
崎
が
連
日
の
奮
闘
で
疲
労
困
瞳
し
、
Ｃ
２
で
休
養
を
と
っ
て
い
る
間
に
、
一
番
若
い
田
中
は
シ
ェ
ル
パ

二
人
を
引
連
れ
て
ル
ー
ト
エ
作
に
向
か
い
、
六
○
○
メ
ー
ト
ル
零
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
延
ば
し
、
あ
と
三
ピ
ッ
チ
で
西
稜
に
出
ら
れ
る
所
ま
で

到
達
し
た
。
ま
っ
た
く
長
い
ル
ー
ト
だ
。

Ｃ
２
へ
荷
上
げ
。

限
界
に
近
づ
い
た
ら
し
く
、
非
常
に
体
が
重
い
。
昨
日
の
新
達
の
到
達
点
ま
で
二
時
間
半
を
要
し
た
。
そ
の
上
部
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
延
ば

し
て
行
っ
た
が
、
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
。
山
が
大
き
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
目
測
に
狂
い
が
生
じ
て
し
ま
い
、
一
日
で
達
せ
ら
れ
る

と
思
っ
た
所
に
、
三
日
も
四
日
も
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
ま
ま
あ
る
の
だ
。
今
日
は
シ
ェ
ル
パ
二
人
を
Ｃ
１
ま
で
下

ら
せ
る
の
で
、
一
時
に
登
肇
を
打
切
っ
て
下
降
を
始
め
た
。
到
達
点
は
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

Ｃ
２
に
着
く
頃
か
ら
雪
が
激
し
く
降
っ
て
き
た
。
ク
タ
ク
タ
、
フ
ラ
フ
ラ
で
天
幕
に
辿
り
着
い
た
ら
、
交
替
要
員
の
善
数
、
田
中

（
基
）
、
ア
ン
・
ニ
マ
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
が
既
に
到
着
し
て
い
た
。

二
日
（
晴
の
ち
雪
）
ル
ー
ト
エ
作
は
善
数
、
田
中
と
調
子
の
良
い
松
崎
に
シ
ェ
ル
パ
二
人
と
い
う
メ
ン
バ
ー
に
替
っ
た
。
一
○
セ
ン
チ

程
の
新
雪
を
踏
ん
で
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
伝
い
に
登
っ
て
行
く
と
、
突
然
松
崎
の
足
元
か
ら
新
雪
表
層
雪
崩
が
発
生
し
、
善
数
共
々

数
メ
ー
ト
ル
流
さ
れ
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
ぶ
ら
下
っ
て
止
っ
た
。
予
期
し
て
い
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
最
初
の
雪
崩
で
も
あ
る
の
で
、
一

旦
降
り
て
、
今
日
は
雪
崩
の
観
察
を
し
よ
う
と
下
降
を
始
め
た
。
貴
重
な
一
日
だ
が
身
の
危
険
に
は
替
え
ら
れ
な
い
・

小
原
、
新
が
Ｃ
２
か
ら
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
山
。
雨
宮
、
田
中
ド
ク
タ
ー
Ｃ
１
入
り
。
青
木
、
清
水
は
シ
ェ
ル
パ
四
人
を
伴
な
っ
て
Ｃ
１
か
ら
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六
日
（
晴
の
ち
雪
）
遂
に
〈

宮
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
帷

台
地
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

遂
に
Ｃ

Ｌ
一
つ
鋒
Ｌ
Ｏ

八
日
（
晴
の
ち
雪
）
Ｃ
３
建
設
成
る
。

夜
中
の
強
風
が
朝
ま
で
続
い
た
た
め
出
発
が
遅
れ
た
。
皆
大
変
疲
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
時
間
が
か
か
っ
て
、
Ｃ
３
に
着
い
た
の
が
三

時
。
天
気
が
く
ず
れ
、
雪
が
降
り
出
し
て
い
た
。
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
一
○
度
Ｃ
に
下
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
整
地
を
し
て
、
小
さ
な
ミ
ー
ド

型
天
幕
を
一
張
張
っ
た
時
は
も
う
四
時
に
な
っ
て
い
た
。
小
原
、
新
、
・
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
の
三
人
を
残
し
て
、
他
の
五
人
は
急
い
で
Ｃ
２

小
原
、
新
は
Ｃ
２
に
入
り
、
Ｃ
１
の
青
木
、
松
崎
は
Ｂ
Ｃ
に
休
養
に
下
り
た
。

七
日
（
晴
）
田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
、
新
、
小
原
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
テ
ン
ジ
ン
の
六
人
で
Ｃ
３
へ
荷
上
げ
を
す
る
。
体
の
調
子

は
良
い
の
だ
が
、
息
苦
し
さ
だ
け
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
い
く
ら
ハ
ー
ハ
ー
や
っ
て
も
ま
だ
空
気
を
吸
い
足
り
な
い
。
二
十
歩
登
っ
て

は
一
息
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
徐
々
に
高
度
を
上
げ
る
し
か
な
い
。
ま
だ
体
が
完
全
に
は
高
度
に
順
応
し
て
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
で
明
日
に
は
Ｃ
３
が
建
て
ら
れ
る
だ
け
の
物
資
が
上
っ
た
。
。
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
、
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
の
二
人
、
Ｃ
２
入

り
○

た
っ
た
一
つ
の
テ
ン
ト
だ
が
、
Ｃ
３
に
は
変
り
な
い
。
Ｃ
２
が
出
来
て
か
ら
十
一
日
目
だ
。
Ｃ
３
の
第
一
夜
は
静
か
に
更
け
て
い
っ

た
。
風
も
な
く
、
雪
も
降
ら
ず
１
．
だ
が
息
苦
し
く
て
寝
苦
し
く
て
、
お
世
辞
に
も
快
適
な
夜
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

へ
下
っ
て
い
っ
た
。

Ｃ
１
よ
り
清
水
、
雨
宮
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
Ｃ
２
入
り
し
、
松
崎
は
替
っ
て
Ｃ
１
に
下
っ
て
行
っ
た
。
小
原
、
新
は
Ｂ
Ｃ
よ
り
Ｃ
１
へ

３
予
定
地
ま
で
ル
ー
ト
が
延
び
た
。
ル
ー
ト
エ
作
を
始
め
て
か
ら
九
日
ぶ
り
で
あ
る
。
田
中
（
基
）
、
雨

清
水
と
シ
ェ
ル
パ
四
人
は
ル
ー
ト
エ
作
と
荷
上
げ
を
同
時
に
行
な
い
な
が
ら
、
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
西
稜
上
の
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九
日
（
晴
の
ち
雪
）
今
日
か
ら
傘
岩
に
向
か
っ
て
ル
ー
ト
開
拓
が
始
ま
っ
た
。
西
稜
は
裏
側
ド
メ
ン
・
コ
ー
ラ
側
は
断
崖
と
な
っ
て
三

○
○
○
メ
ー
ト
ル
も
切
れ
落
ち
て
、
ル
ー
ト
の
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
。
天
幕
の
す
ぐ
背
後
は
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
垂
壁
で
、
こ

れ
も
荷
上
げ
ル
ー
ト
に
は
不
適
だ
。
こ
の
氷
壁
を
左
か
ら
巻
く
べ
く
、
四
○
メ
ー
ト
ル
程
バ
ッ
ク
し
て
、
氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
ル
ー
ト

を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
小
原
が
ト
ッ
プ
で
取
付
い
た
が
、
見
た
目
よ
り
も
氷
が
固
く
、
な
か
な
か
手
強
い
。
傾
斜
は
七
○
度
近
く
あ

る
。
四
○
メ
ー
ト
ル
ザ
イ
ル
を
延
ば
し
て
、
右
側
の
ス
ノ
ー
リ
ッ
ジ
に
出
て
一
息
つ
く
。
雪
の
下
の
氷
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ハ
ー
ケ
ン
を
ね
じ

込
ん
で
支
点
と
し
、
な
お
も
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を
ア
イ
ゼ
ン
の
出
歯
と
ア
イ
ス
メ
ス
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
駆
使
し
て
四
○
メ
ー
ト
ル
よ
じ
登
っ

て
、
左
側
の
ス
ノ
ー
リ
ッ
ジ
に
出
る
と
、
こ
の
急
な
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
も
終
り
で
あ
っ
た
。
た
っ
た
八
○
メ
ー
ト
ル
に
三
時
間
近
く
も
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
が
っ
し
り
と
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
の
で
、
今
後
は
ユ
マ
ー
ル
で
楽
に
早
く
登
れ
る
だ
ろ
う
。

ト
ッ
プ
を
新
に
交
替
し
て
、
大
き
な
雪
庇
状
雪
壁
の
下
を
左
に
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
行
な
う
。
楽
に
見
え
た
ト
ラ
バ
ー

ス
も
急
な
上
に
、
氷
と
雪
の
境
目
な
の
で
不
安
定
で
い
や
ら
し
か
っ
た
。
途
中
に
休
み
場
に
格
好
の
大
テ
ラ
ス
あ
り
。

再
び
小
原
ト
ッ
プ
で
二
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
壁
登
り
を
し
て
、
西
稜
上
の
コ
ル
に
立
っ
た
。
ド
メ
ン
・
コ
ー
ラ
よ
り
肌
を
刺
す
寒
風
が
吹

き
上
げ
て
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
天
気
が
悪
化
し
だ
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
上
の
雪
稜
は
右
に
広
い
六
○
度
程
の
雪
壁
と
な
っ
て
お
り
、

ル
ー
ト
は
こ
れ
を
登
る
し
か
な
い
。
こ
こ
で
ス
リ
ッ
プ
す
れ
ば
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
空
間
を
ダ
イ
ビ
ン
グ
す
る
こ
と
に
な
る
。
慎
重
に

ス
テ
ッ
プ
を
切
り
な
が
ら
登
る
の
で
、
非
常
に
疲
れ
る
。
ア
イ
ス
メ
ス
が
大
変
有
効
で
あ
っ
た
。
ザ
イ
ル
を
四
○
メ
ー
ト
ル
延
ば
し
て
、

こ
の
雪
壁
を
越
え
る
と
、
緩
い
雪
稜
に
出
た
。
こ
こ
で
今
日
は
時
間
切
れ
と
な
り
、
余
っ
た
ザ
イ
ル
、
ス
ノ
ー
バ
ー
等
を
デ
ポ
し
て
、
今

フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
ば
か
り
の
ロ
ー
プ
に
懸
垂
環
を
通
し
て
、
懸
垂
下
降
で
一
気
に
Ｃ
３
へ
と
戻
っ
た
。
傘
岩
の
基
部
に
は
明
日
の
昼
頃
に

は
着
い
て
し
ま
い
そ
う
に
思
わ
れ
た
。

傘
岩
を
越
え
る
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非
常
に
苦
し
い
ル
ー
ト
エ
作
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
素
晴
ら
し
い
大
パ
ノ
ラ
マ
・
ル
ー
ト
が
出
来
上
っ
た
。
氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
か
ら
大

ト
ラ
バ
ー
ス
、
そ
し
て
雪
壁
か
ら
雪
稜
、
再
び
雪
壁
Ｉ
雪
稜
ｌ
雪
壁
と
繰
返
す
こ
の
ル
ー
ト
は
、
必
ず
皆
を
満
足
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

ゆ
っ
く
り
休
む
間
も
な
く
、
こ
の
遠
征
の
成
否
を
握
っ
て
い
る
傘
岩
の
ル
ー
ト
観
察
を
行
な
う
。
傘
岩
と
は
、
そ
の
形
が
カ
ラ
傘
を
半

開
き
し
た
の
に
似
て
い
る
所
か
ら
、
我
々
が
付
け
た
名
称
で
あ
る
。
そ
の
傘
の
頭
ま
で
は
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
所
々
に
も
の
す
ご
く
堅

昨
日
の
到
達
点
よ
り
雪
稜
を
し
ば
ら
く
進
み
、
い
よ
い
よ
傘
岩
直
下
の
大
雪
壁
で
あ
る
。
新
と
。
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
た

の
み
、
小
原
は
傘
岩
目
が
け
て
急
雪
面
に
ア
イ
ゼ
ン
を
蹴
込
み
な
が
ら
、
左
斜
上
を
始
め
た
。
そ
し
て
一
二
○
メ
ー
ト
ル
も
ザ
イ
ル
を
延

ば
す
と
、
傘
岩
直
下
の
雪
の
台
地
に
到
達
し
た
の
だ
。
六
八
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
天
幕
を
出
て
か
ら
五
時
間
二
十
分
が
過
ぎ
て
い

き
、
我
々
を
声
玩

一
日
で
あ
っ
た
。

調
子
の
出
た
青
木
、
松
崎
は
Ｂ
Ｃ
で
作
っ
た
鶏
の
燥
製
と
日
本
か
ら
の
手
紙
を
持
っ
て
、
Ｃ
１
を
と
ば
し
て
一
日
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
ま
で
入
っ

て
し
ま
っ
た
。
が
、
こ
の
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
は
後
々
ま
で
、
二
人
の
調
子
を
崩
す
原
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

十
日
（
晴
の
ち
一
時
雪
）
昨
夜
降
っ
た
雪
の
た
め
ラ
ッ
セ
ル
が
あ
り
、
ル
ー
ト
エ
作
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
昨
日
の
到
達
点
よ
り

し
ば
ら
く
雪
稜
を
辿
り
、
つ
き
当
っ
た
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
の
急
な
雪
壁
を
よ
じ
登
っ
て
、
再
び
雪
稜
に
出
た
所
で
天
気
が
悪
く
な
り
引

返
し
た
。
新
の
調
子
が
悪
く
な
っ
て
き
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
を
発
っ
て
Ｃ
３
に
向
か
っ
た
青
木
、
松
崎
は
調
子
悪
く
、
途
中
か
ら
引
返
し
て
し
ま
っ
た
。

田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
よ
り
休
養
の
た
め
Ｂ
Ｃ
に
向
け
下
山
。
遠
藤
、
善
数
、
Ｂ
Ｃ
よ
り
Ｃ
１
入
り
。

十
一
日
（
晴
）
朝
か
ら
雲
海
が
も
の
す
ご
く
美
し
か
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
は
天
気
が
悪
い
と
言
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら

上
は
上
天
気
だ
。
雲
海
上
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
連
峰
、
カ
ン
グ
ル
ー
、
ヒ
ム
ル
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
、
チ
ェ
オ
・
ヒ
マ
ー
ル
な
ど
が
朝
日
に
輝

き
、
我
々
を
声
援
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
Ｂ
Ｃ
を
出
て
か
ら
一
週
間
動
き
づ
め
の
体
に
は
疲
労
が
沈
澱
し
、
非
常
に
苦
し
い

た
0
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Ｃ
１
の
遠
藤
副
隊
長
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
青
木
の
調
子
が
思
わ
し
く
な
い
。
小
原
、
新
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
て
休
養
。

十
三
日
（
晴
の
ち
曇
）
傘
岩
の
ル
ー
ト
開
拓
隊
の
雨
宮
達
は
本
日
岩
に
取
付
い
た
。
田
中
ト
ッ
プ
で
氷
壁
か
ら
岩
に
移
り
、
、
ハ
ラ
ン
ス

ク
ラ
イ
ム
に
て
ク
ラ
ッ
ク
通
し
に
右
斜
上
し
て
い
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
を
付
け
て
い
る
の
で
非
常
に
悪
い
。
ク
ラ
ッ
ク
は
一
○
メ
ー
ト
ル
で

終
り
、
そ
の
上
は
逆
層
の
オ
Ｉ
バ
ー
ハ
ン
グ
だ
。
リ
ス
も
見
当
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
先
は
ボ
ル
ト
の
領
域
と
な
り
そ
う
だ
。
天
候
が
悪
化
し

Ｃ
３
に
着
く
頃
、
青
木
、
松
崎
、
雨
宮
、
田
中
（
基
）
が
上
っ
て
き
た
の
で
、
雨
宮
、
田
中
（
基
）
、
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
の
三
人
に
尋
ハ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
小
原
、
新
、
ペ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
は
青
木
達
と
共
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
降
り
た
。

Ｃ
２
の
善
数
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
荷
上
げ
。
田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
は
Ｂ
Ｃ
に
て
休
養
。

十
二
日
（
晴
）
夜
中
雪
が
降
り
、
日
中
は
無
風
で
気
温
が
上
っ
た
た
め
、
一
日
中
雪
崩
の
音
が
山
々
に
コ
ダ
マ
し
て
い
た
。
Ｃ
２
１
Ｃ

３
間
の
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト
も
朝
、
幅
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
雪
崩
に
や
ら
れ
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
が
断
ち
切
ら
れ
、
松
崎
ら
の
荷
上
げ
隊
は
途

中
か
ら
引
返
し
て
来
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
登
っ
て
い
る
時
、
真
上
の
プ
ラ
ト
ー
か
ら
も
の
す
ご
い
雪
崩
が
あ
り
一
瞬
肝
を
冷
し
た
が
、
下

に
届
く
ま
で
に
雲
散
し
て
く
れ
て
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

傘
岩
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
、
Ｃ
３
か
ら
ベ
タ
張
り
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
ユ
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
よ
じ
登
っ
て
、
三
時
間
で
傘
岩
の

基
部
に
着
い
た
。
そ
し
て
下
部
の
氷
壁
一
○
メ
ー
ト
ル
に
ル
ー
ト
を
開
い
た
。
も
の
す
ご
く
堅
い
氷
で
予
想
以
上
に
時
間
を
喰
い
、
本
日

傘
岩
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
、
Ｃ
Ｏ

基
部
に
着
い
た
。
そ
し
て
下
部
の
坐

は
そ
れ
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
な
青
氷
を
付
け
た
逆
層
の
垂
壁
で
、
絶
望
的
な
悪
相
だ
。
ど
こ
か
弱
点
が
あ
る
は
ず
だ
。
真
剣
に
目
は
岩
壁
を
な
め
る
。
傘
の
左
辺

に
岩
の
ク
ピ
レ
を
発
見
し
た
。
所
々
か
ぶ
り
気
味
の
垂
壁
だ
が
、
岩
の
部
分
八
○
メ
ー
ト
ル
、
氷
の
部
分
一
○
メ
ー
ト
ル
の
登
肇
で
突
破

出
来
そ
う
だ
。
勿
論
ボ
ル
ト
の
連
打
と
な
る
が
、
上
に
抜
け
て
し
ま
え
ば
、
縄
ぱ
し
ご
を
た
ら
し
て
シ
ェ
ル
パ
を
上
げ
れ
ば
良
い
し
、
荷

は
空
中
ケ
ー
ブ
ル
が
利
用
出
来
る
。
よ
し
、
こ
こ
に
決
め
よ
う
！
ト
ラ
ン
シ
ー
。
ハ
ー
で
Ｂ
Ｃ
に
詳
し
く
報
告
を
終
え
て
、
急
い
で
下
降

を
始
め
た
。

（42）



マナスル西壁（1971年）

十
五
日
（
晴
（

拓
に
出
か
け
た
。

て
き
た
の
で
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
て
下
降
に
移
る
。
さ
す
が
に
傘
岩
は
手
強
い
。

Ｂ
Ｃ
よ
り
田
中
ド
ク
タ
ー
、
清
水
Ｃ
１
に
入
る
。
Ｃ
１
に
て
不
調
を
か
こ
っ
て
い
る
遠
藤
は
、
ド
ク
タ
ー
よ
り
胃
潰
瘍
の
疑
い
あ
り
と

診
断
さ
れ
る
。
小
原
、
新
は
本
日
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
て
休
養
。

十
四
日
（
晴
の
ち
雪
夕
方
晴
）
朝
方
ま
で
降
っ
て
い
た
雪
も
止
ん
だ
の
で
、
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
行
動
を
起
し
た
が
、
ラ
ッ
セ
ル
と
天
候

悪
化
の
た
め
傘
岩
の
基
部
か
ら
引
返
し
た
。

一
方
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
Ｃ
３
の
食
糧
が
欠
乏
し
だ
し
た
の
が
心
配
で
、
小
原
、
・
ヘ
ン
パ
・
ノ
ル
ブ
、
テ
ン
ジ
ン
が
荷
上
げ
に
向
か
っ

た
。
途
中
か
ら
雪
が
降
り
出
し
、
ラ
ッ
セ
ル
も
深
く
、
雪
崩
が
心
配
さ
れ
た
が
、
気
温
が
低
い
の
で
大
丈
夫
と
判
断
し
登
行
を
続
け
、
一

時
少
し
過
ぎ
に
Ｃ
３
に
無
事
到
着
し
た
。
気
温
が
上
昇
し
だ
し
た
の
で
下
降
は
危
険
と
判
断
し
て
、
小
原
は
Ｃ
３
泊
り
と
決
め
た
が
、
シ

ェ
ル
パ
二
人
は
雪
が
小
止
み
に
な
っ
た
の
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
下
る
と
言
い
出
し
た
。
我
々
は
止
め
た
の
だ
が
、
言
葉
が
不
自
由
な
の
で
説
得
す

る
こ
と
も
出
来
な
い
ま
ま
に
、
彼
ら
は
二
時
半
頃
下
降
し
て
い
っ
た
。
が
、
は
た
せ
る
か
な
途
中
で
雪
崩
に
遭
遇
し
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ

ー
プ
の
お
蔭
で
流
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
が
、
二
人
共
雪
に
埋
ま
り
、
特
に
テ
ン
ジ
ン
は
首
ま
で
も
ぐ
っ
て
肋
骨
を
痛
め
た
の
で
あ
っ
た
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
シ
ェ
ル
パ
だ
が
、
意
外
に
判
断
が
甘
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

十
五
日
（
晴
の
ち
雪
）
具
合
の
悪
い
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
を
Ｃ
３
に
残
し
て
、
雨
宮
、
田
中
は
新
た
に
小
原
を
加
え
て
傘
岩
の
ル
ー
ト
開

す
ぐ
傘
岩
に
取
付
き
、
一
昨
日
の
到
達
点
ま
で
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
ユ
マ
ー
ル
で
登
る
。
そ
の
先
は
、
も
う
少
し
直
上
し
て
か

ら
左
に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
こ
と
に
決
め
て
、
ま
ず
ホ
ー
ル
ド
を
探
す
も
、
岩
が
非
常
に
大
雑
把
で
適
当
な
の
が
見
つ
か
ら
な
い
。
仕
方
が

な
い
の
で
ボ
ル
ト
を
打
っ
て
一
段
ず
り
上
り
、
そ
の
上
に
二
本
の
ハ
ー
ケ
ン
を
打
ち
込
ん
で
、
外
傾
し
て
い
る
が
ど
う
に
か
足
の
置
け
る

ス
タ
ン
ス
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
左
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の
入
口
だ
。
こ
こ
ま
で
ト
ッ
プ
の
田
中
が
到
達
し
た
処
で
、
天
気
が
急
変
し
す

ぐ
下
降
を
始
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
今
日
も
た
っ
た
三
メ
ー
ト
ル
し
か
ル
ー
ト
を
延
ば
せ
な
か
っ
た
。
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Ｃ
３
は
ま
っ
た
く
行
動
出
来
ず
。
天
幕
内
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
も
暑
さ
で
ま
い
る
。
時
々
さ
す
薄
陽
の
た
め
幕
内
は
む
し
風
呂
の
よ
う

で
、
裸
に
な
っ
て
も
ま
だ
耐
え
ら
れ
な
い
程
だ
。
外
は
マ
イ
ナ
ス
三
度
Ｃ
で
湿
雪
が
降
り
積
っ
て
い
た
。

十
八
日
（
雪
）
Ｂ
Ｃ
ｌ
Ｃ
１
間
を
除
い
て
全
部
行
動
不
能
の
た
め
停
滞
。

十
九
日
（
雪
）
今
日
も
終
日
雪
。
Ｃ
３
の
積
雪
は
一
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
。
シ
ュ
ラ
フ
も
下
か
ら
濡
れ
て
き
て
不
快
き
わ
ま
り
な
い
。

荷
上
げ
が
さ
れ
な
い
の
で
食
糧
は
限
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。
砂
糖
も
切
れ
た
。
話
題
は
相
変
ら
ず
食
物
の
こ
と
が
多
い
。

二
十
日
（
雪
一
時
晴
）
四
日
連
続
雪
で
明
け
た
。
が
、
九
時
頃
よ
り
青
空
が
広
が
り
、
ヒ
ム
ル
ン
の
方
ま
で
見
え
て
き
た
。
Ｃ
３
パ
ー

テ
ィ
は
明
日
に
そ
な
え
て
少
し
で
も
ラ
ッ
セ
ル
を
と
、
す
ぐ
様
準
備
を
し
て
出
発
。
だ
が
雪
の
深
い
こ
と
、
完
全
に
腰
ま
で
あ
る
。
ス
コ

ッ
プ
で
除
雪
し
な
が
ら
進
む
の
で
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
取
付
ま
で
の
平
地
の
四
○
メ
ー
ト
ル
に
、
一
時
間
以
上
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
結

局
、
今
日
は
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
登
っ
て
、
ト
ラ
バ
ー
ス
中
間
の
テ
ラ
ス
ま
で
で
引
返
し
た
。
一
時
で
あ
っ
た
。
再
び
雪
が
降
っ
て
き
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
隊
は
雪
崩
を
恐
れ
て
全
員
停
滞
。
Ｃ
１
に
高
橋
照
隊
長
、
田
中
ド
ク
タ
ー
が
入
る
。

こ
の
所
、
毎
日
天
気
が
思
わ
し
く
な
い
。

十
六
日
（
晴
）
傘
岩
の
ル
ー
ト
エ
作
に
従
事
し
た
雨
宮
、
田
中
、
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
は
休
養
の
た
め
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
下
り
、
替
っ
て
青
木
、

松
崎
、
清
水
、
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
が
Ｃ
３
に
入
っ
た
。
小
原
を
混
え
て
、
こ
れ
で
一
挙
に
傘
岩
を
攻
め
落
そ
う
と
い
う
作
戦
で
あ

る
。
善
数
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
・
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
が
荷
上
げ
の
た
め
Ｃ
３
を
往
復
し
た
。
田
中
ド
ク
タ
ー
Ａ
Ｂ
Ｃ
入
り
。

こ
れ
で
Ｂ
Ｃ
に
遠
藤
、
Ｃ
１
に
高
橋
、
新
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
田
中
ド
ク
タ
ー
、
雨
宮
、
田
中
、
善
数
、
Ｃ
３
に
青
木
、
清
水
、
松
崎
、
小
原

と
い
う
布
陣
が
整
い
、
傘
岩
総
攻
撃
の
時
が
来
た
。
後
は
好
天
を
祈
る
だ
け
だ
。

十
七
日
（
雪
）
出
鼻
を
く
じ
く
か
の
よ
う
に
、
朝
か
ら
雪
が
降
り
続
け
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
荷
上
げ
に
行
動
を
起
す
も
途
中
迄
で
引
返
し

十
七
日
（
雪
）
出
鼻
を
く
じ
く
《

た
。
荷
上
げ
が
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

全
キ
ャ
ン
プ
停
滞
。
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Ｃ
３
は
停
滞
。
雪
が
降
り
続
け
て
い
る
が
外
気
温
が
な
ん
と
プ
ラ
ス
二
度
Ｃ
。
幕
内
は
じ
め
じ
め
で
、
シ
ュ
ラ
フ
の
下
に
は
水
が
た

ま
っ
て
び
っ
し
ょ
り
だ
。
不
快
き
わ
ま
り
な
い
。

二
十
三
日
（
晴
の
ち
雪
）
や
っ
と
晴
れ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
隊
が
今
日
は
な
ん
と
し
て
で
も
、
荷
上
げ
と
メ
ン
バ
ー
チ
ェ
ン
ジ
す
る
と
い
う
の

で
、
青
木
、
小
原
で
上
か
ら
逆
ラ
ッ
セ
ル
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
二
時
間
半
か
け
て
や
っ
と
八
○
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
か
進
ま
な
い
か
の
状

態
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
今
日
は
あ
き
ら
め
た
。
Ｃ
３
は
夕
方
、
後
の
崖
よ
り
雪
崩
が
あ
っ
て
、
天
幕
が
半
分
埋
ま
り
、
フ
レ
ー
ム

と
ポ
ー
ル
が
ひ
ん
曲
っ
て
し
ま
っ
た
・

二
十
一
日
（
晴
の
ち
雪
）
天
気
は
や
っ
と
回
復
し
た
。
不
調
の
二
人
を
残
し
て
、
小
原
、
青
木
、
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
の
三
人
で

傘
岩
ま
で
の
ル
ー
ト
確
保
の
た
め
Ｃ
３
を
後
に
し
た
。
す
ご
い
ラ
ッ
セ
ル
だ
。
平
均
し
て
腰
ま
で
、
急
斜
面
で
は
胸
か
ら
首
ま
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
ク
ス
が
な
け
れ
ば
と
て
も
登
れ
な
い
。
そ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
掘
出
す
の
が
一
苦
労
で
、
腕
が
と
て
も
疲
れ
る
。
小
原
、
青
木
の
五

時
間
の
奮
闘
で
や
っ
と
最
後
の
雪
壁
の
基
部
ま
で
行
っ
た
が
、
二
人
と
も
全
身
だ
る
く
な
り
、
こ
れ
以
上
続
け
る
と
明
日
か
ら
の
行
動
に

差
し
つ
か
え
る
と
判
断
し
引
返
し
た
。

午
後
か
ら
、
ま
た
い
ま
わ
し
い
雪
が
降
っ
て
き
た
。
苦
心
の
ラ
ッ
セ
ル
も
く
た
び
れ
も
う
け
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

今
日
も
Ｃ
３
に
荷
上
げ
な
し
。
砂
糖
も
茶
も
な
く
連
日
白
湯
ば
か
り
。

Ｃ
１
１
Ａ
Ｂ
Ｃ
間
は
両
方
か
ら
進
ん
で
、
ど
う
に
か
ラ
ン
デ
ブ
ー
出
来
た
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｃ
隊
は
Ｃ
１
へ
の
途
中
で
引
返
す
。

二
十
二
日
（
雪
）
Ｃ
３
に
向
か
っ
た
荷
上
げ
隊
、
途
中
で
引
返
す
。
Ｃ
１
１
Ａ
Ｂ
Ｃ
間
ラ
ン
デ
ブ
ー
出
来
ず
。
Ｂ
Ｃ
隊
の
み
Ｃ
１
に
着

松
崎
、
清
水
悪

せ
て
や
り
た
い
。

清
水
が

い
拷
恰
。

他
の
キ
ャ
ン
プ
は
全
員
停
滞
。

調
子
を
崩
し
て
き
た
。
松
崎
は
右
脇
腹
の
痛
み
、
清
水
は
不
眠
症
で
共
に
食
欲
な
し
。
早
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
降
ろ
し
て
体
ま
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二
十
四
日
（
晴
た
り
曇
っ
た
り
）
朝
四
時
の
気
温
マ
イ
ナ
ス
一
七
度
Ｃ
。
天
候
回
復
の
兆
か
も
知
れ
な
い
。
今
日
も
昨
日
の
繰
返
し
を

行
な
う
。
い
つ
も
と
同
じ
オ
ジ
ャ
の
朝
食
を
と
り
、
白
湯
を
飲
み
、
身
仕
度
を
整
え
る
と
外
に
は
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
が
待
っ
て
い
る
。

も
う
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
掘
出
す
の
は
止
め
て
、
ル
ー
ト
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
新
た
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
張
り
な
が
ら
ラ
ッ
セ
ル
し
、

通
称
〃
門
″
と
呼
ば
れ
る
所
ま
で
来
て
十
二
時
だ
。
こ
れ
か
ら
急
な
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
の
下
降
と
な
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
隊
の
動
き
も
鈍
い
。
が

進
ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
先
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
が
使
え
そ
う
な

の
で
、
松
崎
、
清
水
だ
け
で
下
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

半
病
人
の
二
人
は
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
を
し
な
が
ら
下
っ
て
行
っ
た
。
二
人
は
夕
刻
無
事
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
隊
と
合
流
し
た
が
、
そ
の
時
は
立

っ
て
い
る
の
が
や
つ
と
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

二
人
に
替
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
善
数
、
田
中
（
基
）
が
Ｃ
３
に
入
っ
た
。
暗
闇
の
中
、
雪
ま
み
れ
で
二
人
は
Ｃ
３
に
到
着
し
た
。
七
時

丁
度
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
曲
り
な
り
に
も
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
Ｃ
３
の
ル
ー
ト
は
開
通
し
た
の
だ
。

そ
の
夜
の
砂
糖
入
り
の
紅
茶
と
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
。

二
十
五
日
（
晴
強
風
）
昨
夕
か
ら
強
く
な
り
出
し
た
風
が
烈
風
と
な
り
、
天
幕
が
破
れ
そ
う
だ
。
Ｃ
３
は
快
晴
な
る
も
一
日
停
滞
。

昼
頃
よ
り
や
や
風
の
息
が
長
く
な
っ
た
の
で
、
外
に
出
て
見
て
驚
い
た
。
あ
ん
な
に
降
り
続
い
て
我
々
を
苦
し
め
た
雪
が
、
ほ
と
ん
ど

吹
き
と
ば
さ
れ
て
し
ま
い
、
天
幕
の
前
に
は
降
雪
前
の
古
い
大
キ
ジ
が
点
々
と
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
風
の
威
力
に
は
ま
っ
た
く
驚
か

二
十
六
日
（
晴
》

ま
っ
た
。
が
、
Ａ
ロ

一
安
心
と
な
っ
た
。

さ
れ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
も
停
滞
だ
っ
た
が
、
そ
の
下
の
キ
ャ
ン
プ
は
荷
上
げ
に
成
功
し
た
。

二
十
六
日
（
晴
強
風
）
出
発
し
よ
う
と
す
る
頃
か
ら
昨
日
と
同
じ
よ
う
な
強
風
が
吹
き
出
し
、
結
局
今
日
も
Ｃ
３
は
停
滞
と
な
っ
て
し

っ
た
。
が
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
雨
宮
、
田
中
ド
ク
タ
ー
と
シ
ェ
ル
パ
五
人
が
、
実
に
十
日
ぶ
り
に
荷
上
げ
に
来
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
食
糧
も
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二
十
七
日
（
晴
の
ち
曇
）
待
ち
に
待
っ
た
登
肇
日
和
だ
。
無
風
、
快
晴
、
そ
し
て
暖
か
い
。
サ
ー
ブ
四
人
で
出
発
す
る
。
新
雪
は
風
で

と
ば
さ
れ
、
雪
は
適
当
に
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
て
、
傘
岩
の
基
部
ま
で
今
ま
で
の
最
短
時
間
の
二
時
間
で
到
達
し
た
・

す
ぐ
登
肇
準
備
を
す
る
。
青
木
、
小
原
で
ル
ー
ト
エ
作
、
田
中
が
氷
壁
部
に
縄
ば
し
ど
の
セ
ッ
ト
、
不
調
の
善
数
は
基
部
に
居
て
、
上

部
へ
の
不
足
品
の
補
充
を
す
る
係
と
な
っ
た
。

ま
ず
小
原
が
今
ま
で
の
最
高
到
達
点
ま
で
ユ
マ
ー
ル
で
登
り
、
ア
ブ
ミ
に
乗
っ
て
ジ
ッ
ヘ
ル
す
る
。
次
に
青
木
が
登
っ
て
、
そ
の
ま
ま

小
原
の
横
を
通
っ
て
ト
ッ
プ
に
出
た
。
こ
れ
か
ら
は
ま
っ
た
く
ホ
ー
ル
ド
、
ス
タ
ン
ス
な
く
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
リ
ス
も
な
い
垂
壁
だ
。

ボ
ル
ト
の
連
打
し
か
な
い
。
ル
ー
ト
を
左
斜
上
に
と
る
。
岩
は
割
と
や
わ
ら
か
い
が
、
ア
ブ
ミ
に
乗
っ
て
左
に
打
つ
の
で
非
常
に
打
ち
づ

ら
く
、
一
本
打
ち
込
む
の
に
二
十
分
は
か
か
る
。
そ
れ
も
ボ
ル
ト
の
先
の
割
れ
目
が
見
え
て
い
る
よ
う
な
打
ち
込
み
方
で
あ
る
。
青
木
は

二
時
間
か
け
て
ボ
ル
ト
五
本
、
ハ
ー
ケ
ン
一
枚
打
っ
て
小
原
と
交
替
し
た
。
青
木
の
声
は
ボ
ル
ト
打
ち
で
あ
ま
り
ハ
ー
ハ
ー
言
っ
た
の

で
、
か
す
れ
て
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
て
い
る
。

交
替
し
た
小
原
は
、
ル
ー
ト
を
リ
ス
の
あ
り
そ
う
な
直
上
に
と
る
。
が
、
大
き
な
リ
ス
ば
か
り
で
、
ハ
ー
ケ
ン
に
よ
い
リ
ス
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
。
ハ
ー
ケ
ン
の
重
ね
打
ち
や
ら
、
動
く
ハ
ー
ケ
ン
を
だ
ま
し
だ
ま
し
使
っ
た
り
し
て
、
結
局
ハ
ー
ケ
ン
五
枚
、
ボ
ル
ト

一
本
で
雪
の
つ
い
た
テ
ラ
ス
に
手
が
届
い
た
。
し
め
た
！
と
喜
こ
ん
で
雪
を
払
い
落
す
と
、
そ
れ
は
．
ヘ
ロ
ン
と
し
た
ス
ラ
ブ
だ
っ
た
。

が
っ
か
り
し
て
、
又
こ
の
ス
ラ
ブ
に
ボ
ル
ト
を
一
本
打
つ
。
時
間
は
い
つ
し
か
三
時
半
と
な
っ
て
い
た
。
今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
、
補
助

ロ
ー
プ
で
ザ
イ
ル
を
引
上
げ
て
、
懸
垂
で
基
部
に
下
り
立
っ
た
。

今
日
の
健
闘
で
、
ザ
イ
ル
は
十
五
メ
ー
ト
ル
し
か
延
び
な
か
っ
た
が
、
傘
岩
の
最
悪
部
は
突
破
し
終
っ
た
。
残
す
は
四
十
メ
ー
ト
ル
程

で
、
今
日
よ
り
は
楽
に
行
け
そ
う
だ
。
明
日
に
は
是
が
非
で
も
突
破
し
た
い
。

本
日
は
Ｂ
Ｃ
を
除
き
、
他
は
フ
ル
行
動
し
、
再
び
全
キ
ャ
ン
プ
が
活
気
に
溢
れ
て
き
た
。
Ｃ
３
の
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
は
Ａ
Ｂ
Ｃ

に
下
り
、
替
っ
て
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
が
Ｃ
３
に
入
っ
た
。
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二
十
八
日
（
晴
の
ち
雪
）
傘
岩
突
破
。
調
子
を
崩
し
た
青
木
に
替
っ
て
田
中
（
基
）
と
小
原
と
で
ザ
イ
ル
を
組
み
、
昨
日
の
最
高
到
達

点
よ
り
田
中
ト
ッ
プ
で
未
知
の
壁
に
挑
ん
だ
。
頭
の
上
に
二
本
の
ク
ラ
ッ
ク
が
平
行
に
並
ん
で
い
る
。
左
上
に
テ
ラ
ス
が
あ
り
そ
う
な
の

で
、
左
の
ク
ラ
ッ
ク
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
入
口
が
ハ
ン
グ
し
て
い
て
入
れ
ず
に
、
や
む
を
得
ず
右
の
ク
ラ
ッ
ク
に
取
付
く
。
非
常
に
岩

が
脆
く
、
ハ
ー
ケ
ン
も
打
て
な
い
。
ボ
ル
ト
を
打
っ
て
、
こ
れ
に
ア
ブ
ミ
を
か
け
、
ク
ラ
ッ
ク
に
入
っ
て
ず
り
上
が
る
。
そ
の
上
に
も
う

一
本
ボ
ル
ト
を
打
ち
、
こ
れ
に
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
し
て
左
の
ク
ラ
ッ
ク
に
入
り
、
こ
れ
を
ず
り
上
っ
て
、
と
う
と
う
ク
ラ
ッ
ク
を
抜
け

出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ク
ラ
ッ
ク
を
抜
け
た
所
は
小
さ
な
雪
田
と
な
っ
て
お
り
、
田
中
は
こ
れ
を
削
っ
て
二
人
が
や
っ
と
立
て
る
テ
ラ

ス
に
仕
上
げ
、
小
原
を
迎
え
た
。
そ
の
上
は
二
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
と
十
メ
ー
ト
ル
の
赤
茶
気
た
垂
壁
が
連
な
り
、
灰
色
の
虚
空
へ
と
延
び

て
い
た
。
垂
壁
は
ま
っ
た
く
の
一
枚
岩
で
、
ボ
ル
ト
以
外
に
は
手
も
足
も
出
な
い
。
小
原
と
田
中
は
二
本
ず
つ
交
替
で
ボ
ル
ト
を
打
ち
続

け
、
八
本
目
の
ボ
ル
ト
で
こ
れ
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
上
に
は
も
う
岩
は
な
か
っ
た
。
と
う
と
う
頂
上
へ
の
最
大
の
難
関

は
、
我
々
の
足
の
下
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
ぐ
様
基
部
に
い
る
青
木
と
善
数
に
傘
岩
突
破
の
合
図
を
送
る
と
、
彼
ら
は
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ

ー
に
よ
っ
て
、
こ
の
朗
報
を
全
キ
ャ
ン
プ
に
知
ら
せ
た
。
午
後
三
時
で
あ
っ
た
。

傘
岩
を
抜
け
た
所
か
ら
五
十
度
の
雪
面
が
、
大
き
な
雪
庇
を
張
り
出
し
た
稜
線
ま
で
続
い
て
い
る
。
雪
の
下
は
完
全
な
ス
ラ
ブ
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
不
安
定
な
感
じ
だ
が
、
今
日
は
そ
れ
を
確
か
め
る
余
裕
が
な
い
。
懸
垂
下
降
で
基
部
ま
で
下
り
、
す
ぐ
Ｃ
３
へ
と
下
山
を

始
め
た
。
Ｃ
３
帰
幕
は
五
時
半
だ
っ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
高
橋
隊
長
が
入
り
、
Ｃ
３
に
は
田
中
ド
ク
タ
ー
が
上
っ
た
。

二
十
九
日
（
晴
の
ち
雪
）
喉
を
痛
め
て
い
る
青
木
と
、
清
水
と
交
替
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
下
る
善
数
を
Ｃ
３
に
残
し
て
、
小
原
、
田
中
ド
ク
タ

ー
、
田
中
（
基
）
、
ニ
マ
・
ウ
オ
ン
チ
ュ
ー
の
四
人
で
傘
岩
の
整
備
に
向
か
っ
た
。
田
中
は
頭
痛
で
苦
し
そ
う
だ
し
、
小
原
も
連
日
の
傘

岩
の
ル
ー
ト
開
拓
で
疲
労
し
、
傘
岩
基
部
に
着
い
た
の
は
十
二
時
近
か
っ
た
。
が
、
と
も
か
く
、
中
段
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
ぱ
し
ご
を
た
ら
す

や
へ
く
小
原
が
登
り
、
ボ
ル
ト
を
二
本
打
っ
て
固
定
し
た
。
下
を
田
中
ド
ク
タ
ー
が
固
定
し
終
っ
て
、
小
原
が
こ
の
は
し
ご
を
伝
っ
て
下
り
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Ｃ
３
に
雨
宮
、
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
が
加
わ
る
。

荷
上
げ
は
各
キ
ャ
ン
プ
順
調
に
行
な
わ
れ
た
。

二
日
（
晴
一
時
雪
）
Ｃ
３
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
出
発
す
る
。
小
原
、
田
中
（
基
）
は
Ｃ
４
予
定
地
ま
で
ル
ー
ト
エ
作
す
べ
く
先
発
し
た

が
、
二
人
と
も
快
調
で
、
今
ま
で
平
均
三
時
間
か
か
っ
て
い
た
傘
岩
基
部
ま
で
一
時
間
四
十
分
で
到
達
し
た
。
傘
岩
を
ワ
イ
ヤ
ー
ぱ
し
ご

た
0

五
月
一
日
窪

人
で
出
発
す
る
。

で
戻
っ
て
来
た
。 （晴

三
十
日
（
晴
一
時
雪
）
清
水
、
田
中
（
基
）
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
で
傘
岩
の
整
備
に
向
か
い
、
中
段
か
ら
上
の

ク
ラ
ッ
ク
に
は
縄
ば
し
ご
を
、
最
後
の
垂
壁
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
ば
し
ご
を
セ
ッ
ト
し
、
荷
上
げ
用
空
中
ケ
ー
ブ
ル
も
張
り
終
っ
て
夕
方
Ｃ
３

に
戻
っ
て
来
た
。
明
日
、
こ
れ
ら
を
も
う
少
し
補
強
す
れ
ば
、
傘
岩
の
ル
ー
ト
整
備
も
完
了
と
な
ろ
う
。

小
原
は
Ｃ
３
に
て
休
養
し
、
不
調
の
青
木
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
下
り
た
。
替
っ
て
サ
ー
ダ
ー
の
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
が
Ｃ
３
に
入
っ
た
。

小
原
は
Ｃ
３
で
、
上
部
荷
上
げ
用
食
糧
を
整
理
し
て
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
五
つ
に
パ
ッ
キ
ン
グ
し
終
え
た
。
こ
れ
で
Ｃ
４
建
設
の
準
備
は

ほ
ぼ
終
っ
た
。

て
み
た
。
途
中
所
々
ハ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
非
常
に
腕
力
が
い
る
。
は
た
し
て
シ
ェ
ル
パ
が
登
れ
る
か
ど
う
か
心
配
だ
が
、
こ
れ
以
上
の

こ
と
は
出
来
な
い
。
ザ
イ
ル
で
引
張
り
上
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
Ｃ
３
帰
幕
は
六
時
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
清
水
が
元
気
に
上
っ
て
来
た
。
善
数
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
下
り
た
。
Ｃ
３
に
カ
マ
ボ
コ
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
の
で
快
適
に
な
っ

強
風
）
Ｃ
４
予
定
地
ま
で
行
く
べ
く
強
風
の
中
を
小
原
、
清
水
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ニ
マ
・
ウ
ォ
ン
チ
ュ
ー
の
四

》
。
雪
煙
の
中
を
傘
岩
の
基
部
ま
で
頑
張
っ
た
が
、
益
々
風
は
強
ま
り
、
結
局
空
中
ケ
ー
ブ
ル
の
ロ
ー
プ
の
張
り
替
え
だ
け

ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
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と
縄
ぱ
し
ご
で
乗
越
し
、
二
人
は
更
に
上
部
へ
と
向
か
っ
た
。
傘
岩
の
頭
へ
続
い
て
い
る
雪
稜
上
に
出
る
べ
く
、
約
六
○
度
の
雪
壁
を
左

斜
め
上
に
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
で
登
り
、
四
○
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
行
く
。
西
稜
か
ら
大
き
く
張
り
出
し
て
い
る

雪
庇
の
下
を
、
左
に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
。
急
斜
面
の
上
に
雪
が
不
安
定
な
の
で
、
い
や
ら
し
い
ト
ラ
バ
ー
ス
だ
。
つ
い
で
頭
上
の
雪
庇
の

切
れ
目
を
目
指
し
て
の
四
○
メ
ー
ト
ル
の
直
登
は
、
傾
斜
約
七
○
度
あ
り
、
出
口
は
垂
直
で
ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ス
メ
ス
を
駆
使
し
て
の
、

か
な
り
き
わ
ど
い
バ
ラ
ン
ス
ク
ラ
イ
ム
を
要
求
さ
れ
た
。
雪
稜
上
に
手
が
届
き
、
体
を
グ
イ
ッ
と
持
上
げ
る
と
顔
面
に
雪
混
り
の
寒
風
が

つ
き
さ
さ
っ
た
。
ド
メ
ン
・
コ
ー
ラ
の
谷
底
か
ら
吹
き
上
げ
て
き
た
風
だ
。
一
旦
ひ
っ
こ
め
た
首
を
再
び
伸
ば
し
、
雪
稜
上
に
は
い
上
っ

た
。
反
対
側
も
断
崖
と
な
っ
て
、
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
空
間
が
谷
底
ま
で
続
い
て
い
る
は
ず
だ
が
、
今
は
ガ
ス
の
た
め
に
底
ま
で
は
見

え
な
い
。
突
然
頭
上
が
明
る
く
な
り
ガ
ス
が
晴
れ
た
。
目
の
前
に
は
岩
稜
が
プ
ラ
ト
ー
に
向
か
っ
て
延
び
、
そ
れ
は
比
較
的
易
し
そ
う
に

見
え
た
。
二
日
も
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ
ろ
う
。
（
後
に
こ
の
目
算
が
大
変
な
誤
算
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
）

さ
あ
、
上
部
の
見
通
し
が
つ
い
た
の
で
、
Ｃ
４
を
建
設
出
来
る
所
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
用
ロ
ー
プ
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
二
人
は
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
コ
ン
テ
ィ
ー
豆
ア
ス
で
雪
稜
を
先
に
進
ん
だ
。
左
は
雪
庇
だ
し
、
右
は
崖
だ
。
慎
重

に
行
動
し
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
で
雪
稜
の
幅
が
広
く
な
っ
た
所
に
着
い
た
。
大
き
な
雪
庇
の
上
だ
。
西
壁
側
に
一
○
メ
ー
ト
ル
は
張
り
出

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
根
は
し
っ
か
り
し
て
い
そ
う
な
の
で
、
こ
こ
を
Ｃ
４
に
決
定
し
よ
う
。
時
計
を
見
る
と
も
う
三
時
半
だ
。
急
い
で
下

降
に
移
る
。

傘
岩
の
連
中
の
方
は
さ
っ
ぱ
り
仕
事
は
か
ど
ら
ず
。
ワ
イ
ヤ
ー
ぱ
し
ご
を
登
る
時
は
上
か
ら
ジ
ッ
ヘ
ル
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
い
や
だ
、

と
シ
ェ
ル
パ
に
ゴ
ネ
ら
れ
て
ザ
イ
ル
を
セ
ッ
ト
し
た
り
、
傘
岩
を
抜
け
た
所
の
雪
面
が
急
な
の
で
、
そ
の
部
分
は
上
か
ら
荷
を
引
き
ず
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
工
作
し
た
り
、
と
い
う
作
業
だ
け
で
一
日
終
っ
て
し
ま
い
、
実
際
の
荷
は
全
然
上
ら
ず
で
あ
っ
た
。
本
格
的
荷
上
げ

は
明
日
か
ら
だ
。

Ｃ
３
に
ア
ン
・
ニ
マ
が
入
り
、
こ
れ
で
サ
ー
ブ
五
人
、
シ
ェ
ル
パ
四
人
の
計
九
人
と
な
っ
た
。
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Ｃ
１
の
荷
物
は
す
べ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
上
っ
た
の
で
、
Ｃ
１
隊
全
員
Ａ
Ｂ
Ｃ
入
り
す
る
。
今
日
か
ら
Ｃ
１
は
無
人
と
な
る
。

五
日
（
晴
）
昨
晩
の
新
雪
と
強
風
の
た
め
、
Ｃ
３
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
も
停
滞
と
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
た
以
上
、
無
理
に
行
動
を
お
こ
し
て
無

駄
足
と
な
っ
た
場
合
の
体
力
の
消
耗
が
、
こ
わ
い
の
だ
。
も
う
こ
れ
か
ら
先
は
、
一
日
た
り
と
も
停
滞
す
る
余
裕
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

晴
天
の
停
滞
は
楽
で
な
い
。
暑
く
て
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
。
天
幕
内
は
四
○
度
Ｃ
を
超
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
暑
さ
に

は
十
五
日
ま
で
続
け
る
。
そ
れ
ま
毫

投
球
を
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

と
も
か
く
Ｃ
４
建
設
用
の
荷
は
ほ
と
ん
ど
傘
岩
の
上
に
上
っ
た
。
明
日
は
Ｃ
３
の
全
員
休
養
し
、
明
後
日
全
力
を
上
げ
て
Ｃ
４
を
建
設

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
と
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
Ｃ
３
入
り
。

四
日
（
晴
の
ち
雪
）
Ｃ
３
は
全
員
休
養
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
荷
上
げ
隊
の
う
ち
、
善
数
と
ギ
ル
ミ
が
Ｃ
３
手
前
の
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
か
ら
の

雪
崩
に
埋
ま
る
。
こ
こ
は
平
ら
な
ト
ラ
バ
ー
ス
な
の
で
、
晴
天
の
時
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
な
い
者
が
多
い
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
二

人
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
セ
ル
フ
ビ
レ
ー
を
か
け
て
い
た
の
で
、
下
の
ク
レ
バ
ス
帯
に
た
た
き
落
さ
れ
な
く
て
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
油
断
大
敵

で
、
４
１
キ
Ｐ
ぴ
誼

一
杯
で
あ
っ
た
。

三
日
（
晴
の
ち
雪
）
風
邪
で
調
子
の
よ
く
な
い
清
水
を
残
し
て
、
サ
ー
ブ
四
人
、
シ
ェ
ル
パ
四
人
で
Ｃ
３
を
出
発
し
た
が
、
傘
岩
の
荷

上
げ
で
非
常
に
時
間
と
体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
い
、
今
日
も
Ｃ
４
予
定
地
ま
で
荷
は
上
ら
な
か
っ
た
。
空
中
ケ
ー
ブ
ル
の
具
合
が
良
く
な

く
、
十
キ
ロ
の
荷
を
上
げ
る
の
に
、
下
で
六
人
掛
り
で
引
張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
程
だ
っ
た
の
で
、
基
部
の
デ
ポ
品
を
上
に
上
げ
る
の
に
精

ま
い
る
と
は
Ｉ
。

今
後
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
決
ま
る
。
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
は
小
原
・
田
中
（
基
）
、
第
二
次
は
未
定
。
第
三
次
に
、
こ
れ
か
ら
Ｃ
４

か
ら
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
を
や
る
雨
宮
と
清
水
が
一
旦
休
養
の
後
に
ア
タ
ッ
ク
隊
と
な
り
、
こ
れ
は
東
面
へ
下
降
す
る
。
ア
タ
ッ
ク
態
勢

は
十
五
日
ま
で
続
け
る
。
そ
れ
ま
で
に
第
三
次
ま
で
出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
だ
が
、
明
日
か
ら
こ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
全
力

だ
0
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六
日
（
晴
の
ち
風
雪
）
Ｃ
４
建
設
。

今
日
こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
は
見
た
が
、
朝
の
天
気
は
パ
ッ
と
し
な
い
。
西
の
空
に
前
線
の
よ
う
な
雲
が
あ
り
、
東
の
空
ま
で
薄
雲
が

広
が
っ
て
い
る
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
す
ぐ
雪
が
降
り
出
す
だ
ろ
う
と
言
っ
て
、
あ
ま
り
腰
を
上
げ
た
が
ら
な
い
。
ま
だ
一
度
も
乗
越
し
た
こ

と
の
な
い
傘
岩
の
存
在
が
、
彼
ら
の
腰
を
重
く
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

長
い
空
と
の
に
ら
め
っ
こ
の
末
、
出
発
を
決
定
す
る
。
八
時
Ｃ
３
を
全
員
十
一
名
で
出
発
す
る
。

持
ち
直
し
た
か
に
見
え
た
天
気
も
、
傘
岩
基
部
に
着
く
頃
か
ら
急
に
崩
れ
出
し
風
が
出
て
き
た
。
す
ぐ
納
ま
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
シ

ェ
ル
パ
を
せ
つ
つ
か
せ
て
傘
岩
を
肇
ら
す
。
シ
ェ
ル
パ
は
独
力
で
は
絶
対
に
塗
ら
な
い
。
中
間
と
出
口
に
隊
員
を
配
置
し
、
上
か
ら
ザ
イ

ル
で
引
張
り
上
げ
る
よ
う
に
し
な
い
と
動
か
な
い
の
だ
。
一
時
間
一
人
の
割
で
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
ニ
マ
、
ハ
ク
パ
・
ノ
ル

ブ
と
引
張
り
上
げ
て
、
四
人
目
の
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
の
番
に
な
る
頃
か
ら
、
風
は
益
々
強
く
な
り
、
雪
も
降
っ
て
き
て
、
顔
も
上
げ
ら
れ

な
い
程
に
な
っ
て
き
た
。
ア
ン
・
タ
ル
ケ
イ
は
は
し
ご
の
途
中
で
念
仏
を
と
な
え
な
が
ら
ガ
タ
ガ
タ
ふ
る
え
て
い
る
。
あ
ま
り
に
気
の
毒

で
降
ろ
し
て
や
っ
た
が
、
我
々
も
前
進
か
後
退
か
で
迷
っ
た
。
時
間
も
も
う
三
時
だ
。
一
時
は
バ
ッ
ク
し
よ
う
と
し
た
が
、
上
に
居
る
ラ

ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
が
、
今
上
に
居
る
者
だ
け
で
Ｃ
４
を
作
ろ
う
と
積
極
的
な
所
を
見
せ
て
い
る
。
シ
ェ
ル
パ
が
積
極
的
に
前
進
を
主
張
す

る
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
、
き
っ
と
彼
ら
は
こ
の
天
気
の
中
を
傘
岩
を
下
る
よ
り
も
、
上
部
の
雪
壁
を
登
る
方
が
楽
だ
と
判
断
し
た
か
ら

な
の
で
あ
ろ
う
。
隊
員
同
士
の
協
議
の
結
果
、
上
に
居
る
シ
ェ
ル
パ
三
人
と
隊
員
五
人
で
Ｃ
４
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
う
と

決
ま
っ
た
ら
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
塵
雪
崩
が
落
下
し
、
舞
い
上
り
、
渦
を
巻
く
傘
岩
を
筆
っ
て
、
隊
員
は
荷
物
の
デ
ポ
地
に
集
結
し
た
。

各
人
出
来
る
だ
け
の
荷
を
背
負
っ
て
、
Ｃ
４
へ
と
動
き
出
し
た
の
は
四
時
を
す
ぎ
て
い
た
。
二
十
キ
ロ
以
上
の
荷
を
背
負
っ
て
フ
ィ
ッ
ク

ス
・
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
る
登
り
は
、
息
が
は
ず
み
、
腕
が
疲
れ
る
。

垂
壁
を
乗
越
し
西
稜
上
に
出
た
時
は
六
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
Ｃ
４
予
定
地
は
も
う
目
と
鼻
の
先
な
の
で
、
田
中
ド
ク
タ
ー
、
田
中
（
基
）
、

小
原
は
荷
を
そ
こ
に
置
い
て
す
ぐ
下
降
に
移
っ
た
。
暗
闇
に
つ
つ
ま
れ
る
前
に
、
傘
岩
だ
け
は
下
降
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
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と
一
時
間
だ
。
三
人
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
が
る
よ
う
に
か
け
降
り
て
、
傘
岩
を
懸
垂
で
下
り
終
え
た
時
、
完
全
な
暗
黒
に

包
ま
れ
た
。
三
人
共
ラ
イ
ト
は
持
っ
て
来
て
い
な
い
。
だ
が
、
傘
岩
を
下
り
終
っ
た
こ
と
で
、
三
人
共
ホ
ッ
と
し
た
気
分
に
な
り
、
あ
と

は
Ｃ
３
ま
で
は
通
い
な
れ
た
道
な
の
で
不
安
は
全
然
な
か
っ
た
。
テ
ン
ト
の
入
口
ま
で
ロ
ー
プ
は
張
ら
れ
て
い
る
。
運
よ
く
時
々
お
ぼ
ろ

月
が
顔
を
出
し
、
そ
れ
が
唯
一
の
照
明
と
な
り
、
無
事
九
時
に
Ｃ
３
に
帰
着
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
大
変
心
配
し
て
い
た
ら
し
く
、
我
々

の
声
を
聞
い
て
、
天
幕
か
ら
こ
ろ
げ
る
よ
う
に
出
て
来
て
、
素
手
で
ア
イ
ゼ
ン
を
ぬ
が
せ
て
く
れ
、
そ
の
間
に
他
の
シ
ェ
ル
パ
が
熱
い
コ

ー
ヒ
ー
を
な
み
な
み
と
つ
い
で
く
れ
る
と
い
う
喜
び
よ
う
で
あ
っ
た
。

Ｃ
４
地
に
着
い
た
雨
宮
、
清
水
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ア
ン
・
一
二
、
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
の
五
人
は
、
早
速
雪
庇
の
上
を
整
地
し
出

し
た
。
ス
コ
ッ
プ
で
雪
を
か
い
て
い
る
と
、
亀
裂
が
現
わ
れ
ギ
ョ
ッ
と
し
た
が
、
大
し
た
こ
と
は
無
さ
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
を
雪
で
埋
め

て
、
そ
の
上
に
ミ
ー
ド
型
天
幕
を
一
つ
張
っ
た
。
こ
れ
で
Ｃ
４
が
出
来
た
の
だ
。
風
と
先
程
の
亀
裂
が
や
は
り
気
に
か
か
り
、
天
幕
の
周

り
に
ス
ノ
ー
バ
ー
を
沢
山
打
ち
込
み
、
ロ
ー
プ
を
幾
重
に
も
天
幕
に
巻
き
つ
け
て
み
た
が
、
所
詮
気
休
め
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
全

員
が
天
幕
内
に
落
付
い
た
の
は
八
時
を
廻
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

外
は
降
雪
、
そ
し
て
中
は
窮
屈
だ
っ
た
が
、
Ｃ
４
の
住
人
の
意
気
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。

七
日
（
晴
の
ち
雪
）
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
・
メ
ン
バ
ー
の
小
原
、
田
中
（
基
）
は
登
頂
日
迄
、
絶
対
に
今
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
持
続
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
二
人
を
天
幕
に
残
し
て
、
田
中
ド
ク
タ
ー
は
三
人
の
シ
ェ
ル
パ
を
連
れ
て
傘
岩
の
基
部
ま
で
荷
上
げ
に

行
っ
た
。
今
後
は
Ｃ
３
１
Ｃ
４
間
は
傘
岩
で
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
空
中
ケ
ー
ブ
ル
で
荷
の
受
渡
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
で
い
る
の
だ
が
、

Ｃ
４
は
強
風
の
た
め
停
滞
し
て
し
ま
い
、
Ｃ
４
に
荷
は
上
ら
な
か
っ
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
青
木
、
松
崎
が
．
ヘ
ン
バ
・
ノ
ル
ブ
、
カ
ミ
・
ノ
ル
ブ
と
共
に
Ｃ
３
に
入
っ
た
。
松
崎
は
完
全
に
復
調
し
た
よ
う
だ
が
、
青

木
は
ま
だ
喉
の
調
子
が
悪
く
、
ド
ク
タ
ー
に
注
射
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

八
日
（
雪
）
降
雪
激
し
く
Ｃ
３
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
停
滞
。
Ｃ
４
は
食
糧
不
足
の
た
め
、
午
後
か
ら
雪
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
傘
岩
上
の
デ
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だ
が
、
上
部
ル
ー
ト
工
作
隊
の
雨
宮
、
清
水
は
強
風
に
前
進
を
は
ば
ま
れ
、
岩
稜
ま
で
二
五
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
引
返
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
で
も
う
三
日
が
ロ
ス
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

十
日
（
晴
の
ち
雪
）
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
雨
宮
、
清
水
は
早
朝
出
発
し
、
岩
稜
に
達
し
て
み
て
驚
い
た
。
易
し
そ
う
に
見
え
た
岩
稜
も
、

最
初
の
岩
峰
（
我
々
は
そ
の
形
状
か
ら
チ
ン
ボ
コ
岩
と
呼
ん
だ
）
か
ら
し
て
、
通
過
不
可
能
だ
っ
た
。
無
理
し
て
巻
き
込
ん
で
も
、
そ
の

上
に
続
く
岩
稜
は
垂
壁
の
連
ら
な
り
で
、
更
に
絶
望
的
だ
。
二
人
は
そ
れ
を
一
望
し
た
だ
け
で
、
あ
っ
さ
り
と
岩
稜
ル
ー
ト
に
見
切
り
を

つ
け
て
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
と
ス
ノ
ー
バ
ー
を
回
収
し
て
一
旦
Ｃ
４
に
戻
っ
て
来
た
。
あ
と
残
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
右
側
の
懸
垂
氷
河

し
か
な
い
。
小
休
の
後
、
天
幕
入
口
よ
り
右
の
雪
壁
を
下
降
す
る
。
七
○
メ
ー
ト
ル
も
下
る
と
岩
場
が
出
て
来
た
。
五
メ
ー
ト
ル
位
だ
が

ち
ょ
っ
と
悪
い
。
こ
れ
を
通
過
す
る
と
広
大
な
氷
の
斜
面
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
氷
の
上
に
乗
っ
て
い
る
雪
を
ど
け
て
、
氷
に
ス
テ
ッ

プ
を
き
ざ
ま
な
け
れ
ば
、
と
て
も
立
つ
こ
と
の
出
来
な
い
堅
い
氷
だ
。
ま
る
で
ガ
ラ
ス
の
よ
う
だ
。
ル
ー
ト
は
こ
の
氷
の
斜
面
を
登
っ

て
、
懸
垂
氷
河
の
左
隅
に
と
作
れ
そ
う
だ
。
見
通
し
は
明
る
く
な
っ
た
。
氷
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
始
め
る
。
一
つ
ス
テ
ッ
プ
を
き
ざ
む
の

に
、
ビ
ッ
ク
の
方
で
三
○
’
三
五
振
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幾
つ
か
き
ざ
ん
だ
所
で
急
に
雷
が
鳴
り
始
め
、
金
物
が
ジ
イ
ジ
イ
音
を

た
て
始
め
た
。
時
間
も
も
う
四
時
を
回
っ
た
の
で
、
二
人
は
今
日
の
ル
ー
ト
エ
作
を
こ
れ
ま
で
と
し
て
Ｃ
４
に
引
き
上
げ
た
。

Ｃ
３
か
ら
は
松
崎
が
シ
ェ
ル
パ
を
連
れ
て
荷
上
げ
に
出
発
し
た
。
荷
は
傘
岩
の
上
ま
で
全
部
上
り
、
Ｃ
４
か
ら
は
シ
ェ
ル
パ
が
二
往
復

ポ
地
か
ら
食
糧
等
を
荷
上
げ
し
た
。
今
日
も
ル
ー
ト
偵
察
は
出
来
ず
。

九
日
（
晴
）
Ｃ
３
全
員
十
人
（
サ
ー
ブ
五
人
、
シ
ェ
ル
パ
五
人
）
で
傘
岩
の
荷
上
げ
に
向
か
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
が
非
常
に
深
く
、
基
部

ま
で
五
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
４
か
ら
は
シ
ェ
ル
パ
三
人
が
傘
岩
の
上
に
降
り
て
き
て
、
ケ
ー
ブ
ル
で
吊
上
っ
て
き
た
荷
物
を

上
の
デ
ポ
地
に
デ
ポ
す
る
。
天
気
よ
く
荷
上
げ
は
大
変
は
か
ど
っ
た
。
Ｃ
４
の
シ
ェ
ル
パ
は
Ｃ
４
１
傘
岩
上
間
を
二
往
復
し
た
の
で
、
Ｃ

４
は
天
幕
二
張
と
な
り
、
食
糧
も
大
分
上
っ
た
。
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
も
Ｃ
４
に
入
る
こ
と
が
出
来
、
人
員
は
予
定
通
り
に
揃
っ

た
0
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し
た
の
で
、
荷
上
げ
は
大
変
順
調
に
運
ん
だ
。

ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ｖ
峰
の
県
稜
山
岳
会
の
遭
難
を
知
る
。
先
日
は
エ
ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
と
プ
モ
リ
の
富
士
宮
山
岳
会

の
敗
退
を
報
じ
て
い
た
。
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
だ
。

十
一
日
（
曇
の
ち
雪
）
雨
宮
、
清
水
は
五
○
’
六
○
度
の
氷
の
斜
面
に
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ス
テ
ッ
プ
を
き
ざ
ん
で
い
っ
た
。
降
雪
の

中
を
頑
張
っ
て
六
○
メ
ー
ト
ル
、
ザ
イ
ル
を
の
ば
し
、
岩
場
の
下
に
達
し
た
時
は
、
も
う
五
時
で
あ
っ
た
。
気
ば
か
り
あ
せ
っ
て
も
体
が

言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
疲
れ
切
っ
た
体
を
引
き
ず
っ
て
Ｃ
４
に
戻
っ
た
。

Ｃ
３
か
ら
は
全
員
で
荷
上
げ
に
向
か
い
、
酸
素
も
含
め
ほ
と
ん
ど
の
荷
が
上
っ
た
。
あ
と
は
Ｃ
５
へ
の
ル
ー
ト
が
開
け
る
の
を
待
つ
ぱ

１
レ
士
｛
つ
だ
Ｌ
Ｏ
－

帰
路
、
岩
場
三

分
で
あ
っ
た
。

遠
藤
副
隊
長
念
願
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
入
り
。
新
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。

マ
ナ
ス
ル
韓
国
隊
の
金
隊
長
の
弟
遭
難
の
一
三
－
ス
入
る
。
遭
難
ラ
ッ
シ
ュ
だ
。
い
や
な
気
分
。

十
二
日
（
雪
）
朝
か
ら
の
雪
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
３
と
も
全
員
停
滞
。
そ
の
雪
を
つ
い
て
Ｃ
４
は
雨
宮
、
清
水
の
二
人
で
十
時
よ
り
行
動
を

開
始
し
た
。
氷
の
斜
面
を
終
っ
て
一
○
メ
ー
ト
ル
位
の
岩
の
ル
ン
ゼ
に
取
付
く
。
易
し
く
見
え
た
ル
ン
ゼ
も
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
高
度
で
は
非
常
に
悪
く
感
じ
る
。
ハ
ー
ケ
ン
を
べ
タ
打
ち
し
て
こ
れ
を
乗
越
す
と
懸
垂
氷
河
の
末
端
だ
。
懸
垂
氷
河
の
上
ま
で
は
、

あ
と
二
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
と
雪
ま
じ
り
の
壁
を
登
れ
ば
よ
い
。
氷
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ハ
ー
ケ
ン
を
ね
じ
込
ん
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
支
点
と
し

て
、
な
お
も
登
り
続
け
た
。
そ
し
て
遂
に
懸
垂
氷
河
上
に
達
し
た
時
は
、
時
間
は
夕
暮
迫
る
六
時
で
あ
っ
た
。
懸
垂
氷
河
は
傾
斜
四
○
度

位
で
、
プ
ラ
ト
ー
に
延
び
る
雪
の
ル
ン
ゼ
下
ま
で
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
続
い
て
い
た
。
氷
河
上
を
一
ピ
ッ
チ
登
っ
た
所
で
今
日
も
終
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
た
プ
ラ
ト
ー
に
は
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
日
こ
そ
は
、
今
日
こ
そ
は
が
、
何
日
続
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
明
日
こ
そ
は
１
．

帰
路
、
岩
場
で
雨
宮
の
ア
イ
ゼ
ン
が
は
ず
れ
た
り
、
電
池
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
時
間
を
喰
い
、
Ｃ
４
に
戻
っ
た
の
は
八
時
四
十
五

か
り
だ
。
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Ｃ
５
建
設
の
メ
ド
が
つ
い
た
の
で
、
明
日
は
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
小
原
、
田
中
（
基
）
と
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
田
中
ド
ク
タ
ー

が
Ｃ
４
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
と
は
好
天
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

十
三
日
（
晴
一
時
曇
）
雨
宮
、
清
水
は
今
日
は
サ
ー
ダ
ー
の
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
を
伴
な
っ
て
、
プ
ラ
ト
ー
に
抜
け
る
決
意
で
Ｃ
４
を

出
発
し
た
。
風
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
ま
で
で
一
番
穏
や
か
な
天
気
だ
っ
た
が
、
ル
ー
ト
は
懸
垂
氷
河
の
終
り
、
最
後
の
ル
ン
ゼ
の
取
付

ま
で
し
か
延
び
な
か
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
が
深
か
っ
た
の
と
、
清
水
の
調
子
が
悪
か
っ
た
た
め
だ
。
あ
ま
り
順
調
な
高
度
順
応
を
し
て
い
な

か
っ
た
清
水
だ
が
、
Ｃ
４
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
ト
ッ
プ
で
ル
ー
ト
工
作
を
進
め
て
い
た
。
夜
は
不
眠
症
に
悩
ま
さ
れ
、
顔
は
む
く
み
が
出
て

ま
ん
ま
る
に
ふ
く
れ
上
っ
て
い
た
が
、
清
水
は
今
日
も
終
始
ト
ッ
プ
で
行
動
し
、
プ
ラ
ト
ー
ま
で
行
く
ん
だ
と
意
地
を
は
っ
て
い
た
が
、

精
神
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
そ
の
歩
み
は
夢
遊
病
者
の
そ
れ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
見
か
ね
た
テ
ン
ジ
ン
が
ト
ッ
プ
を
替
っ
て
ラ
ッ
セ
ル
し

た
が
、
プ
ラ
ト
ー
ま
で
は
遠
か
っ
た
。
ま
た
予
定
が
一
日
狂
っ
た
。

田
中
ド
ク
タ
ー
、
田
中
（
基
）
、
小
原
の
三
人
Ｃ
４
入
り
。
松
崎
は
シ
ェ
ル
パ
四
人
を
引
連
れ
て
傘
岩
の
荷
上
げ
に
従
事
し
た
。
Ｃ
４

か
ら
は
シ
ェ
ル
パ
が
傘
岩
上
ま
で
降
り
て
来
て
、
荷
物
は
全
部
Ｃ
４
に
上
っ
た
。

ま
た
ま
た
遭
難
の
ニ
ュ
ー
ス
入
る
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
の
信
州
大
学
隊
だ
。
我
々
も
気
を
引
き
締
め
ね
ば
。

十
四
日
（
雪
）
今
日
こ
そ
は
Ｃ
５
入
り
と
張
切
っ
て
い
た
の
に
無
情
の
雪
。
そ
れ
で
も
出
か
け
よ
う
と
ア
イ
ゼ
ン
ま
で
は
い
た
が
、
風

七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
い
る
と
い
う
の
に
、
し
か
も
雪
の
日
だ
と
い
う
の
に
、
な
ん
と
い
う
暑
さ
だ
。
天
幕
内
は
四
○
度
も
あ

る
。
頭
は
ボ
ー
ッ
と
ｋ
体
が
だ
る
い
。
一
日
の
温
度
差
が
五
○
度
以
上
。
し
か
も
こ
の
高
度
、
体
が
変
に
な
ら
な
い
の
が
不
思
議
だ
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
寒
さ
よ
り
も
暑
さ
に
気
を
つ
け
ろ
と
言
い
た
い
位
だ
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
１
へ
食
糧
を
取
り
に
行
っ
た
以
外
は
、
他
の
キ
ャ
ン
プ
共
特
に
動
き
な
し
。
ど
の
キ
ャ
ン
プ
も
す
で
に
す
、
へ
て
の
準
備

完
了
し
、
登
頂
成
功
の
み
を
待
っ
て
い
る
。

雪
強
ま
り
断
念
。
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十
五
日
（
晴
時
々
曇
）
七
時
四
十
分
、
Ｃ
５
建
設
の
た
め
の
荷
を
背
負
っ
て
、
隊
員
五
人
、
シ
ェ
ル
パ
四
人
の
全
員
で
Ｃ
４
を
後
に
し

た
。
雨
宮
、
清
水
の
報
告
で
は
、
プ
ラ
ト
ー
ま
で
あ
と
五
’
六
○
メ
ー
ト
ル
の
易
し
そ
う
な
ル
ン
ゼ
が
あ
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
今
日
は
間
違
い
な
く
Ｃ
５
は
建
設
で
き
る
だ
ろ
う
と
張
切
る
。
荷
は
各
人
約
二
○
キ
ロ
、
こ
の
高
度
ま
で
来
る
と
、
隊
員
と
シ
ェ
ル

パ
の
ポ
ッ
カ
カ
に
は
差
が
な
く
な
る
。
逆
に
隊
員
の
方
が
強
い
位
だ
。

フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
と
ユ
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
悪
場
を
乗
越
し
、
懸
垂
氷
河
に
立
つ
と
深
い
ラ
ッ
セ
ル
が
待
っ
て
い
た
。
膝
か
ら
股
ま

で
の
ラ
ッ
セ
ル
は
か
な
り
こ
た
え
る
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
徹
底
し
て
ト
ッ
プ
を
や
ら
な
い
の
で
、
小
原
と
田
中
（
基
）
が
交
替
で
ラ
ッ
セ
ル

し
て
、
今
ま
で
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
ル
ン
ゼ
の
入
口
の
岩
蔭
に
到
達
し
た
時
は
、
既
に
十
二
時
半
で
あ
っ
た
。

す
ぐ
様
、
小
原
ト
ッ
プ
で
ル
ン
ゼ
ヘ
の
ル
ー
ト
工
作
を
開
始
し
た
。
ル
ン
ゼ
内
は
雪
崩
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
左
側
を
登
る
が
岩
が

出
て
い
て
悪
い
。
三
○
メ
ー
ト
ル
の
ば
し
て
、
雪
の
下
の
氷
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ハ
ー
ケ
ン
を
打
っ
て
１
Ｐ
と
し
た
。
下
で
待
つ
連
中
は
、
こ

の
ル
ン
ゼ
を
悪
い
と
見
て
、
も
う
一
本
右
の
長
い
が
傾
斜
の
緩
い
雪
の
ル
ン
ゼ
に
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
が
っ
て
い
る
。
だ
が
、
小
原
は
な

お
も
こ
の
ル
ー
ト
に
固
執
し
て
、
先
に
ザ
イ
ル
を
延
ば
し
に
か
か
っ
た
。
結
果
的
に
は
そ
れ
が
良
か
っ
た
。
も
し
右
に
ル
ー
ト
を
変
更
し

て
い
た
ら
、
我
々
は
マ
ナ
ス
ル
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
右
の
ル
ン
ゼ
の
上
に
は
、
通
行
不
可
能
な
岩
稜
が

プ
ラ
ト
ー
ま
で
続
い
て
い
た
の
だ
。
ル
ン
ゼ
を
抜
け
て
か
ら
そ
れ
に
気
付
き
引
返
し
た
の
で
は
、
も
は
や
体
力
的
に
も
日
数
的
に
も
手
遅

や
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
ル
ン
ゼ
の
選
択
は
運
命
の
別
れ
道
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

１跡
小
原
は
ザ
ッ
ク
を
置
い
て
２
Ｐ
目
に
入
っ
た
。
岩
の
ス
ラ
ブ
を
避
け
て
右
に
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
し
て
ル
ン
ゼ
を
横
切
っ
て
、
ル
ン
ゼ
右
側
に

く壁
ル
ー
ト
を
求
め
た
。
雪
の
下
は
す
ぐ
岩
の
ス
ラ
ブ
で
、
ア
イ
ゼ
ン
が
ガ
リ
ガ
リ
言
っ
て
気
分
が
悪
い
。
出
来
る
だ
け
雪
の
厚
そ
う
な
所
を

西ル
選
ん
で
登
る
。
二
○
メ
ー
ト
ル
延
び
た
所
で
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
を
打
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
レ
ー
を
と
り
、
な
お
も
一
○
メ
ー
ト
ル
直
上
す

スナ
る
。
そ
こ
の
露
岩
に
リ
ス
を
見
つ
け
て
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
も
、
三
分
の
一
し
か
入
ら
な
い
。
そ
れ
を
ピ
レ
ー
ピ
ン
に
し
て
、
フ
ィ
ッ
ク
ス

マ
用
ロ
ー
プ
を
担
い
で
い
る
田
中
（
基
）
を
上
げ
た
。
時
間
は
も
う
四
時
に
近
く
、
こ
れ
で
は
今
日
Ｃ
５
建
設
は
と
て
も
無
理
な
の
で
、
他
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３
Ｐ
目
か
ら
は
ル
ー
ト
を
ル
ン
ゼ
内
に
と
っ
た
。
雪
崩
れ
そ
う
な
急
な
雪
壁
を
二
○
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
、
ル
ン
ゼ
左
壁
に
ハ
ー
ケ
ン
を

打
つ
。
今
度
は
よ
く
利
い
た
。
な
お
も
ル
ン
ゼ
の
直
上
、
雪
の
下
は
氷
か
岩
だ
。
雪
が
丁
度
う
ま
い
具
合
に
付
い
て
い
る
の
で
助
か
る
。

雪
が
少
な
け
れ
ば
岩
の
ス
ラ
ブ
が
出
て
き
て
、
恐
ら
く
こ
の
ル
ン
ゼ
は
登
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。
反
対
に
、
こ
れ
以
上
雪
が
多
け
れ
ば
雪
崩

が
出
る
。
こ
の
辺
で
も
我
々
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
思
う
。
三
○
メ
ー
ト
ル
の
直
上
で
ル
ン
ゼ
を
抜
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
だ
が
、
そ

こ
は
ま
だ
プ
ラ
ト
ー
で
は
な
く
、
氷
の
上
に
二
○
セ
ン
チ
位
の
雪
が
積
っ
た
い
や
ら
し
い
雪
面
で
あ
っ
た
。
氷
に
ス
ク
リ
ュ
ー
ハ
ー
ケ
ン

を
ね
じ
込
む
が
、
こ
こ
の
氷
は
あ
ま
り
に
も
乾
燥
し
て
い
る
た
め
か
、
ガ
ラ
ス
の
よ
う
で
、
パ
リ
パ
リ
と
割
れ
砕
け
て
う
ま
く
ね
じ
込
め

な
い
。
苦
労
し
て
や
っ
と
一
本
打
ち
込
ん
で
田
中
を
迎
え
た
。
こ
の
い
や
ら
し
い
雪
面
を
二
○
メ
ー
ト
ル
登
る
と
、
足
下
は
完
全
な
雪
だ

け
の
緩
斜
面
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
丁
度
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
も
終
り
で
あ
っ
た
。
ス
ノ
ー
バ
ー
を
打
ち
込
ん
で
ガ
ッ
シ
リ
と
フ
ィ

ッ
ク
ス
す
る
。
さ
あ
、
こ
れ
で
プ
ラ
ト
ー
ま
で
の
ル
ー
ト
は
完
成
し
た
の
だ
。
ル
ン
ゼ
の
入
口
か
ら
こ
こ
ま
で
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ

は
一
三
○
メ
ー
ト
ル
延
び
た
。
目
測
の
倍
以
上
の
長
さ
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ス
ケ
ー
ル
に
だ
ま
さ
れ
た
の
だ
。

フ
ィ
ッ
ク
ス
の
終
点
で
ザ
イ
ル
を
解
い
て
三
○
メ
ー
ト
ル
も
登
る
と
、
眼
前
は
バ
ツ
と
開
け
、
広
大
な
雪
原
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
と
う

と
う
プ
ラ
ト
ー
に
立
っ
た
の
だ
。
左
手
に
は
い
つ
も
下
か
ら
見
上
げ
て
い
た
大
雪
庇
が
見
え
、
そ
の
先
に
は
ピ
ナ
ク
ル
が
一
○
○
メ
ー
ト

ル
位
の
高
さ
に
と
ん
が
っ
て
い
る
。
頭
上
に
雲
の
合
間
に
白
い
丸
い
頂
が
見
え
る
。
頂
上
は
あ
の
奥
だ
ろ
う
。
大
分
遠
い
。
Ｃ
５
は
出
来

る
だ
け
上
、
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
辺
り
に
作
っ
て
も
ら
お
う
。
頂
上
ま
で
も
う
一
息
だ
。

肌
を
刺
す
寒
風
で
我
に
返
り
時
計
を
見
る
と
、
も
う
五
時
半
を
回
っ
て
い
た
。
田
中
を
う
な
が
し
て
下
り
に
か
か
ろ
う
と
し
た
時
、
思

い
も
よ
ら
ず
、
清
水
が
た
だ
一
人
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
担
い
で
上
っ
て
き
た
。
さ
ぞ
彼
は
こ
こ
ま
で
自
分
で
ル
ー
ト
エ
作
を
や
り

た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
執
念
が
肉
体
の
限
界
を
超
越
し
て
、
清
水
を
こ
こ
ま
で
登
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。
二
人
は
清
水
を
先
導
し
て

て
お
く
こ
と
に
決
め
る
。

の
者
は
荷
を
デ
ポ
し
て
Ｃ
２
に
帰
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
小
原
と
田
中
（
基
）
だ
け
で
、
と
も
か
く
プ
ラ
ト
ー
ま
で
ル
ー
ト
を
作
っ
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再
び
プ
ラ
ト
ー
ま
で
上
り
、
五
時
四
十
五
分
三
人
一
緒
に
下
降
に
入
っ
た
。

下
の
キ
ャ
ン
プ
は
雪
の
た
め
停
滞
し
た
。
Ｃ
３
は
ま
た
ま
た
雪
崩
に
埋
め
ら
れ
た
。

十
六
日
（
晴
）
や
っ
と
Ｃ
５
が
出
来
た
。
当
初
二
’
三
日
で
出
来
る
と
高
を
く
く
っ
て
い
た
が
、
実
に
十
日
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

が
、
と
も
か
く
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
が
出
来
た
の
だ
。

八
時
四
十
五
分
Ｃ
４
出
発
。
ル
ン
ゼ
下
ま
で
は
荷
が
な
い
の
で
昨
日
の
半
分
の
時
間
で
到
着
。
そ
し
て
ル
ン
ゼ
内
も
フ
ィ
ッ
ク
ス
た
よ

り
に
よ
じ
登
っ
て
、
一
時
半
に
プ
ラ
ト
ー
に
着
い
た
。
そ
の
頃
か
ら
風
が
強
く
な
り
、
雪
原
上
に
は
雪
煙
が
渦
を
巻
い
て
い
る
。
皆
疲
れ

て
い
る
が
、
出
来
る
だ
け
上
部
に
天
幕
を
張
る
べ
く
、
雪
原
に
歩
を
進
め
た
。
シ
ェ
ル
パ
と
隊
員
は
別
々
に
ザ
イ
ル
を
組
ん
で
進
む
。
下

で
は
サ
ボ
っ
て
ば
か
り
い
て
あ
ま
り
役
に
立
た
な
か
っ
た
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
活
躍
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
断

然
強
く
、
他
の
シ
ェ
ル
パ
を
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
ト
ッ
プ
を
登
っ
て
い
た
。

三
時
、
登
行
を
打
ち
切
っ
て
天
幕
設
営
に
か
か
る
。
高
度
計
は
七
三
六
○
メ
ー
ト
ル
を
指
し
て
い
た
。

三
時
三
十
分
、
ミ
ー
ド
型
天
幕
を
一
つ
大
雪
原
の
真
中
に
張
り
、
小
原
、
田
中
（
基
）
の
二
人
を
残
し
て
、
雨
宮
、
清
水
、
田
中
ド
ク

タ
ー
、
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
、
ハ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
、
ア
ン
・
ニ
マ
、
ツ
ェ
リ
ン
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
の
七
人
は
後
を
振
り
返
り
、
振
り
返
り
し

て
登
頂
成
功
を
祈
り
な
が
ら
降
っ
て
い
っ
た
。

残
さ
れ
た
小
原
、
田
中
（
基
）
は
皆
が
見
え
な
く
な
る
迄
見
送
っ
て
か
ら
天
幕
に
入
っ
た
。
酸
素
六
本
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
五
キ
ロ
入
）

一
式
、
炊
事
用
具
、
食
糧
ボ
ッ
ク
ス
、
個
人
装
備
と
天
幕
内
に
入
れ
て
も
、
六
人
用
天
幕
は
広
々
と
し
て
寒
々
し
い
。
す
ぐ
ガ
ス
を
つ
け

と
持
参
し
た
ベ
ピ
ー
フ
ー
ド
ー

に
は
み
つ
豆
缶
ま
で
開
け
た
。

る
と
心
地
よ
い
暖
か
さ
と
な
っ
た
。

さ
す
が
に
下
の
キ
ャ
ン
プ
よ
り
も
大
分
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
が
、
二
人
共
調
子
は
上
々
だ
。
夕
食
は
二
人
共
食
欲
旺
盛
で
、
高
所
用
に

持
参
し
た
ベ
ピ
ー
フ
ー
ド
な
ど
見
向
き
も
せ
ず
に
、
味
付
け
飯
（
ち
ら
し
寿
司
）
と
み
そ
汁
、
そ
れ
に
コ
ン
ビ
ー
フ
を
か
じ
り
、
食
後
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天
気
は
快
晴
だ
が
風
が
強
い
。
う
な
り
っ
ぱ
な
し
だ
。
こ
の
風
が
や
み
さ
え
す
れ
ば
ア
タ
ッ
ク
決
行
だ
。
Ｃ
５
は
位
置
の
関
係
か
ら
か

他
の
キ
ャ
ン
プ
の
通
信
は
入
ら
な
か
っ
た
が
、
下
で
は
ア
タ
ッ
ク
は
第
一
次
の
み
で
中
止
と
い
う
指
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。

十
七
日
（
晴
一
時
曇
）
十
二
時
十
五
分
、
登
頂
成
功
。

朝
一
時
半
起
床
。
風
は
あ
る
が
星
空
だ
。
ア
タ
ッ
ク
決
定
。
昨
夜
は
酸
素
（
毎
分
○
・
五
リ
ッ
ト
ル
）
の
お
蔭
で
良
く
眠
れ
た
。
二
人

共
依
然
食
欲
旺
盛
で
松
た
け
飯
と
ス
ー
プ
を
．
ヘ
ロ
リ
と
平
ら
げ
た
。
慎
重
に
身
仕
度
を
整
え
終
っ
て
外
へ
出
た
時
は
す
で
に
五
時
に
近
か

っ
た
。
酸
素
ボ
ン
ベ
（
鉄
製
、
一
本
六
・
三
キ
ロ
）
二
本
、
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ
ー
、
カ
メ
ラ
、
テ
ル
モ
ス
、
食
糧
、
登
鑿
具
な
ど
を
入
れ
た

ザ
ッ
ク
は
二
○
キ
ロ
あ
る
。
服
装
は
羽
毛
服
上
下
の
上
に
ウ
イ
ン
ド
ャ
ッ
ケ
上
下
を
着
、
靴
は
三
重
靴
の
上
に
オ
ー
、
ハ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
そ

れ
に
ア
イ
ゼ
ン
を
は
く
の
で
体
が
重
い
。
夜
が
白
々
と
明
け
始
め
た
五
時
五
分
、
二
人
は
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
酸
素
マ
ス
ク
を
付
け
て
Ｃ

５
を
出
発
し
た
。
プ
ラ
ト
ー
は
広
々
と
し
て
い
て
上
部
に
は
何
の
目
標
物
も
な
い
。
た
だ
高
み
を
目
指
し
て
進
む
だ
け
だ
。
下
山
用
に
二

’
三
○
メ
ー
ト
ル
お
き
に
赤
テ
ー
プ
を
雪
中
に
埋
め
な
が
ら
登
る
。
相
変
ら
ず
風
が
強
く
、
た
え
ず
雪
煙
が
足
下
を
洗
っ
て
い
た
。
雪
は

表
面
が
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
て
時
々
足
首
ま
で
も
ぐ
る
。
振
り
返
る
と
ヒ
ム
ル
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
や
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
は
雲
海
上
に
頭
だ
け
出

し
、
そ
れ
は
も
う
目
の
下
に
あ
っ
た
。
マ
ナ
ス
ル
北
峰
は
、
両
側
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
ひ
だ
と
な
っ
て
殺
ぎ
落
ち
た
ナ
イ
フ
ェ
ッ
ジ
と
な
っ
て
い

る
。
二
○
歩
歩
い
て
一
息
付
く
と
い
う
。
ヘ
ー
ス
を
堅
持
し
て
第
二
ス
テ
ッ
プ
、
第
三
ス
テ
ッ
プ
と
通
過
し
、
天
幕
を
出
て
か
ら
五
時
間

後
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
所
で
二
人
共
一
本
目
の
酸
素
が
切
れ
た
。
平
ら
な
所
ま
で
と
酸
素
な
し
で
そ
の
ま
ま
五
○
メ
ー
ト
ル
程
歩
い

た
が
、
そ
の
苦
し
か
っ
た
こ
と
。
毎
分
二
リ
ッ
ト
ル
の
酸
素
の
効
用
を
痛
切
に
感
じ
た
。
但
し
最
初
か
ら
酸
素
な
し
な
ら
ば
荷
も
軽
い

は
酸
素
を
使
う
こ
と
に
す
る
。

明
日
は
標
高
差
八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
距
離
二
・
五
キ
ロ
の
登
行
が
待
っ
て
い
る
。
暗
く
な
る
と
同
時
に
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
た
。
睡
眠
に

登

頂
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し
、
体
も
な
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
話
は
別
だ
が
。
：
…
。

酸
素
を
交
換
し
た
後
、
出
発
後
初
め
て
食
物
を
口
に
す
る
。
羊
奏
を
半
分
ず
つ
食
べ
、
熱
い
紅
茶
を
飲
ん
だ
。
十
時
半
、
再
び
腰
を
上

げ
る
。
頭
上
の
雪
壁
を
左
か
ら
巻
こ
う
と
基
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
行
く
と
、
間
も
な
く
ブ
リ
ガ
ン
ダ
キ
の
崖
ぶ
ち
に
出
て
し
ま
っ
た
。

し
か
た
な
く
少
し
戻
っ
て
雪
壁
を
直
上
す
る
。
雪
壁
の
表
面
は
薄
い
氷
で
お
お
わ
れ
、
そ
の
下
は
ク
レ
バ
ス
の
よ
う
だ
。
踏
み
破
ら
な
い

よ
う
に
、
慎
重
に
こ
の
四
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
雪
壁
を
乗
越
す
と
、
緩
い
雪
面
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
頃
か
ら
マ
ル
シ
ャ
ン
デ

ィ
側
か
ら
ガ
ス
が
巻
い
て
き
て
視
界
が
悪
く
な
っ
て
き
た
。
堅
雪
を
ア
イ
ゼ
ン
を
利
か
せ
て
登
り
切
る
と
、
そ
こ
は
八
一
○
○
メ
ー
ト

ル
、
偽
頂
上
の
左
肩
の
雪
棚
の
上
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
奥
に
雪
稜
が
延
び
て
い
る
が
、
ガ
ス
の
た
め
頂
上
は
見
え
な
い
。

雪
稜
は
か
な
り
や
せ
て
い
て
、
右
側
は
急
な
雪
壁
と
な
っ
て
落
ち
込
み
、
左
側
は
雪
庇
を
張
り
出
し
た
断
崖
と
な
っ
て
い
る
。
二
人
は

ス
タ
カ
ッ
ト
で
慎
重
に
雪
稜
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
一
○
○
メ
ー
ト
ル
も
雪
稜
の
右
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
行
く
と
、
コ
ル
状
に
な
っ
た

所
に
岩
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
右
に
巻
い
て
か
ら
、
か
な
り
急
な
雪
壁
に
取
り
付
く
の
だ
が
、
岩
を
巻
く
所
で
ア
イ
ス
ハ
ー
ヶ
ン
を
発

見
！
十
五
年
前
の
日
本
隊
初
登
頂
時
の
も
の
だ
。
そ
れ
は
厳
し
い
風
雪
に
た
た
か
れ
な
が
ら
も
、
錆
一
つ
付
け
ず
に
黒
光
り
し
て
い

た
。
こ
れ
で
頂
上
へ
の
ル
ー
ト
は
確
認
出
来
た
。
さ
ら
に
慎
重
に
四
○
メ
ー
ト
ル
も
雪
稜
を
辿
る
と
、
再
び
岩
が
現
わ
れ
、
そ
の
先
が
コ

ル
と
な
り
、
コ
ル
の
上
に
は
あ
の
写
真
で
見
覚
え
の
あ
る
マ
ナ
ス
ル
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。

岩
の
所
で
田
中
に
確
保
し
て
も
ら
に
小
原
は
コ
ル
に
下
り
、
そ
し
て
最
後
の
七
メ
ー
ト
ル
程
の
脆
い
岩
場
を
登
っ
た
。
十
二
時
十
五

分
、
遂
に
登
頂
は
成
っ
た
。

頂
上
は
狭
か
っ
た
。
人
一
人
や
っ
と
立
て
る
位
だ
。
反
対
側
は
ス
ッ
パ
リ
と
切
れ
落
ち
、
激
し
い
風
雪
が
吹
き
上
げ
て
顔
を
打
つ
・
ザ

イ
ル
は
宙
に
舞
い
、
早
く
頂
上
か
ら
降
り
る
よ
う
促
し
て
い
る
よ
う
だ
。
急
い
で
ピ
ッ
ケ
ル
に
国
旗
を
結
び
つ
け
写
真
を
撮
っ
て
も
ら

い
、
下
で
待
つ
友
の
た
め
に
石
を
拾
い
ザ
ッ
ク
に
つ
め
込
ん
で
下
降
に
移
っ
た
。
登
り
は
夢
中
で
登
っ
た
岩
場
も
降
り
は
悪
い
。
岩
が
風

化
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
な
の
だ
。
手
に
す
る
岩
が
欠
け
て
し
ま
う
。
さ
て
、
ど
う
し
よ
う
と
迷
っ
て
い
た
ら
、
手
で
払
っ
た
雪
の
下
か
ら
黒
い
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夕
食
は
ベ
ビ
ー
が
ゆ
に
お
茶
漬
の
り
を
か
け
て
食
べ
る
。
二
人
共
あ
ま
り
食
欲
な
し
。
昨
晩
の
残
り
の
酸
素
を
吸
っ
て
寝
る
。

他
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
た
え
ず
雪
煙
を
上
げ
て
い
る
プ
ラ
ト
ー
を
見
上
げ
な
が
ら
、
ア
タ
ッ
ク
隊
が
出
発
し
た
か
ど
う
か
も
判
然
と
し

な
い
ま
ま
に
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
開
放
し
た
ま
ま
長
い
一
日
を
過
し
て
い
た
。
そ
し
て
夕
刻
登
頂
成
功
の
朗
報
を
受
け
、
そ
の
夜
は
ほ

と
ん
ど
の
者
が
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
朝
を
迎
え
た
。

十
八
日
（
晴
た
り
曇
っ
た
り
）
Ｃ
５
の
二
人
は
天
幕
に
陽
が
当
る
ま
で
、
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ
て
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
。
夜
中
酸
素
が
切

れ
る
と
、
と
た
ん
に
息
苦
し
く
な
り
、
寒
く
な
っ
て
よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

朝
食
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
。
二
人
と
も
食
欲
な
く
、
テ
ル
モ
ス
の
内
ぶ
た
に
一
杯
食
う
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。

か
つ
た
疲
れ
が
ど
っ
と
出
て
き
た
。

去
り
難
い
気
を
押
し
て
十
三
時
四
十
分
、
下
山
に
か
か
る
。
帰
り
際
に
、
途
中
の
岩
場
の
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
を
記
念
に
抜
い
て
き
た
。

八
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
偽
頂
上
の
肩
で
、
途
中
か
ら
毎
分
三
リ
ッ
ト
ル
に
上
げ
た
小
原
の
酸
素
が
切
れ
た
。
以
後
酸
素
な
し
で
降
っ
た

が
、
や
は
り
苦
し
か
っ
た
。
心
配
さ
れ
た
大
雪
原
の
下
降
も
、
途
中
か
ら
ガ
ス
が
晴
れ
て
迷
う
こ
と
も
な
く
、
天
幕
の
見
下
ろ
せ
る
所
ま

で
来
た
。
昨
晩
か
ら
我
々
と
他
の
キ
ャ
ン
プ
と
は
交
信
が
と
だ
え
て
い
る
。
み
ん
な
心
配
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
う
一
度
念
の
た
め

に
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
か
す
か
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
隊
長
が
我
々
の
電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
く
れ
、
登
頂
成
功
の
ニ

ュ
ー
ス
は
た
ち
ま
ち
全
キ
ャ
ン
プ
に
伝
わ
っ
た
。
や
っ
と
大
任
を
は
た
し
終
っ
た
感
じ
で
ホ
ッ
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
初
め
て
本
当

の
う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。
五
時
二
十
分
、
無
人
の
キ
ャ
ン
プ
に
帰
り
着
き
天
幕
に
入
っ
て
の
ん
び
り
す
る
と
、
あ
ま
り
感
じ
な

た
。

ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
が
出
て
来
た
。
十
五
年
も
た
っ
た
ハ
ー
ケ
ン
だ
が
錆
も
な
く
尋
ビ
ク
と
も
し
な
い
。
こ
れ
に
ザ
イ
ル
を
引
っ
か
け
て
下

っ
た
。
そ
し
て
田
中
と
交
替
。
田
中
も
小
原
と
同
じ
動
作
を
繰
り
返
し
、
石
を
拾
っ
て
戻
っ
て
き
た
。
あ
あ
、
そ
れ
に
し
て
も
遠
く
険
し

い
頂
だ
っ
た
。
総
勢
三
十
一
名
が
二
ヵ
月
余
を
か
け
て
勝
取
っ
た
ピ
ー
ク
だ
。
二
人
は
万
感
を
胸
に
い
だ
い
て
じ
っ
と
頂
を
見
つ
め
直
し
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マナスル西壁（1971年）

十
九
日
（
晴
の
ち
曇
）
一
気
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
山
す
る
。
九
時
半
、
全
員
三
○
キ
ロ
を
超
え
る
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、
四
十
日
間
世
話
に

な
っ
た
Ｃ
３
地
を
後
に
し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
ｌ
Ｃ
３
間
は
二
日
間
通
ら
な
か
っ
た
の
で
ラ
ッ
セ
ル
が
腰
ま
で
あ
り
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
時
は
も

う
三
時
に
な
っ
て
い
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
撤
収
し
た
後
で
泊
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
更
に
こ
こ
で
荷
を
上
積
み
し
て
Ｂ
Ｃ
へ
向
か
っ
た
。
Ｃ

１
着
七
時
、
も
う
薄
暗
い
が
誰
も
泊
ろ
う
と
は
言
わ
な
い
、
皆
か
な
り
疲
れ
て
い
る
の
に
。

Ｃ
１
を
出
る
と
す
ぐ
暗
く
な
り
、
ラ
ン
プ
の
明
り
を
頼
り
に
、
複
雑
に
口
を
開
け
て
い
る
ク
レ
バ
ス
帯
を
下
っ
て
行
っ
た
。
先
行
者
の

ト
レ
ー
ス
を
辿
り
な
が
ら
慎
重
に
慎
重
に
下
る
。
三
カ
所
ク
レ
バ
ス
を
と
び
移
り
、
無
事
氷
河
帯
を
抜
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
シ

３
へ
向
け
下
り
始
め
た
。

十
時
五
分
前
、
か
じ
か
ん
だ
手
で
天
幕
の
入
口
を
し
っ
か
り
閉
め
て
、
二
人
は
こ
れ
を
後
に
し
た
。
風
雪
の
中
に
ポ
ッ
ン
と
た
た
ず
む

Ｃ
５
、
た
っ
た
二
晩
の
宿
だ
っ
た
が
、
名
残
り
惜
し
く
て
何
度
も
何
度
も
振
り
返
っ
た
。

フ
ラ
ト
ー
か
ら
下
る
頃
か
ら
天
気
が
悪
く
な
っ
て
き
た
。
灰
色
の
ガ
ス
の
中
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
っ
て
下
り
、
懸
垂
氷

河
の
末
端
ま
で
降
り
て
く
る
と
、
Ｃ
４
か
ら
雨
宮
、
清
水
、
田
中
ド
ク
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
に
上
っ
て
く
る
の
が
見
下
ろ
せ
た
。
岩
の
ル
ン

ゼ
の
下
で
合
流
、
サ
ポ
ー
ト
隊
に
先
導
さ
れ
Ｃ
４
に
入
る
。
シ
ェ
ル
パ
達
は
す
で
に
Ｃ
３
に
向
け
出
発
し
た
後
で
あ
っ
た
。
閑
散
と
し
た

天
幕
内
で
改
め
て
喜
び
を
分
か
ち
合
う
。
昨
晩
は
三
人
共
眠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
ば
し
の
ん
び
り
し
て
か
ら
五
人
で
ゆ
っ
く
り
と
Ｃ

こ
の
日
、

に
送
っ
た
。

Ｃ
３
に
着
く
と
、
真
先
に
青
木
が
と
び
出
し
て
来
た
。
彼
も
昨
晩
は
眠
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
続
い
て
シ
ェ
ル
パ
全
員
が
握
手
を
求
め

て
来
た
。
皆
う
れ
し
そ
う
だ
。
本
当
に
登
頂
出
来
て
良
か
っ
た
。

こ
の
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
パ
サ
ン
に
登
頂
報
を
持
た
せ
て
ポ
カ
ラ
に
出
発
さ
せ
る
。
ま
た
、
ト
ン
ジ
ェ
か
ら
無
電
で
登
頂
の
第
一
報
を
政
府

傘
岩
も
無
事
下
り
、
基
部
－

の
ん
び
り
と
Ｃ
３
へ
下
っ
た
。

基
部
で
松
崎
と
合
流
。
そ
の
頃
か
ら
天
気
は
良
く
な
り
、
最
後
の
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
、
そ
れ
こ
そ
の
ん
び
り
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二
十
五
日
（
曇
時
々
雨
）
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
約
八
○
名
の
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
九
時
五
十
分
、
七
○
日
間
暮
し
た
Ｂ
Ｃ
を
後
に
す
る
。

来
る
時
は
雪
の
沢
だ
っ
た
の
が
、
今
は
雨
で
よ
く
滑
る
河
原
歩
き
だ
。

カ
ル
チ
ェ
手
前
の
広
々
と
し
た
原
っ
ぱ
で
幕
営
。
往
き
に
十
五
ル
ピ
ー
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ー
賃
が
、
帰
り
は
十
八
ル
ピ
ー
に
値
上
り
さ
れ

と
も
か
く
、
こ
れ
で
全
員
無
事
に
Ｂ
Ｃ
に
降
り
て
来
た
の
だ
。
す
ぐ
ロ
キ
シ
ー
が
運
ば
れ
、
真
夜
中
の
乾
杯
が
始
ま
っ
た
。
あ
ん
な
に

疲
れ
て
い
た
の
に
、
た
ち
ま
ち
皆
元
気
付
き
、
飲
み
、
食
い
、
語
り
で
、
と
う
と
う
夜
が
明
け
て
し
ま
っ
た
。

夜
中
、
シ
ェ
ル
パ
同
士
の
喧
嘩
が
遅
く
ま
で
続
い
て
い
た
。

二
十
日
（
晴
後
曇
一
時
雨
）
全
員
休
養
。
養
生
シ
ー
ト
で
風
呂
を
作
り
、
数
ヵ
月
ぶ
り
に
垢
を
お
と
し
た
。
風
呂
上
り
に
焼
鳥
で
一
杯

や
り
な
が
ら
、
シ
ェ
ル
パ
達
と
歌
を
唄
い
、
そ
れ
が
九
時
頃
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
も
成
功
し
た
か
ら
こ
そ
だ
。
今
年
は
失
敗
し
た
隊
が
多

か
っ
た
。
失
敗
だ
け
で
な
く
遭
難
ま
で
引
起
し
た
隊
が
大
分
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
隊
は
ど
ん
な
気
分
で
遠
征
を
締
括
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ふ
と
、
幸
せ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

二
十
一
日
（
晴
後
曇
）
田
中
（
基
）
と
シ
ェ
ル
パ
で
、
Ｃ
１
と
そ
の
先
の
台
地
に
残
し
て
き
た
荷
の
撤
収
を
行
な
っ
た
。

二
十
二
日
（
晴
後
一
時
雨
）
昨
日
残
置
さ
れ
た
荷
を
、
シ
ェ
ル
パ
全
員
で
Ｂ
Ｃ
に
荷
下
し
。
撤
収
完
了
。

ヌ
ル
ブ
・
ザ
ン
ブ
ー
が
ポ
ー
タ
ー
を
呼
び
に
ト
ン
ジ
ェ
に
下
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
を
二
十
五
日
と
す
る
。

二
十
三
日
（
晴
後
雨
）
終
日
梱
包
作
業
。

二
十
四
日
（
晴
後
一
時
雨
）
梱
包
作
業
終
了
す
る
。

の
十
一
時
に
近
か
っ
た
。

ヨ
ポ
く
な
っ
た
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
、
滑
っ
た
り
こ
ろ
ん
だ
り
、
ま
る
で
敗
残
兵
の
よ
う
に
バ
テ
バ
テ
で
Ｂ
Ｃ
に
下
り
て
来
た
時
は
、
夜
中

帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
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(1971年）-マナスル西壁

六
月
一
日
（
曇
）
カ
ル
プ
タ
ー
ル
泊
。
往
き
に
は
何
で
も
な
か
っ
た
河
も
、
今
は
急
流
と
な
り
腰
ま
で
の
深
さ
と
な
っ
て
い
る
。
四
回

の
渡
渉
で
今
日
の
泊
り
場
着
。
幕
場
の
す
ぐ
近
く
の
川
で
は
川
人
足
が
居
て
、
金
を
取
っ
て
背
負
っ
て
人
を
渡
し
て
い
た
。
水
を
恐
れ
る

ポ
ー
タ
ー
達
を
、
隊
員
が
手
を
取
っ
て
渡
し
て
や
っ
た
。

二
日
（
曇
後
晴
）
シ
シ
ュ
ワ
泊
。
ポ
カ
ラ
に
近
付
い
た
の
で
暑
い
。
峠
越
え
で
は
蒸
し
暑
さ
に
ま
い
っ
た
。
日
本
の
夏
の
低
山
歩
き
と

さ
だ
。

が
苦
し
む
。

た
0

三
十
一
日
（
晴
た
り
曇
っ
た
り
、
朝
大
雨
）
ナ
ル
マ
泊
。
天
幕
の
中
ま
で
水
ぴ
た
し
に
し
た
大
雨
も
、
歩
き
始
め
る
頃
に
は
晴
れ
て
き

た
。
森
林
帯
に
入
る
と
ヒ
ル
が
沢
山
出
て
き
た
が
、
気
を
付
け
て
い
れ
ば
食
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

ナ
ル
マ
で
は
学
校
に
泊
っ
た
。
マ
ナ
ス
ル
と
Ｐ
二
九
が
よ
く
見
え
た
。
往
き
と
は
違
う
感
慨
で
マ
ナ
ス
ル
を
い
つ
ま
で
も
見
つ
め
て
い

三
十
日
（
晴
一
時
雨
）
２

で
い
て
大
変
き
れ
い
だ
っ
た
。

て
い
た
・
一
足
先
に
帰
っ
て
行
っ
た
×
×
大
学
隊
が
、
十
八
ル
ピ
ー
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
の
だ
。
悪
い
前
例
を
作
ら
れ
る
と
後
の
隊

二
十
九
日
（
曇
一
時
雨
）
、
ハ
フ
ン
ダ
ダ
泊
。
途
中
で
洗
濯
し
た
り
水
浴
し
た
り
、
蝶
を
追
う
者
、
花
の
写
真
を
撮
る
者
、
思
い
思
い
に

の
ん
び
り
歩
く
。
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
楽
し
い
・

三
十
日
（
晴
一
時
雨
）
ク
デ
イ
泊
。
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
今
は
毎
日
必
ら
ず
に
わ
か
雨
が
あ
る
。
傘
は
必
需
品
だ
。
夜
、
蛍
が
沢
山
飛
ん

値
上
げ
分
だ
け
荷
を
重
く
し
た
。
一
人
四
○
キ
ロ
平
均
だ
。

二
十
六
日
（
曇
一
時
雨
）
ト
ン
ジ
ェ
泊
。
夜
、
シ
ェ
ル
パ
ダ
ン
ス
が
夜
中
ま
で
続
い
た
。

二
十
七
日
（
晴
）
タ
ー
ル
泊
。
汗
ば
む
暑
さ
だ
が
、
風
が
涼
し
く
日
本
の
秋
の
感
じ
だ
。

二
十
八
日
（
晴
一
時
雨
）
ジ
ャ
ガ
ッ
ト
泊
。
谷
底
ぞ
い
な
の
で
山
は
見
え
な
い
が
、
替
り
に
滝
が
素
晴
ら
し
い
。
日
本
に
は
な
い
豪
快
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ち
っ
と
も
変
ら
な
い
。
だ
が
夜
は
涼
し
い
。

三
日
（
晴
）
ポ
ヵ
ラ
着
、
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
終
了
。
幕
営
地
か
ら
三
十
分
程
で
広
い
自
動
車
道
路
に
出
、
こ
こ
か
ら
乗
合
ジ
ー
プ
に
乗
っ

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ポ
ヵ
ラ
に
着
い
て
し
ま
っ
た
。
八
時
十
分
で
あ
っ
た
。
三
ヵ
月
ぶ
り
の
ポ
カ
ラ
だ
が
、
着
い
て
み
る
と
出
発
し
た

の
が
、
つ
い
先
日
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

日
本
か
ら
届
い
て
い
た
手
紙
に
は
、
我
々
の
登
頂
成
功
を
報
じ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
が
沢
山
入
っ
て
い
た
。
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
程

大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
驚
い
た
。

明
日
の
飛
行
機
で
ポ
カ
ラ
を
発
っ
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
る
予
定
。

四
日
（
朝
の
内
雨
後
曇
）
午
後
の
飛
行
機
で
カ
ト
マ
ン
ズ
入
り
し
た
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
・
シ
ャ
ン
カ
ー
に
宿
を
と
っ
た
。

田
中
ド
ク
タ
ー
下
痢
で
発
熱
。
こ
れ
で
Ｃ
４
以
上
で
行
動
し
た
者
全
員
が
、
下
山
後
何
ら
か
の
障
害
を
起
し
た
こ
と
に
な
る
。
小
原
が

Ｂ
Ｃ
か
ら
キ
ャ
ラ
零
ハ
ン
に
か
け
て
下
痢
、
胃
け
い
れ
ん
、
雨
宮
が
Ｂ
Ｃ
と
ポ
カ
ラ
で
下
痢
、
田
中
（
基
）
が
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
中
に
下
痢
、
そ

し
て
清
水
が
膝
の
関
節
が
痛
く
て
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
中
ず
っ
と
ピ
ッ
コ
と
い
う
具
合
に
だ
。
や
は
り
高
度
の
影
響
で
、
本
人
の
自
覚
以
上
に
体

が
衰
弱
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
さ
ら
な
が
ら
、
高
度
の
影
響
の
大
き
い
の
に
驚
く
し
か
な
い
。

か
く
し
て
我
々
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
は
、
無
事
故
で
登
頂
成
功
と
い
う
成
果
を
残
し
て
、
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
残
る
は
持
ち
帰

っ
た
荷
物
の
整
理
と
挨
拶
廻
り
、
そ
れ
に
登
山
局
へ
遠
征
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
位
だ
。

一
切
の
仕
事
を
終
え
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
て
解
散
、
帰
国
第
一
陣
は
六
月
十
五
日
カ
ト
マ
ン
ズ
を
後
に
し
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
日
、
羽

田
に
帰
着
し
た
。

（
編
者
付
記
）
本
登
山
に
つ
い
て
は
高
橋
照
著
『
マ
ナ
ス
ル
西
壁
』
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
・
文
芸
春
秋
新
社
）
。
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エラ・レアルとアタカマ高地（1970-71年）コルディ

大
学
や
会
な
ど
の
〃
名
誉
″
に
こ
だ
わ
ら
な
い
エ
ク
ス
。
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
も
の
か
、
と
考
え
た
。
こ
ん
な
に
狭
く
な
っ
た
地

球
に
、
国
内
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
拡
散
す
る
の
は
ぱ
か
げ
て
い
る
。

遠
征
と
い
え
ば
、
と
か
く
セ
ク
ト
的
「
全
体
」
が
先
に
立
つ
が
、
本
来
山
登
り
の
原
点
は
「
個
人
」
で
あ
る
。
異
な
る
カ
マ
の
メ
シ
を

食
っ
た
い
ろ
ん
な
経
験
、
考
え
方
の
人
間
が
あ
ち
こ
ち
に
い
る
。
そ
の
よ
う
な
自
由
な
「
個
人
」
が
、
義
理
や
附
和
雷
同
で
は
な
く
個
人

の
意
志
で
共
通
の
目
的
の
も
と
に
集
ま
れ
ば
、
よ
り
強
力
な
「
全
体
」
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
個
人
の
人
生
も
豊
か
に
な
る
だ
ろ
う
１
．

そ
ん
な
意
味
で
、
エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
出
発
点
を
全
体
で
は
な
く
個
人
に
置
い
て
み
た
。

ア
タ
カ
マ
高
地
（
プ
ー
ナ
・
デ
・
ア
タ
カ
マ
）
と
い
う
存
在
の
た
め
に
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
を
思
い
立
っ
た
と
も
い
え
る
。
「
世
界
最
悪
の

場
所
」
「
地
上
の
月
世
界
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
き
た
、
チ
リ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
境
の
高
所
砂
ば
く
。
ア
ン
デ
ス
で
一
番
広
く
高
い
地

帯
だ
が
、
漠
然
と
し
て
複
雑
で
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
。
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
す
巨
峰
が
群
立
し
て
い
る
が
、
登
肇
意
欲
を
わ
か

せ
る
「
美
し
い
氷
雪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
は
ほ
ど
遠
い
、
死
火
山
、
活
火
山
ば
か
り
。
ふ
も
と
も
「
乾
燥
度
世
界
一
」
の
、
塩
原
と
砂
ば

く
で
あ
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
は
い
っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
、
あ
ち
こ
ち
ぱ
ら
ぱ
ら
の
物
好
き
し
か
い
な
か
っ
た
。
ア
ン
デ
ス
経
験
と

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
と
ア
タ
カ
マ
高
地

（
一
九
七
○
’
七
一
年
）

向

一

陽

（67）



今
村
は
副
隊
長
格
と
し
て
隊
を
取
り
仕
切
っ
て
く
れ
た
。
日
大
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
遠
征
隊
の
第
一
次
隊
員
で
あ
る
。
中
村
は
本
業
の
医

療
活
動
の
ほ
か
車
に
も
詳
し
く
山
登
り
に
も
熱
心
だ
っ
た
。

竹
下
は
僕
の
一
回
目
の
ア
ン
デ
ス
行
の
仲
間
。
抜
群
の
技
術
、
体
力
、
経
験
を
持
ち
、
登
山
面
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
安
心
し
て
ま
か
せ

が
い
た
。
そ
の
と
き
以
来
西
村
は
｛

調
査
隊
に
四
度
も
加
わ
っ
て
い
る
。

南
北
六
百
キ
ロ
、
東
西
二
百
’
三
百
キ
ロ
に
わ
た
る
こ
の
高
所
砂
ば
く
を
南
北
方
向
に
縦
断
し
て
み
よ
う
、
そ
の
間
、
山
に
も
登
ろ

う
、
植
物
、
地
質
、
地
形
、
気
象
、
民
俗
な
ど
の
調
査
も
し
よ
う
ｌ
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。

紐
余
曲
折
を
経
て
七
○
年
春
『
各
地
の
大
学
の
山
岳
部
、
探
検
部
Ｏ
Ｂ
八
人
か
ら
な
る
「
ア
タ
カ
マ
高
地
探
検
隊
」
が
成
立
し
た
。
隊

の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
年
齢
は
出
発
時
）
。

向
一
陽
（
三
五
）
Ⅱ
東
京
外
語
大
、
隊
長
、
共
同
通
信
社
会
部
▽
西
村
豪
（
三
一
）
Ⅱ
北
大
、
地
質
調
査
、
チ
リ
大
研
究
員
▽
今
村
文
彦

（
三
○
）
Ⅱ
日
大
、
写
真
、
共
同
通
信
写
真
部
▽
竹
下
孝
哉
（
二
九
）
Ⅱ
東
京
外
語
大
、
輪
送
、
翻
訳
業
▽
中
村
昭
伸
（
二
九
）
Ⅱ
日
大
、

医
療
、
駿
河
台
日
大
病
院
循
環
器
科
医
師
▽
山
本
紀
夫
（
二
七
）
Ⅱ
京
大
、
植
物
調
査
、
食
糧
、
京
大
農
学
部
応
用
植
物
学
教
室
▽
金

井
良
碩
（
二
五
）
Ⅱ
神
戸
大
、
測
量
、
装
備
、
大
阪
府
岸
和
田
土
木
出
張
所
▽
向
一
宇
（
二
五
）
Ⅱ
千
葉
大
、
地
質
、
気
象
調
査
、
機
械
、

て
お
け
た
。

の
原
型
が
誕
生
し
た
。

い
う
共
通
の
広
場
を
通
じ
て
。
緒
に
行
っ
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
で
き
癖
「
ア
タ
カ
マ
高
地
探
検
隊
」

佐
賀
県
有
田
工
業
高
校
教
諭
。

山
本
は
ア
ン
デ
ス
東
斜
面
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
バ
コ
の
原
生
種
の
発
見
を
意
気
込
ん
で
い
る
。
京
大
隊
の
一
次
、
二

六
四
年
に
東
京
外
語
大
隊
で
僕
が
初
め
て
南
米
へ
行
っ
た
と
き
貨
物
船
の
相
乗
り
客
に
、
北
大
隊
で
ア
マ
ゾ
ン
へ
行
く
、
と
い
う
西
村

い
た
。
そ
の
と
き
以
来
西
村
は
南
米
に
と
り
つ
か
れ
、
チ
リ
の
サ
ン
チ
ア
ゴ
に
住
み
つ
い
た
よ
う
な
形
と
な
り
、
北
大
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア

（68）
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コルディエラ･レアルとアタカマ高地（1970-71年）

次
の
中
央
ア
ン
デ
ス
栽
培
植
物
調
査
隊
に
も
参
加
し
て
い
る
。

金
井
は
、
同
じ
神
戸
大
の
金
井
健
二
さ
ん
の
〃
身
代
わ
り
〃
と
し
て
参
加
し
た
。
健
二
さ
ん
（
神
戸
大
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
長
、
一
九
六

三
年
）
と
は
か
ね
て
ボ
リ
ビ
ア
の
イ
ヤ
ン
プ
を
一
緒
に
登
ろ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。
向
一
宇
は
僕
の
実
弟
。
〃
山

屋
″
で
は
な
く
〃
石
屋
“
（
地
質
）
だ
が
、
重
い
石
こ
ろ
を
背
負
っ
て
谷
を
歩
き
回
っ
て
い
る
の
で
、
体
力
、
脚
力
は
あ
っ
た
。
ジ
ー
プ

の
修
理
、
毎
日
の
気
象
観
測
に
活
躍
し
た
。

こ
の
ほ
か
成
川
隆
顕
（
早
大
Ｏ
Ｂ
、
朝
日
テ
レ
ビ
）
が
い
た
。
撮
影
機
を
か
つ
い
で
一
緒
に
ア
タ
ヵ
マ
ヘ
行
く
た
め
に
、
ロ
ー
ッ
ェ
・

シ
ャ
ー
ル
で
傷
つ
い
た
か
ら
だ
で
土
壇
場
ま
で
走
り
回
っ
て
い
た
が
同
行
で
き
ず
、
隊
の
〃
東
京
事
務
局
長
″
と
し
て
留
守
の
雑
務
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
。
金
井
健
二
さ
ん
が
〃
関
西
事
務
局
長
″
と
な
っ
た
。

僕
の
妻
も
長
男
（
四
つ
）
と
長
女
（
五
ヵ
月
）
を
か
か
え
、
親
に
無
い
ソ
デ
を
振
ら
せ
て
遅
れ
て
南
米
へ
や
っ
て
き
た
。
隊
の
行
動
に

伴
な
い
、
ラ
パ
ス
に
三
ヵ
月
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
に
四
ヵ
月
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
生
活
し
て
い
た
。
ア
パ
ー
ト
は
、
隊
の
資
金
が
詰
ま
っ
て

く
る
と
隊
員
た
ち
の
寝
泊
ま
り
の
場
と
な
っ
た
。
そ
の
生
活
を
通
じ
て
、
ホ
テ
ル
生
活
で
は
わ
か
り
に
く
い
庶
民
生
活
の
内
面
に
ま
で
入

隊
の
経
費
（
予
算
九
、
二
九
一
、
九
八
○
円
）
は
全
額
、
共
同
通
信
社
と
次
の
十
五
新
聞
社
か
ら
分
担
支
出
し
て
も
ら
っ
た
。

北
海
道
新
聞
、
河
北
新
報
、
神
奈
川
新
聞
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
静
岡
新
聞
、
新
潟
日
報
、
北
国
新
聞
、
岐
阜
日
日
新
聞
、
京
都
新
聞
、

神
戸
新
聞
、
山
陽
新
聞
、
中
国
新
聞
、
高
知
新
聞
、
熊
本
日
日
新
聞
、
宮
崎
日
日
新
聞
。

そ
の
見
返
り
と
し
て
行
動
の
期
間
中
、
記
事
と
写
真
を
日
本
へ
送
っ
た
。
僕
は
山
か
ら
都
会
へ
お
り
て
も
、
隊
員
た
ち
が
遊
び
回
っ
て

い
る
の
を
横
目
に
、
膨
大
な
量
の
原
稿
書
き
に
追
い
ま
く
ら
れ
た
。
ボ
リ
ビ
ア
で
革
命
、
チ
リ
で
政
変
、
イ
ン
フ
レ
に
会
っ
た
た
め
、
約

二
百
七
十
万
円
の
赤
字
が
出
て
隊
員
た
ち
に
負
担
が
か
か
っ
た
。

隊
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
日
本
山
岳
会
員
な
の
で
、
「
日
本
山
岳
会
後
援
」
の
名
目
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
山
岳
会
の
吉
沢
一
郎
副
会
長
、

り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
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コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ァ
ル
（
帝
王
の
山
脈
）
で
の
登
山
は
、
通
関
が
遅
れ
た
う
え
に
日
本
人
行
方
不
明
者
の
捜
索
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
っ
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
幅
に
遅
れ
た
。

七
月
初
め
に
東
京
・
練
馬
区
石
神
井
の
原
田
正
雄
さ
ん
（
三
○
）
と
い
う
単
独
登
山
者
が
ラ
パ
ス
近
郊
の
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
（
六
○
九
四
メ
ー

ト
ル
）
で
消
息
を
絶
っ
て
い
た
。
日
本
大
使
館
、
日
本
人
会
の
依
頼
で
九
月
四
日
か
ら
四
日
間
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ
東
南
面
の
氷
河
末
端
（
標

高
四
八
四
○
メ
ー
ト
ル
）
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
頂
上
付
近
ま
で
捜
し
た
が
手
掛
か
り
は
な
か
っ
た
。

九
月
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
レ
ァ
ル
中
央
部
で
待
望
の
登
山
を
し
た
。
レ
ア
ル
の
登
山
は
僕
と
竹
下
に
と
っ
て
は
二
度
目
。
前

回
の
東
京
外
語
大
隊
で
は
レ
ア
ル
中
央
部
の
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
（
六
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）
や
北
部
の
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
（
六
四
一
モ
メ
ー
ト
ル
）
、
ボ
リ

ビ
ア
南
西
部
の
サ
ハ
マ
（
六
五
三
一
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
二
十
峰
を
登
っ
た
（
『
山
岳
』
六
十
年
）
。
今
回
は
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
方
の
山
群
で
八
峰
に

登
頂
し
た
。
こ
の
あ
た
り
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
は
な
い
が
、
山
脈
の
幅
が
広
く
、
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
前
後
の
ピ
ー
ク
が
群
立
し
て

七
○
年
夏
、
船
と
飛
行
機
で
出
発
、
八
月
中
旬
、
ボ
リ
ビ
ア
の
首
都
ラ
パ
ス
に
、
西
村
を
除
く
七
人
が
集
結
し
た
。
十
一
月
中
旬
ま
で

ボ
リ
ビ
ア
に
滞
在
、
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
で
山
登
り
を
し
、
ボ
リ
ビ
ア
南
西
部
の
火
山
帯
を
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
国
境
付
近

ま
で
調
査
し
た
。
十
一
月
初
め
西
村
も
合
流
し
た
。

十
一
月
下
旬
チ
リ
に
移
っ
た
。
首
都
の
サ
ン
チ
ア
ゴ
を
基
地
と
し
て
翌
年
三
月
末
ま
で
滞
在
、
チ
リ
大
、
チ
リ
山
岳
会
か
ら
も
加
わ
っ

て
、
ア
タ
ヵ
マ
高
地
に
は
い
っ
た
。
四
月
下
旬
ま
で
に
全
員
帰
国
し
た
。

以
下
隊
の
行
動
を
、
登
山
面
だ
け
に
し
ぼ
っ
て
報
告
す
る
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
会
の
川
崎
栄
治
理
事
長
（
前
駐
ボ
リ
ビ
ア
大
使
）
、
保
利
茂
氏
、
故
泉
靖
一
東
大
教
授
ら
多
数
の
方
々
に
面
倒
を
み

て
も
ら
っ
た
。

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル

(70)



レアルとアタカマ高地（1970-71年）コルディエラ

い
る
。
六
年
前
の
登
山
で
、
す
ば
ら
し
い
容
姿
の
山
を
い
く
つ
も
遠
望
し
て
い
た
。

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
は
長
さ
百
二
十
キ
ロ
ほ
ど
。
チ
チ
カ
カ
湖
の
東
方
に
、
西
北
ｌ
南
東
方
向
に
走
っ
て
い
る
。
チ
チ
カ
カ
湖
の

ほ
と
り
か
ら
山
脈
中
央
部
の
イ
チ
ュ
コ
ー
タ
谷
を
ト
ラ
ッ
ク
と
、
リ
ャ
ー
マ
、
馬
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
つ
め
、
レ
ァ
ル
主
稜
線
近
く

の
湖
の
岸
に
第
一
次
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
。

谷
筋
は
古
氷
河
跡
の
、
曲
折
の
少
な
い
Ｕ
字
谷
。
谷
底
に
は
大
き
な
湖
が
三
つ
あ
っ
た
。
最
下
段
の
湖
の
長
さ
は
六
キ
ロ
ほ
ど
、
濃
い

緑
色
。
谷
を
上
が
る
に
従
っ
て
水
の
色
は
「
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ミ
ル
ク
」
が
濃
く
な
り
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
最
上
段
の
湖
は
そ
の
色
通

り
、
ア
イ
マ
ラ
語
で
「
ハ
ン
コ
・
コ
ー
ダ
（
白
い
湖
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ハ
ン
コ
・
コ
ー
ダ
は
長
さ
一
・
五
キ
ロ
。
湖
面
標
高
は
四

七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
氷
河
を
散
り
ぱ
め
た
針
峰
群
が
湖
面
に
鮮
や
か
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

も
う
レ
ァ
ル
は
雨
季
に
は
い
っ
て
い
た
。
入
山
以
来
八
日
間
は
毎
日
ふ
ぶ
き
に
見
舞
わ
れ
た
。
正
午
ご
ろ
に
な
る
と
き
ま
っ
て
、
ア
マ

ゾ
ン
側
か
ら
雲
が
湧
く
。
い
き
な
り
米
粒
大
の
ア
ラ
レ
が
降
り
、
カ
ミ
ナ
リ
が
と
ど
ろ
く
。
ア
ラ
レ
は
や
が
て
雪
に
変
わ
る
。
こ
の
間
、

風
は
主
稜
線
の
東
方
、
ア
マ
ゾ
ン
側
か
ら
吹
い
て
い
る
。

夜
に
な
る
と
風
向
き
が
逆
に
な
る
。
谷
の
下
流
、
西
方
の
高
原
（
ア
ル
テ
ィ
プ
ラ
ー
ノ
）
側
か
ら
吹
き
上
げ
て
く
る
。
温
度
が
上
が

り
、
大
き
な
綿
雪
と
な
る
。
真
夜
中
近
く
風
は
ぱ
た
り
と
止
み
、
き
れ
い
な
星
空
に
晴
れ
上
が
る
。

意
識
的
に
雨
季
の
ア
ン
デ
ス
登
山
を
試
み
て
み
た
の
だ
が
、
こ
の
カ
ミ
ナ
リ
と
氷
河
上
の
新
雪
の
深
い
ラ
ッ
セ
ル
に
は
参
っ
た
。
さ
ら

に
新
雪
の
下
に
「
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
」
と
い
う
厄
介
物
が
あ
り
、
乾
季
の
登
山
の
何
倍
も
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
い
ら
れ
た
。

中
央
ア
ン
デ
ス
の
氷
河
に
は
、
剣
を
さ
か
さ
ま
に
植
え
つ
け
た
よ
う
な
氷
の
柱
、
「
ニ
エ
ベ
・
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
」
が
密
生
し
て
い
る
地
帯

が
多
い
。
ペ
ニ
テ
ン
テ
の
高
さ
、
堅
さ
は
、
靴
で
踏
め
ば
ざ
ら
ざ
ら
く
ず
れ
る
十
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
も
の
か
ら
、
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ

る
が
っ
し
り
し
た
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。
こ
の
氷
の
柱
は
乾
季
は
ズ
ボ
ン
を
破
っ
た
り
す
る
程
度
の
厄
介
さ
で
す
む
が
、
雨
季
に
は

こ
の
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
地
帯
が
新
雪
で
す
っ
ぽ
り
と
お
お
わ
れ
て
い
て
、
足
下
に
無
数
の
落
と
し
穴
を
作
っ
て
い
る
。
堅
く
長
い
．
ヘ
ニ
テ
ン
テ

（71）
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コルディエラ l/アルとアタカマ高地(1970-71年）

の
密
集
地
帯
に
踏
み
込
む
と
悲
劇
で
あ
る
。
。
ヘ
ニ
テ
ン
テ
は
山
側
に
少
し
傾
い
て
生
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
に
腰
ま
で
も
落
ち
込
む
と

足
が
ね
じ
曲
が
っ
て
し
ま
い
、
立
ち
上
が
れ
な
い
。
疲
れ
て
い
る
時
に
か
ぎ
っ
て
こ
の
落
と
し
穴
が
際
限
な
く
続
く
。

六
年
の
間
に
、
ボ
リ
ビ
ア
陸
軍
測
地
部
作
製
の
五
万
分
の
一
地
図
が
レ
ァ
ル
中
央
部
ま
で
で
き
上
が
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
レ
ァ
ル
の

標
高
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ト
ロ
ー
ル
＆
ハ
イ
ン
隊
（
一
九
二
八
年
）
の
地
図
よ
り
、
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
標
高

が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
著
名
な
山
頂
の
標
高
だ
け
は
以
前
の
ま
ま
だ
っ
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と
頼
り
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
ボ
リ
ビ
ア

陸
軍
の
地
図
に
従
っ
て
山
名
、
標
高
を
記
す
。

イ
チ
ュ
コ
ー
タ
谷
に
は
以
前
ア
メ
リ
カ
隊
が
左
岸
に
は
い
っ
て
い
る
。
日
本
の
女
性
隊
（
一
九
六
七
年
）
も
短
期
間
は
い
っ
て
い
る
。

僕
た
ち
は
最
初
右
岸
の
氷
河
源
頭
部
を
中
心
に
六
峰
を
登
り
、
入
山
期
間
の
後
半
は
レ
ァ
ル
主
稜
線
を
ア
マ
ゾ
ン
側
へ
越
え
、
か
ね
て
目

を
つ
け
て
い
た
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
登
っ
た
。
計
八
峰
の
う
ち
ク
リ
ン
・
ト
ー
ホ
と
ウ
ィ
ラ
・
ロ
ヘ
ー
タ
を
除
く
六
峰
は
初
登
と
思
わ
れ

計
画
で
は
こ
の
あ
と
レ
ア
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
側
を
北
上
し
、
レ
ア
ル
北
部
を
回
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
考
え
て
い
た
。
道
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
成
功
す
れ
ば
、
レ
ア
ル
東
面
の
処
女
山
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ン
コ
・
ラ
ヵ

ー
ャ
登
頂
の
あ
と
、
こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
た
め
標
高
三
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
村
ま
で
下
っ
た
が
、
北
上
の
旅
は
で
き
な
か
っ
た
。
雪
が
深

く
途
中
の
主
稜
線
上
の
峠
が
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
ち
ょ
う
ど
農
繁
期
で
、
リ
ャ
ー
マ
や
馬
の
集
ま
り
が
悪
か
っ
た
。
だ
が
こ
の

旅
を
志
し
た
こ
と
で
、
レ
ア
ル
一
周
ル
ー
ト
の
情
報
を
か
な
り
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

▽
ア
チ
ャ
パ
タ
（
五
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
十
八
日
登
頂
。
向
一
陽
、
金
井
良
碩
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
「
白
い
湖
」
の
ま
わ
り
は
湿
原
が
広
が
り
三
方
か
ら
谷
が
合
流
し
て
い
た
。
そ
の
右
岸
に
落
ち
て
い
る
谷
、
ア
チ

ャ
パ
タ
谷
の
氷
河
の
ま
わ
り
に
は
、
き
れ
い
な
氷
雪
の
ピ
ー
ク
が
十
数
座
立
っ
て
い
た
。

ア
チ
ャ
パ
タ
は
ア
チ
ャ
パ
タ
氷
河
最
奥
の
山
。
午
前
六
時
十
五
分
、
Ｂ
Ｃ
出
発
。
他
の
ピ
ー
ク
を
目
ざ
す
竹
下
・
山
本
組
、
今
村
・
中

る
0
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村
組
と
氷
河
末
端
ま
で
一
緒
。

数
座
の
岩
峰
が
並
ん
で
い
る
。

朝
、
テ
ン
ト
の
ま
わ
り
の
新
雪
五
○
セ
ン
チ
。
八
時
十
五
分
、
氷
河
末
端
の
凍
結
し
た
湖
に
到
着
。
向
パ
ー
テ
ィ
ー
と
一
緒
に
氷
河
右

岸
の
ガ
ラ
場
を
た
ど
る
。
九
時
三
十
分
、
ア
チ
ャ
パ
タ
氷
河
の
横
断
を
開
始
し
た
。

ひ
ざ
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
。
十
一
時
、
ず
た
ず
た
の
ク
レ
、
ハ
ス
と
氷
塔
地
帯
で
立
ち
往
生
し
た
。
ク
レ
、
ハ
ス
の
底
へ
ア
ブ
ザ
イ
レ
ン
し
た

り
し
て
通
過
。
目
ざ
す
ピ
ー
ク
の
南
西
面
に
氷
河
上
ま
で
一
直
線
に
落
ち
て
い
る
リ
ッ
ジ
目
掛
け
て
進
む
。
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
。
リ
ッ

ジ
上
も
雪
が
や
わ
ら
か
く
、
ピ
ッ
ケ
ル
は
シ
ャ
フ
ト
全
部
が
埋
ま
る
。
頂
上
直
下
か
ら
氷
と
な
っ
た
。
午
後
二
時
、
登
頂
。
帰
路
は
途
中

か
ら
向
パ
ー
テ
ィ
ー
と
一
緒
に
な
っ
た
。

▽
ハ
ン
コ
・
ウ
ー
ョ
（
五
五
三
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
日
登
頂
。
今
村
文
彦
、
中
村
昭
伸
。

ア
チ
ャ
パ
タ
氷
河
の
左
岸
、
レ
ァ
ル
主
稜
線
上
に
あ
る
堂
々
た
る
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
氷
の
房
飾
り
が
氷
河
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
九
月

き
た
。
午
後
六
時
す
ぎ
Ｂ
Ｃ
帰
着
。

氷
河
の
上
部
は
傾
斜
は
ゆ
る
や
か
だ
が
、
ラ
ッ
セ
ル
が
き
つ
い
・
稜
線
か
ら
お
り
て
い
る
岩
尾
根
伝
い
に
登
る
。
〃
定
時
″
に
鳴
り
出
し

た
カ
ミ
ナ
リ
を
避
け
て
岩
穴
で
休
む
。

頂
上
直
下
は
二
本
の
ク
レ
や
ハ
ス
が
リ
ボ
ン
の
よ
う
に
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
て
い
た
。
稜
線
の
反
対
側
に
回
り
込
み
、
午
後
二
時
半
頂
上

に
立
っ
た
。
ガ
ス
の
合
い
間
に
、
氷
河
を
へ
だ
て
て
、
先
年
北
方
の
谷
か
ら
登
っ
た
ハ
イ
リ
ワ
ャ
（
五
九
四
○
メ
ー
ト
ル
、
ま
た
は
約
五
七
○
○
メ

ー
ト
ル
）
の
垂
直
の
氷
壁
が
見
え
た
。
さ
ら
に
そ
の
北
方
の
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
ま
で
、
レ
ア
ル
主
稜
線
の
続
き
具
合
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

以
下
山
本
の
記
述
Ｉ
。

▽
ピ
コ
・
ス
ミ
．
（
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
十
八
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
山
本
紀
夫
。

ア
チ
ャ
パ
タ
谷
の
奥
に
あ
る
雪
峰
。
直
線
の
三
つ
の
稜
か
ら
な
る
き
れ
い
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

氷
河
右
岸
の
ガ
ラ
場
を
登
る
。
途
中
右
岸
か
ら
支
氷
河
が
合
流
し
て
い
た
。
こ
の
氷
河
の
源
頭
部
に
も
十
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コルデ イエラ・レアルとアタカマ高地(1970-71年）

頂
上
下
の
急
登
が
始
ま
る
と
ラ
ッ
セ
ル
は
楽
に
な
っ
た
。
午
後
一
時
、
や
っ
と
ハ
ン
コ
・
ウ
ー
ョ
の
頂
上
に
立
っ
た
。

▽
ウ
ィ
ラ
・
ロ
ヘ
ー
タ
（
五
二
四
四
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
日
登
頂
、
縦
走
。
向
一
陽
、
山
本
紀
夫
。

イ
チ
ュ
コ
ー
タ
谷
の
最
奥
、
レ
ァ
ル
主
稜
線
上
の
山
。
氷
河
を
べ
っ
と
り
と
つ
け
て
い
る
。
土
地
の
人
た
ち
は
ス
・
へ
イ
ン
語
で
単
に

「
セ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
（
白
い
山
）
」
と
呼
ん
で
い
た
。

こ
の
山
の
西
方
と
南
方
で
二
つ
の
峠
が
ア
マ
ゾ
ン
側
へ
越
え
て
い
た
。
午
前
六
時
半
、
テ
ン
ト
出
発
、
七
時
半
西
峠
（
四
九
八
○
メ
ー
ト
ル
）

着
。
ゥ
イ
ラ
・
ロ
ヘ
ー
タ
の
ア
マ
ゾ
ン
側
は
、
氷
河
を
ま
と
っ
た
西
面
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
逆
落
と
し
の
岩
壁
帯
で
あ
る
。
堅
い
氷
の

稜
線
伝
い
に
十
時
、
ス
キ
ー
で
も
で
き
そ
う
な
広
い
頂
上
に
立
っ
た
。
〃
真
の
頂
上
〃
は
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
塔
で
、
そ
の
上
に

も
よ
じ
登
っ
た
。
珍
ら
し
く
雲
が
湧
か
ず
、
レ
ァ
ル
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
ん
だ
。
南
峠
（
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
縦
走
し
て
帰
幕
。

▽
ウ
ィ
ラ
・
ロ
ー
ヘ
（
五
五
九
六
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
金
井
良
碩
。

ア
チ
ャ
パ
タ
氷
河
の
右
岸
の
支
氷
河
を
取
り
囲
む
十
数
座
の
岩
峰
群
中
の
主
峰
。
右
半
分
は
岩
壁
、
左
半
分
は
氷
壁
で
守
ら
れ
た
鋭

峰
。
距
離
的
に
も
技
術
面
で
も
、
前
進
テ
ン
ト
を
出
す
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
帰
幕
は
深
夜
に
な
り
、
翌
朝
救
援

今
村
の
記
述
１
．
キ
ャ
ン
プ
出
発
午
前
六
時
。
前
回
の
ス
テ
ッ
プ
の
お
か
げ
で
ス
タ
コ
ラ
登
る
。
九
時
二
十
分
、
頂
上
の
右
手
、
主

稜
上
に
出
た
。
十
時
二
十
分
、
三
角
形
の
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
を
越
す
。

頂
上
は
す
ぐ
目
の
前
に
見
え
る
。
あ
と
一
時
間
も
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
の
雪
原
が
苦
し
か
っ
た
。
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ

ス
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。
新
雪
の
下
に
は
び
っ
し
り
と
堅
い
。
ヘ
ニ
テ
ン
テ
の
落
と
し
穴
。
三
○
○
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
距
離
に
一
時
間

成
功
し
た
。

も
か
か
っ
た
。

十
八
日
に
今
村
・
中
村
組
が
ア
タ
ッ
ク
し
た
が
、
下
部
で
は
傾
斜
四
○
度
ほ
ど
の
堅
氷
の
上
に
積
も
っ
た
新
雪
に
悩
ま
さ
れ
、
上
部
で
は

深
い
ラ
ッ
セ
ル
と
雪
の
下
の
ペ
ニ
テ
ン
テ
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
時
間
切
れ
と
な
っ
た
。
二
十
日
、
同
一
パ
ー
テ
ィ
ー
で
再
度
ア
タ
ッ
ク
し
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▽
ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ャ
（
五
五
四
五
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
三
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
山
本
紀
夫
。

待
望
の
登
頂
だ
っ
た
。
六
年
前
、
北
方
か
ら
こ
の
あ
た
り
を
眺
め
た
さ
い
、
そ
の
当
時
の
地
図
に
な
い
、
す
さ
ま
じ
い
氷
壁
の
独
立
峰

を
見
つ
け
て
胸
を
お
ど
ら
せ
た
。
ウ
ィ
ラ
・
ロ
ヘ
ー
タ
を
登
る
さ
い
、
す
ぐ
真
近
に
予
想
通
り
の
位
置
に
、
こ
の
山
を
確
認
し
た
と
き
は

嬉
し
か
っ
た
。
ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ャ
と
い
う
山
名
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ア
イ
マ
ラ
語
で
「
天
井
の
な
い
白
い
一
軒
家
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
レ
ア
ル
主
稜
線
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
側
に
張
り
出
し
て
い
る
独
立
峰
。

九
月
二
十
二
日
、
主
稜
線
上
の
西
峠
を
越
え
て
ア
マ
ゾ
ン
側
へ
下
り
、
ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ヤ
の
東
の
す
そ
を
め
ぐ
る
谷
の
中
に
ベ
ー
ス

最
後
の
つ
め
は
一
段
と
急
だ
。
頂
上
は
ぐ
る
り
と
雪
庇
で
と
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
竹
下
さ
ん
が
ま
ず
頂
上
直
下
ま
で
登
り
、
僕
が
そ
の

確
保
を
受
け
て
少
し
低
い
と
こ
ろ
か
ら
雪
庇
を
乗
り
越
す
。
雪
庇
の
表
面
は
堅
い
が
、
下
は
さ
ら
さ
ら
と
し
た
雪
で
足
場
が
定
ま
ら
な
い
。

ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
を
強
引
に
突
き
立
て
て
越
え
た
雪
庇
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
頂
上
だ
っ
た
。
反
対
側
に
も
雪
庇
が
出
て
い
て
、

ピ
ッ
ケ
ル
を
さ
し
込
む
と
す
ぽ
ん
と
穴
が
あ
き
、
向
こ
う
側
の
氷
河
が
見
え
た
。
急
傾
斜
で
坐
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
立
っ
た
ま
ま
約

ピ
ッ
ケ
ル
を
さ
し
込
む
と
す
ぽ
ん
と
穴
が
あ
き
、

二
十
分
間
、
カ
メ
ラ
を
出
し
て
写
真
測
量
し
た
。

も
か
ら
だ
が
沈
み
込
ん
で
い
く
。

を
出
す
こ
と
も
考
え
て
い
た
。

主
峰
と
の
岩
壁
の
す
そ
ぞ
い
に
、
左
手
の
第
二
峰
と
の
間
の
氷
河
を
登
る
。
氷
河
の
中
は
腰
ま
で
も
ぐ
る
の
で
、
と
き
ど
き
岩
壁
を
か

ら
む
。
主
峰
の
岩
壁
は
頭
上
に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
。

岩
壁
の
間
の
ル
ン
ゼ
に
は
い
っ
た
。
ク
リ
ノ
メ
ー
タ
ー
で
計
る
と
平
均
傾
斜
四
五
度
。
・
ヘ
ニ
テ
ン
テ
の
間
に
突
っ
込
む
と
、
ど
こ
ま
で

る
。
モ
レ
ー
ン
の
段
ご
と
に
小
等

ひ
と
き
わ
大
き
い
湖
が
あ
っ
た
。

金
井
の
記
述
１
．
モ
レ
ー
ン
を
つ
め
て
行
く
と
岩
陰
に
ピ
ス
ヵ
ッ
チ
ャ
（
尻
尾
の
長
い
鳴
き
ウ
サ
ギ
）
が
何
匹
も
す
ば
や
く
は
ね

。
モ
レ
ー
ン
の
段
ご
と
に
小
さ
な
氷
河
湖
が
水
を
た
た
え
て
い
る
。
最
奥
の
ウ
ィ
ラ
・
ロ
ー
ヘ
の
基
部
に
は
岩
峰
群
に
か
こ
ま
れ
て
、

（76）
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コルデイエラ・レアルとアタカマ高地(1970-71年）

▽
ク
リ
ン
・
ト
ー
ホ
（
五
三
六
八
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
三
日
登
頂
。
金
井
良
碩
、
向
一
宇
。

ハ
ン
コ
・
コ
ー
ダ
の
最
初
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
上
に
そ
び
え
て
い
た
、
氷
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。
イ
ン
デ
ィ
オ
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
二
本
盗
ま

れ
た
の
で
、
こ
の
登
頂
で
は
二
人
に
一
本
の
ピ
ッ
ケ
ル
し
か
な
か
っ
た
。
頂
上
直
下
に
ク
レ
バ
ス
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
を
除
い
て
登
肇
は

む
ず
か
し
く
は
な
か
っ
た
。
テ
ン
ト
か
ら
往
復
八
時
間
。

▽
ポ
ト
レ
ル
ク
チ
ュ
（
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
三
十
日
登
頂
。
向
一
陽
、
金
井
良
碩
。

ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ヤ
登
頂
の
あ
と
、
ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ャ
か
ら
流
れ
る
ア
マ
ワ
ヤ
谷
を
下
り
、
標
高
三
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
マ
ワ
ャ

村
ま
で
お
り
た
。
村
の
下
は
も
う
ア
マ
ゾ
ン
上
流
の
渓
谷
地
帯
で
あ
る
。
レ
ア
ル
一
周
の
旅
を
断
念
し
、
往
路
の
峠
を
越
え
て
帰
る
途

中
、
レ
ァ
ル
北
部
を
観
察
す
る
た
め
に
ハ
ン
コ
・
ラ
カ
ー
ヤ
か
ら
北
方
に
伸
び
る
支
稜
線
上
の
岩
山
に
登
っ
た
。
六
年
前
に
登
っ
た
な
つ

か
し
い
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
と
そ
の
南
峰
が
西
北
の
空
に
大
き
く
鋭
く
そ
び
え
て
い
た
。
四
囲
に
ま
だ
い
く
つ
も
い
く
つ
も
未
踏
の
ピ
ー
ク

竹
下
の
記
述
Ｉ
。
テ
ン
ト
か
ら
草
付
ま
じ
り
の
ガ
ラ
場
に
取
り
つ
き
一
時
間
登
る
。
氷
河
に
磨
か
れ
た
ス
ラ
ブ
を
さ
ら
に
一
時
間
。

そ
の
あ
と
ま
た
一
時
間
ほ
ど
で
新
雪
の
上
に
出
た
。
氷
河
上
に
出
た
の
は
三
十
分
ほ
ど
あ
と
、
午
前
十
時
四
十
分
。

氷
河
上
は
例
に
よ
っ
て
ラ
ッ
セ
ル
と
。
ヘ
ニ
テ
ン
テ
。
午
後
一
時
、
稜
線
の
上
に
出
た
。
雪
庇
を
両
側
に
つ
け
た
鋭
い
氷
の
リ
ッ
ジ
。
左

側
の
南
西
壁
は
下
の
氷
河
ま
で
絶
望
的
に
す
と
ん
と
落
ち
て
い
る
氷
壁
。

急
な
リ
ッ
ジ
を
主
に
右
側
（
ア
マ
ゾ
ン
側
）
に
ル
ー
ト
を
選
ん
で
登
る
。
時
折
り
下
か
ら
リ
ッ
ジ
の
下
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
中

村
ド
ク
タ
ー
か
ら
、
「
雪
庇
に
気
を
つ
け
ろ
」
と
声
が
か
か
る
。
ひ
さ
し
の
上
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。
頂
上
も
雪
庇
の
上

が
立
っ
て
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
を
移
動
し
た
。
標
高
四
五
六
○
メ
ー
ト
ル
・
最
初
、
向
一
陽
、
竹
下
、
中
村
、
山
本
の
四
人
が
こ
ち
ら
に
移
り
、
二
十
五
日
残

だ
っ
た
。
暗
く
な
る
直
前
に
帰
幕
。

り
も
合
流
し
た
。
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レ
ア
ル
の
登
山
か
ら
お
り
て
く
る
と
、
ラ
パ
ス
で
は
革
命
騒
ぎ
が
始
ま
っ
て
い
た
。
革
命
が
一
段
落
し
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月

六
日
ま
で
ボ
リ
ビ
ア
南
西
部
の
火
山
帯
を
旅
行
し
た
。
中
古
ジ
ー
プ
に
五
人
が
詰
ま
り
、
屋
根
に
も
ぎ
っ
し
り
と
テ
ン
ト
や
燃
料
、
水
を

の
せ
、
往
復
千
七
百
五
十
キ
ロ
の
旅
。

こ
の
調
査
旅
行
に
行
っ
た
の
は
向
一
陽
、
今
村
文
彦
、
中
村
昭
伸
、
山
本
紀
夫
、
向
一
宇
の
五
人
。
竹
下
孝
哉
、
金
井
良
碩
の
二
人
は

ラ
パ
ス
で
留
守
番
し
、
チ
リ
へ
移
動
の
準
備
を
し
、
後
発
の
西
村
を
待
っ
た
。

ボ
リ
ビ
ア
南
西
部
は
、
四
国
の
半
分
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
る
ウ
ュ
ニ
塩
原
（
標
高
三
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
は
じ
め
大
小
無
数
の
塩
原
を
ち
り

ば
め
た
高
所
砂
ば
く
。
だ
が
、
の
ち
ほ
ど
は
い
っ
た
ア
タ
カ
マ
高
地
よ
り
水
気
は
多
か
っ
た
。
太
平
洋
の
フ
ン
ボ
ル
ト
海
流
の
乾
い
た
空

気
が
、
ボ
リ
ビ
ア
・
チ
リ
国
境
の
山
で
さ
え
ぎ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
果
て
し
な
い
ほ
ど
ト
ー
ラ
（
潅
木
）
だ
け
が
広
が
る
原
が
あ
っ

た
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
コ
ケ
だ
け
が
続
く
原
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
高
原
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
、
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
六
○
○
○

メ
ー
ト
ル
の
火
山
が
無
数
と
い
え
る
ほ
ど
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
「
大
ア
ン
デ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
し
た
旅
だ
っ
た
。
四
囲
の
地
平

、
、
、
、
、

線
に
は
し
ん
き
ろ
う
が
燃
え
、
ど
こ
か
で
い
つ
も
タ
ッ
マ
キ
が
上
が
っ
て
い
た
。

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
か
ら
続
く
一
連
の
山
脈
コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
デ
・
ロ
ス
・
フ
ラ
イ
レ
ス
に
は
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
、
五
七
五
○

メ
ー
ト
ル
な
ど
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
氷
河
は
見
え
な
か
っ
た
。
ボ
リ
ビ
ア
・
チ
リ
国
境
の
火
山
群
か
ら
は
い
く
つ
も
噴
煙
が
上
が
っ
て
い

ジ
ー
プ
が
砂
の
中
で
何
度
も
立
ち
往
生
し
た
。
ボ
リ
ビ
ア
・
チ
リ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
三
国
国
境
の
サ
パ
レ
リ
山
（
五
六
四
三
メ
ー
ト
ル
）
に

で
き
れ
ば
登
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
ジ
ー
プ
の
燃
料
が
切
れ
、
そ
れ
ら
し
い
山
を
遠
望
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
ボ
リ
ビ
ア
最
南

部
の
村
の
一
つ
、
サ
ン
パ
ブ
ロ
（
標
高
四
三
八
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
達
し
、
そ
の
南
方
の
ポ
ネ
テ
（
五
七
三
○
メ
ー
ト
ル
）
連
峰
の
間
の
峠
へ
ジ
ー
プ

た
。
氷
河
も
見
え
た
。 ボ

リ
ビ
ア
南
西
部
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コルディエラ レアルとアタカマ高地（1970-71年）

ア
タ
カ
マ
高
地
は
チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
境
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
北
部
で
は
ボ
リ
ビ
ア
南
西
部
と
も
接
し
て
い
る
。
一
九
一
三

年
、
ド
イ
ツ
の
Ｗ
・
・
ヘ
ン
ク
が
高
地
南
端
の
ポ
ネ
テ
（
六
四
一
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
し
て
以
来
、
登
山
隊
は
幾
隊
も
は
い
っ
て
い
る
が
、
高

地
の
全
容
を
つ
か
む
隊
は
は
い
っ
て
い
な
い
。
中
央
部
で
は
山
の
姿
さ
え
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
高
地
北
部
の
リ
カ
ン
カ
ブ
ー
ル
（
五
九
三

○
メ
ー
ト
ル
）
あ
た
り
か
ら
中
央
部
の
盟
主
ユ
ー
ャ
イ
ャ
コ
（
六
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
、
南
部
に
あ
る
ア
ン
デ
ス
第
二
の
高
峰
オ
ホ
ス
・

デ
ル
・
サ
ラ
ー
ド
（
六
八
八
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
北
か
ら
南
へ
、
こ
の
世
界
最
大
の
火
山
帯
を
ジ
ー
プ
で
縦
断
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

当
初
、
国
境
を
地
勢
に
従
っ
て
〃
山
ナ
リ
〃
に
、
自
由
に
横
切
り
な
が
ら
南
下
す
る
プ
ラ
ン
を
た
て
た
が
、
国
境
問
題
が
か
ら
ん
で
お

も
わ
し
く
な
い
。
チ
リ
側
の
要
望
も
あ
っ
て
、
チ
リ
側
か
ら
だ
け
入
山
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
チ
リ
側
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
よ
り
地
勢
が

複
雑
で
思
い
通
り
の
ル
ー
ト
が
と
れ
な
か
っ
た
。

サ
ン
チ
ア
ゴ
を
基
地
に
、
三
度
に
分
け
て
高
地
へ
は
い
っ
た
。
第
一
次
は
十
二
月
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
。
日
本
側
八
人
と
チ
リ
側

六
人
の
計
十
四
人
で
高
地
南
部
の
サ
ラ
ー
ド
峰
周
辺
の
登
山
と
縦
断
ル
ー
ト
の
偵
察
。
第
二
次
は
翌
年
、
一
九
七
一
年
一
月
十
六
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
。
今
村
、
西
村
、
中
村
の
三
人
と
チ
リ
側
二
人
の
計
五
人
で
、
中
央
部
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ル
ー
ト
偵
察
。
第
三
次
は
一
月
二

十
八
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
。
隊
を
離
れ
た
山
本
を
除
く
七
人
と
チ
リ
側
四
人
の
計
十
一
人
で
、
高
地
北
部
か
ら
古
代
の
〃
イ
ン
カ
王
道
〃

を
捜
し
、
た
ど
り
な
が
ら
南
下
、
再
度
サ
ラ
ー
ド
峰
の
ふ
も
と
ま
で
達
し
た
。

で
上
が
っ
た
。
あ
ら
れ
が
吹
き
つ
け
た
。
ボ
ネ
テ
は
頂
上
直
下
か
ら
ひ
さ
し
の
よ
う
に
岩
が
突
き
出
し
た
岩
峰
。
こ
の
連
峰
に
は
他
に
コ

ン
ド
ル
・
ワ
シ
（
五
六
二
○
メ
ー
ト
ル
）
、
ア
ギ
ラ
ー
ル
（
五
五
九
○
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
顕
著
な
岩
峰
が
あ
る
。

ボ
リ
ビ
ァ
ー
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
鉄
道
が
通
っ
て
い
る
ア
ト
チ
ャ
の
町
の
東
方
に
立
っ
て
い
る
チ
ョ
ロ
ル
ヶ
（
五
六
一
五
メ
ー
ト
ル
）
は

白
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。

ア
ダ
カ
マ
高
地

（79）



第
三
次
の
縦
断
旅
行
に
は
次
の
四
人
の
チ
リ
人
が
参
加
し
た
。

ル
シ
オ
・
カ
ン
ポ
ス
（
四
二
）
Ⅱ
チ
リ
山
岳
会
。
自
動
車
修
理
工
▽
オ
ス
ワ
ル
ド
・
ピ
レ
ガ
（
二
五
）
Ⅱ
チ
リ
山
岳
会
。
大
工
▽
ホ
ル
ヘ
・

エ
ス
ピ
ノ
ザ
（
二
五
）
Ⅱ
チ
リ
国
境
委
員
会
測
量
士
▽
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス
（
三
こ
Ⅱ
警
官
。

第
一
次
の
入
山
基
地
は
コ
ピ
ァ
ポ
市
。
高
地
西
方
の
太
平
洋
岸
一
帯
に
広
が
る
ア
タ
カ
マ
砂
ば
く
の
南
限
に
あ
る
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
。

コ
ピ
ァ
ポ
か
ら
東
方
へ
二
百
六
十
キ
ロ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
境
近
く
の
ラ
グ
ー
ナ
・
ベ
ル
デ
（
緑
の
湖
、
標
高
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
隊
の

ジ
ー
プ
二
台
と
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
上
り
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
作
っ
た
。
湖
は
長
さ
七
キ
ロ
、
幅
四
キ
ロ
。
濃
い

塩
湖
で
、
海
岸
を
思
わ
せ
る
白
砂
の
浜
に
、
波
し
ぶ
き
を
た
た
き
つ
け
て
い
た
。
こ
の
湖
は
東
西
六
○
キ
ロ
、
南
北
一
○
キ
ロ
ほ
ど
の
、

草
一
本
な
い
砂
ば
く
の
高
原
盆
地
の
底
に
あ
り
、
盆
地
の
回
り
に
は
サ
ラ
ー
ド
峰
を
は
じ
め
、
イ
ン
カ
ワ
シ
（
六
六
二
○
メ
ー
ト
ル
）
、
ト
レ

ス
・
ク
ル
ー
セ
ス
（
六
六
二
○
メ
ー
ト
ル
）
、
エ
ル
・
ム
エ
ル
ト
（
六
五
四
○
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
世
界
最
高
の
火
山
群
が
立
っ
て
い
る
。

思
い
出
す
の
も
気
が
滅
入
る
、
激
し
い
西
風
だ
っ
た
。
台
風
ク
ラ
ス
の
乾
い
た
強
風
が
早
朝
を
除
い
て
間
断
な
く
吹
き
ま
く
り
、
隊
員

た
ち
の
生
気
を
奪
っ
た
。
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
か
ら
だ
が
目
に
見
え
て
ひ
か
ら
び
衰
弱
し
て
い
っ
た
。
こ
の
風
に
加
え
て
、
周
囲

は
頭
が
ヘ
ン
に
な
り
そ
う
な
ほ
ど
毒
々
し
い
色
彩
に
包
ま
れ
て
い
る
。
濃
い
紺
色
の
湖
。
塩
ま
じ
り
の
ね
っ
と
り
と
ま
ぶ
し
い
白
浜
。
湖

の
回
り
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
が
け
。
赤
、
オ
レ
ン
ジ
、
黒
、
灰
色
の
灰
火
山
群
、
暗
い
ほ
ど
の
青
空
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
こ
ろ
が
っ
て
い

る
、
ロ
バ
や
馬
の
ミ
イ
ラ
、
白
骨
。
昔
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
遺
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
薄
い
酸
素
と
悪
い
水
の
た
め
に
入
山
数
日
で
チ
リ
側

七
）
Ⅱ
チ
リ

車
修
理
工
。

第
一
次
登
山
に
参
加
し
た
チ
リ
人
は
次
の
六
人
。

セ
ル
ヒ
ョ
・
ク
ン
ス
ト
マ
ン
（
四
二
）
Ⅱ
チ
リ
山
岳
会
。
チ
リ
電
力
公
社
技
師
長
▽
・
ヘ
ド
ロ
・
ロ
セ
ン
デ
（
四
三
）
Ⅱ
チ
リ
山
岳
会
。
チ

リ
国
境
委
員
会
委
員
。
サ
ン
チ
ア
ゴ
第
九
警
察
署
長
▽
ホ
ワ
ン
・
タ
ン
ゴ
ー
ル
（
三
六
）
Ⅱ
チ
リ
山
岳
会
。
写
真
業
▽
ホ
セ
・
エ
レ
ラ
（
五

七
）
Ⅱ
チ
リ
大
昆
虫
学
教
室
名
誉
教
授
▽
マ
リ
ア
・
エ
チ
ュ
ベ
リ
（
四
二
）
Ⅱ
同
教
室
主
任
教
授
▽
ダ
ー
ヱ
ル
・
ム
ニ
ョ
ス
（
三
四
）
Ⅱ
自
動

(80)



コルデイエラ．レアルとアタカマ高地(1970-71年）
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コルデイエラ・レアルとアタカマ高地（1970ー71年）

か
ら
も
日
本
側
か
ら
も
ば
た
ば
た
と
病
人
が
出
た
。
飲
用
水
と
ジ
ー
プ
冷
却
用
の
水
は
五
キ
ロ
離
れ
た
小
湖
か
ら
運
ん
で
き
た
が
、
こ
の

水
は
硫
化
物
が
ま
じ
っ
て
い
る
よ
う
な
妙
な
に
お
い
が
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
も
お
茶
も
味
が
つ
か
な
か
っ
た
。
他
に
飲
み
水
は
な
か
っ
た
。

ジ
ー
プ
も
風
と
砂
、
空
気
の
薄
さ
の
た
め
に
絶
え
ず
故
障
し
た
。

こ
の
ラ
グ
ー
ナ
・
ベ
ル
デ
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
南
方
へ
四
十
五
キ
ロ
、
サ
ラ
ー
ド
峰
の
西
麓
の
処
女
地
へ
ジ
ー
プ
で
砂
の
谷
を
つ
め
て
上
が
り

込
む
の
に
成
功
、
Ｃ
１
を
建
設
し
た
。
標
高
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
、
直
径
一
五
’
二
○
キ
ロ
も
あ
る
、
出
口
の
な
い
砂
の
大
盆
地
で
、
こ

こ
の
ラ
グ
ー
ナ
・
ベ
ル
デ
の
、

込
む
の
に
成
功
、
Ｃ
１
を
建
設
↑

こ
を
〃
砂
の
聖
域
″
と
呼
ん
だ
。

第
一
次
の
主
目
的
は
サ
ラ
ー
ド
峰
と
カ
サ
デ
ロ
峰
（
六
六
六
○
メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂
だ
っ
た
。
カ
サ
デ
ロ
は
サ
ラ
ー
ド
の
南
西
一
○
キ
ロ
に

航
空
測
量
で
発
見
さ
れ
た
山
。
ア
ン
デ
ス
最
高
の
未
踏
峰
と
さ
れ
て
い
た
が
、
地
上
か
ら
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
サ
ラ
ー
ド

周
辺
は
地
形
が
複
雑
で
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
。

Ｃ
１
か
ら
見
る
と
砂
の
聖
域
の
対
岸
に
サ
ラ
ー
ド
の
黒
と
白
の
山
体
が
大
き
く
そ
び
え
て
い
る
。
そ
の
右
手
、
西
方
に
国
境
稜
線
が
伸

び
、
エ
ル
・
ソ
ロ
（
六
一
九
○
メ
ー
ト
ル
）
、
ト
レ
ス
・
ク
ル
ー
セ
ス
連
峰
（
最
高
峰
は
六
六
二
○
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
が
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
る
。

サ
ラ
ー
ド
と
ソ
ロ
の
間
に
、
聖
域
か
ら
深
い
谷
が
食
い
込
ん
で
い
る
。
谷
の
奥
に
高
い
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
カ
サ
デ
ロ
か
も
し
れ

び
、
エ
ル
・
ソ
ロ
（
六
一
九
○

サ
ラ
ー
ド
と
ソ
ロ
の
間
に
、

な
い
、
と
見
当
を
つ
け
た
。

竹
下
の
記
述
ｌ
ｏ
Ｃ
２
の
そ
ば
に
は
．
ヘ
ニ
テ
ン
テ
の
密
生
し
た
雪
渓
が
東
北
方
の
サ
ラ
ー
ド
か
ら
流
れ
て
き
て
い
て
、
き
れ
い
な
水

が
飲
め
た
。
十
二
日
、
午
前
三
時
に
起
床
し
た
が
疲
労
の
た
め
出
発
で
き
た
の
は
五
時
半
。
月
光
の
中
を
歩
く
。
Ｃ
２
頭
上
の
ピ
ー
ク
か

ン
芋
／
。

砂
の
聖
域
を
ジ
ー
プ
で
横
断
、
谷
の
入
り
口
か
ら
荷
物
を
か
つ
い
で
そ
の
ピ
ー
ク
の
下
に
Ｃ
２
を
作
っ
た
。
竹
下
、
金
井
、
ク
ン
ス
ト

マ
ン
、
ロ
セ
ン
デ
の
四
人
が
は
い
っ
た
。

▽
ロ
ス
・
・
ヘ
ル
デ
ィ
ド
ス
（
六
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
二
月
十
二
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
セ
ル
ヒ
ョ
・
ク
ン
ス
ト
マ
ン
、
・
ヘ
ド
ロ
・
ロ
セ

（83）



こ
こ
か
ら
南
方
の
カ
サ
デ
ロ
ヘ
行
く
に
は
二
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
た
。
国
境
稜
線
か
ら
カ
サ
デ
ロ
ヘ
伸
び
て
い
る
支
稜
線
ど
お
し

か
、
い
っ
た
ん
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
の
谷
へ
お
り
て
、
カ
ー
ル
の
底
か
ら
カ
サ
デ
ロ
の
基
部
へ
達
す
る
か
Ｉ
。
稜
線
上
は
高
度
差
は
少
な

い
が
岩
登
り
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時
間
は
か
か
る
が
安
全
な
谷
筋
を
選
ん
だ
。

コ
ル
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
へ
下
る
。
南
斜
面
に
は
雪
が
多
い
。
カ
ー
ル
底
ま
で
高
度
差
で
四
’
五
百
メ
ー
ト

ル
、
急
な
雪
渓
に
足
場
を
刻
み
な
が
ら
下
っ
た
。
カ
サ
デ
ロ
は
な
か
な
か
近
く
な
ら
な
い
・
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
幻
覚
が
現
わ
れ
る
。

よ
う
や
く
カ
サ
デ
ロ
と
国
境
稜
線
間
の
コ
ル
へ
上
が
る
。
こ
こ
で
昼
食
の
大
休
止
。
出
発
以
来
水
も
食
物
も
と
ら
な
か
っ
た
。
昼
食
の

ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
お
り
て
い
る
幅
の
広
い
尾
根
を
目
ざ
す
。
寒
い
。
セ
ル
ヒ
ョ
た
ち
は
上
下
と
も
羽
毛
服
。
僕
は
ヤ
ッ
ケ
と
オ
ー
バ
ー
ズ

ボ
ン
。
ガ
ラ
場
の
登
り
は
き
つ
い
。
正
午
、
頂
上
着
。
頂
上
は
三
つ
の
ピ
ー
ク
に
分
か
れ
て
い
て
西
側
の
ピ
ー
ク
が
一
番
高
い
。

頂
上
に
ア
ル
ミ
の
ナ
ベ
が
あ
っ
た
。
中
に
。
ヘ
ナ
ン
ト
と
手
紙
が
は
い
っ
て
い
た
。
「
一
九
五
五
年
、
ツ
ク
マ
ン
山
岳
会
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
）
、
オ
ホ
ス
・
デ
ル
・
サ
ラ
ー
ド
登
頂
」
と
記
し
て
あ
る
。
サ
ラ
ー
ド
と
間
違
え
た
ら
し
い
。
セ
ル
ヒ
ョ
が
大
笑
い
し
て
、
こ
の
山
を

ロ
ス
・
・
ヘ
ル
デ
ィ
ド
ス
（
迷
い
子
の
山
）
と
名
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
山
は
カ
サ
デ
ロ
で
は
な
か
っ
た
。
国
境
線
か
ら
南
に
外
れ
て
、
サ
ラ
ー
ド
に
匹
敵
す
る
高
い
黒
い
山
が
あ
る
。
こ
れ
が
カ
サ
デ
ロ

に
間
違
い
な
い
。
金
井
は
こ
の
日
頭
痛
が
ひ
ど
く
、
連
絡
を
か
ね
て
Ｃ
１
へ
下
っ
た
。

▽
カ
サ
デ
ロ
（
六
六
六
○
メ
ー
ト
ル
）
と
ネ
バ
ド
・
ア
マ
リ
リ
ョ
（
六
○
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
二
月
十
四
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
セ
ル
ヒ
ョ
・
ク

ン
ス
ト
マ
ン
、
ペ
ド
ロ
・
ロ
セ
ン
デ
。

竹
下
の
記
述
１
．
午
前
五
時
半
Ｃ
２
出
発
。
。
ヘ
ル
デ
ィ
ド
ス
と
そ
の
西
方
の
黄
色
い
山
の
間
の
、
国
境
稜
線
上
の
コ
ル
へ
上
が
る
ル

ン
ゼ
を
目
ざ
す
。
ペ
ー
ス
は
非
常
に
遅
い
。

黄
色
い
山
は
予
想
通
り
硫
黄
だ
ら
け
。
コ
ル
着
十
一
時
。
右
手
の
黄
色
い
山
に
も
つ
い
で
に
登
り
、
そ
の
色
に
従
っ
て
「
ネ
令
ハ
ド
・
ア

マ
リ
リ
ョ
」
と
命
名
。
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コルデイエラ・レアルとアタカマ高地（1970-71年）

強
風
。ピ

ー
ク
の
上
に
は
さ
ら
に
岩
塔
が
十
三
本
立
っ
て
い
た
。
一
本
の
高
さ
二
’
三
十
メ
ー
ト
ル
。
セ
ル
ヒ
ョ
は
さ
か
ん
に
僕
を
先
頭
に
立

て
た
が
る
。
一
番
高
そ
う
な
の
に
よ
じ
登
っ
て
み
た
が
、
向
こ
う
に
も
っ
と
高
い
の
が
あ
る
。
結
局
三
回
目
に
登
っ
た
の
が
一
番
高
か
っ

た
。
午
後
三
時
。
ピ
ー
ス
の
空
き
缶
に
記
録
を
入
れ
て
岩
の
間
に
残
し
、
下
り
始
め
る
．
谷
底
か
ら
ま
た
五
百
メ
ー
ト
ル
も
登
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
三
人
と
も
不
機
嫌
に
黙
々
と
歩
い
た
。
テ
ン
ト
着
八
時
。

▽
セ
ロ
・
フ
ァ
ロ
（
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
二
月
十
四
日
登
頂
。
金
井
良
碩
単
独
。

Ｃ
１
の
裏
の
山
（
五
七
五
○
メ
ー
ト
ル
）
と
サ
ラ
ー
ド
の
中
間
に
、
〃
聖
域
〃
の
見
張
り
台
の
よ
う
に
立
っ
て
い
る
複
式
火
山
。

前
進
テ
ン
ト
の
設
営
、
補
給
、
登
山
行
動
の
間
に
も
、
病
人
が
続
出
し
、
二
台
の
ジ
ー
プ
は
絶
え
ず
故
障
し
て
動
か
な
く
な
っ
た
。
一

度
ジ
ー
プ
が
二
台
と
も
病
人
お
ろ
し
と
修
理
の
た
め
コ
ピ
ァ
ポ
ヘ
下
山
し
て
、
高
地
上
に
残
っ
て
い
る
の
は
Ｃ
２
の
三
人
（
竹
下
、
ク
ン

ス
ト
マ
ン
、
ロ
セ
ン
デ
）
と
Ｃ
１
の
三
人
（
向
、
金
井
、
向
弟
）
の
計
六
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
期
間
が
あ
っ
た
。

そ
の
お
り
Ｃ
１
の
三
人
で
、
Ｃ
１
裏
の
山
と
フ
ァ
ロ
の
間
の
コ
ル
へ
登
っ
た
。
万
一
ジ
ー
プ
が
下
山
途
中
で
動
か
な
く
な
っ
た
り
し
て

ふ
も
と
と
の
連
絡
が
途
切
れ
た
場
合
、
Ｃ
１
か
ら
Ｂ
Ｃ
へ
徒
歩
で
帰
る
に
は
こ
の
コ
ル
経
由
が
最
短
距
離
に
な
る
。
そ
の
偵
察
の
た
め
に

登
っ
た
。
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
る
が
長
く
苦
し
い
上
り
だ
っ
た
。
猛
烈
な
風
だ
っ
た
。
コ
ル
か
ら
金
井
が
単
独
で
フ
ァ
ロ
の
頂
上
を
往
復
し

登
っ
た
。

あ
と
は
が
ぜ
ん
元
気
が
出
た
。
パ
テ
は
空
腹
が
原
因
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
反
対
に
セ
ル
ヒ
ョ
た
ち
が
あ
え
ぎ
始
め
た
。

カ
サ
デ
ロ
の
頂
上
部
は
三
つ
の
ピ
Ｉ
ク
で
で
き
て
い
る
。
国
境
稜
線
に
近
い
ピ
ー
ク
が
一
番
高
い
。
か
ら
だ
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

て
き
た
。

サ
ラ
ー
ド
を
登
っ
た
。

▽
オ
ホ
ス
・
デ
ル
・
サ
ラ
ー
ド
（
六
八
八
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
二
月
十
九
日
登
頂
。
竹
下
孝
哉
、
金
井
良
碩
。

カ
サ
デ
ロ
登
頂
の
あ
と
、
ジ
ー
プ
も
無
事
帰
っ
て
き
て
隊
の
態
勢
を
立
て
直
し
た
。
聖
域
を
へ
だ
て
て
Ｃ
１
か
ら
日
夜
あ
お
い
で
い
た
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サ
ラ
ー
ド
の
頂
上
に
は
三
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
が
並
ん
で
い
る
。
三
つ
の
ピ
ー
ク
で
囲
ま
れ
た
噴
火
口
か
ら
は
噴
煙
が
上
が
っ
て
い

た
。
世
界
最
高
の
活
火
山
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。
僕
達
の
登
頂
は
五
番
目
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
サ
ラ
ー

ド
周
辺
は
地
勢
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
複
雑
で
、
ペ
ル
デ
ィ
ド
ス
山
頂
の
カ
マ
の
例
の
よ
う
に
、
〃
山
を
間
違
え
て
登
っ
た
話
〃
が
多
い
・

こ
こ
で
記
し
て
い
る
サ
ラ
ー
ド
の
「
六
八
八
○
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
標
高
は
、
ア
メ
リ
カ
地
理
協
会
で
出
し
て
い
る
数
値
で
あ
る
。
サ

ラ
ー
ド
の
標
高
は
ま
だ
大
い
に
〃
揺
れ
て
〃
い
る
。
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
高
さ
も
何
度
も
測
定
さ
れ
て
い
る
。
チ
リ
人
は
一
九

五
六
年
に
チ
リ
測
量
隊
が
出
し
た
七
○
八
二
メ
ー
ト
ル
と
い
う
数
値
を
信
じ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
サ
ラ
ー
ド
が
、
ア
コ
ン
カ
グ
ァ
（
六

九
六
○
メ
ー
ト
ル
）
を
し
の
ぐ
新
大
陸
最
高
の
ピ
ー
ク
と
な
る
。
僕
達
も
そ
の
高
さ
を
測
量
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
余
裕
が
な
く

な
っ
た
。

十
八
日
、
サ
ラ
ー
ド
西
斜
面
の
標
高
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
に
Ｃ
２
を
建
設
、
今
村
、
竹
下
、
中
村
、
金
井
の
四
人
が
は
い
っ
た
。

砂
の
ル
ン
ゼ
の
下
に
水
が
流
れ
て
い
た
。

こ
の
あ
た
り
見
か
け
は
砂
と
溶
岩
ば
か
り
で
、
氷
河
や
残
雪
は
少
な
い
が
、
砂
を
掘
り
返
し
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
砂
の
下
に
は
か
な

り
の
氷
河
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
広
大
な
〃
砂
の
聖
域
″
の
下
も
氷
河
と
永
久
凍
土
層
ら
し
い
。
表
面
の
砂
は
西
方
四
十
キ

ロ
の
高
地
の
前
衛
山
脈
か
ら
、
風
で
運
ば
れ
て
き
た
花
こ
う
岩
の
こ
ま
か
い
砂
で
あ
る
。

十
九
日
Ｃ
２
の
四
人
が
頂
上
を
目
ざ
し
た
。
病
人
介
抱
な
ど
で
高
度
順
応
の
で
き
て
い
な
か
っ
た
今
村
と
中
村
は
頂
上
下
の
噴
火
口
の

ふ
ち
で
待
機
、
竹
下
た
ち
二
人
が
登
頂
し
た
。
頂
上
は
鋭
く
突
き
上
が
っ
た
岩
峰
。
一
九
五
八
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
隊
の
、
登
頂
記
念
の

ふ
ち
で
待
機
、
竹
下
１

サ
ラ
ー
ド
登
頂
の
あ
と
サ
ン
チ
ァ
ゴ
ヘ
下
山
、
三
週
間
休
養
し
た
。
疲
労
が
ひ
ど
く
、
チ
リ
大
学
付
属
病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
た
と

こ
ろ
全
員
肝
臓
が
や
ら
れ
て
い
る
と
い
う
診
断
が
出
て
、
あ
わ
て
た
り
し
た
。
政
変
に
伴
な
い
イ
ン
フ
レ
に
痛
め
つ
け
ら
れ
た
。

▽
リ
カ
ン
カ
ブ
ー
ル
（
五
九
三
○
メ
ー
ト
ル
）
試
登
。
二
月
三
日
。

ペ
ナ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
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一
月
二
十
八
日
、
ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
を
出
発
、
ジ
ー
。
フ
ニ
台
と
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
北
か
ら
南
へ
、
高
地
縦
断
の
旅
に
出
た
。
途
中
、

高
地
北
部
の
ア
タ
カ
マ
塩
原
の
北
辺
に
あ
る
サ
ン
・
ヘ
ド
ロ
・
デ
・
ア
タ
カ
マ
の
オ
ア
シ
ス
に
し
ば
ら
く
腰
を
す
え
た
。
こ
の
あ
た
り
東
方

の
ボ
リ
ビ
ア
国
境
に
は
六
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
火
山
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
氷
河
を
か
け
て
い
る
山
も
あ
る
。

リ
カ
ン
カ
ブ
ー
ル
は
サ
ン
。
ヘ
ド
ロ
の
オ
ア
シ
ス
の
上
に
守
護
神
の
よ
う
に
そ
び
え
て
い
る
、
富
士
山
そ
っ
く
り
の
火
山
。
頂
上
に
湖
が

あ
り
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
。
ジ
ー
プ
で
登
り
に
出
か
け
た
が
、
溶
岩
の
中
に
行
き
詰
ま
っ
た
。
稜
線
近
く
ま
で
歩
い
て
み
た
が
、
果
て
し

な
く
遠
く
、
時
間
も
な
い
の
で
登
る
の
は
と
り
や
め
た
。

南
北
の
さ
し
わ
た
し
九
十
キ
ロ
も
あ
る
ア
タ
カ
マ
塩
原
（
一
部
は
ま
だ
塩
湖
）
の
か
な
た
に
、
高
地
中
央
部
の
ソ
コ
ン
パ
（
六
○
三
一

メ
ー
ト
ル
）
と
ユ
ー
ャ
イ
ャ
コ
（
六
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
が
か
す
ん
で
い
る
。
サ
ン
。
ヘ
ド
ロ
か
ら
ユ
ー
ャ
イ
ヤ
コ
ま
で
二
百
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い

▽
ユ
ー
ヤ
イ
ヤ
コ
（
六
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
。
二
月
十
一
日
登
頂
。
ル
シ
オ
・
カ
ン
ポ
ス
、
ネ
ル
ソ
ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス
。

二
月
六
日
、
ユ
ー
ャ
イ
ャ
コ
西
面
中
腹
ま
で
車
で
上
が
り
、
Ｂ
Ｃ
設
営
。
こ
こ
で
チ
ャ
ー
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
は
帰
し
た
。
八
日
、
前
進

キ
ャ
ン
プ
を
作
り
、
今
村
、
西
村
、
金
井
と
チ
リ
人
三
人
の
計
六
人
が
は
い
っ
た
。
翌
日
、
金
井
が
高
熱
を
出
し
Ｂ
Ｃ
へ
収
容
。
前
進
キ

ャ
ン
プ
に
は
竹
下
が
交
替
で
は
い
っ
た
。

十
日
、
竹
下
、
西
村
と
チ
リ
人
二
人
の
計
四
人
で
頂
上
に
向
か
っ
た
。
ガ
ラ
場
と
稜
線
上
の
氷
河
の
上
り
。
一
夜
ビ
バ
ー
ク
、
翌
十
一

日
、
頂
上
直
下
で
西
村
が
不
調
と
な
り
竹
下
が
付
き
添
っ
て
下
り
、
チ
リ
人
だ
け
で
登
頂
し
た
。

こ
の
登
頂
の
間
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
二
台
の
ジ
ー
プ
で
南
方
へ
の
ル
ー
ト
開
拓
を
繰
り
返
し
た
。
ユ
ー
ャ
イ
ャ
コ
の
南
で
は
ど
こ
が
国
境
の

分
水
嶺
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
な
火
山
が
重
な
っ
て
い
る
。
古
代
の
「
イ
ン
カ
王
道
」
の
断
片
を
発
見
し
た
こ
と
が
、
こ
の
南
下
の
助

け
と
な
っ
た
。
イ
ン
カ
の
道
は
ほ
と
ん
ど
砂
に
埋
も
れ
、
標
高
五
千
メ
ー
ト
ル
を
上
下
す
る
山
の
間
を
、
地
勢
に
無
理
な
く
従
っ
て
ぽ
つ

ん
、
ぽ
つ
ん
と
現
わ
れ
た
。
金
井
は
肺
炎
が
心
配
さ
れ
た
。
向
、
中
村
、
向
弟
が
付
き
添
い
、
徹
夜
で
未
踏
の
高
所
砂
ば
く
を
走
っ
て
太

る
○
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ア
ン
ト
フ
ァ
ガ
ス
タ
で
は
広
島
県
出
身
の
高
岡
仙
一
さ
ん
、
コ
ピ
ァ
ポ
で
は
ア
タ
カ
マ
鉱
業
の
久
保
明
所
長
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
で
は
三
井

物
産
の
真
鍋
幸
雄
さ
ん
ら
に
、
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
（
了
）

縦
断
の
旅
は
、
一
度
太
平
浄

域
″
の
測
量
を
し
て
終
了
し
た
。

平
洋
岸
の
町
ま
で
運
び
お
ろ
し
た
。
そ
の
さ
い
も
偵
察
で
目
つ
け
て
お
い
た
イ
ン
カ
の
道
が
、
ル
ー
ト
選
び
の
決
断
の
支
え
と
な
っ
た
。

縦
断
の
旅
は
、
一
度
太
平
洋
岸
へ
休
養
に
お
り
た
り
し
た
あ
と
再
び
サ
ラ
ー
‐
ド
の
ふ
も
と
の
ラ
グ
ー
ナ
・
ベ
ル
デ
に
達
し
、
〃
砂
の
聖
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パタゴニア南氷陸中央部縦断

隊
員
自
身
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

中
央
部
の
初
縦
断
に
成
功
し
た
。

い
わ
ゆ
る
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
山
々
は
、
高
度
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
が
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
山
群
で
は
あ
る
が
、
地
球
上
で
最

悪
の
気
象
条
件
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
氷
河
の
二
倍
以
上
の
規
模
を
持
つ
山
岳
氷
河
が
発
達
し
て
い
る
な
ど
、
〃
ポ
ス
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
〃
が
い

わ
れ
て
い
る
現
在
、
地
球
上
に
残
さ
れ
た
魅
力
あ
る
地
域
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
〃
未
知
へ
の
あ
こ
が
れ
〃
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
行
を
執
着
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
パ
タ

ゴ
ニ
ア
で
は
す
、
へ
て
自
分
達
の
力
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
に
ポ
ー
タ
ー
も
シ
エ
ル

パ
も
い
な
い
し
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
犬
ぞ
り
も
使
え
な
い
。
荷
上
げ
か
ら
ソ
リ
ひ
き
ま
で
、
成
功
の
カ
ギ
は
す
べ
て
わ
れ
わ
れ

縦
断
隊
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
。

隊
長
竹
内
登
志
夫
弱
歳
）
装
備

隊
員
吉
沢
岳
夫
命
歳
）
渉
外

わ
れ
わ
れ
上
智
大
学
山
岳
会
の
三
人
の
メ
ン
、
ハ
ー
は
、
一
九
七
一
年
十
一
月
か
ら
七
二
年
二
月
に
か
け
て
、
南
米
パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
氷
陸

パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
氷
陸
中
央
部
縦
断

医
療
・
気
象

会
計

上
智
大
学
第
一
次
パ
タ
ゴ
ニ
ア
縦
断
隊
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一
九
七
一
年
十
月
一
日
、
先
発
隊
と
し
て
吉
沢
、
都
築
の
二
名
が
空
路
羽
田
を
出
発
し
た
。
お
り
し
も
、
パ
タ
ゴ
ニ
ァ
ヘ
の
第
一
歩
に

ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の
日
は
雨
だ
っ
た
。

先
発
隊
の
第
一
の
目
的
は
、
九
月
上
旬
、
横
浜
港
か
ら
出
し
た
荷
物
の
通
関
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
出
発
ま
ぎ

わ
に
わ
か
っ
た
登
山
許
可
取
得
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ま
で
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
登
山
許
可
を
必
要
と
す
る
な
ん
て
聞

い
た
こ
と
も
な
い
し
、
在
日
チ
リ
ー
大
使
館
に
行
っ
た
時
も
〃
許
可
〃
に
つ
い
て
は
ひ
と
こ
と
も
い
わ
れ
な
か
っ
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
入

り
し
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
国
境
管
理
局
に
日
参
し
た
も
の
で
あ
る
。

登
山
許
可
に
関
す
る
渉
外
は
時
間
を
か
け
る
以
外
に
方
法
が
な
く
、
学
校
、
教
会
関
係
か
ら
の
紹
介
状
、
な
ら
び
に
在
チ
三
菱
商
事
の

方
々
の
協
力
が
結
果
的
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
、
十
月
二
十
三
日
、
正
式
許
可
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

チ
リ
ー
外
務
省
・
国
境
管
理
局
の
発
行
す
る
登
山
許
可
証
一
枚
が
あ
ら
ゆ
る
点
で
威
力
を
発
揮
し
、
八
○
○
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
荷
物
の
通

関
も
た
っ
た
三
○
○
エ
ス
ク
ー
ド
（
邦
貨
約
四
千
円
）
の
税
金
で
即
時
引
き
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
う
え
、
チ
リ
ー
海
軍
ま
で
が
、

わ
れ
わ
れ
を
縦
断
基
地
の
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
ー
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
ー
プ
エ
ル

ト
・
モ
ン
を
汽
車
輸
送
、
プ
エ
ル
ト
・
モ
ン
ー
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
を
定
期
船
ナ
ヴ
ァ
リ
ー
ノ
号
に
よ
る
輸
送
を
考
え
て
い
た
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
、
こ
の
海
軍
の
好
意
は
ま
さ
に
瓢
箪
か
ら
駒
で
あ
っ
た
。

隊
員
都
築
威
男
命
歳
）
食
糧
・
記
録

十
一
月
四
日
、
わ
れ
わ
れ
を
乗
せ
た
チ
リ
ー
海
軍
の
南
極
用
砕
氷
船
〃
ピ
ロ
ー
ト
・
バ
ル
ド
〃
は
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
を
後
に
し
た
。
フ

縦
断
基
地
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
へ

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
入
り
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パタゴニア南氷陸中央部縦断

十
一
月
八
日
午
後
十
一
時
三
十
分
、
ヴ
ァ
ル
パ
ラ
イ
ソ
出
航
以
来
五
日
目
に
士
を
踏
む
。
わ
れ
わ
れ
の
縦
断
基
地
と
な
る
プ
エ
ル
ト
・

エ
デ
ン
に
着
い
た
の
だ
。
実
の
と
こ
ろ
、
も
し
天
候
が
よ
け
れ
ば
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
に
寄
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
外
海
を
プ
ン
タ
・
ア
レ
ー

ナ
ス
ま
で
直
行
す
る
と
い
う
最
初
の
約
束
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
頃
、
悪
天
の
き
ざ
し
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
ら
の
慈
悲
深
い
艦
長
は
、
わ
ざ
わ
ざ
イ
ギ
リ
ス
水
道
と
い
う
非
常
に
せ
ま
い
困
難
な
水
路
を
通
っ
て
、
そ
の
南

の
出
口
の
近
く
に
あ
る
湾
内
の
め
ざ
す
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
に
、
荷
物
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
三
人
を
お
ろ
し
て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
何

を
意
味
す
る
か
は
、
わ
か
り
す
ぎ
る
ほ
ど
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
時
の
艦
長
の
処
置
に
対
し
て
全
く
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
ほ
ど

ン
ボ
ル
ト
海
流
に
逆
ら
っ
て
南
下
す
る
二
○
○
○
キ
ロ
の
船
旅
は
豪
快
そ
の
も
の
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
青
い
空
と
濃
紺
の
海
、
そ
し
て
夜

の
南
十
字
星
の
輝
き
が
充
分
に
船
酔
を
覚
ま
し
て
く
れ
る
。
だ
が
、
三
日
目
あ
た
り
か
ら
空
の
色
が
鉛
色
に
な
っ
て
き
た
。
南
極
圏
に
近

ず
く
に
つ
れ
て
天
候
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。
荒
波
に
よ
る
船
首
の
上
下
運
動
が
七
・
八
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
び
、
大
き
な
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

四
○
世
帯
、
人
口
一
四
○
人
の
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
（
楽
園
の
港
）
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
と
同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
血
を
ひ
く

ア
ラ
カ
ル
ー
フ
ェ
族
の
末
喬
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
荷
上
げ
、
縦
断
中
、
常
に
そ
の
名
の
ご
と
く
、
こ
こ
プ
エ

ル
ト
・
エ
デ
ン
は
〃
楽
園
の
地
″
と
し
て
頭
の
中
に
あ
っ
た
。

け
ら
れ
て
い
た
。

ピ
ロ
ー
ト
・
バ
ル
ド
か
ら
カ
ラ
ビ
ネ
ロ
（
警
察
官
）
の
ポ
ン
ポ
ン
船
に
乗
り
移
り
、
エ
デ
ン
に
上
陸
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
は
サ
ン

テ
ィ
ァ
ゴ
ー
プ
ン
タ
・
ア
レ
ｉ
ナ
ス
を
経
由
し
て
エ
デ
ン
に
も
連
絡
が
入
っ
て
い
る
ら
し
く
、
病
院
の
二
部
屋
が
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
あ

で
あ
っ
た
。

っ
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
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西
経
七
十
三
度
五
十
八
分
、
南
緯
五
十
度
十
七
分
の
地
点
に
ポ
ン
ポ
ン
船
は
静
か
に
横
づ
け
さ
れ
た
。

「
果
た
し
て
船
上
か
ら
見
た
と
お
り
、
こ
の
沢
は
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
に
続
く
稜
線
へ
突
き
上
げ
て
い
る
か
ど
う
か
」
、
そ
ん
な
心
配

を
し
な
が
ら
約
二
五
○
キ
ロ
の
荷
を
お
ろ
す
。
「
き
っ
と
十
五
日
た
っ
た
ら
迎
え
に
き
て
く
れ
よ
」
、
堅
い
握
手
を
し
た
が
不
安
だ
っ
た
。

逃
げ
る
よ
う
に
し
て
荷
上
げ
地
点
を
離
れ
て
い
く
漁
船
。
も
し
来
な
か
っ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
縦
断
に
か
か
る
は
る
か
手
前
で
、
浮
氷
と

湿
原
の
あ
い
だ
に
と
り
残
さ
れ
、
永
遠
に
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
に
帰
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
ふ
と
昔
の
島
流
し
に
で

十
一
月
十
一
日
、
カ
ラ
ピ
ネ
ロ
一
家
の
見
送
り
を
受
け
て
、
エ
ウ
ロ
パ
氷
河
へ
向
け
出
発
。
エ
デ
ン
か
ら
フ
ィ
ヨ
ル
ド
・
エ
ウ
ロ
パ
ま

で
美
し
い
海
峡
を
時
速
一
○
キ
ロ
で
進
む
こ
と
三
十
数
時
間
。
こ
の
間
、
イ
ル
カ
の
一
群
が
前
へ
後
へ
と
水
先
案
内
人
を
買
っ
て
出
る
。

十
二
日
午
前
九
時
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
を
し
た
浮
氷
を
発
見
。
明
ら
か
に
エ
ウ
ロ
パ
氷
河
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
奥

に
入
る
に
し
た
が
っ
て
、
浮
氷
の
数
は
多
く
、
大
き
な
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
初
め
て
み
る
氷
河
舌
端
の
雄
大
な
眺

め
、
浮
氷
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
予
想
以
上
の
浮
氷
で
予
定
し
た
上
陸
地
点
に
上

陸
不
可
能
な
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
た
め
だ
っ
た
。
二
五
万
分
の
一
地
図
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
し
な
が
ら
、
上
陸
地
点
を
探
す
。
こ
の
荷
上
げ

の
成
功
な
く
し
て
氷
陸
縦
断
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。
結
局
、
西
経
七
十
四
度
付
近
に
流
れ
込
む
沢
の
落
口
を
上
陸
地
点
と
す
る
。
当
初

予
定
し
た
上
陸
地
点
の
氷
河
舌
端
か
ら
戻
る
こ
と
直
線
距
離
に
し
て
二
○
キ
ロ
は
あ
る
だ
ろ
う
。
平
地
と
違
っ
て
、
こ
こ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷

河
地
帯
で
の
二
○
キ
ロ
は
計
画
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
〃
可
能
な
地
点
か
ら
可
能
な
限

り
や
る
し
か
な
い
〃
と
い
う
、
ご
く
当
た
り
前
の
考
え
を
貫
き
通
す
し
か
な
か
っ
た
。

苦
闘
十
五
日
間
の
荷
上
げ

エ
ウ
ロ
パ
氷
河
へ
の
荷
上
げ

（92）
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が
そ
れ
も
束
の
間
、
シ
ト
シ
ト
降
る
雨
と
荷
上
げ
へ
の
あ
せ
り
が
わ
れ
わ
れ
を
現
実
に
ひ
き
も
ど
す
。
さ
て
、
天
幕
地
の
選
定
。
日
本

の
山
な
ら
風
向
さ
え
気
を
つ
け
れ
ば
一
日
ぐ
ら
い
何
と
か
過
ご
せ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
ま
っ
た
く
違
う
。
年
間
七
○
○
○
ミ
リ
に
達
す

る
降
雨
量
。
何
千
年
の
間
、
自
然
の
中
に
根
を
お
ろ
し
た
コ
ケ
の
山
。
踏
め
ば
水
が
わ
き
出
て
く
る
、
ま
る
で
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
コ
ケ

の
群
生
地
。
上
か
ら
は
雨
の
攻
撃
、
下
か
ら
も
水
の
攻
撃
。
快
適
な
天
幕
生
活
な
ど
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
少
し
で
も
快
適

さ
を
要
求
す
る
の
が
人
間
で
あ
る
。
ど
こ
で
も
五
十
歩
百
歩
と
分
っ
て
い
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
で
き
る
だ
け
快
適
な
天
幕
地
を
探
し
求

以
後
十
五
日
間
と
い
う
も
の
、
偵
察
、
ボ
ッ
カ
の
繰
り
返
し
。
あ
る
と
き
は
ナ
タ
を
片
手
に
道
を
開
き
、
ま
た
あ
る
と
き
は
オ
ー
ル
片

手
に
氷
河
湖
を
渡
り
、
行
く
手
を
さ
え
ぎ
る
河
に
架
橋
。
そ
の
間
、
太
陽
の
顔
を
見
た
の
が
た
っ
た
数
時
間
。
い
や
と
い
う
ほ
ど
パ
タ
ゴ

ニ
ア
の
き
び
し
さ
を
味
わ
わ
さ
れ
た
。

Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
へ
は
二
つ
の
氷
河
湖
を
〃
恐
る
恐
る
〃
と
い
う
表
現
が
ピ
ッ
タ
リ
す
る
こ
ぎ
方
で
渡
る
。
「
ま
る
で
ネ
ス
湖
の
よ
う
だ
。

恐
竜
で
も
住
ん
で
い
て
、
わ
れ
わ
れ
を
パ
ク
リ
と
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
。
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
３
は
湿
地
帯
に
悩
ま
さ
れ
、
Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
で

は
ヤ
ブ
こ
ぎ
に
手
こ
ず
る
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
す
べ
て
の
技
術
を
わ
れ
わ
れ
に
要
求
す
る
。
そ
の
間
、
毎
日
が
雨
、
雨
、
雨
。
そ
し
て
聞
き

し
に
ま
さ
る
突
風
の
洗
礼
。
日
本
の
冬
山
の
よ
う
な
急
激
な
気
温
の
変
化
は
な
い
か
わ
り
に
、
ジ
ワ
リ
ジ
ワ
リ
と
攻
め
て
く
る
。
着
て
い

る
も
の
を
平
等
に
ピ
ッ
シ
ョ
リ
と
浸
し
て
か
ら
、
風
が
体
温
を
奪
っ
て
い
く
。

十
一
月
二
十
一
日
、
毎
日
、
十
一
時
間
’
十
六
時
間
と
い
う
体
力
限
界
ギ
リ
ギ
リ
の
行
動
を
続
け
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
決
定
的
と
も
い

え
る
シ
ョ
ッ
ク
が
襲
っ
た
。
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
へ
の
偵
察
が
完
全
に
失
敗
に
終
っ
て
、
疲
れ
た
足
に
鞭
打
っ
て
Ｃ
４
に
帰
っ
た
そ
の

夜
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
名
物
の
突
風
に
し
て
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
Ｃ
４
の
位
置
は
稜
線
直
下
の
カ
ー
ル
の
末
端
。
ち
ょ
う
ど
洞
沢
を

小
さ
く
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ビ
ュ
ー
ン
、
ビ
ュ
ー
ン
、
ポ
ー
ル
を
押
え
る
と
同
時
に
必
死
に
ふ
く
れ
る
天
幕
に
身
体
を
く
つ
つ

も
あ
っ
た
よ
う
な
不
安
が
走
る
。

め
た
。
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「
縦
断
成
功
の
た
め
に
で
き
る
限
り
氷
陸
近
く
へ
」
と
い
う
言
葉
を
心
の
支
え
に
、
Ｃ
４
か
ら
一
挙
に
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
ま
で
ア

タ
ッ
ク
並
み
の
荷
上
げ
を
敢
行
す
る
。
二
十
三
日
な
ど
は
偵
察
な
し
の
た
め
、
十
七
時
間
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
。
ギ
ジ
ャ
ル
デ
ィ
ー
氷
河

側
に
大
き
く
張
り
出
す
雪
庇
、
そ
し
て
Ｕ
字
谷
に
ス
ッ
ポ
リ
切
れ
て
い
る
雪
稜
に
神
経
を
す
り
減
ら
す
。
そ
の
う
え
、
稜
線
は
完
全
に
吹

雪
の
世
界
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
は
逆
に
、
わ
れ
わ
れ
の
闘
志
は
し
ぼ
み
が
ち
で
あ
っ
た
。

結
局
、
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
延
、
へ
四
十
五
時
間
に
わ
た
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
甲
斐
も
な
く
、
最
終
デ
ポ
地
は
当
初
の
計
画
よ
り
は
る

か
手
前
の
イ
ル
カ
丘
（
仮
称
）
頂
上
直
下
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、
イ
ル
カ
丘
か
ら
氷
陸
ま
で

の
ル
ー
ト
確
認
が
で
き
な
い
ま
ま
エ
デ
ン
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
デ
ポ
し
て
縦
断
ル
ー
ト
か
ら
回
収
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
ョ
レ
ョ
レ
に
な
っ
て
縦
断
し
て
く
る
と
い
う
の
に
：
。
…
・
」
こ
ん
な
不
安
も
重
な
っ
て
、
十
一
月
二
十
七
日
、
迎
え
に
き
た
ボ

ン
ボ
ン
船
で
エ
デ
ン
に
帰
る
喜
び
も
余
り
ス
ッ
キ
リ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

何
千
年
と
い
う
も
の
人
類
に
そ
の
足
跡
を
許
さ
な
か
っ
た
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
プ
ラ
イ
ド
か
。
せ
め
て
も
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
ば
か
り
に
わ

れ
わ
れ
に
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
を
か
け
て
く
る
。
こ
れ
が
エ
ゥ
ロ
パ
氷
河
荷
上
げ
の
印
象
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ポ
の
存
在
と
荷
上
げ
の

苦
闘
が
、
そ
れ
以
後
の
氷
陸
縦
断
を
終
了
す
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

け
る
が
、
そ
ん
な
抵
抗
は
し
ょ
せ
ん
ム
ダ
な
こ
と
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
風
は
容
赦
な
く
わ
れ
わ
れ
の
天
幕
を
引
き
裂
き
に
か
か
る
、
ビ
リ

ッ
、
一
筋
の
切
れ
目
が
で
き
た
と
思
う
と
天
幕
は
真
っ
二
つ
。
ま
る
で
ナ
イ
フ
で
切
っ
た
よ
う
に
裂
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

荷
上
げ
開
始
以
来
一
○
日
も
た
っ
た
が
、
い
ま
だ
デ
ポ
予
定
地
へ
の
ル
ー
ト
を
確
認
で
き
な
い
と
い
う
あ
せ
り
と
重
な
り
、
二
の
天
幕

破
損
は
わ
れ
わ
れ
に
暗
い
影
を
投
げ
か
け
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
荷
上
げ
は
雪
洞
を
使
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
雨
で
グ
シ
ャ
グ
シ

ャ
に
な
っ
た
雪
山
で
の
雪
洞
生
活
は
苦
し
い
。
し
か
し
、
荷
上
げ
は
ど
う
し
て
も
氷
陸
近
く
ま
で
も
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
荷
上
げ

の
た
め
に
残
さ
れ
た
日
数
は
あ
と
三
日
。
二
○
○
キ
ロ
の
荷
を
縦
断
ル
ー
ト
ま
で
荷
上
げ
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
み
て
も
あ
と
一
○
日
は

必
要
と
い
う
の
に
…
…
。
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十
二
月
三
日
、
四
日
間
の
休
養
後
再
び
エ
デ
ン
を
後
に
す
る
。
こ
の
日
の
う
ち
に
フ
ィ
ョ
ル
ド
・
フ
ァ
ル
コ
ン
に
入
っ
た
が
、
こ
こ
で

も
ま
た
、
予
想
以
上
に
押
し
出
さ
れ
た
浮
氷
の
た
め
、
上
陸
を
見
合
わ
せ
待
機
せ
ざ
る
を
え
な
い
は
め
に
な
っ
た
。
ポ
ン
ポ
ン
船
の
船
長

が
極
度
に
浮
氷
を
恐
れ
た
た
め
だ
。
四
日
、
五
日
。
し
か
し
、
も
う
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
の
三
日
間
の
ロ
ス
は
限
界
と
も
い

え
る
。
十
二
月
六
日
、
わ
れ
わ
れ
の
強
引
な
説
得
で
上
陸
予
定
地
の
一
○
キ
ロ
手
前
に
接
岸
さ
せ
る
。
最
悪
の
事
態
に
備
え
て
一
艘
の
ゴ

ム
ボ
ー
ト
は
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
・
エ
ウ
ロ
パ
の
上
陸
地
点
に
置
い
て
き
た
。
残
る
一
艘
で
上
陸
地
点
ま
で
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
身
体
を
乾

か
す
ひ
ま
も
な
く
雨
は
降
り
つ
づ
い
て
い
る
。
と
き
ど
き
大
き
な
浮
氷
の
一
部
が
崩
れ
て
海
に
落
ち
込
む
。
ド
ン
と
い
う
大
砲
の
よ
う
な

音
が
、
静
か
な
海
面
を
ふ
る
わ
せ
る
。
二
日
が
か
り
で
全
部
の
荷
物
を
運
び
お
え
た
わ
れ
わ
れ
は
、
九
日
、
Ｈ
Ｐ
Ｓ
妬
氷
河
舌
端
の
氷
河

湖
畔
に
Ｃ
３
を
建
設
し
た
。
い
よ
い
よ
本
格
的
荷
上
げ
が
始
ま
る
。
氷
河
に
ど
う
や
ら
と
り
つ
け
そ
う
な
と
こ
ろ
が
一
ヵ
所
あ
っ
た
が
、

そ
の
周
囲
は
滝
の
連
続
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
水
し
ぶ
き
を
あ
び
な
が
ら
、
氷
河
の
末
端
に
向
か
っ
て
登
り
は
じ
め
た
。

当
初
Ｈ
Ｐ
Ｓ
略
氷
河
を
荷
上
げ
ル
ー
ト
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
再
三
の
偵
察
の
結
果
、
二
カ
所
あ
る
上
部
の
セ
ラ
ッ
ク
地
帯
の
突
破

は
到
底
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
隣
り
あ
わ
せ
の
無
名
氷
河
に
ル
ー
ト
を
と
る
。
連
日
雨
と
ミ
ゾ
レ
の
集
中
攻
撃
に
あ

い
な
が
ら
ル
ー
ト
エ
作
、
荷
上
げ
の
繰
返
し
が
続
く
。
三
人
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
ト
リ
プ
ル
な
ら
ぬ
四
回
、
五
回
の
往
復
ボ
ッ
カ
。
十

二
月
十
五
日
、
無
名
氷
河
上
部
に
Ｃ
５
を
建
設
。
こ
こ
は
昨
日
ま
で
の
天
幕
場
と
違
っ
て
完
全
に
雪
の
世
界
（
標
高
約
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
、

今
日
一
日
で
あ
の
い
ま
わ
し
い
雨
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
本
当
に
ホ
ッ
と
す
る
。
が
、
雪
の
世
界
に
移
っ
た
と
た
ん
、
今

度
は
ヒ
ド
ゥ
ン
・
ク
レ
バ
ス
と
の
闘
い
が
待
っ
て
い
た
。
ポ
ッ
カ
リ
と
青
白
い
口
を
開
け
た
ク
レ
バ
ス
と
違
っ
て
、
新
雪
に
隠
さ
れ
た
ク

レ
バ
ス
は
始
末
が
悪
い
。
ト
ッ
プ
が
ス
ト
ッ
ク
で
座
頭
市
よ
ろ
し
く
雪
面
を
つ
き
さ
し
な
が
ら
歩
く
。
そ
の
間
、
つ
ね
に
ガ
ス
の
中
で
の

行
動
。
何
時
間
か
は
神
経
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ラ
ッ
セ
ル
の
苦
し
さ
も
重
な
っ
て
「
エ
ー
ッ
、
ク
ソ
ッ
、
な
る
よ
う
に
な

氷
陸
縦
断
へ
Ｉ
フ
ァ
ル
コ
ン
氷
河
上
陸
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わ
れ
わ
れ
の
「
少
な
く
と
も
あ
の
氷
陸
の
片
隅
に
で
も
降
り
立
た
ね
ば
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け
が
、
前
へ
前
へ
と
進
ま
せ
て
い
た
。

そ
の
わ
れ
わ
れ
の
闘
志
に
水
を
さ
す
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
き
た
。
二
十
二
日
、
Ｃ
７
に
全
荷
物
を
集
結
後
、
Ｈ
Ｐ
Ｓ
略
氷
河
と
ハ
ル
パ

氷
河
の
分
氷
嶺
へ
偵
察
に
行
っ
た
際
、
ト
ッ
プ
が
滑
落
し
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
ク
レ
バ
ス
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
燃
料
、
食
糧

等
す
べ
て
を
最
少
限
し
か
携
行
し
て
い
な
い
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
二
○
リ
ッ
ト
ル
の
燃
料
な
く
し
て
氷
陸
縦
断
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

し
て
、
荷
上
げ
開
始
後
二
週
間
以
上
た
つ
の
に
氷
陸
ま
で
の
半
分
に
も
達
し
て
い
な
い
の
だ
。
〃
撤
退
″
と
い
う
思
い
が
み
ん
な
の
頭
の

中
に
う
ご
め
き
は
じ
め
て
い
た
矢
先
の
燃
料
消
失
だ
。
ど
う
し
て
も
タ
ン
ク
は
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
ま
る

二
日
間
、
強
い
雨
と
風
、
深
い
ガ
ス
に
悩
ま
さ
れ
て
テ
ン
ト
を
出
ら
れ
な
い
。
三
日
目
に
や
っ
と
晴
れ
て
、
旗
を
目
印
に
例
の
ク
レ
バ
ス

に
戻
っ
た
。
幻
想
的
と
い
う
よ
り
不
気
味
な
ク
レ
バ
ス
の
中
を
洞
穴
探
検
並
み
の
い
で
た
ち
で
タ
ン
ク
を
探
し
求
め
た
。
ク
レ
バ
ス
の
底

は
雪
で
う
ず
ま
っ
て
い
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
で
探
し
ま
わ
る
こ
と
二
時
間
、
ブ
ス
ッ
と
い
う
鈍
い
音
が
し
て
、
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
大
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
た
。

れ
」
と
ば
か
り
に
強
引
に
真
直
ぐ
進
む
こ
と
に
な
る
。

十
二
月
二
十
日
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
も
こ
ん
な
天
気
が
あ
る
の
か
と
思
え
る
ほ
ど
の
快
々
晴
。
昨
日
ま
で
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
、
ガ
ス
、
ア
ラ

レ
…
…
と
い
っ
た
悪
天
候
が
ま
る
で
ウ
ソ
の
よ
う
だ
。
偵
察
を
か
ね
て
Ｃ
７
建
設
地
ま
で
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
ポ
ッ
カ
す
る
。
ワ
ッ
パ
の

シ
メ
が
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
と
心
地
よ
い
音
を
た
て
る
。
Ｃ
６
か
ら
下
り
気
味
に
ル
ー
ト
を
と
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｓ
お
氷
河
に
流
れ
こ
む
支
流
の
氷
河

源
頭
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
Ｃ
６
東
方
の
ピ
ー
ク
か
ら
延
び
る
尾
根
の
コ
ル
に
出
る
。
見
え
た
、
氷
陸
だ
／
、
〃
わ
れ
わ
れ
は
あ
そ
こ
に
い

く
ん
だ
〃
パ
ッ
と
広
が
る
氷
陸
の
素
晴
ら
し
さ
に
し
ば
し
足
が
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
ほ
ど
だ
。
フ
ィ
ョ
ル
ド
・
フ
ァ
ル
コ
ン
の
回
り
に
は

荘
厳
な
ピ
ー
ク
が
連
坐
、
そ
こ
か
ら
流
れ
る
氷
河
の
美
し
さ
。
地
球
上
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
景
色
だ
。
こ
の
一
瞬
を
、
そ
し

て
、
こ
の
一
瞬
を
つ
つ
み
こ
ん
で
い
る
大
気
を
自
分
自
身
の
身
体
で
感
じ
ん
が
た
め
に
、
こ
こ
数
年
間
青
春
を
つ
ぎ
こ
ん
で
き
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
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そ
の
日
か
ら
一
週
間
と
い
う
も
の
、
必
死
の
荷
上
げ
が
続
い
た
。
氷
陸
ま
で
に
は
ま
だ
も
う
ひ
と
つ
か
な
り
広
い
雪
原
が
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
が
登
ろ
う
と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｓ
お
氷
河
の
源
頭
だ
。
三
人
は
そ
の
雪
原
を
渡
っ
て
対
岸
の
尾
根
に
と
り
つ
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
わ
れ
わ
れ
の
闘
志
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
自
然
攻
撃
は
続
い
た
。
雨
、
雪
、
風
、
ガ
ス
：
…
・
あ
ら

ゆ
る
手
で
わ
れ
わ
れ
を
襲
う
。
十
二
月
二
十
八
日
、
久
し
ぶ
り
の
快
晴
に
恵
ま
れ
、
フ
ァ
ル
コ
ン
氷
河
源
頭
の
尾
根
に
足
跡
を
印
す
。
こ

こ
か
ら
氷
陸
の
全
景
が
見
渡
せ
る
。
リ
ソ
・
パ
ト
ロ
ン
山
群
、
ド
ン
・
ポ
ス
コ
、
ム
ラ
ジ
ョ
ン
、
ト
リ
ノ
、
ァ
ル
テ
ィ
プ
ラ
ー
ノ
・
イ
タ

リ
ア
、
そ
し
て
、
か
の
有
名
な
フ
ィ
ッ
ッ
・
ロ
イ
ま
で
も
が
そ
の
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
徹
底
的
に
痛
め
つ

け
ら
れ
て
来
た
後
の
報
酬
ｌ
こ
の
感
激
は
わ
れ
わ
れ
三
人
以
外
に
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
目
指
す
氷
陸
は
コ

ル
か
ら
真
南
に
見
え
る
。
航
空
写
真
で
は
そ
れ
ほ
ど
実
感
は
持
て
な
か
っ
た
が
、
こ
う
や
っ
て
自
分
の
目
で
見
る
と
実
感
と
し
て
「
大
き

い
な
あ
、
果
た
し
て
ソ
リ
は
う
ま
く
滑
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
期
待
と
不
安
が
交
錯
す
る
。、

、
、
、

十
二
月
三
十
一
日
、
再
度
の
快
々
晴
。
大
晦
日
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
の
日
本
晴
れ
だ
。
Ｃ
、
を
撤
収
し
て
氷
陸
へ
降

り
る
コ
ル
に
Ｃ
ｎ
を
建
設
す
る
こ
と
に
成
功
。
天
幕
を
移
す
こ
と
が
先
決
だ
っ
た
の
で
、
私
物
と
四
日
分
の
食
糧
を
持
っ
て
Ｃ
ｍ
を
後
に

す
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
の
空
は
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
が
、
チ
リ
ー
側
の
氷
陸
は
ま
だ
夜
明
け
前
の
あ
の
青
暗
い
輝
き
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で

は
珍
し
い
天
気
に
助
け
ら
れ
て
入
山
以
来
最
高
の
六
キ
ロ
を
か
せ
い
だ
。
し
か
し
荷
上
げ
予
定
日
数
は
と
っ
く
に
消
化
し
て
お
り
、
縦
断

の
た
め
の
食
糧
、
燃
料
等
の
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ソ
リ
の
走
り
具
合
に
よ
っ
て
は
引
き
返
す
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
月
三
日
、
エ
デ
ン
出
発
以
来
一
ヵ
月
目
に
氷
陸
へ
の
第
一
歩
を
印
し
た
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
見
な
が
ら
進
む
わ
れ

わ
れ
の
姿
は
、
さ
し
ず
め
ノ
ミ
が
大
海
原
を
泳
い
で
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
荷
上
げ
の
時
と
違
っ
て
単
調
な
動
き
の
連
続
。
い
か
ん
せ
ん

視
界
ゼ
ロ
の
十
一
日
間
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し
か
し
、
毎
日
毎
日
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
陸
の
大
き
さ
に
驚
ろ
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
氷
河
の
源
頭
付
近
を
右
往
左
往
す
る
ば
か

り
。
実
に
大
き
い
。
こ
れ
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
何
に
も
ま
し
て
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
求
め
て
き
た
も
の
な
の
だ
が
…
…
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
そ
れ
も
ま
た
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
も
の
に
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
、

広
大
な
氷
の
広
が
り
が
、
わ
れ
わ
れ
を
ひ
き
つ
け
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
を
も
っ
て
広
が
っ
て
い
る
。
高
さ
に
お
い
て
パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
は

る
か
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
比
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
広
大
な
氷
の
広
が
り
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
大
き
く
凌
ぐ
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
広
が

り
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
常
に
求
め
て
き
た
も
の
な
の
だ
。

い
っ
た
い
わ
れ
わ
れ
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
最
初
の
出
だ
し
の
位
置
と
、
そ
の
後
の
歩
数
か
ら
だ
い
た
い
の
位
置
は
地
図
上
に
示

す
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
平
ら
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
登
り
ぎ
み
に
な
っ
た
り
、
下
り
ぎ
み
に

な
っ
た
り
す
る
と
、
ふ
と
不
安
が
頭
を
か
す
め
て
い
く
。
こ
の
何
日
間
か
、
自
然
の
前
で
は
実
に
ち
っ
ぽ
け
で
み
じ
め
だ
と
い
う
こ
と
を

身
に
し
み
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
に
は
信
じ
た
方
角
に
向
か
っ
て
た
だ
前
進
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
だ
け
、
遠
く
に
ぼ
ん
や
り
と
白
い
ピ
ー
ク
が
見
え
る
の
み
だ
。
今
ま
で
の
よ
う
な
上
り
下
り
が
な
い
た
め
、
余
計
な
考
え

が
頭
を
か
す
め
る
。
太
陽
は
わ
れ
わ
れ
を
じ
り
じ
り
と
て
り
つ
け
、
汗
が
目
に
し
み
、
ソ
リ
の
引
き
綱
が
肩
に
く
い
こ
ん
だ
。
頭
は
も
う

ろ
う
と
し
、
た
だ
数
を
か
ぞ
え
な
が
ら
黙
々
と
前
進
す
る
し
か
手
が
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
単
調
さ
が
か
え
っ
て
ソ
リ
を
予
想
外
に
走
ら

せ
た
。
Ｃ
狸
は
一
五
二
四
メ
ー
ト
ル
峰
の
真
西
に
張
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
を
さ
か
い
に
し
て
天
候
は
一
変
し
、
ガ
ス
が
た
ち
こ
め
、
シ

ト
シ
ト
と
雨
の
降
る
中
を
磁
石
頼
り
に
し
ゃ
に
む
に
南
下
す
る
日
々
が
続
い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
深
く
自
然
の
中
に
の
め
り
こ
ん
で

い
た
。
す
で
に
後
退
の
道
は
と
ざ
さ
れ
て
い
る
。
沈
痛
な
前
進
が
も
う
十
日
間
も
続
い
て
い
る
。
残
っ
て
い
る
食
糧
も
あ
と
二
週
間
分
。

相
か
わ
ら
ず
ガ
ス
と
吹
雪
だ
け
の
世
界
。
太
陽
の
顔
も
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
こ
の
天
幕
に
は
永
久
に
日
光
が
当
た
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
た
く
も
な
る
。
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一
月
十
六
日
、
わ
れ
わ
れ
は
一
日
、
前
進
す
る
こ
と
を
や
め
、
偵
察
に
出
る
こ
と
に
決
め
た
。
も
う
こ
れ
以
上
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
登
っ
て
み
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
は
濃
く
、
風
は
さ
ら
に
強
い
。
こ
う
な
っ
た
ら
腹
を
据
え
て
、
天
気
待
ち
す
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
。

ツ
ェ
ル
ト
に
も
ぐ
り
こ
み
、
じ
っ
と
待
っ
た
。
外
が
少
し
暖
か
い
よ
う
な
感
じ
を
う
け
た
。
そ
れ
に
ち
ょ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
な
気

も
す
る
。
ツ
ェ
ル
ト
の
は
し
か
ら
首
を
出
し
て
み
た
。
「
見
え
た
ぞ
／
、
氷
陸
が
み
え
る
。
や
っ
た
、
や
っ
た
／
，
」
三
人
は
パ
タ
ゴ
ニ
ア
中

、
、
、
、

に
響
き
渡
る
よ
う
な
叫
び
声
を
あ
げ
た
。
ほ
ん
の
少
し
ガ
ス
が
切
れ
た
だ
け
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
日
本
晴
れ
に
思
え
た
。
そ
れ

以
上
だ
っ
た
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
晴
れ
間
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
生
死
を
決
定
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
デ
ポ
地

に
続
く
エ
ウ
ロ
パ
氷
河
源
頭
も
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
二
日
ぶ
り
に
見
た
晴
れ
間
は
わ
れ
わ
れ
に
Ｃ
鴫
の
撤
収
を
急
が
せ
た
。
幸
い
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
日
照
時
間
は
長
い
・
午
後
九
時
三
十
分

ま
で
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
南
下
す
る
。
今
度
は
確
信
を
も
っ
て
。
エ
ウ
ロ
パ
氷
河
源
頭
ま
で
約
二
十
キ
ロ
。
再
び
三
人
の
頭
に

〃
一
、
二
、
三
…
…
百
″
数
字
の
羅
列
が
始
ま
っ
た
。

一
月
二
十
日
、
視
界
は
な
い
が
と
る
べ
き
進
路
が
南
と
い
う
こ
と
が
分
っ
て
い
る
の
で
気
は
楽
だ
。
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
へ
は
南
西

に
行
け
ば
い
い
の
だ
が
、
エ
ウ
ロ
パ
氷
河
源
頭
の
ク
レ
バ
ス
帯
が
発
達
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
大
き
く
回
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
徐
々
に
方
向
を
南
々
西
に
修
正
し
な
が
ら
進
む
が
、
二
ピ
ッ
チ
目
を
過
ぎ
た
あ
た
り
で
ス
ッ
ポ
リ
と
口
を
あ
け
て
い
る
ク
レ
バ
ス
帯

に
ぶ
つ
か
っ
た
。
あ
わ
て
て
ソ
リ
を
南
に
向
け
る
。
三
ピ
ッ
チ
で
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
を
真
西
に
見
る
地
点
に
着
く
。
時
間
的
に
は
も

う
少
し
進
め
た
が
、
こ
こ
に
Ｃ
犯
を
建
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
地
点
で
後
半
部
の
縦
断
を
続
行
す
る
か
否
か
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
続
行
す
る
な
ら
、
こ
の
地
点
に
天
幕
を
お
い
て
デ
ポ
を
回
収
し
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ

が
、
そ
の
デ
ポ
回
収
に
ど
れ
だ
け
の
日
数
が
か
か
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
体
力
、
こ
れ
ま
で
の
食
糧
の
使
用
状
態

か
ら
み
て
、
デ
ポ
し
た
食
糧
の
量
、
そ
れ
に
後
半
部
の
状
態
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
は
げ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
技
術

的
に
も
困
難
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
わ
れ
わ
れ
が
計
算
し
て
い
た
日
数
を
大
幅
に
上
回
る
だ
ろ
う
こ
と
等
を
考
え
て
み
る
と
、
続
行
と
い
う
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パタゴニア南氷陸中央部縦断

一
月
二
十
一
日
、
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
（
セ
ロ
・
ア
キ
ラ
と
命
名
）
直
下
に
Ｃ
認
を
建
設
、
直
線
距
離
一
○
○
キ
ロ
、
延
べ
踏
破
距

離
四
○
○
キ
ロ
の
氷
陸
縦
断
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
縦
断
の
核
心
部
で
あ
る
南
緯
四
十
九
度
五
十
分
か
ら
五
十
度
二
十
分
に

至
る
約
五
○
キ
ロ
に
広
が
る
氷
陸
を
〃
ア
ル
テ
ィ
プ
ラ
ー
ノ
・
ハ
ポ
ン
（
日
本
雪
原
）
″
と
命
名
し
た
。

最
終
地
点
で
苦
労
を
と
も
に
し
て
き
た
ソ
リ
を
捨
て
、
わ
れ
わ
れ
は
フ
ィ
ョ
ル
ド
・
エ
ウ
ロ
パ
ヘ
下
り
る
ル
ー
ト
を
探
し
は
じ
め
た
。

偵
察
の
二
日
間
は
雨
ま
じ
り
の
強
風
に
た
た
ら
れ
、
ル
ー
ト
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
ル
ー
ト
を
あ
や
ま
れ
ば
、

約
束
の
日
に
エ
ウ
ロ
パ
の
上
陸
地
点
に
着
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

結
局
、
不
安
定
だ
け
れ
ど
も
こ
れ
し
か
な
い
と
い
う
ル
ー
ト
を
見
つ
け
、
か
な
り
急
な
雪
壁
を
登
っ
た
。
重
荷
を
背
負
っ
て
逃
げ
る
に

は
ち
ょ
っ
と
き
び
し
す
ぎ
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
云
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
一
三
四
一
メ
ー
ト
ル
峰
を
越
え
、
再
び
雪
壁
を
下
っ
て
最
初
に

デ
ポ
し
た
地
点
に
む
か
う
正
常
の
ル
ー
ト
を
探
し
あ
て
た
。
そ
れ
も
非
常
に
細
い
雪
稜
で
、
お
ま
け
に
ク
レ
バ
ス
の
あ
る
不
安
定
な
ル
ー

Ｃ
記
か
ら
デ
ポ
地
ま
で
一
週
間
も
か
か
っ
て
た
ど
り
つ
く
な
ど
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
は
最
後
ま
で
わ
れ
わ
れ
を
苦
し
め
続
け
た
。

ポ
ン
ポ
ン
船
が
偵
察
に
く
る
二
月
十
八
日
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
デ
ポ
地
付
近
の
地
形
概
念
の
研
究
を
す
る
。

い
よ
い
よ
下
山
の
日
が
来
た
。
わ
れ
わ
れ
は
約
束
の
前
日
、
フ
ィ
ョ
ル
ド
・
エ
ウ
ロ
パ
の
上
陸
地
点
に
着
い
て
い
た
。
テ
ン
ト
の
中
で

お
茶
を
の
ん
で
い
る
と
、
外
で
人
声
の
よ
う
な
も
の
が
す
る
。
お
か
し
い
と
は
思
っ
た
も
の
の
、
飛
び
だ
し
て
み
る
。
一
日
早
く
船
が
や

っ
て
来
た
の
だ
。
も
う
一
日
も
こ
ん
な
ジ
メ
ジ
メ
し
た
生
活
に
た
え
ら
れ
な
い
気
持
で
い
た
わ
れ
わ
れ
は
、
一
度
に
緊
張
感
が
ゆ
る
み
、

顔
見
知
り
の
漁
夫
に
抱
き
つ
い
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
張
っ
た
ば
か
り
の
テ
ン
ト
を
た
た
み
、
ポ
ン
ポ
ン
船
に
乗
り
移
っ
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
別
れ
を
つ
げ
、
雨
と
苔
の
プ
エ
ル

Ｔ
卜
で
坐
め
つ
汚
棯

１
ト
０
●

こ
と
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。

エ
デ
ン
に
向
か
っ
た
。
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で
あ
っ
た
。

世
話
に
な
っ
た
エ
デ
ン
の
お
巡
り
さ
ん
夫
婦
も
、
わ
れ
わ
れ
の
無
事
な
帰
還
を
心
か
ら
喜
こ
ん
で
く
れ
た
。
（
吉
沢
岳
夫
記
）

初
め
て
み
た
と
き
の
エ
デ
ン
は
、
灰
色
の
部
落
に
映
っ
た
が
、
今
見
る
プ
エ
ル
ト
・
エ
デ
ン
は
、
ま
さ
に
〃
エ
デ
ン
の
園
“
そ
の
も
の
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叔父板倉勝宣のこと

Ｊ１く

板
倉
勝
宣
は
父
の
末
弟
で
あ
る
。
私
は
叔
父
の
学
習
院
高
等
科
時
代
か

ら
北
大
を
経
て
死
に
い
た
る
ま
で
、
一
緒
に
暮
し
て
い
た
。
し
か
し
叔
父

が
死
ん
だ
時
私
は
数
え
年
の
九
つ
だ
っ
た
し
、
北
大
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど

家
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、
叔
父
に
つ
い
て
の
記
憶
は
極
め
て
断
片
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
・

最
初
の
記
憶
は
上
野
桜
木
町
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
叔
父
が
玄
関
に
掛

け
て
編
上
靴
に
片
手
で
紐
を
掛
け
、
「
行
っ
て
参
り
ま
す
」
と
母
（
私
の

祖
母
）
に
挨
拶
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
叔
父
が
片
手
で
素
早
く
紐
を
掛
け

る
の
が
私
に
は
手
品
の
よ
う
に
見
え
た
。
叔
父
は
ま
た
一
羽
の
ミ
ミ
ズ
ク

を
飼
っ
て
い
て
、
そ
の
生
餌
に
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
を
下
の
（
当
時

の
院
線
Ⅱ
今
の
国
電
Ｉ
の
向
う
鴬
谷
あ
た
り
）
田
圃
に
捕
り
に
行
っ
た
こ

叔
父
板
倉
勝
宣
の
こ
と

板
倉
勝
正

と
も
あ
る
。
こ
の
ミ
ミ
ズ
ク
は
叔
父
か
祖
母
か
ら
し
か
餌
を
喰
わ
ず
、
私

や
女
中
が
や
ろ
う
と
し
て
も
フ
ハ
ァ
フ
ハ
ァ
と
い
う
啼
声
を
出
し
て
脅
し

た
。
叔
父
の
山
行
は
必
ず
夜
行
で
、
「
メ
ガ
ネ
Ⅱ
今
の
交
通
博
物
館
、
元

万
世
橋
駅
」
か
ら
立
っ
た
が
、
そ
の
日
に
は
自
分
で
車
中
の
弁
当
用
に
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ヒ
キ
肉
を
ね
り
合
わ
せ
て
、
ト

ー
ス
ト
パ
ン
に
は
さ
ん
だ
も
の
だ
が
、
私
は
台
所
で
叔
父
の
傍
に
立
っ
て

そ
の
お
余
り
を
貰
う
の
を
無
上
の
楽
し
み
と
し
た
。
後
年
（
昭
和
六
、
七

年
頃
）
三
省
堂
の
二
階
で
ミ
ー
ト
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
二
十
銭
）
な
る
も

の
を
食
っ
て
、
叔
父
を
憶
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
頃
（
震
災
以
前
）
の
東
京
は
今
と
ち
が
っ
て
よ
く
大
雪
が
降
っ

た
。
そ
ん
な
時
叔
父
は
必
ず
ス
キ
ー
を
担
い
で
両
大
師
か
ら
米
隣
坂
（
ベ

ー
リ
ン
ザ
カ
）
へ
セ
リ
に
出
掛
け
た
。
私
は
ミ
カ
ン
箱
に
座
ブ
ト
ン
を
敷

い
た
「
ソ
リ
」
に
乗
っ
て
そ
れ
を
見
に
行
っ
た
。
多
分
今
の
科
学
博
物
館

や
学
士
院
の
あ
た
り
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
ス
ト
ッ
ク
が
一
本
か
二

本
か
は
全
く
覚
え
て
い
な
い
。
そ
う
言
え
ば
、
大
き
な
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
出
て
行
く
姿
は
覚
え
て
い
る
が
、
山
の
道
具
を
ど
こ
に
し
ま
っ
て
い
た

の
か
、
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

叔
父
が
家
に
い
る
時
は
（
年
中
山
に
行
っ
て
い
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る

が
）
、
た
い
て
い
上
野
の
図
書
館
に
通
っ
て
い
た
。
三
度
に
一
度
は
叔
父

に
つ
い
て
行
く
。
そ
の
時
は
弁
当
持
で
あ
る
。
叔
父
は
紺
耕
に
袴
を
穿
い

て
い
る
。
私
を
博
物
館
に
ほ
う
り
こ
む
と
叔
父
は
図
書
館
の
方
へ
行
っ
て

し
ま
う
。
学
齢
前
の
私
の
入
館
料
は
多
分
払
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ミ
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イ
ラ
を
見
た
り
、
仏
像
を
見
た
り
、
カ
ビ
臭
い
空
気
の
中
で
ア
チ
コ
チ
し

て
い
る
う
ち
、
日
射
し
が
ベ
ン
チ
の
と
こ
ろ
か
ら
ケ
ー
ス
の
箱
の
裾
の
方

ま
で
縮
ん
で
く
る
と
、
私
は
ミ
イ
ラ
の
棺
の
方
に
も
ど
っ
て
い
る
。
す
る

と
間
も
な
く
叔
父
が
迎
え
に
来
て
、
芝
生
で
一
緒
に
弁
当
を
食
べ
る
。
帰

え
り
は
ど
う
し
た
の
か
、
全
く
記
憶
に
な
い
・

桜
木
町
時
代
で
大
変
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
札
幌
の
叔
父
か
ら
時
々

赤
い
布
に
包
ま
れ
た
ハ
ム
の
片
脚
が
届
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
父
は

日
本
に
い
な
か
っ
た
か
ら
宛
名
は
板
倉
勝
正
様
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

私
は
こ
れ
は
皆
ポ
ク
が
食
、
へ
る
と
い
っ
て
大
い
に
叱
ら
れ
た
が
、
包
紙
の

形
か
ら
「
ビ
ワ
（
の
形
を
し
た
）
の
ブ
タ
」
と
称
し
て
い
る
の
を
記
憶
し

て
い
る
。
こ
の
札
幌
の
ハ
ム
に
は
「
曰
く
」
が
あ
っ
て
、
叔
父
も
父
も
（
こ

れ
は
先
輩
で
あ
る
父
の
入
智
恵
と
思
わ
れ
る
が
）
一
本
の
ハ
ム
に
つ
い
て

二
度
、
金
を
請
求
し
た
ら
し
い
。
長
年
家
に
つ
と
め
て
い
た
高
田
と
い
う

老
執
事
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
桜
木
町
で
は
叔
父
は
い
つ

も
離
れ
に
い
て
、
友
人
を
訪
ね
る
時
は
こ
ち
ら
か
ら
出
掛
け
た
ら
し
く
、

来
客
の
あ
っ
た
記
憶
は
な
い
・
札
幌
で
は
、
か
つ
て
父
が
い
た
花
岡
と
い

う
ア
イ
ヌ
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
昭
和
二
十
三
年
に
私
が
北

大
に
赴
任
し
た
時
、
探
し
て
見
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
当
時
は
未
だ

叔
父
の
同
級
生
が
在
勤
中
で
、
ク
マ
博
士
の
犬
飼
哲
夫
先
生
な
ど
か
ら
叔

ゼ
ニ
バ
コ

父
の
北
大
時
代
の
話
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
叔
父
は
よ
く
独
り
で
銭
函

沿
岸
（
今
は
ゴ
ミ
バ
コ
と
言
わ
れ
る
）
へ
出
掛
け
て
砂
浜
で
寝
た
り
、
木

工
所
へ
行
っ
て
下
木
を
削
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
時
々
の

つ
ぎ
の
記
憶
は
本
郷
東
片
町
の
家
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
叔
父
の
北
大
時

代
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
家
に
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
叔
父

の
部
屋
は
二
階
に
あ
っ
て
、
父
が
ス
マ
ト
ラ
か
ら
買
っ
て
来
た
鹿
の
角
な

ど
が
掛
け
て
あ
っ
た
。
私
は
大
変
な
泣
虫
で
あ
っ
た
が
、
ワ
イ
ワ
イ
泣
い

て
い
る
と
叔
父
が
二
階
か
ら
駈
け
降
り
て
来
て
私
を
抱
き
上
げ
、
「
折
る

ぞ
、
折
る
ぞ
」
と
言
っ
て
脅
し
た
の
が
大
変
こ
わ
く
て
、
す
ぐ
に
泣
き
止

ん
だ
。

最
後
は
池
之
端
七
軒
町
の
家
で
、
大
正
十
年
頃
、
父
が
帰
国
し
て
は
じ

め
て
、
一
家
が
顔
を
揃
え
た
。
こ
の
頃
の
叔
父
に
は
よ
く
電
話
が
掛
か
り
、

友
人
も
こ
こ
に
訪
ね
て
来
た
・
電
話
が
掛
か
る
と
す
ぐ
「
俺
ん
ち
来
い
よ
」

と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
た
い
て
い
は
出
掛
け
て
外
で
会
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
「
ポ
ー
ジ
ョ
ー
（
坊
城
俊
賢
）
、
マ
ッ
カ
タ
（
松
方
三
郎
）
、

イ
ジ
ュ
ー
イ
ン
（
伊
集
院
虎
一
）
」
の
三
人
か
ら
よ
く
電
話
が
掛
か
っ
た

の
で
、
私
と
姉
は
よ
く
語
呂
合
わ
せ
の
よ
う
に
こ
の
名
を
言
っ
て
笑
っ
た

も
の
で
あ
る
。
い
つ
か
松
方
さ
ん
が
二
階
へ
来
て
、
私
が
お
茶
を
持
っ
て

行
く
と
「
舌
の
な
げ
え
の
は
、
こ
い
つ
か
」
と
言
っ
た
の
で
、
私
は
大
い

に
気
を
悪
く
し
た
。
こ
の
時
は
二
人
と
も
白
い
緋
を
着
て
い
た
と
思
う
。

伊
集
院
さ
ん
、
坊
城
さ
ん
に
は
久
し
く
お
目
に
掛
か
っ
て
い
な
い
。
叔
父

生
活
は
当
時
京
大
生
だ
っ
た
松
方
さ
ん
へ
の
通
信
に
く
わ
し
い
（
「
遺

稿
」
）
。

（2）
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叔父板倉勝宣のこと

は
決
し
て
子
供
好
き
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
時
々
は
ハ
ガ
キ

を
寄
越
し
た
。
「
シ
タ
ノ
ナ
ガ
イ
ノ
ハ
ダ
レ
ダ
ロ
ー
、
ヨ
ナ
カ
ニ
ベ
ン
ジ

ョ
ニ
イ
ケ
ナ
イ
ノ
ハ
ダ
レ
ダ
ロ
ー
、
カ
ゲ
ベ
ン
ケ
イ
ハ
ダ
レ
ダ
ロ
ー
」
等

等
。
こ
れ
が
遺
稿
に
収
録
さ
れ
て
私
は
迷
惑
し
た
。

最
後
の
冬
に
、
叔
父
は
庭
の
樅
の
木
を
切
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー

を
作
っ
て
く
れ
た
。
父
が
「
ノ
ブ
ス
ケ
、
余
り
珍
し
い
こ
と
を
す
る
と
、

帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
ぞ
」
と
言
っ
て
笑
っ
た
が
、
そ
の
通
り
に
な
っ
て
終

》
一
た
。
計
報
が
伝
わ
る
と
家
は
来
訪
者
で
ご
っ
た
が
え
し
た
が
、
私
と
姉

と
は
何
や
ら
分
か
ら
ず
人
が
集
ま
る
の
に
昂
奮
し
て
騒
ぎ
回
り
、
滅
多
に

怒
ら
な
い
父
か
ら
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
葬
式
に
出
た
か

ど
う
か
は
忘
れ
た
が
、
模
さ
ん
が
樽
の
よ
う
な
足
を
し
て
福
松
に
お
ぶ
わ

れ
て
玄
関
に
見
え
た
姿
は
今
で
も
マ
ザ
マ
ザ
と
目
に
浮
ぶ
。
暫
く
し
て
か

ら
そ
の
時
の
立
山
の
映
画
を
写
し
に
槙
さ
ん
が
見
え
た
。
カ
ッ
ノ
ブ
ク
ン

が
「
カ
ッ
ノ
ウ
ク
ン
、
カ
ッ
ノ
ウ
ク
ン
」
と
聞
こ
え
る
の
で
、
姉
と
二
人

で
ク
ス
ク
ス
笑
っ
た
。
「
転
ん
だ
の
は
三
田
君
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う
説

明
も
覚
え
て
い
る
。
私
は
ス
キ
ー
を
止
め
て
三
十
年
に
な
る
が
、
今
で
も

模
さ
ん
、
三
田
さ
ん
と
な
ら
ス
キ
ー
行
を
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

つ
い
で
だ
が
、
父
の
兄
弟
は
皆
食
い
辛
坊
で
、
食
べ
物
の
こ
と
で
父
が
祖

母
に
叱
ら
れ
て
い
る
の
を
し
ば
し
ば
見
聞
し
た
が
、
遭
難
の
年
に
も
叔
父

は
大
好
物
の
あ
げ
煎
餅
を
食
い
す
ぎ
て
腹
具
合
い
が
悪
か
っ
た
と
い
う
話

を
き
い
た
が
、
こ
れ
は
果
し
て
叔
父
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
何
か
の
は
ず

み
で
叔
父
の
こ
と
に
し
て
終
っ
た
の
か
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
定
か
で
な
い
。

右より三田，勝正，槇，加藤（泰安)，成瀬岩雄さん （本文次ページ参照）
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防
寒
具
が
極
め
て
貧
弱
だ
っ
た
こ
と
は
、
父
が
後
々
ま
で
も
「
あ
の
位
の

事
は
し
て
や
れ
た
の
に
」
と
悔
ん
で
い
た
か
ら
、
確
か
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
。

震
災
と
戦
災
と
を
経
て
、
今
私
の
手
許
に
残
っ
て
い
る
叔
父
の
形
身
は
、

ピ
ッ
ケ
ル
、
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
、
そ
れ
に
遺
影
数
葉
と
で
あ
る
。
「
遺
稿
」
も

三
月
十
日
の
空
襲
で
焼
い
て
終
い
、
扉
の
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
鋳
型
も
久

し
く
文
鎮
に
使
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
に
溶
け
て
終
っ
た
。
槙
さ
ん
が
叔

父
の
た
め
に
注
文
し
て
下
さ
っ
た
シ
ェ
ン
ク
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
叔
父
の
死

後
届
い
た
が
、
遺
品
と
し
て
差
上
げ
、
そ
れ
を
ま
た
戦
後
に
な
っ
て
、
あ

ら
た
め
て
模
さ
ん
か
ら
私
が
頂
戴
し
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ

遠
征
の
時
、
こ
れ
を
携
え
て
い
き
、
登
頂
隊
員
に
バ
ン
ダ
コ
ー
頂
上
に
立

て
さ
せ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
墓
前
に
持
っ
て
行
き
報
告
し
た
が
、
ピ
ッ
ケ

ル
を
持
っ
て
墓
参
り
と
い
う
の
は
余
り
な
い
だ
ろ
う
。
カ
フ
ス
・
ボ
タ
ン

も
形
身
と
し
て
三
田
さ
ん
に
差
上
げ
た
も
の
を
、
「
お
前
が
持
っ
て
い
る

方
が
よ
か
ろ
う
」
と
い
う
の
で
、
こ
れ
ま
た
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

写
真
は
北
海
道
の
エ
ハ
ガ
キ
に
「
こ
の
一
番
先
が
僕
で
す
」
な
ど
と
い

う
雪
中
行
進
の
も
の
が
あ
る
が
、
チ
ャ
ン
と
顔
が
分
か
る
の
は
三
枚
し
か

な
い
。
最
初
の
は
お
そ
ら
く
天
神
町
三
番
地
（
旧
宅
、
父
の
兄
弟
は
皆
こ

こ
が
本
籍
で
、
今
そ
の
一
画
に
「
板
倉
茶
屋
」
な
る
小
料
理
屋
が
あ
る
）

の
家
ら
し
く
、
小
学
生
の
叔
父
が
年
上
の
叔
父
（
多
分
勝
忠
、
八
十
六
歳

（3）

健
在
）
と
廊
下
で
将
棋
を
指
し
て
い
る
処
を
庭
前
か
ら
写
し
た
も
の
。
審

判
の
白
髻
の
翁
は
国
分
青
涯
老
人
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
は
学
習
院
時
代
の
貞
明

皇
后
の
お
裾
持
ち
の
時
の
で
、
・
ヘ
ー
ジ
の
よ
う
な
服
装
で
貴
公
子
然
と
見

え
る
が
、
ガ
ニ
股
が
苦
し
く
品
位
を
失
し
て
い
る
。
最
後
は
北
大
時
代
と

思
わ
れ
る
が
紺
耕
の
前
が
は
だ
か
っ
て
、
腕
組
み
し
て
大
口
を
あ
け
て
笑

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
つ
か
山
崎
（
安
治
）
さ
ん
に
そ
の
話
を
し
た

時
、
家
捜
し
し
て
も
探
し
出
せ
と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
伊
倉
さ
ん
な
ど
と

ち
が
っ
て
ひ
ど
く
整
頓
が
悪
い
の
で
甚
だ
も
っ
て
自
信
が
な
い
。
確
か
に

あ
る
の
は
昭
和
三
十
四
年
一
月
十
七
日
の
叔
父
の
墓
前
祭
の
写
真
で
、
模

さ
ん
、
三
田
さ
ん
、
成
瀬
さ
ん
、
加
藤
（
泰
安
）
さ
ん
、
○
○
○
○
さ
ん

な
ど
が
見
え
る
が
、
撮
影
者
は
誰
だ
か
分
か
ら
な
い
・
来
年
は
叔
父
の
五

十
周
忌
（
仏
教
で
そ
ん
な
数
え
方
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
）
で
あ
る
。
中

大
の
夏
山
合
宿
は
毎
年
劔
沢
で
や
っ
て
い
る
。
今
年
は
十
五
年
飼
っ
て
い

る
犬
の
病
気
で
同
行
出
来
な
か
っ
た
が
、
来
年
は
松
尾
峠
と
芦
峅
寺
を
訪

れ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
（
四
七
・
七
・
一
○
）
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アフガニスタン中央高地単独横断

暑
い
昼
下
り
で
あ
っ
た
。
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
不

釣
合
い
な
静
寂
が
支
配
す
る
。
気
温
は
摂
氏
四
十
五
度
を
こ
え
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
も
の
が
こ
の
暑
さ
に
、
動
き
を
封
じ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
静
寂
を
破
る
か
の
よ
う
に
、
時
折
り
、
バ
ザ
ー

ル
の
中
の
道
を
熱
風
が
、
砂
ボ
コ
リ
を
舞
い
上
げ
な
が
ら
吹
き
抜
け
る
。

こ
こ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
有
名
な
観
光
地
バ
ミ
ア
ン
、
バ
ン
デ
・
ア

ミ
ー
ル
の
奥
に
あ
る
ヤ
カ
オ
ラ
ン
と
い
う
小
さ
な
寒
村
で
あ
る
。
バ
ミ
ア

ン
か
ら
時
々
バ
ス
が
連
絡
し
て
い
る
。
観
光
客
で
賑
わ
う
、
世
界
一
の
石

仏
の
あ
る
バ
ミ
ァ
ン
、
荒
野
の
中
に
紺
碧
色
に
水
を
た
た
え
る
神
秘
的
な

湖
バ
ン
デ
・
ア
ミ
ー
ル
に
較
べ
、
こ
こ
ヤ
カ
オ
ラ
ン
に
は
一
人
の
観
光
客

の
姿
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
写
真
で
見
た
石
仏
や
湖
以
外
の
何
物

で
も
な
か
っ
た
バ
ミ
ア
ン
の
石
仏
や
バ
ン
デ
・
ア
ミ
ー
ル
の
湖
よ
り
も
、

こ
こ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ら
し
さ
に
強
く
感
動
す
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
高
地
単
独
横
断

梶
正
彦

こ
の
村
は
東
西
に
横
た
わ
っ
た
谷
間
の
中
に
あ
る
。
東
か
ら
入
っ
て
来

た
こ
の
村
か
ら
、
西
の
方
を
見
て
い
る
と
、
地
の
果
て
に
辿
り
着
い
た
気

持
ち
に
な
り
、
心
細
く
な
る
。
こ
の
先
に
広
が
る
荒
野
が
人
間
の
生
存
を

許
し
て
い
る
と
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ヤ
カ
オ
ラ
ン
に
は
小
さ
な
バ
ザ
ー
ル
が
あ
る
。
バ
ザ
ー
ル
は
、
一
本
道

の
両
側
に
、
ド
ロ
作
り
の
低
い
長
屋
の
よ
う
な
家
が
二
十
軒
程
ず
つ
並
ん

で
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
皮
並
び
の
長
屋
の
裏
か
ら
は
、
木

一
本
生
え
な
い
荒
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
北
側
は
大
き
な
岩
山
で
あ
る
。

遠
く
西
に
は
高
い
山
が
見
え
る
。
そ
の
頂
上
付
近
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら

雪
田
が
あ
る
。
こ
こ
ヤ
カ
オ
ラ
ン
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ど
の
街
や
村
よ
り
も
、
中
央
ア
ジ
ア
を
感
じ
さ
せ
た
。
二
十
世
紀
初

頭
に
お
い
て
、
最
大
の
地
図
の
空
白
部
で
あ
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
に
は
、
西

欧
や
日
本
か
ら
数
多
く
の
探
検
隊
が
殺
到
し
た
。
し
か
し
、
現
在
わ
れ
わ

れ
は
政
治
の
壁
に
阻
ま
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
奥
地
へ
の
憧
れ
を
実
現
す
る
道

を
鎖
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ヤ
カ
オ
ラ
ン
で
中
央
ア
ジ
ア
と
は
こ
の
よ
う
で

は
あ
る
ま
い
か
と
、
た
だ
想
像
す
る
し
か
な
い
・

太
陽
が
西
に
傾
き
始
め
る
と
、
辺
り
は
今
ま
で
の
暑
さ
が
信
じ
ら
れ
ぬ

程
凉
し
く
な
る
。
そ
し
て
静
寂
が
破
ら
れ
、
夕
闇
の
な
か
で
人
の
動
く
気

配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

＄
ハ
ザ
ー
ル
に
出
て
み
る
。
バ
ザ
ー
ル
に
あ
る
店
の
ほ
と
ん
ど
は
、
雑
貨

屋
、
穀
物
屋
、
布
地
屋
で
あ
る
。
多
く
の
店
の
前
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
し

た
岩
塩
が
う
ず
高
く
積
み
重
ね
て
あ
る
。
こ
こ
で
手
に
入
る
野
菜
・
果
物
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類
は
、
小
さ
く
、
堅
く
、
そ
し
て
辛
い
タ
マ
ネ
ギ
だ
け
で
あ
る
。
泊
っ
て

い
る
チ
ャ
イ
・
ハ
ナ
（
茶
屋
）
の
隣
り
は
金
物
屋
で
あ
っ
た
。
狭
い
店
の
床

に
は
、
手
作
り
の
ハ
ン
マ
ー
、
ハ
サ
ミ
、
ネ
ズ
ミ
取
り
、
羊
に
付
け
る
ス

ズ
、
そ
し
て
馬
具
。
ど
れ
一
つ
取
っ
て
も
無
細
工
で
あ
る
が
、
規
格
化
さ

れ
た
工
業
製
品
に
は
な
い
味
わ
い
が
あ
る
・
人
の
好
さ
そ
う
な
オ
ヤ
ジ
が
、

い
つ
く
る
と
も
あ
て
の
な
い
客
を
待
っ
て
、
奥
で
こ
ろ
が
っ
て
い
る
。
バ

ザ
ー
ル
の
中
を
、
荷
を
付
け
た
数
頭
の
ロ
バ
を
後
か
ら
、
ノ
ン
ピ
リ
と
追

い
立
て
な
が
ら
歩
く
男
。
店
の
前
で
世
間
話
で
も
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

男
達
。
そ
し
て
も
の
珍
し
そ
う
に
、
一
人
の
侵
入
者
に
見
入
る
子
供
達
。

奇
妙
な
こ
と
は
、
女
の
姿
を
全
く
見
か
け
な
い
こ
と
だ
。

ダ
イ
ダ
イ
色
に
染
ま
っ
た
西
の
空
も
色
あ
せ
る
と
、
村
は
闇
に
支
配
さ

れ
る
。
い
く
つ
か
の
家
で
ラ
ン
プ
が
灯
さ
れ
る
。
ど
こ
の
チ
ャ
イ
・
ハ
ナ

で
出
さ
れ
る
夕
食
も
決
ま
っ
て
い
る
。
全
く
同
じ
味
の
羊
肉
ス
ー
プ
。
そ

し
て
ナ
ン
。
生
の
タ
マ
ネ
ギ
が
岩
塩
を
添
え
て
出
さ
れ
る
。
ス
ー
プ
の
中

に
は
、
ラ
ン
プ
に
当
た
っ
て
落
ち
た
蛾
や
ハ
エ
が
飛
び
込
む
。
そ
れ
ら
を

手
で
つ
ま
み
出
し
て
は
、
ナ
ン
を
ス
ー
プ
に
浸
し
て
食
毒
へ
る
。
単
調
な
食

事
が
終
る
と
、
ミ
ル
ク
も
レ
モ
ン
も
入
ら
な
い
味
の
な
い
紅
茶
が
出
さ
れ

る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
料
理
の
よ
う
に
、
辛
過
ぎ
た
り
、
甘
過
ぎ
た
り
し

な
い
の
で
助
か
る
。

夜
は
チ
ャ
イ
・
ハ
ナ
が
そ
の
ま
ま
宿
に
な
る
。
砂
漠
の
夜
は
凉
し
い
。

夜
の
戸
締
ま
り
は
厳
重
に
さ
れ
る
。
ド
ロ
の
床
の
上
に
カ
ー
。
ヘ
ッ
ト
が
敷

か
れ
、
フ
ト
ン
を
か
ぶ
っ
て
横
に
な
る
。
と
た
ん
に
ノ
ミ
と
南
京
虫
の
襲

来
だ
。
ま
た
寝
ら
れ
ぬ
夜
を
迎
え
る
。

バ
ミ
ア
ン
か
ら
バ
ス
に
一
日
揺
ら
れ
て
、
こ
の
ヤ
カ
オ
ラ
ン
に
到
着
し

た
の
は
、
カ
ー
ブ
ル
を
出
て
五
日
目
だ
っ
た
。
バ
ミ
ア
ン
で
奥
に
行
く
交

通
機
関
を
見
つ
け
る
の
に
手
間
取
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
中
央
部
に
あ
る
荒
野
を
横
断
す
る
に
際
し
、
そ
の
前
に
バ
ン
デ
・
ア
ミ

ー
ル
か
ら
奥
に
入
っ
て
偵
察
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。
日
本
で
は
、
こ
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
中
央
部
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
情
報
ら
し
き
も
の
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
七
十
年
に
バ
ン
デ
・
ア
ミ
ー
ル
を
訪
れ
た
友
人
か

ら
、
奥
に
ナ
ャ
ッ
ク
と
い
う
村
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
週
一
本
程
バ
ス
が
通

っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
い
た
。
そ
し
て
ナ
ヤ
ッ
ク
と
ヤ
カ
オ
ラ
ン
は
同
じ

村
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
着
い
て
か
ら
初
め
て
知
っ
た
。
今
は
、
ヤ

カ
オ
ラ
ン
か
ら
コ
ー
・
イ
・
パ
パ
の
山
脈
を
越
え
た
パ
ン
ジ
ャ
オ
ま
で
ト

ラ
ッ
ク
の
便
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
何
時
来
る
と
も
あ
て
の
な
い
ト

ラ
ッ
ク
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
は
、
歩
い
て
二
時
間
も
あ
れ

ば
着
け
る
と
い
う
。
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
で
三
十
分
と
も
、
二
時
間
と
も
、
数

時
間
と
も
。
し
か
し
、
パ
ン
ジ
ャ
オ
に
向
か
う
ト
ラ
ッ
ク
は
、
果
し
て
あ

る
の
か
、
何
時
く
る
の
か
、
ど
の
位
か
か
る
の
か
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
さ

っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
す
べ
て
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ペ
ー
ス
で
運
ば
れ

る
。

ト
ラ
ッ
ク
は
来
た
。
結
局
パ
ン
ジ
ャ
オ
ま
で
七
時
間
の
旅
で
あ
っ
た
。

ヤ
カ
オ
ラ
ン
か
ら
、
コ
ー
・
イ
・
パ
パ
山
脈
の
西
端
を
約
四
○
○
○
メ
ー

ト
ル
の
所
で
越
え
た
南
側
に
パ
ン
ジ
ャ
オ
は
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
体
調
を
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く
ず
し
な
が
ら
も
、
パ
ン
ジ
ャ
オ
よ
り
奥
地
へ
の
偵
察
を
続
け
た
。

雪
と
氷
に
厚
く
覆
わ
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
白
い
峰
々
・
登
肇
。
そ
し
て
登

頂
の
感
激
。
四
年
間
の
大
学
生
活
は
こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
あ
っ

た
。
そ
の
夢
が
実
現
し
た
一
九
六
九
年
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
後
、
パ
キ
ス
タ

ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
の
砂
漠
を
四
○
○
○
キ
ロ
に
わ
た
り
ト

ラ
ッ
ク
と
バ
ス
で
旅
し
た
時
、
僕
は
全
く
別
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
砂
。
唇
気
楼
。
竜
巻
。
あ
ま
り
に
も
広
大
で
、
極
端
に
単
調
な
死
の

世
界
で
あ
っ
た
。
冒
険
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
場
、
旅
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ

ズ
ム
を
求
め
る
場
と
し
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
に
限
界
を
知
っ
た
心
に
は
、

こ
の
砂
の
世
界
は
強
烈
で
あ
っ
た
。
大
学
三
年
の
春
山
合
宿
後
松
本
で
買

い
求
め
た
梅
棹
忠
夫
著
『
モ
ゴ
ー
ル
族
探
検
記
』
の
記
述
が
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
中
央
部
は
未
探
検
地
域
と
地
図
に
記
さ

れ
て
い
る
の
を
明
瞭
に
想
い
出
す
。
こ
こ
を
砂
漠
の
舟
と
呼
ば
れ
る
ラ
ク

ダ
で
横
断
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
調
べ
を
進
め
て
も
、
な
か
な
か
目
的
地

域
の
状
況
が
つ
か
め
て
こ
な
い
。
冒
険
心
を
鋭
く
刺
激
さ
れ
る
と
同
時
に
、

未
知
へ
の
不
安
が
広
が
る
。

し
か
し
、
十
二
日
間
の
偵
察
行
の
結
果
、
当
初
考
え
て
い
た
ラ
ク
ダ
を

使
っ
て
の
横
断
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
砂
漠
の
舟
と
呼

ば
れ
、
砂
漠
の
旅
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
の
忍
耐
強
い
動
物
は
、
強
情
で
素

人
が
短
期
間
の
練
習
で
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
世
話
を
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
現
住
民
の
移
動

の
多
く
に
は
ロ
バ
が
使
わ
れ
て
お
り
、
馬
か
ロ
バ
に
よ
る
旅
を
選
べ
ば
、

ラ
ク
ダ
は
必
要
な
さ
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
は
、
古
く
か
ら
強
盗
と

オ
オ
カ
ミ
の
多
い
地
域
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
心
配
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
上
に
横
断
行
は
、
現
地
で
細
々
と
定
着
農
業
を
営
む
者
、

及
び
遊
牧
民
は
他
人
嫌
い
で
、
彼
ら
が
必
ず
連
れ
て
い
る
犬
と
共
に
苦
労

し
そ
う
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
心
配
し
た
の
は
水
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域

の
山
岳
部
に
は
冬
期
に
降
雪
が
あ
り
、
砂
漠
の
中
に
消
え
る
ヘ
ル
マ
ン
ド
、

ハ
リ
ル
ー
ド
川
等
の
源
流
地
帯
で
あ
り
、
全
く
降
雨
の
な
い
春
か
ら
秋
に

か
け
て
も
、
水
に
苦
労
す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、

食
糧
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
旅
で
す
ら
、
常
に
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
苦
労
し
そ
う
に
思
わ
れ
た
。

物
価
が
安
く
、
ハ
シ
ー
シ
等
の
麻
薬
に
関
し
て
も
厳
し
い
規
制
の
な
い

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ー
ブ
ル
は
、
今
や
カ
ト
マ
ン
ズ
を
追
わ
れ
た

ヒ
ッ
ピ
ー
の
た
む
ろ
す
る
街
と
な
っ
て
い
た
。
偵
察
行
よ
り
カ
ー
ブ
ル
に

も
ど
っ
て
か
ら
、
横
断
行
に
自
信
の
も
て
ぬ
ま
ま
、
ま
た
暑
さ
に
完
全
に

気
勢
を
そ
が
れ
て
、
ヒ
ッ
ピ
ー
達
と
寝
起
き
を
共
に
し
て
、
彼
ら
と
の
だ

ら
け
た
生
活
に
浸
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
ネ
パ
ー
ル
で
の
登
山
に
間
に
合
う
た
め
に
は
、

そ
ろ
そ
ろ
決
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
来
た
。
ヒ
ッ
ピ
ー
達
と
一
緒
の
生
活

で
は
、
横
断
行
の
意
欲
は
全
く
涌
い
て
こ
な
い
。
困
難
な
旅
を
自
ら
や
る

積
極
性
は
、
彼
ら
に
通
用
し
な
か
っ
た
。
確
か
に
や
っ
て
も
、
や
ら
な
く

て
も
、
価
値
の
な
い
こ
と
で
は
差
は
な
い
。
し
か
し
自
分
に
対
し
て
だ
け
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は
違
い
が
あ
っ
た
。
や
っ
て
な
ん
ら
価
値
は
な
く
と
も
、
や
ら
な
か
っ
た

者
、
や
れ
な
か
っ
た
者
に
は
そ
れ
は
言
え
な
い
。
準
備
を
始
め
よ
う
、
そ

の
う
ち
だ
ん
だ
ん
や
る
気
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
馬
を
購
入
し
た
時
に

都
合
の
い
い
よ
う
に
、
中
庭
の
あ
る
安
宿
に
移
っ
た
。

馬
は
四
五
○
○
ア
フ
ガ
ニ
（
約
四
十
五
米
ド
ル
）
で
購
入
し
た
。
最
初

の
言
い
値
の
八
○
○
○
ア
フ
ガ
ニ
を
こ
こ
ま
で
値
切
っ
た
。
し
か
し
取
引

の
後
は
、
ま
わ
り
の
者
か
ら
ま
た
言
わ
れ
る
。
「
こ
れ
は
高
過
ぎ
た
」
。
ア

フ
ガ
ン
人
は
値
段
交
渉
を
見
て
い
る
時
点
で
は
決
し
て
何
も
言
わ
な
い

が
、
終
る
と
必
ず
こ
れ
を
言
い
、
い
つ
も
腹
立
し
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
。

異
民
族
・
異
教
徒
に
は
協
力
し
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
心
配
な
の
は

ビ
ザ
延
長
と
許
可
だ
っ
た
。
外
務
省
、
内
務
省
、
警
察
、
観
光
局
と
毎
日

た
ら
い
回
し
に
さ
れ
て
い
い
か
げ
ん
頭
に
来
た
頃
、
大
使
館
の
助
力
で
二

ヶ
月
の
滞
在
ビ
ザ
が
お
り
た
。
警
察
で
は
、
都
会
で
の
滞
在
以
外
は
す
べ

て
許
可
が
い
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
観
光
局
で
は
国
境
付
近
以
外
は
必
要

な
い
と
言
う
の
で
、
そ
れ
で
通
す
こ
と
に
し
た
。

明
朝
横
断
行
出
発
を
決
め
た
日
も
、
特
に
用
意
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
た
だ
馬
の
世
話
に
忙
し
か
っ
た
。
何
も
な
い
地
域
の
旅
な
の
で
、
十

分
な
食
糧
を
は
じ
め
と
し
て
持
っ
て
行
き
た
い
も
の
が
多
く
あ
っ
た
が
、

荷
物
は
サ
ド
ル
バ
ッ
グ
ー
袋
に
つ
め
ら
れ
る
だ
け
に
限
定
し
た
。
た
だ
で

さ
え
物
騒
な
所
へ
、
目
立
つ
格
好
で
乗
り
込
む
の
は
得
策
で
は
な
い
の
で
、

不
便
を
我
慢
す
る
こ
と
に
し
た
。

四
日
前
に
購
入
し
た
馬
は
、
ま
だ
乗
り
こ
な
せ
な
い
・
毎
朝
乗
馬
の
練

習
を
し
て
も
、
左
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
直
進
し
、
右
に
曲
ら
せ
よ

う
と
し
て
も
勝
手
に
ホ
テ
ル
に
逆
も
ど
り
で
あ
る
。
馬
の
機
嫌
次
第
で
少

少
パ
カ
パ
カ
走
ら
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
振
り
落
さ
れ
な
い
よ
う
必
死
に
な

る
。
今
ま
で
乗
っ
た
こ
と
は
お
ろ
か
、
さ
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
馬
で
あ
る
。

乗
り
こ
な
す
ど
え
る
か
、
世
話
す
る
こ
と
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
有
様
で

あ
っ
た
。
同
室
の
ア
メ
リ
カ
人
に
は
、
「
乗
馬
の
経
験
の
な
い
者
が
一
日

中
馬
に
乗
る
な
ん
て
。
そ
の
上
八
○
○
キ
ロ
以
上
の
距
離
を
乗
り
切
ろ
う

な
ん
て
」
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
状
態
で
、
あ
の
広
大
な

荒
野
に
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
正
直
の
と
こ
ろ
ま

っ
た
く
自
信
が
な
か
っ
た
。

昼
間
、
大
使
館
で
「
今
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
例
年
に
な
い
旱
肱
で

治
安
状
態
が
悪
く
、
こ
の
六
、
七
月
だ
け
で
も
ア
メ
リ
カ
人
三
人
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
一
人
が
殺
さ
れ
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
る
よ
う
に
」
と

言
わ
れ
る
。
大
使
館
に
は
、
横
断
す
る
地
域
は
、
こ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
も
も
っ
と
も
治
安
の
悪
い
所
で
あ
る
こ
と
、
以
前
二
度
横
断
が
試
み
ら

れ
た
が
、
最
初
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
二
名
は
強
盗
に
夜
襲
を
か
け
ら
れ
て

失
敗
し
、
二
度
目
の
ド
イ
ツ
人
二
名
は
、
二
年
前
に
ヘ
ラ
ー
ト
を
発
っ
た

ま
ま
消
息
不
明
で
あ
る
こ
と
は
話
し
て
い
な
い
・
夜
は
、
一
泊
十
五
ア
フ

ガ
ニ
（
当
時
一
ア
フ
ガ
ニ
は
約
四
円
）
で
泊
っ
て
い
る
安
宿
の
主
人
が
説

得
に
や
っ
て
来
た
。
「
強
盗
と
オ
オ
カ
ミ
の
多
い
地
域
だ
。
一
人
は
危
い
・

わ
れ
わ
れ
カ
ー
ブ
ル
に
住
む
人
間
で
は
、
あ
の
地
域
に
一
人
で
入
っ
て
行

け
な
い
。
そ
れ
に
今
は
時
期
が
悪
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
一
番
暑
い
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一
九
七
一
年
七
月
二
十
三
日
未
明
、
ド
ラ
マ
は
始
ま
っ
た
。
一
日
一
日

の
幕
が
ど
う
下
ろ
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
ん
な
結
果
を
告
げ
る
の
か
全

く
分
か
ら
な
い
ド
ラ
マ
が
。

一
人
の
見
送
り
が
い
る
わ
け
で
も
な
い
寂
し
い
出
発
で
あ
っ
た
が
、
先

の
困
難
さ
を
考
え
る
と
そ
ん
な
感
傷
に
浸
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
二
時
間

程
馬
を
引
い
て
歩
く
と
、
カ
ー
ブ
ル
市
街
を
抜
け
た
。
カ
ー
ブ
ル
大
学
の

時
だ
」
等
々
・

カ
ー
ブ
ル
か
ら
へ
ラ
ー
ト
ま
で
は
八
○
○
キ
ロ
以
上
離
れ
、
そ
れ
ら
の

間
に
は
無
限
に
続
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
荒
野
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
荒
野
の
真
中
に
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
と
い
う
街
が
あ
る
と
い
う
。

カ
ー
ブ
ル
か
ら
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
ま
で
の
東
半
分
は
、
偵
察
行
で
も
あ
る

程
度
見
て
い
る
が
、
未
知
の
西
半
分
は
山
地
も
高
度
を
低
め
、
よ
り
乾
燥

度
も
増
し
、
暑
さ
と
乾
き
の
苦
し
い
旅
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
冒
険
を
、

旅
と
放
浪
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
の
に
、
出
発
を

明
日
に
控
え
、
楽
観
的
な
希
望
を
持
つ
こ
と
を
全
く
許
さ
な
い
こ
の
現
実

に
、
何
ん
と
も
気
は
重
か
っ
た
。
計
画
は
今
か
ら
で
も
放
棄
で
き
る
。
一

人
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
。
中
止
す
る
の
も
自
分
で
決
心
さ
え
す
れ

ば
い
い
だ
け
だ
。
今
年
は
条
件
も
悪
い
・
中
止
し
て
も
言
い
訳
け
は
で
き

る
。
し
か
し
他
人
を
納
得
さ
せ
た
つ
も
り
で
も
、
そ
れ
は
自
分
自
身
へ
の

言
い
訳
け
に
過
ぎ
な
い
。
や
る
も
、
や
ら
ぬ
も
個
人
の
問
題
だ
。
未
知
へ

の
不
安
と
焦
燥
の
中
で
、
二
つ
の
気
持
が
複
雑
に
交
差
す
る
。

広
い
構
内
の
横
を
通
り
、
朝
市
で
賑
わ
う
旧
市
内
の
バ
ザ
ー
ル
を
通
り
抜

け
る
と
、
木
一
本
な
い
砂
漠
が
広
が
る
。
カ
ン
ダ
ハ
ル
に
通
じ
る
米
国
援

助
に
よ
る
舗
装
道
路
を
行
く
。
昼
頃
小
さ
な
丘
を
越
え
る
。
カ
ー
ブ
ル
市

街
は
視
界
か
ら
消
え
、
周
囲
は
茶
一
色
の
荒
野
が
果
て
し
な
く
広
が
る
。

こ
こ
で
迷
い
が
少
し
減
る
。
も
う
サ
イ
は
投
げ
ら
れ
た
ん
だ
、
と
自
分
に

い
い
き
か
せ
る
。

薄
暗
く
な
る
頃
、
南
下
す
る
道
路
と
分
か
れ
て
西
に
向
か
う
。
真
暗
闇

の
中
、
馬
を
進
め
る
。
林
の
中
に
静
か
に
横
た
わ
る
マ
イ
ダ
ン
着
。
初
日

は
約
四
○
キ
ロ
進
ん
だ
。
こ
の
日
、
金
を
よ
こ
せ
、
タ
バ
コ
を
よ
こ
せ
、

ポ
ウ
シ
を
よ
こ
せ
と
数
回
石
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。
夜
は
食
事
、
カ
イ
バ

と
も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
一
日
目
に
し
て
こ
れ
で
は
、
先
行
き
が
思
い

や
ら
れ
る
。
し
か
し
夜
は
、
「
砂
漠
と
星
の
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
に
ふ

さ
わ
し
い
、
す
ば
ら
し
い
星
空
で
あ
っ
た
。

二
十
四
日
、
小
さ
な
谷
沿
い
に
ウ
ナ
イ
峠
に
向
か
う
。
こ
の
辺
り
は
ま

だ
東
に
位
置
す
る
た
め
、
小
川
沿
い
に
は
柳
の
並
木
す
ら
あ
る
。
川
沿
い

の
小
さ
な
畑
で
は
、
ち
ょ
う
ど
麦
の
取
り
入
れ
に
忙
し
い
・
こ
の
谷
に
は
、

ウ
ナ
イ
峠
・
ハ
ジ
カ
ク
峠
を
経
由
し
て
バ
ミ
ア
ン
に
至
る
道
が
通
っ
て
お

り
、
外
人
観
光
客
の
乗
っ
た
数
台
の
ジ
ー
プ
と
す
れ
違
う
。
狭
い
道
な
の

で
、
ジ
ー
プ
と
す
れ
違
う
毎
に
気
の
小
さ
い
馬
は
驚
き
、
緊
張
さ
せ
ら
れ

る
・
ウ
ナ
イ
峠
手
前
シ
ャ
ハ
ー
ク
と
い
う
数
軒
農
家
の
あ
る
小
村
で
泊
る
。

こ
れ
だ
け
緑
の
あ
る
谷
で
も
、
馬
の
草
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
。

二
十
五
日
、
ロ
バ
を
数
頭
連
れ
た
二
人
の
ア
フ
ガ
ン
族
の
男
と
一
緒
に
、
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ウ
ナ
イ
峠
を
歩
い
て
越
え
る
。
峠
と
い
っ
て
も
一
つ
だ
け
で
は
な
く
》
幾

重
に
も
な
っ
て
い
る
。
ハ
ジ
カ
ク
峠
へ
の
道
と
分
か
れ
て
、
ヘ
ル
マ
ン
ド

川
沿
い
に
下
る
。
も
う
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と
も
な
い
。
孤
独
感
が
重

く
の
し
か
か
る
。

雲
一
つ
な
い
暑
い
日
で
あ
る
。
馬
は
暑
さ
に
弱
り
、
馬
を
引
い
て
歩
く
。

し
か
し
こ
の
暑
さ
で
は
、
引
い
て
歩
く
方
が
フ
ラ
フ
ラ
と
な
る
。
景
色
が

単
調
な
の
で
進
ん
だ
と
も
思
え
ず
、
気
が
滅
入
る
。
ヘ
ラ
ー
ト
ま
で
の
行

先
の
遠
さ
を
思
い
、
暑
さ
に
弱
っ
て
い
る
馬
や
自
分
自
身
を
考
え
て
焦
る
。

夜
は
、
コ
ー
・
イ
・
パ
パ
山
脈
東
端
の
山
が
真
近
に
見
え
る
、
ヘ
ル
マ
ン

ド
川
沿
い
の
ヘ
サ
・
イ
・
ア
ワ
ル
村
に
泊
る
。

二
十
六
日
、
コ
ー
・
イ
・
パ
パ
山
脈
を
右
手
に
見
な
が
ら
ヘ
ル
マ
ン
ド

川
沿
い
に
下
る
。
山
脈
を
南
側
か
ら
見
上
げ
て
い
る
た
め
か
、
稜
線
に
二
、

三
ヶ
所
小
さ
な
雪
田
を
乗
せ
て
い
る
だ
け
の
岩
山
で
、
さ
っ
ぱ
り
迫
力
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
ど
の
山
が
最
高
峰
シ
ャ
ー
・
フ
ラ
デ
ィ
（
五
一
四
○
メ
ー

鰯
ト
ル
）
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
か
っ
た
。
小
さ
な
丘
を
い
く
つ
も
越
え

難
て
行
く
。
い
く
つ
越
え
て
も
、
草
な
ど
全
く
な
い
茶
色
の
荒
野
が
広
が
る

融
だ
け
の
相
変
わ
ら
ず
の
同
じ
景
色
が
広
が
る
。
夜
は
、
ハ
バ
・
ハ
ン
村
の
農

轆
家
に
泊
め
て
も
ら
う
。
こ
の
家
は
砦
の
よ
う
な
高
い
塀
で
囲
わ
れ
た
中
に

舛
数
家
族
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
え
は
、
古
く
か
ら
強
奪
の
繰
り

字
返
し
の
中
に
生
き
て
き
た
こ
の
地
域
の
歴
史
を
お
も
わ
せ
る
。
街
で
は
見

ガブ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ベ
ー
ル
を
付
け
な
い
女
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

ァ
の
塀
の
上
に
寝
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
手
す
り
が
な
く
、
落
ち
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
丸
一
日
食
事
に
あ
り
つ
け
な
か
っ

た
。

二
十
七
日
、
ヘ
ル
マ
ン
ド
川
沿
い
に
下
る
。
一
時
間
程
進
む
と
川
は
岩

壁
の
間
を
通
り
抜
け
る
。
踏
跡
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、
道
は
岩
壁
の
中
に

消
え
て
し
ま
い
、
馬
で
は
と
て
も
通
過
で
き
な
い
。
そ
こ
で
川
辺
に
降
り
、

峡
谷
の
中
に
馬
を
乗
り
入
れ
る
。
浅
瀬
を
求
め
て
右
岸
に
左
岸
に
と
渡
り

か
え
し
て
突
破
す
る
。
そ
の
後
は
ま
た
一
日
が
か
り
で
山
越
え
で
あ
る
。

登
り
で
馬
は
暑
さ
に
ダ
ウ
ン
。
つ
れ
っ
て
も
、
ひ
っ
ぱ
た
い
て
も
、
け
っ

と
ば
し
て
も
だ
め
な
の
で
、
仕
方
な
く
引
い
て
歩
く
。
馬
が
弱
い
の
か
、

な
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
下
り
で
は
、
馬
は
尻

餅
を
つ
く
始
末
で
あ
っ
た
。
ウ
ナ
イ
峠
を
越
え
て
ヘ
ル
マ
ン
ド
川
流
域
に

入
っ
て
か
ら
、
緑
は
一
段
と
少
な
く
な
っ
た
。

二
十
八
日
、
ま
た
一
日
が
か
り
で
峠
越
え
。
灼
熱
の
中
、
馬
を
引
い
て

登
り
、
そ
し
て
下
る
。
地
図
は
米
国
製
航
空
測
量
図
百
万
分
の
一
の
Ｏ
Ｎ

Ｃ
を
日
本
か
ら
持
参
し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ル
で
は
こ
れ
以
上
の
地
図
は
手

に
入
ら
な
い
・
最
初
百
万
分
の
一
と
い
う
大
ま
か
さ
に
手
を
焼
き
薄
行
先

の
距
離
の
長
さ
か
ら
、
一
日
に
進
む
距
離
の
あ
ま
り
の
短
さ
に
焦
り
を
感

じ
る
。
今
日
あ
た
り
に
な
る
と
、
こ
の
地
図
上
で
も
ど
こ
に
い
る
の
か
、

ほ
ぼ
正
確
に
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
図
は
、
地

形
は
正
確
で
あ
る
が
、
地
名
は
あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

カ
ー
ブ
ル
か
ら
目
的
地
へ
ラ
ー
ト
ま
で
は
、
直
線
距
離
に
し
て
六
五
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
行
程
は
八
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
。
焦
っ
て
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も
始
ま
ら
な
い
と
自
分
に
何
度
も
い
い
き
か
せ
る
。

二
十
九
日
、
昨
晩
も
ま
た
南
京
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
寝
ら
れ
な

か
っ
た
。
毎
晩
南
京
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
寝
ら
れ
な
い
夜
が
続
く
。
半
日
山

を
越
え
て
パ
ン
ジ
ャ
オ
着
。
山
に
は
羊
の
歩
い
た
踏
跡
が
縦
横
に
走
っ
て

お
り
正
確
な
道
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
。
こ
の
村
に
は
、
広
場
を
囲
ん
で

二
十
軒
程
の
雑
貨
屋
が
並
ぶ
。
カ
ー
ブ
ル
を
出
て
以
来
最
初
の
ま
と
も
な

バ
ザ
ー
ル
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
東
京
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
い
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
英
国
人
女
医
と
看
護
婦
二
人
が
お
り
、
カ
ー
ブ
ル
か
ら
二
五
○

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
た
こ
の
よ
う
な
辺
地
で
、
何
年
も
診
療
を
続

け
て
い
る
。
彼
女
達
に
、
最
初
は
女
に
、
次
は
モ
ゴ
ー
ル
に
間
違
え
ら
れ

た
。
今
ま
で
へ
ラ
ー
ト
ま
で
馬
や
ラ
ク
ダ
で
行
っ
た
話
は
聞
か
な
い
が
、

こ
の
先
は
も
っ
と
き
つ
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。

三
十
日
、
一
日
で
二
つ
の
峠
を
越
え
、
十
数
時
間
か
け
て
距
離
を
か
せ

ぐ
。
泊
る
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
は
い
え
、
カ
ー
ブ
ル
を

出
発
し
た
初
日
か
ら
何
回
も
暗
闇
の
中
を
歩
か
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
夜

は
歩
く
な
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
毎
日
う
ま
く
日
没
前
に
次
の
泊
り
場
に

行
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
暗
闇
の
中
を
一
人
で
、
強
盗
や
オ
オ
カ
ミ
が

う
よ
う
よ
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
こ
の
地
域
を
、
馬
を
引
い
て
歩
く
の

は
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
い
。
二
つ
目
の
峠
は
闇
の
中
を
越
え
た
の

で
、
道
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
で
も
大
変
で
あ
っ
た
。

三
十
一
日
、
チ
ャ
ク
ル
シ
ィ
峠
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ル
マ
ン
ド
川

流
域
に
別
れ
を
告
げ
、
い
よ
い
よ
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
流
域
に
入
る
。
半
ば
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崩
壊
し
た
古
い
砦
の
跡
を
い
く
つ
か
見
る
。
い
つ
頃
の
も
の
か
は
見
当
も

つ
か
な
い
・
昨
日
も
谷
の
両
側
の
山
の
上
に
、
見
張
所
に
使
用
し
た
と
思

わ
れ
る
建
物
を
い
く
つ
か
見
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
十
三
世
紀
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
侵
略
以
前
に
も
、
現
在
の
イ
ラ
ン
か
ら
何
回
も
侵
略
さ
れ
て

お
り
、
近
く
は
七
、
八
○
年
前
ま
で
ハ
ザ
ー
ラ
族
（
モ
ン
ゴ
ル
系
）
と
コ

チ
族
（
ア
フ
ガ
ン
族
）
の
問
に
大
規
模
な
戦
闘
が
続
い
て
い
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
建
築
物
は
、
部
族
間
の
戦
闘
用
に
し
て
は
立
派
す
ぎ
る
。
ま
た

現
在
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
住
民
に
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
建
て
る
だ

け
の
力
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
に
も
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
。
現
在
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
要
路
は
、
中
央
部
高
地
を
避
け
、
そ
の
ヘ
リ
の
砂
漠
の

中
に
道
路
が
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
中
央
部
は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
太
古
か
ら
自
動
車
輸
送
が
始
ま
る
ま
で
は
、
カ
ー
ブ
ル
・
ヘ
ラ
ー
ト

を
結
ぶ
道
は
、
こ
の
中
央
部
を
横
断
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
故
こ
の
地
域
が
戦
略
上
の
最
重
要
地
域
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ

れ
る
。
二
つ
目
の
峠
を
越
え
て
サ
リ
ジ
ャ
ン
ガ
ル
村
着
。
こ
こ
に
は
小
さ

い
な
が
ら
も
バ
ザ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

八
月
一
日
、
朝
か
ら
下
痢
で
、
体
調
は
思
わ
し
く
な
い
。
こ
の
地
域
の

水
は
悪
く
、
塩
分
や
石
灰
分
で
白
濁
し
た
水
、
ア
オ
ミ
ド
ロ
の
浮
い
た
水
、

泥
水
等
す
さ
ま
じ
い
。
こ
の
地
で
は
、
水
で
あ
れ
ば
、
そ
の
質
は
全
く
問

わ
な
い
。
こ
の
水
が
体
調
を
崩
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
何
ん
と
も
日
本

の
冷
た
く
う
ま
い
沢
の
水
が
な
つ
か
し
い
。
サ
リ
ジ
ャ
ン
ガ
ル
村
を
出
て

間
も
な
く
、
下
痢
の
た
め
馬
か
ら
飛
び
降
り
て
そ
こ
に
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
。
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ホ
ッ
と
す
る
間
も
な
く
、
地
面
に
一
尾
の
ク
モ
を
認
め
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
に
は
ゴ
ン
ダ
ー
ル
と
い
う
猛
毒
を
も
つ
ク
モ
が
い
て
、
一
メ
ー
ト
ル

も
飛
び
つ
い
て
き
て
、
一
命
に
か
か
わ
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
ク
モ
の

方
が
、
サ
ソ
リ
よ
り
は
る
か
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
心
臓
が
ど

う
か
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
程
ビ
ッ
ク
リ
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
と
逃
げ

出
し
た
。
尻
を
出
し
た
ま
ま
の
脱
出
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
ク
モ

を
見
た
の
は
、
こ
の
時
が
最
初
で
最
後
で
あ
っ
た
。

終
日
の
山
越
え
。
あ
ま
り
の
暑
さ
に
グ
ロ
ッ
キ
ー
気
味
で
あ
る
。
暑
さ

と
餌
不
足
で
馬
も
衰
弱
し
て
い
る
。
ハ
リ
・
ル
ー
ド
流
域
に
入
っ
て
か
ら
、

益
々
乾
燥
の
度
合
は
ひ
ど
く
な
り
、
目
に
つ
く
緑
は
一
段
と
減
少
し
て
い

る
。

気
温
は
朝
七
時
を
過
ぎ
る
と
必
ず
体
温
を
越
え
る
。
日
中
は
焼
け
付
く

よ
う
な
暑
さ
。
そ
し
て
雲
が
浮
ん
で
い
る
こ
と
の
全
く
な
い
青
空
の
毎
日

に
、
腹
立
し
さ
を
感
ず
る
。
あ
ま
り
の
暑
さ
に
薄
着
は
で
き
な
い
。
暑
さ

が
布
を
通
し
て
突
き
刺
し
て
く
る
よ
う
だ
か
ら
で
あ
る
。
シ
ャ
ツ
一
枚
で

は
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
そ
し
て
体
の
水
分
を
早
く
取
ら
れ
て
体
が
ま
い

る
。
木
綿
の
長
袖
シ
ャ
ツ
の
上
に
厚
手
の
コ
ー
ル
天
ヤ
ッ
ケ
を
着
込
ん
で
、

馬
に
乗
っ
た
り
引
い
て
歩
く
。

二
日
、
朝
か
ら
の
山
越
え
。
山
上
か
ら
の
景
色
は
、
い
つ
も
の
こ
と
な

が
ら
全
く
ぱ
か
げ
て
い
る
。
見
渡
す
限
り
続
く
荒
野
に
い
さ
さ
か
う
ん
ざ

り
す
る
。
こ
ん
な
で
た
ら
め
な
世
界
に
住
む
人
間
に
、
す
べ
て
緑
で
被
わ

れ
て
い
る
景
色
を
説
明
し
て
も
信
じ
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
し
か
し
こ

の
荒
凉
と
し
た
世
界
は
茶
一
色
で
は
な
い
・
薄
茶
、
灰
色
、
赤
紫
、
黄
、

水
色
、
ダ
イ
ダ
イ
と
色
と
り
ど
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
す
べ
て
淡

い
色
で
統
一
さ
れ
る
。

山
を
降
り
る
と
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
に
出
る
。
夕
方
暗
く
な
る
寸
前
シ
ニ

ア
と
い
う
小
村
に
着
く
。
学
校
の
先
生
な
る
者
達
が
現
わ
れ
、
泊
め
て
や

る
と
い
う
。
結
局
彼
ら
に
、
馬
の
餌
代
、
食
事
（
卵
一
個
に
ナ
ン
半
分
）

代
に
法
外
な
値
段
を
ふ
っ
か
け
ら
れ
た
。
こ
ん
な
に
金
は
払
え
な
い
と
言

う
と
、
や
お
ら
銃
の
手
入
れ
を
始
め
た
り
、
刃
渡
り
三
○
セ
ン
チ
も
あ
る

ナ
イ
フ
で
歯
の
間
を
ほ
じ
り
だ
し
た
り
す
る
。
遊
牧
民
を
相
手
に
旅
を
し

て
い
る
と
、
毎
日
の
こ
と
で
銃
や
ナ
イ
フ
の
出
現
に
、
あ
ま
り
驚
か
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
金
を
彼
ら
に
た
た
き
つ
け
、
テ
ン

ト
を
出
て
外
に
シ
ュ
ラ
フ
を
広
げ
て
寝
る
。
明
日
目
が
さ
め
た
ら
あ
の
ナ

イ
フ
が
胸
に
突
き
刺
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
夜
に
こ
の
村
を

一
人
で
出
て
行
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
ば
ら
し
い
上
弦
の
月
で
あ
っ

た
・
月
は
物
音
一
つ
し
な
い
こ
の
荒
野
を
く
っ
き
り
と
照
し
出
し
て
い
た
。

世
俗
離
れ
し
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
砂
漠
の
夜
に
、
あ
ま
り
に
も
人
間
臭
い

争
い
が
続
く
の
が
不
思
議
に
思
え
る
。

三
日
、
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
沿
い
に
下
る
。
こ
の
辺
り
で
は
澄
ん
だ
水
が

サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
て
行
く
。
川
辺
は
決
し
て
緑
で
は
な
い
。
水
は
土
の
上

を
、
岩
山
の
間
を
流
れ
て
行
く
。
よ
く
も
し
み
込
ま
な
い
で
流
れ
る
も
の

だ
と
感
心
す
る
。

昼
頃
小
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
る
と
い
う
男
に
、
馬
を
奪
わ
れ
そ
う
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茶店て憩う現地民

Local tribemen relax inteahouse-HighAfghanistan (ByMKaji)



砂漠を旅する遊牧民の家族

Anomad fami ly travel ing through thedesert HighAfghanistan

(ByM.Kaji)
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に
な
る
。
昨
晩
の
先
生
と
い
い
、
先
生
と
名
の
る
者
に
は
何
回
も
い
じ
め

ら
れ
た
。
彼
は
《
毎
国
ご
①
一
目
○
日
の
．
》
）
《
《
目
旨
の
ａ
旨
ご
《
《
岸
常
さ
口
嘱
８

日
①
．
）
】
な
ど
の
都
合
い
い
文
章
ば
か
り
知
っ
て
い
る
。
そ
の
く
せ
昨
日
と

明
日
の
区
別
も
で
き
ず
、
頭
・
首
・
口
・
手
な
ど
の
単
語
す
ら
知
ら
な
い
。

こ
れ
が
ア
フ
ガ
ン
式
実
用
英
語
で
あ
る
。
日
本
人
で
あ
れ
ば
ま
ず
最
初
に

憶
え
る
言
葉
は
、
《
《
目
冨
鳥
旨
匡
》
》
と
畠
四
日
”
自
昌
・
ゞ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
二
つ
に
相
当
す
る
言
葉
は
、
全
く
彼
達
か
ら
聞
く
こ
と
は
な

い
。
こ
こ
に
有
史
以
来
略
奪
の
歴
史
の
中
に
生
き
て
来
た
彼
達
と
、
島
国

で
対
外
関
係
に
お
い
て
全
く
の
温
室
に
育
っ
た
農
耕
民
族
日
本
人
と
の
根

本
的
差
違
を
見
る
。
カ
ー
ブ
ル
で
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
平
和
部
隊
の
英
語
教

師
は
神
経
衰
弱
に
か
か
り
、
「
ア
フ
ガ
ン
人
を
原
爆
で
皆
殺
し
に
し
て
や

る
」
な
ど
と
物
騒
な
こ
と
を
い
い
続
け
、
本
国
送
還
と
な
つ
だ
が
、
あ
る

程
度
彼
ら
と
つ
き
あ
っ
て
み
る
と
、
そ
の
気
持
ち
も
よ
く
分
か
る
気
が
し

て
く
る
。
日
没
直
前
、
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
着
。
カ
ー
ブ
ル
か
ら
へ
ラ
ー
ト

ま
で
の
前
半
を
乗
り
切
っ
た
。

四
日
、
カ
ー
ブ
ル
出
発
以
来
初
め
て
の
休
養
日
を
取
る
。
ひ
ど
い
下
痢

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
朝
か
ら
晩
ま
で
馬
の
世
話
で
結
局
は
休
め
な
い
。

こ
れ
で
や
っ
と
前
半
は
終
っ
た
。
後
半
は
よ
り
乾
燥
地
帯
の
旅
と
な
る
。

前
半
が
終
っ
て
や
れ
や
れ
と
喜
ぶ
よ
り
、
ま
だ
後
半
が
あ
る
の
か
と
ウ
ン

ザ
リ
し
て
い
る
の
が
実
感
で
あ
る
。

五
日
、
休
養
日
。
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
に
は
小
さ
な
飛
行
場
が
あ
り
、
週

二
回
カ
ー
ブ
ル
・
ヘ
ラ
ー
ト
間
を
結
ぶ
小
型
飛
行
機
が
立
ち
寄
る
そ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
サ
リ
ジ
ャ
ン
ガ
ル
村
に
も
小
型
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
て
い

た
。
た
っ
た
十
数
年
前
に
は
外
部
に
全
く
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
取
り
残

さ
れ
て
い
た
こ
の
地
に
も
、
飛
行
機
が
立
ち
寄
る
。
そ
し
て
か
な
り
広
範

囲
に
渡
っ
て
活
躍
し
始
め
た
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ラ
ク
ダ
や
ロ
バ
に
よ
る
キ
ャ

ラ
バ
ン
輸
送
を
駆
逐
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
は
現
在
、
ヘ
ラ
ー
ト

か
ら
カ
ン
ダ
ハ
ル
を
経
て
カ
ー
ブ
ル
に
至
る
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
の
ほ

か
に
、
ヘ
ラ
ー
ト
か
ら
こ
こ
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
を
経
て
カ
ー
ブ
ル
に
至
る

中
央
高
地
横
断
の
コ
ー
ス
に
、
第
二
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
建
設
す
る

た
め
の
現
地
調
査
を
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
）
に

依
頼
し
て
い
る
。
カ
ー
ブ
ル
・
ヘ
ラ
ー
ト
間
の
時
間
短
縮
と
地
域
開
発
を

目
的
と
す
る
こ
の
道
路
建
設
計
画
が
実
現
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
地
域
は
急

激
な
変
容
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
時
代
の
必
然
の
流
れ
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
ず
る
の
は
、
現
地
の
人
の
利
益
を
無
視
し

た
部
外
者
の
エ
ゴ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

六
日
、
い
よ
い
よ
後
半
戦
で
あ
る
。
こ
の
中
央
部
高
地
に
お
い
て
は
、

東
部
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
山
脈
の
延
長
上
に
あ
り
高
度
も
高
く
、
比
較
的

降
雪
も
多
い
。
し
か
し
西
部
で
は
高
度
を
低
め
て
イ
ラ
ン
国
境
の
砂
漠
へ

と
消
え
て
い
く
。
旅
の
厳
し
い
部
分
は
後
半
だ
ろ
う
。
あ
き
ら
め
と
居
直

り
の
気
分
で
あ
る
。
半
日
程
進
ん
で
、
シ
ャ
ラ
ー
ク
ヘ
の
道
が
南
下
す
る

の
を
見
送
り
西
進
す
る
。
小
さ
な
丘
を
い
く
つ
も
越
え
、
百
万
分
の
一
の

地
図
で
は
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
午
後
は
強
風
が
吹
き
、

頭
上
の
青
空
を
残
し
て
空
は
薄
茶
色
に
染
ま
る
。
午
後
、
村
で
泊
め
て
く
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れ
る
よ
う
頼
む
が
、
次
の
村
に
行
け
と
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。
す
韓
へ
て

が
暗
闇
の
中
に
消
え
よ
う
と
す
る
頃
、
こ
ん
な
所
に
も
人
間
が
住
め
る
の

か
と
思
わ
れ
る
場
所
に
、
二
張
の
テ
ン
ト
を
見
つ
け
た
。
犬
に
襲
わ
れ
た

上
に
、
こ
の
す
ぐ
先
に
村
が
あ
る
か
ら
行
け
と
追
い
払
わ
れ
る
。
連
れ
は

い
な
い
の
か
と
聞
か
れ
た
時
に
「
一
人
だ
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
仕
方

な
く
暗
闇
の
中
を
出
発
す
る
。
真
丸
の
月
が
出
て
来
た
。
踏
跡
を
辿
り
な

が
ら
進
む
。
羊
が
斜
面
を
縦
横
に
歩
い
て
お
り
、
度
々
道
を
見
失
う
。
村

ら
し
き
も
の
は
全
く
な
い
。
九
時
頃
完
全
に
道
を
見
失
っ
た
。
満
月
で
明

る
い
夜
で
あ
る
。
斜
面
に
い
て
は
見
つ
か
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
窪
地
を
見

つ
け
て
シ
ュ
ラ
フ
に
も
ぐ
り
込
む
。
「
一
人
」
と
答
え
た
こ
と
を
後
悔
す

る
。
そ
の
時
ニ
ャ
リ
と
し
た
男
の
顔
を
想
い
出
す
。
昨
晩
チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ

ン
で
の
夢
見
も
悪
か
っ
た
。
偶
然
で
あ
ろ
う
が
、
野
盗
に
襲
わ
れ
た
夢
を

見
た
。
二
年
前
に
ヘ
ラ
ー
ト
を
出
発
し
た
ま
ま
行
方
の
知
れ
な
い
ド
イ
ツ

人
二
人
も
、
こ
う
い
う
場
所
で
襲
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
所
で

は
殺
さ
れ
て
も
全
く
浮
か
ば
れ
ま
い
・
全
く
生
き
た
心
地
が
し
な
い
。
明

朝
目
を
さ
ま
す
こ
と
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
な
ど
と
考
え
る
。
し
ば
ら
く

す
る
と
周
囲
が
少
し
暗
く
な
っ
て
来
た
。
見
上
げ
る
と
、
月
が
欠
け
始
め

て
い
る
。
一
時
間
半
程
で
、
す
ば
ら
し
い
皆
既
月
食
と
な
っ
た
。
そ
し
て

今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
程
大
き
な
流
れ
星
を
見
る
。
た
と
え
奴
等
が
追

っ
て
き
た
と
し
て
も
、
こ
の
月
を
見
て
驚
い
て
引
き
返
す
だ
ろ
う
と
勝
手

に
考
え
る
。
そ
う
し
た
ら
何
ん
と
な
く
心
が
軽
く
な
っ
て
、
寝
入
っ
て
し

ま
っ
た
。

七
日
、
朝
目
を
さ
ま
す
。
ど
う
や
ら
殺
さ
れ
ず
に
す
ん
だ
よ
う
だ
。
し

か
し
ま
だ
道
に
迷
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
水
も
、
食
事
も
、
草
も
な
い
の

で
、
す
ぐ
に
馬
を
引
い
て
歩
き
出
す
。
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
の
か
、
体

は
極
端
に
だ
る
く
、
頭
は
割
れ
そ
う
に
痛
む
。
道
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま

二
つ
、
三
つ
の
丘
を
越
え
る
と
、
下
に
テ
ン
ト
が
見
え
た
。
や
っ
と
た
ど

り
着
い
た
と
た
ん
へ
ナ
ヘ
ナ
と
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
誰
か
水
を
持
っ

て
き
て
く
れ
た
。
妙
な
臭
い
と
味
が
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
小
バ
ケ

ツ
一
杯
の
水
を
一
気
に
飲
み
干
し
た
。
こ
こ
に
は
ナ
ン
す
ら
な
い
と
い
う

の
で
、
落
ち
着
い
て
か
ら
ま
た
出
発
。
一
日
中
小
さ
な
山
を
越
え
る
。
地

形
が
複
雑
で
ど
こ
に
い
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。
何
ん
と
も
情
け
な
く

な
る
。
夕
方
テ
ン
ト
を
見
つ
け
泊
め
て
も
ら
う
。
モ
ミ
ガ
ラ
の
入
っ
た
燕

麦
を
セ
ン
ベ
イ
状
に
焼
い
た
も
の
半
分
だ
け
で
、
茶
も
な
い
夕
食
で
あ
っ

た
。

八
日
、
半
日
で
二
つ
の
山
を
越
え
る
と
ジ
ャ
ム
村
の
あ
る
小
さ
な
谷
に

出
合
う
。
こ
の
村
か
ら
一
時
間
程
行
っ
た
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
辺
り
に
、
ミ

ナ
レ
ッ
ト
（
回
教
寺
院
に
付
属
す
る
塔
）
が
あ
る
と
い
う
の
で
見
物
に
行

く
。
高
さ
約
七
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
い
う
こ
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
は
、
狭
い
谷

を
流
れ
る
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
の
辺
り
に
聲
え
立
っ
て
い
る
。
対
岸
岩
山
中

腹
に
は
、
砦
跡
ら
し
い
廃
嘘
が
見
え
る
。
レ
ン
ガ
を
下
か
ら
積
み
重
ね
て

作
ら
れ
た
こ
の
塔
の
内
部
に
は
、
二
重
の
螺
旋
階
段
が
あ
る
。
外
側
レ
ン

ガ
上
に
は
、
所
々
に
青
色
タ
イ
ル
が
残
っ
て
お
り
、
以
前
は
一
面
タ
イ
ル

が
張
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
ミ
ナ
レ
ッ
ト
は
、
回
教
寺

（118）



アフガニスタン中央高地単独横断

院
の
四
方
に
建
て
ら
れ
る
も
の
で
、
モ
ス
ク
を
建
て
る
余
地
な
ど
な
い
狭

谷
に
、
一
本
建
て
ら
れ
て
い
る
の
は
不
思
議
で
あ
っ
た
。

九
日
、
午
前
中
か
か
っ
て
山
を
越
え
る
。
山
は
西
に
行
く
に
従
い
高
度

を
下
げ
て
い
る
の
が
は
っ
き
り
見
渡
せ
る
。
山
を
下
る
と
再
び
ハ
リ
・
ル

ー
ド
川
に
出
合
う
。
川
は
赤
紫
色
の
山
間
を
静
か
に
流
れ
る
。
夕
方
は
凉

し
く
、
西
の
空
は
刻
々
と
美
し
い
色
の
変
化
を
見
せ
る
。
し
か
し
こ
の
時

こ
そ
焦
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ
る
。
早
く
泊
る
所
を
確
保
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
夜
も
八
時
頃
暗
闇
の
中
に
、
や
っ
と
タ
イ
マ
二
族

の
テ
ン
ト
を
見
つ
け
る
。
夜
、
彼
ら
か
ら
病
気
の
子
供
を
見
て
く
れ
と
頼

ま
れ
る
。
素
人
が
見
て
も
、
す
ぐ
栄
養
失
調
と
分
か
る
症
状
で
あ
る
。
薬

を
分
け
て
や
る
。
薬
な
ど
何
も
な
ら
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
彼
ら
に
、
野
菜
・
果
物
・
卵
・
肉
を
食
べ
さ
せ
ろ
と
忠
告
し
た
と
こ
ろ

で
何
ん
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
彼
ら
の
貧
し
い
生
活
に
同
情
す
る
。
し
か

し
物
質
あ
ふ
れ
る
大
都
会
の
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
中
に
も
、
異
次
元
の
貧

困
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
繁
栄
の
中
の
貧
困
感
の
方
が
、
人
間

は
よ
り
大
き
く
感
じ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
。

十
日
、
ハ
リ
・
ル
ー
ド
川
沿
い
の
小
道
を
下
る
。
馬
に
乗
っ
た
一
人
の

男
が
、
こ
の
辺
り
は
よ
く
強
盗
が
で
る
。
す
で
に
近
く
の
者
が
三
回
も
襲

わ
れ
た
の
で
、
二
人
で
行
こ
う
と
言
う
。
二
人
で
馬
を
進
め
る
。
男
は
ピ

ス
ト
ル
を
見
せ
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
安
だ
と
言
う
。
し
か
し
二
人

の
問
に
は
、
こ
の
男
と
一
緒
に
行
く
と
強
盗
に
対
し
少
し
は
安
全
な
の
か
、

こ
の
男
も
強
盗
な
の
か
理
解
に
苦
し
む
よ
う
な
会
話
が
続
く
。

昼
過
ぎ
、
シ
ャ
ラ
ー
ク
よ
り
の
車
道
に
出
合
う
。
こ
の
道
は
、
十
数
年

前
梅
棹
氏
が
通
っ
た
と
こ
ろ
で
、
『
モ
ゴ
ー
ル
族
探
検
記
』
に
で
て
く
る

道
で
あ
る
・
こ
の
先
へ
ラ
ー
ト
ま
で
は
、
日
本
人
も
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

少
し
は
車
も
通
る
と
思
う
と
気
が
楽
に
な
る
。

夜
は
ホ
ジ
ェ
・
チ
シ
ト
の
茶
屋
に
泊
る
。
お
い
し
い
ナ
ン
を
食
べ
る
。

チ
ャ
ク
チ
ャ
ラ
ン
出
発
以
来
た
っ
た
二
枚
の
ナ
ン
と
水
だ
け
で
あ
っ
た
。

十
一
日
、
周
囲
の
山
も
か
な
り
低
く
な
っ
て
き
た
。
暑
さ
は
増
し
、
景

色
は
ま
す
ま
す
単
調
に
な
る
。
し
か
し
一
日
に
車
と
二
、
三
台
も
出
会
い
、

心
強
い
。

十
二
日
、
単
調
な
景
色
の
中
、
馬
を
進
め
る
。
毎
日
午
後
か
ら
風
が
吹

き
、
周
囲
を
茶
色
に
す
る
。
頭
上
だ
け
に
青
空
が
あ
り
、
て
つ
。
へ
ん
の
抜

け
た
薄
茶
色
の
大
ド
ー
ム
の
中
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。

今
宵
の
泊
り
場
オ
ペ
は
、
こ
の
行
程
中
最
大
の
村
で
あ
っ
た
。
梅
棹
氏

の
本
に
あ
る
温
泉
が
こ
こ
に
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な

く
て
が
っ
か
り
し
た
。

十
三
日
、
周
囲
の
山
は
低
く
な
り
、
砂
漠
状
と
な
る
。
き
の
う
か
ら
ハ

リ
・
ル
ー
ド
川
は
伏
流
と
な
り
、
旅
は
終
り
に
近
い
こ
と
を
知
る
。
午
後

は
熱
風
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
ヘ
ラ
ー
ト
真
近
さ
か
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

こ
と
、
そ
し
て
次
の
計
画
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
余
裕
が
で
て
き
た
。

十
四
日
、
も
う
体
は
ダ
ル
い
・
馬
は
、
い
く
ら
ム
チ
を
入
れ
て
も
反
応

し
な
い
・
昼
頃
前
方
遥
か
遠
く
に
、
ぼ
ん
や
り
と
ヘ
ラ
ー
ト
の
林
を
見
る
。

午
後
は
例
の
北
か
ら
の
砂
ま
じ
り
の
熱
風
に
悩
ま
さ
れ
る
。
南
の
空
は
茶
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色
の
カ
ー
テ
ン
が
張
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
上
に
幾
筋
も
、
竜
巻
が

登
っ
て
い
く
。

夕
方
へ
ラ
ー
ト
着
。
す
ぐ
に
ば
く
ろ
う
を
捜
し
て
馬
を
売
る
。
馬
は
も

う
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
か
ら
と
、
一
二
五
○
ア
フ
ガ
ニ
に
た
た
か
れ
た
。

カ
ー
ブ
ル
か
ら
は
る
ば
る
と
一
緒
に
や
っ
て
来
た
馬
だ
が
、
感
傷
に
浸
っ

て
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
以
上
馬
の
世
話
に
悩
ま
さ
れ

た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

馬
を
売
り
終
わ
る
と
、
残
さ
れ
た
サ
ド
ル
バ
ッ
グ
を
肩
に
、
重
い
足
を

ひ
き
ず
り
夕
方
の
雑
沓
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
。

八
○
○
キ
ロ
以
上
を
乗
り
切
っ
た
二
十
三
日
間
の
旅
は
、
灼
熱
、
飢
え
、

渇
き
》
単
調
、
そ
し
て
焦
燥
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
旅
は
、
出
発
時
の
未
知

な
る
も
の
へ
の
興
奮
と
緊
張
が
信
じ
ら
れ
な
い
程
、
静
か
な
終
り
を
告
げ

た
。
静
か
な
旅
の
終
末
は
、
明
日
の
心
配
と
馬
の
世
話
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

を
取
り
去
っ
て
く
れ
た
。
喜
び
を
分
か
ち
合
う
相
手
が
い
な
い
か
ら
か
、

と
り
わ
け
嬉
し
く
は
な
か
っ
た
。
大
き
な
満
足
に
酔
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
か
っ
た
。
し
か
し
次
の
計
画
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
、
旅
の
想
い
出

に
浸
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
疲
れ
は
て
て
い
た
。

ど
う
し
て
こ
う
も
劇
的
で
な
い
ん
だ
。
高
笑
い
し
た
り
泣
き
じ
ゃ
く
っ

た
り
し
て
、
狂
喜
し
な
い
ん
だ
。
ま
あ
い
い
さ
、
こ
の
旅
が
ド
ラ
マ
で
は

な
か
っ
た
ん
だ
。
ド
ラ
マ
は
旅
で
は
な
く
、
人
生
の
方
な
ん
だ
。
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ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
も
っ
と
も
近
距
離
に
位

置
し
、
他
の
山
群
に
比
べ
て
比
較
的
短
期
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
手
軽
に
行

か
れ
る
地
域
と
し
て
、
ま
た
そ
こ
に
は
高
度
こ
そ
エ
ベ
レ
ス
ト
・
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
・
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
山
群
に
ゆ
ず
る
が
、
美
し
い
峰
々
が
未
登
の
ま
ま

数
多
く
存
在
し
て
い
る
地
域
と
し
て
、
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
は
恰
好
な
山
群
で
あ
る
。
ま
た
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
知
り
尽
さ
れ
た
感

の
あ
る
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
あ
っ
て
、
種
々
の
政
治
的
問
題
か
ら
入

域
が
制
限
さ
れ
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
の
多
い
非
常
に
興
味
深
い
地

域
で
も
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
三
名
は
、
一
九
七
一
年
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
に
こ
の
ラ

ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
入
る
機
会
を
得
、
最
奥
部
に
位
置
す
る
チ
ベ
ッ
ト

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
踏
査
行

は
じ
め
に

梶
正
彦

国
境
上
の
テ
ィ
ル
マ
ン
の
コ
ル
に
立
ち
、
こ
の
未
踏
峰
の
宝
庫
ラ
ン
タ

ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
美
し
い
山
々
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
メ

ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

佐
藤
正
敏
（
鉦
歳
）
弘
前
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

梶
正
彦
（
妬
歳
）
上
智
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

山
田
和
夫
（
謁
歳
）
国
際
商
科
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

一
九
七
一
年
九
月
十
日
、
わ
れ
わ
れ
は
か
ね
て
か
ら
の
打
ち
合
わ
せ
に

従
っ
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
合
し
た
。
佐
藤
は
パ
ト
ラ
シ
・
ヒ
マ
ー
ル
か

ら
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
北
面
を
回
っ
た
七
五
日
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
か
ら
、
山
田

は
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
の
後
の
ア
ッ
サ
ム
へ
の

旅
か
ら
、
梶
は
灼
熱
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
砂
漠
の
旅
か
ら
で
あ
っ
た
。

約
束
し
て
い
た
も
う
一
名
は
、
八
月
最
上
川
に
お
け
る
ポ
ー
ト
転
覆
事
故

に
よ
り
参
加
で
き
ず
、
残
念
で
あ
っ
た
。
三
人
が
集
合
し
た
時
点
で
早
速

協
議
し
、
わ
れ
わ
れ
の
金
銭
的
・
時
間
的
制
約
を
考
慮
に
入
れ
て
、
目
標

を
ラ
ン
タ
ン
谷
に
決
定
し
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
最
奥
部
に
位
置
す

る
ラ
ン
タ
ン
・
リ
（
七
二
三
九
メ
ー
ト
ル
）
南
西
稜
は
容
易
で
あ
る
と
の

情
報
と
、
最
後
の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
で
あ
っ
た
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
を
間

近
に
見
た
い
と
い
う
強
い
希
望
も
あ
っ
た
。

出
発
を
十
日
後
と
決
定
し
て
か
ら
は
忙
し
く
な
っ
た
。
許
可
に
関
し
て

は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
隊
々
長
で
あ
っ
た
山
田
は
、
遠
征
隊
付
リ
エ
ゾ

ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
発
狂
事
件
に
よ
る
登
山
中
止
後
、
ネ
パ
ー
ル
外
務
省
か

ら
一
ヶ
年
有
効
の
ネ
パ
ー
ル
全
山
域
登
山
許
可
証
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
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そ
れ
を
も
と
に
簡
単
に
片
付
い
た
。
わ
れ
わ
れ
三
名
は
、
今
回
の
ラ
ン
タ

ン
行
以
外
の
各
自
の
目
的
を
持
っ
て
日
本
を
出
て
来
た
た
め
に
、
個
人
用

装
備
を
中
心
と
し
た
装
備
の
一
部
と
薬
品
を
除
い
た
一
切
を
カ
ト
マ
ン
ズ

で
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
装
備
は
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
の
エ

ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
の
残
骸
を
中
心
に
シ
ェ
ル
パ
か
ら
、
シ
ェ
ル
パ
用
装
備

す
べ
て
と
登
華
具
の
一
部
及
び
テ
ン
ト
を
購
入
し
た
。
食
糧
は
一
切
を
バ

ザ
ー
ル
か
ら
調
達
し
た
が
、
味
の
単
調
さ
お
よ
び
重
量
が
重
く
長
期
間
の

山
行
と
高
度
の
影
響
を
考
え
る
と
条
件
は
か
な
り
悪
い
も
の
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
雇
用
に
関
し
て
は
、
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
に

比
べ
て
遠
征
隊
の
数
が
少
な
く
、
い
い
シ
ェ
ル
パ
を
比
較
的
簡
単
に
ま
た

安
い
賃
金
で
雇
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
準
備
は
決

し
て
十
分
で
な
く
、
ま
た
満
足
の
い
く
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
よ
う
に
十
二
分
に
組
織
さ
れ
、
日
本
で
準
備
を
整

え
た
遠
征
隊
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
小
遠
征
隊
が
数
多
く
出
か
け

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
、
限
ら
れ
た
人
員
と
準
備
で

ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
参
考
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
気
負
い
が
あ
っ
た
。

三
名
と
い
う
少
人
数
で
あ
っ
た
が
、
各
自
の
経
験
か
ら
効
率
よ
く
準
備

を
進
め
十
日
で
完
了
し
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
の
空
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
明
け
が

真
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
一
段
と
青
味
を
増
し
、
雲
は
白
く
な

キ
ャ
ラ
バ
ン

っ
て
き
た
。

九
月
二
十
一
日
、
シ
ェ
ル
パ
ー
名
、
キ
ッ
チ
ン
ボ
ー
イ
一
名
、
シ
ェ
ル

パ
ポ
ー
タ
ー
十
八
名
と
共
に
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
ト
ラ
ッ
ク
で
カ
ト
マ
ン

ズ
を
後
に
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
地
ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
ヘ
と
向
か
う
。

カ
ト
マ
ン
ズ
郊
外
カ
カ
ニ
の
丘
で
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

展
望
は
、
残
念
な
が
ら
午
後
の
雲
の
中
で
あ
っ
た
。

九
月
二
十
二
日
、
ト
リ
ス
リ
．
、
ハ
ザ
ー
ル
よ
り
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
開
始
。
ト

リ
ス
リ
川
左
岸
沿
い
に
登
降
を
繰
り
返
し
、
四
日
間
で
シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
シ

着
。
こ
の
四
日
間
は
雨
の
中
ヒ
ル
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

あ
っ
た
。
シ
ャ
ブ
ル
ベ
ン
シ
よ
り
ラ
ン
タ
ン
・
コ
ー
ラ
に
入
り
二
日
で
ラ

ン
タ
ン
村
着
。
大
岩
壁
直
下
の
な
か
な
か
大
き
な
村
で
あ
る
。
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
連
れ
て
行
っ
た
シ
ェ
ル
パ
ポ
ー
タ
ー
は
、
ラ
ン
タ
ン
村
ま
で
に
す

べ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ン
タ
ン
氷
河
上
の
ボ
ッ
カ
を
楽
に
す
る
た
め

に
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
ま
で
連
れ
て
来
た

彼
ら
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
目
算
は
す
っ
か
り
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ン
タ

ン
村
ま
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
シ
ェ
ル
パ
ポ
ー
タ
ー
の
賛
沢
さ
は
、
タ
マ

ン
ポ
ー
タ
ー
に
比
較
し
て
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
都
会

生
活
に
慣
れ
切
っ
た
シ
ェ
ル
パ
達
は
、
も
う
日
当
一
○
ル
ピ
ー
の
ロ
ー
カ

ル
ポ
ー
タ
ー
に
は
向
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ラ
ン
タ
ン
村
よ
り
三
時
間
程
で
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
七
二
四
五
メ

ー
ト
ル
）
の
真
下
に
あ
る
小
村
キ
ャ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ン
パ
（
三
八
○
一
メ
ー

ト
ル
）
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
見
上
げ
る
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
お
よ
び
キ
ム

（122）
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シ
ュ
ン
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
ラ
ン
タ
ン
谷
の
奥
に
は
ガ
ン
チ
ェ
ン
ポ
の
均

整
と
れ
た
美
し
い
姿
が
望
ま
れ
る
。
カ
ブ
の
取
り
入
れ
に
忙
し
い
こ
の
村

に
は
、
ス
イ
ス
人
の
建
て
た
チ
ー
ズ
エ
場
が
あ
り
、
現
在
は
ネ
パ
ー
ル
人

だ
け
で
チ
ー
ズ
と
バ
タ
ー
を
製
造
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ン
パ
か

ら
ラ
ン
タ
ン
・
コ
ー
ラ
沿
い
に
の
ぼ
る
と
ガ
ン
チ
ェ
ン
ポ
の
麓
に
達
す
る
。

コ
ー
ラ
が
左
に
曲
る
と
ド
ー
ム
・
プ
ラ
ン
（
六
八
三
○
メ
ー
ト
ル
）
、
ラ

ン
シ
サ
・
リ
（
六
二
九
四
メ
ー
ト
ル
）
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
山
々
が

望
ま
れ
る
静
か
な
美
し
い
谷
間
に
無
人
の
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
カ
（
四
○
八

○
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
道
は
、
テ
ィ
ル
マ
ン
の
言
っ
た

「
世
界
一
美
し
い
谷
」
の
名
に
相
応
し
い
景
色
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
。

ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
を
出
発
し
て
九
日
目
に
、
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
カ

よ
り
、
ラ
ン
タ
ン
谷
最
奥
の
カ
ル
カ
を
過
ぎ
、
パ
ン
グ
リ
・
ゴ
ル
ダ
ム
に

達
し
、
辺
り
に
仮
Ｂ
Ｃ
を
建
設
。
ポ
ー
タ
ー
三
人
が
残
り
、
そ
の
他
の
ポ

ー
タ
ー
は
雨
の
中
を
下
っ
て
い
っ
た
。
パ
ン
グ
リ
・
ゴ
ル
ダ
ム
は
標
高
四

四
八
○
メ
ー
ト
ル
、
ラ
ン
タ
ン
氷
河
右
岸
の
サ
イ
ド
・
モ
レ
ー
ン
上
に
あ

り
、
ド
ラ
グ
・
リ
（
五
四
九
○
メ
ー
ト
ル
）
の
大
岩
壁
直
下
に
あ
る
小
さ

十
月
一
日
、
曇
後
雨
。
わ
れ
わ
れ
三
名
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
、
ポ
ー
タ
ー

三
名
は
、
仮
Ｂ
Ｃ
か
ら
サ
イ
ド
・
モ
レ
ー
ン
を
一
時
間
程
た
ど
り
、
モ
レ

ー
ン
に
お
お
わ
れ
た
ラ
ン
タ
ン
氷
河
に
降
り
立
つ
・
ガ
ラ
ガ
ラ
の
モ
レ
ー

ン
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
左
手
よ
り
キ
ュ
ン
カ
氷
河
が
出
合
う
地
点
を

Ｂ
Ｃ
予
定
地
と
し
て
荷
物
を
デ
ポ
す
る
。
仮
Ｂ
Ｃ
へ
の
帰
路
は
雨
で
見
通

な
浅
い
池
で
あ
る
。

十
月
一
日
、
曇
後
雨
。

し
が
全
く
き
か
な
い
・
カ
ト
マ
ン
ズ
出
発
以
来
、
天
気
は
全
く
よ
く
な
い
・

今
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
は
「
七
○
年
振
り
の
悪
天
候
」
と
い
わ
れ
た

が
、
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
も
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

と
不
安
に
な
る
。

十
月
二
日
、
雪
、
停
滞
。

十
月
三
日
、
曇
、
昨
日
の
積
雪
は
約
五
セ
ン
チ
あ
っ
た
が
、
ベ
タ
雪
で

あ
っ
た
た
め
に
、
モ
レ
ー
ン
上
は
濡
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
予
定

地
ま
で
ボ
ッ
カ
。
ラ
ン
タ
ン
氷
河
の
モ
レ
ー
ン
は
、
ま
だ
人
が
あ
ま
り
入

っ
て
い
な
く
踏
跡
も
な
い
こ
と
か
ら
、
ク
ン
ブ
氷
河
な
ど
に
比
し
て
も
格

段
に
歩
き
に
く
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
先
が
思
い
や
ら
れ
る
。

十
月
四
日
、
曇
。
必
要
物
資
は
か
な
り
運
や
へ
た
の
で
Ｂ
Ｃ
入
り
。
残
り

物
資
の
荷
上
げ
は
シ
ェ
ル
パ
ー
名
と
ポ
ー
タ
ー
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
に
す

る
。
目
的
と
す
る
ラ
ン
タ
ン
・
リ
は
氷
河
の
最
奥
に
遠
く
望
ま
れ
、
仮
Ｂ

Ｃ
・
Ｂ
Ｃ
間
の
悪
い
モ
レ
ー
ン
を
考
え
る
と
先
行
不
安
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
の
パ
ー
テ
ィ
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
遠
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
と

も
か
く
で
き
る
限
り
先
に
進
む
こ
と
を
考
え
る
。

十
月
五
日
、
晴
後
雨
。
早
朝
は
快
晴
で
ラ
ン
タ
ン
氷
河
の
奥
に
遠
く
ラ

ン
タ
ン
・
リ
、
右
手
前
に
は
あ
ま
り
雪
を
付
け
な
い
ゴ
ル
ダ
ム
（
六
九
四

七
メ
ー
ト
ル
）
、
キ
ュ
ン
カ
氷
河
の
奥
に
は
キ
ュ
ン
カ
・
リ
（
六
九
七
九

メ
ー
ト
ル
）
、
そ
の
東
尾
根
上
の
約
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
峰
が
望
ま
れ

偵
察
活
動
開
始

(124）
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ランタン・ヒーマール踏査行

る
。
Ｂ
Ｃ
の
東
側
は
ゴ
ル
ダ
ム
か
ら
ド
ー
ム
・
プ
ラ
ン
に
延
び
る
稜
線
か

ら
、
ほ
ぼ
垂
直
に
約
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
落
ち
込
ん
で
い
る
壁
が
連
な
り
、

日
が
射
し
込
む
の
は
遅
い
。

心
配
し
た
Ｂ
Ｃ
か
ら
先
の
モ
レ
ー
ン
も
、
仮
Ｂ
Ｃ
・
Ｂ
Ｃ
間
に
比
べ
た

ら
歩
き
易
い
。
右
手
よ
り
ラ
ン
タ
ン
氷
河
に
落
ち
込
む
、
ゴ
ル
ダ
ム
と
。
ヘ

ン
タ
ン
・
リ
（
六
八
四
二
メ
ー
ト
ル
）
の
コ
ル
か
ら
の
急
な
ア
イ
ス
・
フ

ォ
ー
ル
を
見
な
が
ら
進
む
。
キ
ュ
ン
カ
・
リ
と
ド
ラ
グ
マ
ル
ポ
間
の
コ
ル

か
ら
の
小
さ
な
無
名
氷
河
と
ラ
ン
タ
ン
氷
河
本
流
と
の
合
流
点
付
近
の
モ

レ
ー
ン
上
を
Ｃ
１
予
定
地
（
標
高
約
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
荷
物

を
デ
ポ
す
る
。

十
月
六
日
、
曇
後
雪
。
梶
、
山
田
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
Ｃ
１
入
り
。
シ
ェ

ル
パ
ー
名
、
ポ
ー
タ
ー
一
名
Ｃ
１
ま
で
ポ
ッ
カ
、
降
雪
の
中
を
Ｂ
Ｃ
へ
下

る
。

十
月
七
日
、
晴
後
曇
。
Ｃ
１
は
モ
レ
ー
ン
の
上
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

岩
一
つ
下
は
氷
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
展
望
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
キ

ュ
ン
カ
・
リ
と
ラ
ン
タ
ン
・
リ
の
頂
上
部
分
が
望
ま
れ
る
。
ラ
ン
タ
ン
氷

河
本
流
は
右
に
曲
っ
て
行
く
よ
う
で
あ
る
。

梶
、
上
田
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
上
部
偵
察
。
比
較
的
歩
き
易
く
な
っ
た
氷

河
本
流
の
モ
レ
ー
ン
を
一
時
間
程
つ
め
、
右
岸
の
ガ
レ
を
登
り
、
小
さ
な

ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
基
部
に
達
す
る
。
Ｃ
１
手
前
よ
り
見
た
こ
の
ア
イ
ス
・

フ
ォ
ー
ル
は
幅
が
広
く
、
突
破
は
困
難
に
思
わ
れ
た
が
、
右
端
部
か
ら
簡

単
に
突
破
で
き
、
雪
田
に
達
せ
ら
れ
た
。
佐
藤
、
シ
ェ
ル
パ
ー
名
、
ポ
ー

タ
ー
一
名
Ｃ
１
入
り
。

十
月
八
日
、
晴
後
曇
。
山
田
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
ニ
セ
の
テ
ィ
ル
マ
ン
の

コ
ル
手
前
Ｃ
２
予
定
地
ま
で
偵
察
。
佐
藤
、
梶
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
Ｃ
１
西

側
に
あ
る
無
名
氷
河
を
つ
め
、
キ
ュ
ン
カ
・
リ
と
ド
ラ
グ
マ
ル
ポ
の
コ
ル

を
目
指
す
も
、
雲
が
出
て
展
望
は
得
ら
れ
ぬ
と
判
断
し
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ

ー
ル
手
前
標
高
約
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
で
引
き
返
す
。
こ
こ
か
ら
の
展
望

は
す
ば
ら
し
く
、
ハ
ー
ゲ
ン
の
コ
ル
の
奥
に
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
（
八
○
一
三

メ
ー
ト
ル
）
を
確
認
す
る
。
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
し
て
は
意
外
と
思

え
る
小
さ
な
山
容
で
あ
る
。
ラ
ン
タ
ン
氷
河
本
流
は
、
Ｃ
１
の
少
し
上
方

で
や
や
東
に
方
向
を
変
え
る
。
こ
の
日
の
偵
察
で
、
わ
れ
わ
れ
の
持
参
し

た
『
岳
人
』
付
録
二
十
五
万
分
の
一
概
念
図
は
、
基
本
的
に
正
確
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

十
月
九
日
、
雪
、
停
滞
。

十
月
十
日
、
晴
後
曇
。
梶
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
Ｃ
２
予
定
地
ま
で
ポ
ッ
カ
。

十
月
十
一
日
。
梶
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
Ｃ
２
（
標
高
約
五
六
○
○
メ
ー
ト

ル
）
入
り
。
Ｃ
２
か
ら
の
展
望
は
全
く
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
北
に
ニ
セ
の

テ
ィ
ル
マ
ン
の
コ
ル
、
チ
ョ
ス
ム
ド
・
リ
か
ら
ド
ラ
グ
マ
ル
ポ
に
連
な
る

小
さ
な
峰
々
。
美
し
く
ヒ
マ
ラ
ャ
ヒ
ダ
を
付
け
た
キ
ュ
ン
カ
・
リ
、
ラ
ン

シ
サ
・
リ
、
ド
ル
ジ
ェ
・
ラ
ク
パ
、
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
、
ド

ー
ム
・
プ
ラ
ン
、
ペ
ン
タ
ン
・
リ
、
ゴ
ル
ダ
ム
等
で
あ
る
。

十
月
十
二
日
、
晴
後
曇
。
梶
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
Ｃ
２
よ
り
四
○
分
程
の

登
り
で
ニ
セ
の
コ
ル
に
達
し
、
初
め
て
本
物
の
テ
ィ
ル
マ
ン
の
コ
ル
を
望

（125）



む
。
こ
こ
か
ら
は
ラ
ン
タ
ン
・
リ
南
西
稜
の
全
容
が
望
ま
れ
る
が
、
テ
ィ

ル
マ
ン
の
コ
ル
よ
り
の
下
半
分
に
比
べ
て
上
部
は
相
当
手
強
い
ナ
イ
フ
エ

ッ
ジ
の
よ
う
で
あ
る
。
一
時
間
程
で
ラ
ン
タ
ン
氷
河
源
頭
の
雪
田
を
横
切

り
、
テ
ィ
ル
マ
ン
の
コ
ル
に
達
す
る
。
コ
ル
か
ら
北
側
の
展
望
は
、
両
側

の
尾
根
が
迫
っ
て
お
り
、
プ
レ
プ
ー
氷
河
対
岸
の
山
々
し
か
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
側
の
山
々
は
高
度
も
か
な
り
低
く
、
南
側
に
見
え

る
山
々
に
比
べ
雪
の
付
き
方
も
少
な
い
。
コ
ル
の
チ
ベ
ッ
ト
側
に
は
小
さ

な
雪
庇
が
張
り
出
し
て
お
り
、
プ
レ
プ
ー
氷
河
に
鋭
く
切
れ
落
ち
て
い
る
。

昔
チ
ベ
ッ
ト
人
が
こ
の
コ
ル
を
ヤ
ク
を
連
れ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
よ
り
越
え
、

今
の
ラ
ン
タ
ン
村
に
住
み
着
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
全
く
考
え
ら
れ

な
い
。
一
九
四
九
年
テ
ィ
ル
マ
ン
は
こ
の
コ
ル
に
ケ
ル
ン
を
積
み
、
五
五

年
ラ
ン
ベ
ー
ル
が
そ
の
ケ
ル
ン
を
確
認
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
コ
ル
に
は

ケ
ル
ン
が
積
め
る
よ
う
な
一
つ
の
露
岩
も
な
か
っ
た
。
プ
レ
と
ポ
ス
ト
の

積
雪
量
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
ぶ
ん
わ
れ
わ
れ
が
テ
ィ
ル
マ
ン
の
コ
ル
に
足
跡
を
残
し
た
四
度
目
で

あ
ろ
う
な
ど
と
考
え
な
が
ら
、
い
よ
い
よ
ラ
ン
タ
ン
・
リ
南
西
稜
に
取
り

付
く
。
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
登
っ
た
所
に
ク
レ
バ
ス
が
あ
る
。
こ
の
稜
線

上
の
ク
レ
バ
ス
を
チ
ベ
ッ
ト
側
を
ま
い
て
越
え
る
。
こ
の
上
部
標
高
約
六

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
Ｃ
３
予
定
地
に
決
め
る
。
佐
藤
、
山
田
、
シ

ェ
ル
パ
ー
名
Ｃ
２
入
り
。

十
月
十
三
日
、
雪
、
停
滞
。
昨
夕
か
ら
ス
ト
ー
ブ
四
台
す
べ
て
の
調
子

が
悪
く
、
こ
れ
以
上
Ｃ
２
に
い
ら
れ
な
い
た
め
、
下
山
を
決
定
す
る
。
こ

こ
ま
で
ポ
ッ
カ
を
し
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
時
の
下
山
決
定
は
つ
ら
か
っ
た
。

原
因
は
精
製
の
悪
い
石
油
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ガ
ソ
リ
ン
混
入
を
す
れ
ば

こ
れ
程
悪
い
結
果
に
も
な
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

十
月
十
四
日
、
快
晴
。
佐
藤
、
山
田
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
、
テ
ィ
ル
マ
ン

の
コ
ル
へ
。
梶
、
Ｃ
２
右
手
、
ニ
セ
コ
ル
か
ら
東
に
派
生
す
る
小
岩
稜

（
約
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
り
、
ラ
ン
タ
ン
氷
河
屈
曲
点
付
近
の
写

真
撮
影
。

昨
日
の
降
雪
の
た
め
小
さ
な
表
層
雪
崩
が
頻
発
す
る
。
こ
の
時
期
の
悪

天
候
は
理
解
に
苦
し
む
。
夕
方
、
今
山
行
初
め
て
、
夕
日
に
輝
や
く
山
々

を
見
る
。

十
月
十
五
日
、
晴
後
雪
。
朝
か
ら
い
や
な
雲
が
流
れ
て
い
る
。
梶
、
ニ

セ
コ
ル
に
登
り
写
真
撮
影
。
全
員
降
雪
の
中
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。

十
月
十
六
日
、
雪
、
停
滞
。

十
月
十
七
日
、
雪
、
停
滞
。

十
月
十
八
日
、
三
日
三
晩
降
り
続
い
た
雪
は
、
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

の
積
雪
を
も
た
ら
し
た
。
食
糧
、
燃
料
の
不
足
が
心
配
さ
れ
、
降
雪
中
で

あ
っ
た
が
下
山
を
決
定
。
ラ
ッ
セ
ル
を
始
め
た
と
た
ん
頭
ま
で
も
ぐ
っ
た
。

そ
れ
を
見
た
と
た
ん
に
、
シ
ェ
ル
パ
は
ス
ス
リ
泣
き
を
始
め
た
。
四
五
○

○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
、
胸
ま
で
、
時
に
は
頭
ま
で
す
っ
ぽ
り
も
ぐ
っ
て

の
粉
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
で
は
、
前
進
は
全
く
遅
々
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ラ

ン
タ
ン
氷
河
左
岸
、
ペ
ン
タ
ン
・
リ
と
ド
ー
ム
・
プ
ラ
ン
間
の
高
度
差
二

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
で
は
常
に
雪
崩
れ
て
お
り
、
そ
の
音
が
見
通
し
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の
き
か
な
い
ラ
ン
タ
ン
谷
に
不
気
味
に
こ
だ
ま
す
る
。
無
雪
状
態
で
す
ら

苦
労
し
た
モ
レ
ー
ン
は
、
こ
の
降
雪
後
で
は
通
れ
ず
、
雪
崩
を
心
配
し
な

が
ら
も
右
岸
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
続
け
た
。
し
か
し
、
さ
し
も
の
時
期
は
ず

れ
の
降
雪
も
夕
方
に
は
止
み
、
谷
は
夕
陽
に
ダ
イ
ダ
イ
色
に
輝
や
い
た
。

一
○
時
間
ラ
ッ
セ
ル
し
て
も
、
ポ
ッ
カ
し
て
さ
え
三
○
分
で
来
ら
れ
る
距

離
し
か
進
め
な
か
っ
た
。

十
月
十
九
日
、
快
晴
。
終
日
の
ラ
ッ
セ
ル
で
仮
Ｂ
Ｃ
手
前
ま
で
進
む
。

ラ
ン
タ
ン
・
リ
が
雪
煙
を
あ
げ
て
い
る
の
が
遠
く
望
ま
れ
る
。
氷
河
の
中

は
暖
か
く
、
終
日
雪
崩
の
轟
音
が
こ
だ
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
、
快
晴
。
前
方
に
ラ
ン
シ
サ
・
リ
、
ガ
ン
チ
ェ
ン
ポ
を
見

な
が
ら
の
ラ
ッ
セ
ル
。
雪
崩
の
危
険
は
去
り
、
ラ
ッ
セ
ル
は
腰
位
に
な
っ

た
が
、
全
員
か
な
り
疲
労
し
て
い
る
。
真
暗
闇
の
中
、
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル

カ
上
部
、
ラ
ン
タ
ン
谷
最
奥
の
キ
シ
ュ
ン
プ
・
カ
ル
カ
に
た
ど
り
着
く
。

こ
こ
で
四
人
の
日
本
女
性
ト
レ
ッ
カ
ー
に
暖
か
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。

こ
の
後
、
シ
ェ
ル
パ
を
食
糧
買
い
出
し
に
ラ
ン
タ
ン
村
ま
で
下
ら
せ
、

ラ
ン
タ
ン
村
よ
り
の
ポ
ー
タ
ー
三
名
と
共
に
Ｃ
１
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
た
。

行罐
帰
途
は
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
ヵ
か
ら
六
日
間
の
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
で
ト
リ
ス
リ
・

ル
バ
ザ
ー
ル
着
。
な
つ
か
し
の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
っ
た
の
は
十
一
月
四
日
で

マ
あ
っ
た
。

上ランタン

最
後
に

わ
れ
わ
れ
の
第
一
目
標
で
あ
っ
た
ラ
ン
タ
ン
・
リ
試
登
は
南
西
稜
上
、

標
高
約
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
３
予
定
地
）
に
達
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

敗
退
の
直
接
原
因
は
、
Ｃ
２
に
お
け
る
ス
ト
ー
ブ
の
不
調
で
あ
っ
た
。
一

台
で
も
好
調
な
ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
た
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
試
登
を
続
け
、

時
期
は
ず
れ
の
大
降
雪
に
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
２

撤
収
決
定
後
、
キ
ュ
ン
カ
・
リ
と
ド
ラ
グ
マ
ル
ポ
間
の
コ
ル
、
キ
ュ
ン
カ

氷
河
源
流
の
二
地
点
で
ラ
ン
タ
ン
氷
河
右
岸
主
稜
線
に
立
ち
、
解
明
さ
れ

て
い
な
い
部
分
の
多
い
ラ
ン
タ
ン
氷
河
と
チ
ョ
ス
ム
ド
氷
河
を
分
け
る
こ

の
稜
線
の
踏
査
を
行
な
う
と
い
う
計
画
は
、
降
雪
に
よ
り
放
棄
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
関
し
て
は
数
年
前
か
ら
、
日

本
山
岳
協
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
等
に
お
い
て
、
「
ラ
ン
タ
ン
谷
の
解
明
」

と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
、
特
に
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
と
の
境
界
部

分
に
つ
い
て
著
し
い
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
氷
河
右
岸
の
一

部
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
も
し
、
わ
れ
わ
れ

が
右
岸
稜
線
上
に
立
っ
て
い
れ
ば
、
不
明
な
部
分
の
解
明
に
少
し
で
も
役

立
て
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
残
念
で
あ
る
。

三
名
と
い
う
少
人
数
、
十
分
で
な
い
装
備
・
食
糧
、
そ
し
て
時
期
は
ず

れ
の
大
降
雪
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
考
え
る
と
、
非
力
な
わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
ま
ず
ま
ず
満
足
い
く
山
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
各
自
の
今
回
以
前
の

経
験
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
認
識
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
以
前
に

全
く
山
行
を
共
に
し
た
こ
と
の
な
い
者
の
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
と
し
て
の
危
険

は
十
分
に
認
識
し
て
行
動
し
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
そ
の
点

で
の
問
題
は
全
く
表
面
化
し
な
か
っ
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
は
全
く
ま
と
ま
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っ
て
い
た
が
、
最
後
に
特
に
リ
ー
ダ
ー
を
定
め
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
指

揮
権
の
問
題
が
起
っ
て
し
ま
っ
た
。

毎
年
二
十
隊
近
く
の
遠
征
隊
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
残
し
て
い
く
装
備
を
全
面
的
に
あ
て
に
し
て
の

山
行
を
組
む
こ
と
は
、
不
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
毎
年
遠
征
隊
が

カ
ト
マ
ン
ズ
に
残
し
て
い
く
装
備
は
か
な
り
の
量
で
あ
る
。
こ
れ
が
十
二

分
に
役
立
つ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
出
す
こ
と
は
、
現
在
ネ
パ
ー
ル
に

出
か
け
る
日
本
人
登
山
家
の
数
を
考
え
る
と
、
で
き
な
い
相
談
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
日
本
食
を
全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た

の
は
希
れ
で
あ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
調
達
で
き
る
食
糧

だ
け
で
長
期
的
に
、
高
所
で
行
動
す
る
の
は
難
し
い
。
味
の
多
様
化
、
軽

量
化
を
計
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。

進
蔵
日
誌
（
下
）

エ
・
ヘ
レ
ス
ト
ユ
九
七
○
年
）

マ
カ
ル
ー
登
頂
（
東
南
稜
初
登
筆
）

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
（
一
九
七
○
年
秋
）

Ｐ
調
登
頂
（
一
九
七
○
年
秋
）

チ
ュ
ー
レ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
登
頂
一
九
七
○
年

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅵ
峰
登
頂
一
九
七
○
年

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
登
頂
（
一
九
七
○
年
）

コ
ー
・
イ
・
パ
ン
ダ
コ
ー
登
頂
（
一
九
七
○
年
）

コ
ー
・
イ
・
パ
ガ
ー
ル
登
頂
（
一
九
七
○
年
）

ピ
ナ
ウ
イ
谷
登
山
記

カ
ン
ジ
ロ
パ
・
ヒ
マ
ー
ル
主
峰
初
登
頂
一
九
七
○
年

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
み
え
る
散
歩
道

サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
周
辺
の
山
座
同
定

追
悼
・
図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

Ａ
５
判
二
八
四
頁
・
写
真
六
二
葉
・
地
図
図
版
四
十
面

山
岳
第
六
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）

成
田
安
輝

大
塚
博
美

原
頁

浅
見
正
夫

川
田
哲
二

住
吉
仙
也

静
岡
大
学
山
岳
会

野
村
哲
也

真
仁
田
美
智
子

一
瀬
義
典

中
瀬
司

木
内
義
忠

松
下
征
文

常
慶
和
久

神
原
達

宮
森
常
雄

定
価
二
三
○
○
円
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パウダ・ピーク脊頂

ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
一
九
六
八
年
春
、
本

会
海
外
登
山
研
究
会
で
、
一
九
七
○
年
に
開
通
す
る
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ

イ
の
自
動
車
に
よ
る
調
査
旅
行
と
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
あ
る
い
は
パ
ン
ジ

ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
登
山
計
画
が
か
な
り
具
体
化
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
点
で
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
が
解
禁
さ
れ
る
ら
し
い
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
、
次
い
で
三
十
八
峰
の
解
禁
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
今
ま
で
の
登
山
計
画
を
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
変
更
し
た
場

合
に
つ
い
て
種
々
の
面
よ
り
検
討
し
た
結
果
、

（
註
１
）

１
、
小
パ
ー
テ
ィ
で
登
頂
可
能
な
未
登
峯
。

２
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
短
か
い
。

の
二
点
よ
り
、
ラ
ム
ジ
ュ
ン
：

ラ
ム
ジ
ュ
ン
・
ヒ

バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
登
頂
（
一
九
七
一
年
）

｜
、
は
じ
め
にマ

ー
ル
と
バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
が
リ
ス
ト

愛
知
教
育
大
学
山
岳
会

ア
ッ
プ
さ
れ
、
詳
細
な
検
討
の
結
果
、
バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
に
決
定
さ
れ
た

（
後
に
な
っ
て
、
ラ
ム
ジ
ュ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
は
ネ
パ
ー
ル
の
事
情
に
よ
っ

て
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
）
。

さ
ら
に
、
バ
ウ
ダ
・
ピ
ー
ク
登
山
終
了
後
、
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
、

Ａ
１
ル
ー
ト
沿
線
で
の
学
術
調
査
お
よ
び
登
山
を
同
メ
ン
バ
ー
で
実
施
す

る
た
め
、
イ
ン
ド
の
モ
ン
ス
ー
ン
、
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
で
の
積
雪
を
避
け

る
た
め
、
一
九
七
一
年
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
に
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
、
一
九
六
九
年
十
一
月
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
登
山
申
請
を
し
、
本
格
的

な
準
備
を
始
め
た
。

隊
の
編
成
は
次
の
と
お
り
。

（
註
２
）

Ｈ
隊
員

仲
井
豊
扇
歳
・
隊
長
）
、
花
井
俊
彦
（
鏥
歳
・
登
肇
隊
長
）
、
伊
藤
顕
正

晶
歳
）
、
杉
浦
勝
美
（
沁
歳
）
、
徳
島
和
男
（
溺
歳
）

目
シ
ェ
ル
パ

カ
ル
マ
（
鏥
歳
・
サ
ー
ダ
ー
）
、
プ
ル
キ
パ
（
娼
歳
．
Ｈ
・
Ａ
・
Ｐ
）
、
ジ
ャ

ン
ブ
ー
（
妬
歳
・
同
）
、
ミ
ン
マ
（
詔
歳
・
同
）
、
ニ
マ
ノ
ル
ブ
（
型
歳
・

同
）
、
ア
ン
ッ
ェ
リ
ン
（
如
歳
・
ク
ッ
ク
）
、
サ
ン
ゲ
（
詔
歳
・
キ
ッ
チ
ン
・

ボ
ー
イ
）
、
ラ
ル
バ
ハ
ド
ー
ル
（
鋤
歳
・
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
）

匂
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
イ
サ
ー

ス
リ
ヤ
・
プ
ラ
サ
ド
・
シ
ャ
ル
マ
（
沁
歳
・
交
通
警
察
・
警
視
補
）

二
、
べ
ｌ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
設
営
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二
月
二
十
三
日
、
本
隊
三
名
が
空
路
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
き
、
先
発
隊
二

名
と
合
流
し
て
全
員
集
結
し
た
。
す
で
に
、
先
発
隊
に
よ
っ
て
、
昨
年
末

名
古
屋
港
よ
り
発
送
し
た
隊
荷
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
陸
送
さ
れ
カ
ト
マ

ン
ズ
で
通
関
を
終
っ
て
ホ
テ
ル
の
倉
庫
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ヒ
マ

ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
通
じ
て
、
シ
ェ
ル
パ
、
ポ
ー
タ
ー
も
正
式
に
契

約
さ
れ
て
お
り
、
あ
と
は
隊
長
に
よ
る
関
係
機
関
へ
の
あ
い
さ
つ
、
若
干

の
食
糧
・
不
足
装
備
の
購
入
を
残
す
だ
け
だ
っ
た
。

二
月
二
十
七
日
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ト
リ
ス
リ
・
バ
ザ
ー
ル
に
至
り
、
二
十

八
日
よ
り
徒
歩
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
・
マ
ー
チ
が
、
七
十
八
名
の
ポ
ー
タ

ー
と
共
に
始
ま
っ
た
。
ア
ル
ガ
ト
・
バ
ザ
ー
ル
を
経
由
し
、
バ
ウ
ダ
・
ピ

ー
ク
を
正
面
に
見
る
ダ
ロ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
最
奥
の
部
落
バ
ル
パ
ッ
ク
に

何
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
三
月
六
日
に
着
い
た
。
し
か
し
、
時
期
が
早
い
た

め
に
計
画
段
階
よ
り
お
そ
れ
て
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
積
雪
が
、
こ
こ
で

現
実
の
問
題
と
な
っ
た
。
前
日
降
っ
た
雨
は
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
よ

り
上
で
は
雪
で
、
ま
だ
と
け
き
ら
な
い
冬
の
雪
の
上
に
新
雪
が
積
も
り
、

は
だ
し
の
カ
ト
マ
ン
ズ
・
ポ
ー
タ
ー
は
、
こ
れ
以
上
進
め
な
い
た
め
ポ
ー

タ
ー
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
裕
福
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
播

種
期
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
の
部
落
で
は
、
多
数
の
ポ
ー
タ
ー
が
一
度
に
得

ら
れ
な
い
た
め
、
仮
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
設
営
隊
と
隊
荷
輸
送
隊
に
分
け
、

順
次
荷
を
運
ぶ
こ
と
に
な
り
、
三
月
八
日
、
花
井
、
杉
浦
、
シ
ェ
ル
パ
ー

名
、
ポ
ー
タ
ー
一
○
名
、
三
月
九
日
、
シ
ェ
ル
パ
一
名
、
ポ
ー
タ
ー
十
七

名
、
三
月
十
一
日
、
仲
井
、
伊
藤
、
徳
島
お
よ
び
残
り
の
全
シ
ェ
ル
パ
、

ポ
ー
タ
ー
三
十
四
名
の
三
隊
に
分
か
れ
て
バ
ル
パ
ッ
ク
を
出
発
し
た
。
先

発
隊
は
途
中
一
泊
の
後
、
深
雪
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル

地
点
に
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
、
三
月
十
一
日
に
森
林
帯
の

な
か
の
深
雪
を
ラ
ッ
セ
ル
し
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
地
を
求
め
た
。
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
以
下
Ｂ
Ｃ
と
略
す
）
は
、
当
初
、
ダ
ロ
ン
デ
ィ
・
コ
ー

ラ
よ
り
東
南
稜
ス
ノ
ー
・
コ
ル
へ
直
接
続
く
氷
河
末
端
四
五
○
○
メ
ー
ト

ル
付
近
を
計
画
し
て
い
た
が
、
ダ
ロ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
と
の
合
流
点
が
蛇

行
し
た
深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
お
り
、
深
雪
の
た
め
、
ポ
ー
タ
ー
の
通

過
不
能
と
判
断
し
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
三
月
十
二
日
、
全
隊
荷

を
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
プ
に
輸
送
し
終
っ
た
が
、
大
部
分
の
ポ
ー
タ
ー

は
、
深
雪
の
た
め
こ
こ
か
ら
帰
り
、
僅
か
五
名
が
残
る
の
み
と
な
っ
た
。

三
月
十
三
日
、
先
に
予
定
し
た
ダ
ロ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
最
上
流
の
支
谷
三

四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
を
Ｂ
Ｃ
地
に
決
定
し
た
が
、
計
画
よ
り
約
一
○
○

○
メ
ー
ト
ル
低
く
、
キ
ャ
ン
プ
数
が
増
す
と
い
う
決
定
的
な
欠
点
を
持
っ

て
い
た
。
以
後
、
中
継
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
プ

か
ら
荷
上
げ
を
す
る
一
方
、
三
月
十
五
日
、
仮
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
、
花
井
ら

三
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
一
名
が
入
り
上
部
へ
の
ル
ー
ト
を
ひ
ら
き
、
一
方
、

残
り
全
員
で
Ｂ
Ｃ
へ
の
荷
上
げ
を
す
る
と
い
う
二
面
作
戦
を
展
開
し
た
。

三
月
十
八
日
、
花
井
、
徳
島
は
八
方
尾
根
に
よ
く
似
た
尾
根
よ
り
東
南

稜
支
稜
上
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
１
を
設
営
し
、
複
雑
な
支
稜
側
稜
を

ぬ
っ
て
四
六
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
ル
ー
ト
を
開
い
た
。

三
月
十
九
日
、
全
隊
荷
の
仮
Ｂ
Ｃ
へ
の
輸
送
を
終
わ
っ
た
。
Ｃ
１
よ
り
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C2, C3間の岩稜を登る

Cl imbingup the rocky ridgebetweenCamps 2and3-BaudhaPeak

(ByT.Hanai)



パウダ・ピーク登頂

三
月
二
十
二
日
、
既
に
設
営
さ
れ
て
い
る
Ｃ
１
へ
向
け
荷
上
げ
が
開
始

さ
れ
、
杉
浦
、
徳
島
が
Ｃ
１
に
入
っ
た
。
翌
日
、
杉
浦
ら
は
Ｃ
２
へ
の
ル

ー
ト
を
求
め
主
稜
よ
り
ほ
ぼ
真
東
に
派
生
す
る
平
行
し
た
支
稜
の
間
の
広

い
雪
原
よ
り
主
稜
上
の
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
・
コ
ル
に
達
し
主
稜
を
偵
察

ふ
さ

し
た
が
、
主
稜
は
岩
稜
に
な
っ
て
お
り
、
ル
ー
ト
と
し
て
は
適
わ
し
く
な

い
と
判
断
し
た
。
二
十
四
日
、
前
日
午
後
よ
り
頭
痛
を
訴
え
た
杉
浦
を
Ｂ

Ｃ
に
下
ろ
し
、
前
日
Ｃ
１
入
り
し
た
花
井
、
伊
藤
が
加
わ
っ
て
主
稜
ル
ー

ト
を
伸
ば
し
た
が
、
Ｃ
２
予
定
地
の
ス
ノ
ー
・
コ
ル
へ
の
岩
稜
の
下
り
が

極
端
に
悪
く
、
担
荷
し
て
の
通
行
が
不
能
の
た
め
こ
の
ル
ー
ト
を
放
棄
し
、

主
稜
の
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
・
コ
ル
よ
り
、
主
稜
チ
ュ
ー
リ
ン
氷
河
側
を

主
稜
岩
壁
直
下
を
ほ
ぼ
水
平
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
雪
の
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル

を
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
直
上
す
る
ル
ー
ト
を
開
く
こ
と
に
し
た
。
Ｃ
１
か

ら
で
は
時
間
的
ロ
ス
が
多
い
た
め
、
二
十
五
日
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
・

コ
ル
に
仮
Ｃ
２
を
設
営
し
、
二
十
七
日
、
Ｃ
２
予
定
地
の
ス
ノ
ー
・
コ
ル

へ
の
ル
ー
ト
を
ひ
ら
い
た
が
、
ト
ラ
バ
ー
ス
末
端
お
よ
び
ク
ー
ロ
ア
ー
ル

に
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
固
定
ロ
ー
プ
を
は
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
す
ぐ

上
部
が
主
稜
岩
壁
の
た
め
降
雪
時
は
常
に
チ
リ
雪
崩
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の

頃
よ
り
毎
日
午
前
中
は
晴
天
、
午
後
は
霧
か
雪
で
、
チ
リ
雪
崩
の
洗
礼
を

下
り
た
花
井
ら
も
合
流
し
、
全
員
で
Ｂ
Ｃ
開
き
を
し
、
続
く
二
十
、
二
十

一
の
両
日
は
全
員
Ｂ
Ｃ
で
休
養
し
た
。

三
、
登
頂

受
け
た
が
、
他
に
ル
ー
ト
が
求
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
ル
ー
ト
の
安
全

性
を
い
か
に
高
め
る
か
に
苦
心
し
た
。

三
月
二
十
九
日
、
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ス
ノ
ー
・
コ
ル
に
Ｃ
２
を
設

営
し
、
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
各
二
名
が
入
っ
た
。
ス
ノ
ー
・
コ
ル
よ
り
上
部

は
、
Ｃ
４
上
部
の
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
全
ル
ー
ト
中
最
悪
で
常
に

緊
張
を
要
求
さ
れ
る
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
Ｃ
２
よ
り
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の

急
な
雪
壁
を
登
る
と
、
Ｃ
３
ま
で
急
な
雪
壁
、
小
岩
峰
を
混
じ
え
た
雪
、

氷
、
岩
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
交
互
に
続
き
、
北
側
は
チ
ュ
ー
リ
ン
氷
河
、

南
側
は
ダ
ロ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
、
ド
ル
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
支
流
の
氷
河
ま

で
す
っ
ぱ
り
切
れ
落
ち
て
い
た
。
主
稜
の
悪
さ
に
悩
ま
さ
れ
て
ル
ー
ト
エ

作
に
手
間
ど
っ
た
が
、
二
ヵ
所
の
縄
梯
子
を
含
め
て
、
こ
の
間
の
全
ル
ー

ト
に
固
定
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
安
全
を
は
か
っ
た
。

こ
の
ル
ー
ト
を
、
カ
ル
マ
（
一
九
七
○
年
、
Ｊ
・
Ａ
．
Ｃ
東
海
支
部
マ

カ
ル
ー
隊
に
参
加
）
は
「
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
を
小
さ
く
し
た
ル
ー
ト
だ
」

と
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
（
一
九
七
○
年
、
Ｊ
・
Ａ
。
Ｃ
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
に
参
加
）

は
「
エ
ベ
レ
ス
ト
の
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
以
上
だ
」
と
評
し
て
い
た
。

四
月
六
日
、
キ
ャ
ン
プ
適
地
が
な
く
、
そ
の
上
ル
ー
ト
が
悪
く
て
時
間

が
か
か
る
の
で
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
稜
を
削
り
拡
げ
て
Ｃ
３
を
設

営
し
た
。

四
月
十
一
日
、
Ｃ
３
が
低
い
の
で
、
登
頂
の
確
実
性
を
増
す
た
め
上
部

に
キ
ャ
ン
プ
地
を
求
め
、
氷
と
雪
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
が
続
く
極
端
な
や

せ
尾
根
の
な
か
の
唯
一
の
平
坦
な
小
台
地
で
あ
る
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
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点
に
Ｃ
４
を
設
営
し
て
、
杉
浦
、
徳
島
、
カ
ル
マ
が
入
っ
た
。
こ
の
時
点

で
は
、
隊
長
を
除
く
全
隊
員
・
全
シ
ェ
ル
パ
が
上
部
キ
ャ
ン
プ
に
移
っ
て

い
た
の
で
、
隊
長
が
Ｃ
ｌ
に
入
り
、
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
ｌ
間
は
キ
ッ
チ
ン
・
ボ
ー

イ
、
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
が
荷
上
げ
に
従
事
し
た
。

四
月
十
二
日
、
無
風
、
霧
濃
し
。
第
一
登
頂
隊
の
杉
浦
、
徳
島
、
カ
ル

マ
は
、
六
時
四
十
五
分
Ｃ
４
を
出
発
し
、
前
日
あ
る
か
ぎ
り
の
ロ
ー
プ
を

使
い
六
一
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
開
い
た
ル
ー
ト
に
導
か
れ
て
、
氷
の
ナ
イ

フ
・
エ
ッ
ジ
を
登
っ
た
。
し
か
し
、
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
も
六
二
○
○
メ
ー
ト

ル
で
終
り
、
あ
と
は
頂
上
ま
で
広
い
雪
稜
が
大
き
な
階
段
状
に
連
な
り
、

雪
に
被
わ
れ
た
円
い
頂
上
に
続
い
て
い
た
。
第
一
次
登
頂
隊
の
三
名
は
十

三
時
五
分
最
高
点
に
達
し
た
が
、
依
然
と
し
て
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
視
界
が

き
か
な
い
た
め
、
高
度
計
の
示
度
と
そ
れ
か
ら
先
は
尾
根
が
急
に
低
く
な

る
こ
と
か
ら
頂
上
と
判
断
し
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
故
障
で
持
参
し
な

か
っ
た
た
め
、
連
絡
は
で
き
な
か
っ
た
。
霧
が
晴
れ
る
の
を
二
十
分
程
待

っ
た
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
下
山
し
始
め
た
。
そ
の
後
、
急
激
に
晴

れ
、
十
四
時
す
ぎ
に
Ｃ
４
に
入
っ
て
い
た
花
井
ら
に
頂
上
直
下
を
下
山
し

て
い
る
の
を
望
見
さ
れ
、
十
七
時
五
分
Ｃ
４
に
帰
着
し
、
予
定
通
り
Ｃ
３

に
十
八
時
十
五
分
帰
着
し
た
。

四
月
十
三
日
、
薄
明
の
五
時
三
十
分
、
花
井
、
プ
ル
キ
パ
、
ジ
ャ
ン
ブ

ー
の
第
二
登
頂
隊
は
Ｃ
４
を
出
発
し
、
昨
日
と
は
う
っ
て
変
っ
た
晴
天
の

な
か
を
十
一
時
登
頂
。
堅
雪
上
に
残
さ
れ
た
ク
ラ
ン
ポ
ン
の
跡
に
よ
り
、

昨
日
の
登
頂
を
確
認
し
、
四
○
分
滞
在
の
後
下
山
し
、
十
五
時
三
十
分
Ｃ

五
月
三
十
日
、
日
本
か
ら
別
送
し
た
ジ
ー
プ
で
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・

Ａ
１
ル
ー
ト
の
調
査
旅
行
に
出
発
し
た
。
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
の
各
国
を
通
過
し
、
七
月
二
十
五
日
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
全
行
程
約
一
三
○
○
○
キ
ロ
の
踏
査
を
終
え
た
。

こ
の
間
、
七
月
九
日
、
イ
ラ
ン
で
タ
ク
ト
・
イ
・
ス
レ
イ
マ
ン
（
四
六

五
○
メ
ー
ト
ル
）
に
仲
井
、
花
井
、
伊
藤
が
、
七
月
二
十
一
日
、
ト
ル
コ

で
エ
ル
ジ
ャ
ス
（
三
九
一
六
メ
ー
ト
ル
）
に
花
井
、
伊
藤
が
、
そ
れ
ぞ
れ

現
地
人
一
名
と
と
も
に
登
頂
し
た
。
（
花
井
俊
彦
記
）

４
に
帰
着
し
た
。
こ
の
日
、
Ｃ
３
、
Ｃ
２
は
そ
れ
ぞ
れ
滞
在
し
て
い
た
メ

ン
バ
ー
が
Ｂ
Ｃ
ま
で
撤
収
し
た
。

四
月
十
四
日
、
前
夜
半
よ
り
悪
化
し
始
め
た
天
候
の
中
を
Ｃ
４
を
撤
収

し
て
下
山
中
の
花
井
ら
は
、
Ｃ
２
の
す
ぐ
上
部
で
雷
を
伴
っ
た
猛
烈
な
ブ

リ
ザ
ー
ド
に
襲
わ
れ
、
Ｃ
２
下
部
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
に

移
る
地
点
で
、
霧
に
視
界
を
と
ざ
さ
れ
た
上
、
チ
リ
雪
崩
が
頻
発
し
、
腰

か
ら
胸
ま
で
の
深
さ
の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
っ
た
の
で
、
岩
壁
に
守
ら
れ
て
ビ

バ
ー
ク
を
し
、
十
五
日
、
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。

四
月
十
六
、
十
七
、
十
八
の
三
日
間
、
湿
雪
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
ポ
ー

タ
ー
を
待
ち
、
十
九
日
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
た
。
入
山
時
と
同
ル
ー
ト
で
四
月

二
十
六
日
夕
刻
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
着
し
た
。

四
、
西
ア
ジ
ア
調
査
旅
行
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バウダ・ピーク登頂

（
註
１
）
計
画
段
階
で
は
未
登
峯
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
○
年
五
月
二
日
、
慶
応
大

学
隊
が
東
稜
よ
り
初
登
頂
し
た
。

（
註
２
）
他
に
、
伊
藤
紀
道
、
井
上
茂
樹
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
家
族
の
交
通
事

故
、
病
状
悪
化
の
た
め
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
出
発
直
前
の
た
め
隊
員
補
充
が
不

能
だ
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
気
候
に
関
す
る
覚
え
書
き

海
外
登
山
年
表
一
九
六
九
年
（
玉
井
康
雄
・
中
島
寛
編
）

追
悼
・
図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

Ａ
５
判
三
三
六
頁
・
写
真
七
一
葉
・
図
版
三
○
面
・
定
価
二
○

最
近
の
ブ
ー
タ
ン
事
情
を
み
る

グ
ル
ジ
ヤ
・
ヒ
マ
ー
ル
登
頂
（
一
九
六
九
年
）

レ
ー
ニ
ン
峰
登
頂
（
一
九
六
九
年
）

Ｐ
調
東
面
（
一
九
六
九
年
）

大
平
晟
メ
モ

南
極
点
に
立
っ
て

冬
季
ア
イ
ガ
ー
北
壁
直
登
、
同
下
降
（
一
九
七
○
年
）

ウ
シ
パ
南
峰
西
壁
登
肇
（
一
九
六
八
年
）

進
蔵
日
誌
（
上
）

ワ
ハ
ン
・
イ
ス
ム
ル
グ
谷
左
俣

モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ル
ヒ
ラ
ー
連
峰

ル
ヶ
ニ
ァ
西
稜
登
肇
と
ス
テ
ィ
ー
ル
峰
へ
の
縦
走

ヒ
ム
・
ゾ
ム
登
頂
二
九
六
九
年
）

・
ハ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
一
九
六
九
年
）

マ
カ
ル
ー
調
査
隊
（
一
九
六
九
年
）
日
本
山
岳
会
東
海

支
部
松
浦
正
司

ア
イ
ガ
ー
北
壁
新
直
登
ル
ー
ト
の
開
拓
（
一
九
六
九
年
）
加
藤
滝
男

ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
ジ
山
脈
コ
ー
ョ
ー
・
ゾ
ム
登
頂
二
九
六
九
年
）
小
笠
原
重
篤

エ
◆
ヘ
レ
ス
ト
第
一
次
偵
察
（
一
九
六
九
年
春
）

エ
ー
ヘ
レ
ス
ト
第
二
次
偵
察
（
一
九
六
九
年
秋
）

山
岳
第
六
十
五
年
（
一
九
七蓉

批
麩
蓉
皿
醍
罰

○
○
円

○
年
）

藤
田
佳
宏

宮
下
秀
樹

成
田
安
輝

薬
師
義
美

衷
思
外
国
語

大
学
山
岳
会

広
島
大
学
医

学
部
山
岳
会

三
羽
勝

村
山
雅
美

塚
本
珪
一

松
本
龍
雄

玉
井
康
雄

渡
辺
真
一

山
田
知
充

藤
井
信
一
郎

梶
正
彦

小
方
全
弘 ’
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わ
れ
わ
れ
が
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
（
七
七
○
八
メ
ー
ト
ル
）
を
デ
ィ
ル

ゴ
ル
氷
河
か
ら
登
頂
し
よ
う
と
決
め
た
の
は
、
そ
の
二
年
前
、
隊
員
の
津

田
文
夫
が
単
独
調
査
に
基
づ
い
て
デ
ィ
ル
ゴ
ル
氷
河
を
、
わ
れ
わ
れ
に
紹

介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
基
に
一
九
七
○
年
十
月
、
在
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使

館
へ
登
山
申
請
書
を
提
出
、
そ
の
許
可
を
待
っ
た
が
、
翌
一
九
七
一
年
三

月
末
、
よ
う
や
く
に
し
て
許
可
が
下
り
、
許
可
書
を
入
手
し
た
。

し
か
し
十
六
名
の
申
請
に
対
し
、
六
名
か
ら
不
参
加
を
表
明
さ
れ
る
に

及
び
、
わ
れ
わ
れ
の
計
画
は
出
発
点
に
帰
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、

隊
員
十
名
に
追
加
メ
ン
バ
ー
四
名
を
加
え
、
四
月
十
五
日
、
在
日
パ
大
使

館
に
変
更
申
請
書
を
提
出
、
十
四
名
で
出
発
準
備
を
進
め
る
。
五
月
十
五

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
登
頂
（
一
九
七
一
年
）

は
じ
め
に

増
江
俊
三

日
、
出
発
の
二
日
前
に
な
っ
て
、
変
更
申
請
に
対
す
る
許
可
を
入
手
す
る

も
、
十
名
の
み
許
可
す
る
、
追
加
四
名
は
不
許
可
（
日
時
が
な
い
た
め
審

査
不
能
と
云
う
理
由
ら
し
い
）
と
い
う
内
容
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
や
む

な
く
隊
を
ふ
た
つ
に
分
け
、
四
名
は
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
調
査
隊
と
し
、

装
備
・
食
糧
は
チ
ト
ラ
ル
で
分
け
る
こ
と
と
し
、
五
月
十
七
日
全
員
羽
田

を
出
発
、
ボ
ン
ベ
イ
、
デ
リ
ー
、
カ
ー
ブ
ル
を
経
て
、
五
月
二
十
日
、
西

パ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
に
到
着
し
た
。

テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
登
山
隊
の
隊
員
は
次
の
と
お
り
。

増
江
俊
三
（
詑
歳
・
隊
長
）
、
石
田
健
（
調
歳
・
渉
外
）
、
津
田
文
夫
（
謁

歳
・
渉
外
・
医
療
）
、
沢
村
真
治
（
鉦
歳
・
装
備
）
、
田
中
嘉
明
（
幻
歳
・
装

備
）
、
山
岸
幸
寛
（
沁
歳
・
食
糧
）
、
若
宮
昇
（
型
歳
・
装
備
）
、
宮
波
正
行

（
塑
歳
・
食
糧
）
、
岡
本
明
男
毘
歳
・
会
計
）
、
中
川
博
人
箆
歳
・
記
録
）

リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
ム
ハ
マ
ッ
ド
・
デ
ィ
ー
ン
大
尉
（
妬
歳
）
。

他
コ
ッ
ク
一
名
、
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
二
名
。

調
査
隊
の
隊
員
は
次
の
と
お
り
で
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
氷
河
の
支
流
ゴ
シ
ャ

ネ
ル
氷
河
の
調
査
活
動
を
行
な
っ
た
。

長
田
和
己
（
調
歳
・
隊
長
）
、
西
公
一
郎
（
訓
歳
・
会
計
・
装
備
）
、
鈴
木
尚

（
野
歳
・
医
療
）
、
中
野
卓
夫
（
詑
歳
・
食
糧
）

二
十
八
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
外
務
省
で
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
を
紹
介

さ
れ
、
三
十
日
、
日
本
か
ら
空
輸
し
た
一
ト
ン
の
荷
物
と
、
現
地
で
集
荷

し
た
二
ト
ン
の
荷
物
、
計
三
ト
ン
の
荷
物
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
ラ
ワ
ル

ピ
ン
デ
ィ
を
出
発
し
た
。
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ミール登頂ティリチ

チ
ト
ラ
ル
で
は
、
旧
王
族
の
ブ
ル
ハ
ン
デ
ィ
ー
ン
氏
に
す
っ
か
り
お
世

話
に
な
り
、
追
加
購
入
の
燃
料
と
共
に
全
装
備
お
よ
び
隊
員
を
ジ
ー
プ
で

シ
ョ
ゴ
ー
ル
ま
で
送
り
、
ブ
ル
ハ
ン
デ
ィ
ー
ン
氏
の
お
力
添
え
と
リ
エ
ゾ

ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
骨
折
り
に
よ
っ
て
ポ
ー
タ
ー
六
十
四
名
を
雇
用
、
ポ

リ
ス
五
名
の
保
護
の
下
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
開
始
さ
れ
た
。

炎
熱
下
の
中
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
村
々
は
ま
さ
に
オ
ア
シ
ス
、
樹
蔭

で
の
休
息
に
ほ
っ
と
す
る
。
ム
ジ
グ
ラ
ム
、
ア
ル
カ
リ
と
進
み
、
こ
こ
で

ア
ル
カ
リ
河
と
分
か
れ
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
に
と
入
る
。
十
日
、
大
モ
レ
ー
ン

帯
を
登
り
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
氷
河
の
真
中
の
台
地
に
Ｂ
・
Ｃ
を
設
け
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
責
任
の
下
に
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
非
常
に
楽
し
い
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
あ
っ

た
。
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
非
常
に
責
任
感
の
強
い
軍
人
で
、
少
々

口
う
る
さ
い
事
が
あ
っ
た
が
、
設
営
が
終
る
と
、
「
こ
れ
か
ら
は
私
の
責

任
外
の
事
で
あ
る
。
立
派
な
登
山
を
し
て
く
れ
」
と
云
い
、
以
後
一
さ
い

天
候
が
不
順
な
た
め
、
荷
物
の
空
輸
に
あ
た
っ
て
、
Ｐ
Ｉ
Ａ
（
パ
キ
ス

タ
ン
航
空
）
の
確
約
が
得
ら
れ
ず
、
・
ヘ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
一
日
待
機
し
た
が
、

よ
り
安
全
な
方
法
と
し
て
隊
員
、
荷
物
と
も
陸
路
を
と
る
こ
と
と
し
、
六

月
一
日
、
ト
ラ
ッ
ク
、
マ
イ
ク
ロ
・
バ
ス
に
乗
り
出
発
。

道
路
に
横
た
わ
る
残
雪
が
よ
う
や
く
切
り
開
か
れ
た
ば
か
り
の
ロ
ワ
ラ

イ
峠
を
越
え
、
翌
六
月
二
日
、
チ
ト
ラ
ル
に
入
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

偵
察
活
動

当
初
予
定
し
た
ル
ー
ト
は
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
帯
の
中
央
部
を
頂
上

に
向
か
っ
て
駈
け
上
っ
て
い
る
リ
ッ
ジ
だ
っ
た
が
、
Ｂ
・
Ｃ
よ
り
一
望
す

る
と
、
上
部
の
ア
イ
ス
リ
ッ
ジ
に
は
終
日
雪
崩
が
落
ち
て
お
り
、
後
日
上

部
の
ハ
ン
ギ
ン
グ
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
か
ら
大
ブ
ロ
ッ
ク
崩
壊
が
出
て
、

下
部
の
岩
稜
が
全
て
洗
わ
れ
る
の
を
目
撃
し
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
の

危
険
性
に
断
念
。
他
に
ル
ー
ト
を
見
出
す
べ
く
、
翌
十
一
日
よ
り
偵
察
を

開
始
、
氷
河
両
岸
と
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
内
部
を
偵
察
し
た
。

十
二
日
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
・
ゾ
ム
を
越
え
て
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
へ
の
縦

走
の
可
能
性
な
ら
び
に
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
か
ら
、
デ
ィ
ル

ゴ
ル
氷
河
へ
派
生
し
て
い
る
支
稜
の
登
肇
可
能
性
を
偵
察
す
べ
く
、
田
中
、

口
出
し
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
非
常
に
り
っ
ぱ
な
軍
人
と
行
を
共

に
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

Ｂ
・
Ｃ
は
デ
ィ
ル
ゴ
ル
氷
河
の
モ
レ
ー
ン
帯
が
終
り
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ

ー
ル
帯
の
始
ま
る
地
点
で
、
氷
河
の
左
岸
の
モ
レ
ー
ン
台
地
に
あ
り
、
高

度
約
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
台
地
に
は
小
さ
い
高
山
植
物
が
美
し
い
花
を

咲
か
せ
、
水
場
が
遠
い
こ
と
を
除
け
ば
快
適
な
Ｂ
・
Ｃ
地
で
あ
っ
た
。

Ｂ
・
Ｃ
か
ら
頭
上
に
眺
め
る
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
主
峰
は
、
デ
ィ
ル
ゴ

ル
氷
河
の
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
帯
か
ら
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
差
で
、

そ
の
全
貌
を
一
望
で
き
、
ま
さ
に
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
の
盟
主
に
ふ
さ
わ

し
く
、
実
に
堂
々
と
そ
び
え
て
い
た
。
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岡
本
の
二
名
が
デ
ィ
ル
ゴ
ル
ゾ
ム
左
手
の
コ
ル
に
向
け
出
発
、
約
五
○
○

○
メ
ー
ト
ル
地
点
で
ビ
バ
ー
ク
、
翌
日
約
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に

達
し
た
後
Ｂ
・
Ｃ
に
戻
っ
た
。

十
四
日
、
沢
村
、
若
宮
、
中
川
の
三
名
が
前
日
の
も
う
一
つ
左
手
の
コ

ル
へ
偵
察
に
出
る
・
約
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
で
ビ
バ
ー
ク
、
十
五
日
、

コ
ル
に
登
っ
た
後
戻
る
。

こ
れ
ら
の
偵
察
活
動
の
結
果
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
・
ゾ
ム
に
は
ル
ー
ト
を
発

見
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
よ

り
の
支
稜
の
末
端
に
、
岩
稜
に
食
い
込
む
急
斜
面
の
雪
渓
を
発
見
、
こ
れ

を
詰
め
れ
ば
稜
線
に
出
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
か
く
し
て
、

翌
日
よ
り
こ
の
ル
ー
ト
の
開
拓
に
全
力
を
か
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

十
六
日
、
田
中
、
岡
本
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
ル
ー
ト
エ
作
、
他
は

全
員
、
途
中
ま
で
荷
上
げ
を
行
な
う
。
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
用
の
装
備
を
持
参

し
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
荷
上
げ
を
全
て
隊
員
の
手
で
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
最
後
ま
で
苦
し
め
ら
れ
た
。
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー

ル
帯
は
デ
ィ
ル
ゴ
ル
・
ゾ
ム
側
に
ル
ー
ト
を
と
っ
た
。

十
七
日
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
・
ゾ
ム
末
端
壁
の
直
下
、
約
四
六
○
○
メ
ー
ト

ル
地
点
の
氷
河
の
中
に
Ｃ
１
を
建
設
、
一
方
、
ル
ー
ト
エ
作
は
ア
イ
ス
・

フ
ォ
ー
ル
の
核
心
部
、
南
西
稜
直
下
へ
、
ク
レ
バ
ス
や
セ
ラ
ッ
ク
ス
の
問

を
ぬ
い
な
が
ら
順
調
に
進
ん
で
い
る
が
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
・
ゾ
ム
側
か
ら
の

登
山
活
動

落
石
が
激
し
か
っ
た
。

十
八
日
、
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
支
稜
末
端
の
プ
ラ
ト
ー
に
達
し
、
ア
イ
ス
・

フ
ォ
ー
ル
の
突
破
に
成
功
、
プ
ラ
ト
ー
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の
テ
ン
ト

の
。
ヘ
グ
そ
の
他
を
発
見
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
、
ゴ
シ
ャ
ネ
ル
氷
河
に
入

っ
て
い
た
調
査
隊
四
名
が
Ｂ
・
Ｃ
を
来
訪
し
た
。

十
九
日
、
Ｃ
２
建
設
、
高
度
約
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
。
沢
村
、
中
川
の

二
名
が
入
る
。
他
全
員
で
Ｃ
１
１
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
に
全
力
を
上
げ
る
。

沢
村
、
中
川
は
上
部
へ
ル
ー
ト
エ
作
、
予
定
の
ガ
リ
ー
を
詰
め
る
。
ガ
リ

ー
の
下
半
は
。
ヘ
ニ
テ
ン
ト
・
ス
ノ
ー
の
発
達
し
た
比
較
的
傾
斜
の
ゆ
る
い

斜
面
で
あ
っ
た
が
、
上
半
は
急
傾
斜
で
微
妙
な
氷
の
斜
面
に
苦
し
め
ら
れ

る
。
ガ
リ
ー
を
詰
め
た
稜
線
直
下
に
小
さ
い
氷
の
プ
ラ
ト
ー
を
発
見
、
こ

こ
を
Ｃ
３
予
定
地
と
し
、
Ｃ
２
に
下
る
。

二
十
二
日
、
前
記
二
名
で
Ｃ
３
を
建
設
、
高
度
約
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
・

他
全
員
で
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
が
続
く
。
調
査
隊
の
四
名
も
荷
上
げ
に
加
わ

っ
た
。
一
方
、
Ｃ
３
へ
の
荷
上
げ
は
高
度
差
約
八
○
○
メ
ー
ル
の
直
登
に

苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。
二
十
四
日
、
調
査
隊
の
う
ち
三
名
は

下
山
し
た
が
、
以
後
中
野
が
隊
列
に
加
わ
り
、
人
手
不
足
の
わ
れ
わ
れ
に

は
大
助
か
り
だ
っ
た
。

二
十
六
日
、
稜
線
上
に
ル
ー
ト
エ
作
を
進
め
る
べ
く
山
岸
、
岡
本
が
Ｃ

３
を
出
発
、
Ｃ
３
上
の
ピ
ナ
ク
ル
を
右
手
に
ま
き
、
何
段
か
の
大
ク
レ
バ

ス
に
妨
げ
ら
れ
た
が
、
ク
レ
バ
ス
の
消
え
か
か
る
付
近
の
急
斜
面
を
強
引

に
突
破
、
稜
線
上
に
出
る
。
翌
日
再
び
両
名
に
よ
っ
て
こ
の
ル
ー
ト
を
再
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．
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①
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①
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．
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①
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①
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ミール登頂ティリチ

四
日
Ｃ
２
の
津
田
、
宮
波
、
中
野
の
三
名
、
Ｃ
２
か
ら
Ｃ
４
に
向
け
て

荷
上
げ
に
出
発
し
た
が
、
Ｃ
３
に
着
く
な
り
風
雪
と
な
る
。
上
部
は
全
部

行
動
中
止
、
し
か
し
、
必
要
物
資
が
全
て
Ｃ
３
に
集
結
し
た
。

五
日
、
風
雪
強
く
全
員
停
滞
。
Ｂ
・
Ｃ
か
ら
上
は
白
一
色
に
お
お
わ
れ

る
。
休
養
の
な
い
登
山
活
動
が
続
け
ら
れ
、
隊
員
に
は
体
調
不
良
、
疲
労

が
目
立
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
こ
の
荒
天
は
か
え
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
を
休
養
日
と
し
、
荒
天
明
け
と
同
時
に
頂
上
攻
撃
態
勢
を
と
る
こ

と
に
決
め
る
。

六
日
、
二
日
間
続
い
た
荒
天
も
終
わ
り
、
晴
天
と
な
る
。
し
か
し
朝
か

ら
荒
天
の
余
波
の
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
激
し
く
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
そ
の
中
を

確
認
。
更
に
上
部
に
進
み
、
Ｃ
４
予
定
地
を
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ

ー
ク
手
前
の
コ
ル
に
発
見
、
こ
の
ル
ー
ト
偵
察
に
よ
っ
て
テ
ィ
リ
チ
・
ミ

ー
ル
南
面
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
、
頂
上
へ
の
目
途
が
つ
い
た
。

七
月
一
日
、
田
中
、
若
宮
の
二
名
で
Ｃ
４
を
建
設
、
高
度
約
六
三
○
○

メ
ー
ト
ル
。
三
日
、
両
名
に
よ
っ
て
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
へ

の
氷
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
氷
壁
は
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
が

数
ミ
リ
し
か
は
い
ら
な
い
ほ
ど
の
堅
さ
だ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
登
る
と
、

氷
と
岩
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
地
帯
と
な
り
、
こ
こ
を
突
破
す
る
と
稜
線
に
出

た
。
雪
庇
が
南
側
に
発
達
し
て
い
る
の
で
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル
側
を
登
る
。
小

さ
い
コ
ル
を
二
つ
越
え
る
と
、
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
の
頂
上

（
高
度
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
た
。
こ
の
登
り
に
二
○
○
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
。

七
月
九
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
の
両
名
は
、
三
日
間
の
食
糧
、
装
備
を
持
ち
、

サ
ポ
ー
ト
隊
と
共
に
午
前
五
時
Ｃ
５
を
出
発
。
氷
と
岩
の
稜
線
を
ル
ー
ト

に
と
り
、
早
い
ピ
ッ
チ
で
高
度
を
か
せ
ぐ
。
し
か
し
稜
線
を
登
り
き
る
手

前
か
ら
粒
雪
の
ラ
ッ
セ
ル
と
な
り
、
傾
斜
も
強
ま
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
が
く

ん
と
落
ち
る
。
十
時
三
十
分
、
稜
線
の
登
り
が
終
り
、
七
○
○
○
メ
ー
ト

ル
の
大
雪
原
に
出
る
。
こ
こ
は
Ｂ
・
Ｃ
か
ら
見
え
る
、
上
部
ハ
ン
ギ
ン
グ
・

ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
上
部
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
サ
ポ
ー
ト
隊
と
分
か
れ

た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
更
に
大
雪
原
を
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
み
な
が
ら
進

み
、
午
後
四
時
、
頂
上
か
ら
南
バ
ル
ム
氷
河
へ
落
ち
込
ん
で
い
る
南
稜
に

到
着
、
こ
の
岩
場
で
ビ
バ
ー
ク
に
入
る
。
高
度
七
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。

Ｃ
３
の
全
員
Ｃ
４
へ
と
荷
上
げ
に
向
か
う
。
疲
労
を
訴
え
る
Ｃ
４
の
田
中
、

若
宮
を
下
に
降
し
、
山
岸
、
岡
本
が
Ｃ
４
に
泊
る
。

七
日
、
山
岸
、
岡
本
は
サ
ウ
ス
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
・
ピ
ー
ク
を
越
え
、
ナ

イ
フ
エ
ッ
ジ
の
稜
線
を
高
度
差
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
降
り
、
デ
ィ
ル
ゴ
ル

氷
河
と
南
バ
ル
ム
氷
河
が
左
右
か
ら
せ
り
上
っ
て
合
し
た
最
底
鞍
部
、
サ

ウ
ス
コ
ル
高
度
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
５
を
建
設
し
て
戻
る
。

Ｃ
３
の
五
名
は
Ｃ
４
へ
最
後
の
荷
上
げ
を
完
了
。
こ
こ
に
頂
上
攻
撃
の
態

勢
は
整
っ
た
。

八
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
員
を
沢
村
、
岡
本
と
決
め
、
山
岸
、
中
野
を
サ
ポ

ー
ト
隊
と
し
、
四
名
、
Ｃ
４
を
出
発
、
Ｃ
５
に
入
る
。

頂
上
攻
撃
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十
日
、
コ
ン
ロ
の
故
障
で
手
間
取
り
、
午
前
八
時
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ー
ズ
の
み
の
軽
装
で
出
発
。
南
稜
の
右
手
の
急
斜
面

を
詰
め
る
。
高
度
が
増
す
に
し
た
が
っ
て
再
び
粒
雪
が
多
く
な
り
、
岩
稜

が
雪
稜
に
変
る
付
近
よ
り
斜
面
も
一
段
と
傾
斜
を
増
し
、
く
ず
れ
落
ち
る

足
場
と
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
め
ら
れ
、
あ
え
ぎ
あ
え
ぎ
の
登
り
と
な
る
。

頂
上
へ
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
一
時
ビ
バ
ー
ク
を
考
え
た
が
、

Ｃ
４
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
頂
上
直
下
に
近
ず
い
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ

れ
、
気
を
持
ち
直
し
、
強
引
に
こ
の
急
傾
斜
の
雪
稜
を
突
破
、
そ
の
先
は

な
だ
ら
か
な
広
い
雪
原
が
頂
上
へ
と
続
い
て
い
た
。

登
頂
午
後
六
時
五
十
六
分
、
夕
日
で
周
囲
の
山
々
が
紅
色
に
輝
い
て
い

る
時
で
あ
っ
た
。
記
念
撮
影
を
し
、
頂
上
よ
り
少
し
下
っ
た
所
に
、
隊
員

全
員
の
署
名
し
た
日
本
、
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
の
国
旗
を
空
罐
に
つ
め
、
積

み
上
げ
た
ケ
ル
ン
の
中
に
埋
め
、
夕
闇
せ
ま
る
頂
上
を
後
に
す
る
。

頂
上
か
ら
デ
ィ
ル
ゴ
ル
氷
河
に
向
か
っ
て
い
る
稜
線
を
約
一
○
○
メ
ー

ト
ル
下
っ
た
所
に
大
き
な
岩
屋
を
発
見
、
二
晩
目
の
ビ
バ
ー
ク
を
す
る
。

Ｃ
２
に
休
養
に
下
り
て
い
た
田
中
、
若
宮
は
回
復
し
て
元
気
に
Ｃ
４
に
入

り
、
疲
労
の
激
し
い
サ
ポ
ー
ト
隊
の
両
名
と
入
れ
替
わ
る
。

十
一
日
、
七
六
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
で
の
寒
い
ビ
バ
ー
ク
の
夜
は
明
け
、

ア
タ
ッ
ク
隊
は
下
山
に
か
か
る
。
登
頂
ル
ー
ト
の
南
稜
か
ら
、
デ
ィ
ル
ゴ

ル
氷
河
よ
り
の
雪
壁
に
ル
ー
ト
を
と
っ
て
降
る
途
中
、
沢
村
が
ス
リ
ッ
プ

し
て
滑
落
、
ク
レ
バ
ス
に
ひ
っ
か
か
り
、
助
か
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

幸
い
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
行
動
が
遅
く

な
り
、
昨
夜
の
ビ
バ
ー
ク
地
点
に
着
い
た
の
が
午
後
二
時
三
十
分
と
云
う

遅
い
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
地
点
で
サ
ポ
ー
ト
に
登
っ
て
来
た

田
中
、
若
宮
と
合
流
、
急
傾
斜
の
稜
線
を
サ
ポ
ー
ト
隊
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
無
事
Ｃ
５
に
着
い
た
の
は
午
後
十
一
時
で
あ
っ
た
。
十
二
日
一
日
Ｃ
５

で
休
養
の
後
撤
収
を
開
始
、
全
員
無
事
に
Ｂ
・
Ｃ
に
結
集
し
た
の
は
十
四

日
夕
刻
で
あ
っ
た
。
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ピアーズ峰登頂

我
々
が
最
初
に
選
ん
だ
山
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
が
な
く
、
少
人
数

で
も
登
頂
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
そ
の
地
域
を
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク

シ
ュ
に
求
め
た
。

ア
ト
ラ
ッ
ク
氷
河
よ
り
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
東
峰
（
七
一
三
六

メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
札
幌
医
大
Ｏ
Ｂ
松
浦

氏
、
京
工
繊
大
Ｏ
Ｂ
佐
藤
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
一
九
七
○
年
五
月
を
目

標
に
し
た
。
こ
の
一
年
余
り
、
そ
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て
、
三
月
二
十

八
日
名
古
港
よ
り
、
西
パ
キ
ス
タ
ン
の
カ
ラ
チ
港
に
船
荷
物
、
約
二
ト
ン

を
送
り
だ
し
た
。

隊
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
づ
〃
、

隊
長
都
竹
勝
免
歳
）
誰
悲
醍
翫
如
詫
準
山
岳
会

ピ
ア
ー
ズ
峰
登
頂
（
一
九
七
○
年
）

ｌ
ガ
ブ
ラ
ル
源
頭
氷
河
よ
り
カ
チ
カ
ニ

氷
河
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
ー

計
画
か
ら
出
発
ま
で

都

竹
勝

隊
員
筋
田
雅
則
（
霊
歳
）
川
崎
重
工
山
岳
部

岩
佐
善
弘
（
お
〃
）
岐
阜
登
高
会

日
比
野
治
美
（
型
〃
）
岐
阜
登
高
会

中
原
良
材
（
錫
〃
）
京
都
工
繊
大
学
士
山
岳
会

四
月
四
日
、
先
発
隊
と
し
て
筋
田
、
岩
佐
が
、
現
地
の
事
情
、
船
荷
通

関
の
手
配
等
の
た
め
羽
田
か
ら
カ
ラ
チ
に
出
発
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
よ

り
一
ヶ
月
遅
れ
て
五
月
三
日
、
本
隊
の
都
竹
、
中
原
、
日
比
野
が
出
発
、

カ
ラ
チ
で
先
発
隊
と
合
流
、
五
月
五
日
、
日
本
領
事
館
に
て
、
植
田
代
理

領
事
の
は
か
ら
い
で
、
日
本
に
帰
国
さ
れ
る
曽
野
明
特
命
大
使
に
公
邸
で

あ
い
さ
つ
・
国
内
の
情
勢
や
登
山
活
動
に
つ
い
て
懇
談
し
た
が
登
山
活
動

に
つ
い
て
は
、
首
都
で
あ
る
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
の
日
本
大
使
館
で
、
細
部

に
つ
い
て
打
合
わ
せ
る
よ
う
助
言
を
う
け
る
。

五
月
九
日
、
総
領
事
の
今
川
氏
等
の
ご
援
助
で
無
事
通
関
し
た
船
荷
物

を
、
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
手
配
が
終
る
。
五
月
十
五

日
、
我
々
は
ラ
ホ
ー
ル
経
由
で
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
へ
、
飛
行
機
で
約
三
時

間
飛
ぶ
。
飛
行
場
に
は
住
友
商
事
成
川
氏
の
紹
介
で
、
ウ
ル
ド
ゥ
語
の
話

せ
る
ミ
ス
タ
ー
コ
ー
サ
リ
氏
が
、
通
訳
と
し
て
隊
に
加
わ
る
計
画
で
出
迎

え
て
く
れ
た
。

翌
日
、
日
本
大
使
館
を
訪
ね
、
松
岡
参
事
官
、
織
田
事
務
官
に
挨
拶
、

登
山
活
動
に
つ
い
て
懇
談
す
る
・
当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
イ
ス
ト
ル
・
オ
・

ナ
ー
ル
山
塊
は
、
国
防
上
の
問
題
等
に
よ
り
入
山
は
無
理
と
い
う
結
論
に

な
っ
た
。
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ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
よ
り
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
荷
物
を
つ
み
か
え
、
再
度
、

関
門
で
検
査
を
受
け
な
が
ら
、
サ
イ
ド
セ
リ
フ
↓
カ
ラ
ー
ム
海
抜
二
二
○

○
メ
ー
ト
ル
に
着
く
。
周
囲
の
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
フ
ァ
ラ
ク
サ
ー

ル
、
マ
ン
キ
ャ
ル
な
ど
、
氷
河
を
有
す
る
針
峰
が
美
し
い
台
地
を
な
し
た

地
で
あ
る
。

こ
の
村
の
村
長
兼
警
察
署
長
デ
シ
タ
ー
ル
氏
に
、
土
産
に
薬
な
ど
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
。
氏
の
好
意
で
警
察
官
二
名
を
同
行
す
る
よ
う
手
配
し
て
く

れ
る
。
そ
し
て
最
奥
の
部
落
、
ガ
ブ
ラ
ル
ニ
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
向
か
う
。

五
月
二
十
六
日
’
三
十
日
、
ガ
ブ
ラ
ル
部
落
を
仮
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と

し
て
、
ガ
ブ
ラ
ル
川
の
右
俣
に
、
中
原
、
日
比
野
、
コ
ー
サ
リ
氏
。
左
俣

に
都
竹
、
筋
田
、
岩
佐
と
別
れ
て
偵
察
す
る
。
そ
の
結
果
右
俣
が
本
流
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
三
十
一
日
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
日
と
決
め
、
装

備
、
食
糧
を
再
検
討
し
て
、
ポ
ー
タ
ー
二
十
二
名
を
雇
う
こ
と
に
し
た
。

我
々
は
、
第
二
案
で
あ
る
、
吉
沢
一
郎
氏
推
選
の
地
域
で
、
地
図
の
空

白
部
で
あ
る
旧
ス
ワ
ー
ト
王
国
よ
り
、
イ
ン
ダ
ス
河
支
流
ガ
ブ
ラ
ル
源
頭

で
の
登
山
活
動
と
氷
河
の
踏
査
。
そ
し
て
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
山
脈

を
越
え
、
旧
チ
ト
ラ
ル
王
国
の
カ
チ
カ
ニ
氷
河
を
経
て
、
ソ
ロ
ラ
ス
プ
ー

ル
↓
マ
ス
ッ
ジ
↓
チ
ト
ラ
ル
に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
こ
と
の
了
解
を
得
た
。

こ
の
間
に
諸
手
続
き
な
ど
も
完
了
、
カ
ラ
チ
か
ら
の
ト
ラ
ッ
ク
荷
物
も
到

着
、
五
月
二
十
一
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
と
な
っ
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン

こ
の
部
落
は
無
医
村
で
、
住
民
達
に
薬
や
往
診
を
せ
が
ま
れ
、
腹
痛
の

老
人
を
見
舞
っ
た
が
大
変
喜
ば
れ
た
。
子
供
達
は
カ
ン
詰
の
空
か
ん
な
ど

を
奪
い
合
っ
た
り
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
早
速
集
ま
っ
て
来
、
ポ
ー
ズ
を

作
る
な
ど
ほ
が
ら
か
で
素
直
で
あ
る
。

五
月
三
十
一
日
、
約
束
時
間
の
六
時
半
よ
り
早
く
ポ
ー
タ
ー
が
集
ま
る
。

隊
員
五
名
、
通
訳
一
名
、
ポ
リ
ス
ニ
名
、
ポ
ー
タ
ー
二
十
二
名
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
が
始
ま
っ
た
。
部
落
民
達
の
見
送
り
が
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
ポ
ー
タ

ー
一
人
の
荷
物
は
約
三
十
二
キ
ロ
で
あ
る
が
、
登
り
道
は
つ
ら
い
よ
う
だ
。

途
中
ポ
ー
タ
ー
達
の
お
祈
り
が
あ
っ
て
時
間
が
経
っ
た
が
、
予
定
地
の
ガ

ッ
タ
ー
に
十
四
時
過
ぎ
に
着
い
た
。
明
朝
早
立
ち
を
約
し
て
夏
期
放
牧
小

屋
に
泊
る
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
各
自
持
参
し
た
麦
粉
な
ど
を
水
で
ね
り
、
夕

食
分
と
明
日
の
朝
食
、
昼
食
分
を
一
度
に
作
り
、
火
で
焼
い
て
チ
ャ
パ
テ

ィ
を
つ
く
り
食
っ
て
い
る
。

六
月
一
日
、
ガ
ッ
タ
ー
発
六
時
、
朝
の
う
ち
は
良
く
歩
く
。
途
中
谷
に

丸
木
橋
を
か
け
て
進
ん
だ
が
、
手
な
れ
た
も
の
で
仕
事
は
早
い
。
日
中
は

暑
く
て
休
む
回
数
も
多
く
な
る
。
十
二
時
、
ハ
ラ
ハ
リ
谷
出
合
、
二
八
○

○
メ
ー
ト
ル
を
左
に
眺
め
な
が
ら
歩
く
。
（
偵
察
の
折
り
中
原
隊
は
、
こ

の
谷
を
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
偵
察
し
た
。
）
マ
イ
ダ
ン
十
六
時

着
、
三
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。
広
い
河
原
に
小
桜
草
が
吹
き
、
周
囲
の
針
峰

に
氷
河
が
つ
い
て
美
し
い
が
、
と
く
に
ミ
ヤ
ン
グ
ル
サ
ー
ル
（
五
九
九
六

メ
ー
ト
ル
）
の
山
容
は
す
ば
ら
し
い
。
こ
こ
か
ら
右
の
谷
を
つ
め
る
と
、

リ
ン
ギ
ー
パ
ス
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
ポ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、
日
本
の
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ピアーズ峰登頂

六
月
四
日
、
第
一
の
目
標
は
こ
の
ガ
ブ
ラ
ル
川
源
頭
を
偵
察
し
、
チ
ト

ラ
ル
側
の
カ
チ
カ
ニ
氷
河
に
ト
ラ
バ
ー
ス
出
来
る
ル
ー
ト
の
確
認
と
、
こ

の
た
め
の
Ｃ
１
設
営
場
所
の
偵
察
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
、
五
時
四
十
分
出
発
、

氷
河
末
端
よ
り
左
側
に
ル
ー
ト
を
と
り
、
氷
河
湖
の
上
部
に
出
る
。
こ
こ

で
互
い
に
ザ
イ
ル
で
体
を
確
保
し
な
が
ら
通
過
（
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）

ガ
ブ
ラ
ル
湖
（
仮
称
）
に
降
り
、
右
岸
を
歩
き
、
そ
し
て
急
な
雪
壁
を
登

る
。
高
度
の
順
化
が
出
来
て
い
な
い
の
で
く
る
し
い
。
午
後
、
中
原
、
岩

佐
と
、
都
竹
、
筋
田
、
日
比
野
の
二
隊
に
別
れ
て
左
右
の
ル
ー
ト
偵
察
、

四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
三
峰
（
仮
称
）
の
下
部
に
Ｃ
１
の
適
地
を
み

つ
け
、
一
応
の
ル
ー
ト
の
目
安
を
た
て
て
Ｂ
Ｃ
に
も
ど
る
。
十
八
時
。
十

二
時
間
行
動
で
互
い
に
疲
れ
て
い
る
。

松
の
よ
う
な
木
の
葉
の
灰
と
、
松
や
に
と
を
土
を
ね
っ
て
、
煙
草
を
作
っ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
我
々
も
か
ん
で
み
た
が
口
に
あ
わ
な
い
・

六
月
二
日
、
ポ
ー
タ
ー
達
が
寒
い
か
ら
早
く
出
発
せ
よ
と
言
う
の
で
、

五
時
半
出
発
。
雪
渓
や
岩
場
で
道
が
悪
く
、
弱
い
ポ
ー
タ
ー
の
荷
物
を
隊

員
が
背
負
う
な
ど
、
か
な
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
が
、
目
的
地
の
ガ

ブ
ラ
ル
氷
河
末
端
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
に
十

時
に
着
い
た
。
ポ
ー
タ
ー
達
に
日
当
と
手
ぬ
ぐ
い
、
薬
な
ど
サ
ー
ビ
ス
す

る
と
喜
ん
で
帰
っ
て
行
っ
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
し
、
今
日
、
明

日
は
休
養
日
と
し
た
。

登
山
活
動

六
月
五
日
、
昨
日
の
氷
河
横
断
ル
ー
ト
が
悪
く
危
険
な
の
で
、
筋
田
、

岩
佐
、
日
比
野
の
三
隊
員
で
氷
河
末
端
か
ら
右
側
に
良
い
ル
ー
ト
を
捜
し

あ
て
る
。
明
日
か
ら
の
行
動
が
ら
く
に
な
り
そ
う
だ
。

六
月
六
日
、
六
時
Ｂ
Ｃ
よ
り
Ｃ
１
、
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
、
七
日
分

の
食
糧
、
各
自
二
十
キ
ロ
の
荷
上
げ
Ｃ
１
着
十
二
時
、
都
竹
、
岩
佐
は
上

部
ル
ー
ト
の
偵
察
。
筋
田
、
日
比
野
、
中
原
は
イ
グ
ル
ー
を
作
る
。
全
隊

員
、
Ｃ
１
、
イ
グ
ル
ー
で
泊
る
。

六
月
七
日
、
全
隊
員
、
最
奥
地
東
側
の
窓
、
四
六
三
四
メ
ー
ト
ル
に
十

三
時
四
十
五
分
着
。
こ
こ
か
ら
は
フ
ァ
ラ
ク
サ
ー
ル
が
東
南
東
に
位
置
し

て
見
え
る
し
、
下
方
は
ウ
シ
ュ
ウ
谷
で
あ
っ
た
。
チ
ト
ラ
ル
側
に
は
出
ら

れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

都
竹
、
筋
田
、
岩
佐
の
三
隊
員
は
、
こ
こ
を
仮
Ｃ
２
と
し
て
、
今
晩
こ

こ
で
ビ
バ
ー
ク
し
、
明
日
Ｐ
１
、
Ｐ
２
の
窓
に
登
り
、
チ
ト
ラ
ル
側
に
降

り
る
ル
ー
ト
を
偵
察
す
る
事
に
決
め
、
中
原
、
日
比
野
は
Ｂ
Ｃ
に
下
山
す

る
。
高
度
の
順
化
が
出
来
て
い
な
い
せ
い
か
、
夜
十
二
時
頃
呼
吸
が
苦
し

く
目
が
さ
め
る
・
朝
ま
で
寝
ぐ
る
し
い
一
夜
と
な
っ
た
・
氷
点
下
十
四
度
。

六
月
八
日
、
仮
Ｃ
２
を
出
発
、
Ｐ
１
、
Ｐ
２
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
登
っ

て
十
二
時
三
十
分
、
五
○
一
四
メ
ー
ト
ル
の
窓
に
立
つ
・
眼
下
に
カ
チ
カ

ニ
氷
河
が
長
く
横
た
わ
っ
て
お
り
、
チ
ト
ラ
ル
側
に
出
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
氷
河
ま
で
標
高
差
が
八
○
○
メ
ー
ト
ル
余
も
あ
り
、
そ
の

上
部
四
○
○
メ
ー
ト
ル
程
は
六
十
度
・
七
十
度
以
上
の
氷
雪
壁
で
、
簡
単

に
下
降
が
出
来
そ
う
も
な
い
が
、
可
能
性
あ
り
と
決
め
Ｂ
Ｃ
に
下
降
。
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ピアーズ峰登頂

六
月
十
日
、
中
原
、
日
比
野
、
Ｃ
１
に
荷
上
げ
、
他
の
隊
員
は
休
養
。

六
月
十
一
日
、
全
員
で
荷
物
の
整
理
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
に

お
ろ
す
荷
物
と
、
チ
ト
ラ
ル
側
に
持
っ
て
行
く
荷
物
に
分
け
る
。
午
後
よ

り
雲
行
き
が
悪
く
、
夜
中
に
み
ぞ
れ
と
な
る
。

六
月
十
二
日
、
今
日
は
ポ
ー
タ
ー
二
名
が
Ｂ
Ｃ
に
荷
物
を
持
ち
に
来
る

日
で
あ
る
。
昨
夜
か
ら
の
み
ぞ
れ
で
来
る
か
ど
う
か
心
配
だ
っ
た
が
、
約

束
の
時
間
に
来
る
。
荷
物
を
通
訳
の
コ
ー
サ
リ
ー
と
各
々
四
十
キ
ロ
に
分

け
十
一
時
頃
下
山
に
向
か
う
。
各
隊
員
の
手
紙
二
百
通
を
あ
ず
け
る
。
（
結

果
的
に
は
日
本
に
着
か
な
か
っ
た
。
）
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
は
雪
が
降

っ
て
い
る
。

六
月
十
三
日
、
予
定
で
は
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
で
あ
っ
た
が
、
み
ぞ
れ
で

停
滞
。
十
四
日
、
十
五
日
は
Ｂ
Ｃ
に
も
雪
が
降
り
停
滞
。
十
六
日
、
曇
り

空
と
な
り
天
候
が
回
復
す
る
き
ざ
し
が
み
え
て
い
る
が
停
滞
。

六
月
十
七
日
、
十
八
日
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
Ｃ
１
に
荷
上
げ
、
心
配
し
た

天
候
も
回
復
し
て
楽
し
い
ポ
ッ
カ
が
出
来
る
。
日
比
野
、
対
面
の
山
に
登

り
偵
察
す
る
。

六
月
十
九
日
、
Ｃ
１
よ
り
全
員
で
Ｃ
２
、
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
に
荷
上

げ
、
天
候
も
良
く
順
化
も
出
来
て
さ
ほ
ど
苦
し
く
な
い
。
岩
佐
、
中
原
、

Ｐ
２
下
部
よ
り
Ｐ
３
氷
河
上
部
偵
察
。

六
月
二
十
日
、
Ｃ
１
四
時
半
出
発
、
Ｃ
２
八
時
着
。
さ
ら
に
筋
田
、
岩

佐
、
日
比
野
は
、
窓
、
五
○
一
四
メ
ー
ト
ル
に
、
チ
ト
ラ
ル
側
で
使
用
す

る
食
糧
の
荷
上
げ
を
終
る
。
都
竹
は
Ｃ
２
で
テ
ン
ト
を
張
る
。
明
日
、
Ｐ

２
（
ピ
ア
ー
ズ
峰
）
ア
タ
ッ
ク
の
計
画
で
、
筋
田
、
岩
佐
は
Ｐ
２
の
雪
壁

を
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
偵
察
し
、
上
部
に
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ

ク
ス
ロ
ー
プ
を
張
る
。
夜
は
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
隊
員
を
岩
佐
、
中
原
と
決

め
、
全
員
天
候
を
祈
っ
て
早
寝
す
る
。

六
月
二
十
一
日
、
ピ
ア
ー
ズ
峰
登
頂
。

雰
時
三
十
分
、
筋
田
起
床
、
快
晴
で
風
も
少
な
く
絶
好
の
ア
タ
ッ
ク
日

と
な
る
。
岩
佐
、
中
原
、
二
時
起
床
、
夜
明
け
を
待
ち
つ
つ
四
時
出
発
。

朝
の
冷
え
込
み
で
、
十
二
本
爪
の
ア
イ
ゼ
ン
が
快
調
に
雪
壁
に
き
し
む
。

頂
上
ま
で
標
高
差
七
’
八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
う
ち
上
部
の
雪
稜
を
除

い
て
は
、
氷
雪
壁
と
な
っ
て
い
る
。

高
度
の
順
化
も
充
分
出
来
て
い
る
の
で
二
隊
員
は
、
昨
日
の
ザ
イ
ル
エ

作
地
点
（
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
六
時
に
着
く
。
こ
こ
よ
り
上
部
は
傾

斜
六
’
七
十
度
の
氷
雪
壁
が
四
○
○
メ
ー
ト
ル
も
続
い
て
い
る
。
気
温
が

あ
が
ら
な
い
う
ち
に
、
こ
こ
を
通
過
し
な
い
と
雪
崩
の
心
配
が
充
分
あ
る
。

Ｃ
２
か
ら
は
双
眼
鏡
で
、
二
隊
員
の
登
肇
状
況
が
手
に
と
る
よ
う
に
見
え

る
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
要
所
々
々
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
元
気
な
応
答

が
あ
る
。
ア
イ
ス
バ
イ
ル
、
ピ
ッ
ケ
ル
、
ス
ノ
ー
バ
ー
、
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ

ン
を
た
く
み
に
使
っ
て
、
予
想
以
上
に
早
い
ピ
ッ
チ
で
頂
上
手
前
の
ピ
ー

ク
（
コ
ブ
）
に
出
る
。
九
時
、
さ
ら
に
頂
上
ま
で
雪
稜
二
○
○
メ
ー
ト
ル

余
を
登
り
、
や
が
て
頂
上
直
下
で
雪
庇
を
乗
り
こ
え
裏
側
に
姿
を
消
す
。

十
時
四
十
分
「
登
り
ま
し
た
。
二
人
共
元
気
で
す
。
風
な
し
快
晴
」
と

元
気
な
声
、
つ
づ
い
て
隊
か
ら
、
頂
上
で
の
仕
事
の
順
を
指
示
す
る
。
十
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一
時
五
十
分
、
下
山
開
始
、
天
候
が
良
く
気
温
が
上
昇
、
足
も
と
か
ら
雪

崩
が
発
生
す
る
。
注
意
に
注
意
を
重
ね
て
コ
ブ
に
降
り
る
。
十
二
時
四
十

分
、
つ
づ
い
て
氷
雪
壁
の
下
降
で
あ
る
が
、
雪
崩
が
発
生
し
て
危
険
が
あ

る
の
で
、
太
陽
が
西
に
か
た
む
き
壁
に
日
陰
が
出
来
る
頃
ま
で
休
む
。
十

五
時
下
降
開
始
、
慎
重
に
下
降
を
つ
づ
け
、
十
八
時
十
分
、
Ｃ
２
に
着
く
。

全
員
赤
飯
で
登
頂
を
祝
す
。

六
月
二
十
二
日
、
五
○
一
四
メ
ー
ト
ル
よ
り
カ
チ
カ
ニ
氷
河
に
降
り
る
。

快
晴
氷
点
下
六
度
。
風
が
強
く
寒
い
。

Ｃ
２
出
発
八
時
、
窓
、
五
○
一
四
メ
ー
ト
ル
着
、
九
時
三
十
分
。
今
度

の
遠
征
の
最
大
の
ヤ
マ
場
、
カ
チ
カ
ニ
氷
河
へ
の
下
降
で
あ
る
。
標
高
差

八
○
○
メ
ー
ト
ル
余
が
、
足
も
と
か
ら
六
’
七
十
度
の
氷
雪
壁
と
な
っ
て

切
れ
て
い
る
。
十
一
時
下
降
開
始
、
筋
田
六
ミ
リ
の
工
作
ザ
イ
ル
二
本
と

九
ミ
リ
の
メ
イ
ン
ザ
イ
ル
一
本
を
体
に
つ
け
て
、
先
ず
一
七
○
メ
ー
ト
ル

下
部
の
岩
峰
に
向
か
っ
て
下
降
開
始
。
こ
こ
に
第
一
プ
ラ
ッ
ト
を
作
り
、

岩
佐
、
都
竹
、
日
比
野
、
原
の
順
で
計
画
通
り
下
降
、
ま
た
四
十
五
キ
ロ

の
荷
物
五
個
を
お
ろ
す
な
ど
大
変
な
事
だ
っ
た
。

さ
ら
に
二
○
○
メ
ー
ト
ル
余
を
、
筋
田
が
下
降
偵
察
し
、
岩
佐
、
都
竹

と
下
降
、
第
二
プ
ラ
ッ
ト
を
作
り
、
さ
ら
に
五
○
メ
ー
ト
ル
下
降
し
て
、

全
員
が
小
さ
な
台
地
に
つ
い
た
の
は
、
夕
や
み
せ
ま
る
十
八
時
四
十
分
。

さ
ら
に
荷
物
を
背
負
っ
て
急
な
雪
壁
を
下
降
し
、
十
九
時
過
ぎ
氷
河
上
の

大
き
な
台
地
に
着
き
テ
ン
ト
を
張
る
。
十
二
時
間
も
の
緊
張
し
た
行
動
で

皆
な
疲
れ
き
っ
て
い
る
。
赤
飯
で
互
い
に
元
気
づ
け
な
が
ら
、
疲
れ
た
体

を
寝
袋
に
入
れ
た
。

六
月
二
十
三
日
、
二
日
間
に
亘
り
遠
征
最
大
の
ヤ
マ
場
を
乗
り
越
え
て
、

今
朝
は
ほ
っ
と
し
た
感
じ
。
日
や
け
し
た
顔
を
見
せ
合
い
、
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
カ
チ
カ
ニ
氷
河
の
最
奥
地
、
美
し
い
山
々
を
眺
め
な
が
ら
笑
い
と

楽
し
い
一
日
の
休
養
を
取
っ
た
。

六
月
二
十
四
日
、
キ
ャ
ン
プ
地
を
六
時
四
十
分
出
発
、
幾
つ
か
の
ヒ
ド

ン
ク
レ
バ
ス
に
注
意
し
、
何
度
も
何
度
も
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
カ
チ
カ

ニ
氷
河
を
降
り
三
二
三
○
メ
ー
ト
ル
地
点
で
テ
ン
ト
を
張
る
。
本
谷
は
氷

河
の
雪
解
け
で
濁
流
で
あ
る
が
、
小
谷
の
水
は
清
く
、
頭
や
体
を
洗
う
。

冷
た
い
が
四
十
日
ぶ
り
で
気
分
は
上
々
。

六
月
二
十
五
日
、
カ
チ
カ
ニ
氷
河
最
奥
の
部
落
（
四
戸
だ
け
）
に
着
き
、

そ
し
て
ソ
ロ
ラ
ス
プ
ー
ル
の
部
落
に
入
る
。
北
西
に
ブ
ニ
ゾ
ム
、
南
に
カ

チ
カ
ニ
が
見
え
る
。
石
と
木
で
作
っ
た
住
居
と
、
部
落
全
体
が
柳
の
木
で

青
く
美
し
い
。
言
葉
は
チ
ト
ラ
ル
語
で
、
う
ま
く
話
せ
な
い
が
大
体
わ
か

る
。
夕
方
、
子
供
達
が
英
語
の
話
せ
る
青
年
を
つ
れ
て
く
る
。
彼
を
仲
に

入
れ
て
話
が
通
じ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
た
ず
ね
て
来
る
。

彼
は
一
人
で
ギ
ル
ギ
ッ
ト
に
行
く
と
言
っ
て
い
た
。

六
月
二
十
六
日
、
昨
日
雇
っ
た
ポ
ー
タ
ー
四
人
が
約
束
の
六
時
に
来
る
。

早
速
出
発
、
昼
頃
雪
解
け
で
急
に
増
水
し
た
濁
流
の
谷
を
渡
る
時
、
ポ
ー

タ
ー
達
と
部
落
民
の
献
身
的
な
協
力
を
得
て
、
無
事
渡
渉
す
る
こ
と
が
で

再
び
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
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ピアーズ峰登頂

き
た
。こ

の
地
の
ポ
ー
タ
ー
は
素
直
で
強
い
。
約
四
十
キ
ロ
の
荷
物
を
背
負
い
、

と
う
と
う
約
束
の
三
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て
、
マ
ス
ッ
ジ
に
は
十

九
時
三
十
分
に
着
い
た
。
十
三
時
間
の
強
行
軍
で
、
全
員
が
疲
れ
て
し
ま

っ
た
。
農
家
の
庭
先
の
桑
の
木
の
下
で
寝
る
。
二
十
七
日
は
休
養
日
、
マ

ス
ッ
ジ
の
バ
ザ
ー
ル
で
現
地
食
等
を
買
う
。
意
外
に
中
国
の
品
物
が
多
い

（
マ
ッ
チ
、
石
鹸
）
。
終
戦
直
後
の
日
本
を
お
も
わ
せ
る
商
品
ば
か
り
で
あ

る
。

農
家
で
は
麦
の
取
り
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
明
治
時

代
の
や
り
方
に
似
て
い
る
。
集
ま
っ
て
来
る
部
落
の
人
達
の
傷
の
手
当
や
、

薬
を
あ
た
え
る
な
ど
親
善
を
は
か
り
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
八
日
、
ブ
ニ
村
ま
で
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ポ
ー
タ
ー
一

人
を
交
替
さ
せ
て
歩
く
。
途
中
部
落
の
人
達
が
、
桑
の
実
を
落
し
て
く
れ

る
な
ど
の
親
切
を
受
け
る
。
テ
リ
チ
ミ
ー
ル
、
イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
、

サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
等
の
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
を
眺
め
て
の
、
十
三

時
間
行
動
で
か
な
り
疲
れ
た
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
良
く
歩
い
て
く
れ
た
の
で
、

約
束
以
上
に
一
人
二
日
分
と
し
て
、
三
十
ル
ピ
ー
支
払
っ
た
。
大
変
に
喜

ん
で
ソ
ロ
ラ
ス
プ
ー
ル
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
何
度
も
ふ
り

か
え
り
、
手
を
ふ
っ
て
く
れ
た
。
我
々
も
手
を
ふ
り
つ
づ
け
た
。
少
し
の

間
だ
っ
た
が
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
が
し
た
。

こ
の
村
と
言
う
よ
り
、
ブ
ニ
よ
り
奥
地
全
体
の
行
政
長
官
宅
で
夕
食
を

ご
ち
そ
う
に
な
る
。
長
官
は
、
旧
チ
ト
ラ
ル
王
国
の
直
系
シ
ャ
サ
ー
ダ
氏

と
従
兄
弟
の
間
柄
で
実
力
者
の
よ
う
だ
。
二
十
九
日
、
休
養
。
道
は
悪
い

が
、
今
年
か
ら
こ
の
地
に
ジ
ー
プ
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
、
長
官

み
ず
か
ら
ジ
ー
プ
の
手
配
を
し
て
く
れ
た
。
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
を

持
っ
て
い
る
な
ど
、
な
か
な
か
の
日
本
通
で
あ
る
。
隊
員
の
カ
メ
ラ
が
ほ

し
く
な
っ
て
、
結
局
、
中
原
隊
員
が
お
礼
と
併
せ
て
ゆ
ず
っ
て
や
っ
た
。

六
月
三
十
日
、
ジ
ー
プ
で
チ
ト
ラ
ル
ヘ
、
悪
路
だ
が
久
し
ぶ
り
の
車
で

気
分
が
良
い
。
ジ
ー
プ
で
も
一
度
に
ハ
ン
ド
ル
の
切
れ
な
い
難
所
が
数
回

も
あ
る
。
途
中
、
入
山
し
て
来
た
イ
タ
リ
ヤ
隊
に
逢
う
。
成
功
を
祈
り
記

念
撮
影
な
ど
の
交
歓
を
重
ね
る
。
車
は
や
が
て
チ
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
着
い

た
。
旧
国
王
シ
ャ
サ
ー
ダ
氏
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
、
ホ
テ
ル
に
我
々
を
訪

ね
て
く
れ
る
。
氏
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
出
張
中
と
の
こ
と
。
親
切
に
バ
ザ

ー
ル
等
案
内
し
て
く
だ
さ
る
。
土
産
を
渡
し
チ
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
泊
る
。

七
月
一
日
、
ジ
ー
プ
で
ロ
ワ
ラ
イ
峠
を
越
え
デ
ィ
ー
ル
ヘ
・
飛
行
機
で

チ
ト
ラ
ル
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
飛
ぶ
予
定
で
飛
行
場
に
行
っ
た
が
、
天

候
が
悪
い
か
ら
と
欠
航
す
る
。
親
切
な
ポ
リ
ス
の
手
配
で
、
ジ
ー
プ
で
ロ

ワ
ラ
イ
峠
、
三
二
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
、
デ
ィ
ー
ル
の
町
に
泊
る
。

二
人
の
ス
イ
ス
人
登
山
家
に
逢
う
。
彼
等
は
ワ
ゴ
ン
に
乗
っ
て
来
て
い
た
。

七
月
二
日
、
デ
ィ
ー
ル
発
七
時
二
十
分
の
バ
ス
に
乗
り
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

着
、
十
七
時
グ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
泊
る
。
七
月
三
日
、
日
本
に
登
頂
と
ト
ラ

バ
ー
ス
成
功
の
電
報
を
打
ち
休
養
。

七
月
四
日
、
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
へ
・
七
月
六
日
、
大
使
館
に
あ
い
さ
つ
・

松
岡
代
理
大
使
に
細
部
に
つ
い
て
報
告
、
特
に
奥
地
の
状
況
と
親
善
を
深

(149）



め
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

七
月
八
日
、
ラ
ホ
ー
ル
経
由
で
カ
ラ
チ
に
入
る
。
四
日
に
大
雨
が
一
年

ぶ
り
に
降
り
、
死
者
二
十
名
が
出
た
と
か
。
そ
の
後
毎
日
夕
立
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
町
は
排
水
が
悪
く
、
水
た
ま
り
で
子
供
達
が
水
遊
び
を
し
て
い

た
。
七
月
九
日
、
十
日
、
領
事
館
を
初
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
達
に
あ

い
さ
つ
に
ま
わ
る
。

七
月
十
一
日
、
カ
ラ
チ
警
察
署
に
帰
国
の
む
ね
を
報
告
、
夜
十
二
時
、

カ
ラ
チ
空
港
に
住
友
商
事
成
川
氏
等
の
見
送
り
を
う
け
て
帰
途
に
向
か

う
。
デ
リ
ー
、
バ
ン
コ
ッ
ク
、
香
港
、
台
北
を
経
由
し
て
十
六
日
十
五
時

二
十
分
羽
田
に
着
い
た
。

ハ
付
記
〕
ピ
ア
ー
ズ
峰
の
命
名
に
つ
い
て

ガ
ブ
ラ
ル
氷
河
末
端
の
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
荷
上
げ
し
た
ポ
ー
タ

ー
達
が
、
こ
の
山
塊
を
指
し
て
ピ
ア
ー
ズ
、
ピ
ア
ー
ズ
と
言
う
の
で
、

Ｐ
２
（
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
ピ
ア
ー
ズ
峰
と
命
名
し
た
。
ピ
ア
ー

ズ
と
は
原
地
語
で
、
ネ
ギ
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
た
六
月
十

七
日
頃
に
は
、
Ｂ
Ｃ
付
近
に
小
さ
な
野
生
の
ネ
ギ
が
生
え
て
い
た
。

な
お
Ｐ
４
（
五
八
七
一
メ
ー
ト
ル
）
は
、
こ
の
山
塊
で
一
番
高
い
と

思
わ
れ
る
し
、
白
く
雪
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ア
ー
ズ

と
命
名
し
た
。

山
岳
第
六
十
四
年
（
一
九
六
九
年
）

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
横
断
（
一
九
六
八
年
）
池
田
錦
重

パ
タ
ゴ
ニ
ア
氷
床
横
断
（
一
九
六
八
’
九
年
）
阪
上
秀
太
郎

富
士
山
と
私
松
方
三
郎

回
想
の
日
高
山
脈
相
川
修

ラ
ン
ガ
ー
ル
登
頂
（
一
九
六
八
年
）
立
花
種
則

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
と
ジ
ロ
山
群
佐
藤
京
子

シ
ャ
ー
・
イ
・
ア
ン
ジ
ュ
マ
ン
登
頂
（
一
九
六
八
年
）
高
木
泰
夫

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
中
部
ア
ン
デ
ス
の
登
山
川
上
隆

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
キ
ム
サ
ク
ル
ス
と
イ
リ
マ
’
一
縦
走
阿
部
重
男

メ
ル
セ
ダ
リ
オ
南
壁
ｃ
九
六
八
年
）
吉
田
三
郎

青
山
学
院
大
学

マ
ー
カ
ス
・
ベ
ー
ヵ
ー
峰
登
頂
（
一
九
六
八
年
）

体
育
会
山
岳
部

パ
ン
ジ
ャ
ブ
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
吉
野
勲

日
印
合
同
登
山
二
九
六
八
年
）
宮
崎
英
子

羅
臼
岳
と
硫
黄
山
の
原
名
に
つ
い
て
早
川
禎
治

追
悼
・
図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

イ
ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
の
山
座
同
定
田
中
栄
蔵

松
田
雄
一

海
外
登
山
年
表
Ⅱ
一
九
六
八
年
Ⅱ

中
島
寛

Ａ
５
判
三
○
○
頁
・
写
真
四
八
葉
・
図
版
二
五
面
定
価
二
○
○
○
円
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
ア
ル
プ
ス
の
脊
稜
が
、
オ
タ
ゴ
地
方
の
西
部
山

岳
地
帯
で
高
度
を
下
げ
て
幾
つ
も
の
支
脈
を
広
げ
、
南
西
の
そ
れ
は
タ
ス

マ
ン
海
に
フ
ィ
ョ
ル
ド
を
形
成
す
る
。
国
立
公
園
フ
ィ
ヨ
ル
ド
ラ
ン
ド
の

北
部
は
、
最
も
脊
稜
近
く
峡
湾
が
く
い
こ
み
、
景
勝
地
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・

サ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。
こ
の
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ウ
ン
ド
を
包
含
す
る
山
々

と
分
水
嶺
を
、
ダ
ー
ラ
ン
山
塊
と
名
づ
け
て
い
る
。

脊
稜
山
脈
を
割
っ
て
東
か
ら
北
へ
深
く
長
大
な
流
れ
が
、
マ
ッ
ケ
ロ
ウ

湖
に
そ
そ
ぐ
ホ
リ
フ
ォ
ー
ド
谷
、
南
を
ホ
リ
フ
ォ
ー
ド
谷
と
ア
ー
サ
ー
谷

の
源
流
の
山
々
を
境
と
し
、
西
は
タ
ス
マ
ン
海
の
岸
と
な
る
山
域
で
あ
る
。

峡
湾
の
海
面
か
ら
い
き
な
り
そ
び
え
立
つ
岩
山
は
、
標
高
二
○
○
○
メ
ー

ト
ル
前
後
の
山
頂
を
も
ち
、
懸
垂
氷
河
と
残
雪
を
か
ぶ
り
、
深
い
Ｕ
字
Ｖ

字
の
谷
が
削
ら
れ
て
、
平
地
の
少
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
山
々
が
初
め
て
登
ら
れ
た
の
は
、
一
八
八
三
年
名
峰
マ
イ
タ

ダ
ー
ラ
ン
山
塊
（
一
九
七
一
’
七
二
年
）

国
鉄
山
岳
連
盟
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
親
善
登
山
隊

Ｉ
ピ
ー
ク
（
一
六
九
三
メ
ー
ト
ル
）
が
西
側
か
ら
踏
ま
れ
、
一
九
○
○
年
代

の
初
期
に
主
要
な
山
頂
は
登
ら
れ
、
ダ
ー
ラ
ン
の
最
高
峰
マ
ウ
ン
ト
・
ツ

ト
コ
（
二
七
五
六
メ
ー
ト
ル
）
は
一
九
二
三
年
に
第
一
登
が
な
さ
れ
た
。
そ

し
て
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
ピ
ー
ク
は
登
ら
れ
た
が
、
一
九
七
一
年
十
二

月
に
初
登
さ
れ
た
山
や
、
無
名
の
峰
も
あ
り
、
主
要
な
山
頂
以
外
数
人
の

登
山
者
に
し
か
踏
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
し
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
に
よ
る
登
鑿
は
、
ま
だ
ア
プ
ロ
ー

チ
ル
ー
ト
も
定
か
で
な
い
こ
の
山
塊
に
こ
そ
と
、
再
注
目
さ
れ
だ
し
た
。

標
高
こ
そ
低
い
が
、
急
峻
な
岩
壁
が
山
頂
か
ら
切
れ
落
ち
、
残
雪
と
氷
河

を
宿
し
、
磨
か
れ
た
花
崗
岩
を
深
く
え
ぐ
っ
た
Ｕ
字
谷
の
側
壁
は
、
い
た

る
所
に
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
。
氷
河
の
規
模
は
タ
ス
マ
ン
流
域
の
そ
れ
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
悪
相
の
懸
垂
氷
河
に
ル
ー
ト
を
求
め
、

そ
れ
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
決
し
て
安
易
な
ル
ー

ト
で
は
な
い
。

こ
の
魅
力
に
満
ち
た
ダ
ー
ラ
ン
山
塊
を
、
登
山
者
は
次
の
よ
う
に
区
分

し
て
い
る
。

現
住
民
マ
オ
リ
族
の
酋
長
の
名
を
つ
け
た
ダ
ー
ラ
ン
の
最
高
峰
で
、
登

頂
の
む
ず
か
し
い
山
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ウ
ン
ト
・
ツ
ト
コ
、
こ
れ
を
と

り
ま
く
氷
河
と
雪
原
の
岩
峰
、
ツ
ト
コ
谷
源
流
と
北
方
の
山
々
を
北
部
ダ

ー
ラ
ン
。

特
徴
的
な
カ
ー
ル
底
湖
と
美
し
い
大
滝
を
か
け
る
タ
ー
ナ
ー
湖
と
ア
デ

レ
ー
ド
湖
を
と
り
ま
く
氷
河
と
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
岩
壁
の
山
々
を
中

（151）
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央
ダ
ー
ラ
ン
。

世
界
で
最
も
す
ば
ら
し
い
風
景
の
道
と
い
わ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
恵
ま

れ
、
小
さ
な
氷
河
湖
と
豊
か
な
残
雪
、
訪
れ
る
人
々
が
目
を
見
張
る
岩
壁

の
山
々
、
ダ
ー
ラ
ン
山
塊
を
半
周
す
る
流
れ
の
最
奥
部
は
ア
ッ
パ
ー
・
ホ

リ
フ
ォ
ー
ド
の
山
々
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
ベ
ー
ス
ハ
ウ
ス
と
し
て
、
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ウ
ン
ド
の

ホ
テ
ル
又
は
ホ
ス
テ
ル
が
利
用
さ
れ
、
住
人
は
こ
の
二
軒
だ
け
で
食
糧
な

ど
の
売
店
が
あ
る
。
こ
こ
に
公
園
管
理
の
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
が
夏
期
の
み
常

駐
し
、
旅
行
者
、
ト
ラ
ン
パ
ー
、
登
山
者
に
対
し
野
外
生
活
の
指
導
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
て
い
る
・
こ
こ
へ
の
交
通
は
、
南
の
平
野
部
の
町
テ
・

ア
ナ
ウ
か
ら
エ
グ
リ
ン
ト
ン
道
路
が
山
間
部
に
入
り
、
ホ
リ
フ
ォ
ー
ド
道

路
と
名
を
変
え
、
脊
稜
山
脈
の
終
端
近
く
岩
山
を
く
り
抜
い
た
、
素
掘
り

の
ホ
ー
マ
ー
ト
ン
ネ
ル
か
ら
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
道
路
と
な
っ
て
、
峡
湾
で
ロ

ー
ド
ス
ト
ッ
プ
と
な
る
。

ま
た
、
テ
・
ア
ナ
ウ
か
ら
テ
・
ア
ナ
ウ
湖
を
舟
で
渡
り
、
ミ
ル
フ
ォ
ー

ド
・
ト
ラ
ッ
ク
に
入
り
、
マ
ッ
キ
ノ
ン
・
パ
ス
を
越
え
、
ア
ー
サ
ー
谷
を

下
っ
て
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ウ
ン
ド
に
着
く
、
ト
ラ
ン
パ
ー
の
展
望
歩
道

が
あ
る
。
最
も
短
時
間
に
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
・
タ
ウ
ン
か
テ
・
ア
ナ
ウ
か

ら
軽
飛
行
機
で
山
脈
を
越
え
て
、
ク
レ
イ
ダ
ウ
谷
の
出
合
を
平
に
し
た
だ

け
の
、
ブ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ー
ポ
ー
ト
に
あ
っ
さ
り
降
ろ
し
て
く
れ
る
。

入
山
ア
プ
ロ
ー
チ
は
谷
と
沢
ぞ
い
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
は
じ
ま
り
、
湿

地
と
渡
渉
は
い
た
る
所
に
あ
り
、
下
草
は
木
性
の
シ
ダ
と
倭
草
、
そ
し
て

一
○
セ
ン
チ
に
も
育
っ
た
コ
ケ
の
踏
跡
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
パ
ー
の
歩
く
範
囲
に
は
ト
レ
ー
ル
も
あ
る
が
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

の
領
域
に
は
人
為
的
な
も
の
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
自
ら
ル
ー
ト
を
求

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
処
女
地
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
泊
地
と
し
て
例

外
的
に
テ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
が
、
天
候
の
激
し
さ
か
ら
適
さ
な
い
た

め
に
、
北
部
ダ
ー
ラ
ン
で
は
全
て
岩
小
屋
（
ピ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
ま
た
は
ケ

イ
プ
）
を
使
用
し
、
中
央
ダ
ー
ラ
ン
に
は
ア
デ
レ
イ
ド
湖
の
モ
レ
ー
ン
の

北
端
に
ハ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
の
他
は
岩
小
屋
を
利
用
し
て
い
る
。

ア
ッ
パ
ー
・
ホ
リ
フ
ォ
ー
ド
の
エ
リ
ア
で
は
、
ホ
ー
マ
ー
ハ
ッ
ト
が
周

辺
二
五
ル
ー
ト
の
登
山
基
地
と
な
っ
て
い
た
。
山
容
と
こ
う
し
た
条
件
は

想
像
以
上
の
気
候
を
語
り
、
ス
タ
ミ
ナ
と
ス
ピ
ー
ド
が
登
山
者
に
要
求
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ウ
ン
ド
の
夏
季
一
月
の
雨
天
十
七

日
・
月
平
均
雨
量
六
○
ミ
リ
．
一
日
最
大
雨
量
三
○
○
ミ
リ
な
ど
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
が
登
山
を
難
し
く
し
、
夏
で
も
稜
線
に

は
降
雪
を
見
る
こ
と
が
め
ず
ら
し
く
な
い
。

ま
た
、
こ
の
期
間
二
○
度
を
越
す
暑
さ
は
な
く
、
平
均
一
五
度
位
で
夜

は
凉
し
く
、
行
動
可
能
な
時
間
も
十
七
時
間
と
長
い
。

そ
し
て
、
こ
の
地
方
に
し
か
生
存
し
な
い
サ
ン
ド
フ
ラ
イ
が
、
昼
夜
の

別
な
く
人
を
刺
す
の
が
唯
一
つ
の
毒
虫
で
あ
り
、
防
虫
薬
で
き
き
め
が
あ

る
。

私
達
は
初
め
て
海
外
の
山
を
目
標
と
し
て
、
氷
河
山
域
で
の
登
山
を
経

（153）



十
二
月
二
十
九
日
雨
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
を
た
ち
、
空
路
を
ク

ィ
ー
ン
ズ
・
タ
ウ
ン
経
由
テ
・
ア
ナ
ウ
に
着
き
、
バ
ス
で
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
。

サ
ウ
ン
ド
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
に
到
着
。
直
ち
に
三
名
が
ツ
ト

コ
・
ト
レ
ー
ル
の
偵
察
に
出
発
。
団
長
、
隊
長
は
レ
イ
ン
ジ
ャ
－
．
Ｊ
・

エ
ド
氏
に
会
い
、
登
山
届
提
出
、
山
岳
情
報
の
聴
取
を
行
な
う
。
他
の
隊

員
は
荷
物
の
整
理
を
行
な
う
。

三
十
日
雨
、
三
名
は
ト
レ
ー
ル
を
ツ
ト
コ
フ
ラ
ッ
ト
入
口
の
ブ
ッ
シ
ュ

の
中
に
あ
る
雨
量
計
地
点
ま
で
進
み
、
付
近
の
偵
察
を
行
な
う
も
、
折
か

う
の
増
水
の
た
め
上
部
へ
の
ル
ー
ト
の
発
見
で
き
ず
。
他
の
隊
員
は
荷
上

げ
品
の
整
理
。
団
長
、
隊
長
は
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
か
ら
情
報
の
入
手
を
行
な

矛
、
ノ
○

三
十
一
日
雨
、
四
名
は
減
水
し
た
ド
ラ
イ
・
ク
リ
ー
ク
沿
い
に
ツ
ト
コ

フ
ラ
ッ
ト
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
へ
の
ル
ー
ト
と
ツ
ト
コ
川
本
流
の
渡
渉

点
を
発
見
。
六
名
は
雨
量
計
地
点
へ
の
荷
上
げ
。
団
長
、
隊
長
は
気
象
受

験
す
る
初
歩
的
研
究
の
場
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ア
ル
プ
ス
を
選

ん
だ
。
目
的
の
一
つ
は
海
抜
雰
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
登
山
を
心
が
け
、
ダ
ー

ラ
ン
山
塊
を
前
期
の
行
動
の
場
と
し
た
。
こ
こ
で
、
現
地
の
登
山
者
が
再

注
目
し
だ
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
一
の
難
峰
、
マ
ウ
ン
ト
・
ツ
ト
コ
と

近
接
す
る
二
峰
を
登
り
、
余
日
を
も
っ
て
広
く
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ア
ル

プ
ス
を
登
山
す
る
計
画
を
も
っ
て
入
山
し
た
。
（
秋
山
宏
明
記
）

行
動
概
要

信
所
と
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
事
務
所
に
赴
き
情
報
を
得
た
後
、
デ
ポ
地
ま
で
往

復
す
る
。

一
月
一
日
曇
後
雨
、
三
名
は
リ
マ
リ
ッ
ク
ク
リ
ー
ク
か
ら
エ
イ
ジ
氷
河

の
下
端
に
着
き
、
タ
ー
ナ
ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
へ
の
ル
ー
ト
を
探
索
。

七
名
は
残
り
の
荷
上
げ
を
し
、
リ
ー
ダ
ー
ク
リ
ー
ク
対
岸
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
。

団
長
、
隊
長
は
長
期
天
気
予
報
を
聴
取
の
の
ち
に
入
る
。

二
日
曇
後
雨
、
昨
夜
の
降
雨
で
ツ
ト
コ
川
増
水
、
渡
渉
不
可
能
の
た
め

停
滞
。三

日
雨
後
曇
、
団
長
外
三
名
タ
ス
マ
ン
氷
河
に
む
か
う
た
め
下
山
。
午

後
、
全
員
リ
ー
ダ
ー
ク
リ
ー
ク
・
ケ
イ
プ
に
入
っ
た
後
、
四
名
で
上
部
の

偵
察
を
行
な
う
。

四
日
曇
後
雨
、
一
回
目
の
ア
タ
ッ
ク
に
向
か
う
が
、
途
中
で
雨
に
な
り
、

タ
ー
ナ
ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
に
入
り
、
行
動
を
見
合
わ
す
。
そ
の
後

リ
ー
ダ
ー
ク
リ
ー
ク
・
ケ
イ
プ
か
ら
荷
上
げ
を
す
る
。

五
日
晴
・
霧
、
初
め
て
の
快
晴
の
朝
を
む
か
え
た
。
ツ
ト
コ
（
清
水
、

宮
原
、
佐
藤
）
、
マ
デ
ラ
イ
ン
（
斎
藤
、
中
村
、
琢
田
）
、
サ
イ
ム
（
秋

山
、
丸
山
）
に
登
頂
。
ツ
ト
コ
隊
は
登
頂
後
エ
イ
ジ
氷
河
で
ビ
バ
ー
ク
。

六
日
晴
一
時
小
雨
、
ツ
ト
コ
隊
の
帰
着
を
待
ち
、
午
後
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下

る
。

七
日
晴
、
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ホ
ス
テ
ル
に
下
山
。

八
日
晴
、
ホ
ー
マ
ー
ト
ン
ネ
ル
ま
で
バ
ス
で
行
き
、
バ
リ
ア
ー
・
ノ
ブ

と
マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
登
る
。
明
日
か
ら
タ
ス
マ
ン
氷
河
に
転
進
す
る
。
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や
っ
と
快
晴
の
朝
を
迎
え
た
。
ツ
ト
コ
が
気
高
く
私
達
の
前
に
聲
え
て

い
る
。
急
な
草
付
の
か
す
か
な
踏
跡
を
辿
っ
て
行
く
と
、
尾
根
は
露
岩
帯

に
変
わ
り
、
間
も
な
く
マ
デ
ラ
イ
ン
・
ス
ノ
ウ
・
ベ
ー
ス
ン
の
一
角
に
出

る
。
緩
い
斜
面
を
登
っ
て
い
く
と
左
上
方
に
蒼
然
と
し
た
セ
ラ
ッ
ク
が
あ

世
話
に
な
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
ド
氏
を
囲
ん
で
の
さ
さ
や
か
な
宴
は
、
夜

の
更
け
る
の
も
知
ら
ぬ
か
の
様
だ
っ
た
。

本
登
山
隊
の
編
成
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

団
長
湯
川
竜
二
（
弱
歳
）
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
理
事

隊
長
秋
山
宏
明
（
妬
〃
）
東
京
南
局
品
川
電
力
区

副
隊
長
加
藤
勝
美
（
蛤
〃
）
（
医
務
）
新
潟
局
新
津
工
場

隊
員
斎
藤
新
一
（
鍋
〃
）
（
会
計
）
長
野
工
場

″
清
水
功
（
詔
〃
）
（
総
務
）
東
京
建
築
工
事
局

″
宮
原
弘
之
（
調
〃
）
（
装
備
）
東
京
南
局
新
鶴
見
機
関
区

″
小
柳
勝
治
（
記
〃
）
（
記
録
気
象
）
名
古
屋
局
北
野
桝
琢
駅

″
中
村
浩
一
（
”
〃
）
（
渉
外
）
水
戸
局
水
戸
電
力
区

″
塚
田
定
徳
（
弱
〃
）
（
食
糧
）
大
井
工
場

″
佐
藤
雅
信
（
型
〃
）
（
食
糧
）
盛
岡
局
盛
岡
無
線
区

″
丸
山
敏
郎
（
型
〃
）
（
輸
送
）
名
古
屋
局
稲
沢
駅

〃
成
田
博
（
型
〃
）
（
通
信
）
東
京
北
局
巣
鴨
駅

ツ
ト
．
（
二
七
五
六
メ
ー
ト
ル
）

ら
わ
れ
る
。
こ
の
斜
面
に
は
ま
だ
陽
が
さ
し
て
い
な
い
。

ス
ノ
ウ
・
ベ
ー
ス
ン
の
中
途
よ
り
左
手
の
小
高
い
雪
面
を
登
り
、
マ
デ

ラ
イ
ン
の
弧
を
描
い
た
岩
壁
の
下
方
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
い
く
。
マ
デ
ラ

イ
ン
か
ら
の
小
さ
な
岩
稜
を
横
切
り
、
緩
斜
面
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
続
け
る
。

斜
面
は
次
第
に
急
に
な
り
、
タ
ー
ナ
ー
・
パ
ス
か
ら
の
肋
稜
の
下
に
出
る
。

新
雪
の
積
っ
て
い
る
四
○
メ
ー
ト
ル
程
の
壁
を
鑿
り
、
軟
雪
面
を
左
上
し

タ
ー
ナ
ー
・
パ
ス
に
で
る
。

容
易
な
岩
稜
を
登
り
、
二
メ
ー
ト
ル
程
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
通
過
し
て
い
く

と
、
次
の
ピ
ー
ク
と
の
コ
ル
に
出
る
。

ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
雪
壁
を
五
、
六
○
メ
ー
ト
ル
登
り
ス
ノ
ウ
ピ
ー
ク

に
出
る
。
前
方
に
は
岩
峰
が
た
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
、
右
側
は
ド
ン
ネ
氷

河
ま
で
の
垂
直
な
岩
壁
、
左
側
は
エ
イ
ジ
氷
河
へ
の
急
峻
な
雪
壁
で
、
南

主
稜
の
稜
線
通
し
も
、
側
面
の
ト
ラ
バ
ー
ス
も
困
難
だ
。

先
程
の
コ
ル
ま
で
戻
り
、
雪
と
氷
の
混
っ
た
壁
を
、
斜
面
に
む
か
っ
て

慎
重
に
エ
イ
ジ
氷
河
へ
下
降
す
る
。
左
手
の
岩
稜
の
末
端
近
く
ま
で
下
降

し
、
そ
れ
を
め
が
け
て
ラ
ビ
ｌ
不
ン
・
シ
ー
ク
を
横
切
っ
て
い
る
時
、
小

さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
無
数
に
落
ち
て
き
た
。
一
瞬
緊
張
し
、
ザ
イ
ル
を
引
き

し
め
た
。
が
、
そ
れ
は
一
度
だ
け
で
皆
ほ
っ
と
す
る
。

岩
を
ま
わ
り
こ
み
、
七
○
度
程
の
軟
雪
面
を
慎
重
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

い
く
と
、
次
第
に
傾
斜
が
緩
く
な
り
、
更
に
ト
ラ
バ
ー
ス
を
続
け
エ
イ
ジ

氷
河
の
ツ
ト
コ
南
壁
懸
垂
氷
河
帯
に
入
っ
て
い
く
。
上
部
に
は
ク
レ
バ
ス

が
断
層
の
如
く
何
段
に
も
積
み
重
な
っ
て
い
る
。
巨
大
な
セ
ラ
ッ
ク
の
下
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を
そ
そ
く
さ
と
通
過
し
、
ク
レ
バ
ス
帯
に
入
る
。

軟
雪
壁
を
登
り
、
ず
れ
落
ち
た
ク
レ
バ
ス
の
五
メ
ー
ト
ル
程
の
垂
壁
を

三
ヶ
所
筆
っ
て
い
く
。
ビ
バ
ー
ク
の
た
め
に
と
、
乏
し
い
食
糧
を
節
約
し

て
い
る
の
で
誰
も
が
パ
テ
気
味
だ
。
最
後
の
垂
華
を
越
す
と
軟
雪
壁
に
な

り
、
次
第
に
傾
斜
が
減
じ
て
く
る
。

タ
ー
ナ
ー
・
パ
ス
に
続
く
南
主
稜
に
出
る
と
頂
上
へ
は
す
ぐ
だ
っ
た
。

幅
の
広
い
頂
上
に
立
ち
、
記
念
撮
影
を
済
ま
す
。
四
囲
は
ガ
ス
で
か
く
さ

れ
、
冷
た
い
風
が
頂
上
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
九
時
近
く
ま
で
明
る
い

の
で
、
ク
レ
バ
ス
帯
を
下
っ
て
し
ま
お
う
と
、
凍
り
つ
い
た
ザ
イ
ル
を
手

に
下
降
に
移
る
。

ク
レ
バ
ス
帯
を
す
ぎ
、
緩
斜
面
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の
途
中
で
、
露
出
し
た

岩
の
シ
ュ
ル
ン
ド
の
ふ
ち
に
ツ
ェ
ル
ト
を
張
る
。
す
っ
か
り
ガ
ス
に
包
ま

れ
、
雪
も
降
っ
て
き
た
。
夜
半
に
小
さ
な
雪
崩
が
ツ
ェ
ル
ト
の
裾
を
か
す

め
た
。
身
仕
度
を
し
朝
を
待
つ
・

六
日
、
ガ
ス
の
中
を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
光
を
た
よ
り
に
昨
夜
の
降
雪
に

消
え
残
っ
た
ト
レ
ー
ル
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
下
降
す
る
。
陽
の
さ
し
は
じ
め

た
ツ
ト
コ
を
感
概
無
量
の
気
持
で
ふ
り
か
え
り
つ
つ
、
皆
の
待
つ
ピ
ビ
ィ
・

ロ
ッ
ク
に
帰
り
つ
い
た
。

タ
イ
ム
岩
小
屋
六
・
三
○
ｌ
頂
上
一
七
・
四
一
Ｉ
ビ
バ
ー
ク
地

一
九
・
四
○
’
四
・
三
五
ｌ
岩
小
屋
八
・
四
五

パ
ー
テ
ィ
ー
清
水
・
宮
原
・
佐
藤
（
清
水
功
記
）

サ
イ
ム
（
二
二
二
六
メ
ー
ト
ル
）

枯
草
色
の
倭
草
を
踏
み
、
岩
稜
の
下
で
雪
渓
に
囲
ま
れ
た
よ
う
な
岩
が

あ
り
、
低
い
天
井
の
ピ
ピ
ィ
・
ロ
ッ
ク
の
前
で
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
。

丸
味
を
も
っ
た
露
岩
の
面
に
ひ
ろ
が
る
雪
渓
は
凍
り
つ
い
て
、
小
気
味

よ
く
ア
イ
ゼ
ン
が
き
し
む
。
緩
く
て
広
い
尾
根
を
越
え
、
ル
ン
ゼ
状
を
岩

塔
の
乱
立
す
る
対
岸
に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
、
上
部
で
無
名
氷
河
と
エ
イ

ジ
氷
河
を
区
切
る
尾
根
の
コ
ル
に
出
た
。
こ
の
氷
河
は
小
さ
な
も
の
で
、

左
岸
か
ら
上
部
は
露
岩
を
配
し
て
広
い
雪
原
と
な
っ
て
本
流
の
氷
河
を
包

み
、
そ
の
舌
端
は
い
き
な
り
ツ
ト
コ
谷
側
の
岩
壁
に
お
ち
て
い
る
。

雪
原
は
、
そ
の
ま
ま
稜
線
に
は
い
上
り
、
う
っ
す
ら
と
新
雪
を
ま
と
っ

た
四
つ
の
岩
峰
が
並
ん
で
い
た
。
口
を
ひ
ら
い
た
グ
レ
ィ
シ
ャ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
と
本
流
の
ク
レ
バ
ス
、
足
元
は
デ
ブ
リ
の
跡
が
あ
り
、
慎
重
を
期
し

て
三
ピ
ッ
チ
で
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
る
。

見
た
目
よ
り
広
大
で
傾
斜
の
あ
る
段
状
の
ス
ノ
ウ
・
プ
ラ
ト
ウ
を
、
右

手
の
岩
峰
タ
ラ
ウ
イ
め
ざ
し
て
ジ
グ
ザ
グ
に
足
首
の
い
た
く
な
る
よ
う
な

登
り
を
続
け
る
。

中
央
ダ
ー
ラ
ン
核
心
部
か
ら
、
ダ
ー
ラ
ン
主
峰
の
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

地
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト
の
あ
る
マ
ー
ケ
リ
ー
岩
峰
の
下
に
位
置
す
る

ピ
キ
パ
ァ
リ
・
パ
ス
を
、
吹
き
上
が
る
ガ
ス
の
中
で
確
認
し
た
が
、
タ
ー

ナ
ー
側
は
視
界
が
悪
く
見
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
新
雪
が
と
け
て
岩
は

だ
を
ぬ
ら
す
。
タ
ラ
ウ
イ
の
西
面
の
し
っ
か
り
し
た
岩
場
を
、
大
き
な
ク
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ダーラン山塊

雑
然
と
つ
み
重
な
る
硬
い
花
崗
岩
の
、
す
い
つ
く
よ
う
な
岩
を
な
だ
め

る
よ
う
に
こ
な
し
、
大
岩
の
あ
る
肩
に
つ
く
。
最
高
地
点
を
求
め
て
右
へ

斜
め
に
登
る
と
、
東
西
に
長
く
、
雪
と
岩
を
は
っ
き
り
区
分
し
た
頂
上
に

を
は
ず
す
。

ラ
ッ
ク
ル
ー
ト
に
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
し
、
二
ピ
ッ
チ
目
で
ス
ラ
ブ
状
の
岩

稜
と
な
り
、
雪
が
凍
り
つ
い
て
い
る
の
で
、
残
り
は
三
ピ
ッ
チ
位
で
あ
る

が
、
目
標
は
サ
イ
ム
で
あ
り
、
登
華
用
具
も
不
足
し
、
登
頂
を
断
念
し
て

下
降
し
た
。

基
部
に
も
ど
り
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
レ
イ
ク
・
タ
ー
ナ
ー
ま
で
、
山

頂
か
ら
そ
ぎ
お
ち
る
圧
倒
的
な
傾
斜
の
タ
ラ
ウ
イ
東
壁
を
、
激
し
く
動
く

ガ
ス
の
間
に
見
る
。
北
方
に
続
く
雪
稜
の
下
、
プ
ラ
ト
ウ
上
縁
の
ミ
ル
ニ

ー
の
岩
峰
基
部
を
ま
き
こ
む
よ
う
に
、
サ
イ
ム
め
ざ
し
て
大
き
く
ト
ラ
バ

ー
ス
。
濃
い
ガ
ス
が
視
界
を
迷
わ
せ
、
現
在
位
置
さ
え
さ
だ
ま
ら
な
く
、

カ
ン
を
た
よ
り
の
登
行
で
あ
る
。

ガ
ス
の
飛
来
の
合
い
間
に
、
無
名
氷
河
は
マ
デ
ラ
イ
ン
・
ス
ノ
ウ
・
ベ

ー
ス
ン
と
ザ
ッ
テ
ル
状
を
境
に
し
て
水
系
を
異
に
し
、
サ
イ
ム
は
エ
イ
ジ

氷
河
に
水
を
落
す
よ
う
に
は
り
だ
し
た
岩
峰
で
、
マ
デ
ラ
イ
ン
・
ス
ノ
ウ
・

ベ
ー
ス
ン
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
る
。
サ
イ
ム
の
南
面
の
ル
ン
ゼ
を
、
ザ

ッ
テ
ル
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
雪
壁
に
大
き
な
バ
ケ
ツ
を
掘
っ
て
サ
イ

ム
に
と
り
つ
く
。
ホ
ー
ル
ド
が
豊
富
で
傾
斜
の
強
い
赤
味
の
あ
る
岩
場
を

二
ピ
ッ
チ
、
ア
ン
サ
ウ
ン
ド
な
易
し
い
岩
と
、
残
雪
の
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た

ピ
ッ
チ
を
お
え
、
雪
田
下
部
で
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ム
に
切
り
か
え
て
ザ
イ
ル

出
た
。
人
の
登
っ
た
形
跡
も
な
い
山
頂
の
岩
に
小
さ
な
ケ
ル
ン
を
つ
み
記

念
と
し
、
動
く
ガ
ス
の
間
か
ら
ツ
ト
コ
、
マ
デ
ラ
イ
ン
の
雪
壁
を
写
真
に

お
さ
め
た
。

登
っ
た
ル
ー
ト
を
ゆ
っ
く
り
、
浮
石
の
多
い
ロ
ッ
ク
帯
を
フ
リ
ー
で
ク

ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
し
た
。
ザ
ッ
テ
ル
を
形
成
す
る
大
岩
の
頭
か
ら
、
タ
ー
ナ

ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
に
下
る
雪
稜
と
岩
場
を
使
え
る
と
予
定
し
た
が
、
五
○
メ

ー
ト
ル
も
ノ
ッ
ペ
リ
と
し
た
岩
の
下
に
大
き
な
シ
ュ
ル
ン
ト
が
開
き
、
下

降
は
不
能
と
わ
か
る
。

ほ
か
に
安
全
な
ル
ー
ト
も
な
く
、
サ
イ
ム
の
基
部
に
西
側
か
ら
南
面
に

の
び
あ
が
る
ク
レ
バ
ス
の
、
大
き
く
ひ
ら
い
た
急
な
ル
ン
ゼ
に
う
つ
る
。

ひ
ざ
ま
で
も
ぐ
る
い
や
な
感
じ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
二
ピ
ッ
チ
し
て
、
マ
デ

ラ
イ
ン
氷
河
の
セ
ラ
ッ
ク
を
右
上
に
み
て
左
へ
と
急
ぎ
下
降
。
ス
ノ
ウ
ベ

ー
ス
ン
左
岸
の
雪
渓
と
大
き
な
露
岩
を
ぬ
っ
て
ト
ラ
バ
ー
ス
を
続
け
、
濃

霧
の
中
で
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ス
タ
ミ
ナ
を
使
い
は
た
し
て
、

岩
屋
に
帰
っ
た
。

タ
イ
ム
Ａ
Ｃ
岩
屋
六
・
五
○
ｌ
ピ
キ
パ
ァ
リ
・
パ
ス
九
・
五
五
ｌ
サ

イ
ム
一
六
・
○
○
ｌ
岩
屋
一
九
・
○
五

パ
ー
テ
ィ
ー
Ｌ
秋
山
宏
明
・
丸
山
敏
郎
（
丸
山
敏
郎
記
）

タ
ー
ナ
ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
上
部
の
岩
稜
を
越
え
、
マ
デ
ラ
イ
ン
・

ス
ノ
ウ
。
ベ
ー
ス
ン
に
入
る
。
左
に
は
懸
垂
氷
河
を
つ
け
た
ツ
ト
コ
が
、

マ
デ
ラ
イ
ン
（
二
五
五
五
メ
ー
ト
ル
）
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ス
ノ
ウ
・
ベ
ー
ス
ン
の
前
方
に
は
目
指
す
マ
デ
ラ
イ
ン
の
白
峰
が
、
二
つ

の
頂
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
に
注
意
し
、
二
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
新
雪
の
中

を
、
ク
レ
バ
ス
を
迂
回
し
な
が
ら
マ
デ
ラ
イ
ン
氷
河
の
右
の
岩
稜
に
そ
っ

て
、
氷
河
の
中
央
部
を
め
ざ
し
て
登
る
。
ス
ノ
ウ
・
ベ
ー
ス
ン
か
ら
氷
河

へ
と
、
広
大
な
雪
原
の
中
を
大
き
な
ク
レ
、
ハ
ス
が
断
面
を
み
せ
て
横
切
っ

て
い
る
。
一
時
間
歩
い
て
も
、
も
と
の
位
置
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
感

じ
の
周
囲
の
状
況
に
、
ト
レ
ー
ル
を
振
り
か
え
っ
て
や
っ
と
納
得
す
る
。

や
っ
と
の
思
い
で
ク
レ
バ
ス
の
氷
河
を
ま
わ
り
こ
み
、
ル
ー
ト
を
マ
デ

ラ
イ
ン
氷
河
中
央
部
に
と
り
、
快
調
に
高
度
を
か
せ
ぐ
。
下
か
ら
見
え
な

か
っ
た
ク
レ
バ
ス
が
、
上
部
に
大
き
な
口
を
あ
け
て
お
り
突
破
不
能
。
新

雪
の
下
は
ブ
ル
ー
ア
イ
ス
の
た
め
、
慎
重
に
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
ひ
き
返

し
、
右
手
の
雪
稜
に
出
る
た
め
小
さ
な
岩
稜
ぞ
い
に
登
る
。
六
○
度
程
の

急
斜
面
、
右
は
下
部
ま
で
切
れ
て
い
る
雪
壁
、
左
は
下
方
に
ク
レ
バ
ス
、

い
や
が
上
に
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

や
っ
と
岩
稜
上
部
に
出
る
。
そ
の
上
部
が
ド
ー
ム
状
の
雪
稜
、
頂
上
は

ま
だ
見
え
な
い
。
一
歩
一
歩
高
度
を
あ
げ
て
ド
ー
ム
状
の
頂
上
に
着
く
。

向
か
い
側
に
一
○
メ
ー
ト
ル
程
低
い
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
の

雪
稜
ぞ
い
に
岩
の
露
出
し
た
ロ
ウ
ピ
ー
ク
ヘ
も
立
つ
。
下
り
は
ア
イ
ゼ
ン

に
雪
が
つ
き
、
滑
り
や
す
く
や
っ
か
い
だ
。
表
層
雪
崩
が
我
々
の
降
り
て

い
る
傍
を
音
も
な
く
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
て
い
く
。
慎
重
に
、
急
い
で
下
る
。

マ
デ
ラ
イ
ン
ア
タ
ッ
ク
の
喜
び
を
胸
に
、
ガ
ス
の
出
て
き
た
鍋
底
の
よ

う
な
雪
原
を
、
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
に
足
を
つ
か
ま
え
ら
れ
ビ
ッ
ク
リ
し
、

暑
さ
に
へ
ば
り
、
ロ
ッ
ク
ケ
イ
ブ
に
帰
り
着
く
。

タ
イ
ム
タ
ー
ナ
ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
七
・
一
○
ｌ
ハ
イ
ピ
ー
ク

一
二
・
五
○
’
一
三
・
○
五
Ｉ
ロ
ウ
ピ
ー
ク
一
三
・
二
五
’
一
四
・
一
○

ｌ
タ
ー
ナ
ー
ズ
・
ビ
ビ
ィ
・
ロ
ッ
ク
一
七
・
三
○

パ
ー
テ
ィ
ー
Ｌ
斎
藤
新
一
・
中
村
浩
一
・
塚
田
定
徳（

斎
藤
新
一
記
）

マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
モ
イ
ア
（
富
。
ｇ
に
続
く
尾
根
の
、
側
壁
の
下

に
広
が
る
浮
石
だ
ら
け
の
草
付
斜
面
を
、
右
方
に
登
っ
て
い
く
。
登
る
に

つ
れ
斜
面
は
大
岩
の
混
っ
た
ガ
レ
に
変
わ
る
。
途
中
で
休
憩
し
て
い
る
と

親
子
三
人
の
ハ
イ
カ
ー
が
追
い
つ
き
、
流
暢
な
日
本
語
で
話
し
か
け
て
き

た
。

下
か
ら
真
す
ぐ
き
て
い
る
踏
跡
に
出
、
間
も
な
く
ホ
ー
マ
ー
サ
ド
ル
に

着
く
。
反
対
側
は
ク
ラ
ッ
ド
ダ
ウ
（
Ｑ
“
注
目
）
川
南
支
流
の
源
流
に
、

す
っ
ぱ
り
切
れ
お
ち
て
い
る
。
草
付
と
岩
場
が
交
互
に
あ
ら
わ
れ
る
急
な

尾
根
を
登
る
。
岩
は
し
っ
か
り
し
て
い
て
易
し
い
が
、
部
分
的
に
ワ
イ
ヤ

ロ
ー
プ
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。
尾
根
の
両
側
は
谷
底
ま
で
切
れ
お
ち
て
、

高
度
感
の
あ
る
所
だ
。
や
が
て
広
い
雪
田
に
出
、
右
に
登
っ
て
い
く
と
ト

ラ
バ
ー
ス
・
パ
ス
に
続
く
広
い
頂
上
の
稜
線
に
出
た
。

岩
の
突
起
し
た
頂
上
で
ダ
ー
ラ
ン
の
展
望
を
満
喫
し
、
み
な
ぎ
る
光
を

マ
ク
フ
ァ
ー
ソ
ン
（
一
八
九
○
メ
ー
ト
ル
）

(158）



ダーーラン山塊

ホ
リ
フ
ォ
ー
ド
谷
源
流
の
一
つ
、
ゲ
ル
ト
ル
ー
デ
圏
谷
の
ド
ラ
イ
ク
リ

ー
ク
ぞ
い
に
、
小
さ
な
ケ
ル
ン
と
踏
跡
に
導
か
れ
て
歩
む
。

下
界
と
の
境
の
よ
う
な
木
立
を
過
ぎ
、
左
に
タ
ル
ポ
ッ
ト
、
右
に
ク
ロ

ス
カ
ッ
ト
、
正
面
に
バ
ー
リ
ヤ
が
屏
風
の
よ
う
な
岩
壁
を
め
ぐ
ら
す
。
典

型
的
な
カ
ー
ル
底
の
草
原
に
細
い
ト
レ
ー
ル
が
あ
る
。

周
囲
の
大
岩
壁
帯
か
ら
落
ち
る
無
数
の
滝
を
見
上
げ
な
が
ら
、
伏
流
の

ゴ
ー
ロ
を
た
ど
り
雪
渓
に
出
合
い
本
流
を
確
か
め
た
。
タ
ル
ボ
ッ
ト
の
東

北
稜
末
端
を
左
に
廻
り
こ
む
よ
う
な
ク
リ
ー
ク
の
滝
下
を
左
岸
に
渡
り
、

ザ
レ
と
ガ
ラ
場
を
な
だ
め
な
が
ら
高
度
を
か
せ
ぐ
。
ク
リ
ー
ク
は
二
○
メ

ー
ト
ル
の
大
岩
の
つ
ま
っ
た
滝
場
が
三
ヶ
所
あ
り
、
そ
の
上
は
ス
ラ
ブ
帯

の
ナ
メ
滝
に
な
っ
て
い
る
。

残
雪
か
ら
ス
ラ
ブ
帯
に
ル
ー
ト
を
と
っ
て
、
乾
い
た
花
崗
岩
の
ス
ラ
ブ

を
快
適
に
斜
上
し
雪
田
を
越
え
る
。
細
い
ナ
メ
が
い
く
筋
も
流
れ
る
、
傾

斜
の
緩
い
ス
ラ
ブ
を
過
ぎ
段
状
を
上
る
と
、
流
氷
を
浮
か
し
氷
河
舌
が
岸

を
う
め
、
岩
場
か
ら
小
滝
が
そ
そ
ぐ
岩
場
の
懐
に
ブ
ラ
ッ
ク
レ
イ
ク
が
、

ブ
ル
ー
の
空
を
写
し
て
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。

全
身
に
浴
び
つ
つ
往
路
を
下
っ
た
。

タ
イ
ム
ホ
ー
マ
ー
ト
ン
ネ
ル
入
口
九
・
四
○
ｌ
頂
上
一
二
・
○
○
’

一
四
・
一
○
ｌ
ト
ン
ネ
ル
入
口
バ
ス
停
一
六
・
○
五

パ
ー
テ
ィ
ー
清
水
・
宮
原
・
佐
藤
・
丸
山
（
清
水
功
記
）

バ
ー
リ
ヤ
・
ノ
ブ
（
一
八
二
九
メ
ー
ト
ル
）

レ
イ
ク
を
左
下
に
大
ま
か
な
尾
根
状
の
ス
ラ
ブ
を
直
登
し
、
障
壁
下
部

を
な
め
て
伸
び
上
る
大
雪
渓
を
ト
ラ
バ
ー
ス
ぎ
み
に
斜
上
し
、
小
さ
な
レ

イ
ク
を
見
下
し
な
が
ら
、
ゲ
ル
ト
ル
ー
デ
サ
ド
ル
に
着
く
。
周
囲
の
岩
山

は
谷
底
か
ら
急
峻
に
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
頂
稜
ま
で
一
気
に
立
上
る

も
の
ば
か
り
、
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
サ
ウ
ン
ド
も
眼
下
の
近
く
に
あ
り
、
山

の
鋭
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
ト
ラ
ン
パ
ー
も
登
っ
て
来

て
い
た
。

や
せ
た
倭
草
の
中
に
か
す
か
な
踏
跡
が
あ
り
、
露
岩
帯
を
越
し
稜
線
か

ら
落
ち
る
、
南
面
の
広
大
な
頂
上
雪
渓
に
入
る
。
傾
斜
が
き
つ
く
、
キ
ッ

ク
ス
テ
ッ
プ
を
き
か
せ
て
直
登
し
、
一
呼
吸
の
後
に
な
だ
ら
か
な
雪
稜
に

達
し
、
大
岩
が
重
な
り
合
う
よ
う
に
し
て
高
く
な
っ
た
頂
上
に
立
っ
た
。

北
面
は
ス
ッ
パ
リ
と
そ
ぎ
落
ち
、
レ
イ
ク
・
ア
デ
レ
イ
ド
を
足
下
に
見

下
す
岩
壁
の
山
で
あ
っ
た
。
居
あ
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
登
山
者

二
名
に
、
山
名
と
地
図
を
照
合
し
な
が
ら
昼
食
を
と
も
に
す
る
。
強
烈
な

太
陽
と
、
屹
立
す
る
見
渡
す
限
り
の
岩
山
と
氷
雪
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
素

晴
ら
し
い
眺
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
悪
天
に
苦
労
し
た
北
部
ダ
ー
ラ
ン

に
何
度
も
目
を
向
け
て
頂
上
を
後
に
す
る
。

稜
線
続
き
の
手
近
な
所
に
マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー
リ
ヤ
が
あ
る
が
、
別
隊
と

の
合
流
時
間
も
あ
り
、
割
愛
し
て
ア
デ
レ
イ
ド
側
に
下
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
別
れ
た
。
雪
渓
を
快
調
に
下
り
、
サ
ド
ル
で
女
性

三
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
あ
い
さ
つ
を
交
し
て
、
素
晴
ら
し
い
足
を
み
つ
め

た
。
彼
女
達
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ
で
あ
っ
た
の
だ
。
タ
ル
ポ
ッ
ト
の
北
壁
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を
あ
お
ぎ
、
中
部
ダ
ー
ラ
ン
初
め
て
の
日
本
人
の
足
は
、
ス
ラ
ブ
か
ら
雪

田
へ
、
ガ
ラ
場
か
ら
草
原
を
集
合
時
間
を
気
に
し
て
急
ぎ
下
っ
た
。

タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
東
口
九
・
四
○
ｌ
サ
ド
ル
一
三
・
○
○
ｌ
頂
上
一

四
・
一
五
’
一
五
・
○
○
ｌ
バ
ス
停
一
六
・
五
五

パ
ー
テ
ィ
ー
秋
山
・
斎
藤
・
中
村
・
塚
田

一
月
八
日
天
候
晴
（
中
村
浩
一
記
）

山
岳
第
六
十
三
年
（
一
九
六
八
年
）

ゥ
エ
ス
ト
ン
「
日
本
氷
河
遺
跡
論
」
と
明
治
十
年
代
前
半
岡
山
俊
雄

の
氷
河
不
存
在
論
そ
の
他

ロ
シ
ュ
・
ゴ
ル
一
九
六
七
年
一
橋
大
学
山
岳
会

ヒ
リ
シ
ャ
ン
ヵ
・
グ
ラ
ン
デ
一
九
六
七
年
田
中
元

マ
ウ
ン
ト
・
コ
ー
鐸
へ
一
九
六
七
年
大
野
光
彦

・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
一
九
六
七
年
横
地
康
生

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
山
南
壁
中
央
稜
佐
々
木
孝
雄

山
岳
会
初
期
の
人
々
中
村
清
太
郎

私
の
登
山
松
本
善
ニ

ャ
ジ
ュ
ン
峰
登
頂
（
一
九
六
七
年
）
増
永
迪
男

ゴ
ー
レ
ン
・
ゴ
ル
源
流
を
探
る
（
一
九
六
七
年
）
宮
森
常
雄

ヒ
ン
ズ
ー
・
ラ
ジ
一
九
六
七
年
海
老
原
道
夫

ティリチ・ミール一九六七年高島一芳エルプールズ山脈での合宿をふりかえって浜野吉生サンタ・マルタ山群紀行（コロンビア）山本良三

ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
（
一
九
六
七
年
）
関
田
美
智
子

ヘ
ス
峰
登
頂
（
一
九
六
七
年
）
中
村
純
二

小
川
登
喜
男
君
を
憶
う
成
瀬
岩
雄

追
悼
・
図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

海
外
登
山
年
表
Ⅱ
一
九
六
七
年
Ⅱ
松
田
雄
一

Ａ
５
判
三
三
○
頁
・
写
真
四
三
葉
・
地
図
二
一
面
定
価
二
二
○
○
円

Ｉ
◇
山
岳
総
索
引
塞
一
無
薙
蓮
鮮
誕
一
蔚
謨
叶
離
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山の地名と歴史

序
説

一
、
山
の
地
名

山
へ
行
っ
て
気
づ
く
の
は
、
山
で
も
谷
で
も
い
た
る
と
こ
ろ
、
実
に
地

名
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
地
名
は
、
そ
の
ま
ま
、
今
日
私

達
が
山
へ
行
く
に
つ
い
て
、
計
画
を
立
て
る
に
当
っ
て
も
、
仲
間
と
話
し

た
り
す
る
場
合
に
利
用
す
る
た
め
に
も
、
一
応
知
っ
て
お
く
の
が
く
ん
り

で
あ
る
。

山
の
地
名
（
以
下
、
略
し
て
単
に
「
地
名
」
と
い
う
）
に
は
、
一
見
す

ぐ
そ
の
意
味
が
理
解
で
き
る
も
の
よ
り
も
、
理
解
で
き
な
い
も
の
の
方
が

は
る
か
に
多
い
こ
と
も
、
永
い
間
山
登
り
を
し
て
き
た
者
に
と
っ
て
の
体

験
で
あ
り
、
や
は
り
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
標
式
的
な
例
と
し
て
、
秩
父
山
地
を
対
象
と
し
て
述
べ
る
こ
と

に
し
た
。

山
の
地
名
と
歴
史

１
山
里
の
発
祥
と
地
名
の
発
生

原
始
か
ら
古
代
に
か
け
て
山
里
が
発
祥
し
、
地
名
が
生
じ
、
狩
猟
な
ど

の
採
取
経
済
に
依
存
し
た
時
代
、
す
で
に
山
仕
事
の
目
標
と
し
て
、
さ
ら

に
仕
事
の
場
に
往
来
す
る
交
通
上
の
目
安
と
し
て
も
、
一
応
地
名
が
行
き

一
日
言
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
古
い
時
代
に
は
、
山
仕
事
に
当
る
に
し
て
は
個

人
の
力
は
微
弱
で
、
す
、
へ
て
集
団
の
力
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
、

互
い
に
説
明
の
必
要
上
、
狭
い
地
域
に
地
名
が
集
中
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
も
初
期
に
は
地
形
を
意
味
す
る
地
名
が
多
く
、
軽
く
普
通
名
詞
の
よ

う
に
通
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
の
推
移
に
よ
り
そ
の
意
味
が
次

第
に
不
明
に
な
り
、
つ
い
に
単
な
る
符
号
化
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、
実
用

上
は
別
段
の
不
便
も
感
じ
な
い
で
、
現
代
に
い
た
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

２
言
語
と
地
名
、
日
本
語
の
問
題

原

全
教
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イ
従
来
、
奇
異
な
地
名
、
耳
馴
れ
な
い
地
名
は
、
た
い
て
い
ア
イ
ヌ
語

だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
日
本
語
の
系
統
と
祖
語
が
、
果
し
て
北

方
系
か
南
方
系
か
未
だ
決
定
は
見
な
い
ま
で
も
、
比
較
言
語
学
の
成
果
と

し
て
、
蒙
古
・
朝
鮮
・
北
方
少
数
民
族
・
ア
イ
ヌ
・
中
国
南
方
少
数
民
族
・
東

南
ア
ジ
ア
民
族
・
琉
球
、
そ
れ
に
古
日
本
語
な
ど
、
十
種
程
度
の
民
族
語

の
混
成
だ
ろ
う
と
い
う
推
定
で
あ
る
。

地
名
の
語
源
を
解
明
す
る
に
当
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
山
の
地
名
以
前

の
日
本
語
研
究
の
、
大
き
い
壁
に
行
手
を
鎖
さ
れ
て
い
る
の
も
現
状
で
あ

る
。
こ
う
い
う
眼
で
み
つ
め
る
と
き
、
地
名
に
は
右
に
列
挙
し
た
諸
語
の

な
ま

混
入
を
思
わ
せ
る
も
の
や
、
時
に
は
生
の
形
で
介
在
し
て
い
る
か
を
疑
わ

せ
る
も
の
さ
え
あ
る
。

こ
れ
ら
の
解
明
は
先
学
専
門
家
の
業
績
に
仰
い
で
き
た
が
、
逆
に
地
名

の
解
明
を
進
め
て
行
く
う
ち
に
は
、
日
本
語
研
究
の
一
助
と
な
ら
な
い
も

の
で
も
な
い
と
も
考
え
る
。

口
方
言
の
流
動
性

地
名
は
全
部
、
そ
の
地
方
の
方
言
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
云
え
る
だ
ろ

う
。
だ
が
方
言
に
は
空
間
の
流
動
と
時
間
に
伴
う
転
誰
が
あ
る
。
た
と
え

現
代
の
よ
う
な
情
報
伝
達
機
関
が
な
く
て
も
、
い
つ
の
時
代
に
も
方
言
を

伝
送
す
る
境
遇
の
人
々
と
職
業
人
が
あ
っ
た
。
廻
国
巡
礼
僧
・
旅
芸
人
・

行
商
人
・
渡
り
職
人
な
ど
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
古
代
中
世
に
、
中
央
よ
り
任
命
派
遣
さ
れ
た
地
方
官
で
あ
る
国
司
、

守
護
な
ど
が
当
時
の
標
準
語
と
し
て
の
中
央
語
、
前
任
地
よ
り
伝
播
し
た

方
言
な
ど
は
、
大
き
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
例
と
し
て
筆
者
の
郷
里
能
登
半
島
の
奥
地
に
て
は
、
現
在
の
状
況
は

不
明
だ
が
、
六
十
余
年
前
の
往
時
を
追
想
す
る
に
、
中
世
の
公
文
害
や
公

卿
日
記
に
散
見
す
る
よ
う
な
言
葉
が
、
日
常
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想

起
す
る
の
で
あ
る
。

３
地
名
研
究
の
目
的

一
登
山
者
と
し
て
、
地
名
が
山
里
の
生
活
生
業
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
逆
に
こ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
録
に
残

ら
な
い
山
里
と
山
の
歴
史
を
復
原
し
、
現
在
、
私
達
が
歩
い
て
い
る
山
の

古
い
姿
を
知
る
一
助
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
歴
史
の
側
か
ら
、
山
と
山
里
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
い
く
つ

か
の
方
向
が
あ
る
。

１
は
さ
き
に
述
べ
た
山
里
の
生
活
史
で
あ
る
。

２
は
事
件
史
で
あ
る
。

イ
こ
れ
に
は
山
里
内
部
に
起
っ
た
も
の
。

口
山
里
か
ら
山
を
舞
台
と
し
て
背
景
と
し
て
展
開
し
た
事
件
と
に
区
別

す
る
の
が
妥
当
と
思
う
。
こ
れ
に
は
人
災
と
天
災
と
が
あ
る
。

人
災
は
山
仕
事
や
狩
猟
に
於
け
る
遭
難
事
故
と
火
災
で
あ
り
、
天
災
は

風
水
害
に
由
る
も
の
が
大
半
を
占
め
、
雪
害
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

二
、
山
の
歴
史
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山の地名と歴史

ハ
つ
ぎ
は
外
部
の
事
件
で
山
里
が
巻
添
え
を
食
っ
た
も
の
を
意
味
し
、

こ
れ
は
戦
争
で
、
一
般
に
歴
史
と
云
え
ば
豪
族
の
興
亡
に
伴
う
戦
争
を
連

想
す
る
の
が
通
念
で
あ
っ
た
。

３
政
治
・
戦
争
の
歴
史
の
側
面
を
な
し
裏
を
な
す
の
は
文
化
史
で
あ

る
。
本
稿
で
は
仏
教
文
化
と
仏
教
的
民
間
信
仰
と
を
と
り
あ
げ
、
地
名
と

の
対
応
、
今
日
の
登
山
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。

イ
信
仰
登
山

口
禅
風
の
弘
通
ｌ
主
と
し
て
曹
洞
門
に
つ
い
て

ハ
観
音
札
所
巡
礼

二
石
造
文
化
ｌ
板
碑
ｌ
石
仏

イ
信
仰
登
山
に
つ
い
て

秩
父
山
地
が
山
域
が
広
大
で
高
い
の
に
、
信
仰
登
山
の
道
場
と
な
っ
た

山
が
少
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
地
形
に
由
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
信

仰
登
山
を
修
験
道
の
立
場
か
ら
見
た
場
合
、
行
を
主
と
す
る
上
か
ら
、
参

道
の
幾
筋
か
を
要
し
、
参
道
の
要
所
要
所
に
地
形
の
特
徴
が
要
望
さ
れ
る
。

口
禅
風
の
弘
通
、
主
と
し
て
曹
洞
禅
の
弘
通
は
中
世
中
期
か
ら
末
期

に
か
け
て
の
全
国
現
象
で
あ
る
が
、
と
く
に
秩
父
山
地
に
お
い
て
は
、
雁

坂
そ
の
他
の
高
い
峰
を
介
し
て
の
草
深
い
山
里
に
、
多
く
の
道
場
の
開
創

を
見
て
、
小
豪
族
を
代
表
と
す
る
農
山
村
の
不
安
な
民
心
に
対
処
し
て
、

行
の
宗
風
を
以
て
現
実
肯
定
か
ら
生
死
一
如
の
高
い
宗
義
を
、
言
葉
で
な

く
実
践
を
以
て
示
し
た
こ
と
に
お
い
て
、
一
大
旋
風
を
ま
き
起
し
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

り
ん
ざ
い

な
お
臨
済
に
つ
い
て
一
瞥
す
る
と
、
権
門
勢
家
に
結
び
つ
い
て
、
祈
祷

を
と
り
入
れ
た
り
、
本
来
の
禅
の
姿
か
ら
外
れ
た
よ
う
な
観
が
あ
っ
た
。

た
だ
し
塩
山
に
開
創
さ
れ
た
向
嶽
寺
門
下
は
、
主
流
と
離
れ
て
民
衆
を
対

象
と
し
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
禅
本
来
の
面
目
を
宣
揚
し
た
。

禅
は
天
台
・
真
言
と
異
な
り
、
山
岳
仏
教
で
は
な
い
か
ら
、
直
接
山
に

は
結
び
つ
か
な
い
け
れ
ど
も
、
高
い
峠
の
交
通
史
に
占
め
る
位
置
と
、
多

く
の
名
僧
達
の
山
に
対
す
る
見
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
見
よ
う
と
思
う
の

で
あ
る
。

ハ
民
衆
の
仏
教
信
仰
上
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
て
き
た
の
は
、
観
音
正

し
く
は
観
世
音
菩
薩
の
信
仰
で
あ
る
。
全
国
で
は
西
国
三
十
三
ヶ
所
、
坂

東
三
十
三
ヶ
所
、
そ
れ
に
秩
父
三
十
四
ヶ
所
を
合
し
て
、
日
本
百
観
音
霊

場
と
し
た
。
秩
父
三
十
四
ヶ
所
は
外
秩
父
の
北
西
辺
か
ら
、
そ
れ
に
隣
る

奥
秩
父
東
辺
に
か
け
て
、
近
く
は
一
キ
ロ
、
遠
く
は
四
キ
ロ
－
八
キ
ロ
程

度
に
あ
る
寺
々
の
う
ち
、
地
形
上
特
徴
の
あ
る
地
点
や
、
眺
め
の
よ
い
地

点
に
あ
る
寺
々
を
つ
な
い
で
札
所
と
し
た
。

小
さ
い
峠
を
介
し
て
山
里
に
配
さ
れ
た
札
所
巡
り
を
す
る
こ
と
は
、
平

地
旅
行
と
登
山
の
中
間
的
な
も
の
と
し
て
、
今
日
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
一
致

し
、
観
音
信
仰
と
い
う
精
神
の
支
え
を
も
つ
こ
と
に
、
農
山
村
に
お
け
る

文
化
史
の
意
義
が
あ
る
。

二
石
造
文
化

秩
父
山
地
の
峠
の
交
通
史
か
ら
見
て
、
今
日
豊
富
に
残
さ
れ
て
あ
る
板

碑
に
着
目
し
た
。
中
世
全
期
に
盛
行
し
た
板
状
石
の
供
養
碑
で
あ
る
。
地
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名
が
無
形
の
目
標
で
あ
る
の
に
、
有
形
の
目
標
と
し
て
山
路
を
飾
っ
た
。

秩
父
長
瀞
周
辺
に
産
す
る
緑
泥
片
岩
と
い
う
好
適
な
材
料
に
よ
り
、
武
蔵

の
平
野
か
ら
山
里
に
と
く
に
発
達
し
た
、
工
芸
品
と
し
て
も
文
化
財
の
価

値
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
同
じ
意
義
を
も
つ
小
石
仏
群
も
一
考
に
価
い
す
る
。

各
説

一
‐
、
地
名
と
山
里

１
山
里
の
発
祥

ふ
と
こ
ろ

奥
秩
父
の
高
燥
な
山
懐
や
深
い
谷
間
に
、
多
く
の
山
里
の
存
在
を
見
受

お
ち
う
ど

け
る
が
、
一
般
に
こ
う
い
う
山
里
を
、
平
家
落
人
の
隠
れ
里
と
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。

秩
父
側
は
後
北
条
、
甲
斐
や
信
濃
側
の
山
間
部
に
は
武
田
の
、
両
氏
の

遺
臣
が
各
々
土
着
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
、
隠
れ
里
と
い
う
の
は
あ

る
程
度
当
っ
て
い
る
が
、
源
平
合
戦
の
後
、
何
も
な
い
山
奥
へ
落
ち
延
び

た
平
氏
一
門
が
、
村
を
開
拓
し
た
と
い
う
の
と
は
ち
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
山
里
の
成
り
立
ち
は
、
ご
く
大
ま
か
に
言
う
な
ら
、
本
来
す
で

に
住
ん
で
い
た
農
民
の
中
か
ら
、
有
力
者
や
指
導
者
層
の
者
た
ち
が
、
武

田
や
北
条
と
い
う
大
々
名
に
臣
附
し
て
、
中
世
土
豪
か
ら
一
度
戦
国
武
士

へ
脱
皮
成
長
し
、
両
家
滅
亡
の
の
ち
、
郷
土
の
故
山
へ
帰
っ
て
、
再
び
先

祖
伝
来
の
山
里
の
姿
に
帰
し
た
と
見
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
地
名
や
方
言
か
ら
考
察
し
て
、
ぜ
ん
ぜ
ん
別
方
面
か
ら
、
と
き

に
は
異
民
族
さ
え
も
混
入
し
た
こ
と
が
な
い
と
も
云
え
な
い
。
確
然
た
る

遺
蹟
遺
物
の
発
見
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
公
言
す
べ
き
事
で
あ
る
が
、
各

地
の
発
見
な
ど
か
ら
類
推
し
て
、
本
稿
の
山
里
と
い
う
も
の
を
も
原
始
・

古
代
の
発
祥
と
仮
定
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
説
明
を
進
め
よ
う
と
い
う
の
で

あ
る
。人

里
が
発
生
す
る
条
件
の
第
一
は
、
水
と
日
光
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
自
然

の
災
害
Ｉ
風
と
水
Ｉ
か
ら
生
命
財
産
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
向

き
の
平
地
で
背
後
に
山
を
負
う
て
い
れ
ば
、
風
を
さ
え
ぎ
る
の
に
屏
風
の

役
目
を
し
、
前
面
に
川
を
め
ぐ
ら
し
て
い
れ
ば
、
山
と
川
と
が
一
族
を
守

る
砦
の
機
能
を
発
揮
す
る
。
地
勢
上
水
田
耕
作
は
望
め
な
い
が
、
畑
作
にで

お
い
て
家
の
周
囲
よ
り
、
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
下
流
と
ま
た
奥
地
へ
出

、
つ
ノ
、
ｈ
〆

作
を
試
み
分
村
も
す
る
。

２
峠
の
発
達

採
取
経
済
か
ら
交
易
経
済
へ
の
過
程
に
お
い
て
、
谷
の
下
流
よ
り
も
、

背
後
の
山
を
越
し
て
他
国
他
領
と
の
往
来
が
期
待
さ
れ
る
。
各
々
の
産
物

を
以
て
有
無
相
通
ず
る
た
め
に
は
、
同
系
の
川
下
よ
り
、
む
し
ろ
気
候
風

土
の
ち
が
う
他
国
他
領
に
依
存
す
る
方
が
、
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
。

里
の
周
囲
の
短
距
離
の
交
通
か
ら
、
往
還
と
し
て
峠
の
機
能
が
大
き
く

な
る
と
、
峠
の
名
前
が
複
数
名
と
な
り
、
命
名
法
は
相
互
に
相
手
方
の
村

名
や
里
名
が
つ
け
ら
れ
る
。

峠
を
介
し
て
の
交
易
か
ら
婚
姻
に
発
展
し
、
近
親
婚
の
弊
害
か
ら
避
け

ら
れ
る
。
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山の地名と歴史

１
武
田
と
北
条
の
興
起

聖
う
り
ょ
う

清
和
源
氏
の
貴
種
出
身
た
る
武
田
氏
は
、
甲
斐
源
氏
の
棟
梁
た
る
地
位

を
得
た
も
の
の
、
甲
斐
一
国
の
統
一
さ
え
意
に
任
せ
な
か
っ
た
。
古
代
末

期
か
ら
中
世
初
頭
に
は
甲
斐
の
守
護
で
あ
っ
た
が
、
大
族
だ
か
ら
傍
系
や

庶
流
も
諸
所
に
割
拠
し
、
そ
の
反
服
離
合
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
た
。

そ
れ
が
漸
く
一
段
落
つ
い
た
の
は
、
晴
信
（
信
玄
）
の
父
信
虎
の
代
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。

へ
ん
ふ

そ
れ
で
も
同
格
同
族
の
逸
見
・
小
笠
原
は
つ
い
に
和
親
せ
ず
、
信
濃
や

武
蔵
へ
走
っ
て
永
く
宿
敵
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
幸
い
し
て
か
、

３
中
小
豪
族
の
成
立

里
の
本
家
筋
と
か
有
力
者
は
、
指
導
者
と
し
て
一
門
一
郷
を
率
い
て
立

じ
ざ
む
ら
い

ち
、
経
済
力
と
同
時
に
武
力
を
蓄
積
す
る
。
こ
う
し
て
地
侍
・
土
豪
が
成

立
す
る
。
こ
れ
は
農
民
の
中
か
ら
自
然
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
来

は
古
代
中
世
初
頭
に
、
各
地
の
主
要
な
土
地
を
占
拠
し
た
国
司
・
郡
司
な

ど
の
有
力
者
の
子
弟
が
、
分
封
独
立
し
て
新
規
土
地
を
開
拓
し
、
あ
る
い

は
家
柄
に
よ
っ
て
先
住
者
に
君
臨
し
て
、
こ
れ
を
家
の
子
に
組
み
入
れ
て

新
し
い
支
配
者
と
な
っ
た
例
も
多
い
。

他
領
と
通
婚
す
れ
ば
、
共
通
の
利
害
を
生
じ
、
よ
り
大
き
い
敵
に
対
す

る
攻
守
同
盟
を
結
ん
だ
り
、
攻
守
同
盟
の
必
要
か
ら
政
略
通
婚
も
盛
ん
に

な
る
。二

、
事
件
史

近
世
ま
で
家
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

武
田
よ
り
約
五
世
紀
お
く
れ
て
、
北
条
は
秩
父
山
地
の
東
北
、
武
蔵
鉢

形
に
北
関
東
の
拠
点
を
確
保
す
る
や
、
従
来
群
立
し
て
い
た
武
蔵
七
党
そ

の
他
の
豪
族
は
、
そ
の
桁
ち
が
い
の
政
治
力
武
力
の
下
、
競
っ
て
そ
の
傘

下
に
入
っ
た
。

こ
こ
に
奥
秩
父
の
主
脈
を
挟
ん
で
、
二
大
豪
族
が
対
時
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。天

正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
武
田
が
、
同
十
八
年
（
一
五
九
○
）
北
条

が
亡
び
去
る
ま
で
、
交
通
の
中
枢
雁
坂
を
中
心
に
し
て
大
小
の
事
件
が
連

続
す
る
が
、
決
定
的
事
件
は
な
か
っ
た
。
高
い
甲
武
国
境
が
障
壁
を
な
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
き
に
述
寺
へ
た
よ
う
に
、
局
地
に
群
立
し
て
い
た
中
小
豪
族
は
、
大
豪

族
の
他
国
の
大
き
い
戦
争
に
従
軍
し
て
、
桧
舞
台
に
登
場
す
る
う
ち
に
、

戦
国
武
士
に
脱
皮
成
長
し
て
職
業
武
士
化
し
て
行
っ
た
。

２
山
岳
戦
展
望

秩
父
山
地
を
背
景
と
し
仲
立
と
す
る
事
件
（
戦
争
）
を
、
年
表
に
依
っ

て
展
望
し
よ
う
と
思
う
。

イ
安
田
氏
滅
亡

建
久
五
年
（
二
九
三
）
八
月
十
九
日
甲
斐
源
氏
安
田
遠
江
守
義
定

（
二
三
四
’
九
四
）
、
源
頼
朝
よ
り
討
手
を
受
け
、
香
華
寺
放
光
寺
（
塩

山
市
松
里
）
に
入
り
て
自
害
、
六
十
一
歳
、
安
田
氏
滅
亡
。

義
定
は
武
田
家
の
家
祖
太
郎
信
義
の
弟
で
、
頼
朝
の
挙
兵
に
は
兄
弟
一
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門
を
引
具
し
て
率
先
参
加
し
て
、
源
氏
再
興
に
抜
群
の
勲
功
が
あ
っ
た
の

に
、
再
興
の
覇
業
成
る
や
、
頼
朝
の
有
力
同
族
討
滅
政
策
の
犠
牲
と
さ
れ
、

む
ほ
ん

義
定
に
謀
反
の
野
心
が
あ
る
と
し
て
突
如
大
軍
を
差
向
け
た
。

義
定
は
山
梨
郡
牧
之
庄
（
現
牧
丘
町
）
の
小
田
野
（
皷
川
中
心
）
に
居

城
し
て
い
た
が
、
そ
の
辺
（
奥
千
丈
）
一
帯
に
戦
闘
は
連
日
繰
り
返
さ
れ

遂
に
滅
亡
し
た
。

く
り
診

皷
川
（
小
田
谷
と
も
い
う
）
辺
に
義
定
関
係
の
遺
蹟
戦
蹟
は
多
い
が
、

城
祉
・
居
館
な
ど
の
関
係
以
外
の
、
戦
蹟
地
名
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
も

地
名
に
適
宜
宛
字
し
た
も
の
を
、
後
世
、
字
に
よ
っ
て
附
会
し
た
も
の
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
究
明
す
る
と
そ
れ
以
前
、
地
形
地
勢
に
よ
っ
て
名
づ

け
ら
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
皷
川
は
鎌
倉
の
軍
勢
が
皷
を
打
っ
て
進
軍
し

き
つ
さ
し
う
ろ
し

た
と
か
、
切
差
・
赤
芝
・
漆
川
は
切
っ
た
り
差
し
た
り
、
そ
の
血
が
芝
を

赤
く
彩
り
、
川
へ
流
れ
て
漆
の
如
く
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
た
、
の
類
で
あ
る
。

口
武
田
信
寿
没
落

か
ん
れ
い

応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
二
月
武
田
信
寿
、
か
ね
て
関
東
管
領
の

ち
の

執
事
上
杉
に
よ
る
大
菩
薩
方
面
よ
り
の
連
年
の
圧
迫
に
耐
え
ず
、
千
野
（
塩

や
か
た

山
駅
附
近
）
の
館
を
捨
て
て
、
柳
沢
の
山
城
（
伝
柳
沢
峠
北
、
御
屋
敷
）

に
退
去
、
十
月
二
十
三
日
卒
（
甲
志
）
。

ハ
雁
坂
合
戦

応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
十
月
右
、
信
寿
子
安
芸
守
信
満
、
上

う
じ
の
り
く
み

杉
禅
秀
（
氏
憲
）
に
与
し
て
関
東
管
領
足
利
持
氏
に
反
し
敗
る
。

せ
い
う
ん

同
二
十
四
年
二
月
六
日
、
菩
提
寺
天
目
山
棲
雲
寺
（
大
菩
薩
下
日
川
奥
）

に
入
っ
て
自
害
（
鎌
倉
大
双
紙
）
。
墳
墓
県
史
蹟
。

同
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
八
月
二
十
五
日
、
信
満
敗
死
後
、
天
嶮
に

拠
り
、
孤
軍
克
く
管
領
勢
を
悩
ま
し
た
る
信
満
子
信
長
も
、
武
蔵
七
党
勢

八
月
一
日
雁
坂
よ
り
乱
入
す
る
に
及
ん
で
降
参
（
前
書
）
。
雁
坂
、
史
書

に
見
ゆ
る
始
な
ら
ん
か
。

こ
の
合
戦
は
信
長
と
い
う
典
型
的
な
山
岳
戦
武
士
が
、
鎌
倉
方
の
大
軍

を
悩
ま
し
た
が
、
秩
父
側
で
鍛
え
ら
れ
た
伝
統
的
な
山
岳
武
士
武
蔵
七
党

と
の
対
決
に
敗
れ
た
と
い
う
、
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
る
。

二
奥
千
丈
合
戦

か
ん
し
よ
う

寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
七
月
二
日
右
信
満
曽
孫
信
昌
（
一
四
四
六

’
一
五
○
五
）
、
多
年
専
横
の
権
臣
跡
部
景
家
を
詠
す
。
景
家
父
子
、
小

田
野
城
（
前
出
安
田
義
定
故
城
）
に
於
て
自
害
。

安
田
氏
滅
亡
後
二
百
七
十
年
、
再
び
奥
千
丈
山
域
が
主
戦
場
と
な
っ
た
。

時
に
信
昌
十
六
歳
、
弱
冠
よ
く
武
田
一
門
の
命
運
を
賭
け
た
大
事
件
で
あ

こ
う
ご
ん
い
ん

っ
た
。
こ
の
信
昌
が
広
厳
院
（
後
出
）
を
開
基
し
て
、
甲
斐
曹
洞
第
一
道

場
た
ら
し
め
、
つ
い
で
永
昌
院
を
開
い
て
、
こ
れ
が
後
年
秩
父
の
地
に
五

十
三
ヶ
寺
と
い
う
多
く
の
曹
洞
精
舎
が
開
か
れ
る
基
と
な
っ
た
、
秩
父
山

地
文
化
史
中
特
筆
す
、
へ
き
人
で
あ
る
。

ホ
逸
見
一
門
武
蔵
入
り

へ
ん
承

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
か
ね
て
同
族
武
田
と
不
和
な
り
し
逸
見
若

狭
守
義
綱
、
一
門
重
臣
を
具
し
て
武
蔵
へ
入
り
、
後
、
鉢
形
北
条
に
付
す
。
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さ
む
ら
い
乞
い
し
よ
う

侍
大
将
と
し
て
俸
千
五
百
員
を
受
け
高
松
城
（
秩
父
郡
皆
野
町
）
主
た

ぷ
げ
ん

り
（
城
吐
下
大
通
院
文
書
・
小
鹿
野
町
光
源
院
文
書
・
鉢
形
北
条
分
限
帳
）
。

八
幡
太
郎
義
家
の
弟
、
新
羅
三
郎
義
光
の
孫
清
光
が
逸
見
姓
を
名
乗
り
、

そ
の
次
男
信
義
が
武
田
を
称
し
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
逸
見
の
方

が
本
家
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
義
綱
の
俸
千
五
百
員
と
い
う
の
は
、
石
高
に
し
て
五
千
石
’
九
千

石
く
ら
い
で
、
新
規
の
召
抱
え
と
す
れ
ば
大
変
な
高
禄
で
あ
り
、
以
前
か

ら
秩
父
の
豪
族
と
親
交
が
あ
っ
て
、
そ
の
推
挙
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

侍
大
将
と
い
う
実
戦
司
令
官
の
要
職
に
つ
い
た
こ
と
も
、
武
勇
抜
群
だ
っ

た
こ
と
を
物
語
る
。
後
に
北
条
が
下
総
国
府
台
（
市
川
市
）
に
里
見
氏
と

の
合
戦
で
義
綱
は
討
死
す
る
が
、
剣
術
の
甲
源
一
刀
流
は
義
綱
か
ら
出
た

と
い
い
、
そ
の
菩
提
寺
光
源
院
の
近
所
に
子
孫
が
現
存
し
、
戦
争
前
ま
で

は
秩
父
の
逸
見
道
場
と
云
え
ば
有
名
な
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
義
綱
は
、
曹
洞
禅
が
雁
坂
を
越
え
て
秩
父
の
奥
地
に
弘
通
し
た
、

直
接
素
因
を
作
っ
た
人
で
も
あ
る
。

へ
武
田
一
門
武
蔵
と
通
謀

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
十
一
月
三
日
武
田
廿
人
衆
（
警
察
隊
）
中

う
え

牧
（
牧
丘
町
）
に
て
挙
動
不
審
の
士
を
捕
う
。
鉢
形
北
条
一
門
藤
田
右
衛

も
ん
の
す
け

門
佐
に
て
、
晴
信
叔
父
勝
沼
五
郎
信
友
と
通
謀
あ
り
し
事
実
判
明
、
信
友

い
く
さ
か
が
承

自
害
せ
し
め
ら
る
（
甲
陽
軍
鑑
）
。

卜
科
人
雁
坂
よ
り
放
逐

お
ふ
ひ
よ
う
ぷ

年
次
未
考
増
城
見
八
な
る
者
、
晴
信
の
怒
に
ふ
れ
飯
當
兵
部
こ
れ
を

護
送
、
雁
坂
峠
上
に
て
追
放
に
処
す
（
甲
志
）
。

分
国
追
放
と
い
う
の
は
、
か
な
り
重
い
罪
で
あ
っ
た
。
雁
坂
は
、
そ
の

一
つ
の
関
門
と
し
て
の
先
規
事
例
が
あ
っ
た
も
の
で
な
い
か
と
思
う
。

か
り

こ
こ
で
甲
斐
国
志
は
雁
坂
の
語
源
に
つ
い
て
「
雁
坂
は
駆
坂
の
義
に
し

と
が
に
ん
く
ち
く

て
科
人
駆
逐
に
由
る
な
ら
ん
」
と
、
一
応
穿
っ
た
註
を
加
え
て
い
る
が
、

私
は
こ
れ
を
否
定
し
、
ま
た
烏
の
雁
と
も
採
ら
な
い
。

承
ち
ぶ
し
ん

こ
れ
は
天
下
の
往
還
で
毎
年
道
普
請
を
す
る
と
き
、
草
を
刈
る
の
が
な

か
な
か
大
役
で
、
こ
れ
に
因
ん
だ
「
刈
り
坂
」
と
思
う
。

か
つ
ぱ
合
羽
坂
（
南
相
木
川
）
、
刈
場
坂
（
正
丸
峠
東
）
な
ど
、
こ
の
例
で
あ

る
。

チ
武
田
勢
武
蔵
進
攻

永
禄
十
三
年
（
一
五
七
○
）
二
月
武
田
勢
武
蔵
討
入
（
光
源
院
蔵
山

県
三
郎
兵
衛
尉
制
札
）
。

３
秩
父
山
地
大
混
乱

以
上
年
表
に
示
し
た
も
の
は
、
四
世
紀
に
亘
る
武
田
家
が
漸
次
隆
盛
に

赴
く
過
渡
的
現
象
で
あ
る
が
、
以
下
は
僅
々
十
年
間
に
武
田
家
滅
亡
に
い

た
る
、
そ
の
都
度
、
秩
父
山
地
を
大
混
乱
大
雑
沓
に
陥
れ
た
一
連
の
大
事

件
で
あ
る
。
た
だ
し
一
々
註
解
は
加
え
な
い
。

リ
武
田
晴
信
卒
去

げ
ん
き
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
四
月
十
二
日
晴
信
、
武
田
勢
総
軍
を
挙
げ

あ
ら
た
ま

こ
震
ん
ば

て
大
征
西
の
途
、
病
俄
に
革
り
信
濃
伊
那
郡
駒
場
の
陣
旅
に
卒
す
。
行
年

五
十
三
、
遺
命
に
よ
り
三
年
喪
を
発
せ
ず
（
諸
史
）
。
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又
信
虎
葬
儀

天
正
一
年
（
一
五
七
三
）
三
月
七
日
勝
頼
（
晴
信
嗣
）
、
多
年
流
寓

客
死
せ
る
祖
父
信
虎
の
為
に
、
信
濃
佐
久
郡
竜
雲
寺
東
堂
北
高
禅
師
（
後

出
）
を
大
導
師
と
仰
ぎ
、
大
泉
寺
（
甲
府
）
に
於
て
洞
家
五
百
僧
を
招
じ

て
葬
儀
を
営
む
。
甲
斐
国
空
前
の
盛
儀
な
り
と
（
甲
志
）
。

ル
武
田
勢
大
敗

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
五
月
二
十
二
日
勝
頼
甲
軍
総
力
を
提
げ

て
、
三
河
国
長
篠
に
於
て
織
田
勢
と
激
突
。
宿
将
老
臣
五
十
人
討
死
、
将

兵
の
死
傷
数
千
、
空
前
の
大
敗
を
喫
す
（
諸
史
）
。

ヲ
武
田
晴
信
葬
儀

え
り
ん

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
四
月
十
二
日
勝
頼
、
恵
林
寺
（
塩
山
市
）

か
い
せ
ん
じ
よ
う
き

に
於
て
父
晴
信
の
葬
儀
を
営
む
。
山
主
快
川
紹
喜
禅
師
大
導
師
と
な
り
、

甲
信
臨
済
の
長
老
衆
僧
随
喜
千
余
人
、
参
列
の
一
門
臣
下
数
千
、
参
拝
送

迎
の
衆
庶
数
万
、
涕
涙
悲
泣
せ
ざ
る
者
な
し
。

ワ
武
田
氏
滅
亡

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
三
月
十
一
日
織
田
・
徳
川
十
万
の
大
軍
に

ぐ
ん
な
い
つ
る

急
迫
せ
ら
れ
、
か
ね
て
約
あ
り
し
郡
内
（
都
留
郡
）
に
宿
将
小
山
田
信
茂

を
頼
ら
ん
と
て
笹
子
口
に
到
り
し
と
き
、
突
如
小
山
田
の
叛
に
会
し
、
血

承
つ

路
を
日
川
の
窮
谷
に
求
め
て
、
田
野
（
現
景
徳
院
）
に
於
て
一
門
自
刃
、

勝
頼
三
十
五
歳
、
夫
人
北
条
氏
十
九
歳
、
子
信
勝
十
六
歳
、
殉
節
の
士
四

十
人
、
侍
女
十
余
人
、
僧
二
人
。

お
ま
つ
ざ
と

○
同
朝
、
勝
頼
妹
於
松
を
諭
し
て
石
黒
七
兵
衛
を
附
し
て
自
刃
の
場
よ

ふ
ん
げ

り
逃
れ
し
む
。
松
、
諸
行
武
蔵
案
下
（
八
王
子
北
）
に
到
り
後
出
家
す
。

○
近
臣
土
屋
惣
蔵
、
田
野
奥
、
大
蔵
沢
狭
路
に
立
ち
、
川
上
よ
り
襲
い

来
り
し
裏
切
者
を
迎
え
、
単
身
数
十
を
切
っ
て
日
川
の
深
渕
に
落
し
、
主

君
自
刃
の
寸
暇
を
得
せ
し
む
。

さ
え
も
ん
の
じ
よ
う

た
て
な
し
の
よ
ろ
い

○
近
臣
田
辺
左
衛
門
尉
、
主
命
に
依
り
、
甲
斐
源
氏
相
伝
重
宝
楯
無
鎧

か
ん
だ

を
奉
じ
て
自
刃
の
場
を
去
る
（
塩
山
市
菅
田
神
社
宮
司
談
ゞ
現
品
同
社
蔵
、

国
宝
。
子
孫
現
存
。

○
近
臣
謀
、
武
田
氏
軍
旗
二
十
余
幟
を
奉
じ
て
雲
峯
寺
に
托
す
（
雲
峯

寺
住
職
談
）
、
現
品
同
寺
蔵
。

４
武
田
氏
滅
亡
後
の
秩
父
山
地

滅
亡
後
の
数
ヶ
月
は
混
乱
に
明
け
混
乱
に
暮
れ
た
。

力
織
田
勢
恵
林
寺
を
焼
く

天
正
十
年
四
月
三
日
織
田
勢
恵
林
寺
に
乱
入
、
晴
信
経
営
の
大
伽
藍

瞬
時
に
焼
亡
、
晴
信
禅
要
の
師
快
川
及
び
近
隣
名
刹
の
長
老
、
山
内
の
大

衆
等
百
余
、
大
山
門
楼
上
に
焚
死
（
諸
史
）
。

ョ
北
条
ｌ
徳
川
対
陣

北
条
氏
直
、
四
万
五
千
を
具
し
、
小
田
原
よ
り
中
山
道
を
迂
回
し
て
、

甲
斐
巨
摩
郡
浅
尾
原
（
茅
ヶ
岳
西
下
）
に
到
り
て
徳
川
勢
と
遭
遇
、
正
に

大
激
戦
に
及
ば
ん
と
せ
し
と
き
、
旧
武
田
方
た
り
し
津
金
・
小
尾
・
小
池

の
諸
党
勢
、
塩
川
西
岸
の
山
中
よ
り
北
条
勢
を
夜
討
し
徳
川
方
を
利
す
。

夕
鉢
形
勢
来
援

く
ら
し
な

武
田
遺
臣
倉
科
（
牧
丘
町
倉
科
）
の
士
大
村
三
右
衛
門
の
乞
に
応
じ
、
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山の地名と歴史

鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
八
千
を
提
げ
て
雁
坂
口
よ
り
来
援
し
た
る
に
、
す
で

に
機
を
失
し
戦
わ
ず
し
て
撤
退
す
（
甲
志
）
。

し
大
村
伊
賀
殉
節

天
正
十
年
六
月
五
日
大
村
伊
賀
守
（
三
右
衛
門
と
同
人
か
？
）
大
野

の
孤
塁
に
徳
川
勢
を
迎
え
て
全
滅
（
牧
丘
町
郷
土
史
）
。
子
孫
故
地
に
現

存
。

ソ
大
村
忠
昌
武
蔵
へ

同
年
十
二
月
伊
賀
守
一
門
、
与
一
郎
忠
昌
、
雁
坂
を
越
え
栃
本
に
土

着
（
大
村
氏
文
書
）
。

５
鉢
形
落
城
・
北
条
氏
滅
亡

以
上
は
武
田
方
の
消
息
で
あ
る
が
、
北
条
側
で
は
、

天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
六
月
十
四
日
か
ね
て
豊
臣
軍
、
前
田
・

上
杉
十
万
の
重
囲
裡
に
在
る
こ
と
三
ヶ
月
、
鉢
形
城
遂
に
落
城
。

こ
の
時
数
千
の
城
兵
は
秩
父
山
地
に
遁
入
し
、
そ
の
大
混
乱
は
八
年
前

の
武
田
の
場
合
を
紡
仏
さ
せ
る
。

６
敗
戦
に
よ
る
逃
走
と
帰
農

イ
家
康
に
よ
る
武
田
、
北
条
遺
臣
収
容
政
策

二
大
豪
族
の
滅
亡
後
、
こ
の
両
氏
の
分
国
甲
斐
と
武
蔵
を
承
継
し
た
徳

川
家
康
は
、
さ
ら
に
、
山
岳
戦
に
長
じ
最
も
精
強
の
聞
え
高
き
武
田
の
遺

臣
約
千
名
を
家
臣
団
に
加
え
た
。
彼
等
に
よ
っ
て
従
来
苦
杯
を
喫
し
た
家

康
は
、
彼
等
の
武
力
を
逆
用
し
て
、
爾
後
の
関
ヶ
原
、
大
阪
両
陣
に
於
て

最
大
の
効
果
を
発
揮
し
た
。
ま
た
北
条
滅
亡
の
際
は
、
八
王
子
の
守
兵
数

百
を
家
臣
に
組
み
入
れ
故
地
八
王
子
に
配
置
し
て
、
小
仏
の
要
関
に
対
し

江
戸
西
辺
を
固
め
る
尖
兵
と
し
た
。

口
帰
農

右
に
述
べ
た
徳
川
の
、
武
田
・
北
条
の
遺
臣
収
容
は
巧
妙
を
極
め
、
彼

等
は
新
し
い
主
の
下
に
、
兵
農
分
離
に
よ
る
職
業
武
士
と
し
て
人
生
の
再

出
発
に
つ
い
た
。
し
か
し
全
体
か
ら
云
え
ば
、
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
・

武
田
氏
衰
運
が
著
し
く
な
っ
た
末
期
に
は
、
当
時
和
親
を
結
ん
で
い
た
北

条
へ
走
っ
た
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
大
半
の
者
は
戦
列
か
ら
落
伍
逃
散
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
土
へ
帰
り
、
弓
矢
刀
槍
を
再
び
農
具
に
持
ち
換
え
、

再
び
立
身
栄
達
の
日
を
見
る
こ
と
な
く
、
近
世
農
村
統
制
の
枠
に
は
め
ら

れ
た
。７

事
件
と
地
名

以
上
は
一
応
記
録
に
見
え
た
事
件
の
代
表
的
な
も
の
で
、
小
事
件
は
日

常
無
数
に
起
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
地
名
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ど
ん
な
大

事
件
と
い
え
ど
も
、
山
里
に
先
祖
以
来
暮
し
て
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

一
瞬
の
出
来
事
と
し
か
映
ら
な
い
だ
ろ
う
。

事
件
の
当
事
者
た
る
武
士
た
ち
に
と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
郷
土
に
は

す
で
に
、
生
活
上
交
通
上
の
地
名
が
い
た
る
所
に
出
そ
ろ
っ
て
い
て
、
そ

れ
を
利
用
す
れ
ば
事
足
り
、
そ
れ
以
上
、
ま
し
て
敗
戦
の
記
念
地
名
な
ど

発
生
す
る
わ
け
も
な
い
だ
ろ
う
。

二
大
豪
族
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
一
部
は
徳
川
そ
の
他
の
大
名
に
出
仕
し

た
者
も
可
な
り
の
数
に
上
る
こ
と
も
、
前
項
で
述
寺
へ
た
け
れ
ど
も
、
大
半
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の
、
恐
ら
く
数
万
に
上
る
と
思
わ
れ
る
人
々
は
》
た
だ
ち
に
郷
士
に
帰
っ

て
安
住
し
得
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
る
期
間
勝
手
知
っ
た
間
道
を
利
用
し

て
縁
故
の
家
に
潜
伏
し
、
山
中
や
谷
の
奥
に
身
を
か
く
し
た
者
も
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
大
体
秩
父
山
地
全
般
に
峠
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
今
日
全

く
地
元
の
人
に
も
忘
れ
去
ら
れ
た
峠
が
無
数
に
あ
っ
て
、
名
の
み
残
っ
て

い
る
も
の
も
多
い
の
は
、
こ
う
い
う
非
常
の
場
合
に
逃
れ
る
た
め
の
間
道

と
推
定
し
て
こ
そ
、
そ
の
存
在
の
意
義
が
理
解
さ
れ
る
。

８
遺
蹟
と
遺
物

事
件
は
地
名
と
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
事
件
の
当
事
者
た
る

大
小
豪
族
た
ち
が
生
活
し
た
辻
は
、
多
く
遺
蹟
と
し
て
多
少
の
痕
跡
を
と

ど
め
て
、
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
に
は
な
る
。
城
吐
と
か
館
辻
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
附
近
に
関
係
地
名
が
残
る
。

安
田
義
定
の
遺
蹟
を
皷
川
に
索
め
れ
ぱ
、
御
所
・
仮
宿
・
馬
場
・
御
生

害
石
な
ど
、
ま
た
そ
こ
の
小
田
野
城
吐
に
華
じ
れ
ば
本
丸
・
ニ
ノ
丸
・
三

ノ
丸
・
井
戸
沢
な
ど
の
地
名
が
あ
り
、
ま
た
義
定
遺
臣
の
末
孫
と
い
う
家

も
あ
っ
て
、
今
に
八
百
年
前
、
旧
主
の
悲
運
を
語
り
伝
え
て
い
る
。

墓
は
遺
蹟
と
も
遺
物
と
も
云
え
る
が
、
事
件
遺
蹟
に
は
社
寺
が
あ
り
、

社
寺
の
縁
起
は
史
実
と
は
云
え
な
く
て
も
手
懸
り
に
は
な
り
、
そ
う
い
う

地
域
内
に
は
事
件
関
係
者
の
墓
と
称
す
る
も
の
、
位
牌
な
ど
が
あ
り
、
地

名
が
無
形
の
標
識
で
あ
る
の
に
、
こ
ち
ら
は
有
形
の
目
標
と
し
て
の
意
義

を
も
つ
。

１
信
仰
登
山

秩
父
山
地
に
は
信
仰
登
山
の
対
象
と
な
っ
た
山
は
き
わ
め
て
少
い
。
こ

れ
は
地
形
に
原
因
が
あ
る
。
信
仰
登
山
を
狭
義
に
解
す
れ
ば
修
験
道
で
あ

る
。

修
験
道
は
実
践
と
と
も
に
形
式
上
の
行
事
を
重
ん
じ
、
山
を
仏
道
修
行

の
道
場
に
見
立
て
て
、
参
道
と
し
て
の
尾
根
や
谷
に
修
行
の
階
梯
を
象
徴

し
た
地
形
地
物
を
利
用
す
る
。
こ
の
点
日
本
に
多
い
火
山
は
ま
こ
と
に
好

都
合
で
あ
る
し
、
火
山
で
な
く
て
も
地
形
の
特
徴
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
あ

る
が
、
秩
父
山
地
は
山
域
の
広
大
な
割
に
は
、
信
仰
登
山
の
対
象
と
な
っ

た
山
は
少
い
。

い
で
ゆ

第
一
に
火
山
が
な
く
出
湯
も
な
い
。
谷
は
深
い
が
山
は
個
性
に
乏
し
く
、

森
林
の
深
い
連
山
型
で
、
そ
の
こ
と
は
地
名
の
面
に
お
い
て
も
表
現
さ
れ

て
い
る
。
つ
ぎ
は
岩
山
が
少
い
こ
と
、
冬
期
の
降
雪
が
少
い
こ
と
、
以
上

の
こ
と
か
ら
遠
望
し
た
場
合
の
山
容
が
平
凡
で
あ
る
。

今
、
信
仰
登
山
の
対
象
と
な
っ
た
山
と
し
て
金
峯
と
両
神
の
二
つ
を
挙

げ
る
。イ

金
峯
山

甲
斐
国
志
に
「
吉
野
に
朝
廷
あ
り
し
頃
、
大
和
の
金
峯
に
集
い
し
諸
国

の
山
伏
、
兵
乱
を
さ
け
て
悉
く
甲
斐
の
金
峯
に
集
ま
り
」
と
あ
る
。

承
た
け

登
山
道
は
甲
州
九
筋
、
信
州
一
筋
と
し
、
九
筋
を
大
別
す
る
と
、
御
岳

三
、

文

化

史
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山の地名と歴史

か
な
ざ
く
ら
さ
と
承
や

の
金
桜
神
社
を
里
宮
と
す
る
南
口
と
、
琴
川
に
沿
う
米
沢
山
金
桜
神
社
を

里
宮
と
す
る
東
口
の
二
筋
を
主
道
と
し
、
秩
父
山
地
西
端
に
位
す
る
塩
川

ぞ
い
の
西
口
こ
れ
に
つ
ぎ
、
他
は
途
中
に
お
い
て
こ
の
三
道
に
合
す
る
脇

道
で
あ
る
。

と
く
に
東
口
は
最
古
の
参
道
と
し
て
開
け
た
と
い
い
、
延
喜
式
内
金
桜

神
社
は
東
口
里
宮
だ
と
い
う
。
現
在
は
御
岳
筋
が
表
口
の
感
じ
が
す
る
が
、

入
口
の
昇
仙
峡
が
地
形
的
に
奇
抜
で
あ
る
か
ら
で
、
こ
の
道
の
要
所
は
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
、
御
岳
下
の
猪
狩
村
の
篤
志
家
長
田
円
右
衛

門
が
三
十
年
を
費
や
し
て
独
力
開
い
た
も
の
で
沿
革
は
浅
い
。
そ
れ
ま
で

は
右
岸
の
尾
根
を
通
っ
た
。

東
口
は
天
正
十
年
三
月
、
武
田
氏
滅
亡
後
の
一
連
事
件
と
し
て
、
恵
林

寺
焼
打
ち
に
つ
い
で
、
織
田
方
の
将
河
尻
鎮
吉
に
よ
る
金
桜
神
社
と
、
そ

の
別
当
雲
法
寺
の
被
災
に
よ
り
一
そ
う
衰
微
し
た
よ
う
だ
。

昭
和
二
十
五
年
、
御
岳
の
社
殿
は
全
焼
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
甲
斐
源
氏

の
祖
、
逸
見
清
光
と
武
田
信
義
父
子
が
建
立
し
た
旧
国
宝
で
あ
っ
た
。
ま

た
信
虎
・
晴
信
・
勝
頼
の
武
田
全
盛
期
の
居
館
が
、
甲
府
（
現
武
田
神
社
）

お
し

に
在
っ
た
し
、
御
岳
の
御
師
が
御
岳
衆
と
い
う
武
士
団
の
特
殊
の
地
位
を

保
証
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
っ
く
り
徳
川
に
承
継
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

好
条
件
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

金
峯
の
栄
え
た
の
は
、
と
く
に
東
口
の
場
合
、
南
北
朝
か
ら
室
町
未
に

及
ぶ
三
百
年
の
長
き
に
亘
る
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
か
つ
て
の
奥
宮
本
宮
で
あ
っ
た
金
峯
山
頂
は
単
な
る
遺
吐
と
な

り
、
純
然
た
る
登
山
者
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
口
に
も
地

ざ
お
う
ご
ん
げ
ん

名
が
豊
富
に
遣
り
、
信
仰
登
山
史
と
蔵
王
権
現
信
仰
史
、
金
鉱
採
掘
史
な

ど
多
く
の
研
究
課
題
が
埋
没
し
て
い
る
。

近
く
に
富
士
と
い
う
海
内
無
双
の
山
が
あ
り
、
金
峯
の
繁
栄
も
ひ
と
つ

に
は
富
士
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ロ
両
神
山

金
峯
が
二
千
六
百
米
の
高
度
を
も
つ
の
に
比
し
、
両
神
は
千
七
百
余
米

に
過
ぎ
な
い
が
、
全
山
奇
岩
怪
峯
そ
そ
り
立
ち
、
周
囲
を
め
ぐ
ら
す
に
多

く
の
谷
を
以
て
し
、
信
仰
の
順
序
段
階
を
示
す
参
道
の
地
形
地
物
は
多
彩

で
変
化
を
添
え
て
い
る
。
遠
望
は
と
く
に
す
ぐ
れ
、
武
蔵
野
を
走
る
列
車

か
ら
、
外
秩
父
の
前
山
に
の
ぞ
く
峨
々
た
る
山
容
は
幻
想
に
充
ち
、
欧
洲

の
古
城
を
想
わ
せ
る
。

参
道
と
し
て
は
沢
に
五
筋
、
尾
根
通
り
四
筋
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
山

頂
へ
集
中
し
て
い
る
点
、
効
果
的
で
あ
る
。

尾
根
筋
は
高
度
の
関
係
で
薮
が
ひ
ど
く
、
現
在
は
歩
行
困
難
で
あ
る
が
、

な
お
突
如
足
許
に
神
仏
の
石
像
を
見
出
し
往
時
を
偲
ば
せ
る
。

こ
の
山
に
は
神
仏
の
石
像
が
多
く
、
四
十
年
前
に
調
べ
た
図
面
で
計
算

す
る
と
約
百
体
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
石
像
が
集
中
し
て
い
る
例
は
珍
し
く
、
な
お
ひ
と
つ

の
理
由
は
、
明
治
維
新
後
の
排
仏
穀
釈
に
も
奥
ま
っ
て
い
て
、
役
人
の
目

を
免
れ
た
こ
と
に
も
在
る
と
思
う
。

ハ
信
仰
登
山
と
現
代
登
山
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信
仰
登
山
の
要
旨
は
信
仰
と
実
績
の
両
面
に
存
す
る
。
老
練
に
し
て
強

力
な
先
達
の
指
導
の
下
に
集
団
訓
練
が
課
せ
ら
れ
、
六
根
清
浄
や
精
進
潔

斎
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る
、
身
体
を
清
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
中
の
邪

念
を
払
い
の
け
よ
う
と
す
る
。

仏
教
修
行
上
五
十
二
の
段
階
を
経
て
、
菩
薩
ｌ
仏
の
最
高
位
に
到
達
す

る
の
に
山
を
見
立
て
た
着
想
は
非
凡
で
あ
り
、
山
の
特
徴
を
生
か
し
て
沢

に
尾
根
に
参
道
を
設
定
し
て
、
多
く
の
参
道
を
山
頂
の
一
点
に
集
中
さ
せ

よ
う
と
企
図
し
た
こ
と
は
、
今
日
、
多
く
の
山
の
会
が
、
全
体
の
合
同
訓

練
と
懇
親
を
兼
ね
て
実
施
す
る
集
中
登
山
と
全
く
摸
を
一
に
す
る
。

未
知
に
対
す
る
好
奇
と
憧
慢
は
、
平
面
よ
り
山
と
い
う
立
体
地
形
に
対

し
て
、
肉
体
の
駆
使
に
よ
り
高
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う
冒
険
と
畏
怖
を
乗

り
越
え
る
心
身
両
面
の
自
己
克
服
は
、
仏
教
聖
道
門
に
お
け
る
自
己
究
明

に
外
な
ら
ず
、
初
期
修
験
道
も
外
見
の
修
行
形
態
が
単
純
で
、
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

頂
上
へ
立
ち
得
た
喜
び
、
満
足
感
は
修
験
道
に
お
け
る
修
行
一
段
落
、

大
願
成
就
と
い
う
詞
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
東
洋
人
と
り
わ
け
日
本
と
い

う
立
体
的
な
風
土
に
生
を
享
け
、
修
験
道
発
足
以
来
現
代
に
達
す
る
千
年

の
伝
統
を
も
つ
、
日
本
人
の
胸
に
萠
す
宿
命
的
感
懐
で
あ
ろ
う
。

二
地
名
と
の
対
応

山
の
地
名
は
、
原
始
古
代
か
ら
中
世
へ
山
里
の
発
生
と
を
仮
定
し
、
そ

の
生
活
か
ら
生
れ
た
も
の
と
強
調
し
て
き
た
が
、
事
件
史
の
章
に
お
い
て

も
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
上
の
大
小
事
件
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
を
記
念
す

る
地
名
は
残
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
信
仰
登
山
の
場
合
、
金
峯
を
一
例
と
し
て
見
て
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
お
び
た
だ
し
い
地
名
を
遺
し
遺
蹟
を
物
語
る
こ
と
、
山
里
の
生

活
上
の
地
名
に
劣
ら
な
い
。

信
仰
登
山
が
地
元
の
人
々
の
、
や
は
り
生
活
の
一
部
と
し
て
と
け
こ
ん

で
い
た
こ
と
を
物
語
り
、
地
元
の
人
々
の
山
を
神
格
化
し
、
農
事
増
産
、

人
間
的
幸
福
に
及
ぶ
漠
然
と
し
た
願
望
を
山
に
願
う
東
洋
人
共
通
な
原
始

神
道
的
な
も
の
に
、
天
台
、
真
言
の
秘
密
仏
教
面
に
お
け
る
加
持
祈
祷
が

加
わ
っ
て
山
岳
仏
教
に
展
開
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
混
成
し
た
修
験
道
に

よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
、
単
調
な
山
里
の
生
活
に
民
俗
行
事
と
し
て
の
慰
安

娯
楽
と
も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
山
を
信
仰
登
山
と
し
て
想
定
し
、
頂
上
に
日
本
神
道
や
仏
教
守
護

神
の
諸
天
な
ど
を
合
紀
し
、
尾
根
に
沢
に
仏
教
修
行
の
段
階
と
し
て
の
地

名
を
附
し
、
地
形
の
特
徴
少
い
と
き
は
石
像
を
設
置
し
て
補
い
、
参
道
の

単
純
さ
を
補
強
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
石
像
が
有
形
目
標
と
し
て
そ
の
ま

ま
地
名
と
な
る
。

ま
た
金
峯
で
も
両
神
で
も
、
富
士
や
、
大
和
の
金
峯
、
木
曽
御
岳
の
地

名
を
借
用
し
た
ら
し
い
も
の
も
多
く
あ
る
。

つ
ぎ
に
考
え
る
こ
と
は
信
仰
登
山
の
対
象
と
な
っ
た
山
は
、
地
元
に
と

っ
て
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
延
長
の
信
仰
と
娯
楽
を
兼
ね
、
諸
国
よ
り

参
集
す
る
行
者
の
為
に
、
受
入
態
勢
を
整
備
し
て
収
入
源
と
し
た
。

そ
の
面
の
経
済
発
展
に
よ
り
、
原
始
的
な
山
里
よ
り
近
世
型
の
連
村
街
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村
の
形
態
に
進
む
。

今
日
、
御
岳
下
の
猪
狩
、
西
口
塩
川
ぞ
い
、
東
口
の
琴
川
ぞ
い
、
北
口

川
端
下
な
ど
に
わ
ず
か
に
そ
の
面
影
を
の
こ
し
て
、
そ
ぞ
ろ
回
顧
の
足
を

と
ど
め
さ
せ
る
。

本
来
の
農
耕
林
産
よ
り
、
宿
泊
労
役
の
金
銭
収
入
の
貴
重
さ
は
、
山
の

開
山
先
達
に
最
大
の
敬
意
を
払
い
、
生
活
地
名
を
抹
消
し
て
も
、
そ
れ
ら

の
人
々
の
遺
し
た
地
名
遺
物
を
尊
重
し
て
現
代
に
伝
え
て
き
た
。

２
曹
洞
禅
の
弘
通

そ
う
と
う
ぐ
つ
う

秩
父
山
地
に
お
け
る
文
化
史
上
、
最
大
の
事
蹟
は
曹
洞
禅
の
弘
通
で
あ

る
。
と
く
に
注
目
す
。
へ
き
は
、

一
に
、
事
件
史
に
見
て
き
た
豪
族
の
興
起
に
よ
っ
て
弘
通
発
展
し
、
そ

れ
ら
の
衰
微
滅
亡
に
よ
る
多
少
の
消
長
は
あ
っ
て
も
、
次
の
支
配
者
た
る

豪
族
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
豪
族
も
亡
び
去
っ
て
も
、
在
地

山
里
の
人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
現
代
に
及
ん
で
い
る
。

二
に
、
一
寺
の
開
山
と
な
っ
た
僧
が
、
敵
方
に
対
し
て
も
積
極
的
に
弘

お
ん
し
ん
び
ょ
う
ど
う

通
に
当
り
、
怨
親
平
等
の
仏
教
精
神
、
禅
の
面
目
を
よ
く
発
揚
し
て
、
高

祖
道
元
禅
師
の
遣
誠
を
実
践
躬
行
し
た
こ
と
。

三
に
、
当
時
挺
身
弘
通
に
当
っ
た
洞
門
の
竜
象
た
ち
は
、
峻
し
い
甲
武
・

甲
信
・
武
信
・
上
信
・
上
武
の
高
い
山
波
を
越
し
て
、
草
深
い
山
里
に
道

場
を
開
い
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
弘
通
し
て
行
っ
た
、
山
の
交
通
史
上
の
意
義

で
あ
る
。

地
名
と
の
相
関
、
禅
僧
た
ち
の
山
歩
き
と
今
日
の
登
山
と
の
対
応
に
も

考
え
て
行
き
た
い
と
思
う
。

禅
風
弘
通
略
年
譜

イ
秩
父
臨
済
禅
発
祥

ず
い
ろ
く
え
ん
が
く

年
次
未
考
元
朝
の
帰
化
僧
、
鎌
倉
瑞
鹿
山
円
覚
寺
開
山
無
学
祖
元
（
一

は
つ
す
け
ん
に
ち

二
二
六
’
八
六
）
法
嗣
高
峯
顕
日
（
一
二
四
一
’
一
三
一
六
）
甲
斐
よ
り

お
ち

お
ひ
な
た

秩
父
へ
、
大
血
川
（
三
峯
東
南
）
山
中
に
大
日
向
山
太
陽
寺
開
創
（
甲
武

山
里
各
古
老
）
。

ロ
多
摩
奥
の
臨
済
禅

ぴ
や
く
う
ん

弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
壁
雲
、
多
摩
川
最
奥
川
野
に
浄
光
院
開
創

（
新
篇
武
蔵
国
風
土
記
稿
、
以
下
略
し
て
「
武
記
」
と
す
）
。

か
ん
の
う
し
よ
う
へ
い
こ
ぶ
く

観
応
二
年
（
南
朝
正
平
六
年
、
一
三
五
一
）
鎌
倉
巨
福
山
建
長
寺
三

も
つ
が
い
か
じ
ゆ
う
し
よ
う
ぎ
ん
ぽ
う

十
七
世
物
外
可
什
、
足
利
尊
氏
の
請
に
よ
り
、
多
摩
川
峯
谷
口
に
金
鳳
山

普
門
寺
開
創
（
武
記
）
。

ハ
甲
斐
臨
済
の
大
宗

む
そ
う
そ
せ
き

元
徳
二
年
（
一
三
三
○
）
高
峯
（
前
出
イ
）
下
第
一
座
夢
窓
疎
石

ど
う
う
ん

（
一
二
七
五
’
一
三
五
一
）
鎌
倉
の
重
臣
二
階
堂
道
葱
の
招
を
受
け
て
牧

け
ん
と
く
え
り
ん

之
庄
（
塩
山
市
松
里
）
に
乾
徳
山
恵
林
寺
（
前
出
事
件
史
）
開
創
、
甲
斐

臨
済
の
大
宗
た
り
。

い
ち
げ
め
ん
ぺ
き

こ
れ
よ
り
先
、
夢
窓
、
乾
徳
山
頂
に
於
て
一
夏
面
壁
（
坐
禅
）
あ
り
、

山
下
徳
和
に
小
庵
を
結
ぶ
（
徳
和
古
老
）
。ゆ

ら
し
よ
う

永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
紀
伊
国
由
良
荘
（
和
歌
山
県
美
浜
町
）
興
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ぱ
つ
す
い
と
く
し
よ
う

国
寺
開
山
心
地
覚
心
三
代
の
法
嗣
抜
隊
得
勝
（
一
三
二
七
’
八
七
）
、
甲

し
か
ら

斐
山
梨
郡
高
森
（
塩
山
市
竹
森
）
鹿
羅
山
岩
壁
、
笛
吹
川
一
ノ
釜
岩
上
に

こ
う
し
ん

於
て
面
壁
、
高
森
に
鹿
羅
山
高
森
院
開
創
。

こ
う
り
や
く

康
暦
二
年
（
一
三
八
○
）
抜
隊
武
田
信
成
の
請
に
よ
り
塩
山
向
岳
寺

は
つ
と
う

開
創
。
東
国
法
灯
派
大
道
場
た
り
。
（
向
嶽
寺
史
・
甲
斐
名
勝
志
・
竹
森

里
談
）
。

門
風
秩
父
に
も
及
ぶ
。

二
曹
洞
禅
秩
父
に
入
る

さ
が
ゑ
の
く
に
あ
し
が
ら

宝
徳
二
年
（
一
四
五
○
）
相
模
国
足
柄
郡
大
雄
山
最
乗
寺
開
山
了
庵

え
ゑ
よ
う
む
ご
く
え
て
つ
き
え
た
つ
や

慧
明
法
嗣
無
極
慧
徹
、
足
利
義
教
の
帰
依
を
受
け
武
蔵
国
入
間
郡
竜
ヶ
谷

（
越
生
町
）
に
長
松
山
竜
穏
寺
開
創
、
外
秩
父
西
北
よ
り
奥
秩
父
東
辺
に

法
莚
を
布
く
（
高
山
不
動
、
無
極
願
文
）
。

ホ
甲
斐
曹
洞
第
一
道
場

か
ん
し
よ
う

寛
正
一
年
（
一
四
六
○
）
了
庵
三
代
の
法
嗣
、
伊
豆
国
賀
茂
郡
大
見

ご
ほ
う
そ
う
さ
ん
う
ん
し
ゆ
う
そ
う
り
ゆ
う

や
つ
し
ろ

村
妙
高
山
最
勝
院
開
山
吾
宝
宗
瑛
法
嗣
雲
岫
宗
竜
、
甲
斐
八
代
郡
中
山

つ
し
ま
桑
よ
う
き
こ
う
ど
ん

（
一
宮
町
金
沢
）
に
、
豪
族
古
屋
対
馬
の
請
に
よ
り
妙
亀
山
広
厳
院
開
創

せ
ん
ご
し
ゆ
う
と
う
じ
よ
う
れ
ん
と
う
ろ
く

（
最
勝
院
・
広
厳
院
各
伝
、
妙
亀
詣
語
集
、
日
本
洞
上
餅
灯
録
）
。

げ
ご

武
田
信
昌
以
降
累
代
の
外
護
を
受
け
、
甲
斐
曹
洞
第
一
道
場
の
名
高
く
、

門
末
六
百
九
十
寺
、
法
灯
甲
斐
一
円
に
遍
く
、
遠
く
安
房
、
武
蔵
秩
父
、

多
摩
の
山
野
を
光
被
す
。

へ
甲
上
信
曹
洞
禅
大
宗

ね
ん
し
よ
う
そ
う
え
い

推
定
右
同
時
代
吾
宝
門
下
第
一
座
枯
笑
宗
英
（
一
四
○
九
’
八
二
）

ち
い
さ
が
た
ね
つ
じ
よ
う
し
ん

信
濃
国
小
県
郡
祢
津
（
東
部
町
）
に
定
津
院
開
創
、
門
末
三
百
六
十
、
秩

父
山
地
西
北
辺
に
門
風
振
う
（
洞
餅
、
最
勝
院
・
定
津
院
各
伝
、
甲
斐
国

社
記
寺
記
）
。

卜
禅
風
秩
父
越
根
本
道
場

文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
広
厳
雲
岫
（
前
出
ホ
）
法
嗣
同
院
二
世

い
つ
け
ぶ
ん
え
い

一
華
文
英
（
一
四
二
三
’
一
五
○
八
）
従
兄
武
田
信
昌
の
請
に
よ
り
、
山

ゑ
つ
せ
つ
ぜ
ん
じ
よ
う

梨
郡
落
合
村
矢
坪
（
山
梨
市
矢
坪
）
密
刹
禅
定
院
を
改
め
て
洞
院
と
な
し

竜
石
山
永
昌
院
を
創
す
。
秩
父
山
地
西
辺
最
奥
ま
で
曹
洞
禅
弘
通
の
根
本

道
場
た
り
（
譜
語
集
、
永
昌
院
・
大
通
院
・
光
源
院
各
文
書
・
甲
志
・
武

記
）
。チ

禅
風
大
菩
薩
を
越
ゆ

文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
一
華
（
前
出
卜
）
永
昌
院
開
創
に
つ
い

ね
ぶ

だ
ん
じ
よ
う

で
、
武
蔵
国
多
摩
郡
三
田
領
杣
保
庄
（
青
梅
市
根
ヶ
布
）
領
主
三
田
弾
正

ち
ゅ
う

忠
氏
宗
に
招
せ
ら
れ
て
、
密
院
故
趾
に
高
峯
山
天
寧
寺
創
（
天
寧
寺
文
書
、

大
永
一
年
鐘
銘
、
請
語
集
）
。

よ
け
の

一
華
、
川
上
除
野
に
成
就
庵
創
、
爾
後
一
華
月
例
本
寺
広
厳
院
拝
登
の

宿
所
た
り
。
明
治
初
廃
絶
、
直
下
日
原
川
に
成
就
庵
渕
の
遣
名
存
す
。

リ
禅
風
奥
州
よ
り
秩
父
へ

む
て
い
り
よ
う
し
よ
う

年
次
未
考
陸
中
黒
石
（
水
沢
市
）
正
法
寺
開
山
無
底
良
詔
法
孫
天

光
良
産
秩
父
郡
大
野
原
（
秩
父
市
）
に
大
林
山
広
見
寺
開
創
。
大
宮
郷
及

浦
山
（
現
秩
父
市
）
に
禅
風
普
及
す
。

ヌ
禅
風
上
毛
よ
り
多
摩
へ
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こ
う
づ
け

年
次
未
考
上
野
国
群
馬
郡
白
井
（
子
持
山
下
）
隻
林
寺
開
山
月
江
正

文
三
代
の
法
嗣
益
芝
永
謙
、
武
蔵
国
多
摩
郡
二
俣
尾
に
長
勝
山
福
禅
（
後

海
禅
）
寺
開
創
、
後
三
田
氏
香
華
寺
と
な
る
。

ル
禅
風
大
菩
薩
を
越
ゆ

き
く
い
ん
ず
い
た
ん

年
次
未
考
一
華
（
前
出
ト
）
法
嗣
永
昌
二
世
菊
隠
瑞
潭
、
武
蔵
国
入

も
く
れ
ん

間
郡
木
蓮
寺
村
（
入
間
市
）
に
金
竜
山
瑞
泉
院
開
創
（
請
語
集
、
永
昌
院

文
書
）
。

ヲ
禅
風
雁
坂
越
Ｈ

い
ち
じ
陣
そ
ん
し
よ
う

ご
し
ゆ
う
じ
叱
．
ん

享
禄
以
後
菊
隠
の
嗣
永
昌
三
世
一
樹
存
松
の
嗣
、
永
昌
四
世
悟
宗
純

か

嘉
（
一
五
六
○
寂
）
、
逸
見
若
狭
の
請
に
よ
り
、
高
松
城
下
、
日
野
沢
畔

に
高
松
山
大
通
院
開
創
（
武
記
、
大
通
院
・
永
昌
院
文
書
、
請
語
集
）
、

近
隣
洞
門
の
重
鎮
た
り
。

ワ
禅
風
雁
坂
越
㈲

き
よ
う
お
う
し
よ
う
じ
ゆ
ん

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
悟
宗
の
嗣
、
永
昌
五
世
敬
翁
性
遵
、
同

ば
ん
し
よ
う

じ
く
逸
見
若
狭
の
請
に
よ
り
秩
父
飯
田
（
小
鹿
野
町
）
に
坂
松
山
光
源
院

開
創
、
禅
風
秩
父
郡
西
北
隅
に
至
る
ま
で
遍
し
（
永
昌
院
・
光
源
院
文

書
）
。力

北
信
よ
り
秩
父
へ

う
ん
よ
う
げ
ん
し
ゅ
ん
さ
い
お
く
ぜ
ん
げ
い

年
次
未
考
定
津
（
前
出
へ
）
三
世
雲
鷹
玄
俊
法
嗣
才
屋
全
芸
秩
父
郡

信
濃
石
（
小
鹿
野
町
）
に
長
慶
山
鳳
林
寺
開
創
（
武
記
）
、
経
路
は
十
石

峠
ｌ
志
賀
坂
越
な
ら
ん
。

ョ
北
信
禅
風
の
大
宗

永
禄
二
年
（
一
五
六
九
）
上
杉
輝
虎
（
謙
信
）
の
帰
依
僧
、
越
後
国

ほ
く
こ
う
ぜ
ん
し
ゆ
く

魚
沼
郡
上
田
郷
、
金
城
山
雲
洞
庵
八
世
北
高
全
祝
（
事
件
史
ヌ
）
遥
か
に

武
田
晴
信
の
請
に
よ
り
信
濃
国
佐
久
郡
大
井
庄
（
佐
久
市
岩
村
田
）
大

田
山
竜
雲
寺
を
中
興
（
竜
雲
寺
・
永
昌
院
・
大
通
院
各
文
書
、
永
昌
院
及

り
ゆ
う
げ

竜
華
院
宛
晴
信
書
状
、
雲
洞
庵
及
竜
雲
寺
宛
勝
頼
書
状
、
甲
志
、
北
越
雪

炊
ん
と

譜
他
）
。
武
田
氏
新
版
図
北
信
曹
洞
の
中
心
た
り
。

夕
竜
雲
寺
千
人
法
瞳

だ
い
だ
ん
の
つ

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
四
月
大
檀
越
晴
信
竜
雲
寺
に
於
て
九
旬
の

ま
う
ど
う

法
橦
を
修
し
、
多
年
各
地
山
野
に
陣
没
せ
る
彼
我
将
兵
の
菩
提
を
弔
す
。

オ
ん
し
つ
だ
い
え
き

東
堂
は
北
高
、
首
座
に
永
昌
六
世
謙
室
大
益
を
充
て
し
む
。
駿
甲
上
武

え

信
の
洞
門
の
竜
象
総
て
千
五
百
一
堂
に
会
す
。
会
中
遠
近
の
僧
俗
雲
集
し
、

千
曲
川
原
に
仮
屋
を
設
け
参
拝
宿
泊
に
宛
つ
・
戦
国
空
前
の
盛
儀
に
し
て

世
に
千
人
法
橦
と
唱
う
（
前
出
各
寺
文
書
、
甲
志
、
甲
陽
軍
鑑
）
。

弘
通
の
時
期

年
表
に
記
し
た
よ
う
に
弘
通
の
時
期
は
、
武
蔵
竜
穏
寺
開
創
の
宝
徳
二

年
（
一
四
五
○
）
か
ら
甲
斐
広
厳
院
の
寛
正
一
年
二
四
六
○
）
に
始
ま

り
、
武
蔵
天
寧
寺
、
海
禅
寺
へ
つ
づ
き
、
そ
の
間
、
甲
斐
永
昌
院
が
創
せ

ら
れ
、
こ
れ
よ
り
武
蔵
瑞
泉
院
・
大
通
院
・
光
源
院
開
創
な
ど
、
そ
し
て

戦
国
の
さ
な
か
、
永
禄
（
一
五
五
八
）
の
百
年
を
最
盛
期
と
し
、
爾
後
、

元
亀
・
天
正
・
文
禄
・
慶
長
を
経
て
、
近
世
初
頭
寛
文
（
一
六
六
一
）
に

及
ぶ
百
年
を
後
期
と
す
る
。

永
昌
院
と
向
嶽
寺
と
雁
坂
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永
昌
院
は
山
梨
市
の
中
心
か
ら
約
四
キ
ロ
西
、
笛
吹
川
西
の
棚
山
の
尾

根
に
抱
か
れ
た
山
懐
に
あ
る
。
開
山
の
一
華
文
英
禅
師
は
、
近
く
の
塩
山

市
竹
森
の
出
身
で
、
父
は
武
田
の
当
主
刑
部
大
輔
信
昌
の
父
信
守
の
弟
六

郎
光
守
、
高
森
十
三
村
の
地
頭
で
高
森
を
姓
と
し
た
。
故
に
禅
師
は
典
型

的
な
武
田
武
士
の
家
柄
を
出
身
と
す
る
。

ば
つ

年
表
に
も
あ
る
よ
う
に
、
臨
済
法
灯
派
の
名
僧
抜
隊
得
勝
禅
師
は
諸
国

あ
ん
ぎ
や

行
脚
の
末
、
塩
山
に
向
嶽
寺
を
開
い
た
が
、
そ
の
前
一
華
禅
師
郷
里
の
鹿

羅
山
で
坐
禅
し
、
後
ふ
も
と
に
高
森
院
を
開
い
た
。

一
華
禅
師
は
十
三
歳
で
出
家
し
て
向
嶽
寺
に
入
り
、
抜
隊
禅
師
亡
き
あ

し
ゅ
ん
の
う
れ
い
ざ
ん

と
、
そ
の
嗣
峻
翁
令
山
禅
師
に
つ
い
て
受
戒
得
度
し
て
い
る
こ
と
も
、
郷

士
に
お
け
る
深
い
法
縁
に
因
る
も
の
と
信
ず
る
。

じ
ゆ
ご
う

な
る
ざ

一
華
禅
師
の
受
業
の
師
峻
翁
禅
師
は
武
蔵
多
摩
郡
成
木
村
（
青
梅
市
）

出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
華
禅
師
が
後
年
そ
の
近
く
の
杣
係
に
天
寧
寺
を

開
い
た
こ
と
も
、
開
基
と
な
っ
た
三
田
氏
宗
が
、
恐
ら
く
峻
翁
禅
師
か
ら

一
華
禅
師
の
こ
と
を
聞
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
永
昌
院
の
二
世
菊
隠
禅
師
は
入
間
郡
に
瑞
泉
院
を
、
四
世
の
悟
宗

禅
師
は
秩
父
に
大
通
院
を
、
五
世
の
敬
翁
禅
師
は
同
じ
く
光
源
院
を
開
き
、

三
寺
の
末
寺
は
五
十
ヶ
寺
に
及
ん
で
い
る
。

禅
僧
と
山
の
因
縁

結
果
を
先
に
い
う
な
ら
、
広
厳
院
や
永
昌
院
・
定
津
院
門
下
の
禅
僧
と

そ
の
法
孫
た
ち
は
、
中
世
末
か
ら
明
治
中
期
に
及
ぶ
四
世
紀
半
を
、
雁
坂
・

大
菩
薩
か
ら
西
は
信
州
峠
、
北
は
十
石
峠
・
志
賀
坂
な
ど
大
小
の
峠
を
越

す
こ
と
で
、
人
生
の
大
半
を
費
し
た
こ
と
に
な
る
。

禅
の
方
は
天
台
・
真
言
・
修
験
道
と
異
な
り
、
山
岳
仏
教
で
は
な
い
か

ら
、
比
叡
や
高
野
の
よ
う
な
山
寺
は
な
い
。
奥
深
い
山
里
の
一
角
に
介
在

し
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

多
く
の
寺
が
山
里
に
開
か
れ
、
多
く
の
禅
僧
が
山
を
越
し
て
い
て
も
、

直
接
関
係
の
あ
る
山
も
な
く
、
峠
に
地
名
ひ
と
つ
遣
っ
て
い
な
い
。
や
は

り
山
里
の
人
々
の
つ
け
た
地
名
を
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
現

在
の
登
山
者
と
て
同
じ
で
、
地
名
は
山
里
の
生
活
史
よ
り
一
歩
も
出
て
い

な
い
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
知
る
の
で
あ
る
。

永
平
の
家
風

何
故
、
曹
洞
の
宗
風
が
、
草
深
い
山
里
に
隈
な
く
浸
透
し
て
行
っ
た
か
、

答
は
単
純
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
高
祖
道
元
禅
師
の
厳
し
い
教
え
に

由
来
す
る
外
に
理
由
は
な
い
。

禅
師
が
宋
で
三
年
の
修
行
を
終
え
て
帰
朝
す
る
に
当
り
、
本
師
長
翁
如

浄
禅
師
の
賎
別
の
言
葉
に
「
凡
そ
大
宋
国
広
し
と
い
え
ど
も
、
大
法
を
附

す
は
日
域
の
僧
道
元
只
一
人
」
と
絶
讃
極
言
し
、
さ
ら
に
「
国
王
大
臣
に

し
ん
。
二
ん

じ
よ
う
お
う
じ
ゆ
ら
く

じ
き
す
べ
か
ら

親
近
す
べ
か
ら
ず
、
城
邑
聚
落
に
住
す
る
を
得
ざ
れ
、
直
に
須
く
深
山
幽

げ
ん
ご
ぶ
つ
し
ゆ
う
じ

谷
に
閑
居
し
て
一
箇
半
筒
を
接
得
し
仏
種
子
を
し
て
断
絶
せ
し
む
る
こ
と

勿
れ
」
と
。

こ
の
語
に
解
説
の
要
は
な
い
と
思
う
が
、
短
い
五
十
四
歳
の
生
涯
、
禅

師
は
こ
の
教
え
を
徹
底
的
に
守
り
通
さ
れ
た
。

深
山
幽
谷
と
い
う
の
は
高
度
や
深
さ
の
こ
と
で
は
な
い
。
権
勢
や
名
誉
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山の地名と歴史

を
求
め
て
は
い
け
な
い
。
繁
華
な
場
所
に
住
ん
で
は
い
け
な
い
。
山
水
風

物
の
美
に
執
着
し
て
も
い
け
な
い
が
、
深
山
幽
谷
を
歩
く
こ
と
を
苦
に
し

て
も
い
け
な
い
。

草
深
い
山
里
で
、
地
侍
や
農
民
を
相
手
に
、
必
ず
し
も
高
い
禅
の
第
一

義
を
説
か
な
く
て
も
「
行
も
亦
禅
な
り
」
で
、
衣
食
な
ど
は
農
民
以
下
の

枯
淡
な
生
活
を
守
り
、
苦
渋
に
満
ち
た
農
山
村
の
人
々
に
対
し
て
現
実
肯

定
の
「
行
の
宗
風
」
を
説
い
た
。
言
葉
よ
り
も
実
践
を
以
て
示
し
た
。
緑

に
触
れ
れ
ば
、
小
豪
族
対
立
の
中
を
敵
方
へ
も
赴
い
て
法
を
説
き
精
舎
を

建
立
し
た
。
敵
味
方
と
い
う
対
立
を
絶
し
た
高
処
に
立
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、

戦
国
乱
世
の
渦
中
に
、
広
い
弘
通
を
な
し
と
げ
た
と
も
云
え
る
し
、
山
里

相
互
間
に
は
交
易
通
婚
も
依
然
と
続
き
、
大
豪
族
対
立
は
海
面
の
荒
波
の

如
き
も
の
で
、
海
面
下
の
静
穏
さ
の
状
態
が
山
里
の
本
来
の
姿
で
あ
っ
た

と
見
る
べ
き
で
、
山
の
低
い
近
畿
地
方
の
争
乱
に
、
絶
え
ず
農
民
が
ま
き

こ
ま
れ
た
の
と
は
大
に
異
な
る
。

高
い
峠
を
越
す
の
は
、
本
寺
へ
法
要
参
列
の
た
め
、
或
は
本
寺
か
ら
末

寺
へ
、
開
山
忌
法
瞳
会
に
行
く
と
か
用
務
を
帯
び
て
い
た
と
し
て
も
、
峠

を
越
す
の
は
、
用
務
の
た
め
の
道
中
と
い
う
手
段
で
は
な
い
。
一
歩
一
歩

じ
ゆ
げ

が
禅
で
あ
り
、
道
に
迷
い
日
が
暮
れ
れ
ば
樹
下
石
上
も
亦
安
禅
の
境
地
で

あ
る
。何

の
為
に
山
へ
登
る
の
か
、
他
に
問
う
以
前
自
ら
掘
り
下
げ
る
べ
き
自

己
究
明
の
境
涯
に
属
す
る
。

こ
こ
で
筆
者
自
身
の
過
去
を
語
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
い
。
十
六
歳
か
ら

二
十
歳
の
四
年
間
若
狭
の
草
深
い
山
寺
で
自
己
究
明
に
身
命
を
賭
け
た
。

行
挫
折
し
て
五
十
余
年
、
永
平
の
家
風
は
一
刻
も
念
頭
を
去
ら
な
い
。
禅

の
第
二
義
的
な
も
の
と
し
て
山
を
歩
き
つ
づ
け
た
。
し
か
し
古
稀
を
過
ぎ

た
今
に
そ
の
回
答
は
出
て
い
な
い
。

３
観
音
札
所
（
略
）

４
石
造
文
化

い
た
び

ま
ず
石
造
文
化
の
代
表
的
文
化
財
板
碑
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。
秩

さ
ん
ぱ

父
長
瀞
や
上
州
神
流
川
ぞ
い
の
三
波
川
産
の
緑
泥
片
岩
の
特
質
を
利
用
し

じ
よ
う
え
い

た
板
状
梯
形
の
供
養
碑
で
あ
る
。
時
代
は
鎌
倉
初
期
貞
永
か
ら
室
町
末
期

に
及
ん
で
い
る
。
分
布
は
秩
父
盆
地
の
主
邑
を
中
心
と
し
、
遠
心
状
に
次

第
に
疎
ら
に
な
り
つ
つ
も
、
秩
父
や
多
摩
奥
地
に
及
び
、
信
濃
佐
久
相
木

く
に
な
か

地
方
、
甲
斐
国
中
に
も
及
ん
で
い
る
。
殆
ど
の
も
の
が
年
号
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
、
史
料
価
値
の
高
い
も
の
も
あ
る
。
す
で
に
先
学
諸
家
の
発
表

が
あ
る
の
で
、
筆
者
は
こ
こ
で
詳
細
を
述
べ
な
い
が
、
高
い
秩
父
山
地
を

越
え
て
の
、
こ
の
特
殊
の
仏
教
文
化
の
分
布
を
、
や
は
り
交
通
史
上
の
現

象
と
し
て
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
一
方
甲
斐
の
側
に
は
石
橦
が
存
し
、
形

状
は
円
柱
・
多
角
柱
で
あ
る
。

最
早
や
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
つ
き
る
の
で
、
こ
の
源
流
と
系
統
を
一
言

す
る
に
と
ど
め
る
。

中
国
山
西
省
の
主
都
大
同
と
、
そ
れ
よ
り
南
の
朔
県
に
至
る
仏
寺
、
道

ぷ
つ
ち
よ
う
そ
ん
し
よ
う
だ

教
の
廟
な
ど
に
造
立
さ
れ
て
い
る
六
角
柱
・
多
角
錐
状
の
仏
頂
尊
勝
陀

ら
に
と
う

羅
尼
瞳
が
、
日
本
に
分
布
し
た
板
碑
・
石
橦
の
渕
源
で
あ
る
と
の
仮
定
に
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到
達
し
た
の
で
あ
る
。

年
代
は
遼
の
重
熈
四
年
以
降
、
金
の
大
定
、
元
ｌ
明
の
嘉
靖
に
及
ん
で

い
る
。
私
の
駐
軍
地
域
が
局
地
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
南
方
の
河
南
・
漸
江

方
面
に
は
遺
物
も
多
く
年
代
も
遡
り
、
年
号
も
唐
宋
な
ど
漢
民
族
朝
の
も

の
が
あ
る
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
局
部
的
な
が
ら
年
代
で
は
日

本
と
一
致
し
、
世
情
騒
然
民
心
の
不
安
と
い
う
点
も
相
似
性
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で
は
東
西
同
時
発
生
、
暗
合
と
も
云
え
る
が
、
形

態
か
ら
見
て
、
板
碑
の
集
合
体
と
考
え
ら
れ
る
六
面
瞳
が
あ
る
が
、
こ
の

関
係
は
逆
で
、
中
国
石
瞳
の
原
形
が
六
面
瞳
と
な
り
、
そ
の
簡
略
化
が
一

枚
石
の
板
碑
と
な
っ
て
大
量
造
立
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
伝

播
の
役
割
を
荷
っ
た
の
は
、
日
本
か
ら
の
留
学
僧
と
、
宋
や
元
朝
、
大
陸

か
ら
来
朝
し
た
臨
済
の
高
僧
た
ち
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
板
碑
に
彫
ら
れ
た

文
面
は
多
く
浄
土
思
想
で
あ
る
が
、
造
立
者
の
戒
名
に
関
し
て
は
大
体
臨

済
系
が
占
め
、
一
部
時
宗
系
も
あ
る
。

大
陸
よ
り
の
分
布
系
路
は
大
陸
ｌ
九
州
（
殊
に
国
東
地
方
）
’
四
国
阿

波
ｌ
安
房
（
千
葉
）
Ｉ
関
東
平
野
ｌ
秩
父
及
神
流
川
ｌ
再
び
関
東
平
野
及

各
地
方
。

以
上
不
備
乍
ら
板
碑
の
章
を
終
る
が
、
両
神
山
の
お
び
た
だ
し
い
石
像
、

十
文
字
峠
の
六
里
観
音
（
六
体
）
な
ど
、
石
造
文
化
に
も
多
く
の
課
題
が
残

さ
れ
て
い
て
、
中
世
近
世
に
か
け
て
の
秩
父
、
甲
斐
の
石
造
技
術
の
進
歩

と
、
多
く
の
名
も
な
き
名
工
の
存
在
を
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。

本
稿
は
こ
こ
数
年
来
執
筆
中
の
「
山
の
地
名
と
歴
史
』
と
題
し
て
日
本

を
十
地
方
に
分
け
た
中
か
ら
総
説
の
一
部
と
第
一
部
「
秩
父
山
地
篇
」
の

序
説
の
両
抄
録
で
あ
る
。
今
回
権
威
あ
る
本
誌
に
発
表
の
機
を
得
た
こ
と

は
筆
者
の
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
五
十
年
に
亘
り
山
名
の
教
示
、

宿
泊
そ
の
他
の
お
世
話
を
受
け
た
秩
父
山
地
の
諸
家
、
資
料
の
披
見
に
便

宜
を
計
ら
れ
た
社
寺
な
ど
の
厚
誼
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
殆
ど
故

人
と
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
願
う
の
み
で
あ
る
。

後
記
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日
本
山
岳
会
の
母
胎
或
は
前
身
と
で
も
い
う
べ
き
、
日
本
博
物
学
同
志

会
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
従
っ
て
山
岳
会
創
立
の
発
起

人
七
人
の
中
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
武
田
博
士
逝
く
。

創
立
に
当
っ
て
発
起
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
さ
れ
た
の
だ
が
、

武
田
さ
ん
の
果
さ
れ
た
役
割
は
中
々
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
湖
る
と
、

先
ず
明
治
三
十
七
年
二
月
の
雑
誌
『
太
陽
』
に
出
た
小
島
烏
水
「
甲
斐
の

白
峯
」
を
よ
ん
で
、
い
か
な
る
人
か
、
せ
め
て
顔
で
も
見
た
い
と
お
も
い
、

同
志
の
高
野
鷹
蔵
氏
か
ら
山
崎
紫
紅
の
縁
で
、
小
島
烏
水
の
所
在
を
つ
き

と
め
、
高
野
・
武
田
の
両
氏
と
小
島
烏
水
と
の
出
合
い
と
な
る
。
次
い
で

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
が
帰
英
の
直
前
、
小
島
、
武
田
、
高
野
、
そ
れ
に
岡
野
金

次
郎
の
四
人
が
招
か
れ
、
山
岳
会
の
設
立
を
す
す
め
ら
れ
る
，
さ
て
い
よ

悼
い
よ
創
立
す
る
に
当
っ
て
、
弱
冠
の
も
の
ば
か
り
で
は
と
い
う
話
が
出
て
、

最
長
老
の
城
数
馬
氏
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
城
氏
を
引
張
り
出

自ｉ
し
た
の
は
、
山
草
会
で
城
氏
と
懇
意
だ
っ
た
武
田
さ
ん
の
頼
み
に
よ
る
も

追
悼

武
田
久
吉
氏
（
一
八
八
一
一
一
’
一
九
七
二
）

の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
『
山
岳
』
第
六
十
一
年
所
収
「
山
岳

会
創
立
前
後
」
武
田
久
吉
稿
参
照
）

山
岳
会
が
創
立
さ
れ
、
明
治
三
十
九
年
四
月
に
は
会
誌
『
山
岳
』
第
一

年
第
一
号
の
発
刊
と
な
る
が
、
こ
の
初
号
の
校
正
は
全
部
武
田
さ
ん
の
担

当
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ゲ
ラ
刷
を
郵
送
し
た
の
で
は
間
に
合
わ
ぬ
と
、

毎
日
弁
当
持
で
本
所
の
印
刷
所
へ
通
っ
た
と
い
う
。
（
『
小
島
烏
水
追
憶
』

二
十
五
頁
）
．
そ
の
時
代
に
麹
町
富
士
見
町
か
ら
本
所
へ
通
う
の
に
、
ど
ん

な
交
通
機
関
が
あ
っ
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
変
な
熱
の
上
げ
よ
う
、

気
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
・
山
の
会
も
山
の
雑
誌
も
本
邦
初
出
と
あ
れ
ば
、

こ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
後
至
者
は
こ

の
意
気
込
み
、
こ
の
労
苦
を
大
い
に
多
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の

第
一
年
第
一
号
に
武
田
さ
ん
の
「
尾
瀬
紀
行
」
が
あ
り
、
筆
者
の
生
涯
を

通
じ
て
変
ら
な
か
っ
た
尾
瀬
へ
の
執
心
が
、
こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
の

は
不
思
議
な
宿
命
と
も
言
い
得
よ
う
。

小
島
、
高
頭
、
高
野
、
中
村
、
三
枝
と
い
っ
た
面
々
が
、
所
謂
日
本
ア

ル
プ
ス
探
検
時
代
に
高
峻
山
岳
を
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
、
登
り
鑿
じ
踏
ん

で
い
っ
た
頃
、
武
田
さ
ん
は
或
は
札
幌
に
或
は
仙
台
に
あ
り
、
つ
づ
い
て

渡
欧
留
学
と
な
っ
て
、
こ
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
『
山
岳
』

に
は
っ
き
り
と
現
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
中

中
興
味
あ
る
こ
と
だ
。
植
物
あ
っ
て
の
登
山
と
い
う
立
場
を
、
終
始
厳
格

に
堅
持
し
て
譲
ら
な
い
武
田
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
た
と
え
当
時
東
京
住

い
で
時
間
に
余
裕
あ
る
境
遇
で
あ
っ
て
も
、
同
志
と
探
検
行
を
倶
に
し
た
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か
ど
う
か
、
私
に
は
疑
問
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
も
生
前

伺
っ
て
お
き
た
か
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
も
う
お
そ
い
。

滞
英
中
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
山
に
遊
ば
れ
た
こ
と
は
、
辻
村
伊
助
の
ス
イ

ラ
ン
ド
」
紀
行
に
「
平
た
く
云
へ
ば
、
武
田
君
の
口
車
に
の
せ
ら
れ
て
出

か
け
た
や
う
な
も
の
だ
が
、
…
…
」
と
あ
る
の
か
ら
も
、
は
っ
き
り
し
て

い
る
が
、
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
へ
は
つ
い
に
杖
を
ひ
か
れ
な
か
っ
た
。
武

田
さ
ん
の
滞
英
時
期
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
三
回
目
の
滞
日
時
期
と
が
、
丁

度
同
じ
だ
か
ら
無
理
な
話
だ
が
、
壮
年
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
と
武
田
青
年
と

が
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
、
一
本
の
ロ
ー
プ
に
結
ば
れ
て
筆
じ
る
機
会
が
あ

っ
た
な
ら
ぱ
と
も
お
も
う
。
ま
た
辻
村
伊
助
、
近
藤
茂
吉
両
氏
の
ス
イ
ス
・

ア
ル
プ
ス
行
も
武
田
さ
ん
が
同
行
な
ら
ば
、
イ
キ
ナ
リ
手
ご
わ
い
シ
ュ
レ

ッ
ク
ホ
ル
ン
に
か
か
ら
な
か
っ
た
ろ
う
と
、
辻
村
さ
ん
が
洩
ら
さ
れ
た
こ

と
が
、
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
巻
頭
「
追
憶
」
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
本

来
私
も
此
の
行
に
加
わ
る
心
算
で
あ
っ
た
の
を
…
…
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

が
実
現
し
て
い
れ
ば
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
の
内
容
は
余
程
違
っ
た
も
の
に

な
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
不
図
し
た
め
ぐ
り
合
わ
せ
、
と
い
っ
た
こ
と
が
心

に
浮
ぶ
の
で
あ
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
二
月
帰
朝
後
は
、
〃
京
都
、
琵
琶
湖
畔
の
大

津
、
東
京
、
そ
れ
か
ら
後
は
諾
方
に
採
集
兼
研
究
旅
行
に
寧
日
な
く
、
や

が
て
大
正
六
年
の
一
月
に
、
東
京
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
日

本
山
岳
会
の
幹
部
の
人
達
と
の
往
来
が
繁
く
な
り
″
そ
う
こ
う
す
る
内
に

〃
大
正
八
年
十
月
十
五
日
、
高
野
君
の
健
康
状
態
の
関
係
で
、
日
本
山
岳

会
の
事
務
所
が
急
遮
私
の
家
に
移
り
…
…
私
は
庶
務
を
掌
っ
た
。
…
…
編

集
の
仕
事
も
半
分
以
上
は
手
伝
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
…
そ
ん
な

事
で
『
山
岳
』
第
十
四
年
第
一
号
の
如
き
は
、
雑
録
と
雑
報
と
会
報
五
十

余
頁
の
原
稿
は
私
一
人
で
栫
え
上
げ
た
し
、
第
二
号
の
雑
録
の
半
分
は
私

の
筆
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
…
…
〃
（
雑
誌
『
ア
ル
プ
』
八
八
号
Ｉ
一
九
六

五
年
六
月
刊
１
節
！
“
頁
参
照
）
。

近
頃
の
言
葉
で
い
え
ば
、
優
雅
な
生
活
で
時
間
の
ゆ
と
り
も
た
っ
ぷ
り

あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
庶
務
を
引
受
け
た
と
あ
れ

ば
、
『
山
岳
』
編
集
は
木
暮
さ
ん
、
会
計
は
梅
沢
さ
ん
が
分
担
さ
れ
て
も
、

事
務
所
あ
て
の
雑
務
処
理
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
わ
れ

る
。
四
十
代
の
若
さ
と
は
い
う
も
の
の
、
や
は
り
山
岳
会
に
対
す
る
熱
意

と
愛
情
が
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
時

代
に
武
田
さ
ん
の
残
さ
れ
た
こ
と
で
、
特
筆
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
新
た
に
会
員
章
の
制
定
を
見
た
こ
と
、
新
旧
会
員
章
の
引
換
と

い
う
煩
雑
な
手
続
を
処
理
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
新
会
員
章
、
即

ち
現
行
の
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
は
武
田
さ
ん
の
ハ
ン
ド
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
つ
づ
く
限
り
い
つ
ま
で
も
記
憶
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
会
報
二
四
七
号
所
載
「
会
員
章
覚
え
書
」
松
田
雄
一
稿
。

同
二
八
三
号
所
載
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
章
図
案
の
作
者
」
永
原
輝
雄
稿
、
参
照
）

本
会
の
事
務
所
が
約
二
年
に
し
て
、
下
目
黒
在
住
の
会
員
志
村
寛
氏
の

許
に
移
っ
た
の
は
、
武
田
さ
ん
の
北
大
講
師
赴
任
の
事
情
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
年
譜
に
よ
る
と
、
そ
の
後
も
京
大
だ
の
九
大
だ
の
の
講
師
を
引
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追 悼

受
け
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
も
長
い
期
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
私
な
ど
は
武
田
さ
ん
は
い
つ
も
東
京
が
本
拠
で
、
気
随
気
侭
に
山
旅

に
出
か
け
、
山
姿
花
姿
の
撮
影
を
た
の
し
ん
で
い
ら
れ
る
、
羨
ま
し
い
境

遇
の
先
輩
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
私
の
思
い
す
ご
し

で
な
く
、
四
十
代
五
十
代
の
武
田
さ
ん
は
、
な
ん
の
束
縛
も
な
く
悠
々
と

山
の
世
界
に
、
ま
た
植
物
の
世
界
に
没
頭
し
得
る
幸
福
な
人
で
あ
っ
た
。

亡
く
な
る
三
、
四
年
前
ま
で
つ
づ
い
た
長
い
登
山
活
動
の
あ
い
だ
、
武

田
さ
ん
が
山
行
を
と
も
に
し
た
仲
間
は
博
物
同
志
会
以
来
の
友
人
を
は
じ

め
、
大
変
な
数
で
あ
ろ
う
が
、
私
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
最
も
気
心
の
合
っ

で
あ
い

た
山
の
友
は
木
暮
理
太
郎
氏
で
あ
っ
た
。
両
者
の
出
会
は
大
正
二
年
七
月
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
創
立
よ
り
九
年
後
の
こ
と
、
雑
司
ヶ
谷
の
鬼
子
母
神
の
境
内
に
あ

る
〃
あ
や
め
〃
と
い
う
料
亭
で
、
焼
烏
を
食
べ
乍
ら
、
梅
沢
親
光
、
南
日

重
治
、
中
村
清
太
郎
、
辻
本
満
丸
、
山
川
黙
の
諸
氏
が
秩
父
会
な
る
会
合

ジ
ヨ
ウ
キ
ヒ
ゲ

を
催
し
た
と
き
で
あ
る
。
〃
そ
の
席
上
に
、
鐘
埴
髭
い
か
め
し
い
偉
丈
夫
の

木
暮
理
太
郎
君
が
泰
然
と
し
て
異
彩
を
放
っ
て
居
た
こ
と
は
、
頗
る
注
目

に
値
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
〃
と
武
田
さ
ん
の
文
に
あ
る
（
雑
誌
『
ア
ル
プ
』

八
八
号
所
載
）
。

『
ア
ル
プ
』
誌
上
五
回
（
一
九
六
五
年
六
月
’
十
一
月
）
に
亘
っ
て
連
載
さ

れ
た
「
木
暮
君
と
私
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
気
を
許
し
合
っ
た
両
先
輩
が
、

い
か
に
た
び
た
び
楽
し
い
山
旅
を
共
に
さ
れ
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
木
暮
先
輩
は
昭
和
十
九
年
五
月
逝
か
れ
た
が
、
戦
後
私
に
「
木
暮

君
が
い
な
く
な
っ
て
、
つ
ま
ら
な
い
ね
」
と
幾
度
も
言
わ
れ
た
が
、
武
田

さ
ん
よ
り
十
年
も
年
長
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
少
々
無
理
な
注
文
で
あ
ろ

う
。
『
高
山
植
物
写
真
図
聚
』
の
共
著
者
田
辺
和
雄
君
も
愛
弟
子
で
あ
り
秘

蔵
シ
子
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
先
年
ナ
イ
ロ
ビ
で
客
死
し
た
。
こ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
と
晩
年
の
武
田
さ
ん
の
身
辺
は
、
往
年
の
同
志
の
多
く
は
先
に

逝
き
、
或
は
往
来
も
ま
ま
な
ら
ぬ
老
境
に
入
っ
て
、
懐
旧
談
に
耽
け
る
機

も
な
く
、
と
き
に
寂
蓼
を
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
し
〃
言

語
を
話
さ
な
い
草
木
に
対
時
し
て
、
彼
等
の
心
情
を
読
み
取
る
業
は
、
一

朝
一
夕
の
訓
練
で
は
な
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
事
は
、
門
外
漢
の
到
底
窺

い
知
る
を
得
な
い
境
地
で
あ
る
…
…
〃
と
「
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
を
受
け

て
」
（
会
報
二
九
九
号
所
載
）
に
御
本
人
が
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
物
言
わ
ぬ

伴
侶
を
生
涯
持
ち
つ
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
倖
わ
せ
で
あ
っ

た
。

こ
わ
つ
ば
ど
も

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
近
頃
の
小
童
共
、
語
る
に
足
ら
ず
と
で
も
感
じ
ら
れ
た
の
か
、

集
会
に
も
殆
ん
ど
出
席
さ
れ
ず
、
昭
和
四
十
年
十
月
十
五
日
久
保
講
堂
で

行
わ
れ
た
創
立
六
十
周
年
記
念
講
演
会
で
「
山
岳
会
創
立
前
後
」
な
る
講

演
を
行
わ
れ
て
以
来
、
会
と
し
て
の
公
の
席
に
顔
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
ど
う
し
た
風
の
吹
き
ま
わ
し
か
、
四
十
六
年
六
月
東
京
小
石
川
六

義
園
の
有
志
の
集
り
に
初
め
て
出
席
さ
れ
、
そ
の
集
り
の
雰
囲
気
が
気
に

入
っ
た
の
か
、
翌
四
十
七
年
に
も
出
席
す
る
と
て
、
前
年
の
利
根
川
奥
の

平
ヶ
岳
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
登
頂
の
調
査
報
告
の
原
稿
ま
で
ま
と
め
て
い
ら
れ

た
の
が
、
二
旬
に
み
た
ぬ
短
か
い
病
臥
の
す
え
集
会
当
日
の
三
日
前
つ
い

に
永
眠
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(181）



想
う
に
九
十
年
に
及
ぶ
武
田
さ
ん
の
生
涯
は
、
な
に
び
と
に
も
な
に
ご

と
に
も
煩
わ
さ
れ
ず
、
私
ど
も
か
ら
み
れ
ば
、
天
衣
無
縫
な
幸
福
な
も
の

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
日
本
山
岳
会
と
し
て
は
創

と
も
し

立
発
起
人
七
人
の
方
々
の
と
も
さ
れ
た
七
つ
の
灯
の
、
最
後
ま
で
の
こ
っ

た
一
つ
の
光
が
、
つ
い
に
消
え
た
こ
と
を
寂
し
く
お
も
う
。

（
追
記
）
私
個
人
と
し
て
武
田
先
輩
と
の
つ
な
が
り
は
、
大
正
七
年
以
来

半
世
紀
を
越
え
て
、
い
う
な
れ
ば
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
あ
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
一
切
ふ
れ
ぬ
こ
と
と
し
た
。

（
一
九
七
三
年
三
月
五
日
記
）

（
藤
島
敏
男
）

＊

こ
の
蕪
雑
な
一
文
は
、
武
田
さ
ん
の
伝
記
の
資
料
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
い
う
な
れ
ば
武
田
さ
ん
を
偲
び
な
が
ら
の
閑
談
で
あ
っ
て
、

閑
談
を
す
る
気
に
な
っ
た
の
は
一
に
藤
島
（
敏
男
）
君
の
そ
そ
の
か
し
に

よ
る
の
で
あ
る
。

武
田
さ
ん
と
の
お
つ
き
あ
い
が
始
っ
た
の
は
、
既
に
半
世
紀
前
で
あ
っ

て
、
二
局
旅
行
部
の
小
集
会
に
木
暮
理
太
郎
「
老
人
」
…
…
武
田
さ
ん
の

時
々
使
わ
れ
る
話
言
葉
…
…
と
お
二
人
ご
出
馬
を
願
っ
た
と
き
で
あ
る
。

紹
介
者
も
な
く
麹
町
の
お
宅
に
で
か
け
た
の
は
、
中
学
の
先
輩
だ
っ
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。

武
田
さ
ん
と
一
緒
に
山
旅
を
さ
れ
た
方
は
、
も
う
極
め
て
少
数
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
ら
れ
る
だ
け
武
田
さ
ん
は
長
寿
だ
っ
た
わ
け
だ

が
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
を
も
ら
わ
れ
た
直
後
に
、
祝
意
を
表
し
な
が
ら

久
し
ぶ
り
に
お
じ
ゃ
ま
を
し
、
い
つ
も
の
よ
う
な
長
話
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
時
の
自
分
の
心
つ
も
り
は
米
寿
に
対
し
て
の
祝
意
が
主
で
あ
っ

た
が
、
受
賞
に
つ
い
て
は
随
分
喜
ば
れ
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
長
寿
で
あ
っ

た
れ
ぱ
こ
そ
と
思
わ
れ
る
。

武
田
さ
ん
を
「
親
玉
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
が
い
つ
か
、
藤
島
君

も
忘
れ
て
い
よ
う
し
山
口
成
一
さ
ん
は
鬼
籍
の
人
で
あ
る
。
昭
和
初
年
、

山
に
は
朴
の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
六
月
、
こ
の
三
人
が
川
治
か
ら
黒

部
に
と
ま
り
万
歳
越
の
残
雪
を
ふ
ん
で
湯
の
花
へ
と
下
り
、
更
に
甲
子
温

泉
で
柏
餅
を
だ
さ
れ
て
喜
ん
だ
山
歩
き
を
し
た
と
き
に
、
偶
然
上
野
駅
で

武
田
さ
ん
と
一
緒
に
な
り
、
川
口
駅
に
近
づ
い
た
車
窓
に
「
稲
こ
き
親
玉

号
」
と
あ
る
農
具
の
広
告
を
み
て
、
「
あ
そ
こ
に
も
親
玉
が
」
と
武
田
さ
ん

に
笑
い
か
け
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
も
ち
ろ
ん
武
田
さ
ん
も
「
親
玉
」
の

愛
称
（
？
）
を
知
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
晩
は
宇
都
宮
で
仮
泊
し
て
黒
部

ま
で
行
を
と
も
に
し
た
あ
げ
く
、
武
田
さ
ん
は
、
し
き
り
に
三
人
の
誰
か

を
仲
間
に
し
た
い
ら
し
く
勧
誘
さ
れ
た
が
、
終
に
「
ポ
ン
引
」
（
こ
こ
で
は

客
引
を
意
味
す
る
）
は
成
立
せ
ず
わ
ら
っ
て
別
れ
た
が
、
そ
の
後
日
談
は

忘
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
過
日
も
藤
島
君
と
の
笑
い
話
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

今
に
な
っ
て
残
念
至
極
な
の
は
、
ご
一
緒
に
尾
瀬
に
遊
ば
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
大
正
六
年
の
初
夏
会
津
駒
に
登
っ
た
あ
と
で
、
色
々
と
聞
き

た
だ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
時
の
自
分
の
尾
瀬
行
は
、
武
田
さ
ん
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の
本
格
的
尾
瀬
行
よ
り
以
前
に
相
当
す
る
ら
し
い
の
は
、
不
思
議
の
よ
う

な
気
が
す
る
。
武
田
さ
ん
と
二
人
で
山
の
散
歩
に
雁
ヶ
腹
す
り
山
に
で
か

け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
初
冬
の
自
然
に
身
を
ま
か
せ
る
だ
け
で
あ
っ
た
の

で
「
戸
沢
君
は
羨
ま
し
い
ね
」
と
、
写
真
撮
影
の
あ
い
だ
寝
こ
ろ
ん
で
い

た
の
で
ひ
や
か
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
の
山
の
散
歩
で
、
枯
草
の
根
際
に
氷

が
朝
顔
状
に
附
着
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
、
武
田
さ
ん
も
何
枚
か

撮
影
さ
れ
、
ア
イ
ス
ウ
イ
ン
グ
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

武
田
さ
ん
は
自
分
の
貴
重
な
先
達
で
は
あ
る
が
、
所
謂
先
生
で
は
な
い
・

そ
の
よ
う
な
お
つ
き
あ
い
で
あ
る
。
山
よ
り
も
ウ
エ
モ
ノ
（
植
物
の
こ
と

で
、
武
田
さ
ん
も
こ
の
呼
称
を
使
っ
た
り
し
た
が
、
こ
れ
は
山
口
さ
ん
か

藤
島
君
の
言
い
だ
し
た
言
葉
だ
）
や
、
路
傍
の
石
仏
（
世
間
で
の
用
法
も

お
か
し
く
道
祖
神
は
仏
さ
ん
で
は
あ
る
ま
い
）
の
話
を
し
た
方
が
多
い
。

庚
申
塔
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
或
は
武
田
さ
ん
よ
り
先
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
熱
の
入
れ
か
た
は
雲
泥
の
差
、
「
戸
沢
君
：
…
を
見
て
来
た

よ
、
あ
れ
は
珍
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
た
時
、
こ
ち
ら
は
半
分
忘
れ
て
い
た

り
し
た
。
記
憶
力
の
抜
群
さ
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
藤
島
君
と
丹
沢

山
塊
に
登
っ
た
報
告
文
を
読
ま
れ
て
ず
っ
と
後
年
に
、
確
認
的
な
質
問
を

さ
れ
て
あ
あ
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
、
主
客
転
倒
し
た
例
も
あ
る
。

武
田
さ
ん
の
植
物
の
同
定
は
慎
重
で
あ
っ
た
ら
し
い
…
…
学
者
と
し
て

悼
当
然
で
は
あ
る
が
。
奈
良
で
採
取
し
た
倭
小
の
菫
を
持
参
し
て
「
こ
れ
は

ス
、
こ
し

何
で
す
か
」
と
「
伺
い
を
立
て
た
」
（
こ
の
一
句
は
山
口
成
一
さ
ん
の
武
田

追
さ
ん
に
関
餅
し
て
用
い
た
も
の
）
と
こ
ろ
、
花
の
咲
く
ま
で
預
ろ
う
と
い

う
。
又
つ
い
先
年
四
国
か
ら
も
ら
っ
て
き
た
黄
梅
に
似
た
花
木
の
名
称
を

知
り
た
く
て
、
花
だ
け
で
も
い
い
が
念
の
た
め
に
と
葉
も
併
わ
せ
て
お
目

に
か
け
た
と
こ
ろ
、
中
国
産
ら
し
い
が
、
鉢
植
な
ら
そ
れ
を
見
た
い
と
の

お
託
宣
で
あ
っ
た
。
わ
か
っ
て
お
ら
れ
た
ら
し
い
が
念
を
入
れ
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
が
、
鉢
持
参
は
叶
わ
な
く
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

戦
時
中
に
刊
行
の
『
道
祖
神
』
は
当
時
と
し
て
珍
ら
し
い
も
の
で
、
後

来
の
者
に
稗
益
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
増
補
改
版
を
す
す

め
た
が
実
現
せ
ず
に
、
や
っ
と
最
晩
年
の
『
路
傍
の
石
仏
』
で
新
生
さ
れ

た
。
こ
の
本
の
構
成
は
武
田
流
で
あ
る
が
、
慾
を
い
え
ば
、
庚
申
塔
と
道

祖
神
の
二
冊
に
分
け
て
、
も
っ
と
図
版
を
ふ
や
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

本
と
い
え
ば
『
高
山
植
物
写
真
図
聚
』
二
峡
は
大
版
で
も
あ
り
見
事
な
出

来
で
続
刊
が
望
ま
れ
た
が
、
結
局
用
紙
が
独
乙
製
の
た
め
入
手
不
能
が
最

大
原
因
と
、
武
田
さ
ん
は
そ
の
解
説
書
に
署
名
さ
れ
た
と
き
に
話
さ
れ
た
。

植
物
界
の
先
輩
で
は
白
井
光
太
郎
、
牧
野
富
太
郎
両
博
士
に
は
敬
意
を

抱
か
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
後
輩
の
中
で
は
殊
に
写
真
を
仲
だ
ち
と
し
て

山
口
成
一
さ
ん
と
は
ウ
マ
が
あ
っ
て
、
よ
く
「
山
口
君
が
生
き
て
い
た
ら

何
と
言
う
だ
ろ
う
ね
」
と
い
く
た
び
か
口
に
せ
ら
れ
た
し
、
植
物
な
ど
専

門
の
面
で
は
田
辺
和
雄
君
は
最
適
の
伴
侶
で
あ
り
、
た
の
み
に
し
て
お
ら

れ
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
共
に
十
分
の
齢
を
重
ね
ず
に
他
界
し
て
し
ま
っ

た
。
も
う
少
し
ど
う
に
か
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
フ
シ
が
あ
る
ゆ
え
、
自
分

と
し
て
も
ま
た
誠
に
残
念
で
あ
る
。

武
田
さ
ん
の
屋
敷
は
震
災
も
戦
災
も
免
れ
て
、
「
門
中
門
」
…
…
道
路
か
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ら
玄
関
ま
で
に
門
が
二
つ
あ
る
…
…
を
入
る
と
玄
関
の
軒
下
に
蛙
股
風
の

飾
り
が
あ
る
今
は
残
り
少
い
明
治
建
築
で
あ
り
、
庭
か
ら
縁
先
ま
で
大
木

を
ま
じ
え
て
ウ
エ
モ
ノ
だ
ら
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
も
そ
も
の
最
初
に
通

さ
れ
た
室
は
、
壁
際
の
畳
の
上
ま
で
書
物
で
あ
り
『
甲
斐
国
志
』
の
一
列

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
つ
頃
か
ら
か
書
庫
応
接
兼
用
の
玄
関

で
紅
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の
話
と
な
っ
て
、
前
後
五

十
余
年
に
及
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

長
逝
さ
れ
た
年
の
冬
に
は
体
力
に
衰
老
の
き
ざ
し
が
あ
っ
た
が
、
と
に

か
く
冬
を
さ
け
て
庚
申
塔
の
撮
影
に
行
か
れ
た
と
い
う
か
ら
、
よ
も
や

「
九
十
里
」
を
名
乗
ら
ず
に
昇
天
さ
れ
よ
う
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
閑
談
を
終
え
よ
う
と
し
て
、
ふ
と
武
田
少
年
が
霧
積
温
泉
道
で
ゴ

マ
ノ
ハ
イ
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
話
が
思
い
出
さ
れ
た
が
、
ゴ
マ
ノ
ハ
イ
の

経
験
者
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
打
切
り
と
し
よ

う
。
（
一
九
七
三
年
二
月
記
）

（
戸
沢
英
一
）

（
編
者
註
）
筆
者
戸
沢
英
一
氏
は
元
会
員
三
二
九
番
。
文
中
の
山
口
成
一
氏
は
昭

和
十
七
年
残
会
員
番
号
五
○
○
番
。

＊

昭
和
十
五
年
、
中
学
を
卒
業
し
た
私
は
、
そ
の
夏
の
終
り
の
頃
、
当
時

既
に
有
名
観
光
地
と
な
っ
て
い
た
尾
瀬
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

時
、
古
本
屋
か
ら
『
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
』
と
い
う
一
冊
の
本
を
買
っ
て
き
て
、

い
ろ
い
ろ
と
コ
ー
ス
を
研
究
し
た
。
こ
の
本
の
著
者
と
同
じ
よ
う
に
、
静

か
な
尾
瀬
、
人
の
い
な
い
尾
瀬
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
、
枝
折
峠
か
ら
奥

只
見
を
経
て
三
条
の
滝
に
出
る
コ
ー
ス
で
入
山
し
、
下
山
は
至
仏
山
を
越

え
て
狩
小
屋
沢
を
下
降
す
る
コ
ー
ス
を
決
め
た
。
夏
の
終
り
で
も
あ
っ
た

し
、
最
も
一
般
的
で
な
い
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
の
で
、
奥
只
見
で
も
登
山
者

に
は
全
く
会
わ
な
か
っ
た
し
、
狩
小
屋
沢
で
は
、
小
学
生
の
女
児
二
人
を

伴
っ
て
登
っ
て
き
た
中
年
の
紳
士
に
出
会
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
紳

士
は
沼
井
鉄
太
郎
氏
で
あ
り
、
沼
井
氏
と
の
こ
の
対
面
が
、
翌
年
私
が
台

湾
の
登
山
に
出
か
け
た
り
、
後
に
日
本
山
岳
会
に
入
会
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

と
も
か
く
、
ま
だ
ま
だ
静
か
な
尾
瀬
で
あ
り
、
帰
京
後
も
何
回
も
『
尾

瀬
と
鬼
怒
沼
』
を
繰
り
返
し
て
読
ん
だ
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
頃
送
っ
て
き

た
中
学
の
同
窓
会
の
名
簿
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
見
て
い
た
と
き
、
私
よ
り
も
四

十
年
も
先
輩
に
「
武
田
久
吉
」
と
い
う
卒
業
生
が
い
る
の
が
眼
に
入
っ
た
。

ど
こ
か
で
聞
い
た
名
前
だ
な
と
思
っ
て
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が

『
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
』
の
著
者
の
名
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
名
簿
に

は
た
だ
理
学
博
士
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
、
職
業
は
記
入
し
て
な
か
っ
た
。

そ
の
と
き
以
後
、
武
田
先
生
の
名
が
急
に
身
近
に
感
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
『
登
山
と
植
物
』
と
か
『
尾
瀬
と
日
光
』
と
か
先
生
の
著
書
が
出
版
さ

れ
る
と
、
そ
の
都
度
買
い
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
ん
な
経
緯
か
ら
い

っ
て
も
武
田
先
生
は
学
校
の
先
輩
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
を
山
へ
導
い
て

い
っ
た
恩
師
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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悼追

武
田
先
生
と
直
接
い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か

ら
十
七
、
八
年
前
、
私
が
『
山
日
記
』
の
編
集
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
お
話
し
す
る
と
い
っ
た
が
、
実
は
先
生
に
叱
ら
れ
て
ば

か
り
い
て
、
こ
ち
ら
は
弁
解
し
た
り
、
あ
や
ま
っ
た
り
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
武
田
先
生
は
、
山
の
名
称
、
登
山
用
語
等
に
関
し
て
実
に
厳
し
い
方

で
あ
っ
た
。
校
正
で
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
よ
う
な
小
さ
い
ミ
ス
で
も
、

決
し
て
容
赦
さ
れ
な
か
っ
た
。
時
に
は
ず
い
ぶ
ん
き
つ
い
こ
と
を
言
わ
れ

た
り
、
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
話
さ
れ
方
で
、
こ
ち
ら
も
腹
が
立
っ
た
り
、
言

い
返
し
た
り
し
た
が
、
き
っ
と
失
礼
な
奴
だ
と
思
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
武
田

先
生
が
山
名
、
地
名
等
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
絶
え
ず
著
書
で
も

触
れ
て
お
ら
れ
た
実
績
と
自
信
。
そ
し
て
後
輩
を
指
導
し
育
て
よ
う
と
さ

れ
る
好
意
と
情
熱
。
ま
た
昔
の
地
名
が
無
知
や
商
魂
に
よ
っ
て
次
つ
ぎ
と

変
え
ら
れ
た
り
、
ま
た
誤
っ
て
読
み
書
き
さ
れ
て
い
く
状
態
に
、
先
生
と

し
て
は
と
て
も
耐
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
平

蔵
の
頭
」
を
「
ア
タ
マ
」
と
読
ん
だ
と
き
に
は
、
先
生
は
呆
気
に
と
ら
れ

た
よ
う
な
顔
を
さ
れ
「
き
み
、
そ
れ
は
『
ア
ダ
ご
で
は
な
く
て
『
ヅ
ご

だ
よ
」
と
い
わ
れ
た
の
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
と
も
か
く
そ
の
頃

は
『
山
日
記
』
が
発
行
さ
れ
る
と
、
武
田
先
生
か
ら
ど
ん
な
お
叱
り
が
あ

る
だ
ろ
う
と
、
そ
れ
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
武
田
先
生
は
一
方
に
お
い
て
、
後
輩
の
面
倒
を
よ
く
見
ら
れ
、

な
か
な
か
親
切
で
あ
り
、
厄
介
な
こ
と
で
も
気
軽
に
引
受
け
て
下
さ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
私
が
た
ま
た
ま
中
学
の
後
輩
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

私
だ
け
に
示
さ
れ
た
好
意
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
私
が
十
年
ほ
ど

か
か
っ
て
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
で
撮
っ
た
高
山
植
物
の
カ
ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
を
、
全
部
先
生
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
正
確
な
植
物
名
を
付
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
武
田
先
生
に
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は

に
こ
に
こ
さ
れ
な
が
ら
「
千
何
百
枚
も
あ
る
ス
ラ
イ
ド
を
全
部
見
た
ら
、

二
日
か
三
日
か
か
っ
ち
ゃ
う
よ
。
君
の
方
で
調
べ
て
名
前
に
自
信
の
な
い

の
だ
け
選
ん
で
く
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
答
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
結

局
、
数
百
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
っ
て
、
何
時
間
も
か
か
っ
て
全
部

教
え
て
下
さ
っ
た
。
「
き
み
は
昆
虫
だ
け
か
と
思
っ
た
ら
、
植
物
も
ず
い
ぶ

ん
詳
し
い
ね
。
も
う
自
分
で
同
定
し
て
も
間
違
う
こ
と
な
い
よ
」
な
ど
と

賞
め
て
下
さ
り
、
私
の
ス
ラ
イ
ド
に
な
い
植
物
に
つ
い
て
も
、
細
か
い
相

違
点
を
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。
七
年
ほ
ど
前
、
学
研
の
文
化
映
画
「
登
山

の
基
礎
」
そ
の
他
二
編
を
、
武
田
先
生
と
私
が
監
修
に
当
っ
た
と
き
も
、

先
生
は
足
ま
め
に
会
社
を
来
訪
さ
れ
、
そ
の
熱
意
に
も
び
っ
く
り
し
た
が
、

つ
ね
に
私
の
方
を
立
て
て
撮
影
責
任
者
に
「
春
田
く
ん
が
よ
く
知
っ
て
い

る
か
ら
委
せ
て
お
け
ば
間
違
い
な
い
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
口
添
え
を
、

い
つ
も
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
し
て
映
画
が
完
成
し
て
、
文
部
省
推
選
に

な
っ
て
か
ら
も
「
な
か
な
か
よ
く
で
き
た
ね
・
君
も
大
へ
ん
だ
っ
た
ろ
う
」

と
何
回
も
ね
ぎ
ら
っ
て
下
さ
っ
た
。
け
れ
ど
も
少
し
後
に
な
っ
て
「
あ
の

映
画
だ
け
ど
ね
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
上
に
横
に
付
け
る
と

き
は
、
石
突
き
の
方
を
左
側
に
し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か

ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
は
、
当
時
既
に
八
十
歳
を
越
え
て
お
ら
れ
た
先
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生
が
、
非
常
に
注
意
深
く
見
ら
れ
、
ま
た
抜
群
の
記
憶
力
を
持
っ
て
お
ら

れ
、
か
つ
登
山
の
安
全
に
心
を
砕
い
て
お
ら
れ
る
の
を
知
っ
て
、
頭
の
下

が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

先
生
は
特
に
気
に
し
て
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
御
自
身
が
い
つ
ま

で
も
年
を
と
ら
な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。
時
た
ま
、
中
学
の
同
窓

会
の
こ
と
に
話
が
及
ぶ
と
、
先
生
は
「
ク
ラ
ス
会
と
い
っ
て
も
、
も
う
何

人
も
い
な
い
ん
だ
が
、
こ
の
前
会
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
杖
を
つ
い
た
り
、

耳
か
ら
補
聴
器
の
紐
を
ぶ
ら
下
げ
た
り
し
て
、
孫
や
ひ
孫
の
話
ば
か
り
な

ん
だ
。
や
っ
ぱ
り
ぼ
く
が
一
番
若
い
ら
し
い
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ

て
い
た
。
事
実
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
で
も
先
生
は
、
一
人
で
ど
こ
へ

で
も
出
掛
け
ら
れ
た
し
、
階
段
で
も
と
ん
と
ん
と
昇
降
さ
れ
、
お
よ
そ
老

衰
と
か
枕
惚
と
か
の
片
鱗
も
見
ら
れ
な
い
元
気
さ
で
、
さ
す
が
若
い
と
き

か
ら
六
十
数
年
も
山
に
登
っ
て
い
る
体
力
、
健
康
は
凄
い
も
の
だ
と
、
私

は
い
つ
も
驚
嘆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
眼
も
耳
も
、
年
齢
を
感

じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、
し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ
た
。

先
生
と
一
緒
に
乗
っ
て
い
た
タ
ク
シ
ー
が
急
停
車
し
た
と
き
、
私
が

「
交
通
事
故
は
恐
い
で
す
ね
」
と
い
っ
た
ら
、
先
生
は
す
ま
し
て
「
ち
っ

と
も
恐
く
な
い
よ
」
と
答
え
ら
れ
た
。
私
が
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
先

生
は
「
ぼ
く
は
も
う
こ
の
年
だ
か
ら
恐
い
も
の
な
ん
か
な
い
よ
。
戦
争
中

だ
っ
て
一
回
も
防
空
壕
に
入
っ
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
。
爆
撃
で
も
交
通

事
故
で
も
、
や
ら
れ
た
ら
そ
れ
っ
き
り
だ
と
思
っ
て
い
り
ゃ
い
い
ん
だ
よ
。

ぼ
く
は
病
気
に
な
っ
て
も
長
く
床
に
つ
か
ず
、
き
っ
と
ぽ
っ
く
り
逝
く
だ

略
年
譜

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
三
月
二
日
駐
日
英
国
大
使
サ
ー
・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
メ
イ

ス
ン
・
サ
ト
ウ
を
父
と
し
て
衷
思
市
麹
町
区
飯
田
町
に
生
れ
る
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
一
）
三
月
東
皐
府
立
尋
常
中
学
校
（
現
日
比
谷
高
校
）
を

卒
業
し
、
九
月
東
皐
外
国
語
学
校
入
学
。
日
本
博
物
学
同
志
会
々
員
と
し
て
植
物

の
研
究
を
は
じ
め
る
。

明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）
外
語
校
独
語
学
、
英
語
学
、
国
語
学
及
び
言
語
学
修

了
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
十
月
城
、
小
島
、
梅
沢
、
高
頭
、
高
野
、
山
川
氏
ら

六
名
と
発
起
人
と
な
り
、
日
本
山
岳
会
を
創
立
し
、
明
治
四
十
三
年
渡
英
ま
で
幹

事
と
し
て
活
躍
し
、
草
創
期
の
会
の
た
め
尽
痒
し
た
（
会
員
番
号
五
）
。

明
治
四
十
年
（
一
九
○
七
）
三
月
札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）
講
師
、
九
月
東

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
よ
。
」

先
生
は
、
死
は
意
識
す
る
間
も
な
く
瞬
間
に
訪
れ
る
も
の
と
、
割
切
っ

て
お
ら
れ
た
ら
し
い
。
こ
の
種
の
お
話
は
そ
の
後
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
で

も
け
ろ
り
と
し
て
自
説
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
八
十
九
歳
を
以
て
、

苦
し
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
短
時
日
の
病
臥
で
急
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先

生
と
私
と
の
交
わ
り
も
、
さ
ほ
ど
長
い
期
間
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
生
の

面
目
躍
如
た
る
い
く
つ
か
の
思
い
出
を
並
べ
て
、
そ
の
生
前
を
偲
び
、
そ

の
遺
徳
を
慕
い
た
い
。
会
報
『
山
』
に
連
載
し
た
「
山
と
蝶
の
も
の
が
た

り
」
も
、
先
生
方
の
初
期
の
御
努
力
を
世
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
書
き
始

め
た
が
、
先
生
の
御
批
評
も
な
く
、
お
叱
り
も
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
る
。
（
春
田
俊
郎
）
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北
帝
大
予
科
講
師
（
明
治
四
十
二
年
十
一
月
ま
で
）
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
三
月
渡
英
、
五
月
王
立
キ
ュ
ウ
植
物
園
脂
葉
館
並
に

同
園
ジ
ョ
ッ
ド
レ
ル
研
究
所
に
お
い
て
植
物
学
を
研
究
（
大
正
五
年
一
月
ま
で
）
、

六
月
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
お
い
て
植
物
学
特
別
講
義
を
聴
講
、
七
月
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク

海
岸
植
物
探
検
隊
に
参
加
、
十
月
王
立
理
工
科
大
学
入
学
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
二
）
同
校
特
待
生
と
な
る
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
同
校
植
物
学
科
卒
業
、
学
位
ロ
・
胃
．
。
．
を
授
与

さ
る
・
十
月
同
校
に
お
い
て
学
生
の
指
導
と
講
義
を
受
持
つ
（
大
正
三
年
八
月
ま

で
）
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
研
究
科
に
在
学
、
主
に
淡
水
藻

の
研
究
に
従
事
（
大
正
四
年
七
月
ま
で
）
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
帰
国
。
帰
国
後
は
再
び
日
本
山
岳
会
の
幹
事
あ
る
い

は
評
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
会
務
に
尽
す
。
四
月
京
都
帝
大
医
科
大
学
講
師

（
大
正
六
年
一
月
ま
で
）
。
八
月
五
日
理
学
博
士
を
授
与
さ
る
・

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
二
月
中
村
組
植
物
研
究
所
に
お
い
て
有
用
植
物
の
研
究

に
従
事
（
大
正
八
年
三
月
ま
で
）
。

大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
九
月
北
海
道
帝
大
水
産
専
門
部
講
師
（
昭
和
十
年
十
一
月

ま
で
）
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
京
都
帝
大
農
学
部
講
師
（
昭
和
十
四
年
三
月
ま
で
）
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
一
月
九
州
帝
大
農
学
部
講
師
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
農
林
省
高
原
開
発
調
査
会
委
員
（
昭
和
二
十
年
ま

悼
で
）
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
白
百
合
学
園
教
官
（
昭
和
二
十
二
年
一
月
ま
で
）
。

国
立
公
園
中
央
審
議
会
委
員
。

追
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
三
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
農
業
部
技
術
顧
問
。
十
月

弓
ぽ
く
①
帰
国
は
（
）
国
且
］
ｇ
四
目
（
岳
届
）
、
高
山
植
物
（
大
６
・
同
文
館
）
、
高

山
植
物
の
話
（
大
過
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
）
、
中
等
植
物
新
教
科
書
（
大
巧
・
積
善

館
）
、
尾
瀬
の
植
物
景
観
（
昭
３
．
大
日
本
山
林
会
）
、
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
（
昭
５
．
梓

書
房
）
、
日
本
地
理
大
系
別
巻
富
士
山
（
編
著
）
（
昭
６
．
改
造
社
）
、
高
山
植
物
写

国
立
公
園
中
央
香
員
。

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
十
二
月
日
本
山
岳
会
々
長
（
昭
和
二
十
六
年
四
月
ま

で
）
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
二
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
農
業
部
高
級
顧
問
（
昭
和

二
十
六
年
十
二
月
ま
で
）
、
七
月
国
立
公
園
中
央
審
議
会
蕾
員
（
昭
和
二
十
六
年
八

月
ま
で
）
。

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
二
月
学
術
奨
励
審
議
会
委
員
（
一
級
官
同
格
）
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
三
月
米
国
地
質
調
査
所
技
術
顧
問
（
昭
和
三
十
五
年

六
月
ま
で
）
。

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
八
月
文
化
財
専
門
審
議
会
臨
時
専
門
委
員
（
第
三
分

科
会
）
。
十
一
月
紫
綬
褒
章
を
授
与
さ
る
◎

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
二
月
文
化
財
専
門
審
議
会
専
門
委
員
（
第
三
分
科
会
）
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
十
一
月
勲
四
等
（
旭
日
小
綬
章
）
に
銭
せ
ら
る
。

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
七
月
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委
員
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
三
月
「
多
年
に
わ
た
る
高
山
植
物
の
生
態
に
関
す
る

研
究
」
に
対
し
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
（
第
六
回
）
授
賞
。

な
お
国
立
公
園
協
会
評
議
員
、
日
本
自
然
保
護
協
会
理
事
、
日
本
植
物
学
会
名
誉

会
員
、
武
蔵
野
文
化
協
会
々
長
、
国
際
民
俗
学
会
（
パ
リ
）
委
員
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
六
月
七
日
午
後
九
時
十
八
分
逓
信
病
院
に
て
逝
去
、

享
年
八
十
九
歳
。

著
作
目
録
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真
図
聚
壱
（
田
辺
和
雄
と
共
著
）
（
昭
６
．
梓
書
房
）
、
同
弐
（
昭
７
．
梓
書
房
）
、

高
山
植
物
図
彙
（
昭
８
．
梓
書
房
）
、
同
第
二
版
（
昭
哩
・
養
賢
堂
）
、
シ
言
冒
の

国
○
君
①
吊
具
宕
冒
目
（
昭
過
・
三
省
堂
）
、
登
山
と
植
物
（
昭
過
・
河
出
書
房
）
、

高
山
の
植
物
ア
ル
ス
文
化
叢
書
一
（
昭
妬
・
ア
ル
ス
社
）
、
尾
瀬
と
日
光
（
編
著
）

（
昭
聡
・
山
と
溪
谷
社
）
、
道
祖
神
ア
ル
ス
文
化
叢
書
一
二
（
昭
妬
・
ア
ル
ス
社
）
、

農
村
の
年
中
行
事
（
昭
娼
・
竜
星
閣
）
、
同
ド
イ
ツ
語
訳
（
巳
お
）
、
日
本
の
自
然
美

（
昭
虹
・
富
岳
本
社
）
、
高
山
花
譜
（
船
崎
光
治
郎
と
共
著
）
（
昭
浬
・
富
岳
本
社
）
、

民
俗
と
植
物
（
昭
羽
・
山
岡
書
店
）
、
砕
降
の
昌
国
匙
。
冒
降
旦
閃
８
昌
○
目
旨
国
回
目
‐

蔚
旨
百
周
回
（
こ
む
）
、
日
本
高
山
植
物
図
鑑
（
田
辺
和
雄
、
竹
中
要
と
共
著
）
（
昭

妬
・
北
隆
館
）
、
富
士
山
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
妬
）
、
尾
瀬
岩
波
写
真
文
庫

（
監
修
）
（
昭
泌
）
、
野
の
花
ｌ
春
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
妬
）
、
日
光
岩
波
写

真
文
庫
（
共
同
監
修
）
（
昭
沁
）
、
高
山
の
花
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
”
）
、
針

葉
樹
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
”
）
、
上
高
地
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
認
）
、

日
本
の
森
林
岩
波
写
真
文
庫
（
監
修
）
（
昭
鋤
）
、
御
花
畠
山
岳
講
座
第
三
巻
（
分
担

執
筆
）
（
昭
鯛
・
白
水
社
）
、
高
山
植
物
を
た
ず
ね
て
（
昭
和
・
同
和
春
秋
社
）
、
高

嶺
の
花
（
昭
孤
・
山
と
溪
谷
社
）
、
山
の
樹
木
登
山
講
座
第
三
巻
（
分
担
執
筆
）
（
昭

鎚
・
山
と
溪
谷
社
）
、
原
色
日
本
高
山
植
物
図
鑑
（
昭
弘
・
保
育
社
）
、
同
続
編
（
昭

諏
・
保
育
社
）
、
高
山
植
物
（
昭
犯
・
保
育
社
）
、
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
日
本
山
岳
名
著
全

集
３
（
昭
虹
・
あ
か
ね
書
房
）
、
山
へ
の
足
跡
（
昭
妬
・
二
見
壹
房
）
、
登
山
と
植
物

日
本
岳
人
全
集
７
（
昭
妬
・
日
本
文
芸
社
）
、
路
傍
の
石
仏
（
昭
妬
・
第
一
法
規
出

版
）
、
明
治
の
山
旅
（
昭
妬
・
創
文
社
）

（
略
年
譜
及
び
著
作
目
録
作
製
に
あ
た
っ
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
日
本
学
術
振

興
会
刊
の
第
六
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
理
由
、
武
田
久
吉
著
作
展
目
録
、
日
本

岳
人
全
集
『
登
山
と
植
物
』
等
に
拠
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
な
お
右
著
作
展
目
録

に
は
春
田
俊
郎
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
り
、
ま
た
『
博
物
之
友
』
、
『
山
岳
』
に
登
載
さ

れ
た
著
作
に
つ
い
て
は
、
春
田
、
横
山
厚
夫
氏
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
纒
め
ら
れ
て
い

る
。
ｌ
編
者
）

大
先
輩
に
は
先
生
呼
ば
わ
り
す
る
方
も
あ
り
ま
す
が
、
牧
野
さ
ん
は

「
さ
ん
」
付
で
呼
ん
で
少
し
も
不
自
然
で
な
い
存
在
で
し
た
。
わ
れ
わ
れ

と
は
親
子
以
上
の
年
齢
の
隔
た
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
気
軽
に
接

す
る
こ
と
の
出
来
る
方
で
し
た
。
長
い
経
歴
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
わ

た
し
が
葬
儀
の
と
き
に
読
ん
だ
弔
辞
を
掲
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
合
掌

弔
辞

わ
た
し
た
ち
山
岳
愛
好
者
が
斉
し
く
慈
父
と
仰
い
で
い
ま
し
た
牧
野
平

五
郎
さ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
お
盆
の
十
五
日
午
前
八
時
三
十
分
に
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
去
る
五
月
二
十
九
日
、
富
山
県
自
然
保
護
協
会

の
会
合
で
、
和
服
姿
の
牧
野
さ
ん
に
お
会
い
し
た
の
が
、
公
の
席
へ
出
ら

れ
た
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の
時
は
ご
老
齢
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
お
元
気
で
あ
っ
た
の
に
、
誠
に
突
然
の
ご
逝
去
に
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

牧
野
さ
ん
は
お
若
い
頃
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
さ
れ
、
特
に
富
山
県
の

山
岳
を
何
に
も
ま
し
て
好
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
に
趣
味
と
し
て

牧
野
平
五
郎
氏
（
一
八
八
六
’
一
九
七
二
）

’

彼
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悼追

の
登
山
が
導
入
さ
れ
、
明
治
三
十
八
年
に
日
本
山
岳
会
が
創
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
富
山
県
へ
も
こ
の
風
潮
を
ひ
ろ
め
よ
う
と
さ
れ
、
創
立
よ
り
五
年

目
の
明
治
四
十
三
年
十
月
に
、
富
山
県
の
第
一
号
と
し
て
日
本
山
岳
会
の

会
員
に
な
ら
れ
、
会
員
番
号
二
○
六
番
を
取
得
さ
れ
た
の
で
し
た
。

大
正
に
入
っ
て
か
ら
は
、
お
仕
事
の
関
係
で
岐
阜
県
神
岡
町
と
の
間
を

往
来
さ
れ
、
仕
事
の
合
間
に
乗
鞍
岳
や
薬
師
岳
等
へ
も
登
行
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

大
正
十
二
年
一
月
に
、
槙
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
厳
冬
期
立
山
の
松

尾
峠
遭
難
が
あ
り
、
こ
の
遭
難
救
助
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
翌
十
三
年
五

月
に
は
秩
父
宮
殿
下
ご
一
行
の
案
内
役
と
し
て
、
積
雪
期
の
立
山
へ
ス
キ

ー
登
山
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
年
に
は
、
富
山
県
体
育
協
会
の
設
立
に
併
せ
て
山
岳
部
門
を
担

当
す
る
た
め
、
越
中
山
岳
会
を
創
立
し
て
自
ら
そ
の
会
長
に
な
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
越
中
山
岳
会
は
富
山
県
に
お
け
る
山
岳
団
体
の
草
わ
け
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
日
本
山
岳
会
の
支
部
に
昇
格
し
よ
う
と
努

力
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
時
と
な
り
昭
和
二
十
三
年
三
月
の
戦
後
に
い

た
り
、
よ
う
や
く
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
が
創
立
さ
れ
、
元
老
と
し
て
会

の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
年
七
月
に
は
支
部
を
中
心
と

し
て
県
内
山
岳
団
体
を
統
合
し
、
富
山
県
山
岳
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
そ
の

会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

老
年
に
向
か
わ
れ
る
に
し
た
が
い
、
自
然
愛
好
の
気
持
は
ま
す
ま
す
強

く
な
ら
れ
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
に
は
富
山
自
然
保
護
協
会
を
設
立
さ
れ
、

そ
の
会
長
と
し
て
特
に
立
山
の
自
然
を
守
る
た
め
に
力
を
尽
さ
れ
、
な
か

ん
ず
く
立
山
ル
ー
ト
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
県
や
開
発
会
社
に
厳
し
い
註

文
を
つ
け
て
現
在
に
い
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
年
頃
よ
り
山
岳
遭
難
の
多
発
を
大
変
心
配
さ
れ
、
槙

さ
ん
と
と
も
に
若
い
登
山
家
の
育
成
の
た
め
に
、
文
部
省
登
山
研
修
所
の

開
設
を
働
き
か
け
、
わ
が
国
唯
一
の
こ
の
機
関
を
、
立
山
千
寿
ヶ
原
に
誘

致
し
、
こ
れ
が
実
現
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
晩
年
は
、
さ

ら
に
県
内
の
自
然
保
護
を
考
え
ら
れ
、
県
定
公
園
の
指
定
に
関
し
て
は
自

ら
総
て
の
箇
所
を
詳
に
回
ら
れ
、
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
業
績
か
ら
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
厚
生
大
臣
表
彰
を
、
翌
三

十
九
年
に
は
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
ら
れ
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
に
は

日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

牧
野
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
愛
護
と
若
い
登
山
家
の
育
成
の
た
め

に
亡
く
な
る
ま
で
常
に
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
の
混
乱
期
に
は
長

期
に
亘
り
、
富
山
市
お
よ
び
富
山
県
の
公
安
委
員
を
つ
と
め
る
と
と
も
に
、

現
在
ま
で
県
観
光
事
業
審
議
会
委
員
、
鳥
獣
審
議
会
委
員
、
遭
難
対
策
審

議
会
委
員
な
ど
を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
立
山
緑
化
研
究
委

員
会
委
員
長
と
し
て
も
、
立
山
の
開
発
に
よ
る
破
壊
の
修
復
に
実
績
を
あ

げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
富
山
県
の
山
岳
会
が
、
こ
の
偉
大

な
先
達
の
ご
業
績
の
上
に
今
日
あ
る
を
思
い
、
さ
ら
に
一
層
の
努
力
を
重

ね
、
住
み
よ
い
富
山
県
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
誓
い
を
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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明
治
四
十
三
年
十
月
林
並
木
氏
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
二
○

一
ハ
）
ｏ

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
。

昭
和
四
十
七
年
八
月
十
五
日
逝
去
。

（
中
田
勇
吉
）

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
四
月
二
十
三
日
富
山
市
初
音
町
に
生
れ
る
。
早
大
商

科
中
退
、
富
山
鉄
道
取
締
役
、
富
南
鉄
道
常
務
、
富
山
電
気
鉄
道
副
支
配
人
、
監

査
役
等
を
歴
任
。

牧
野
さ
ん
、
永
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
ご
遺
徳
を
し
の

び
つ
つ
、
み
魂
よ
安
か
れ
と
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
お
別
れ
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
（
四
七
・
一
○
・
六
）

去
る
一
月
九
日
逝
去
さ
れ
た
岡
埜
さ
ん
は
、
享
年
九
十
二
歳
だ
っ
た
か

ら
、
本
会
々
員
と
し
て
は
最
年
長
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
御
自
身

書
か
れ
た
も
の
に
従
っ
て
記
す
と
、
同
氏
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）

十
一
月
二
十
日
、
東
京
都
台
東
区
に
於
て
誕
生
、
嘉
永
元
年
十
月
創
業
の

岡
埜
栄
泉
堂
（
菓
子
商
）
を
昭
和
十
八
年
八
月
末
日
廃
業
さ
れ
る
ま
で
、

岡
埜
徳
之
助
氏
（
一
八
七
九
’
一
九
七
二
）

略

歴

連
綿
と
続
け
ら
れ
た
。

日
本
山
岳
会
へ
は
辻
村
伊
助
、
冠
松
次
郎
両
氏
の
紹
介
で
明
治
四
十
四

年
十
一
月
入
会
、
会
員
番
号
は
二
七
一
号
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
十

一
月
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

山
歴
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
六
年
富
士
山
六
回
、
同
四
十
三
年
木
曽

御
嶽
一
回
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
三
十
六
年
中
に
六
回
も
富
士
に
登
ら
れ

た
の
か
、
或
い
は
そ
の
頃
何
年
か
の
間
に
六
回
登
ら
れ
た
の
か
は
不
明
、

ま
た
大
正
初
期
冠
氏
と
甲
武
信
、
破
風
、
木
賊
、
三
宝
、
雁
坂
を
歩
き
、

そ
の
後
老
母
の
意
志
に
よ
っ
て
山
行
を
断
念
し
、
何
ら
山
歴
と
い
う
程
の

も
の
は
な
い
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

戦
前
、
岡
埜
さ
ん
は
本
会
の
小
集
会
、
有
志
晩
餐
会
等
に
は
よ
く
出
席

さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
古
い
『
山
岳
』
な
ど
を
調
べ
た
ら
、
そ
の
こ
と
が

判
る
筈
で
あ
る
。
筆
者
が
よ
く
記
憶
し
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ

る
が
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
五
日
夜
、
茨
木
猪
之
吉
氏
の
追
悼
会
を
国
際

文
化
会
館
で
催
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
会
は
交
野
武
一
氏
の
肝
煎
り

に
よ
り
松
方
氏
の
司
会
で
故
人
と
関
係
深
か
っ
た
足
立
源
一
郎
、
鶴
田
吾

郎
、
石
井
鶴
三
、
堀
進
二
、
高
野
鷹
蔵
、
冠
松
次
郎
、
松
本
善
二
、
田
部
重
治
、

東
良
三
、
槙
有
恒
諸
氏
と
共
に
岡
埜
氏
も
茨
木
さ
ん
の
思
い
出
を
語
ら
れ

た
。
「
私
は
商
売
が
ら
茨
木
さ
ん
が
小
諸
に
い
た
時
分
よ
く
お
菓
子
を
お

送
り
し
た
。
茨
木
さ
ん
が
店
へ
お
い
で
の
と
き
は
、
そ
の
風
体
に
恐
れ
を

な
し
た
小
僧
が
〃
旦
那
さ
ん
、
お
会
い
に
な
っ
て
も
い
い
で
す
か
〃
と
い

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
会
報
二
○
八
号
四
頁
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
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窪

悼
佐
藤
隆
太
郎
氏
（
一
八
九
一
’
一
九
七
一
）

追
永
年
会
員
佐
藤
隆
太
郎
氏
は
、
会
の
記
録
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
十
月

ま
た
現
在
の
本
会
ル
ー
ム
新
設
に
際
し
て
は
、
そ
の
基
金
募
集
に
率
先

大
口
の
応
募
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
会
報
二
六
九
号
九
頁
記
載
の
通
り

で
、
募
金
委
員
を
感
激
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
本
会
エ

ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
募
金
に
も
応
じ
ら
れ
て
い
る
（
会
報
二
九
七
号
七
頁
）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
岡
埜
さ
ん
は
入
会
以
来
か
わ
る
こ
と
な
く
本
会

に
深
い
愛
情
を
そ
そ
が
れ
、
亡
く
な
る
ま
で
会
の
諸
行
事
に
関
心
を
寄
せ
、

た
だ
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
率
先
実
行
に
移
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
た
と

え
現
役
は
退
か
れ
て
も
、
岡
埜
さ
ん
の
よ
う
な
古
い
会
員
が
多
け
れ
ば
多

い
程
、
会
は
そ
の
奥
行
き
も
深
く
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
会
の
滋
味
が
濃
ま

や
か
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
、
岡
埜
さ
ん
は
ま
さ
に
そ
の
お
手
本
の
よ
う

な
人
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

去
る
昭
和
四
十
五
年
八
月
二
日
、
冠
松
次
郎
氏
の
葬
儀
が
谷
中
の
養
福

寺
で
行
な
わ
れ
た
際
、
お
孫
さ
ん
か
誰
か
、
若
い
青
年
に
手
を
ひ
か
れ
、

旧
友
と
の
永
別
に
参
じ
ら
れ
た
岡
埜
さ
ん
を
お
見
か
け
し
た
の
が
、
筆
者

に
は
最
後
で
あ
っ
た
。
合
掌
。

（
望
月
達
夫
）

信
太
儀
右
衛
門
氏
の
紹
介
で
入
会
（
会
員
番
号
七
五
一
番
）
、
会
籍
に
あ
る

こ
と
五
十
年
を
越
え
る
古
い
会
員
で
あ
っ
た
が
、
生
前
『
山
岳
』
や
会
報

等
へ
の
寄
稿
も
あ
ま
り
な
く
、
ま
た
現
在
の
会
員
の
な
か
で
同
氏
と
踞
懇

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
方
も
不
明
な
の
で
、
会
報
に
現
わ
れ
た
資
料
を
基
に

し
て
録
す
る
次
第
だ
が
、
あ
る
い
は
会
員
の
な
か
に
よ
く
ご
存
知
の
方
が

い
る
の
か
も
判
ら
な
い
。
そ
う
い
う
方
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
稿
を
寄
せ
ら
れ

た
い
・

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
に
永
年
会
員
と
な
っ
た
が
、
そ
の

時
同
氏
の
略
歴
を
紹
介
し
た
記
事
（
会
報
三
○
七
号
）
に
よ
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。
明
治
二
十
四
年
八
月
十
七
日
秋
田
県
横
手
市
黒
川
村
川
原
に
生

れ
、
北
大
農
学
部
卒
業
後
農
事
試
験
所
な
ど
に
勤
務
し
た
。
（
後
年
、
麻
布

学
園
の
先
生
も
や
っ
て
お
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
。
）

山
歴
は
明
治
、
大
正
年
間
岩
木
山
、
岩
手
山
、
早
池
峰
、
飯
豊
山
、
蔵

王
山
、
朝
日
連
峰
、
月
山
、
鳥
海
山
な
ど
の
東
北
の
山
々
、
大
正
末
期
北

ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
、
白
山
、
北
海
道
日
高
山
脈
、

芦
別
岳
、
大
雪
山
、
四
国
石
鎚
山
、
九
州
九
重
山
、
開
聞
岳
、
祖
母
山
、

英
彦
山
、
樺
太
突
岨
山
等
、
ほ
と
ん
ど
全
国
に
及
ん
で
い
る
。

会
報
一
○
四
号
（
昭
和
十
六
年
四
月
）
の
会
員
通
信
欄
に
、
同
氏
寄
稿

「
九
州
の
旅
」
が
あ
る
の
で
、
左
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

…
：
・
御
蔭
を
以
て
全
コ
ー
ス
余
す
と
こ
ろ
な
く
巡
遊
い
た
し
、
幸
ひ
好

天
に
恵
ま
れ
、
高
千
穂
始
め
久
住
山
等
全
く
晩
秋
と
思
は
る
坐
天
候
に

有
之
候
。
十
二
月
の
二
十
六
日
夕
、
出
立
い
た
し
伊
勢
両
大
神
宮
を
参
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拝
し
て
同
夜
高
松
に
渡
り
、
琴
平
を
経
て
道
後
に
参
り
、
翌
二
十
九
日

別
府
よ
り
宮
崎
を
経
て
元
旦
に
霧
島
温
泉
よ
り
高
千
穂
を
第
一
と
し
て

新
燃
を
経
て
韓
国
に
参
り
、
大
浪
池
に
日
は
暮
れ
七
時
半
霧
島
館
に
か

へ
り
侯
。
鹿
児
島
神
宮
を
拝
し
桜
島
に
渡
り
、
雨
の
た
め
指
宿
に
参
り

二
泊
い
た
し
開
聞
岳
に
登
り
日
奈
久
を
経
て
阿
蘇
に
参
り
候
。
久
住
町

に
て
工
藤
局
長
の
御
指
図
を
経
て
久
住
の
頂
上
に
て
心
行
く
ま
ま
、
九

州
の
諸
峯
を
次
々
に
望
見
い
た
し
有
難
く
存
じ
候
。
更
に
再
び
別
府
に

か
へ
り
宇
佐
八
幡
を
参
拝
し
、
英
彦
山
に
樹
氷
の
美
を
賞
し
た
る
を
最

後
と
し
て
、
九
州
を
辞
し
札
幌
に
帰
り
申
侯
。

右
に
は
年
の
記
入
が
な
い
が
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
か
ら
同
十
六
年
一

月
に
か
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
工
藤
局
長
と
あ
る
の
は
本
会
員

工
藤
元
平
氏
（
一
八
八
九
’
一
九
六
八
）
（
『
山
岳
』
六
五
年
二
一
四
頁
参
照
）

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
さ
ん
は
、
永
年
会
員
に
推
さ
れ
た
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
二
日

の
年
次
晩
餐
会
に
は
病
気
の
た
め
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
月
二
十

日
松
田
、
神
原
両
理
事
が
お
見
舞
を
か
ね
て
永
年
会
員
章
を
お
届
け
し
た

（
会
報
三
一
○
号
一
○
頁
）
。
そ
の
時
同
氏
は
思
い
の
ほ
か
お
元
気
で
、
五
十

年
前
の
入
会
当
時
の
思
い
出
、
徳
本
峠
で
の
三
田
幸
夫
氏
と
の
避
遁
、
親

友
ビ
ス
ワ
ス
氏
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
者
を
つ
と
め
た
こ

と
の
あ
る
植
物
学
者
、
北
大
に
留
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
七
○
年
十

二
月
二
十
九
日
残
）
の
想
い
出
等
を
な
つ
か
し
く
語
ら
れ
た
と
い
う
。

佐
藤
さ
ん
は
六
義
園
の
閑
談
会
へ
は
喜
ん
で
出
席
さ
れ
た
し
、
年
次
晩

餐
会
へ
も
よ
く
出
席
さ
れ
て
い
た
。
私
が
何
度
か
言
葉
を
交
わ
し
た
の
は

閑
談
会
の
折
り
で
あ
っ
た
と
思
う
。
昭
和
四
十
四
年
の
年
次
晩
餐
会
か
ら

欠
席
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
か
ら
病
気
に
な
ら
れ
た
と
思
う
が
、
四

十
五
年
五
月
二
十
四
日
付
の
会
員
通
信
（
会
報
三
○
一
号
三
頁
）
に
は
次
の

よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

会
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
同
慶
の
至
り
と
書
い
た
あ
と
に
、
「
小
生
ま

っ
た
く
病
弱
、
廃
人
と
な
り
一
度
も
集
ま
り
に
出
ら
れ
ず
、
た
だ
わ
ず
か

に
毎
日
新
聞
の
記
事
と
『
山
』
と
に
て
知
る
だ
け
で
す
。
三
田
さ
ん
と
は

大
正
九
年
は
じ
め
て
穂
高
行
の
と
き
、
徳
本
峠
の
茶
屋
に
て
知
り
合
い

ｌ
当
時
上
高
地
バ
ス
は
な
し
、
三
田
さ
ん
は
ま
だ
大
学
生
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
ｌ
親
交
を
い
た
だ
き
今
日
に
及
び
ま
し
た
。
／
近
く
有
志

閑
談
会
の
ご
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
年
次
晩
餐
会
は
大
き
く
な
り

す
ぎ
ま
し
た
。
む
か
し
虎
の
門
に
事
務
所
の
あ
っ
た
こ
ろ
、
高
頭
会
長
、

ま
た
世
話
役
は
穂
高
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
茨
木
画
伯
に
非
常
に
ご
厄
介

に
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
晩
翠
軒
、
中
国
料
理
で
し
た
。
三
十
余
名
の
小

集
会
で
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
集
ま
り
は
楽
し
み
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
神
谷
さ
ん
方
の
ご
尽
力
で
閑
談
会

が
い
ま
な
お
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
／
（
中
略
）
医
者
通
い

も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
甚
だ
哀
れ
な
も
の
に
な
り
面
目
も
あ
り
ま
せ
ん
」

し
か
し
佐
藤
さ
ん
の
病
気
が
一
時
よ
く
な
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
翌
年
四

十
六
年
六
月
十
二
日
の
中
屋
健
一
、
斎
藤
桂
、
伊
倉
剛
三
氏
ら
が
世
話
人

と
な
っ
た
第
十
四
回
閑
談
会
に
顔
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
さ
れ
る
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自
一

、
Ｔ
や |卓

故
岩
崎
京
二
郎
氏
は
京
や
ん
の
愛
称
で
、
大
勢
の
山
仲
間
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
七
十
二
年
間
を
山
と
自
然
科
学
に
生
き
た
岳
人
で
、
去
る
昭
和
四

十
六
年
二
月
発
病
し
四
月
に
入
院
後
、
奥
様
の
献
身
的
な
看
病
の
甲
斐
も

な
く
、
秋
風
の
吹
き
始
め
る
初
秋
の
九
月
五
日
、
忽
然
と
そ
の
多
彩
な
生

涯
を
終
ら
れ
ま
し
た
。

（
会
報
三
一
三
号
一
○
頁
）
。
こ
の
会
に
は
今
は
亡
き
武
田
名
誉
会
員
も
出
席

さ
れ
た
の
で
、
私
の
記
憶
に
も
、
は
っ
き
り
残
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
か
ら
半
年
後
の
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
、
佐
藤
さ
ん

は
八
十
歳
で
逝
去
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
閑
談
会
へ
は
か
な
り
の
無
理
を
し

て
出
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
大
智
院
隆
誉
教
雲
芳

園
居
士
と
謎
す
る
。

生
前
山
登
り
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
書
か
れ
た
も
の
も
な
い
だ
け
に
、
古

い
時
代
の
こ
と
を
、
も
っ
と
お
訊
き
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
の
だ

が
、
今
と
な
っ
て
は
、
も
う
そ
れ
も
で
き
な
い
。
ま
た
い
さ
さ
か
仙
骨
を

帯
び
た
、
あ
の
飾
り
気
の
な
い
温
容
に
接
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
謹
ん

で
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

（
望
月
達
夫
）

岩
崎
京
二
郎
氏
（
一
八
九
九
’
一
九
七
一
）

’

日
本
山
岳
会
々
員
と
し
て
は
、
小
集
会
や
年
次
晩
餐
会
で
時
折
り
お
姿

を
お
見
か
け
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
に
こ
に
こ
と
腰
の
低
い
態
度
で
、
誰

に
で
も
愛
想
よ
く
、
明
朗
そ
の
も
の
の
お
話
ぶ
り
は
、
現
在
の
富
士
銀
行

の
前
身
で
あ
る
豊
国
や
昭
和
の
銀
行
時
代
か
ら
、
銀
行
マ
ン
と
し
て
、
永

年
の
生
活
か
ら
に
じ
み
で
た
人
柄
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
二
年
四
月
東
京
に
生
ま
れ
、
日
大
専
門
部
を
終
え
て
、
豊
国

銀
行
に
就
職
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
銀
行
か
ら
富
士
銀
行
と
統
合
改
名
し
た

後
も
優
秀
社
員
と
し
て
残
り
、
各
所
の
支
店
長
代
理
を
経
て
在
籍
二
十
五

年
、
無
欠
勤
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
富
士
銀
行
目
白
の
支
店
長
代
理
を
最
後
に
停
年
退
職
さ

れ
、
以
後
丸
新
フ
ェ
ル
ト
紡
織
株
式
会
社
に
再
就
職
後
十
三
年
勤
務
、
同

四
士
一
年
退
職
後
四
年
間
は
、
気
の
向
く
ま
ま
足
の
向
く
ま
ま
各
地
を
歩

か
れ
ま
し
た
。
年
間
自
分
の
年
齢
だ
け
歩
く
の
を
念
願
と
し
て
、
七
十
二

回
の
山
行
を
達
成
さ
れ
、
留
守
を
守
る
奥
様
の
縁
の
下
の
力
も
ち
の
協
力

が
、
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
計
り
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

故
人
の
山
の
経
歴
は
、
最
初
昭
和
マ
ウ
ン
ト
ク
ラ
ブ
と
い
う
ハ
イ
キ
ン

グ
の
会
の
会
長
と
し
て
指
導
に
当
ら
れ
、
ま
た
一
方
山
小
屋
ク
ラ
ブ
の
主

要
委
員
と
し
て
、
科
学
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
永
年
続
け
ら
れ
、
そ
の
当
時
の

活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
頃
は
昭
年
十
四
、
五
年
の
ハ

イ
キ
ン
グ
華
か
な
り
し
戦
前
、
各
私
鉄
沿
線
の
山
の
開
拓
時
代
、
特
に
小

田
急
沿
線
の
丹
沢
山
塊
に
取
り
く
ま
れ
て
、
物
凄
い
ヤ
ブ
山
で
あ
っ
た
当

時
の
西
丹
沢
山
域
の
踏
査
記
録
な
ど
は
、
岳
界
注
目
に
値
す
る
も
の
で
、
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丹
沢
の
神
様
い
や
パ
イ
オ
ニ
ヤ
と
し
て
、
後
世
に
丹
沢
党
を
生
ん
だ
親
分

と
で
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
頃
執
筆
者
グ
ル
ー
プ
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
・
ヘ
ン
ク
ラ
ブ
と
い
う
集

ま
り
を
、
ハ
イ
キ
ン
グ
誌
の
編
集
者
た
ち
と
計
っ
て
設
立
委
員
と
な
ら
れ

た
岩
崎
氏
は
、
そ
の
他
の
委
員
と
合
同
執
筆
し
て
、
単
行
本
『
丹
沢
山
塊
』
、

『
奥
武
蔵
』
、
『
新
し
き
山
の
旅
』
な
ど
を
次
々
に
刊
行
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ

界
の
指
針
と
し
た
頃
の
熱
情
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
頃
私
は
数
少
な
い
女
性
の
中
で
、
山
の
雑
誌
に
拙
な
い
文
章
を
発

表
し
て
い
た
た
め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
・
ヘ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
に
お
誘
い
を
受
け
、

山
小
屋
ク
ラ
ブ
の
科
学
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
岩
崎
氏

と
共
に
山
行
す
る
機
会
を
得
、
関
東
周
辺
の
自
然
科
学
を
目
的
の
山
行
に

数
多
く
お
供
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
初
期
の
頃
よ
く
お
誘
い
を

受
け
た
の
は
、
当
時
の
武
蔵
野
線
や
東
上
線
沿
線
の
山
域
で
、
毎
日
曜
日

電
鉄
の
旅
客
課
長
や
、
現
在
の
新
ハ
イ
キ
ン
グ
編
集
長
の
沢
田
氏
等
が
招

集
さ
れ
て
未
開
山
地
の
コ
ー
ス
開
拓
や
、
指
導
標
の
建
設
に
協
力
し
た
頃

で
、
今
だ
に
そ
の
当
時
の
思
い
出
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
年
間
五

十
回
以
上
歩
く
好
敵
手
は
岩
崎
氏
で
、
あ
る
年
物
好
き
な
山
仲
間
で
競
い

合
い
、
五
十
四
回
歩
い
た
私
が
一
回
の
差
で
氏
に
勝
ち
、
会
か
ら
山
岳
講

座
一
揃
い
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ラ
イ
バ
ル
が
晩

年
七
十
二
回
の
山
行
で
、
そ
の
時
の
鐸
憤
を
晴
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
若
い
頃
の
昔
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

数
多
く
の
教
え
を
受
け
た
植
物
の
中
で
も
初
冬
の
奥
武
蔵
な
ど
で
、

「
こ
れ
が
む
ら
さ
き
し
き
ぶ
の
実
で
す
よ
」
と
、
に
こ
に
こ
し
て
教
え
て

下
さ
っ
た
時
以
来
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
実
を
山
で
見
る
度
に
、
ふ

と
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

岩
崎
氏
は
若
い
頃
北
ア
ル
プ
ス
そ
の
他
の
高
い
山
へ
も
登
ら
れ
ま
し
た

が
、
や
は
り
自
然
科
学
研
究
が
目
的
で
、
科
学
博
物
館
の
植
物
や
地
質
学

教
室
に
も
熱
心
に
参
加
さ
れ
、
晩
年
は
歴
史
、
民
俗
、
史
蹟
、
城
祉
な
ど

を
訪
ね
る
山
行
に
ま
で
及
び
、
体
力
に
応
じ
た
歩
き
方
を
し
て
、
後
進
の

人
た
ち
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
昔
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
執
筆
者
が
戦
後
再
び
相
集
ま
り
再
起
し

て
作
っ
た
新
ハ
イ
キ
ン
グ
の
取
締
役
委
員
と
な
り
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で

書
き
続
け
、
残
さ
れ
た
文
章
は
数
え
き
れ
な
い
程
沢
山
あ
り
ま
す
。
新
ハ

イ
キ
ン
グ
の
三
羽
鴉
、
小
林
、
沢
田
両
氏
と
共
に
岳
界
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
、
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

氏
は
良
き
先
輩
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
と
共
に
、
良
き
指
導
者
と
し
て
若

い
人
た
ち
に
も
愛
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
山
の
友
情
を
深
め
る
た
め
の
集
い
、

山
俗
会
が
催
さ
れ
ま
す
が
、
氏
の
演
じ
る
黒
田
節
の
剣
舞
に
見
と
れ
た
り
、

酔
う
程
に
連
発
す
る
栖
落
に
笑
わ
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
が
、
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
空
手
や
剣
道
の
免
許
も
あ
り
、
道
場
を
持
ち
た
い
と
い

う
希
望
も
あ
っ
た
と
か
。
そ
の
他
の
特
技
と
し
て
は
卓
球
の
選
手
、
駄
酒

落
の
大
家
な
ど
は
有
名
な
も
の
、
多
趣
味
で
温
厚
誠
実
な
反
面
、
大
の
酒

豪
で
奥
様
の
ご
心
痛
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
そ
の
内
助
の
功
は
大
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、凸

ﾕニ 悼

山
歴

関
東
周
辺
全
山
域
、
特
に
丹
沢
山
塊
、
道
志
山
塊
、
箱
根
、
天
城
、
外
秩
父
、
奥

武
蔵
、
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
。
晩
年
歴
史
、
民
俗
、
史
蹟
、
城
吐
を
探
る
山
行
多
数
。

（
坂
倉
登
喜
子
）

略
歴

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
四
月
十
八
日
東
京
に
生
ま
れ
る

昭
和
三
年
二
月
富
士
銀
行
京
橋
支
店
勤
務

昭
和
四
年
三
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
二
六
）

昭
和
十
一
年
富
士
銀
行
目
白
支
店
長
代
理

昭
和
二
十
九
年
丸
新
フ
エ
ル
ト
紡
織
㈱
会
計
課
長

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
九
月
五
日
逝
去
（
享
年
七
十
二
歳
）

入
院
中
「
病
気
が
癒
っ
た
ら
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
を
眺
め
に
ゆ
き
た
い
」

と
、
奥
様
に
語
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
亡
き
故
人
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

と
の
対
面
の
念
願
を
実
現
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
私
の
せ
め
て
も
の
霊

に
た
む
け
る
心
の
花
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
機
会
を
待
ち
つ
つ
、
哀
悼
の

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

き
な
も
の
だ
っ
た
と
察
し
ら
れ
ま
す
。

｜

’

逸
見
さ
ん
と
私
と
は
学
校
の
先
輩
後
輩
の
間
柄
で
、
逸
見
さ
ん
の
方
が

四
年
先
輩
で
あ
っ
た
。
私
が
立
教
大
学
山
岳
部
入
部
願
を
も
っ
て
、
当
時

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
体
育
館
の
二
階
に
あ
っ
た
部
室
を
尋
ね
て
み
る
と
、
ほ

こ
り
っ
ぽ
い
部
屋
の
片
隅
に
一
人
、
山
の
本
を
静
か
に
読
ん
で
い
た
逸
見

さ
ん
と
の
出
合
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
色
の
黒
い
小
柄
な
物
静
か
な
人
で
、

黒
ぶ
ち
の
丸
い
眼
鏡
が
い
や
に
大
き
く
感
じ
、
鼻
か
ら
少
し
ず
り
落
ち
た

様
子
が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

当
時
（
昭
和
三
年
）
の
学
生
登
山
界
は
、
積
雪
期
の
記
録
的
登
山
を
競
っ

て
い
た
頃
で
あ
っ
た
が
、
逸
見
さ
ん
は
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広

い
範
囲
に
活
躍
し
て
部
の
基
礎
を
つ
く
る
一
方
、
記
録
、
編
集
の
仕
事
に

も
熱
心
で
『
部
報
』
の
発
刊
も
、
逸
見
さ
ん
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
私

と
の
在
部
生
活
は
二
年
程
で
あ
っ
た
が
、
黒
部
川
よ
り
金
木
戸
川
へ
（
昭

和
四
年
七
月
）
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
・
爺
ヶ
岳
（
昭
和
五
年
三
月
）
、
大
沢
小
舎

周
辺
の
山
々
（
同
年
三
月
）
、
御
山
谷
生
活
（
同
年
四
月
）
、
そ
の
他
多
く

の
山
々
で
教
え
を
受
け
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
私
の
山
へ
の
考
え
方
の
基

盤
と
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

本
会
に
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
入
会
し
て
い
る
（
会
員
番
号
二

年
季
坐
＠

逸
見
真
雄
氏
（
一
九
○
七
’
一
九
七
二
）
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六
一
）
。
そ
し
て
昭
和
八
年
に
は
理
事
と
な
り
山
岳
軽
会
報
、
山
小
屋
、
山

日
記
を
担
当
し
、
『
山
岳
』
第
二
十
九
年
一
号
、
三
十
六
年
一
号
及
び
二
号

の
編
集
を
手
が
け
て
い
る
。
私
達
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
逸
見
さ
ん
が
初
め

て
本
会
に
入
会
し
、
一
時
期
は
よ
い
仕
事
を
続
け
て
お
ら
れ
た
の
で
、
堀

田
弥
一
君
、
浜
野
正
男
君
や
私
も
後
輩
と
し
て
本
会
に
入
会
さ
せ
て
も
ら

っ
た
の
に
、
逸
見
さ
ん
の
よ
う
な
有
能
な
人
が
、
何
故
か
会
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
い
・
逸
見
さ
ん
は
総
て
に
内
向
的

で
表
面
に
出
る
こ
と
は
人
に
譲
っ
て
、
一
人
コ
ッ
コ
ッ
地
味
な
努
力
を
し

て
い
る
こ
と
を
好
む
性
格
の
持
主
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
達
の

ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
遠
征
計
画
に
も
熱
心
な
協
力
は
あ
っ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
参
加
は
自
ら
避
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
何
故

で
あ
っ
た
か
は
、
聞
く
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
な
ら
な
い
・

社
会
生
活
も
五
十
二
歳
の
若
さ
で
退
い
て
か
ら
、
不
幸
に
も
脳
溢
血
、

肺
炎
、
結
核
と
病
魔
は
逸
見
さ
ん
を
襲
っ
た
。
長
く
続
い
た
闘
病
生
活
の

間
、
何
回
か
便
り
を
出
し
て
も
音
沙
汰
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
後
で
御

遺
族
の
方
か
ら
伺
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ひ
ど
い
自
閉
症
に
な
っ
て
お
ら

れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
病
院
か
ら
自
宅
療
養
、
そ
し
て
又
入
院
の
生
活

を
操
返
し
て
居
ら
れ
た
が
、
そ
の
問
は
読
書
と
散
歩
と
植
木
に
没
頭
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
植
木
も
野
草
の
地
味
な
も
の
を
好
ん
で
い
た
そ

う
で
逸
見
さ
ん
ら
し
い
と
思
う
。
何
時
も
変
ら
ぬ
穏
や
か
な
逸
見
さ
ん
に

は
別
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
て
な
く
、
さ
す
が
の
山
仲
間
か
ら
さ
え
潭
名
の
つ

ま
あ

け
よ
う
も
な
い
の
で
、
「
逸
見
さ
ん
」
と
か
「
真
ち
ゃ
ん
」
と
か
親
し
ま
れ

立
山
・
劔
よ
り
小
黒
部
・
鹿
島
槍
方
面

劔
岳
八
シ
峯

奥
秩
父
釜
の
沢
糊
行

楢
俣
川
よ
り
至
仏
山
（
単
独
行
）

薬
師
岳

て
い
た
・
小
柄
の
身
体
か
ら
は
み
出
る
よ
う
な
白
い
特
大
の
リ
ュ
ッ
ク
を

背
に
、
急
峻
な
雪
渓
を
直
登
す
る
動
的
な
姿
、
ま
た
渓
流
を
眺
め
な
が
ら

パ
イ
プ
の
紫
煙
を
追
う
静
的
な
逸
見
さ
ん
の
姿
は
、
四
十
年
前
と
は
思
え

ぬ
程
、
私
の
脳
裡
に
ハ
ッ
キ
リ
と
焼
き
つ
い
て
い
る
。
私
達
の
よ
き
先
輩

と
し
て
、
ま
た
本
会
の
会
員
と
し
て
も
惜
し
い
人
を
失
っ
た
と
思
う
。
故

人
の
霊
が
久
遠
に
山
に
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

略
歴

明
治
四
十
年
二
月
十
五
日
札
幌
市
北
三
条
西
十
五
丁
目
に
出
生

大
正
十
三
年
札
幌
第
二
中
学
校
卒
業
（
第
九
期
生
）

昭
和
六
年
立
教
大
学
商
学
部
卒
業

同
年
豊
年
製
油
株
式
会
社
に
入
社

昭
和
三
十
五
年
凸
版
紙
器
工
業
株
式
会
社
に
入
社

昭
和
三
十
六
年
－
昭
和
四
十
七
年
脳
溢
血
、
肺
炎
、
結
核
の
た
め
入
院
加
療

昭
和
四
十
七
年
六
月
二
十
八
日
逝
去

主
た
る
山
歴

札
幌
二
中
時
代
山
岳
旅
行
部
に
属
し
、
坂
本
直
行
氏
、
徳
永
正
雄
氏
等
と
活
躍
、

同
校
部
報
『
ヌ
タ
ッ
ク
』
一
号
及
び
二
号
に
記
録
掲
載
。

昭
3 3 3 3 3
● ● ● ｡ ●

12 11 9 7 7

月
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大島堅造氏

KenzoOhshima

（1887～1971）

袋 一 平氏

ippei Fukuro

（1897～1971）



永原輝雄氏

TeruoNagahara

（1898～1970)

水田健之輔氏

KennosukeMizuta

（1897～1972）



i；

入沢文明氏

Bunmei lrisawa

（1902--1971）

瀞

熱

手塚英信氏

HidenobuTezuka

(1940～1971)



千々岩 玄氏

Fukashi Chijiiwa

（1942～1971）

鑑

ざ
成田潔思氏

KiyoshiNarita

（1941～1970）



黒
部
五
郎
小
舎
を
中
心
と
し
て

塩
見
・
悪
沢
・
赤
石
・
聖
・
加
々
森
山

黒
部
川
よ
り
金
木
戸
川
へ

秩
父
行
（
単
独
行
）

三
国
峠
・
清
津
川
・
白
砂
山

秩
父
行
（
単
独
行
）

甲
斐
駒
・
鳳
凰
山

五
竜
岳
・
唐
松
岳

鹿
島
槍
ヶ
岳

鹿
島
槍
ヶ
岳
・
爺
ヶ
岳

大
沢
小
舎
付
近
の
山
々

御
山
谷
生
活

乗
鞍
よ
り
笠
・
槍
・
穂
高

針
ノ
木
・
立
山
・
劔

黒
部
別
山
・
黒
部
川
・
奥
の
ダ
ル
沢
洲
行

カ
ク
ネ
里
・
五
竜
岳
・
白
馬
岳

爺
ヶ
岳

八
ヶ
岳
（
単
独
行
）

仙
丈
岳

乗
鞍
岳

鹿
島
槍
ケ
岳
と
爺
ケ
岳
越
え

昭
和
五
年
三
月
（
一
九
三
○
）
日
本
山
岳
会
入
会
、

悼
昭
和
八
年
十
月
理
事
（
山
岳
・
会
報
・
山
小
屋

昭
和
九
年
’
十
年
同
（
会
報
編
輯
担
当
）

昭
和
十
六
年
二
月
幹
事

追

昭
４
．
３
月

４
．
７

４
．
７

４
．
８

４
．
９

４
．
ｍ

４
．
ｍ

４
．
⑫

４
。
⑫

Ｐ
ｈ
Ｊ
●
ｎ
毛
〉

《
俺
Ｊ
●
〔
式
ｕ

Ｐ
ｈ
Ｕ
●
４
４
《

Ｐ
ｈ
Ｊ
①
庁
ｊ

戸
局
Ｊ
●
戸
Ｊ
■
Ⅱ

一
ｈ
Ｊ
。
【
〃
０

戸
ｈ
Ｕ
甲
ハ
パ
）

貝
⑩
。
（
ｕ
）

５
．
ｍ

５
・
ｕ

５
・
岨

５
．
理

会
員
番
号
二
六
一
番

山
日
記
担
当
）

（
小
原
勝
郎
）

〃
八
○
キ
ロ
の
巨
体
の
貫
禄
で
、
リ
マ
で
は
在
留
邦
人
の
歓
迎
会
や
税

関
と
の
交
渉
な
ど
一
手
に
引
き
受
け
、
山
へ
入
っ
て
は
Ｂ
Ｃ
の
留
守
番
役
。

ス
キ
あ
ら
ぱ
か
っ
ぱ
ら
お
う
と
い
う
イ
ン
デ
ィ
オ
を
、
唯
一
つ
覚
え
た
ス

ペ
イ
ン
語
「
ム
チ
ャ
ス
・
グ
ラ
シ
ア
ス
」
（
有
難
う
）
の
一
語
で
お
っ
ぱ
ら

っ
て
し
ま
っ
た
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
馬
上
の
姿
が
正
に
ヘ
ッ
フ
ェ
（
隊
長
）

殿
で
あ
っ
た
。
〃
と
は
長
野
県
山
岳
協
会
ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
報
告

書
に
載
っ
た
村
井
隊
長
紹
介
の
言
葉
で
あ
る
が
、
正
に
彼
の
面
目
躍
如
た

る
さ
ま
を
言
い
尽
し
て
い
る
の
に
、
更
め
て
感
無
量
の
思
い
を
し
て
い
る

次
第
で
あ
る
。

彼
は
中
学
の
と
き
か
ら
同
郷
の
馬
場
忠
三
郎
先
輩
の
山
と
ス
キ
ー
の
お

弟
子
さ
ん
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
の
春
明
治
大
学
に
入
学
、
初
め
て
山
岳

部
の
室
へ
来
た
時
も
、
よ
く
締
っ
た
肥
満
型
の
元
気
溌
刺
と
し
た
若
者
で
、

入
部
し
て
間
も
な
く
「
ポ
ン
ジ
」
と
あ
だ
名
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
。

部
員
と
し
て
の
彼
は
、
実
に
意
欲
的
に
山
行
を
し
て
い
た
。
特
に
昭
和

七
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
は
、
南
ア
ル
プ
ス
に
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
歩

き
回
り
、
新
し
い
ル
ー
ト
を
開
拓
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
事
情
が
あ
っ
て

村
井
栄
一
氏
二
九
二
’
一
九
七
一
）
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明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
四
日
長
野
県
上
田
市
に
生
れ
る
。

昭
和
五
年
三
月
上
田
市
立
中
学
校
卒
業
。
中
学
三
年
よ
り
ス
キ
ー
、
登
山
を
始
め

る
。

同
年
四
月
明
治
大
学
専
門
部
商
科
入
学
、
体
育
会
山
岳
部
入
部
。

昭
和
六
年
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
三
三
五
番
）
。
一
時
会
籍
を
離
れ
た

が
、
昭
和
三
十
六
年
復
活
会
員
と
な
る
。

昭
和
十
二
年
三
月
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
。
大
阪
寿
重
工
業
（
株
）
入
社
、

部
活
動
を
退
い
た
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
Ｏ
Ｂ
会
で
あ

る
炉
辺
会
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
に
よ
る
ア
ー
ル
ベ
ル
グ
・
ス
キ
ー
術
の
日
本
に
お
け
る
開
拓
者
の
一
人

で
あ
る
馬
場
先
輩
の
指
導
を
受
け
て
、
引
続
き
ス
キ
ー
に
専
念
し
、
戦
後

ス
キ
ー
・
ク
ラ
ブ
、
ス
キ
ー
学
校
等
を
設
立
し
、
相
変
わ
ら
ず
指
導
に
意

欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

昭
和
四
十
四
年
五
月
病
気
に
か
か
り
東
京
順
天
堂
病
院
に
入
院
し
、
手

術
（
胃
が
ん
）
を
受
け
、
一
時
小
康
を
得
た
が
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月

九
日
病
再
発
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

彼
の
死
後
、
夫
人
の
お
手
紙
に
よ
り
、
か
つ
て
は
あ
れ
程
山
に
執
念
を

燃
や
し
て
い
た
彼
が
、
一
人
息
子
の
登
山
を
嫌
い
、
山
の
話
は
し
た
が
ら

ず
、
家
に
は
山
の
道
具
は
一
つ
も
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
何

事
に
も
徹
底
し
た
彼
の
性
格
を
更
め
て
懐
し
く
思
う
と
と
も
に
、
彼
の
冥

福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。
（
一
九
七
二
年
十
二
月
記
）

略
歴

昭
和
四
年
八
月

昭
和
五
年
六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

昭
和
六
年
一
月

一
月
’
三
月

四
月

五
月

六
月

京
都
に
住
む
。

昭
和
十
三
年
’
十
六
年
宇
都
宮
連
隊
入
隊
、
中
支
派
遣
土
橋
部
隊
本
部
付
に
て
杭

州
で
宣
撫
工
作
に
あ
た
る
。

昭
和
二
十
一
年
以
降
高
等
学
校
の
教
科
書
関
係
の
仕
事
に
つ
く
。

昭
和
三
十
二
年
郷
里
上
田
市
に
帰
り
、
東
京
神
田
の
（
株
）
大
修
館
書
店
に
勤
務
。

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
・
ス
キ
ー
・
ク
ラ
ブ
設
立
、
名
誉
会
長
、

衷
扉
都
ス
キ
ー
指
導
員
会
参
与
。

昭
和
四
十
年
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ー
・
エ
ム
・
ス
キ
ー
・
ス

ク
ー
ル
設
立
、
長
野
県
細
野
で
開
校
。

昭
和
四
十
一
年
長
野
県
山
岳
協
会
副
会
長
。

昭
和
四
十
二
年
上
田
山
岳
会
会
長
。

昭
和
四
十
四
年
五
月
東
京
順
天
堂
病
院
に
入
院
、
手
術
（
冑
が
ん
）
を
受
け
る
。

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
九
日
病
死
。

山
歴

前
穂
高
岳
ｌ
奥
又
白
谷
下
降
。
乗
鞍
岳
。

三
シ
峠
岩
登
り
二
回
。

劔
岳
、
白
兀
山
、
赤
谷
山
縦
走
。

烏
帽
子
岳
Ｉ
笠
ヶ
岳
縦
走
。

菅
平
四
阿
山
屏
風
岩
岩
登
り
。

神
津
牧
場
行
。
甲
斐
駒
ヶ
岳
ｌ
鳳
凰
山
縦
走
。

乗
鞍
岳
。

菅
平
猫
岳
ス
キ
ー
行
。

北
ア
立
山
。

三
シ
峠
岩
登
り
。
丹
沢
。
東
北
船
形
山
。

八
ケ
岳
。
菅
平
。
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悼迫

八
月

九
月

十
月

昭
和
七
年
一
月

二
月

三
月

四
月

六
月

七
月

十
月
槍
ケ
岳
１
大
喰
岳
。
南
ア
東
岳
ｌ
赤
石
岳
ｌ
大
沢
岳
。

十
二
月
南
ア
遠
山
川
ｌ
聖
岳
ｌ
大
沢
岳
ｌ
福
川
Ｉ
小
渋
川
縦
走
。
関
温
泉

ス
キ
ー
合
宿
。

昭
和
八
年
一
月
菅
平
四
阿
山
。
飯
山
ス
キ
ー
行
。

二
月
上
越
清
水
、
割
引
山
ス
キ
ー
行
。

三
月
’
四
月
菅
平
ス
キ
ー
行
。
槍
ケ
岳
Ｉ
奥
穂
高
縦
走
。

五
月
乗
鞍
岳
。

七
月
’
八
月
北
ア
燕
岳
Ｉ
西
岳
’
一
ノ
俣
・
南
ア
賀
々
良
沢
湖
行
賀
々
森
山
、

諸
河
内
沢
下
降
。
奥
燕
沢
湖
行
上
河
内
岳
、
茶
臼
岳
、
前
燕
沢
下

降
。
西
沢
洲
行
聖
岳
、
奥
聖
岳
、
赤
石
岳
、
荒
川
岳
、
三
伏
峠
縦

走
。
北
ア
常
念
岳
Ｉ
大
滝
山
縦
走
。

九
月
菅
平
四
阿
山
岩
登
り
、
菅
平
ロ
ー
ン
・
ス
キ
ー
行
。

十
月
横
須
賀
内
海
サ
ン
ド
・
ス
キ
ー
行
。
南
ア
三
峰
川
湖
行
、
仙
丈
岳

Ｉ
地
蔵
峠
Ｉ
市
野
瀬
。

十

二十 九八
月月月月

西
穂
高
、
前
穗
北
尾
根
、
奥
穂
高
岳
。

菅
平
四
阿
山
屏
風
岩
岩
登
り
。

南
ア
鋸
岳
、
駒
ケ
岳
。

菅
平
猫
岳
ス
キ
ー
行
。
八
ヶ
岳
硫
黄
、
横
岳
山
行
。

蔵
王
、
五
色
家
形
山
ス
キ
ー
行
。

上
越
柄
沢
山
、
セ
ツ
小
屋
山
、
巻
機
山
。

菅
平
猫
岳
、
四
阿
山
ス
キ
ー
行
。

茂
倉
岳
ｌ
谷
川
岳
縦
走
。
三
シ
峠
岩
登
り
。

南
ア
遠
山
川
Ｉ
西
沢
糊
行
聖
岳
、
東
谷
、
兎
岳
ｌ
大
沢
渡
ｌ
北
又

菅
平
猫
岳
。

沢
下
降
。

穂
高
明
神
岳
。

（
以
上
明
治
大
学
山
岳
部
部
報
『
炉
辺
』
五
・
六
号
に
よ
る
）

昭
和
三
十
三
年
以
降
北
ア
・
立
山
、
白
馬
鑓
、
八
ヶ
岳
。
と
と
も
に
毎
年
夏
ス
キ

ー
行
。

昭
和
四
十
二
年
長
野
県
山
岳
協
会
。
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
（
ネ
尋
ハ
ド
・

ワ
ン
ッ
ァ
ン
南
峰
登
頂
、
サ
ン
タ
ク
ル
ス
・
ノ
ル
テ
西
壁
登

頂
）
に
隊
長
と
し
て
参
加
。

（
藤
井
運
平
）

大
島
さ
ん
が
主
宰
さ
れ
て
、
昭
和
十
一
年
住
友
山
岳
会
編
著
の
『
近
畿

の
山
と
谷
』
（
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
）
を
開
く
と
第
一
に
、

一
、
自
然
に
親
愛
し
て
敬
虐
な
れ

一
、
火
気
を
倣
戒
し
て
細
心
な
れ

一
、
天
然
の
保
勝
浄
化
に
專
意
な
れ

こ
の
巻
頭
語
を
実
践
し
て
自
然
を
愛
し
、
山
火
事
防
止
（
当
時
阪
神
地

方
岳
徒
の
習
練
道
場
だ
っ
た
六
甲
山
の
山
火
事
は
、
毎
年
何
度
と
な
く
発

生
し
た
）
、
山
を
傷
つ
く
る
な
、
と
諭
さ
れ
て
慎
重
な
登
山
を
会
員
に
大
島

さ
ん
は
奨
め
ら
れ
た
。
氏
の
登
山
は
実
に
慎
重
敬
虐
で
、
万
々
一
事
故
で

も
起
し
た
ら
銀
行
や
家
族
に
申
訳
け
な
い
と
、
常
に
そ
の
お
心
構
え
で
あ

っ
た
・
だ
か
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
行
な
ど
に
は
、
必
ず
高
名
な
ガ
イ
ド
を
二
、

大
島
堅
造
氏
（
一
八
八
七
’
一
九
七
一
）

’

’
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三
名
以
上
同
行
せ
し
め
た
。
そ
し
て
愛
さ
れ
て
伴
わ
れ
た
人
達
は
、
大
町

で
ん
と
う

の
伝
刀
林
蔵
、
桜
井
一
夫
兄
弟
、
芦
峅
の
佐
伯
平
蔵
、
同
宗
作
、
同
和
一
、

な
ど
の
諸
氏
で
あ
っ
た
。

あ
る
年
の
晩
秋
、
新
雪
ま
だ
ら
な
木
曽
駒
へ
お
伴
し
た
と
き
、
大
阪
か

ら
上
松
に
着
く
と
、
大
町
の
ガ
イ
ド
が
す
で
に
待
っ
て
い
る
の
に
び
っ
く

り
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
島
さ
ん
が
招
い
て
置
い
た
の
で
あ
る
。

御
著
書
『
山
の
古
典
と
共
に
』
の
巻
頭
に
「
こ
の
書
を
テ
ニ
ア
ン
で
戦

死
し
た
次
男
大
島
欣
二
の
霊
に
捧
ぐ
」
と
あ
る
。
欣
二
さ
ん
も
山
好
き
で

よ
く
父
君
と
、
ま
た
友
人
た
ち
と
登
山
し
た
。
慎
重
な
大
島
さ
ん
は
万
全

を
期
し
て
、
甲
南
高
校
（
旧
制
）
１
京
大
山
岳
部
の
ベ
テ
ラ
ン
伊
藤
恵

氏
（
後
年
北
京
で
客
死
）
が
補
導
役
を
嘱
さ
れ
常
々
同
行
、
コ
ー
チ
を
兼

ね
た
。四

十
余
年
前
の
こ
と
、
毎
日
曜
日
住
友
山
岳
会
員
と
六
甲
山
へ
登
ら
れ

た
が
、
昼
頃
に
な
る
と
ご
持
参
の
ス
コ
ッ
チ
を
（
ご
自
身
は
酒
も
煙
草
も

嗜
ま
れ
な
じ
同
行
者
に
渡
し
て
一
人
下
山
さ
れ
た
。
わ
け
を
お
伺
い
す

る
と
、
今
年
は
厄
年
だ
か
ら
自
重
し
て
半
日
登
山
で
帰
る
と
申
さ
れ
た
。

こ
こ
に
も
謹
厳
慎
重
さ
が
う
か
が
え
る
。

高
名
な
登
山
家
に
な
っ
た
方
々
が
山
を
志
し
た
動
機
に
つ
い
て
、
「
大

岳
の
偉
容
に
打
た
れ
て
」
と
か
「
あ
る
名
著
に
感
激
し
て
」
と
か
よ
く
承

る
が
、
大
島
さ
ん
の
山
好
き
は
、
ご
生
地
が
東
上
州
で
朝
な
夕
な
、
西
北

方
に
赤
城
の
連
峰
、
西
に
噴
煙
を
た
な
び
か
す
浅
間
山
ま
た
荒
船
山
、
北

方
に
日
光
男
体
山
、
南
遠
く
秩
父
連
山
、
秋
冬
の
晴
れ
た
日
な
ど
に
は
雪

を
頂
く
秀
麗
な
富
士
山
の
姿
も
、
秩
父
の
山
越
え
に
見
え
た
。
そ
の
平
野

に
育
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
と
よ
く
承
っ
た
。

そ
れ
か
ら
「
一
日
に
二
マ
イ
ル
歩
け
ば
医
師
に
用
事
は
な
い
」
、
「
き
れ

い
な
空
気
に
勝
る
良
薬
は
な
い
」
と
い
う
外
国
の
格
言
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

「
山
の
不
動
の
姿
を
愛
し
自
己
人
格
の
形
成
の
土
台
に
す
る
」
と
、
毎
日

曜
か
か
す
こ
と
な
く
、
遠
く
ま
た
近
く
の
山
々
を
実
に
よ
く
歩
か
れ
た
。

特
別
多
忙
な
職
席
に
あ
り
、
ま
た
驚
く
ば
か
り
の
勉
強
を
な
さ
る
お
方
が

よ
く
も
、
か
く
歩
け
た
も
の
と
誰
も
が
驚
嘆
し
た
。

「
私
が
は
じ
め
て
リ
ュ
ッ
ク
を
手
に
し
た
の
は
、
住
友
銀
行
の
先
輩
国

府
精
一
氏
が
ド
イ
ツ
留
学
の
帰
途
、
ス
イ
ス
か
ら
み
や
げ
に
求
め
て
き
て

く
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ま
で
は
黒
い
も
め
ん
の
筒
形
の
物
入
れ
を
作
り
、

一
方
を
閉
じ
て
弁
当
な
ど
を
入
れ
て
胸
で
両
端
を
結
ん
で
い
た
。
」
（
『
山
の

古
典
と
共
に
』
）
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
ず
い
分
お
若

い
時
か
ら
の
登
山
家
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

少
年
の
大
島
さ
ん
は
非
常
な
秀
才
で
、
東
京
府
立
一
中
（
現
日
比
谷
高

校
）
時
代
に
は
谷
崎
潤
一
郎
氏
と
並
称
さ
れ
た
と
承
る
。
東
京
商
大
ニ

ッ
橋
）
を
卒
え
住
友
銀
行
に
奉
職
後
も
親
交
を
重
ね
、
谷
崎
氏
が
来
阪
さ

れ
た
と
き
、
お
二
人
で
天
ぷ
ら
を
た
べ
て
食
あ
た
り
し
て
遂
に
一
日
欠
勤

さ
れ
た
。

入
行
以
来
、
公
休
の
外
は
一
日
も
休
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
の
欠
勤
が
た

だ
一
つ
の
も
の
だ
っ
た
と
、
後
年
山
で
焚
火
を
囲
ん
だ
と
き
な
ど
よ
く
拝

聴
し
た
。
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大
島
さ
ん
は
四
十
を
超
え
た
お
年
で
「
チ
ー
ズ
と
ク
ラ
ッ
カ
ー
か
ら
な

る
非
常
食
二
日
分
と
、
着
替
の
肌
着
な
ど
を
ル
ッ
ク
に
つ
め
て
携
行
し
た

（
北
ア
ル
プ
ス
行
）
。
そ
の
目
方
は
約
六
貫
匁
（
翠
・
５
キ
ロ
）
と
な
っ
た

が
、
こ
れ
ば
か
り
は
い
つ
も
自
分
で
背
負
い
、
ガ
イ
ド
に
は
渡
さ
な
か
っ

た
」
（
『
山
の
古
典
と
共
に
』
）
の
強
壮
ぶ
り
を
示
さ
れ
た
。

住
友
で
の
登
山
先
輩
に
今
村
幸
男
氏
（
住
友
信
託
会
長
）
、
国
府
精
一
氏

（
住
友
生
命
専
務
）
あ
り
、
ま
た
別
宮
貞
俊
氏
（
日
本
山
岳
会
々
長
、
住

友
電
工
社
長
）
も
い
た
。
大
島
さ
ん
の
感
化
で
か
、
川
田
順
氏
（
住
友
本

社
理
事
、
歌
人
）
も
立
山
な
ど
に
登
ら
れ
た
。
住
友
山
岳
会
員
は
こ
と
ご
と

く
門
下
生
み
た
い
な
も
の
、
住
友
部
外
の
岳
友
で
は
藤
木
九
三
氏
、
西
岡

一
雄
氏
、
足
立
源
一
郎
画
伯
、
百
瀬
慎
太
郎
氏
（
大
町
対
山
館
主
）
な
ど

が
特
に
お
親
し
か
っ
た
。

昭
和
六
年
、
小
島
烏
水
氏
（
当
時
横
浜
正
金
銀
行
桑
港
支
店
長
）
を
桑

港
正
金
に
訪
れ
て
初
対
面
。
ま
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
と
も
文

通
を
交
し
、
サ
イ
ン
入
り
の
写
真
を
贈
ら
れ
た
。
そ
の
写
真
は
日
本
山
岳

会
本
部
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

「
私
が
盛
ん
に
登
山
し
た
こ
ろ
、
老
人
組
で
日
本
ア
ル
プ
ス
に
行
か
れ

た
方
に
三
菱
本
社
総
理
事
江
口
定
条
氏
、
元
古
河
組
総
理
事
中
島
久
万
吉

男
爵
が
あ
る
：
。
：
．
。
ま
た
元
日
銀
総
裁
結
城
豊
太
郎
氏
な
ど
盛
ん
に
登
ら

悼
れ
た
…
…
・
」
（
『
山
の
古
典
と
共
に
』
に
よ
る
）
財
界
超
一
流
の
お
歴
々
で
あ

る
。

追
大
島
さ
ん
の
山
歴
は
大
正
四
、
五
年
に
始
ま
り
登
山
年
齢
五
十
余
年
、

六
甲
に
始
り
六
甲
に
終
っ
た
。
戦
後
も
よ
く
一
人
お
歩
き
の
姿
を
六
甲
で

お
見
か
け
申
し
上
げ
た
。

屋
後
（
御
影
町
）
の
山
（
六
甲
）
に
始
り
近
畿
の
山
々
ｌ
比
良
山
系
、

大
峰
山
系
の
諸
峰
、
鈴
鹿
山
脈
な
ど
ｌ
で
山
歩
き
を
重
ね
、
昭
和
二
年

七
月
（
そ
の
八
月
に
は
秩
父
宮
殿
下
槍
穂
高
に
登
ら
る
）
佐
伯
平
蔵
を
ガ

イ
ド
頭
に
立
山
ｌ
針
ノ
木
行
で
始
め
て
北
ア
ル
プ
ス
踏
破
、
翌
三
年
に

は
穂
高
縦
走
、
つ
づ
い
て
後
立
縦
走
、
爾
来
第
二
次
大
戦
の
期
間
を
除
い

て
、
毎
夏
或
は
秋
必
ず
北
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
た
。

大
島
さ
ん
は
赤
倉
の
別
荘
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
た
が
、
氷
雪
期
の
登

山
は
お
や
り
に
な
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
四
月
の
針
ノ
木
行
が
最
も
早

期
の
登
肇
だ
っ
た
と
思
う
。

昭
和
六
年
、
住
友
山
岳
会
々
長
。

昭
和
九
年
、
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
五
五
五
番
（
紹
介
者
は

別
宮
貞
俊
・
中
原
繁
之
助
の
両
氏
）
。

昭
和
六
年
、
住
友
山
岳
会
は
東
六
甲
水
無
谷
に
山
小
屋
を
持
っ
た
。
一

階
歓
談
室
兼
食
堂
、
二
階
寝
室
、
当
時
と
し
て
は
贄
沢
な
も
の
だ
っ
た
。

借
し
む
く
し
こ
の
小
屋
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
で
流
砂
に
完
没
放
棄
さ

れ
た
。
昭
和
十
一
年
表
六
甲
御
多
福
山
に
再
建
。
共
に
会
員
の
訓
練
道
場

と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
新
進
育
成
の
場
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
効
果
が

あ
っ
た
か
計
り
知
れ
な
い
・
前
者
は
幽
す
い
な
谷
合
に
あ
り
登
山
者
の
目

に
殆
ど
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
後
者
は
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
で
多
く
の
登
山

者
を
羨
望
せ
し
め
た
。
両
者
と
も
物
心
両
面
、
大
島
さ
ん
の
御
援
助
に
よ
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り
出
来
た
も
の
で
、
全
会
員
均
し
く
感
謝
を
捧
げ
て
い
た
。
そ
の
訓
練
育

成
の
功
は
氏
の
山
歴
に
加
え
て
特
記
し
た
い
と
思
う
。

海
外
の
山
行
で
は
米
、
瑞
に
い
く
度
も
行
か
れ
、

一
九
一
二
年
瑞
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
至
る
・
そ
の
と
き
ア
ル
プ
ス
に
遊
ぶ
。

一
九
二
八
年
米
マ
ウ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
。

一
九
三
五
年
米
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
峰
。

一
九
三
六
年
米
テ
ュ
オ
ラ
ー
メ
ン
高
原
（
二
、
七
’
八
○
○
メ
ー
ト

ル
級
）
。

一
九
五
二
年
瑞
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
撮
影
行
。

ブ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
大
島
さ
ん
の
名
は
余
り
に
有
名
で
、

語
学
の
天
才
と
い
わ
れ
た
氏
（
七
ヵ
国
語
を
自
由
に
す
る
と
い
う
）
は
、

多
年
に
わ
た
り
収
蔵
さ
れ
た
内
外
の
稀
観
を
こ
と
ご
と
く
精
読
通
読
、
山

で
よ
く
有
益
な
話
を
お
聞
か
せ
願
っ
た
。
昭
和
十
年
七
月
、
大
阪
堂
ビ
ル

に
在
っ
た
情
交
社
に
、
日
本
山
岳
会
本
部
の
お
歴
々
を
迎
え
て
の
関
西
支

部
の
集
会
で
講
演
さ
れ
た
「
古
代
欧
州
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
を
拝
聴
し
、

か
く
纒
め
る
と
平
素
山
で
断
片
的
に
承
る
の
と
違
い
、
新
た
な
感
激
を
覚

え
、
そ
の
博
覧
と
強
記
に
思
わ
ず
た
め
息
を
つ
い
た
。
岳
耆
の
外
に
山
岳

画
も
愛
さ
れ
、
邸
宅
の
廊
下
な
ど
で
沢
山
の
名
画
を
拝
見
し
た
。

大
島
さ
ん
は
優
れ
た
銀
行
家
で
あ
る
と
共
に
国
際
的
に
知
名
の
国
際
金

融
、
世
界
経
済
、
外
国
為
替
の
権
威
で
あ
る
こ
と
は
遍
く
知
ら
れ
て
い
る
。

学
者
と
し
て
は
戦
前
、
彦
根
高
商
（
滋
賀
大
学
）
講
師
。
戦
後
、
甲
南

大
学
教
授
。

ま
た
大
蔵
省
、
日
銀
顧
問
。

一
九
三
六
年
七
月
、
米
政
府
主
催
の
太
平
洋
問
題
調
査
会
（
Ｉ
・
Ｐ
。

Ｒ
）
に
出
席
、
以
来
数
々
の
国
際
会
議
に
招
か
れ
て
い
る
。
戦
後
、

○
大
阪
倶
楽
部
に
お
い
て
「
世
界
経
済
の
動
き
に
つ
い
て
」
の
毎
月
一
回

の
講
演
、
晩
年
ま
で
続
く
。

○
日
本
貿
易
会
に
お
け
る
月
一
回
の
講
演
を
継
続
。

○
日
本
経
済
新
聞
に
昭
和
二
十
八
年
’
四
十
年
頃
ま
で
世
界
経
済
の
動
向

を
主
題
に
毎
週
論
説
を
褐
ぐ
。

そ
の
他
国
際
経
済
学
者
と
し
て
の
数
々
の
真
価
を
示
さ
れ
た
。

病
を
得
て
住
友
病
院
入
院
中
も
筆
を
と
ら
れ
た
と
伝
う
。
畢
生
の
作
と

し
て
心
血
を
そ
そ
が
れ
た
「
戦
後
の
為
替
理
論
」
は
概
ね
脱
稿
、
七
二
年

春
刊
行
（
東
洋
経
済
よ
り
出
版
予
定
と
伝
え
聞
く
）
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
完
成
を
見
ず
の
ご
長
逝
は
お
心
残
り
と
拝
察
さ
れ
る
。

別
な
ご
趣
味
に
「
ま
た
、
蜜
蜂
の
飼
育
が
お
好
き
で
、
つ
い
二
、
三
年

前
ま
で
朝
な
夕
な
網
を
か
ぶ
っ
て
ご
自
身
で
お
世
話
を
し
て
お
ら
れ
た
。

あ
の
謹
厳
な
風
貌
に
ひ
き
比
べ
、
ま
こ
と
微
笑
し
い
想
が
い
た
し
ま
す
」

（
住
友
社
内
報
『
銀
泉
』
よ
り
）
。

・
外
国
為
替
講
話
（
大
正
十
四
年
、
大
阪
織
物
同
業
組
合
で
の
講
義
に
加
筆
さ
れ
て

出
版
）

・
最
近
の
為
替
と
国
際
金
融
（
昭
和
十
年
）

，
大
島
さ
ん
が
主
宰
さ
れ
て
住
友
山
岳
会
編
著
の

主
な
著
書
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追 悼

ポ
ケ
ッ
ト
版
近
畿
の
山
と
谷
（
昭
七
年
）

増
補
改
訂
版
″
（
昭
十
一
年
）

・
国
際
金
融
の
諸
問
題
（
昭
二
十
六
年
）

・
一
銀
行
家
の
回
想
（
昭
三
十
八
年
）

・
春
風
秋
雨
八
十
年
ｌ
非
売
品
と
し
て
刊
行
、
知
友
に
贈
ら
る
（
昭
四
十
二
年
）

・
山
の
古
典
と
共
に
（
昭
四
十
五
年
）

略
歴

明
治
二
十
年
一
月
十
一
日
群
馬
県
新
田
郡
大
島
村
（
現
太
田
市
）
に
て
姓
氏
村

名
を
冒
す
名
家
の
四
男
に
生
る
。

衷
尿
府
立
一
中
（
現
日
比
谷
高
校
）
卒
業
。
兎
扉
商
大
（
一
シ
橋
）
へ
進
学
、
明

治
四
十
二
年
卒
業
。
住
友
銀
行
入
社
（
明
治
四
十
二
年
七
月
）
。
紐
育
支
店
Ｉ
本
店
支

配
人
を
経
て
常
務
・
専
務
、
銀
行
在
職
三
十
四
年
間
。
昭
和
十
八
年
、
住
友
本
社
監

事
。

戦
後
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
（
阪
急
）
取
締
役
、
日
本
経
済
新
聞
社
々
友
。

叙
勲
勲
四
等
。

逝
去
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
。
享
年
八
十
五
歳
。

葬
送
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
。
於
、
西
宮
市
本
町
下
正
念
寺
。

法
名
慈
導
院
泰
堅
冥
羽
居
士
。

墳
螢
東
京
小
石
川
護
国
寺
。

（
松
井
久
之
助
）

袋
さ
ん
を
知
っ
た
の
は
無
論
戦
前
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
の
頃
か
今
と
な

っ
て
は
さ
だ
か
で
な
い
。
多
分
同
氏
が
昭
和
十
六
年
六
月
に
『
霧
氷
圏
』

と
い
う
紀
行
随
想
集
を
出
さ
れ
た
頃
か
と
思
う
。
袋
さ
ん
は
そ
の
時
代
さ

か
ん
に
山
登
り
や
ス
キ
ー
行
を
や
っ
て
い
て
、
当
時
の
『
山
と
渓
谷
』
誌

な
ど
に
屡
々
寄
稿
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
本
も
た
し
か
そ
れ
ら
が
基
に
な

っ
て
い
た
か
と
記
憶
す
る
。
ま
た
『
山
岳
』
第
三
七
年
第
一
号
に
載
っ
た

同
氏
の
「
登
山
再
編
成
論
」
を
、
私
は
戦
地
で
読
ん
だ
記
憶
が
い
ま
で
も

残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
緒
に
山
を
歩
い
た
の
は
唯
一
回
で
、
そ
れ
は

私
が
札
幌
在
勤
時
代
、
昭
和
三
十
五
年
の
九
月
に
深
田
久
弥
、
風
見
武
秀

両
氏
と
三
人
で
北
海
道
の
山
登
り
に
や
っ
て
来
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。

深
田
さ
ん
ら
と
小
樽
か
ら
船
で
利
尻
島
へ
渡
る
と
、
先
着
の
袋
さ
ん
ら

が
迎
え
て
く
れ
た
。
そ
こ
か
ら
礼
文
島
へ
ゆ
き
礼
文
岳
や
久
種
湖
を
探
勝

し
た
の
だ
が
、
海
抜
四
九
○
メ
ー
ト
ル
の
一
等
三
角
点
の
あ
る
礼
文
岳
は
、

深
田
さ
ん
が
「
標
高
こ
そ
低
い
が
、
一
面
ハ
イ
マ
ツ
に
覆
わ
れ
た
頂
上
は
、

内
地
の
三
千
米
級
の
気
分
が
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
（
『
山
が

あ
る
か
ら
』
一
四
頁
）
、
私
た
ち
一
行
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。
袋
さ
ん
は
余

り
口
数
の
多
い
人
で
は
な
く
、
始
終
満
足
し
た
面
も
ち
で
風
景
を
観
賞
し

袋
一
平
氏
（
一
八
九
七
’
一
九
七
こ
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て
い
た
よ
う
だ
。

高
沢
光
雄
君
と
私
が
利
尻
島
か
ら
帰
っ
た
あ
と
、
袋
さ
ん
ら
は
利
尻
岳

を
き
わ
め
、
さ
ら
に
十
勝
岳
や
大
雪
山
に
登
り
、
札
幌
の
私
の
と
こ
ろ
で

ゆ
っ
く
り
休
養
し
て
帰
ら
れ
た
。

袋
さ
ん
は
戦
前
本
会
々
員
に
な
ら
れ
た
が
、
戦
後
連
絡
が
と
だ
え
て
、

丁
度
こ
の
頃
は
会
籍
を
離
れ
て
い
た
の
だ
が
、
北
海
道
登
山
の
折
り
深
田

さ
ん
や
私
が
す
す
め
た
の
が
因
で
、
会
員
に
復
活
し
た
。
そ
の
後
袋
さ
ん

は
、
本
会
の
海
外
連
絡
委
員
会
（
ソ
連
担
当
）
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
た
が
、

こ
の
時
期
に
会
員
に
復
活
さ
れ
た
こ
と
は
、
会
の
た
め
に
も
、
ま
た
袋
さ

ん
自
身
に
も
大
変
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
に
し
て
思
う
の
で
あ

る
。

袋
さ
ん
は
本
会
員
の
な
か
で
は
数
少
な
い
ソ
連
邦
の
山
の
研
究
家
で
あ

り
、
古
く
は
会
報
八
○
号
に
「
エ
リ
ブ
ル
ー
ス
」
を
、
一
○
○
号
に
「
ソ

ヴ
ェ
ト
ー
登
山
家
の
話
」
を
寄
稿
さ
れ
た
り
、
ベ
レ
ー
ッ
キ
イ
『
ス
タ
ー

リ
ン
峰
登
頂
記
』
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
）
や
ア
バ
ラ
ー
コ
フ
『
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
の
基
礎
』
（
昭
和
三
十
三
年
四
月
）
な
ど
の
訳
業
が
あ
り
、
ま
た
昭
和

二
十
八
年
か
ら
三
十
四
年
頃
の
山
渓
誌
に
も
ソ
連
登
山
界
に
つ
い
て
の
寄

稿
が
数
篇
あ
る
が
、
会
員
に
復
活
し
て
か
ら
は
、
海
外
連
絡
委
員
会
の
ソ

連
担
当
委
員
と
し
て
会
の
た
め
貢
献
さ
れ
、
ま
た
会
報
に
も
「
カ
フ
カ
ズ

の
こ
と
」
（
二
四
七
号
）
、
「
グ
ル
ジ
ア
登
山
隊
の
来
日
」
（
二
五
四
号
）
、

「
ソ
連
の
山
’
一
九
六
六
年
」
（
二
六
○
号
）
、
「
ソ
連
の
女
流
ア
ル
ピ
ニ

ス
ト
」
（
二
六
五
号
）
、
「
ア
ル
ピ
ニ
ア
ー
ダ
」
（
二
六
八
号
）
、
「
ソ
連
岳
界

一
九
六
八
年
」
（
二
八
五
号
）
等
を
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
袋
さ
ん
に
と
っ
て
喜
び
に
堪
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、

昭
和
三
十
八
年
秋
、
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
四
十
周
年
記
念
祝
典
に

招
か
れ
、
多
年
同
氏
が
憧
れ
て
や
ま
な
か
っ
た
グ
ル
ジ
ア
を
訪
れ
、
親
し

く
カ
フ
カ
ズ
の
風
物
に
接
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な

っ
て
昭
和
四
十
一
年
に
は
グ
ル
ジ
ア
か
ら
ソ
連
の
登
山
家
が
来
日
し
、
ま

た
日
本
か
ら
も
カ
フ
カ
ズ
ヘ
登
山
隊
が
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

が
、
袋
さ
ん
自
身
も
同
年
秋
に
は
詩
人
シ
ョ
タ
・
ル
ス
タ
ヴ
ェ
リ
八
○
○

年
祭
に
招
か
れ
、
グ
ル
ジ
ア
を
再
訪
し
て
い
る
。
そ
の
後
日
本
か
ら
カ
フ

カ
ズ
や
パ
ミ
ー
ル
の
山
を
訪
れ
る
登
山
隊
が
漸
増
し
た
が
、
袋
さ
ん
の
先

駆
的
功
績
は
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
一
年
の
登
山
に
つ

い
て
は
同
氏
編
の
『
カ
フ
カ
ズ
の
山
旅
』
（
昭
和
四
十
三
年
二
月
）
に
詳
し

い
。

毎
年
袋
さ
ん
か
ら
戴
く
年
賀
状
に
は
、
前
の
年
の
山
歩
き
の
こ
と
な
ど

が
克
明
に
記
さ
れ
、
奥
さ
ん
と
一
緒
に
写
し
た
写
真
が
印
刷
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
か
っ
た
。
山
登
り
も
、
よ
く
ご
一
緒
に
さ
れ
た
よ
う
だ
か
ら
、

ご
主
人
に
先
き
だ
た
れ
た
奥
さ
ん
の
こ
と
を
思
う
と
、
ま
こ
と
に
同
情
に

堪
え
な
い
。

会
に
と
っ
て
も
数
少
な
い
ソ
連
の
山
の
研
究
家
で
あ
り
、
ま
た
会
籍
三

十
年
を
超
え
る
古
い
会
員
で
あ
っ
た
袋
さ
ん
を
失
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
悲
し
み
に
堪
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

（
望
月
達
夫
）
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追 悼

各

歴

田

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
月
二
十
七
日
兎
泉
下
谷
に
生
れ
る
。

明
治
四
十
二
年
語
学
に
興
味
を
抱
き
神
田
の
英
語
塾
に
入
る
。
山
へ
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
た
の
も
、
こ
の
時
代
で
、
上
州
三
山
な
ど
に
登
る
。

大
正
六
年
化
学
研
究
員
と
し
て
三
菱
に
入
社
。
漢
口
に
渡
る
。

大
正
八
年
漢
口
の
三
菱
を
や
め
東
示
に
戻
る
。
東
尿
外
国
語
学
校
専
科
で
ロ
シ
ア

語
を
学
ぶ
。

昭
和
三
年
映
画
輸
入
会
社
．
玄
商
店
」
に
入
社
。
宣
伝
、
翻
訳
関
係
を
担
当
。

昭
和
五
年
日
本
映
画
「
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
、
「
吉
田
御
殿
」
の
二
作
品

を
も
っ
て
訪
ソ
。
以
後
ソ
ヴ
ェ
ト
映
画
の
輸
入
、
上
映
に
努
力
。

昭
和
十
一
年
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
一
六
八
五
、
紹
介
者
は
足
立
源
一
郎
、

茨
木
猪
之
吉
両
氏
。
戦
後
一
時
会
籍
を
離
れ
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
に
復
活
。

昭
和
二
十
二
年
戦
後
初
め
て
ソ
ヴ
ェ
ト
映
画
「
石
の
花
」
を
輸
入
上
映
。

昭
和
二
十
三
年
ソ
ヴ
ェ
ト
映
画
輸
入
問
題
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
弾
圧
に
あ
い
、
以
後
映
画

関
係
の
仕
事
を
断
ち
、
翻
訳
、
雑
文
に
専
念
。

昭
和
三
十
八
年
秋
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
四
○
周
年
記
念
祝
典
に
招
か
れ
、

グ
ル
ジ
ア
を
訪
問
。

昭
和
四
十
一
年
日
本
グ
ル
ジ
ア
の
登
山
交
換
実
現
、
グ
ル
ジ
ア
側
か
ら
六
月
来
日
、

日
本
側
（
横
浜
山
岳
会
）
七
月
に
グ
ル
ジ
ア
に
渡
る
。
そ
の
秋
、
詩
人
シ
ョ
タ
・

ル
ス
タ
ヴ
ェ
リ
八
○
○
年
祭
に
招
か
れ
、
グ
ル
ジ
ア
を
訪
問
。

昭
和
四
十
五
年
五
月
中
旬
白
馬
岳
栂
池
へ
行
っ
た
の
が
最
後
の
登
山
と
な
る
。
夏

肺
ガ
ン
の
疑
い
で
入
院
手
術
、
秋
退
院
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
七
月
二
日
肺
ガ
ン
の
た
め
逝
去
、
七
十
三
歳
。

登
山
歴

昭
和
九
年
烏
帽
子
ｌ
穂
高
縦
走
。

昭
和
十
年
槍
平
、
谷
川
岳
、
白
馬
岳
、
鳳
凰
ｌ
早
川
尾
根
、
白
馬
連
峰
、
上
ノ
原

ス
キ
ー
。

昭
和
十
一
年
蔵
王
山
ス
キ
ー
、
志
賀
高
原
ス
キ
ー
、
奥
日
光
ス
キ
ー
、
蔵
王
ス
キ

ー
、
尾
瀬
、
針
ノ
木
Ｉ
五
色
ヶ
原
ｌ
薬
師
岳
Ｉ
槍
ヶ
岳
、
八
ヶ
岳
。

昭
和
十
二
年
霧
ヶ
峰
、
志
賀
高
原
竜
王
越
、
上
越
国
境
、
立
山
、
北
鎌
尾
根
。

昭
和
十
三
年
鹿
沢
、
日
光
、
刈
田
岳
、
春
の
北
ア
ル
プ
ス
、
尾
瀬
、
悪
沢
岳
、
赤

石
岳
、
立
山
、
剣
、
大
日
岳
。

昭
和
十
四
年
峨
々
温
泉
ｌ
刈
田
岳
、
八
方
尾
根
、
燕
ｌ
常
念
岳
、
奥
秩
父
、
八
甲

田
山
。

昭
和
十
五
年
志
賀
高
原
、
乗
鞍
岳
ス
キ
ー
、
八
幡
平
、
餓
鬼
岳
。

昭
和
十
八
年
開
聞
岳
、
久
住
山
、
剣
山
。

昭
和
二
十
六
年
谷
川
岳
。

昭
和
二
十
九
年
丹
沢
、
仙
元
峠
、
川
乗
山
。

昭
和
三
十
一
年
丹
沢
、
後
立
山
縦
走
、
三
頭
山
。

昭
和
三
十
二
年
鹿
沢
ス
キ
ー
、
穂
高
。

昭
和
三
十
三
年
塩
沢
ス
キ
ー
、
飯
豊
山
。

昭
和
三
十
四
年
川
乗
山
。

昭
和
三
十
五
年
伊
豆
天
城
山
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
北
海
道
の
山
。

昭
和
三
十
六
年
菅
平
。

昭
和
三
十
七
年
扇
山
、
八
ケ
岳
、
那
須
連
峰
。

昭
和
三
十
八
年
丹
沢
。

昭
和
三
十
九
年
赤
倉
ス
キ
ー
、
金
峰
山
。

昭
和
四
十
年
大
岳
山
、
大
山
、
富
士
山
。

(205）



昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
五
年

永
原
さ
ん
の
こ
と
は
『
山
岳
』
前
号
に
収
載
す
る
予
定
で
、
神
谷
恭
氏

に
お
願
い
し
て
あ
っ
た
の
だ
が
、
同
氏
の
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
遂
に
原
稿
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
併
し
同
氏
が
永
原
さ
ん
の
御
遺
族
か
ら
入
手
さ
れ
た

資
料
が
届
け
ら
れ
た
の
で
、
不
適
任
と
知
り
つ
つ
編
者
と
し
て
記
し
て
お

く
の
だ
が
、
同
氏
は
曽
て
会
の
書
記
を
一
年
数
ヵ
月
も
や
ら
れ
た
の
で
、

特
に
土
曜
会
常
連
の
方
々
の
な
か
に
は
親
し
い
む
き
も
居
ら
れ
る
筈
だ
か

ら
、
そ
う
い
う
方
の
執
筆
を
重
ね
て
期
待
し
た
い
。

永
原
さ
ん
は
大
正
九
年
外
国
語
学
校
（
支
那
語
科
）
を
卒
業
後
三
井
物

産
に
勤
務
し
終
戦
後
ま
で
務
め
ら
れ
た
。
日
本
山
岳
会
へ
は
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
二
月
、
中
司
文
夫
、
西
堀
栄
三
郎
両
氏
の
紹
介
で
入
会
、

会
員
番
号
一
六
九
三
で
あ
っ
た
。
（
同
氏
の
書
い
た
も
の
で
は
広
瀬
潔
氏

の
紹
介
と
あ
る
が
、
『
山
岳
』
三
二
年
一
号
に
は
前
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
記
憶
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
）
後
年
終
身
会
員
と
な
る
。

永
原
輝
雄
氏
（
一
八
九
八
’
一
九
七
○
）

グ
ル
ジ
ア
登
山
家
と
洞
沢
。

御
岳
山
。

日
光
ス
キ
ー
。
笠
ヶ
岳
－
槍
見
温
泉
。

天
元
台
ス
キ
ー
、
白
馬
栂
池
。

永
原
さ
ん
は
本
会
々
報
に
か
な
り
沢
山
の
寄
稿
を
さ
れ
て
い
る
。
特
に

同
氏
が
昭
和
四
十
二
年
八
月
、
本
会
の
ル
ー
ム
に
毎
日
務
め
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
、
そ
の
回
数
が
増
え
た
よ
う
に
思
う
。
会
が
事
務
所
を
現
在

の
向
井
ビ
ル
に
移
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
二
年
七
月
だ
か
ら
、
永
原
さ
ん

が
常
駐
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
直
後
で
あ
り
、
退
職
さ
れ
た

の
は
昭
和
四
十
四
年
三
月
頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

以
下
同
氏
が
会
報
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
か
ら
記
し
て
み
た
い
・

永
原
さ
ん
が
山
が
好
き
に
な
っ
た
の
は
、
古
い
日
本
山
岳
会
員
で
著
名

な
水
彩
画
家
で
あ
っ
た
大
下
藤
次
郎
氏
の
息
、
正
男
氏
と
中
学
二
年
頃
に

親
し
く
な
り
、
小
石
川
関
口
駒
井
町
の
大
下
家
へ
屡
々
遊
び
に
ゆ
き
、
そ

こ
で
烏
水
の
著
書
な
ど
の
山
岳
書
に
接
し
『
雲
表
』
や
『
山
岳
』
を
借
覧

し
た
こ
と
が
動
機
と
な
っ
た
と
い
う
。
中
学
三
年
の
と
き
秋
の
修
学
旅
行

で
新
雪
の
男
体
山
に
接
し
、
永
来
山
の
と
り
こ
と
な
り
、
富
士
、
箱
根
を

振
り
出
し
に
山
へ
行
き
始
め
た
。
中
学
五
年
の
夏
休
み
に
は
白
馬
岳
の
雪

渓
を
踏
ん
だ
が
、
そ
の
時
同
行
七
人
の
中
に
百
瀬
慎
太
郎
、
石
川
欣
一
、

松
宮
三
郎
の
三
人
の
日
本
山
岳
会
員
が
い
た
。
大
正
六
年
の
春
、
新
聞
で

日
本
山
岳
会
が
赤
坂
三
会
堂
で
展
覧
会
を
や
る
の
を
知
り
出
か
け
て
い
っ

て
、
山
岳
図
書
や
高
山
植
物
の
鉢
植
に
接
し
て
山
へ
の
思
慕
を
そ
そ
ら
れ

た
。
そ
の
夏
は
単
身
上
高
地
を
訪
れ
て
槍
ヶ
岳
や
焼
岳
へ
登
っ
た
。
秋
に

は
大
下
正
男
氏
と
三
峯
へ
行
き
、
当
時
一
高
生
だ
っ
た
黒
田
正
夫
氏
に
会

い
、
一
緒
に
雲
取
山
か
ら
大
菩
薩
嶺
を
越
え
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
後
外
国
語
学
校
に
入
学
、
在
学
中
ボ
ー
ト
を
漕
が
さ
れ
て
山
に
縁
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、凸

入亘

遠
く
な
っ
た
。
大
正
の
中
頃
か
ら
社
会
人
に
な
り
、
勤
務
の
関
係
で
地
方

や
海
外
に
出
た
り
し
て
、
山
を
顧
る
暇
も
な
い
ま
ま
時
は
過
ぎ
た
。
し
か

し
、
そ
の
間
イ
ン
ド
在
勤
の
好
機
を
得
て
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
覗
く
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
に
帰
っ
て
ま
た
山
に
生
き
返
っ
た
。
そ
し
て
本
会
に
入
会
し
た
の

だ
が
、
海
外
や
地
方
在
勤
が
永
く
な
か
っ
た
ら
、
同
氏
は
当
然
も
っ
と
早

く
入
会
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
（
会
報
二
七
二
号
八
頁
）

永
原
さ
ん
の
父
君
は
昔
、
帝
国
ホ
テ
ル
に
勤
め
て
い
た
時
、
ア
ー
ネ
ス

ト
・
サ
ト
ウ
公
使
と
付
合
い
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
武
田
久
吉
氏
と
も

親
し
く
な
っ
て
、
日
本
山
岳
会
の
古
い
こ
と
を
、
あ
れ
こ
れ
興
味
を
も
っ
て

調
べ
、
そ
れ
を
会
報
に
寄
せ
ら
れ
た
。
私
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
非
常
に

興
味
を
覚
え
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
末
尾
に
同
氏
の
寄
稿
を
一
括
し
て
記

し
て
お
く
。
会
報
へ
の
寄
稿
ば
か
り
で
な
く
、
本
会
の
会
合
に
も
よ
く
顔

を
出
し
て
、
晩
年
は
ク
ラ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
た
の
し
ん
で
お
ら
れ
た
と
思
う
。

ま
た
登
山
の
ほ
か
に
も
音
楽
を
愛
し
、
画
を
描
き
、
鎌
倉
彫
、
随
筆
、

詩
歌
を
好
み
、
趣
味
ゆ
た
か
な
日
を
お
く
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
し

て
家
庭
に
あ
っ
て
は
孝
心
深
い
お
子
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
、
自
分
の
幸
せ

を
友
人
た
ち
に
、
よ
く
語
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。

幽
明
境
を
異
に
す
る
と
知
っ
て
、
今
さ
ら
な
が
ら
寂
蓼
か
ぎ
り
な
い
。

悼
心
か
ら
冥
福
を
祈
る
。

会
報
へ
の
寄
稿
（
カ
ッ
コ
内
は
号
数
）

家
族
も
ち
の
山
行
（
一
七
一
号
）
、
山
の
味
（
一
七
三
）
、
石
楠
花
（
一
八
一
）
、

山
の
尋
ね
人
（
一
九
七
）
、
山
小
屋
の
女
あ
る
じ
（
二
一
○
）
、
東
尿
支
部
記
念
山
行

に
参
加
し
て
（
二
四
六
）
、
野
中
至
翁
晩
年
の
富
士
登
山
（
二
五
五
）
、
サ
ト
ウ
公
使

の
別
荘
（
二
六
○
）
、
山
男
と
パ
イ
プ
（
二
六
三
）
、
山
小
屋
に
生
き
る
（
二
七
○
）
、

私
と
日
本
山
岳
会
（
二
七
二
）
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
翁
の
手
紙
（
二
八
○
）
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員

章
図
案
の
作
者
（
二
八
三
）
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
の
山
と
植
物
（
二
八
八
）
、
退

職
ご
あ
い
さ
つ
（
二
八
八
）
、
雑
学
教
室
（
二
九
四
）
、
武
田
久
吉
先
生
と
私
（
二
九

九
）
。

各

歴

田

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
九
月
三
日
、
東
京
市
麹
町
区
内
山
下
町
に
生
ま
れ
る
。

大
正
四
年
八
月
早
稲
田
中
学
四
年
富
士
登
山
。

大
正
五
年
八
月
白
馬
岳
に
登
る
。

大
正
六
年
四
月
東
京
外
語
入
学
、
七
月
上
高
地
、
槍
ヶ
岳
、
焼
岳
。
十
一
月
秩
父
、

大
菩
薩
越
え
。

大
正
七
年
一
月
草
津
、
三
月
金
時
、
長
尾
峠
。
夏
北
支
満
洲
旅
行
。

大
正
九
年
三
月
外
語
卒
業
、
三
井
物
産
会
社
へ
入
社
。

昭
和
三
年
一
月
五
色
温
泉
ス
キ
ー
行
。

昭
和
四
年
八
月
一
ノ
俣
キ
ャ
ン
プ
。

昭
和
六
年
一
月
四
谷
ス
キ
ー
行
。
燕
、
槍
、
穂
高
縦
走
。

昭
和
七
年
一
月
ビ
ル
マ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
出
張
所
へ
転
勤
を
機
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
ヒ

マ
ラ
ヤ
見
物
。

昭
和
九
年
山
と
ス
キ
ー
映
画
製
作
。

昭
和
十
一
年
十
月
白
馬
岳
。

昭
和
十
二
年
一
月
野
沢
ス
キ
ー
、
二
月
富
士
滞
頂
。
十
月
お
ミ
リ
映
画
「
冬
の
富
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昭
和
三
十
三
年
二
月
富
士
二
合
目
ス
キ
ー
（
横
浜
山
岳
会
）
。

昭
和
三
十
五
年
二
月
大
穴
ス
キ
ー
行
、
十
月
大
山
。

昭
和
三
十
七
年
五
月
大
山
集
中
登
山
。

昭
和
三
十
八
年
二
月
菅
平
ス
キ
ー
行
、
五
月
大
山
。

昭
和
四
十
年
二
月
谷
川
ス
キ
ー
行
、
五
月
大
山
、
十
一
月
日
本
山
岳
会
六
十
周
年

記
念
山
行
、
明
神
、
明
星
登
山
。

昭
和
四
十
一
年
二
月
菅
平
ス
キ
ー
、
十
月
大
山
。

昭
和
四
十
二
年
八
月
日
本
山
岳
会
事
務
局
に
勤
務
。
十
月
高
尾
山
、
十
一
月
静
岡

支
部
も
み
じ
会
参
加
。

昭
和
四
十
三
年
五
月
木
暮
翁
碑
前
祭
参
加
、
十
一
月
も
み
じ
会
愛
鷹
山
十
里
木
、

十
一
月
大
山
単
独
行
、
十
二
月
湘
南
大
楠
山
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
（
横
浜
山
岳
会
）
、
三
月
末
日
本
山
岳
会
退

職
、
五
月
ヤ
ビ
ッ
峠
（
横
浜
山
岳
会
）
、
七
月
大
山
。

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
○
）
十
二
月
一
日
逝
去
、
享
年
七
十
二
歳
。

（
な
お
永
原
氏
は
昭
和
八
年
か
ら
十
二
年
の
間
と
、
昭
和
二
十
四
年
以
降
横
浜
市
に

居
住
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
横
浜
山
岳
会
に
古
く
か
ら
入
ら
れ
、
そ
の
名
誉
会
員
で
あ

っ
た
。
横
浜
山
岳
会
々
報
第
四
六
三
号
に
石
川
治
郎
氏
の
追
悼
文
が
載
っ
て
い
る
。

士
」
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
。
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
。

昭
和
十
三
年
二
月
野
中
至
氏
に
冬
富
士
の
映
画
を
見
せ
る
・
三
月
奉
天
支
店
転
勤
。

昭
和
十
五
年
九
月
済
南
支
店
転
勤
。

昭
和
十
九
年
華
北
砂
糖
協
会
青
島
支
部
長
、
華
北
交
易
統
制
総
会
同
支
部
長
と
な

り
二
十
年
終
戦
、
総
会
引
継
ぎ
の
た
め
残
留
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
引
揚
げ
。
三
井
物
産
運
輸
部
長
代
理
。

昭
和
二
十
二
年
七
月
三
井
物
産
解
散
の
た
め
退
職
後
は
平
安
倉
庫
、
大
村
組
、
神

奈
川
埠
頭
倉
庫
、
宇
徳
運
輸
、
宇
徳
海
運
等
に
勤
務
、
四
十
二
年
七
月
同
社
退
職
。

昭
和
三
十
年
一
月
相
州
大
山
。

水
田
健
之
輔
君
は
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
日
、
七
十
四
歳
を
も
っ
て
逝

去
さ
れ
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
。
思
え
ば
昭
和
十
六
年
六
月
、
私

は
日
本
住
宅
営
団
に
勤
務
し
た
が
、
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
水
田
君
と

調
査
課
で
働
く
こ
と
と
な
っ
た
。
私
は
そ
の
前
永
ら
く
東
京
市
に
勤
め
、

山
岳
部
に
属
し
て
山
行
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
山
を
愛
す
る
彼
と
山
行

を
共
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
八
月
に
、
共
に
富
山
市
よ
り
入
山
し
て

劔
岳
に
登
頂
し
、
平
蔵
谷
を
下
っ
て
平
の
小
屋
を
経
て
針
の
木
峠
を
越
え

て
帰
京
し
た
。
針
の
木
小
屋
に
泊
っ
た
時
は
、
そ
こ
に
永
ら
く
滞
在
し
て

画
業
に
励
ん
で
お
ら
れ
た
茨
木
画
伯
と
久
し
ぶ
り
に
出
合
い
、
そ
の
夜
は

ス
ケ
ッ
チ
や
油
絵
を
見
せ
て
も
ら
い
、
山
の
話
を
聴
い
た
が
、
私
達
が
帰

京
し
て
間
も
な
く
、
画
伯
が
山
中
で
行
方
不
明
に
な
ら
れ
、
不
帰
の
客
と

な
ら
れ
た
報
に
接
し
て
驚
い
た
印
象
が
深
く
残
っ
て
い
る
。

そ
の
後
私
は
度
々
彼
と
山
行
を
共
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
私
が
山
村
の

民
家
を
調
査
研
究
し
て
い
た
事
か
ら
、
伺
君
も
民
家
に
興
味
を
持
た
れ
、

ま
た
神
谷
氏
と
の
関
係
も
、
同
じ
横
浜
の
住
人
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
す
る
。
）

（
望
月
達
夫
）

水
田
健
之
輔
氏
（
一
八
九
七
’
一
九
七
二
）
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、凸

ﾕ巳 悼

そ
の
後
小
生
が
発
行
し
て
い
る
『
民
俗
建
築
』
誌
に
も
飛
騨
の
白
川
そ
の

他
山
村
民
家
の
記
録
を
寄
せ
ら
れ
、
後
に
は
そ
の
発
行
と
編
集
を
一
手
に

引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

君
の
山
行
は
関
東
一
円
の
両
毛
国
境
、
奥
秩
父
連
山
等
を
初
め
と
し
て
、

南
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
、
東
北
は
阿
武
隈
山
脈
地
方
か
ら
早
池
峯
朝
日
岳
に

及
び
、
西
は
加
賀
白
山
か
ら
四
国
石
鎚
、
剣
山
に
及
び
、
四
十
年
頃
健
康

を
損
な
い
体
力
の
衰
え
る
ま
で
、
前
後
百
二
十
数
回
に
及
ん
で
い
る
。

最
後
に
君
が
山
岳
界
に
残
さ
れ
た
次
の
事
柄
に
つ
い
て
特
に
記
録
に
留

め
て
お
き
た
い
・
そ
れ
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
、
「
今
日
わ
が
国
登
山
ス
キ

ー
の
興
隆
と
共
に
山
の
遭
難
の
激
増
し
、
有
為
の
青
年
が
犠
牲
と
な
り
家

庭
の
深
刻
な
悲
劇
を
思
う
に
つ
け
、
独
仏
、
ソ
そ
の
他
の
諸
国
の
よ
う
に

組
織
あ
る
登
山
学
校
に
よ
っ
て
正
し
い
指
導
の
必
要
を
認
め
」
自
ら
先
ず

同
志
の
後
援
に
よ
っ
て
登
山
学
院
を
開
講
し
、
爾
来
三
十
七
年
末
ま
で
四

年
間
に
毎
年
二
期
の
講
習
を
行
な
い
、
毎
期
平
均
三
十
名
の
講
習
生
を
集

め
て
、
一
期
を
三
ヵ
月
と
し
て
月
平
均
八
日
間
に
十
六
時
間
の
夜
間
講
習

を
行
な
い
、
そ
の
間
、
日
曜
毎
に
登
山
の
演
習
を
行
な
っ
た
。
ま
た
学
科

内
容
と
し
て
、
㈲
登
山
入
門
（
登
山
の
意
義
と
歴
史
）
、
目
登
山
計
画
、
匂

装
備
（
服
装
、
用
具
、
食
糧
）
、
伺
山
の
自
然
（
地
質
、
地
形
、
動
植
鉱
物
）
、

国
地
図
、
尚
気
象
、
㈲
医
学
（
衛
生
応
急
手
当
等
）
、
伽
登
山
技
術
（
演
習

を
含
む
）
、
”
冬
山
技
術
（
演
習
を
含
む
）
、
網
遭
難
（
原
因
、
対
策
）
、
幽

山
と
芸
術
（
絵
画
、
文
学
、
音
楽
、
写
真
）
、
以
上
の
講
習
と
演
習
に
対
し

て
、
講
師
と
し
て
前
後
三
十
数
名
の
各
方
面
の
専
門
的
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

依
嘱
し
語
且
つ
教
材
資
料
と
し
て
数
冊
の
冊
子
も
執
筆
印
刷
し
て
配
布
し
》

自
ら
率
先
し
て
指
導
に
当
っ
て
い
た
が
、
こ
の
企
画
は
営
業
的
経
営
と
し

て
は
赤
字
と
な
り
、
充
分
に
報
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
云
え
、
彼
の
登
山

生
活
の
最
後
を
飾
る
事
業
と
し
て
、
そ
の
志
は
講
習
を
受
け
た
二
百
数
十

名
の
若
き
岳
人
の
胸
に
記
憶
さ
れ
、
語
り
継
が
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
を
も
っ
て
水
田
健
之
輔
君
の
追
悼
の
辞
に
代
え
、
御
冥
福
を
祈
る
。

略
歴

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
月
五
日
生
ま
れ
。

大
正
十
二
年
日
本
大
学
社
会
科
卒
。

大
正
十
二
年
東
京
市
役
所
公
園
課
勤
務
。

大
正
十
三
年
同
潤
会
管
理
課
勤
務
。

昭
和
十
六
年
住
宅
営
団
主
事
。

昭
和
二
十
年
大
日
本
労
務
報
国
会
総
務
部
参
事
。

昭
和
二
十
一
年
七
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
二
三
○
三
番
）
（
紹
介
者
は
田

部
重
治
、
石
原
憲
治
）
。

昭
和
二
十
三
年
信
用
堂
印
刷
会
社
勤
労
部
長
。

昭
和
三
十
二
年
日
本
住
宅
公
団
嘱
託
。

昭
和
三
十
九
年
石
原
建
築
事
務
所
勤
務
。

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
六
月
十
日
逝
去
、
享
年
七
十
四
歳
。

登
山
歴

昭
和
六
年
八
月
富
士
山
。

昭
和
十
三
年
五
月
武
甲
山
。

昭
和
十
四
年
二
月
二
子
山
武
川
岳
。
三
月
丹
沢
表
尾
根
。
五
月
奥
多
摩
馬
頭
刈
尾

根
。
六
月
富
士
見
峠
越
え
尾
瀬
沼
。
七
月
大
菩
薩
小
金
沢
縦
走
。
八
月
白
馬
岳
。
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九
月
丹
沢
主
脈
縦
走
。
十
月
武
甲
山
。
十
二
月
足
柄
山
、
金
時
山
、
明
神
、
道
了

山
。

昭
和
十
五
年
二
月
丹
沢
玄
倉
、
雨
山
峠
。
三
月
奥
武
蔵
棒
の
嶺
よ
り
白
谷
沢
遡
行
。

四
月
稲
含
、
赤
久
縄
西
東
御
荷
鉾
山
、
御
正
体
山
。
六
月
甲
斐
駒
ヶ
岳
。
七
月

金
精
峠
、
白
根
山
。
八
月
中
房
温
泉
よ
り
燕
岳
、
槍
ケ
岳
。
十
月
男
体
山
、
乾
徳

山
。
十
一
月
熊
倉
沢
遡
行
伊
豆
ヶ
岳
。

昭
和
十
六
年
三
月
不
老
山
、
湯
船
山
、
明
神
山
。
五
月
丹
沢
高
松
山
、
入
笠
山
。

六
月
尾
瀬
か
ら
燧
岳
。
七
月
丹
沢
塔
ケ
岳
、
北
岳
。
八
月
立
山
、
剣
岳
、
針
の
木

峠
越
え
。
九
月
櫛
形
山
、
日
光
霧
降
高
原
。
十
月
大
谷
ヶ
丸
か
ら
滝
子
山
。
十
一

月
九
鬼
山
、
小
倉
山
、
三
増
峠
。

昭
和
十
七
年
一
月
霊
仙
山
、
伊
吹
山
、
四
明
岳
。
二
月
金
峰
山
か
ら
信
州
峠
、
三

峰
山
。
七
月
苗
場
山
か
ら
赤
湯
を
経
て
法
師
温
泉
。
八
月
白
峰
三
山
縦
走
、
七
面

山
。
九
月
箱
根
駒
ケ
岳
、
塩
見
岳
‐

昭
和
十
八
年
一
月
帯
那
山
、
大
地
峠
、
高
柄
山
。
五
月
早
池
峰
山
。
妙
義
山
。
七

月
十
文
字
峠
か
ら
甲
武
信
岳
。
八
月
羽
前
朝
日
岳
、
加
賀
白
山
、
木
曾
御
嶽
、
乗

鞍
岳
。
九
月
伯
耆
大
山
。
十
月
両
神
山
、
天
城
山
。

昭
和
二
十
二
年
六
月
四
十
八
瀬
、
勘
七
沢
。
七
月
八
海
山
、
飯
豊
山
。
八
月
早
池

昭
和
二
十
二
年
六
月
四
十
八
瀬
、
勘
七
泪

峯
山
。
十
月
十
文
字
峠
か
ら
甲
武
信
岳
。

昭
和
二
十
三
年
二
月
奥
多
摩
三
頭
山
。
前
八

昭
和
二
十
四
年
三
月
奥
久
慈
、
男
体
山
。
七
月
雲
取
山
。
八
月
富
士
山
。

昭
和
二
十
五
年
八
月
谷
川
岳
。
九
月
房
総
の
山
々
・

昭
和
二
十
六
年
六
月
三
峯
山
。
七
月
奥
秩
父
釜
の
沢
か
ら
甲
武
信
、
国
師
、
金
峰

昭
和
二
十
六
年
六
口

昭
和
二
十
七
年
四
月
吾
妻
溪
谷
と
岩
櫃
山
。
五
月
草
津
白
根
山
。
八
月
尾
瀬
ヶ
原

よ
り
燧
岳
、
表
両
毛
国
境
主
脈
縦
走
。
南
ア
ル
プ
ス
本
谷
山
、
聖
岳
、
赤
石
岳
。

山
。
十
月
筑
波
山
。

朝
日
岳
。

月
越
後
米
山
。

十
月
那
須
茶
臼
岳
よ
り

昭
和
二
十
八
年
七
月
日
光
太
郎
山
。
八
月
南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
縦
走
。
十
月
八

溝
山
。

昭
和
二
十
九
年
五
月
両
神
山
。
六
月
大
峯
山
、
吾
妻
耶
山
。
八
月
八
ヶ
岳
縦
走
。

昭
和
三
十
年
七
月
日
光
女
峯
山
、
高
原
山
、
鶏
頂
山
。
八
月
常
念
岳
、
蝶
ヶ
岳
、

穂
高
岳
。
日
光
表
尾
根
縦
走
。

昭
和
三
十
一
年
七
月
日
光
白
根
山
。
木
曾
駒
ヶ
岳
。
八
月
会
津
田
代
山
、
奥
秩
父

西
沢
遡
行
。

昭
和
三
十
二
年
八
月
石
鎚
山
、
剣
山
、
雲
の
平
。
鈴
鹿
、
霊
仙
山
。

昭
和
三
十
三
年
七
月
乗
鞍
岳
、
黒
部
溪
谷
。
八
月
日
光
連
峰
縦
走
（
大
頁
名
子
、

小
真
名
子
、
帝
釈
山
、
女
峰
）
。

昭
和
三
十
四
年
七
月
奥
秩
父
東
沢
か
ら
国
師
岳
。
八
月
谷
川
岳
、
白
馬
岳
、
会
津

駒
ヶ
岳
。

昭
和
三
十
六
年
九
月
霊
山
、
阿
武
隈
の
山
々
・
安
達
多
良
山
。

昭
和
三
十
七
年
二
月
矢
祭
山
。
六
月
尾
瀬
。
十
一
月
五
十
人
山
。

昭
和
三
十
八
年
金
精
峠
か
ら
奥
鬼
怒
。

昭
和
四
十
年
七
月
那
須
岳
か
ら
甲
子
へ
。

（
石
原
憲
治
）

入
沢
君
と
の
交
際
は
永
年
、
趣
味
を
同
じ
う
す
る
事
か
ら
、
ま
た
双
方

の
親
父
同
志
が
親
し
く
し
て
い
た
事
か
ら
、
ま
た
晩
年
に
は
同
病
相
憐
れ

入
沢
文
明
氏
（
一
九
○
二
’
一
九
七
一
）

’

｜
I
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む
と
い
う
か
：
．
：
．
病
気
ま
で
同
じ
う
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
ん
な

交
際
も
珍
ら
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
併
し
趣
味
の
点
で
は
、
お
互

い
に
笑
っ
て
楽
し
ま
れ
る
事
で
過
せ
る
も
の
の
、
病
気
の
事
と
な
っ
て
は
、

こ
と
命
に
関
す
る
事
だ
か
ら
唯
笑
っ
て
済
ま
せ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

随
分
小
生
も
病
気
の
事
に
つ
い
て
は
彼
に
忠
告
を
与
え
て
い
た
の
だ
が
、

ま
さ
か
あ
ん
な
元
気
だ
っ
た
同
君
が
先
立
つ
と
は
、
全
く
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
だ
け
に
、
今
以
て
彼
の
急
逝
は
残
念
で
堪
ら
な
い
次
第
で
あ
る
。

最
初
に
同
君
に
会
っ
た
の
は
大
正
十
年
の
冬
、
赤
倉
温
泉
の
ス
キ
ー
場

で
、
同
君
が
当
時
漸
く
流
行
し
出
し
た
テ
レ
マ
ー
ク
滑
降
で
、
鮮
や
か
な

シ
ュ
プ
ー
ル
を
練
習
場
に
残
し
て
い
る
時
か
ら
で
、
未
だ
単
杖
の
リ
リ
エ

ン
フ
ェ
ル
ト
式
締
具
の
時
代
の
事
だ
か
ら
、
赤
倉
の
ス
キ
ー
練
習
場
に
お

け
る
同
君
の
ス
マ
ー
ト
な
滑
降
振
り
は
、
言
わ
ば
衆
人
の
注
目
の
的
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
衆
人
と
は
言
っ
て
も
当
時
の
事
だ
か
ら
、
数
え
る
位
し

か
い
な
い
数
少
な
い
練
習
場
の
事
で
は
あ
る
が
、
元
来
が
明
朗
な
性
格
の

同
君
の
事
で
あ
る
か
ら
、
誰
と
で
も
気
軽
に
話
し
合
う
と
い
う
性
質
の
人

で
あ
り
、
同
君
が
、
他
人
を
非
難
し
た
り
苦
情
を
言
っ
た
り
す
る
事
は
、

曽
て
一
度
も
聞
い
た
事
も
な
い
人
だ
か
ら
、
忽
ち
夜
に
な
っ
て
同
宿
の
香

雲
閣
の
同
君
の
部
屋
を
訪
れ
た
り
、
こ
っ
ち
の
部
屋
を
訪
れ
ら
れ
た
り
し

て
、
忽
ち
親
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
同
君
は
一
高
の

悼
ス
キ
ー
山
岳
部
の
委
員
で
あ
り
、
此
方
は
未
だ
中
学
生
で
あ
っ
た
が
、
言

わ
ば
兄
貴
分
の
同
君
は
、
恰
も
学
校
の
先
輩
が
後
輩
を
い
た
わ
る
様
な
態

自、
入
度
で
、
兄
弟
の
如
く
晩
年
迄
付
合
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
倉
で
知
り
合
っ
て

以
来
、
翌
年
か
ら
五
色
温
泉
に
一
緒
に
行
っ
た
回
数
も
何
回
位
あ
っ
た
か
、

チ
ョ
ッ
ト
数
え
切
れ
な
い
位
で
あ
っ
た
。

元
来
が
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
同
君
の
事
だ
か
ら
、
山
登
り
、
ス
キ
ー
の
他

に
テ
ニ
ス
、
ラ
グ
ビ
ー
と
相
当
こ
な
し
て
い
た
が
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら

は
東
大
の
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
と
し
て
大
い
に
活
躍
も
し
て
い
た
の
だ
が
、

小
生
も
ま
た
高
等
学
校
時
代
に
は
ラ
グ
ビ
ー
も
や
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の

点
で
も
矢
張
り
、
同
君
と
益
々
親
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ

れ
か
ら
同
君
が
大
学
を
出
て
間
も
な
く
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
此
方
も
ま
た
ゴ

ル
フ
を
始
め
た
と
い
う
事
で
、
言
わ
ば
家
庭
的
の
交
際
か
ら
趣
味
の
交
際

と
し
て
同
君
と
は
学
校
は
違
っ
て
も
益
々
離
れ
難
い
間
柄
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
学
校
は
違
っ
て
、
晩
年
に
至
る
迄
親
し
く
付
合
っ
た
友

人
は
、
小
生
に
と
っ
て
も
数
少
な
い
竹
馬
の
友
の
一
人
な
の
で
あ
る
。
ま

た
一
方
学
問
の
点
で
も
勉
強
家
の
同
君
は
小
生
が
大
学
生
に
な
っ
て
、
山

登
り
に
ぱ
か
り
夢
中
に
な
っ
て
緑
に
学
校
に
出
な
い
の
で
、
卒
業
論
文
に

苦
労
し
て
い
る
の
を
同
情
し
て
く
れ
て
、
論
文
の
原
稿
迄
書
い
て
く
れ
る

と
い
う
親
切
心
ま
で
、
同
君
に
す
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
一
面
、

同
君
は
趣
味
の
友
だ
け
で
な
く
、
恩
人
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

大
学
を
出
て
同
君
の
活
動
的
な
明
朗
な
性
格
は
、
同
君
に
一
番
適
し
た

新
聞
記
者
生
活
に
入
っ
た
と
い
う
事
は
、
誰
か
ら
見
て
も
誠
に
賢
明
な
道

を
選
ん
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
朝
日
新
聞
社
時
代
の
事
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
確
か
高
松
宮
殿

下
だ
っ
た
と
思
う
が
、
盲
腸
の
手
術
か
何
か
で
東
大
病
院
に
入
院
さ
れ
た
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事
が
あ
っ
た
が
、
何
し
ろ
相
手
が
高
貴
の
方
だ
か
ら
、
各
新
聞
社
も
御
病

状
の
変
化
の
速
報
に
ヤ
ッ
キ
と
な
っ
て
い
た
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
が
、

同
君
の
御
尊
父
が
宮
内
省
の
侍
医
で
、
主
治
医
で
あ
っ
た
の
で
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
に
関
し
て
は
、
常
に
朝
日
新
聞
が
他
社
を
抜
い
て
い
た
の
で
、
同
君

も
こ
の
時
だ
け
は
小
生
に
嬉
し
そ
う
に
語
る
の
で
あ
っ
た
。

ツ
ー

同
君
は
学
生
時
代
か
ら
お
酒
の
方
も
相
当
の
酒
豪
で
あ
り
、
ま
た
通
で

も
あ
り
、
小
生
も
よ
く
銀
座
の
バ
ー
辺
り
で
交
際
も
し
た
が
、
同
君
は

か
承

「
親
父
は
侍
医
の
頭
、
息
子
は
バ
ー
の
神
」
と
い
う
異
名
を
振
り
ま
い
て

い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
…
．
：
、
と
言
っ
て
同
君
は
決
し
て
お
酒
の
た

め
に
乱
れ
る
よ
う
な
事
は
一
度
も
見
せ
た
事
も
な
い
し
、
実
に
明
朗
な
綺

麗
な
お
酒
で
あ
っ
た
事
は
、
矢
張
り
同
君
の
毛
並
み
の
よ
さ
、
明
朗
さ
が

原
因
で
あ
っ
た
の
だ
。

趣
味
も
広
く
、
人
柄
も
明
朗
で
、
そ
の
上
新
聞
記
者
で
も
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
同
君
程
交
際
範
囲
の
広
い
人
も
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

山
岳
会
に
入
会
し
た
の
は
割
合
遅
か
つ
た
の
で
は
あ
る
が
、
体
協
と
山

岳
会
の
密
接
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
の
は
勿
論
、
同
君
で
あ
り
、
国

体
登
山
な
ど
で
も
、
常
に
同
君
が
後
ろ
だ
て
と
な
っ
て
重
要
な
役
を
果
た

し
て
く
れ
た
事
は
、
見
逃
が
す
事
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
ん
で
も

頼
め
ば
快
く
引
受
け
て
く
れ
、
謙
虚
な
同
君
は
決
し
て
自
ら
を
宣
伝
す
る

よ
う
な
事
は
せ
ず
、
山
岳
会
と
し
て
も
同
君
の
好
意
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
事
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
同
君
の
早
死
は
誠
に
残
念
な
事

で
も
あ
る
。

晩
年
、
胃
潰
瘍
の
疑
い
で
入
院
し
て
い
た
時
、
こ
の
点
だ
け
は
小
生
の

方
が
先
輩
で
、
同
君
よ
り
一
年
程
前
に
入
院
手
術
を
し
て
、
退
院
後
も
経

過
良
好
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
当
時
、
彼
に
も
胃
潰
瘍
な
ど
恐
る

る
に
足
ら
ず
、
手
術
を
随
分
勧
め
た
の
だ
が
、
こ
の
点
だ
け
は
同
君
は
案

外
臆
病
で
仲
々
応
ぜ
ず
、
結
局
は
ガ
ン
に
移
行
し
て
早
死
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
小
生
も
今
に
な
っ
て
何
故
も
っ
と
積
極
的
に
、

手
術
を
早
く
と
す
す
め
な
か
っ
た
の
か
と
、
今
更
な
が
ら
残
念
で
堪
ら
な

い
の
だ
。
夫
人
の
お
話
し
で
は
晩
年
、
成
瀬
君
も
手
術
で
あ
ん
な
元
気
に

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
手
術
を
し
よ
う
か
な
ｌ
と
言
っ
て
ま
し
た
と
の
事
だ

っ
た
が
、
時
、
既
に
遅
か
っ
た
と
い
う
事
を
後
に
聞
き
、
小
生
も
親
友
で

あ
り
な
が
ら
も
っ
と
激
し
く
積
極
的
に
勧
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
、
後
の

祭
り
な
が
ら
責
任
の
一
端
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

年
齢
か
ら
い
っ
て
も
未
だ
ま
だ
先
の
長
い
年
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
尚

更
小
生
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

晩
年
よ
く
東
京
駅
辺
り
で
通
勤
時
刻
に
ｌ
パ
ッ
タ
リ
会
う
事
が
多

く
、
そ
の
時
で
も
、
こ
れ
も
矢
張
り
お
互
い
に
年
齢
の
せ
い
か
、
ま
た
同

病
相
憐
れ
む
と
い
う
か
必
ず
「
ど
う
だ
い
…
…
冑
の
方
は
．
：
。
：
」
で
先
ず

話
が
始
ま
る
の
で
あ
り
、
ま
た
ゴ
ル
フ
場
な
ど
で
会
っ
て
も
、
い
つ
も
の

通
り
お
互
い
に
胃
の
調
子
の
話
が
、
先
ず
初
つ
ば
な
の
会
話
に
な
る
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
に
同
病
で
生
き
残
っ
て

い
る
小
生
に
と
っ
て
は
、
今
以
て
同
君
の
死
は
諦
ら
め
切
れ
ず
、
ス
ッ
キ
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リ
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
来
、
山
岳
会
の
同
好
の
士
で
山
岳
会
ゴ
ル
フ
会
を
毎
年
、
我

我
の
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
、
相
模
で
催
し
て
い
る
の
だ
が
、
相
模
の
創
立
以
来

の
会
員
の
同
君
は
、
い
つ
も
面
倒
な
世
話
役
を
引
受
け
て
く
れ
、
若
い
連

中
の
相
手
と
な
っ
て
、
あ
の
明
朗
さ
は
常
に
若
い
連
中
の
尊
敬
の
的
で
あ

っ
た
の
だ
。
晩
年
は
確
か
に
昔
の
元
気
は
衰
え
て
、
一
ラ
ウ
ン
ド
が
精
一

杯
の
よ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
山
岳
会
ゴ
ル
フ
会
の
時
は
若
い

連
中
に
「
入
沢
さ
ん
、
も
う
一
ラ
ウ
ン
ド
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、
少
し

も
嫌
な
顔
も
見
せ
ず
結
局
「
久
振
り
で
二
ラ
ウ
ン
ド
や
っ
た
ｌ
」
な
ど

と
、
如
何
に
も
朗
ら
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
の
が
、
小
生
に
は
未
だ
判

然
眼
の
底
に
残
っ
て
い
る
の
だ
。

御
尊
父
が
在
世
当
時
、
斯
界
の
名
医
と
し
て
聞
え
高
く
、
反
面
「
医
は

仁
術
な
り
」
そ
の
も
の
の
よ
う
な
、
非
常
に
親
切
円
満
な
常
識
家
で
あ
っ

た
と
は
、
小
生
親
父
か
ら
夙
に
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
親
父
に
し
て
こ

の
息
子
あ
り
と
、
常
に
同
君
を
慕
っ
て
は
い
た
の
だ
が
、
彼
の
名
医
の
御

尊
父
の
令
息
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
御
尊
父
の
お
弟
子
さ
ん
も
今
の
医
学

界
に
沢
山
居
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
同
君
の
病
気
は
何
ん
と
か
早
目
に
見
破

れ
な
か
っ
た
も
の
か
と
、
今
以
て
残
念
に
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
一
面
、
家
庭
に
お
い
て
も
よ
き
親
父
で
あ
っ
た
と
い
う
事
は
、

悼
夫
人
の
お
話
し
に
よ
れ
ば
御
本
人
は
勿
論
自
ら
の
元
気
を
信
じ
て
、
若
し

夫
人
が
同
君
よ
り
先
立
た
れ
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
も
、
後
は
自
分
が
不

追
自
由
の
な
い
よ
う
に
「
洗
濯
機
の
使
い
方
を
教
え
て
お
い
て
く
れ
．
：
…
」

略
歴

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
二
月
八
日
誕
生
。
教
育
大
学
付
属
中
学
、
第
一
高
等

学
校
を
卒
業
し
、

昭
和
二
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
。

昭
和
四
年
新
聞
連
合
社
入
社
。

昭
和
六
年
東
京
朝
日
新
聞
社
入
社
。

昭
和
十
五
年
大
政
翼
賛
会
宣
伝
部
入
会
。

昭
和
十
七
年
外
務
省
大
使
館
一
等
書
記
官
拝
命
。

昭
和
十
八
年
東
亜
旅
行
社
（
現
日
本
交
通
公
社
）
入
社
。

昭
和
二
十
六
年
日
本
交
通
公
社
理
事
就
任
。

昭
和
三
十
八
年
交
通
印
刷
（
株
）
会
長
就
任
。
日
本
温
泉
協
会
副
会
長
就
任
。

昭
和
四
十
二
年
山
陽
電
気
軌
道
（
株
）
、
山
電
航
空
（
株
）
常
務
取
締
役
就
任
。

尚
こ
の
他
日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
常
任
顧
問
、
中
林
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

（
株
）
相
談
役
、
昇
仙
峡
観
光
取
締
役
を
兼
任
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
十
月
二
十
九
日
逝
去
。

日
本
山
岳
会
へ
は
昭
和
二
十
二
年
入
会
（
会
員
番
号
二
六
二
）
、
理
事
あ
る
い
は

評
議
員
と
し
て
戦
後
体
協
に
加
盟
し
た
日
本
山
岳
会
と
体
協
と
の
関
係
、
特
に
国
民

体
育
大
会
登
山
の
企
画
実
施
に
つ
い
て
尽
力
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
渡

と
云
っ
て
い
た
と
の
お
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ど
も
如
何
に
も
家
庭
の

人
と
し
て
の
、
夫
人
に
対
す
る
優
し
さ
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
一
面
、
同

君
も
ま
さ
か
夫
人
よ
り
先
に
亡
く
な
る
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
自
信

が
あ
っ
た
と
思
う
と
、
尚
更
小
生
に
と
っ
て
は
同
君
の
早
逝
は
悲
痛
の
種

な
の
で
あ
る
。

（
成
瀬
岩
雄
）
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真
田
昌
孝
君
と
は
大
正
十
三
年
、
彼
が
四
高
に
入
っ
た
頃
か
ら
よ
く
一

緒
に
山
に
登
っ
た
。
初
め
は
中
学
も
高
等
学
校
も
違
っ
て
い
て
知
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
友
人
の
野
村
米
男
君
が
真
田
君
と
同
じ
中
学
で
、
そ
れ
を

通
じ
て
一
緒
に
山
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
野
村
君
は
中
学
時
分
か
ら
よ

く
山
に
登
り
、
そ
の
頃
は
法
政
大
学
の
仏
文
科
に
い
て
、
亡
く
な
っ
た
田

中
菅
雄
君
と
も
親
し
か
っ
た
。
夏
休
み
私
が
金
沢
に
帰
る
と
野
村
、
真
田

の
三
人
で
立
山
か
ら
槍
の
方
ま
で
方
々
歩
き
廻
っ
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
が

次
々
と
思
い
出
さ
れ
る
。
三
人
で
早
月
川
、
馬
場
島
の
磧
で
テ
ン
ト
を
張

っ
て
夜
中
の
雨
で
浸
水
。
ず
ぶ
濡
れ
で
水
電
取
入
口
の
小
舎
（
今
は
立
派

な
何
と
か
荘
が
あ
る
ら
し
い
が
）
に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
天
候

回
復
を
待
っ
て
早
月
尾
根
を
登
っ
た
時
、
雪
崩
に
や
ら
れ
た
鈴
羊
の
屍
体

が
雪
渓
の
上
に
横
た
わ
っ
て
い
た
・
そ
の
時
は
そ
の
ま
ま
通
り
過
ぎ
た
が
、

後
で
真
田
君
が
鈴
羊
の
角
は
高
価
な
も
の
だ
と
聞
い
て
来
て
、
あ
の
時
、

角
だ
け
で
も
と
っ
て
来
た
ら
、
当
分
の
山
登
り
の
費
用
が
助
か
っ
た
ろ
う

に
と
残
念
が
っ
て
い
た
。

辺
公
平
氏
の
「
入
沢
文
明
さ
ん
を
惜
し
む
」
（
会
報
第
三
一
八
号
収
載
）
に
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
（
編
者
）

さ
な
だ
ま
さ
た
か

真
田
昌
孝
氏
（
一
九
○
六
’
一
九
七
二
）

’

黒
部
の
東
沢
か
ら
赤
牛
岳
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
道
の
な
い
急
な
斜

面
の
薮
の
中
を
登
っ
て
る
中
に
日
が
暮
れ
て
、
綱
で
身
体
を
支
え
て
眠
っ

た
・
夜
中
に
真
田
君
が
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。
「
誰
か
が
水
筒
か
ら
ゴ
ク
ン

ゴ
ク
ン
水
を
飲
ん
だ
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
日
は
水
筒
の
水
が
と
っ

く
に
な
く
な
っ
て
い
て
、
水
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な

夢
を
見
た
ら
し
い
。
翌
朝
赤
牛
岳
の
池
塘
の
あ
る
所
に
出
て
、
あ
わ
て
て

そ
の
水
を
飲
ん
だ
が
、
気
が
つ
い
て
見
た
時
は
小
さ
な
虫
が
沢
山
泳
い
で

い
る
汚
い
水
だ
っ
た
。

そ
の
後
三
人
寄
る
と
色
ん
な
思
い
出
話
が
何
時
迄
も
尽
き
な
か
っ
た
。

真
田
君
は
本
当
に
山
が
好
き
だ
っ
た
。
若
い
頃
は
勿
論
だ
が
、
戦
後
か

ら
近
年
に
か
け
て
時
々
便
り
が
来
て
、
日
帰
り
で
倉
ヶ
岳
に
登
っ
た
と
か
、

大
嵐
谷
に
キ
ノ
コ
を
採
り
に
行
っ
た
と
か
言
っ
て
来
た
。
一
人
で
行
っ
た

り
、
近
頃
は
奥
さ
ん
と
一
緒
の
時
も
随
分
多
い
よ
う
だ
っ
た
。
県
の
催
し

や
、
県
山
岳
協
会
や
四
高
旅
行
部
の
会
に
も
出
か
け
て
い
た
。
大
体
一
週

間
お
き
位
だ
が
、
多
い
時
は
毎
週
続
い
て
登
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

研
究
心
が
強
く
植
物
に
就
い
て
は
詳
し
か
っ
た
。
四
高
旅
行
部
の
関
係

で
植
物
の
先
生
と
同
行
し
て
覚
え
た
り
、
先
生
の
い
な
い
時
は
採
集
し
て

来
た
の
で
名
前
を
教
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。
彼
の
残
し
た
山
の
手
帳
に
は

山
草
、
野
草
の
名
が
書
き
連
ら
ね
て
あ
っ
た
・
俳
句
も
や
り
か
け
て
い
た
。

山
の
手
帳
に
句
が
書
い
て
あ
っ
た
り
、
俳
句
の
先
生
の
手
紙
が
貼
り
つ
け

て
あ
っ
た
り
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
の
秋
頃
、
手
取
川
流
域
に
温
泉
が
出

る
ら
し
い
と
の
話
か
ら
、
地
質
の
先
生
に
関
係
を
つ
け
て
何
回
か
ポ
ー
リ
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歩

ン
グ
を
や
り
、
う
ま
く
泉
源
に
当
り
四
十
一
年
の
春
、
旅
館
が
建
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
本
人
の
話
で
は
宿
の
主
人
が
お
礼
に
何
を
し
よ
う
か
と
言
う

の
で
、
何
も
い
ら
な
い
か
ら
句
碑
を
建
て
て
欲
し
い
と
言
っ
た
そ
う
だ
。

そ
し
て
「
．
：
．
；
：
・
の
出
湯
か
な
」
と
か
「
・
・
・
…
…
寒
椿
」
と
言
う
か
ら
、

野
村
君
と
二
人
で
素
人
が
句
碑
を
建
て
る
の
は
、
悪
名
を
千
載
に
残
す
こ

と
に
な
る
か
ら
是
だ
け
は
止
め
な
さ
い
と
散
々
言
っ
て
、
本
人
も
や
っ
と

思
い
止
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

真
田
君
は
碁
が
強
か
っ
た
。
そ
の
碁
を
有
効
に
使
っ
て
い
た
。
大
学
卒

業
の
単
位
が
足
り
な
く
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
と
っ
た
。
野
村
君
は
仏
文
科
だ

か
ら
、
彼
は
碁
を
教
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
う
と
言
う
交
換
教
授
を
や

っ
た
。
中
司
文
夫
さ
ん
の
便
り
に
「
彼
は
酒
一
本
の
代
償
で
碁
を
教
え
に

来
て
く
れ
た
」
と
あ
る
。

昭
和
十
三
年
の
夏
、
二
人
で
飯
豊
山
に
登
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
真
田

君
は
急
用
で
行
け
な
く
な
り
私
一
人
で
行
っ
た
。
今
年
（
一
九
七
二
年
）

五
月
二
人
で
行
こ
う
と
約
束
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
月
初
め
入
院
し
た

と
聞
い
た
。
普
段
丈
夫
な
ん
だ
か
ら
大
し
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
っ
て

い
た
ら
、
三
月
二
十
九
日
奥
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
う
わ
ご
と
を
言

っ
て
る
と
言
う
。
「
金
ち
ゃ
ん
が
飯
豊
で
待
っ
て
る
か
ら
行
か
な
き
ゃ
な

ら
な
い
。
」
こ
れ
は
重
態
と
思
っ
て
三
十
日
金
沢
に
行
き
、
野
村
君
と
北
陸

悼
病
院
に
駈
け
つ
け
た
が
意
識
は
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
な
か
っ
た
。
四
月
一
日

奥
さ
ん
か
ら
亡
く
な
ら
れ
た
と
言
う
電
話
が
あ
っ
た
。

追

略
歴

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
年
）
九
月
一
日
金
沢
市
に
生
ま
れ
る
。

大
正
十
三
年
四
月
第
四
高
等
学
校
文
科
入
学
。

昭
和
二
年
四
月
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
入
学
。

昭
和
四
年
六
月
帝
国
学
士
院
よ
り
ロ
ー
マ
法
の
研
究
に
付
学
士
院
賞
を
受
く
。

昭
和
五
年
四
月
九
州
帝
国
大
学
大
学
院
入
学
。

昭
和
六
年
四
月
同
大
学
法
文
学
部
副
手
就
任
。

昭
和
八
年
四
月
東
尿
市
役
所
書
記
就
任
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
（
株
）
福
井
工
務
店
代
表
取
締
役
就
任
。

昭
和
三
十
九
年
七
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
五
七
五
七
）
紹
介
者
は
毒
島

敏
男
、
村
尾
金
二
。

昭
和
四
十
年
一
月
金
沢
地
方
裁
判
所
調
停
委
員
に
な
る
。

昭
和
四
十
一
年
五
月
石
川
県
山
岳
協
会
理
事
長
に
な
る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
社
団
法
人
石
川
県
体
育
協
会
よ
り
山
岳
団
体
育
成
に
功
あ
り

と
し
て
表
彰
を
受
く
。

昭
和
四
十
六
年
八
月
菱
和
自
動
車
輸
送
株
式
会
社
に
入
社
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
死
去
。

（
村
尾
金
二
）

雁
．
五
月
五
日
の
真
夜
中
、
け
た
た
ま
し
い
電
話
の
ベ
ル
が
異
常
な
音
を
た

手
塚
英
信
氏
（
一
九
四
○
’
一
九
七
一
）

I
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て
た
。「

ル
ー
ト
エ
作
の
方
は
順
調
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
ア

タ
ッ
ク
の
予
定
」
と
い
う
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
の
便
り
を
受
け
と
っ
て
か
ら
、

登
頂
の
可
能
性
も
七
分
三
分
で
極
め
て
困
難
を
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
あ

る
い
は
良
い
報
ら
せ
も
、
今
日
か
、
明
日
か
と
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
自
分

に
は
、
こ
の
午
前
二
時
と
い
う
時
刻
が
気
に
な
っ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
悪
い
報
ら
せ
、
一
番
心
配
し
て
い
た
最
悪
の
事
態
で
は

な
い
か
と
一
瞬
息
を
詰
め
た
。
案
の
定
、
こ
の
一
報
は
手
塚
と
の
別
れ
を

決
定
的
な
も
の
に
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
信
濃
支
部
の
会
員
と
し
て
、
ま
た
松
本
県
ヶ
丘
高
校
山
岳
部
Ｏ

Ｂ
会
の
県
陵
山
岳
会
の
先
輩
、
後
輩
と
し
て
共
に
山
に
情
熱
を
注
い
だ
間

柄
だ
っ
た
。

三
ヶ
月
前
、
県
陵
山
岳
会
が
二
度
目
の
遠
征
と
し
て
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
五
峰

に
八
名
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
送
っ
て
か
ら
、
順
調
な
ル
ー
ト
の
延
び
と
共
に

手
塚
の
活
躍
も
し
ば
し
ば
の
便
り
で
期
待
ど
う
り
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、

頂
上
直
下
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
ス
リ
ッ
プ
し
、
ザ
イ
ル
を
結
ん
で

い
た
他
の
二
人
と
共
に
コ
ー
ナ
ポ
ン
氷
河
の
底
に
消
え
て
い
っ
た
と
い

う
。
標
高
差
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
滑
落
の
た
め
、
遺
体
の
確
認
さ
え
出

来
ず
し
て
、
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
同
僚
の
気
持
ち
は
、
い
か

ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

彼
は
県
ヶ
丘
高
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
大
阪
の
美
津
濃
に
勤
務
し
、

好
き
な
山
を
続
け
な
が
ら
関
西
登
高
会
を
は
じ
め
、
そ
の
道
の
先
輩
達
と

交
渉
を
持
ち
な
が
ら
、
技
術
と
知
識
を
培
か
っ
て
い
た
が
、
山
に
登
る
に

は
近
い
程
良
し
と
い
う
こ
と
で
、
三
年
程
し
て
松
本
へ
帰
っ
て
き
て
し
ま

っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
入
会
し
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。

四
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
母
は
す
で
に
亡
く
、
父
親
の
他
界
し
た
の
も

松
本
へ
帰
っ
て
二
、
三
年
し
た
頃
だ
っ
た
。
母
親
が
わ
り
の
姉
か
ら
は
特

に
期
待
さ
れ
、
可
愛
い
が
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
父
は
ア
ル
プ
ス
の
ガ
イ

ド
で
晩
年
は
西
岳
の
小
舎
で
静
か
に
余
生
を
送
っ
て
い
た
。
ヌ
ー
ポ
ウ
と

し
た
表
情
に
似
ず
、
山
で
の
フ
ァ
イ
ト
と
セ
ン
ス
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
親
譲
り
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

海
外
へ
の
登
山
が
よ
う
や
く
活
発
に
な
り
、
ド
ル
の
持
ち
出
し
も
自
由

に
な
っ
た
そ
の
頃
、
わ
れ
わ
れ
も
長
年
の
夢
実
現
と
ば
か
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

ア
ラ
ス
カ
の
山
々
を
研
究
し
て
は
、
そ
の
度
に
挫
折
す
る
時
期
で
あ
っ
た

が
、
一
九
六
七
年
県
陵
山
岳
会
は
初
の
海
外
遠
征
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

手
塚
と
共
に
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
私
も
、
か
な
り
の
無
理
を
し

た
が
、
硬
い
氷
や
も
ろ
い
岩
と
戦
い
な
が
ら
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
。
タ

ス
マ
ン
氷
河
を
中
心
に
ク
ッ
ク
、
タ
ス
マ
ン
等
九
つ
の
峰
に
立
っ
た
が
、

ヒ
ラ
リ
ー
を
生
ん
だ
こ
こ
の
山
は
確
か
に
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。

二
十
時
間
を
要
し
た
ク
ッ
ク
峰
ア
タ
ッ
ク
の
時
、
特
に
青
氷
の
ア
イ
ス
・

キ
ャ
ッ
プ
で
バ
ケ
ツ
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
統
け
た
思
い
出
や
、
そ

の
数
日
後
、
難
し
さ
で
は
右
に
出
る
も
の
が
な
い
と
、
地
元
で
言
わ
れ
て

い
る
タ
ス
マ
ン
峰
に
挑
ん
だ
わ
れ
わ
れ
は
、
垂
直
に
切
れ
た
ナ
イ
フ
エ
ッ
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悼追

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
五
月
十
日
誕
生
。

昭
和
三
十
二
年
松
本
県
ヶ
丘
高
校
山
岳
部
に
入
り
、
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
山
行

を
重
ね
る
。
三
十
四
年
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
ま
た
富
山
国
体
に
県
代
表
と

し
て
参
加
。

昭
和
三
十
四
年
高
校
を
卒
業
し
美
津
濃
に
入
社
し
て
大
阪
に
勤
務
、
大
阪
の
岳
友

冥
福
を
祈
り
た
い

ジ
の
下
降
で
立
ち
往
生
さ
せ
ら
れ
た
に
が
い
思
い
出
。
「
こ
こ
で
は
ス
リ

ッ
プ
は
許
さ
れ
な
い
。
も
し
自
信
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
技
術

が
未
熟
だ
か
ら
だ
。
」
と
お
互
い
に
結
論
し
あ
っ
た
そ
の
彼
が
、
ス
リ
ッ
プ

で
命
を
落
と
す
と
は
…
・
…
；
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
信
濃
支
部
の
ア
ラ
ス
カ
遠
征
に
参
加
し
た

彼
が
、
豊
富
な
経
験
と
技
術
を
生
か
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
と
し
て
大
い
に

働
い
た
と
報
告
を
聞
い
て
い
る
。

「
岳
人
は
山
で
死
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
大
の
敗
北
で
あ
る
か

ら
だ
」
と
私
は
常
に
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
誰
よ
り
も
山
を
愛
し
、
夢
に

ま
で
見
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
死
ん
だ
彼
が
、
幸
せ
だ
っ
た
と
思
っ
て
や
り
た
い

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
合
同
慰
霊
祭
で
、
泣

き
な
が
ら
校
歌
を
歌
う
わ
れ
わ
れ
を
見
つ
め
る
彼
の
写
真
は
、
何
を
考
え

て
い
た
だ
ろ
う
か
。

今
も
冷
た
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
の
中
に
眠
る
彼
、
願
わ
く
ぱ
安
ら
か
に
と

彼
は
こ
の
時
わ
ず
か
三
十
一
歳
だ
っ
た
。

略
歴
、
山
歴

君
が
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
眠
っ
て
か
ら
も
う
二
度
目
の
冬
山
が
や

っ
て
き
た
。

君
は
大
学
時
代
か
ら
山
へ
山
へ
と
精
進
し
て
い
っ
た
。
あ
る
時
は
理
科

系
と
し
て
初
め
て
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
選
ば
れ
て
、
部
の
世
話
も
よ
く

や
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
君
が
自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
た
こ
と
、
私
共
が
聯

か
山
へ
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
自
宅
の
写
真
暗
室
の
利
用
な

ど
で
、
君
の
在
学
中
は
あ
た
か
も
部
室
の
延
長
み
た
い
で
多
く
の
部
員
と

と
共
に
山
登
り
に
精
進
す
る
。
そ
の
後
松
本
山
の
店
、
つ
い
で
松
本
ス
パ
ル
自
動

車
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
信
濃
支
部
の
合
宿
を
中
心
に
若
き

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
県
陵
山
岳
会
（
県
ヶ
丘
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
）
の
一
三
１
ジ
ー
ラ

ン
ド
遠
征
に
参
加
、
ク
ッ
ク
、
タ
ス
マ
ン
、
そ
の
他
に
登
頂
。

昭
和
四
十
三
年
二
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
紹
介
者
は
浅
輪
幸
久
、
塚
本
茂
樹
氏
）
。

昭
和
四
十
四
年
Ｊ
Ａ
Ｃ
信
濃
支
部
ア
ラ
ス
カ
登
山
隊
に
参
加
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
、

ホ
ウ
レ
イ
カ
ー
に
登
頂
。

昭
和
四
十
六
年
県
陵
山
岳
会
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ｖ
峰
登
山
隊
に
参
加
、
第
一
次
登
頂
隊

員
と
し
て
登
肇
中
五
月
五
日
、
高
度
六
八
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
於
い
て
ス
リ
ッ

プ
の
た
め
他
の
二
隊
員
と
共
に
遭
難
死
去
。

（
中
野
和
郎
）

ふ
か
し

千
々
岩
玄
氏
（
一
九
四
一
Ｔ
一
九
七
一
）
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も
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
君
の
卒
業
の
後
も
つ
づ
い
て
い

た
が
、
私
は
そ
れ
に
満
足
し
て
い
る
。

君
の
山
行
は
両
親
の
血
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
あ
る
。
し
か

し
私
共
の
山
行
は
狭
い
台
湾
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も

未
開
の
高
砂
族
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
こ
と
に
有
意
義
で
あ

っ
た
。
君
の
山
行
は
こ
れ
に
比
べ
た
ら
本
格
的
で
あ
っ
て
、
学
生
時
代
の

精
進
は
も
と
よ
り
、
山
行
の
た
め
に
職
場
を
松
本
に
選
び
、
早
速
大
町
山

の
会
に
入
会
し
、
東
京
に
転
じ
て
ま
も
な
く
日
本
山
岳
会
に
も
入
会
し
て

い
る
。あ

る
と
き
「
本
人
は
憧
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
死
ん
で
本
望
だ
ろ
う
が
、
遺

族
は
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
慰
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
誰
よ

り
も
残
念
で
あ
っ
た
の
は
君
自
身
で
あ
っ
た
と
信
ず
る
。
親
兄
弟
は
も
と

よ
り
、
在
学
時
代
か
ら
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
君
は
多
く
の
人
か
ら

愛
さ
れ
た
。
そ
の
人
々
の
期
待
を
裏
切
る
結
果
と
な
っ
て
、
君
は
ほ
ん
と

う
に
死
に
き
れ
な
い
想
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
度
の
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
つ
い
て
、
君
に
二
つ
の
夢
を

か
け
て
い
た
。
一
つ
は
報
難
を
乗
り
越
え
て
前
人
未
踏
の
雪
嶺
を
き
わ
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
柄
は
大
き
く
成
長
す
る
だ
ろ
う
し
、
第
二
は

未
開
の
民
族
に
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
間
性
は
さ
ら
に
深
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

君
の
現
地
か
ら
の
通
信
に
「
同
じ
東
洋
人
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
、
か

く
も
貧
し
い
生
活
を
し
て
い
る
人
が
あ
る
と
思
う
と
責
任
を
感
ず
る
」
と

い
う
意
味
の
一
節
が
あ
っ
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
も
君
を
よ
く
慕
っ
て
い
て
、

事
故
の
と
き
に
は
み
な
泣
い
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

君
は
二
十
九
年
間
、
ほ
ん
と
う
に
私
ど
も
の
期
待
に
応
え
て
く
れ
た
。

こ
の
度
の
遠
征
に
つ
い
て
も
、
先
発
隊
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
労
苦
を
克
服

し
て
そ
の
任
務
を
果
し
、
死
の
瞬
間
ま
で
卒
先
し
て
難
し
い
ル
ー
ト
エ
作

に
専
念
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
よ
く
や
っ
た
よ
。

朝
夕
仏
だ
ん
に
合
掌
し
て
は
「
君
さ
え
無
事
に
帰
っ
て
い
た
ら
」
と
想

い
な
が
ら
鳴
咽
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
歎
き
の
涙
は
と
う
て
い
つ
き

な
い
。
し
か
し
君
の
一
生
を
通
じ
て
最
高
の
生
き
方
を
し
て
く
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
君
は
山
行
に
よ
っ
て
そ
の
真
面
目
な
生
き
方
を
、
求
道
に
も
通
ず

る
真
蟄
な
態
度
で
追
求
し
て
い
た
こ
と
を
信
じ
て
満
足
し
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
先
、
歎
き
の
涙
を
満
足
の
涙
に
代
え
る
よ
う
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

（
一
九
七
二
・
一
二
・
一
七
）

（
千
々
岩
助
太
郎
）

略
歴
、
山
歴

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
十
七
日
台
北
市
朱
居
喬
に
て
誕
生
。
（
父
、
助
太

郎
氏
は
曾
て
台
湾
山
岳
会
理
事
で
あ
っ
た
頃
、
故
沼
井
鉄
太
郎
氏
と
親
交
が
あ
り
、

『
山
岳
』
第
五
十
四
年
に
同
氏
の
追
悼
文
を
寄
稿
し
て
い
る
。
）

昭
和
三
十
七
年
四
月
九
州
大
学
農
学
部
入
学
、
学
友
会
山
岳
部
入
部
。

昭
和
四
十
一
年
三
月
九
大
農
学
部
農
業
工
学
科
を
卒
業
し
、
四
月
石
川
島
芝
浦
機

械
（
株
）
入
社
、
松
本
工
場
勤
務
。

昭
和
四
十
一
年
八
月
大
町
山
の
会
へ
入
会
。

昭
和
四
十
三
年
四
月
新
明
和
工
業
（
株
）
川
西
モ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
東
京
工
場
勤
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追 悼

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
十
月
六
日
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ｖ
峰
登
頂
の
た
め
ル
ー
ト

工
作
中
雪
崩
の
た
め
遭
難
死
。

＊

昭
和
二
十
七
年
’
三
十
三
年
（
阿
蘇
山
、
久
住
山
、
三
郡
縦
走
）

九
州
大
学
山
岳
部
時
代
昭
和
三
十
七
年
’
四
十
一
年

（
穂
高
、
立
山
、
遠
見
尾
根
、
祖
母
・
傾
・
山
手
本
谷
遡
行
、
劔
岳
、
赤
牛
岳
周

辺
、
湯
俣
尾
根
・
赤
牛
岳
北
東
尾
根
、
雷
山
、
傾
山
、
劔
岳
池
ノ
谷
、
野
北
岩
場
、

韓
国
岳
霧
島
山
群
、
劔
岳
北
方
稜
線
、
白
山
三
山
周
辺
、
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
、
九
重

山
、
笠
ヶ
岳
東
面
、
滝
谷
）

大
町
山
の
会
時
代
昭
和
四
十
一
年
’
四
十
五
年

（
烏
帽
子
岳
、
雨
飾
山
、
爺
ヶ
岳
北
稜
、
栂
池
、
爺
ヶ
岳
奥
ノ
稜
、
布
引
岳
東
尾

根
、
唐
沢
岳
幕
岩
、
立
岩
、
餓
鬼
岳
、
五
竜
岳
、
栂
池
、
唐
沢
岳
北
尾
根
、
五
竜

岳
Ｇ
２
中
央
稜
）

（
干
々
岩
助
太
郎
編
『
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ヘ
の
道
ｌ
干
々
岩
玄
追
悼
文
集
ｌ
』

（
昭
和
四
十
七
年
十
月
刊
）
に
よ
る
。
）
（
編
者
）

務
。

昭
和
四
十
三
年
七
月
日
本
山
岳
会
へ
入
会
（
会
員
番
号
六
五
一
○
号
、
紹
介
者
は

古
原
和
美
、
深
田
久
弥
の
両
氏
）
。

昭
和
四
十
六
年
二
月
結
婚

昭
和
四
十
六
年
八
月
九
州
大
学
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
々
員
と
し
て
参
加

出
発
。

｜
’

ウ
ォ
ー
キ
ー
ト
ー
キ
ー
で
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
隊
長
か
ら
の
声
が
事

務
的
に
響
く
。

「
エ
ベ
レ
ス
ト
で
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
の
成
田
さ
ん
が
、
四
月
二
十
一
日
、

心
臓
麻
痘
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
連
絡
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
明
日
の
撤

収
は
充
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
」

場
所
は
、
マ
ナ
ス
ル
山
群
の
バ
ウ
ダ
峰
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
。
私
も
成
田

君
と
時
を
同
じ
く
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
試
み
、
仲
間
の
一
人
を
転
落
事

故
で
失
い
な
が
ら
も
よ
う
や
く
登
頂
に
成
功
し
、
頂
上
に
立
っ
た
二
人
を

迎
え
て
、
登
頂
の
模
様
を
聞
い
て
い
た
矢
先
に
知
ら
さ
れ
た
計
報
で
あ
っ

た
。
仲
間
の
死
で
と
も
す
れ
ば
沈
み
が
ち
な
雰
囲
気
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
、

よ
う
や
く
明
る
い
き
ざ
し
が
出
そ
う
な
と
こ
ろ
に
、
ま
た
し
て
も
暗
く
重

い
空
気
が
た
だ
よ
っ
た
。
テ
ン
ト
の
中
で
は
、
誰
も
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な

か
っ
た
。

あ
の
成
田
が
心
臓
麻
痘
で
死
ぬ
な
ん
て
、
誰
も
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
や
東
京
の
仲
間
達
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
詳
し
い
便
り
が
来
て
い
た
。
肺
炎
を
こ
じ
ら
し
て
体
の
調
子
が

良
く
な
か
っ
た
。
体
の
調
子
が
良
く
な
り
、
Ｃ
１
か
ら
Ｃ
２
ま
で
荷
物
な

成
田
潔
思
氏
（
一
九
四
一
’
一
九
七
○
）
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し
で
登
り
、
Ｃ
１
ま
で
帰
り
、
夕
食
後
に
胸
が
痛
い
と
言
っ
て
い
る
う
ち

に
、
小
さ
く
「
ウ
シ
」
と
言
っ
た
き
り
二
度
と
帰
ら
ぬ
体
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
…
…
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
君
と
の
出
会
い
は
十
年
以
上
も
前
の
昭
和
三
十
五
年
、

横
浜
・
日
吉
の
汚
い
山
岳
部
の
部
室
だ
っ
た
。
折
か
ら
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
に

行
っ
て
い
た
わ
れ
わ
れ
の
部
の
遠
征
隊
の
山
田
二
郎
隊
長
か
ら
、
山
岳
部

の
新
入
部
員
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
こ

と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
事
が
最
終
で
あ
る
よ
う
な
、
小
さ
な
夢
は
持
つ
な
。

山
で
は
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
事
が
起
こ
る
の
が
ノ
ー
マ
ル
な
の
だ
。
形
式
だ

け
の
技
術
、
物
ご
と
を
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
動
け
な
い
登
山
者
は
、
山
登

り
の
世
界
で
は
た
ち
ま
ち
に
し
て
落
伍
者
と
な
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。
」

ま
た
、
多
勢
の
先
輩
達
か
ら
「
考
え
る
山
登
り
』
を
や
れ
、
と
教
え
ら
れ
、

「
山
で
は
死
ぬ
事
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
何
故
お
前
は
山
に
行
く
の
か
？
」

等
、
若
い
わ
れ
わ
れ
に
は
難
解
な
問
い
か
け
を
さ
れ
続
け
て
育
っ
た
。
特

に
君
が
、
四
年
生
で
山
岳
部
の
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
た
時
は
、
チ

ー
フ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
か
ら
、
こ
の
解
答
の
な
い
質
問
に
日
夜
取

り
組
み
苦
悩
し
て
い
た
。
曲
り
角
に
立
っ
て
い
る
、
学
生
登
山
の
宿
命
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
四
年
間
の
学
生
生
活
に
対
し
て
青
春
の

価
値
づ
け
を
す
る
為
の
、
試
行
錯
誤
だ
っ
た
と
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
四
年
間
は
山
を
そ
の
真
中
に
据
え
置
い
て
、
意
義
の
あ
る
人
生
を
戦

っ
て
い
た
君
の
姿
が
今
も
目
に
浮
ぶ
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
二
月
二
日
生
ま
れ
。

昭
和
三
十
九
年
三
月
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
同
年
四
月
日
本
冷
蔵
株
式

恥
会
社
入
社
。

大
学
を
卒
業
し
、
大
手
の
水
産
会
社
の
社
員
と
な
っ
た
君
は
、
早
朝
四

時
か
ら
の
魚
市
場
で
の
仕
事
か
ら
夜
遅
く
ま
で
の
会
社
の
残
業
ま
で
、
非

常
な
フ
ァ
イ
ト
で
業
務
に
あ
た
り
、
社
会
人
と
し
て
立
派
に
職
責
を
果
し

て
き
た
ば
か
り
か
、
大
い
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。
君
に
す
れ
ば
、
あ

の
学
生
時
代
の
山
登
り
に
悩
ん
だ
事
を
考
え
れ
ば
、
会
社
で
の
仕
事
は
目

的
と
結
論
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
か
ら
簡
単
で
あ
っ
た
と
言
う
に
違
い

な
い
が
、
君
は
常
日
頃
「
わ
れ
わ
れ
は
山
登
り
で
生
活
し
て
い
る
の
で
は

な
い
。
し
か
し
危
険
の
多
い
山
に
登
る
以
上
、
そ
れ
は
趣
味
だ
け
の
問
題

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
し
、
中
途
半
端
な
も
の
で
は
な
い
。
」
と
言
っ
て
い

た
。
そ
の
よ
う
に
言
い
、
ま
た
実
行
し
て
き
た
君
だ
か
ら
、
エ
ベ
レ
ス
ト

で
は
必
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
期
待
に
応
え
て
立
派
な
山
登
り
を
し
て
く
る
と

い
う
確
信
が
、
君
に
も
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
も
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
昔
か

ら
体
力
的
に
も
君
は
非
常
に
頑
健
で
あ
っ
た
。
し
か
し
高
度
に
よ
る
障
害

は
、
あ
の
普
段
は
野
蛮
と
さ
え
感
じ
さ
せ
る
頑
丈
さ
も
吹
き
飛
ば
し
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
続
々
と
遠
征
隊
が
出
て
い
る
が
、
高

度
に
対
す
る
研
究
が
進
ん
で
、
高
度
障
害
の
原
因
が
一
日
も
早
く
解
明
さ

れ
、
そ
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
ん
事
を
祈
り
た
い
。

略
歴
、
山
歴
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造
狸 陣

昭
和
三
十
五
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
体
育
会
山
岳
部
入
部
。

昭
和
三
十
五
年
七
月
北
ア
ル
プ
ス
千
丈
沢
合
宿
。

昭
和
三
十
六
年
三
月
北
ア
ル
プ
ス
裏
銀
座
春
山
合
宿
。

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
南
ア
ル
。
ブ
ス
赤
石
岳
冬
山
合
宿
。

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
剣
岳
冬
山
合
宿
。

昭
和
三
十
八
年
五
月
北
鎌
尾
根
ｌ
北
穂
高
岳
。

昭
和
四
十
年
十
二
月
穂
高
岳
。

昭
和
四
十
二
年
三
月
白
馬
岳
主
稜
。

昭
和
四
十
五
年
一
月
エ
。
ヘ
レ
ス
ト
遠
征
隊
参
加
。

昭
和
四
十
四
年
七
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
紹
介
者
宮
下
秀
樹
、
辰
沼
広
吉
両
氏
、

会
員
番
号
六
七
五
七
番
）
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
二
十
一
日
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
登
山
中
Ｃ
２
に
て
病
死
。
（
『
山
岳
』

第
六
十
六
年
六
十
三
頁
参
照
）

（
岡
部
紘
）

会
員
第
一
号
城
数
馬
氏
の
こ
と
藤
島
敏
男

ア
ン
デ
ス
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
へ
（
一
九
六
五
年
）
同
志
社
大
学
山
岳
会

ア
コ
ン
カ
グ
ア
南
壁
（
一
九
六
六
年
）
原
真

東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
山
二
九
六
六
年
）
池
田
錦
重

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
北
方
山
域
の
踏
査
二
九
六
五
年
）
薬
師
義
美

山
内
ピ
ッ
ケ
ル
抄
録
平
柳
一
郎

山
と
明
治
天
皇
広
瀬
誠

越
後
の
県
境
を
探
る
日
本
山
岳
会
越
後
支
部

ハ
ン
タ
ー
及
び
ブ
ォ
レ
イ
カ
ー
の
登
頂
錦
織
英
夫

グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
北
壁
ウ
ォ
ー
カ
ー
稜
の
登
華
伊
藤
敏
夫

コ
ー
・
イ
・
パ
ン
ダ
コ
ー
ル
登
頂
二
九
六
六
年
）
板
橋
元
一

ミ
ー
ル
・
サ
ミ
ー
ル
一
九
六
六
年
中
馬
敏
隆

パ
ダ
ク
シ
ャ
ン
山
地
の
旅
安
川
茂
雄

東
京
教
育
大
学

ア
ラ
ス
カ
・
ポ
ナ
峰
登
頂

山
岳
部
・
同
Ｏ
Ｂ
会

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・
ク

・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
（
一
九
六
六
年
）
ラ
プ

ポ
リ
ピ
ア
の
山
（
一
九
六
五
年
）
岡
島
成
行

テ
ィ
エ
ラ
・
デ
ル
・
フ
ェ
ゴ
の
山
旅
二
九
六
六
年
）
安
間
荘

ア
ー
サ
ー
・
ジ
ェ
ブ
リ
ー
ズ
の
富
士
登
山
成
瀬
岩
雄

追
悼
・
図
書
紹
介
・
会
務
報
告
・
英
文
梗
概

海
外
登
山
年
表
Ⅱ
一
九
六
六
年
Ⅱ
松
田
雄
一
編

Ａ
５
判
三
七
○
頁
・
写
真
九
○
葉
・
地
図
二
十
五
面
・
定
価
二
○
○
○
円

山
岳
第
六
十
二
年
（
一
九
六
七
年
）
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泉
靖
一
著
Ａ
５
判
三
四
七
ペ
ー

ジ
一
九
七
一
年
十
一
月
新
潮
社

発
行
定
価
一
二
○
○
円

日
本
の
「
山
の
本
」
に
は
自
伝
物
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
の
本
は
著
者
の

「
一
つ
の
人
生
と
、
そ
し
て
一
つ
の
時
代
の
記
録
」
で
あ
る
。
偶
然
と
は

い
え
、
「
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
、
好
ん
で
話
し
た
が
る
の
は
、
老
化
現
象
の

は
じ
ま
り
の
よ
う
で
あ
る
」
と
本
書
の
か
き
だ
し
に
記
し
て
、
終
章
の
筆

を
お
い
て
か
ら
半
ヵ
年
後
に
、
著
者
は
忽
然
と
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
書
は
、
『
ア
ル
プ
』
誌
に
約
三
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
文
章
を
ま

と
め
て
で
き
た
。
著
者
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
山
登
り
を
や
っ
て
い
て
、
戦

後
に
な
っ
て
面
識
を
え
た
私
は
、
連
載
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
は
毎
号
を
た

の
し
く
読
ん
だ
。
今
日
、
一
本
に
装
を
改
め
た
本
書
を
手
に
し
て
一
層
の

感
銘
を
う
け
た
。
本
を
ひ
も
ど
く
と
き
、
山
の
仲
間
が
私
の
近
く
で
昔
話

を
語
り
か
け
て
い
る
想
い
に
つ
つ
ま
れ
る
。

泉
靖
一
（
一
九
一
五
’
一
九
七
○
年
）
の
名
は
、
異
色
な
学
風
の
文
化

人
類
学
者
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
と
く
に
、
南
米
・
・
へ
ル
ー
の

コ
ト
シ
ュ
に
お
け
る
仕
事
は
、
南
ア
メ
リ
カ
最
古
の
文
明
の
確
認
と
い
う

図
書
紹
介

遥
か
な
山
や
ま

’

こ
と
で
、
斯
学
で
は
た
か
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
の
学
問
の

軌
跡
が
「
山
」
と
き
わ
め
て
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
を
こ
の
本
は
物

語
る
。
泉
氏
が
登
山
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
人
は
、
そ
う
多
く

な
い
と
思
う
が
、
少
年
時
代
の
「
山
」
と
の
出
会
い
が
契
機
と
な
り
、
学

生
時
代
に
は
当
時
と
し
て
か
な
り
先
鋭
的
な
山
登
り
に
熱
を
あ
げ
、
や
が

て
山
登
り
が
広
い
空
間
へ
の
探
検
的
旅
行
に
展
開
し
、
そ
の
旅
行
が
い
わ

ゆ
る
学
術
調
査
を
伴
う
か
た
ち
に
進
展
し
て
、
遂
い
に
文
化
人
類
学
と
い

う
、
日
本
の
学
界
で
も
新
し
い
分
野
の
学
問
研
究
の
第
一
線
の
研
究
者
に

育
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
泉
氏
の
学
風
に
は
野
外
調
査
旅

行
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
）
を
主
要
手
法
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ

っ
た
。こ

の
『
遥
か
な
山
や
ま
』
は
、
大
正
四
年
の
著
者
の
誕
生
か
ら
は
じ
ま

り
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
ー
山
と
知
り
あ
う
）
、
昭
和
四
十
三
年
メ
キ
シ
コ
の
調
査

旅
行
を
大
学
紛
争
の
激
化
の
た
め
に
中
断
し
て
、
独
り
帰
国
す
る
と
こ
ろ

で
終
っ
て
い
る
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
。
ま
さ
に
激
動
す
る
日
本
の
半
世
紀
の
歴

史
で
も
あ
る
。

泉
氏
は
父
君
が
京
城
帝
国
大
学
に
お
ら
れ
た
関
係
で
、
金
剛
山
群
が
は

じ
め
て
の
山
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
、
泉
氏
が
京
城
大
学
予
科
に
入
学

し
た
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
大
学
山
岳
部
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
す
で
に

日
本
内
地
で
は
学
生
山
岳
部
が
一
つ
の
黄
金
時
代
を
画
し
て
い
た
時
代

に
、
朝
鮮
で
は
ま
だ
近
代
ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
黎
明
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
な

か
で
泉
氏
は
、
積
雪
期
の
済
州
島
遠
征
が
で
き
る
ま
で
に
山
仲
間
を
組
織

し
、
同
時
に
済
州
島
に
つ
い
て
の
卒
論
を
も
も
の
し
た
。
氏
の
生
涯
を
貫

く
、
山
・
探
検
・
学
問
と
い
う
一
体
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
す
で
に
こ
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図書紹介

の
時
代
に
芽
ば
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

本
書
の
前
半
約
四
分
の
一
を
占
め
る
朝
鮮
時
代
が
、
内
容
と
し
て
は
文

字
通
り
の
山
岳
書
で
あ
っ
て
、
戦
前
の
朝
鮮
の
山
々
の
姿
が
い
き
い
き
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
大
半
は
登
山
家
の
書
と
い
う
よ
り
、
探
検

家
の
物
語
と
呼
ん
で
よ
い
。
一
九
三
六
年
の
北
支
旅
行
か
ら
は
じ
ま
る
約

十
年
近
く
の
間
に
、
支
那
大
陸
を
中
心
と
し
た
い
く
つ
か
の
学
術
調
査
旅

行
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
期
間
は
日
本
の
近
代
的
学
術
探
検
史
の
な
か

で
注
目
す
べ
き
一
時
期
で
あ
る
が
、
泉
氏
は
こ
の
分
野
で
は
む
し
ろ
先
駆

的
役
割
を
果
し
て
い
た
・
終
戦
前
後
の
き
び
し
い
と
き
の
泉
氏
の
行
動
が
、

短
い
文
章
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
人
間
と
し
て
の
泉
靖
一
の
一
面
が
如
実

母
校
を
敗
戦
と
と
も
に
失
い
、
学
者
と
し
て
の
社
会
的
地
盤
が
崩
れ
た

な
か
で
、
氏
は
自
ら
研
究
活
動
の
足
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
あ
だ

か
も
、
氷
壁
に
自
ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
切
っ
て
い
く
登
山
者
の
行
動
の
よ
う

に
受
け
と
れ
る
。

戦
後
の
激
動
期
が
す
ぎ
、
一
九
五
○
年
代
に
は
い
っ
て
、
泉
氏
は
東
大

を
拠
点
に
南
ア
メ
リ
カ
の
調
査
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
。
第

一
次
（
一
九
五
八
年
）
か
ら
第
四
次
（
一
九
六
六
年
）
ア
ン
デ
ス
学
術
調

査
団
が
、
有
名
な
コ
ト
シ
ュ
遺
跡
の
発
掘
に
成
功
す
る
。
こ
の
辺
の
記
述

は
、
野
外
科
学
の
研
究
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ

て
い
て
面
白
い
。

著
者
が
こ
の
壮
大
な
自
伝
の
タ
イ
ト
ル
に
『
遥
か
な
山
や
ま
』
と
つ
け

た
意
図
は
、
本
書
の
主
な
内
容
か
ら
す
る
と
一
見
し
て
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う

に
思
え
る
。
し
か
し
、
泉
氏
が
本
書
の
終
章
を
書
き
終
っ
た
と
き
、
後
生

に
躍
動
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

に
再
び
「
山
へ
の
回
帰
」
を
心
に
い
だ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
。
ま
た
、
自
分
の
歩
い
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
を
語
る
と
き
、
氏

自
身
は
常
に
朝
鮮
の
山
々
に
追
想
を
走
ら
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

本
書
の
巻
末
に
は
、
梅
棹
忠
夫
氏
の
「
泉
靖
一
に
お
け
る
山
と
探
検
」

と
い
う
一
文
が
の
せ
て
あ
る
。
本
書
を
理
解
す
る
に
き
わ
め
て
適
切
な
解

説
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
泉
氏
が
生
き
て
き
た
時
代
の
山
・
探
検
・

学
問
の
一
つ
の
文
明
史
的
評
論
と
し
て
も
、
す
ぐ
れ
た
文
章
で
あ
る
。

〔
渡
辺
兵
力
〕

ロ
ベ
ー
ル
・
テ
ズ
ナ
・
デ
ュ
・
モ
ン

セ
ル
著
桑
原
武
夫
・
高
田
方
一
郎

訳
Ｂ
５
判
二
一
三
ペ
ー
ジ
一

九
七
二
年
一
月
筑
摩
耆
房
発
行

定
価
一
○
○
○
円

筆
者
の
よ
う
に
、
登
山
家
の
気
品
よ
り
は
俗
物
性
の
方
を
よ
り
多
く
観

察
し
て
来
た
と
確
信
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
の
悔
恨
な
し
に
は

読
め
な
い
ほ
ど
に
、
美
し
く
き
び
し
い
品
格
を
持
っ
た
山
の
物
語
で
あ
る
。

著
者
の
ロ
ベ
ー
ル
・
テ
ズ
ナ
・
デ
ュ
・
モ
ン
セ
ル
氏
に
つ
い
て
は
、
巻

末
に
共
訳
者
の
桑
原
武
夫
氏
が
要
を
得
た
紹
介
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
著
者
は
「
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｍ
（
高
地
山
岳
グ
ル
ー
プ
）
の
会
長
を
な
が
く

わ
れ
ら
の
も
の
な
ら
ぬ
世
界

｜

’

’

I
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つ
と
め
た
フ
ラ
ン
ス
有
数
の
登
山
家
で
あ
り
、
ま
た
名
文
家
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
・
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
だ
が
、

法
学
博
士
で
あ
り
、
拓
務
省
の
植
民
地
監
察
官
と
な
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
に
き

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
帰
途
日
本
に
も
立
寄
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
大
銀

行
の
連
合
体
の
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
と
い
う
。

「
痩
せ
型
の
、
知
的
な
、
と
い
っ
て
も
神
経
質
的
で
は
全
然
な
い
風
貌

を
し
た
滿
漉
な
紳
士
で
あ
っ
た
。
し
か
し
趣
味
は
高
雅
で
、
て
ら
っ
と
し

た
感
じ
は
ど
こ
に
も
な
い
。
む
し
ろ
ス
ト
イ
ッ
ク
な
感
じ
で
あ
っ
た
。
独

身
で
、
当
時
（
一
九
三
七
年
春
）
は
オ
ー
ト
ゥ
イ
ュ
の
上
品
な
ア
パ
ー
ト
に
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
老
コ
ッ
ク
と
二
人
で
住
ん
で
い
た
」
。
「
私
は
日
本
で
貴

族
と
い
い
う
る
人
に
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
貴
族
の
よ

さ
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
と
、
彼
の
こ
と
が
思
い
う
か
ぶ
」
と

桑
原
氏
は
評
し
て
い
る
。
デ
ュ
・
モ
ン
セ
ル
氏
は
よ
き
時
代
の
典
型
的
な

ア
マ
チ
ュ
ア
登
山
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
日
本
で
も
よ
く
訳
さ

れ
て
い
る
売
れ
っ
子
職
業
登
山
家
た
ち
の
、
読
者
に
お
も
ね
た
文
章
と
は

異
な
る
気
品
と
、
き
び
し
さ
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

は
し
が
き
に
お
い
て
著
者
は
「
山
は
こ
こ
で
は
口
実
に
す
ぎ
な
い
。
以

下
に
読
ま
れ
る
物
語
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
一
つ
の
証
言
で
あ
る
」
と
言
う
。

第
一
次
大
戦
に
は
じ
ま
り
、
第
二
次
大
戦
に
終
っ
た
ひ
と
つ
の
青
春
の
証

言
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
が
書
き
た
か
っ
た
こ
と
は
「
ス
ポ
ー

ツ
上
の
成
果
の
報
告
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
の
呼
び
か
け
、
そ
の
美

し
さ
、
そ
し
て
も
ろ
も
ろ
の
危
険
を
前
に
し
て
の
魂
の
状
態
の
反
映
で
あ

る
。
」
き
わ
め
て
個
人
的
な
経
験
の
う
ち
に
「
ど
の
よ
う
な
真
実
を
見
出
す

か
は
、
お
の
お
の
読
者
の
自
由
で
あ
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

手
記
は
一
九
一
四
年
（
第
一
次
大
戦
）
か
ら
始
ま
る
。
父
も
兄
も
戦
争

に
動
員
さ
れ
る
が
、
著
者
の
「
年
齢
は
大
人
の
ゲ
ー
ム
へ
の
参
加
を
禁
止

し
た
」
・
著
者
は
「
生
命
を
賭
け
な
い
努
力
は
す
べ
て
と
る
に
足
り
な
い
も

の
と
考
え
て
い
た
の
で
」
彼
の
「
眼
が
容
赦
す
る
の
は
真
の
戦
闘
員
だ
け

だ
っ
た
」
と
感
ず
る
。
彼
は
戦
闘
者
と
は
無
縁
の
銃
後
の
社
会
と
い
っ
た

も
の
に
、
嫌
悪
と
軽
蔑
を
感
じ
な
が
ら
、
つ
い
に
戦
い
の
機
会
を
得
ず
休

戦
が
訪
れ
る
。
そ
の
と
き
十
六
歳
だ
っ
た
と
い
う
。
導
入
部
の
文
章
は
少

し
き
ざ
で
凝
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
少
年
期
を
脱
し
よ
う

と
し
て
い
た
著
者
が
、
登
山
と
い
う
行
為
の
中
に
求
め
た
も
の
が
何
で
あ

っ
た
か
を
う
か
が
い
知
ら
せ
る
。

初
期
の
登
山
は
コ
ル
・
デ
ュ
・
ジ
ェ
ア
ン
、
プ
レ
ア
ル
プ
、
ヴ
ァ
ノ
ア

ー
ズ
・
ア
ル
プ
ス
、
ド
フ
ィ
ネ
、
サ
ヴ
ォ
ア
等
で
始
ま
る
。
ハ
ー
ド
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
い
っ
た
結
果
、
以
前
か
ら
著
者
が
感
じ
て
い
た

「
戦
争
と
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
と
の
間
の
神
秘
的
な
つ
な
が
り
」
が
確
か
め
ら

れ
る
。
著
者
は
言
う
。
「
私
は
非
常
な
慎
重
さ
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
危
険

の
陶
酔
を
も
、
そ
こ
に
見
出
し
た
。
こ
れ
は
危
険
に
対
す
る
嗜
好
だ
ろ
う

か
？
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
生
ま
れ
つ
き
の

よ
い
精
神
に
よ
る
、
自
己
の
限
界
の
追
求
を
可
能
な
ら
し
め
る
限
り
に
お

い
て
の
み
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
高
貴
の
称
号
を
か
ち

え
る
の
は
、
無
用
の
危
険
追
求
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
逆
に
、
そ
の
制
裁

の
き
び
し
さ
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
」

大
学
で
、
エ
ド
ゥ
ワ
ー
ル
・
ド
・
ジ
ゴ
ー
ル
と
い
う
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｍ
の
会

員
と
知
り
合
い
一
緒
に
登
り
始
め
る
。
こ
の
あ
た
り
の
個
人
的
な
出
会
い

か
ら
始
ま
る
山
の
友
人
関
係
と
い
う
の
が
、
山
岳
会
主
義
の
日
本
で
は
な
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図図紹介

か
な
か
味
わ
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
山
で
の
人
間
の
出
会

い
や
別
れ
が
、
実
に
魅
力
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
個
人
主
義
的
な
登
山
家

の
世
界
が
好
ま
し
く
伝
わ
っ
て
来
る
。

著
者
は
つ
い
に
「
真
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
も
の
以

外
に
は
、
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
」
わ
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
ホ
テ
ル
の

客
た
ち
は
「
背
景
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
断
ず
る
時
期
を
迎

え
る
。し

か
し
著
者
は
こ
う
も
言
う
。
「
今
に
な
っ
て
私
は
自
責
す
る
。
彼
ら

（
ホ
テ
ル
の
地
味
な
客
た
ち
）
は
、
現
在
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
礼
儀
正
し

く
、
機
智
に
と
ん
だ
集
団
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
私
た
ち
の
無
言

の
侮
蔑
に
応
え
る
た
め
に
、
と
て
も
味
な
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
。
調
子

の
高
い
『
民
衆
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
』
の
中
で
『
ピ
ッ
ケ
ル
を
ふ
る
っ
て
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
行
な
う
迷
え
る
者
た
ち
』
を
や
っ
つ
け
た
あ
と
、
Ｇ
・
Ｂ
・

Ｍ
１
低
地
山
岳
グ
ル
ー
プ
ー
を
創
立
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ

る
。
低
い
国
（
オ
ラ
ン
ダ
）
の
女
王
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
名
誉
会
長
に

推
さ
れ
た
。
会
の
紋
章
は
『
き
の
こ
』
と
『
な
め
く
じ
』
と
樅
の
木
を
ま

と
め
た
も
の
だ
っ
た
。
」

Ｇ
・
Ｈ
・
Ｍ
に
対
し
て
Ｇ
・
Ｂ
。
Ｍ
を
こ
ん
な
風
に
紹
介
す
る
著
者
の

い
き
な
風
刺
を
買
い
た
い
。
い
き
と
い
え
ば
、
こ
ん
な
文
章
も
出
て
来
る
。

「
誰
に
も
行
先
を
知
ら
せ
て
い
な
い
山
行
か
ら
帰
っ
て
来
て
テ
ー
ブ
ル
に

つ
く
と
、
食
堂
全
員
の
視
線
が
集
中
し
た
・
風
呂
に
入
り
、
ひ
げ
を
剃
り
、

頭
か
ら
爪
先
ま
で
着
替
え
て
、
山
行
の
苦
労
の
跡
を
い
さ
さ
か
も
現
わ
さ

な
い
よ
う
に
振
舞
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
い
き
だ
と
し
て
い
た
。
そ
の
理

由
は
、
あ
と
に
な
っ
て
或
る
有
名
な
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
。
あ
る
日
彼
は
私
に
こ
う
言
っ
た
の
だ
。
『
僕
は
仲
間
の
服
装
に
非
常
に

気
を
つ
か
う
。
私
た
ち
の
体
が
ザ
イ
ル
に
繋
が
れ
た
ま
ま
岩
壁
の
下
で
発

見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
な
・
』
彼
の
お
か
げ
で
私
は
、

大
き
な
愛
情
は
自
分
自
身
を
、
死
に
お
い
て
す
ら
、
尊
重
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
」

あ
げ
て
い
け
ば
き
り
が
な
い
が
、
山
に
関
す
る
珠
玉
の
よ
う
な
名
言
が

あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
本
だ
。

や
が
て
著
者
は
「
シ
ャ
モ
ニ
ー
・
ガ
イ
ド
組
合
の
料
金
表
に
載
っ
て
い

な
い
大
胆
な
冒
険
に
乗
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
」
登
山
家

に
成
長
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
、
ア
ル
マ
ン
・
シ
ャ
ル
レ
、
ア
ン
リ
・

セ
ゴ
ー
ニ
ュ
と
い
っ
た
一
流
の
登
山
家
た
ち
と
知
り
会
っ
て
行
く
。

「
オ
リ
ン
ポ
ス
の
入
口
で
」
と
い
う
章
に
描
か
れ
て
い
る
、
山
小
屋
で

の
セ
ゴ
ー
ニ
ュ
一
行
と
の
偶
然
の
出
会
い
は
透
逸
で
あ
る
。

マ
ン
メ
リ
ー
を
そ
ら
ん
ず
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
著
者
は
「
必
習
コ
ー

ス
」
と
し
て
グ
レ
ポ
ン
を
登
り
、
つ
づ
い
て
ビ
ッ
ク
・
ラ
・
フ
ァ
ー
ル
を

登
る
。
そ
し
て
苦
闘
の
末
に
失
敗
す
る
「
グ
ラ
ン
・
シ
ャ
ル
モ
ー
ズ
の
北

面
」
あ
た
り
が
、
本
書
の
前
半
の
山
場
と
な
っ
て
い
る
。

「
懐
し
き
孤
独
」
の
な
か
で
は
著
者
の
登
山
思
想
が
語
ら
れ
る
。

「
こ
う
い
っ
た
質
問
（
ど
う
し
て
山
へ
登
る
の
か
と
い
っ
た
質
問
）
に

山
男
は
答
え
な
い
。
浮
浪
人
の
よ
う
に
言
葉
を
濁
し
て
し
ま
う
。
山
男
は

自
分
自
身
も
知
ら
な
い
、
ま
た
説
明
も
し
た
が
ら
な
い
秘
密
を
持
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
彼
の
選
択
し
た
孤
独
な
途
は
、
日
常
の
生
活
で
は
内
面
的
な

欲
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
間
た
ち
の
歩
む
途
な
の
だ
。
」

「
現
在
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
山
男
の
計
画
を
つ
ぶ
そ
う
と
す
る
。
彼
の
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周
囲
を
と
り
か
こ
み
、
締
め
つ
け
る
制
約
か
ら
ど
う
や
っ
て
脱
出
す
る
の

か
？
お
し
よ
せ
る
大
衆
に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
な
い
山
は
も
う
存
在
し

な
い
。
」

「
自
然
保
護
の
た
め
に
働
く
人
は
い
る
。
し
か
し
同
時
に
ま
た
人
間
の

内
心
に
あ
る
、
神
秘
な
も
の
に
対
す
る
嗜
好
を
尊
重
す
べ
き
時
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

私
は
こ
の
よ
う
な
願
望
に
応
え
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
何
度
も
夢
想
し
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
の
た
め
に
全
ペ
ー
ジ
大
の
挿
絵
が
あ
て
ら

れ
、
巧
み
な
陰
影
で
山
の
美
し
い
姿
と
見
事
な
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ

れ
る
。
山
頂
は
軽
や
か
な
雲
で
な
か
ば
隠
さ
れ
、
淡
い
線
の
み
で
え
が
か

れ
る
。
ル
ー
ト
は
適
度
に
不
確
か
の
ま
ま
で
残
さ
れ
、
山
の
構
造
が
示
す

論
理
的
な
ル
ー
ト
の
み
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
は
排
除
さ
れ
る
。
太
い
実

線
で
は
な
く
、
気
ま
ま
な
点
線
で
ル
ー
ト
は
示
さ
れ
、
読
者
の
精
神
が
点

と
点
の
問
か
ら
脱
出
で
き
る
余
地
を
あ
た
え
る
。
」

「
ル
ー
ト
の
困
難
さ
の
度
合
い
は
、
気
の
き
い
た
控
え
目
な
い
い
ま
わ

し
で
記
述
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
『
芸
術
家
む
き
、
実
業
家
む
き
、
大
胆
む

き
、
向
う
み
ず
む
き
。
…
：
』
と
。
」

「
そ
し
て
最
良
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
は
、
け
つ
き
よ
く
の
と
こ
ろ
全
ペ

ー
ジ
白
紙
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
が
い
ま
何
ほ
ど
か
そ
の
息
吹
き

を
伝
え
よ
う
と
試
み
て
い
る
、
そ
の
当
時
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
と
い

う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
あ
っ
て
も
幸
い
に
不
正
確
だ

っ
た
の
で
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
は
ば
ら
ば
ら
資
料
を
寄
せ
集
め
る
と
い
う
、

お
ど
ろ
き
と
魅
惑
に
み
ち
た
作
業
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
あ

ら
ゆ
る
ル
ー
ト
は
忍
耐
強
い
準
備
と
積
極
的
自
発
的
な
行
動
を
必
要
と
し

た
。
そ
の
い
つ
ぽ
う
何
と
い
う
火
の
よ
う
な
情
熱
が
つ
ね
に
目
覚
め
て
い

た
こ
と
か
〃
．
」

「
そ
の
頃
は
ま
だ
ル
ー
ト
の
選
択
が
困
難
さ
の
尺
度
に
よ
っ
て
き
ま
る

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
有
名
な
山
々
、
そ
の
地
方
の
女
王
と
し
て
だ
れ

し
も
が
み
と
め
、
そ
の
山
に
つ
い
て
の
物
語
が
記
憶
の
中
で
詩
の
よ
う
に

歌
わ
れ
て
い
る
山
々
が
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
」

「
グ
レ
ポ
ン
登
頂
に
成
功
す
れ
ば
、
登
筆
者
と
し
て
の
資
格
に
は
な
る

が
、
山
男
の
資
格
を
え
る
に
は
不
充
分
だ
っ
た
。
」

た
し
か
に
著
者
は
、
一
時
代
前
の
滅
び
行
く
登
山
家
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
現
代
の
山
の
世
界
を
む
し
ば
ん
で
い
る
浅
薄
な
風
潮
を
拒
否
し
よ

う
と
す
る
そ
の
姿
勢
の
中
に
は
、
一
流
本
物
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
が
か
え

っ
て
読
者
の
心
を
打
つ
。
こ
の
あ
た
り
は
日
本
の
若
い
読
者
に
味
読
し
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
が
、
同
時
に
世
相
に
流
さ
れ
つ
つ
あ
る
大
家
連
中
に
も
、

え
り
を
正
し
て
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

冬
の
メ
ー
ジ
ュ
・
サ
ン
ト
ラ
ル
の
頂
上
か
ら
下
り
な
が
ら
著
者
の
冥
想

は
つ
づ
く
。
「
高
山
の
焼
付
け
た
刻
印
は
消
え
る
こ
と
は
な
い
・
そ
れ
は
人

間
の
魂
の
奥
底
に
い
つ
ま
で
も
つ
づ
く
喜
び
と
、
癒
え
る
こ
と
の
な
い
悔

恨
を
植
え
つ
け
る
。
そ
れ
は
わ
れ
ら
の
も
の
な
ら
ぬ
世
界
の
喜
び
と
悔
恨

で
あ
る
。
そ
の
世
界
に
私
た
ち
、
新
し
い
プ
ロ
メ
セ
ウ
ス
は
、
あ
る
恵
ま

れ
た
日
々
、
失
わ
れ
た
楽
園
の
反
映
の
い
く
つ
か
を
盗
み
取
り
に
い
く
の

だ
。
」シ

ャ
ル
モ
ー
ズ
で
の
失
敗
の
翌
年
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
山
塊
に
残
さ
れ
た
課

題
、
コ
ル
・
ド
・
ブ
レ
テ
ィ
エ
ー
ル
の
北
斜
面
の
初
登
筆
に
成
功
す
る
。

つ
づ
い
て
エ
イ
ギ
ー
ュ
・
ヴ
ェ
ル
ト
南
西
面
、
ラ
・
バ
ル
・
デ
・
ゼ
ク
ラ
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ン
南
東
壁
と
つ
づ
く
。

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
屋
根
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
登
頂
に
つ
い
て
は
、
著
者
ら
し
い

意
見
が
述
録
へ
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
こ
へ
登
っ
た
と
い
う
こ
と
で
虚
栄
心
が

く
す
ぐ
ら
れ
る
一
つ
の
有
名
な
山
を
し
か
、
そ
こ
に
見
な
い
大
衆
と
混
同

さ
れ
た
く
な
か
っ
た
」
と
い
う
理
由
で
、
著
者
は
こ
の
山
の
登
頂
に
は
と

く
に
気
を
配
り
、
ブ
レ
ン
ヴ
ァ
尾
根
か
ら
登
り
、
ポ
ッ
ス
尾
根
か
ら
お
き

ま
り
の
、
し
か
し
き
わ
め
て
美
し
い
コ
ー
ス
を
通
っ
て
フ
ラ
ン
ス
斜
面
に

降
っ
た
。
翌
年
も
著
者
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
ヘ
向
か
う
が
、
そ
の
途
次
、
旧
友

エ
ド
ア
ー
ル
・
ド
・
ジ
ゴ
ー
ル
の
計
報
を
聞
く
。

二
度
目
の
大
戦
が
終
っ
た
と
き
（
大
戦
中
の
こ
と
は
あ
ま
り
書
か
れ
て

い
な
じ
、
著
者
は
山
岳
兵
と
し
て
ア
ル
プ
ス
に
い
た
・
旧
ド
イ
ツ
の
軍
人

だ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
登
っ
た
ド
ル
ー
ゼ
ン
フ
ル
ー
南
壁
の
記
述
で

本
書
は
終
る
。
「
戦
闘
は
、
た
と
え
敵
で
あ
ろ
う
と
も
、
人
間
を
尊
敬
す
る

こ
と
を
教
え
た
の
だ
っ
た
」
と
著
者
は
言
う
。

か
つ
て
の
敵
と
共
に
山
を
登
る
最
後
の
章
は
、
著
者
の
戦
争
や
山
や
友

情
に
対
す
る
考
え
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

登
山
行
為
の
中
に
著
者
は
戦
い
を
求
め
、
勇
気
と
克
己
心
を
も
っ
て
生

命
の
危
険
を
お
か
す
こ
と
を
肯
定
す
る
。
限
界
状
況
の
中
で
自
ら
を
内
省

し
、
友
情
を
得
、
人
間
の
避
遁
と
別
れ
を
体
験
す
る
。
こ
う
し
た
き
び
し

い
行
動
と
思
索
の
世
界
が
、
明
蜥
な
文
体
で
語
ら
れ
て
い
る
の
が
本
書
の

特
徴
で
あ
る
。

素
朴
な
男
の
世
界
が
知
的
な
文
章
で
語
ら
れ
て
い
る
。
登
山
行
為
を
こ

の
よ
う
に
再
現
し
得
る
著
者
の
内
部
に
は
、
桑
原
氏
も
言
う
よ
う
に
「
文

学
の
素
養
の
深
さ
」
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ド
ル
ー
ゼ
ン
フ
ル
ー
南
壁
の
登
肇
を
終
え
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
別

れ
る
場
面
が
本
文
の
末
尾
と
な
っ
て
い
る
。

「
人
間
は
つ
ね
に
出
発
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
い
ず
こ
で
も

な
い
と
こ
ろ
へ
。
つ
な
が
り
が
よ
う
や
く
出
来
た
途
端
に
、
そ
れ
は
破
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
さ
よ
う
な
ら
、
カ
ル
ル
・
』

私
は
彼
を
は
じ
め
て
名
で
よ
ん
だ
。
彼
は
一
種
の
身
振
り
を
し
た
。
暗

闇
の
中
で
、
私
た
ち
は
手
を
握
っ
た
。
彼
は
ゆ
っ
く
り
、
一
語
一
語
と
単

語
を
さ
が
し
な
が
ら
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
っ
た
。

『
私
は
…
…
是
非
も
う
一
度
・
：
．
：
お
会
い
し
た
い
で
す
。
』

狭
い
渓
谷
の
上
方
に
、
空
は
完
全
に
澄
み
き
っ
て
い
た
。
暗
い
線
で
空

を
囲
ん
で
い
る
山
々
は
、
空
に
明
る
い
深
さ
を
あ
た
え
て
い
た
。
そ
し
て

ひ
と
つ
の
共
通
の
愛
を
通
じ
て
の
避
遁
の
な
か
に
、
人
間
た
ち
の
血
だ
ら

け
の
闘
争
の
思
い
出
が
今
宵
、
こ
の
空
の
深
み
の
中
で
、
私
た
ち
か
ら
消

え
去
っ
た
。
」

一
読
し
て
余
韻
が
残
る
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
著
者
が
多
く
の
説
明
や
情

緒
を
省
略
し
、
行
動
の
核
心
の
み
を
取
り
出
し
て
、
ま
る
で
短
編
小
説
の

よ
う
に
配
列
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
流
麗
な
文
章

と
い
う
の
は
、
そ
う
と
う
に
苦
心
の
作
で
あ
ろ
う
。
原
著
に
は
写
真
は
な

い
そ
う
だ
が
、
日
本
訳
に
は
八
枚
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
す
ぐ
れ
た
登
山
家
が
書
い
た
、
い
か
に
も
フ
ラ
ン
ス
的
な

本
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
日
本
人
が
、
こ
の
ま
ま
の
文
章
を
真
似
て
も
そ

ぐ
わ
な
い
と
い
う
気
は
す
る
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
し
て
も
日
本
人
の

場
合
、
仮
り
物
に
な
り
や
す
い
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
日
本
人
ら
し
い
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山
の
文
章
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
と
い
う
疑
問
に
思
い
が
飛
ぶ
。

原
文
を
読
む
能
力
の
な
い
筆
者
が
、
翻
訳
文
に
つ
い
て
と
や
か
く
い
う

立
場
に
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
だ
け
疑
問
が
あ
る
。
か
た
仮
名
訳
の
単
語
が

少
し
不
統
一
で
気
に
な
る
。
英
独
仏
さ
ま
ざ
ま
な
登
山
用
語
が
頻
出
す
る

の
は
少
し
目
ざ
わ
り
で
あ
る
。
日
本
登
山
界
の
用
語
の
混
乱
を
あ
り
の
ま

ま
に
反
映
し
た
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
の
こ
と
だ
が
、
原
文
が
フ
ラ
ン
ス
語

の
名
文
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
出
来
る
だ
け
日
本
語
の
訳
語
を
見
つ
け
、
や
む

を
得
ぬ
も
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
用
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ザ
イ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
よ
う
な
訳
語
に
は
、
そ
れ
が
常
用
さ
れ

て
い
て
も
ど
う
も
疑
問
を
感
ず
る
し
、
「
カ
ッ
ト
し
か
け
て
い
た
ス
テ
ッ

プ
が
微
塵
に
砕
け
ち
っ
た
」
と
か
「
そ
れ
か
ら
左
を
ト
ラ
イ
し
て
み
た
」

と
か
は
、
完
全
な
日
本
語
に
訳
せ
ば
よ
い
と
思
う
。
こ
の
種
の
問
題
は
論

ず
る
に
や
す
く
、
行
な
う
に
非
常
な
困
難
を
伴
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
な
に

が
し
か
の
配
慮
が
ほ
し
か
っ
た
。
〔
原
真
〕

深
田
久
弥
著
合
判
五
六
二
ペ
ー

ジ
本
文
中
に
挿
絵
多
数
一
九
七

一
年
九
月
白
水
社
発
行
定
価
二

○
○
○
円

深
田
さ
ん
の
中
央
ア
ジ
ア
探
検
史
の
研
究
が
、
い
つ
頃
始
め
ら
れ
た
の

中
央
ア
ジ
ア
探
検
史

か
、
定
か
に
は
判
ら
な
い
が
、
い
ま
私
の
手
許
に
残
っ
て
い
る
昭
和
三
十

五
年
十
月
十
八
日
付
の
同
氏
の
手
紙
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
「
近
頃
ヒ
マ
ラ
ヤ
だ
け
で
な
く
中
央
ア
ジ
ア
に
手
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
そ
の
方
の
知
識
が
乏
し
く
、
こ
の
方
で
威
張
れ
る
よ
う
に

な
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
年
月
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
ま
ず
手
当
り
次
第
に

探
検
記
を
読
ん
で
い
ま
す
」
。
同
氏
の
精
細
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
が
進
む
過

程
で
、
自
然
に
中
央
ア
ジ
ア
の
魅
力
に
引
き
こ
ま
れ
た
こ
と
を
、
こ
の
手

紙
は
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
十
余
年
、
朝
に
夕
に
同
氏
は
老
大
な

中
央
ア
ジ
ア
の
探
検
記
、
旅
行
記
の
類
を
読
破
し
、
亡
く
な
る
頃
に
は
わ

が
国
で
も
屈
指
の
権
威
に
ま
で
な
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

深
田
さ
ん
が
中
ア
探
検
史
を
纒
め
た
い
と
企
図
さ
れ
た
の
は
、
既
に
西

域
探
検
紀
行
全
集
の
計
画
さ
れ
た
頃
（
昭
和
四
十
年
）
で
あ
ろ
う
。
当
時

同
氏
は
既
に
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
を
角
川
新
書
と
し
て
刊
行
（
昭
和
三
十

七
年
十
一
月
）
し
て
お
り
、
深
田
さ
ん
ら
し
い
書
き
方
で
、
私
は
将
来
刊

行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
中
ア
探
検
史
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
た
。
同
氏

の
急
逝
に
よ
っ
て
一
頓
挫
を
き
た
し
た
か
に
思
え
た
本
書
が
、
こ
の
度
上

梓
の
は
こ
び
に
至
っ
た
こ
と
は
、
故
人
を
知
る
一
人
と
し
て
喜
び
に
堪
え

な
い
。本

書
は
探
検
史
と
は
い
う
も
の
の
、
所
謂
編
年
体
に
叙
述
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
有
史
以
来
中
央
ア
ジ
ア
探
究
に
大
き
な
影
響
の
あ
っ
た
人
物

を
拉
し
来
た
っ
て
、
そ
の
人
物
を
中
心
に
叙
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
深
田

さ
ん
一
流
の
評
価
が
各
章
に
張
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
古
代
か
ら

の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
当
然
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
で
あ
る
と
か
、
張
毒

で
あ
る
と
か
、
玄
英
や
高
仙
芝
な
ど
の
大
遠
征
、
大
旅
行
が
、
概
ね
一
人
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一
章
に
興
味
深
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
精
確
な
叙
述
か
ら
考
え
て
、

調
査
に
は
想
像
に
余
る
困
難
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。
近
代
探
検
以
前
の
叙

上
の
人
物
は
、
他
に
法
顕
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
、
シ
ュ
ラ
ー
ギ
ン
ト
ワ
イ

ト
等
二
十
四
章
に
及
び
、
こ
れ
で
第
一
部
を
な
し
て
い
る
。

第
二
部
の
近
代
探
検
史
上
の
人
物
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
プ

ル
ジ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
、
ヘ
デ
ィ
ン
、
ス
タ
イ
ン
を
は
じ
め
、
わ
が
国
で
は

河
口
慧
海
、
橘
瑞
超
を
含
め
十
四
章
に
亘
り
各
探
検
家
の
業
績
、
特
色
を

述
べ
、
第
一
部
同
様
読
者
を
し
て
飽
か
し
め
な
い
手
際
は
、
流
石
深
田
さ

ん
な
ら
で
は
と
思
わ
せ
る
。
各
章
末
に
主
要
参
考
文
献
が
添
え
て
あ
る
。

本
書
は
全
篇
三
十
八
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
正
確
に
い
う
と
、

そ
の
中
八
章
は
深
田
氏
が
遣
さ
れ
た
メ
モ
等
を
も
と
に
し
て
、
長
沢
和
俊

氏
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
深
田
氏
が
書
く
べ
く
し
て
書
き
得
な
か
っ

た
未
完
の
部
分
で
あ
る
。
本
書
全
篇
に
亘
る
整
理
校
合
と
共
に
、
こ
の
長

沢
氏
の
努
力
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
同
氏
及
び
熱
心
に
協
力
し
た
白
水

社
の
藤
原
一
晃
氏
の
尽
痒
な
く
し
て
は
、
お
そ
ら
く
本
書
は
か
か
る
形
で

日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
、
敬
意
を
表
す
る
に
吝
か
で
な

い
。
最
近
法
顕
伝
の
邦
訳
等
に
立
派
な
業
績
を
挙
げ
、
か
つ
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
旅
に
も
同
行
し
た
長
沢
氏
に
し
て
、
は
じ
め
て
出
来
得
た
こ
と
と
思

禺
ノ
Ｏ

細
か
い
点
で
気
の
つ
い
た
こ
と
。
二
十
七
章
三
三
七
頁
に
、
ク
リ
シ
ュ

ナ
（
聞
啓
目
）
の
暗
号
を
Ｋ
Ａ
と
あ
る
の
は
誤
り
で
Ａ
Ｋ
が
正
し
い
。
パ

ン
デ
ィ
ッ
ト
探
検
家
の
暗
号
は
原
則
と
し
て
、
本
人
の
姓
名
の
頭
宇
と
尾

字
を
と
り
、
そ
れ
を
逆
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
〆
啓
ｇ
段
唇
瞥
（
別
名

聞
昏
目
）
は
従
っ
て
Ａ
Ｋ
と
な
り
、
巨
幽
日
蝕
己
署
は
Ｇ
Ｍ
、
西
目

罰
か
日
は
Ｍ
Ｈ
、
駿
儲
禺
○
冨
己
国
口
閉
は
Ｄ
Ｃ
Ｓ
と
記
録
さ
れ
て
い

る
（
『
山
岳
』
第
三
四
年
一
号
、
一
七
九
頁
参
照
）
。
ま
た
三
三
八
頁
に
「
ク

リ
シ
ュ
ナ
や
キ
シ
ェ
ン
・
シ
ン
の
…
。
：
」
と
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
こ

の
二
人
は
同
一
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
著
者
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。

巻
末
に
探
検
年
表
を
つ
け
た
こ
と
は
便
利
で
あ
る
が
、
本
書
の
ご
と
き

も
の
に
索
引
が
な
か
っ
た
こ
と
は
些
か
惜
し
ま
れ
る
。
見
返
し
に
ダ
ン
ヴ

ィ
ル
の
地
図
を
入
れ
、
か
つ
本
文
中
に
主
要
行
程
図
や
写
真
版
を
数
多
く

入
れ
た
こ
と
、
ま
た
巻
頭
に
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
ラ
ー
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
油

絵
か
ら
複
製
し
た
写
真
版
三
葉
を
挿
入
し
た
こ
と
は
、
本
書
の
価
値
を
高

め
、
興
味
深
い
も
の
に
し
て
い
る
。
尚
巻
頭
の
一
葉
は
、
カ
ブ
ー
ル
の
ス

タ
イ
ン
の
墓
に
詣
で
る
著
者
の
写
真
（
一
九
六
六
年
春
）
で
あ
る
が
、
著

者
亡
き
い
ま
感
慨
あ
ら
た
な
も
の
を
覚
え
る
。

西
域
探
検
紀
行
全
集
の
別
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
形
も
大

き
く
（
合
判
）
、
九
ポ
イ
ン
ト
一
段
組
と
し
た
の
は
、
深
田
氏
生
前
の
希
望

だ
っ
た
と
伝
え
き
く
。

中
央
ア
ジ
ア
探
検
に
興
味
と
関
心
を
寄
せ
る
人
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来

ぬ
書
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
広
汎
に
亘
っ
て
探
検
家
を
纒
め
た
書
物
は
、
海

外
に
も
類
が
な
い
点
を
強
調
し
て
掴
筆
す
る
。

〔
望
月
達
夫
〕
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◇
七
月
理
事
・
評
議
員
会
七
月
七
日
（
水
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
藤
井
、
丹
部
、
中
島
、
村
井
、

渡
部
、
坂
下
、
板
倉
、
熊
谷
、
野
上
、
佐
藤
、
金
坂
、
小
原
、
望
月
、
山
下

▽
議
事
、
報
告

一
、
事
務
局
員
勤
務
規
定
改
正
の
件

二
、
上
高
地
山
荘
改
築
の
件

三
、
学
生
部
の
件

四
、
自
然
保
護
の
件

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
四
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
・
評
議
員
会
九
月
二
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
藤
井
、
坂
下
、
山
崎
、
野
上
、
渡
部
、
松
永
、

村
井
、
丹
部
、
大
森
、
宮
下
、
牧
野
内
、
折
井
、
佐
藤
、
今
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
荘
の
件

二
、
自
然
保
護
の
件

三
、
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
問
題
の
件

四
、
会
員
名
簿
の
件

五
、
山
日
記
の
件

六
、
海
外
遠
征
隊
へ
の
推
薦
状
発
行
の
件

会
務
報
告

一
九
七
一
年
七
月
’
一
九
七
二
年
六
月

七
、
国
際
山
岳
連
盟
の
件

八
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
六
号
参
照
）

〉
十
月
理
事
・
評
議
員
会
十
月
八
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
丹
部
、
板
倉
、
神
崎
、
野
上
、
熊
谷
、

村
井
、
松
永
、
神
原
、
大
森
、
折
井
、
加
藤
、
金
坂
、
島
田
、
望
月
、
佐
藤
、

津
田
、
織
内

▽
議
事
、
報
告

一
、
自
然
保
護
の
件

二
、
年
次
晩
餐
会
の
件

三
、
エ
ベ
レ
ス
ト
メ
ダ
ル
の
件

四
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

五
、
台
湾
登
山
隊
の
件

六
、
韓
国
山
岳
会
来
日
の
件

七
、
海
外
遠
征
隊
へ
の
推
薦
状
発
行
の
件

八
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
七
号
参
照
）

〉
十
一
月
理
事
・
評
議
員
会
十
一
月
四
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
藤
井
、
宮
下
、
中
島
、
板
倉
、

神
原
、
松
永
、
野
上
、
坂
下
、
折
井
、
望
月
、
佐
藤
、
村
山
、
金
坂

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

二
、
エ
ベ
レ
ス
ト
メ
ダ
ル
の
件

三
、
自
然
保
護
の
件

四
、
事
務
局
員
服
務
規
定
の
件

五
、
「
山
岳
」
覆
刻
の
件

(230）



会務報告

六
、
韓
国
高
所
医
学
研
究
会
の
件

七
、
コ
ー
リ
氏
来
日
の
件

八
、
海
外
遠
征
隊
へ
の
推
薦
状
発
行
の
件

九
、
静
岡
支
部
二
十
周
年
の
件

十
、
岩
手
支
部
創
立
の
件

十
一
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
八
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事
・
評
議
員
会
十
二
月
十
三
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
藤
井
、
熊
谷
、
坂
下
、
大
森
、
村
井
、
板
倉
、

神
原
、
中
島
、
野
上
、
折
井
、
金
坂
、
織
内
、
今
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

二
、
南
ア
大
井
川
椹
島
山
荘
の
件

三
、
図
書
利
用
規
定
改
正
の
件

四
、
岩
手
支
部
設
立
の
件

五
、
書
評
善
貝
会
の
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
九
号
参
照
）

◇
一
月
理
事
・
評
議
員
会
一
月
十
七
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
藤
井
、
宮
下
、
中
島
、
野
上
、
熊
谷
、

村
井
、
坂
下
、
村
山
、
織
内
、
小
原
、
金
坂
、
折
井
、
望
月
、
中
田
、
加
藤
、

今
井
、
山
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
の
件

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

三
、
書
評
香
貝
会
の
件

四
、
エ
↓
ヘ
レ
ス
ト
報
告
書
の
件

五
、
現
地
支
部
長
会
議
の
件

六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
○
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
・
評
議
員
会
二
月
三
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
坂
下
、
神
原
、
板
倉
、
野
上
、
松
永
、

大
森
、
中
島
、
神
崎
、
熊
谷
、
村
井
、
望
月
、
織
内
、
金
坂
、
津
田
、
村
山
、

折
井
、
高
山
、
今
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
岩
手
支
部
設
立
の
件

二
、
会
費
値
上
げ
の
件

三
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

四
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
の
件

五
、
「
山
岳
」
創
刊
号
復
刻
の
件

六
、
次
期
役
員
の
件

七
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
二
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
・
評
議
員
会
三
月
九
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
藤
井
、
山
崎
、
野
上
、
板
倉
、
坂
下
、

大
森
、
中
島
、
金
坂
、
山
下
、
今
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

二
、
岩
手
支
部
設
立
の
件

三
、
図
書
室
職
員
の
件

四
、
会
員
総
会
の
件

五
、
エ
ー
ヘ
レ
ス
ト
報
告
書
の
件
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六
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
二
号
参
照
）

◇
三
月
臨
時
理
事
・
評
議
員
会
三
月
三
十
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
、
藤
井
、
板
倉
、
丹
部
、
坂
下
、
松
永
、

野
上
、
村
井
、
宮
下
、
金
坂
、
望
月
、
村
山
、
伊
倉

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
通
常
会
員
総
会
の
件

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
役
員
の
件

三
、
給
与
規
定
の
件

四
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

五
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
三
参
照
）

◇
四
月
理
事
・
評
議
員
会
四
月
十
四
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
山
崎
藤
井
、
丹
部
宮
下
、
神
原
、

野
上
、
坂
下
、
中
島
、
織
内
、
加
藤
金
坂
、
佐
藤
、
津
田
、
山
下
、
今
井
、

林
、
山
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
会
員
総
会
の
件

三
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
四
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
四
月
二
十
一
日
（
金
）
’
三
－
ト
ー
キ
ョ
ー
成
溪
ク
ラ
ブ

出
席
者
三
田
、
成
瀬
、
吉
沢
、
藤
井
、
山
崎
宮
下
、
板
倉
、
坂
下
、
加
藤
、

折
井
、
伊
倉
、
笠
原
（
岩
手
）
、
柴
田
（
秋
田
）
、
後
藤
（
山
形
）
、
藤
島
（
越

後
）
、
山
本
（
静
岡
）
、
山
本
（
山
梨
）
、
中
田
（
富
山
）
、
熊
沢
（
東
海
）
、
塚

本
（
信
濃
）
、
今
西
（
関
西
）

▽
議
事
、
報
告

と
く
に
議
題
を
定
め
ず
、
支
部
の
現
況
等
に
つ
き
懇
談
的
に
話
を
進
め
た
。

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
四
号
参
照
）

◇
昭
和
四
十
七
年
度
通
常
会
員
総
会
四
月
二
十
二
日
（
土
）
向
井
ビ
ル
四
階
会
議

室出
席
者
三
田
会
長
以
下
七
十
六
名
（
委
任
出
席
三
二
二
名
）

▽
総
会
次
第

一
、
会
長
あ
い
さ
つ
三
田
幸
夫

二
、
昭
和
四
十
六
年
度
事
業
報
告
山
崎
安
治

三
、
支
部
報
告

秋
田
（
柴
田
）
、
富
山
（
中
田
）
、
岩
手
（
笠
原
）
、
関
西
（
今
西
）
、
越
後
（
藤

島
）
、
静
岡
（
山
本
）
、
山
梨
（
山
村
）

四
、
昭
和
四
十
六
年
度
収
支
決
算
報
告
山
崎
安
治

五
、
昭
和
四
十
六
年
度
財
産
目
録
報
告
山
崎
安
治

六
、
監
査
報
告
今
井
雄
二

（
以
上
承
認
）

七
、
昭
和
四
十
七
年
度
役
員
選
出
の
件

四
十
七
年
度
役
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
。

八
理
事
Ｖ
三
田
幸
夫
、
成
瀬
岩
雄
吉
沢
一
郎
、
中
屋
健
弍
、
神
原
達
、
松
永
敏

郎
、
大
森
薫
雄
、
宮
下
秀
樹
、
中
島
寛
、
坂
下
心
一
、
丹
部
節
雄
、
神
崎
忠
男
、

板
倉
勝
正
（
以
下
再
任
）
、
林
和
夫
、
伊
倉
剛
三
、
松
丸
秀
夫
、
近
藤
信
行
、
広

谷
光
一
郎
、
須
田
紀
子
、
帰
山
毅
（
以
上
新
任
）
“

八
監
事
Ｖ
今
井
雄
二
（
再
任
、
任
期
二
年
）

八
評
議
員
Ｖ
島
田
巽
、
佐
藤
テ
ル
、
望
月
達
夫
、
織
内
信
彦
、
村
山
雅
美
、
金
坂

一
郎
、
藤
島
玄
、
今
西
寿
雄
、
中
田
勇
吉
、
高
山
忠
四
朗
（
以
上
再
任
、
任
期

三
年
）
伊
藤
秀
五
郎
（
新
任
、
任
期
三
年
）
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会務報告

八
、
昭
和
四
十
七
年
度
事
業
計
画
案
の
件

（
原
案
ど
お
り
承
認
）
山
崎
安
治

藤
井
運
平

九
、
昭
和
四
十
七
年
度
収
支
予
算
案
の
件

（
原
案
ど
お
り
承
認
）
山
崎
安
治

藤
井
運
平

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
四
号
参
照
）

五
月
理
事
・
評
議
員
会
五
月
五
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
神
原
、
松
永
、
宮
下
、
坂
下
、
神
崎
板
倉
、

林
、
伊
倉
、
松
丸
、
近
藤
、
須
田
、
広
谷
、
帰
山
、
今
井
、
山
下
、
津
田
、
島

田
、
加
藤
、
小
原
、
佐
藤
、
織
内
、
村
山
、
渡
辺
（
兵
）
、
金
坂
、
中
島
、
丹
部
、

大
森
、
望
月
、
中
田
、
高
山

▽
議
事
、
報
告

一
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
件

二
、
経
理
規
定
、
旅
費
の
件

三
、
事
務
局
佐
々
木
光
子
氏
退
職
に
よ
る
新
任
者
採
用
の
件

四
、
ル
ー
ム
賃
貸
契
約
更
新
の
件

五
、
常
務
理
事
互
選
の
件

中
屋
、
林
、
伊
倉
、
宮
下
、
中
島
、
坂
下
、
板
倉
の
セ
氏
と
決
定
。

六
、
四
十
七
年
度
理
事
会
務
分
担
の
件

中
屋
（
総
務
・
財
務
）
、
林
、
（
山
研
・
総
務
）
、
伊
倉
（
総
務
・
財
務
・
支
部
）
、

宮
下
（
青
年
懇
談
会
・
高
所
登
山
研
究
会
・
指
導
・
総
務
）
、
中
島
（
山
岳
）
、

坂
下
（
会
報
）
、
板
倉
（
支
部
・
自
然
保
護
）
、
松
丸
（
山
日
記
）
、
神
原
（
海
外

連
絡
）
、
近
藤
（
図
耆
・
書
評
）
、
松
永
（
指
導
）
、
広
谷
（
遭
難
対
策
）
、
大
森

（
医
療
）
、
須
田
（
婦
人
懇
談
会
）
、
丹
部
（
日
山
協
・
海
外
連
絡
・
都
岳
連
）
、

神
崎
（
集
会
・
青
年
懇
談
会
）
、
帰
山
（
青
年
懇
談
会
）

七
、
常
任
評
議
員
互
選
の
件

島
田
、
加
藤
、
小
原
、
織
内
、
村
山
、
渡
辺
、
金
坂
と
決
定
。

八
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
四
号
参
照
）

◇
六
月
理
事
・
評
議
員
会
六
月
九
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
成
瀬
、
吉
沢
、
中
屋
、
林
、
伊
倉
、
松
丸
、
神
原
、
近
藤
、
松
永
、
広

谷
、
大
森
、
須
田
、
中
島
、
坂
下
、
丹
部
神
崎
、
板
倉
、
帰
山
、
小
原
、
織

内
、
金
坂
、
今
井

守
議
事
、
報
告

一
、
山
岳
研
究
所
建
築
に
関
す
る
件

二
、
火
災
時
に
お
け
る
処
置
に
関
す
る
件

三
、
秋
田
支
部
長
任
期
満
了
、
重
任
承
認
の
件

四
、
印
鑑
取
扱
い
に
関
す
る
件

五
、
名
誉
会
員
章
制
定
に
関
す
る
件

六
、
現
地
小
集
会
、
現
地
支
部
長
会
議
に
関
す
る
件

七
、
そ
の
他
報
告
事
項

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
六
号
参
照
）

◇
小
集
会

▽
第
二
七
二
回
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
（
木
）
於
・
九
段
会
館

モ
ヘ
レ
ス
ト
国
際
隊
帰
国
報
告
会
植
村
直
己
氏

伊
藤
礼
造
氏

▽
第
二
七
三
回
昭
和
四
十
六
年
七
月
十
五
日
（
木
）
’
十
六
日
（
金
）
於
・
ル
ー
ム

第
二
回
ス
ケ
ッ
チ
教
室
山
里
寿
男
氏

▽
第
二
七
四
回
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
七
日
（
火
）
於
・
ル
ー
ム

マ
ナ
ス
ル
西
壁
登
頂
高
橋
照
氏

▽
第
二
七
五
回
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
四
日
（
土
）
’
十
五
日
（
日
）
於
・
数
馬
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山
崎
屋

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
六
号
参
照
）

▽
第
二
七
六
回
昭
和
四
十
六
年
九
月
十
五
日
（
水
）
於
・
奥
多
摩
川
乗
山
（
出
席

者
四
十
名
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
八
号
参
照
）

▽
第
二
七
七
回
昭
和
四
十
六
年
十
月
十
五
日
（
金
）
於
・
ル
ー
ム

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
関
す
る
実
務
丹
部
節
雄
氏

マ
第
二
七
八
回
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
五
日
（
月
）
於
・
ル
ー
ム

山
の
唄
教
室
西
丸
震
哉
氏

▽
第
二
七
九
回
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

忘
年
会

▽
第
二
八
○
回
昭
和
四
十
七
年
一
月
十
五
日
（
土
）
於
・
八
方
尾
根
黒
菱
平
（
出

席
者
五
十
数
名
）

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
一
号
参
照
）

▽
第
二
八
一
回
昭
和
四
十
七
年
二
月
十
五
日
（
火
）
於
・
ル
ー
ム

エ
ベ
レ
ス
ト
見
物
ス
ラ
イ
ド
川
喜
田
壮
太
郎
氏

▽
第
二
八
二
回
昭
和
四
十
七
年
三
月
十
五
日
（
水
）
於
・
ル
ー
ム

ヒ
マ
ラ
ヤ
映
画
上
映
高
橋
照
氏

新
島
義
昭
氏

▽
第
二
八
三
回
昭
和
四
十
七
年
六
月
五
日
（
月
）
於
・
ル
ー
ム

ノ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
デ
ィ
氏
夫
妻
を
囲
ん
で

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
マ
ナ
ス
ル
隊
交
歓
会

昭
和
四
十
六
年
九
月
六
日
（
月
）
於
・
ル
ー
ム

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
六
号
参
照
）

▽
第
十
二
回
登
山
技
術
講
習
会

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
日
）
’
二
十
三
日
（
火
）
於
・
富
士
山
御
庭

小
屋
。
参
加
者
二
十
八
名

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
九
号
参
照
）

▽
昭
和
四
十
六
年
度
年
次
晩
餐
会

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
四
日
（
士
）
於
・
マ
ッ
ヤ
サ
ロ
ン
。
出
席
者
二
百
六
十
八
名

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
九
号
参
照
）

▽
第
十
回
「
こ
の
一
本
展
」
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
四
日
（
土
）
於
・
マ
ッ
ヤ
サ
ロ
ン

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
○
号
、
三
二
一
号
、
三
二
二
号
、
三
二
三
号
参
照
）

▽
第
八
回
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
式
（
一
九
七
○
年
日
本
山
岳
会
エ
、
ヘ
レ
ス
ト
登

山
隊
に
対
し
）

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
日
（
金
）
於
・
銀
行
ク
ラ
ブ

（
詳
細
は
「
山
」
三
一
二
号
参
照
）

▽
深
田
久
弥
氏
を
偲
ぶ
会
昭
和
四
十
七
年
三
月
二
十
一
日
（
火
）
於
・
国
際
文
化
会

館
（
詳
細
は
「
山
」
三
二
二
号
参
照
）

▽
第
二
十
六
回
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

昭
和
四
十
七
年
六
月
三
日
（
士
）
’
四
日
（
日
）
於
・
上
高
地

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
六
号
参
照
）

▽
第
十
五
回
有
志
閑
談
会

昭
和
四
十
七
年
六
月
十
日
（
士
）
於
・
六
義
園
出
席
者
四
十
三
名

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
五
号
参
照
）

▽
第
三
回
現
地
支
部
長
会
議

昭
和
四
十
七
年
六
月
十
六
日
（
金
）
’
十
八
日
（
日
）
於
・
罠
海
山

（
詳
細
は
「
山
」
三
二
六
号
参
照
）

×
×
×

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

マ
本
年
度
は
三
十
三
ケ
国
六
十
九
団
体
と
機
関
紙
の
交
換
を
行
な
っ
た
。
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会 務 報

▽
日
高
名
誉
会
員
に
ネ
バ
ー

ル
国
文
化
勲
章
授
章 。

（
詳
細
は
「
山」
＝
二

四
号
参
照）

▽
十
月
九
日
ー

十
月
十
八
日 、

台
湾
山
岳
会
の
招
き
で
三
田
会
長
ほ
か
十
三
人
の
会

員
は
台
湾
を
お
と
ず
れ 、

玉
山
登
頂
を
行
な
っ
た

。

（
詳
細
は
「
山」

三
一

八
号
参
照）

▽
一

月一
二
日 、

本
会
と
韓
国
山
岳
会
合
同
の
高
所
医
学
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

が
韓
国

ソ
ウ
ル
市
の
ア
カ
デ
ミ
ー

ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ 、

本
会
か
ら
住
吉
仙
也 、

中
島
道

郎 、

長
尾
悌
夫 、

大
森
薫
雄 、

関
口
周
也
の
五
氏
が
参
加
し
た

。

（
詳
細
は
「
山」

三
二
0
号
参
照）

◇
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ

ク

▽
第
三
回
日
本
ヒ
ン
ズ
ー
・

ク
シ
ュ
会
議

昭
和
四
十
六
年
十
一

月
十
四
日
（
日
）

し
十
五
日
（
月）

於
•

福
井
県
芦
原
町
芦

泉
荘 。

参
加
者
百
四
十
一

名

（
詳
細
は
「
山」
＝
二

九
号
参
照）

▽
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
新
築
に
着
手 、

総
額
一

0
0
0
万
円
の
規
模
で
建
築
資
金

の
募
金
を
開
始
し
た

。

（
「
山」

三
二
五
号
参
照）

◇
山
岳
第
六
十
六
年
(
-

九
七
一

年）

一

九
七
二
年
三
月
発
行
予
定
の
と
こ
ろ
実

際
に
は
十
一

月
に
刊
行
さ
れ
た
（
編
集
者
望
月
達
夫 、

中
島
寛） 。
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会

長
一
二
田
幸
夫

副

会

長

成
瀬
岩
雄、

吉
沢一
郎

常
務
理
事

中
屋
健
式、

林

和
夫、

伊
倉
剛一＿一、

宮
下
秀
樹、

中
島

下
心一
、

板
倉
勝
正

理

事

松
丸
秀
夫、

神
原

達、

近
藤
信
行、

松
永
敏
郎、

広
谷
光一
郎、

大
森
薫
雄、

須
田
紀
子、

丹
部
節
雄、

神
崎
忠
男、

帰
山

毅

監

事

山
下
一
夫、

今
井
雄
二

常
任
評
議
員

島
田

巽、

加
藤
泰
安、

小
原
勝
郎、

織
内
信
彦、

村
山
雅
美、

渡

辺
兵
力、

金
坂一
郎

堀
田
弥一
、

田
口
二
郎、

佐
藤
テ
ル、

望
月
達
夫、

辰
沼
広
吉、

藤

島

玄、

津
田
周
二、

伊
藤
秀
五
郎、

今
西
寿
雄、

中
田
勇
吉、

高

山
忠
四
朗、

伊
達
篤
郎

伊
藤
秀
五
郎
（
北
海
道）、

笠
原
潤
二
郎
（
岩
手）、

柴
田
均
二
（
秋

田）、

後
藤
幹
次
（
山
形）、

伊
達
篤
郎
（
宮
城）、

伊
藤
弥
十
郎
（
福

島
）、

藤
島

玄
（
越
後）、

塚
本
茂
樹
（
信
濃）、

三
井
松
男
（
山

梨）、

山
本
朋
三
郎
（
静
岡）、

熊
沢
正
夫
（
東
海）、

中
田
勇
吉
（
宮

山
）、

小
林
雄
次
郎
（
石
川）、

今
西
寿
雄
（
関
西）、

織
田

収
（
山

陰
）、

末
松
大
助
（
福
岡
）、

野
口
秋
人
（
東
九
州
）、
三
谷
孝一
（
熊

本）

支 平
-1
-

{
＂

 

議

員

一

九
七
二

年
度
役
員

寛、

坂
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EasternKanjirobaHimal, 1971

BySadaoYoshinaga

KanjirobaHimal,whichliesintheGreatHimalayanRangebetweenDhaulagi-

ri tothesoutheast andSaipal,Api tothenorthwest， isoneofthemostremote

mountainrangeandistheleast-knownofthewholeofNepalHimalaya. Fornearly

tenyearssincel961,Britishexpeditions ledbyJ・Tysonwereactiveinthisarea,

exploringandmappingalmostwholeoftherange， Thereare, however, somemi-

norblanksontheirmap (G.Jh 1967), especiallyintheeasternpartoftherange.

Theaimsof ourexpedition, jointlyorganizedbytheShigakukaiandtheOsaka

AlpineClub,weretoexplorethisunknownrangeandtodosomeclimbsonname-

lessmountainsthere. Theteamwascomposedofthefollowingfourmembers:Kazu-

yukiAbe (leader,Shigakukai),SadaoYoshinaga (OAC),KojiMizutani (OAC)

andShojiMiyoshi(Shigakukai)．WeleftOsakaonAugust22,1971.

After thenecessarypreparationforaweekinKathmandu, ourwholeparty

includingliaisonofficerK.B・ RanaandourtwoSherpas, leftPokharaonSeptem-

ber4， Thefirstdayofthetrektowardwestwasrainy、butwehadgenerallyfine

daysexceptminoroccasionalshowersforfollowingnearlyamonth， Thetrekwith

thirtyfiveporterswas sometimes troublesomebutveryinterestingandimpressive

observingthevariouschangesof landscape, vegetation, 1ocal inhabitants, etc,bet-

weenmildNepalesemidlandandclimaticallypolar zoneof theGreatHimalaya.

Severalpasses, someofwhichwereover4500m,werecrossedenrouteeffectively

foracclimatizationtohighaltitude.AtJanglaPass, thefirstglimpseofKanjiroba

Himalwasobtained.OnSeptember28, twentyfivedaysafter leavingPokhara,

wewere inRingmo, thelast littlevillageonourmarch-intrek.

FromRingmovillage, thesouthernendofPhoksumdoTalontheSurveyof

Indiamap,wewentnorthbyanarrowtrackleadstoPhoksumdoKholaacross

therightbankcliifsofthe lake.Fromthe track,KangTayga(ca. 6000m)was

seentothesoutheastbevondthelakebeforeweenteredintothekhola. Thenwe

proceededonthebroadandflatriverbedofPhoksumdoKholaalongthestream.

Nextdaythevalleynarrowedandwewalkedpleasantlythroughtheforestofsilver

-birch, abovewhichsheer icyprecipicesofKanjeralwaoverwhelminglystretched

（ 1 ）



ontherightbank・ Intheafternoonofthesameday、 the lastofSeptember、we

reachedagrassykarka, 1ocallynamedPerikapwa, andourBaseCampwasestabli-

shedthere． (4110m) Nearthecampsomeyakscouldbeseengrazingonthegen-

tleslopeoftheleftbankhills.

Thefollowingday,without takinganyrest,areconnaissancepartywassentto

theupstreamof thekhola, tomakeclear theriversystemofthisarea・ Atthat

time、wedidnothaveanyinformationoftheupperhalfofthekhola, sowewere

muchsurprizedtofindonourwayabigunknownlakelocallycalledGCTshoKar.

po''. ThishadneverbeenvisitedbyanyforeignerandonlysomeRingmovilla-

gersrarelyreachtotherelookingforgrazingyaks. Atthebank,wesawtheclean

viewoftheupperpartofthevalley, andinthecenterof it,agrandwhitedome,

shininginthesun lightanddomimatingotherneighbouringpeaksaroundtheval-

ley,couldbeseen.

Thehighestpeakofthenortheasternrangewasoncephotographedinl958bya

JapaneseexpeditionledbyKawakitafromnortheast, andwasconsideredtobethe

secondhighestofthewholeKanjirobaHimal (&z"αだ〃vol、54, 1959)． Afterthe

firstreconnaissance、we confirmedthat thegrandwhitepeakwesawatthehead

ofPhoksumdoKholawascorrectlythesamepeakasthatphotographedbyKawaki-

ta'sexpeditioninl958・Wenamedthisfinepeak@GTshoKarpoKang'',connected

withtheloca]nameofthebeautifulhiddenlakejustsouthofthepeak.

OnOctober4,Camplwasplacedontheriverbed(4600m),andthefollowing

daywasfullyspentforfurtherreconnaissance. Theuppermostofthekholawas

surroundedbyawfulprecipicesandabovethem, twoglaciers,whichwecalledthe

NorthGlacier, floweddownfromtheuppergreatsnowfield,widelyspreadonthe

footofthepeak・ Theheightof thegreat snowfieldwasestimatedmorethan

5500m.

ThecloserNorthGlacierwas first tried. Itseemedtoprovidethemostsim-

pleroute, thoughbynomeanstheeasiest, ontothegreatsnowfield・ Ontheleft

glacier, daybydaywegained height but thehigherweclimbed, themore

frequentlyweencountered the fallingseracs. Aweek later, this routewas

consequentlyabandoned. Immediatelyafter theretreat,we turnedtotheSouth

Glacier,whichisgenerallymoderateandiseasilyaccessiblefromtheriverbottom.
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This,however, isnotdrainedbythegreat snowfieldandgreatdifficultylieson

thecliffsofthe leftbankoftheglacier, overwhichourrouteistobeextended.

Camp2wasplacedontheglacier(5120m)onOctobcrl4, andunfortunately,

frorntheeveningofthefollowingday,wehadanunexpectedheavysnowfall・ It

continuedfor threedayswithoutanyhalt・Wecoulddonothingexceptfighting

againsttheoverwhelmingsnowstormintheuncomfortablesmall tentwithincessant

fearsofavalanches.

Theskyat lastclearedupintheearlymorningofOctoberl9・ Inafewdays

therouteontheglacierregained, andonthecliffroute350mlengthofropewas

fixed. Threedayslater、wesettledCamp3at thecrestoftheridge,whichdivides

theNorthandSouthGlaciers. Fromthecamponthenarrowcrest (5550m),

thegreatsnowfieldwaseasilygained・ Althoughtheweatherwasthreatening, on

October24,MiyoshiandMizutani leftCamp3andreachedthefootofthesummit

ridgewhichseemedtoprovidethemostfeasibleroute・ Itwasthemost laborious

worktomakerouteacrossthebroadsnowfieldstrugglinginthewaist-depthsnow

atsuchanunfamiliarheight.

Nextday,October25thesamepair startedfromCamp3at7a．m． andarri-

vedat thehighestpoint reachedonthedaybeforeatlla.m.,aftercrossingthe

greatsnowfield. Itwasthemostfavourableweather, sothaywereconvincedthat

thesummitwou]dbereachedwithinafewhoursfromthere・ Theyfoundthelower

partoftheridgehadlessdifficultythanpreviouslyanticipated.

Leavingthemostoftheirheavygearsthere, theystartedtoclimbupthesteep

snowridge,whichdirectlyleadstotheshoulder, infinephysicalcondition・ Onthe

lowerhalftheysufferedfromdeepsnow， andafteranexhaustingclimbforfour

hourstheyreachedtheshoulder・ fromwherethesummitwaseasilyledbyagentle

iceslope.At4:15p.m． theywereonthesummitofTshoKarpoKang(6556m).

Fromthesummit, theyhadasplendidpanoramicviewofallwesternNepal,

includingthefullrangesofKanjirobaHimal,althoughafewpeaksofJagdula

LekhandsomeofKagmarapeakswereconcealedbehindthecloserranges， Kanji-

robaMainPeak, successfullyclimbedbytheOsakaCiWUniversityintheprevious

year,wasduewest, showingthesheerwall of east face, andtheclosestHanging

（3）



Glacier

tinuous

tangto

Peakswereawfullyrisinginfrontofthem・ Tothenorth, theysawacon-

chainof innumerableminorpeaksofNepal-TibetborderbetweenMus-

theeastandHumlaKarnaliregiontothenorthwest.

After stayingon thesummit foraquaterhour, theystartedtodescendthe

ridge・ Inperfect contentmentbutexhausted,theyreturnedtothecampat7:20

p．m.Withinthefollowingtendaysourentirecampdismantled. FromRingmo

village,weheadedtofurtherwestJumlabythewayofTibrikot,Kaigaonand

Churta.WereachedJumlaonNovember l7, andtherewefortunatelycaughta

STOLlightplanewhichbroughtustoKathmanduinonlyahundredminuteS.

Manaslu-Westwalll971

AkiraTakahashi

(Translation: I・Yoshizawa)

Manaslu(8156m)was thefirsteight-thousanderintheHimalayaclimbedby

theJapaneseAlpineClubunder the leadershipofMrYukoMaki inl956, after

twopreviousattempts(1953andl954) fromtheeast side.ThenJapanesemoun-

taineersclimbedHimalChuli(1960),Peak29(Dakura, 1970) andBaudha(1970

andl971)onebyone, andsoat lasttheybrought theeraof thefirstascentsof

theso-called.ManasluThreeGiants､' toanend. ButthewestsideofManaslu

hadbeenconsidered｡impossiblewithoutwings,'byH.W.Tilmanwhosawitfrom

afarandbytheManaslureconnaissancepartyoftheJapaneseAlpineClub(1952)

ledbyDr・Kinjilmanishi.

ThisyearwehadplannedtofindarouteontheWestwallandmakethese-

condascentofthepeak,descendingtheEastfacewhichwasclimbedbytheJapa-

neseexpeditioninl956. TheWest face， tobeexact theNorth-westwall, isa

4000mhighprecipitousanddangerouswalloficeandrock,withaninclmationof

about40｡ontheaverage，Wehadnocertainknowledgeofpossibleroutesorsui-

tablecampsites・ Accordinglywesentatwo-manpartyintheautumnofl970.

TheywereexpectedtofindawaytoaBaseCampandthenaroutetoanAdvan-

cedBaseCamp, tocollectpossibleinformationaboutSamavillagewhichissituated
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attheeasternfootofthemountainandissaidtobeveryhostile, especiallytofo-

reignmountaineers・ Theyaccomplishedthesetaskssatisfactorilyinsixbrdays.

Ourteamwasmadeupofelevenselectedclimbers (mostlymembersof the

J.A.C､)drawnfromsevenalpineclubs, eachofwhichbelongstotheTokyoMet-

ropolitanMountaineeringFederation・ Alltheexpensesweresharedbythemem-

bersandtheyeachcontributed$1500atthebeginning. Butwhenthereconnaiss-

ancepartyreturnedtheyrealisedthata lotmorematerial (equipmentandprovi-

sions)wouldbeneededandthe individual sharewas increasedto$2500each.

ThetotalforeigncurrencyspentbyusinNepalwasjust$10,000.Wepackedthe

oldandfamiliarequipmentwhichhadbeenusedbyusonmountainsseveraltimes

previously,aswellasthenewest first-classclimbinggear，Wepurchasedl3,000

mof rope for fixing, 200snow-barsandwire, andduraluminladdersaswell.

Afteroursuccessfulclimbthereremainedonlytwocoilsofropeeach200m、while

thesnow-barswereusedupcompletely. Ice-pitonswereuselessandweusedonly

screw-pitons. Astherocksweremostlyslabs,weused20percentrockpitonsand

80percentexpansionbolts.

Our caravan leftPokharaon5Marchaccompaniedby300porterswithl2

tonsofbaggage・ Thiswasfifteendayslater thanweexpectedbecauseittooka

fullmonthtotransportourbaggageoverlandthroughlndia. TheGovernment of

IndiaannulledunilaterallytheCommercialTreatycontrollingtheborderbetween

IndiaandNepalasfromlJanuaryanditbecameinvalid， Moreover,theFinance

Ministryoflndiacompletelyprohibitedanytransportationof trucksforNepalas

froml7February'． Accordingly,wechangedtheplanpreviouslydecided・We

wouldnotbeable touseeightydays forouractivitiesonthemountain. We

wouldbeintothemonsoonifwedidnot reduceour timescale. Thedistances

betweencampsmustbelengthenedandthenumbersofcampscutdownasmuchas

possible.SothedifferenceinaltitudebetweencampsbecamelOOOm・Wehadex-

pectedtoestablishsevenoreight campsonthemountainbutbythechangeof

planwekeptthenumberdowntofive, sowecouldclimbtothesummitaheadof

theadvancingmonsoon. Intheenditworkedoutverywell.

IttookelevendaysforourcaravantoreachtheBaseCampsitepreviously

chosen.WewalkeduptheDomenKholawhichflowsintotheDudhKholaata

pointfromwhichitwaSaonedaytriptoBimthang・ BaseCampwaSestablished
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ontheupperlimitoftheforest lineataheightof3500m.

Atthebeginningwehad intended tosetupourBaseCampontheupper

plateausometwohoursdistancefromhere, butasthesnowwassodeepandpor-

terscouldnotcarryourbaggagethroughthedriftswehadtoputourBaseCamp

onthemoraine、denselycoveredherewithconiferoustrees. Itwas,however,very

convenientforwehadplenWoffirewoodnearbyandtimberforcrevassebridges.

Camplwasestablishedonaplateau (4500m) afterclimbingupthroughan

800mice-fallwithnumberlesscrevasses. Thiswas finishedon21March, one

weekafterBaseCamp･WehadplannedtoputourAdvancedBaseCamponthe

plateauattheendof theWestridgeandsowedespatchedthreeroute-making

partiesforreconnaissance. Butatfirst theycouldnot findasuitable transport

routeastheypushedonamongseracsorice-fallareas・Threedayslater,on24March,

thesamedaythatweheardtheradio-newsthatBaseCampshadbeenerectedby

the l.H､E･ andFrenchexpeditionsrespectively, oneofourreconnaissanceparties

foundalongbutgoodandeasilynegotiable transportingrouterunningdirectly

undertheNorthPeakofManaslu.

ButwhenwesawtheWestridgeonthewayup,wefoundthatthelower

halfoftheridgewasreallyanunnegotiablevertical ice-wall andnotsuitablefor

bringingupstoresontheshouldersoftheSherpas， Then, aftersometalking,we

decidedourrouteshouldbemadeontheNorth-westwall inthemiddleofwhich

agreattraversingterracerantothemiddlestepoftheWestridge.

OneweekafterestablishingCampl,wesetupCamp2(AdvancedBaseCamp,

5500m) onabrOadbasin-likesnow-fieldwhichwas tobecalledthewest--side

SanctuaryofManaslu・Camp2sitewasanidealsafeplaceprotectedfromavalan-

cheswhichcontinuouslyfellfromtheupperwall,havingmanyenormousstep-like

crevassesinbetween.Moreoverfromhere,onthewesternsky-linewecouldcom-

mandawonderfulviewoftheHimalayangreatranges; fromleft torightAnna-

purnaHimal,Dhaulagiripeaks,KangGuru,HimlungHimal,CheoHimal,and

others.

Now,ourclimbingactivitiesbeganfromthissplendidstronghold.Theinclination

OftheNorth-westwall onwhichour traversingroute lay is45｡ontheaverage
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andfrequent avalanchesbrokeoff fromtheupper slopes・Moreover, oncenew

snowfell,wewerealwaysfrightenedbytheceaselesssurfaceavalanches.Attimes

wehadtoploughthroughwaist-orbreast-deepsnowandconsequentlytherelaying

ofequipmentwasdelayed， Thisyeargenerallywehadextremelybadweatherand

sometimeslmofsnowfell inaday.

WhileweandtheSherpaswereclimbingupanddownthisgreat slopeon

whichhandrailswerefixedoveradistanceof250()m,weweresafefromavalanches

andevenwhentheysweptdownonus, thejumarssavedusfromthefinaldanger.

Butwhenblockavalanchesoccurredour fixedropeswerecuttopieces, between

200-300matatime, andsnow-barsweretwistedandknockedoff; thuswewere

atourwits' endtorefitandrepair.

On8April,elevendaysafterestablishingCamp2wesucceededmputtingup

Camp3(6500m)onthemiddilestepof theWestridgeof ice・ Kasa-iwa(kasa

means @umbrella' andlwameans ･rock' inJapanese)whichnowconfronteduson

theWestridgeatanaltitudeofabout7000m, seemedtousthemostdifficultclim-

bingonthewholeexpedition・ Topassthisdisagreeableobstacle,wehadtostren-

gthenCamp3andpileupindispensablematerialsthere. Allmembe'sweremoved

outforcarrymgonthistraversmgroute, butwhenfrequentavalanchescontmued

tofall itwas impossibletomovedespitethe fineweather・ Contactbetweencamps

becameverydi伍cult・ FromCamp2toCamp3ittookseventoeighthoursup

andthreehoursdowningoodconditions, i. e.havingnoploughing. Accordmgly,

itoftentooktwelvehourstomaketheroundtrip・ Meanwhile, theroute-making

partiesatCamp3hadbeenworkmghardinwavesontheiceridgeunderKasa-

iwasincetheirarrival there・ TheyreachedthefootofKasa-iwainthreedaysand

completedthefixingofropesallovertheroute.

FromllApril,Kasa-iwa,a250mhighoverhangingwallwhichresembleda

half-openJapanesepaperumbrella,wasattackedcontmuouslybythetwo-manroute

-preparingparties・ ThoughtheroutebetweenCamp3andthefootofKasa-iwa

wassatisfactorilymadewithfixedropes, it tookthemthreeorfourhourstocover.

Sotheyhadonlyfour tofivehoursadaytoworkonthisrockface. Accordingly

itwasnotsurprisingthattheyneededtwentydaystogetpast thiscriticalpoint.

WedidnotclimbdirectlytothetopofKasa-iwaasitdidnotlookinviting,

／ 句、

L イノ



insteadwesoughtarouteinare-entrant (diedre)whichwasoverhangingfrom

theleft・ After20mverticalice-wall,wecouldreachthenextrockwall･ Takmg

oHcramponsandovershoes,withvibramsolesonly,wemanagedtomakearoute

onthissmoothrockslabwithexpansionboltsandetriers・ Ya+erwesetawire

ladderonthiswallandsucceededinsendingfourselectedSherpasaboveKasa-iwa.

MostofthelOOexpansionboltswhichwehadinourstockwerespenthere・ The

gradeofKasa－iwawall isVI inplacesbutgenerallyspeakingitwasV,A2， But

theupperpartofthisdiedrewasaslabcoveredwithnewsnowunderwhichathm

layerofverglaswasplastered.Asitwasverydangeroushere,wemadeadepot

onaslope20mabovewithcomparativelythicksnowonit, drivingmsomesnow-

barsaround. Nowwehadtwodepots, theotheronewas inabergschrundatthe

footofKaSa-iwa.

On6Maybyeighto'clockintheevenmg, eightdaysafterbreakingthrough

Kassa－iwaandatthesametimetwenty-eightdaysafterestablishingCamp3,weat

lastsucceededmputtingupCamp4(7100m)onthesnow-coxniceuponKasa-iwa.

Herewasakindofwindowthroughwhichwindblows incessantly, somuchso

thatatremendoussnow-corniceformed・ Andevenwhentheothercampswerewind-

less, thishigheagle'snestwasalwaysexposed tostrongwind. Theheightof

thissitewasalittlehigherthan,orequalto, thatoftheso-calledNorthCol,we

tentativelydecideditsaltitudeat7100m・ LiftingofequipmentonKasa-iwawas

doneco-operativelybymembersofCamp3andCamp4. Camp3partycarried

themuptothedepotatthefootofKasa-iwa、whilefourSherpasofCamp4des-

cendedtotheupperpartofKasa-iwa, andliftedthepackagesupbycableshang-

ingintheair. Thentheywerecarriedtotheupperdepot.Whenitwasiine, lift-

ingworkcontinuedsomehours, but if itwasverywindytheycoulddonothing

exceptsleepintheirtinytents・ Thoughtheworkwasverysevere, theysucceeded

inbringingupaboutlOOOkgofnecessarymaterials.

Meanwhile, atthesametime･ atwo-manroute-makingpartyinCamp4had

beensearchingcontinuouslyforarouteontheWestridge・ Buttherockridgebet-

weenCamp4andthesummitplateauprovedtobeaseriesoflittleoverhanging

wallswithwhichwecoulddonothing・ Ifwe tookthisrOckridgeroute、 itwas

clearthatwewouldhavetoinvestmoredaysinitthanalreadytakenfortheKasa-

iwaclimb. Earlierwehadconsideredapossiblerouteonthehangingglacierwhich

perchedontheHanksof theSouth-westwall. Sowemade the final decision
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totrythisglacier.

Tobeginwith、wedescendedthesouthsideaboutlOOmdowna60｡wallof

hardicetoreachtheendofthehangingglacier・ Fromhereanairyfallof35"m

tothemoraineoftheDomenKholacouldbeseen・ The iceherewasextremely

hardowingtothestrongwindblowingupfrombelow・Wecouldnotcuteven

onestepwithoutswingingmorethanthirtytimes・ Thenweclimbedtothebottom

ofthebergschrundbetweentheWestridgeandthehangingglacier, sometimeson

thewallorribsoftheWestridgesideandsometimesontheice-wallofthehang-

mgglacierbyusmg ice-pitonsand6triers. Sixdays lateronl2May,wegot

throughtothetopofthehangingglacierandpreparedacablelmeforliftingupthe

equipmentbyfixingropes totwoscrew-pitons.Wethmkthegradeoftherock

hereisaboutlV,but itwasverydifficultclimbingowmgtoitshighaltitude・ As

thehangmgglacierwasverysteep, theremightbeexpectedtobeextremelyhigh

dangerofavalanche, sowefixedropesalongtheWest ridgesideandclimbedup

anice-couloirwhichemergedontothesummitplateau.

Onl6Mayat4pmtendaysafterestablishmgCamp4,weputupCamp5

(6nalcamp7360m)ontheplateau・ Herestoodnmeclimbersconsistmgofthree

route-makingmembers, twosummitersandfourSherpas,afterfourdays' laborious

carrymg・ Theyhadheresixoxygenbottlesandfourdays' foodfortwomembers,

soonlytwoSummiterscouldremain・ TheothersevendescendedtoCamp4pray-

ingforsuccessfortheothertwo.

TheforecastoftheA11-IndiaRadiowas:NWwind、velocity60km/hour, tem-

peratureminus22｡Cat7500m, andWSWwind, velocity90km/hour, temperature

minus40･C,weatherthundershowersat9000m. Itwas2500mfromCamp5to

thesummitandthedifferenceofaltitudewas800m・Wewantedonemoreadvanc-

edcampifpossible, butwehadnomorematerialsnoranystrengthremaming.

Wedecidedtot可areturntripatadashandplannedthestarttimeat3am・ But

itwasanalmost impossibleenterprisewithout anysupportatsuchatremendous

height， Inspiteoftheseunfavourablecircumstances, thetwoclimbersleftCamp5

at5amandtackledthegreatslopedplateauoficeandsたα･uwz, sinkmgattimesto

theirknees・ Onl7Mayatl2. 15pm,withhardlyanyoxygenremainingthetwo-

mansummitpartystoodat lastonthetopofManaslu.
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Justunderthesummittheyfoundthe ice-pitonwhichwasdriveninbyTo-

shiolmanishioftheJapaneseAIpineClubandGyalzenNorbuwhentheyclimbed

Manasluforthefirsttimefifteenyearsbefore. Theydrewoutthispreciouspiton

andbrought itall thewaybacktoTokyowiththem,justastheFrenchpartyfetch-

edtheJapanese@rismgsun'HagfromthetopofMakaluthisyear・ Thismemorial

pitonwaslaterpresentedtoMr.YukoMakiwholedthethirdJ.A.C.Manaslu

Expeditioninl956.

suMMARYManasluWestwallExpedition， 1971-Leader:AkiraTakahashi.

Ascent : 17May,Manaslu(8156m)byWestwall-K.KoharaandM.Tanaka.

Notes lNepal-IndiaTradeandTransitTreatywasrenewedonl3August

l971

ExpedicionJaponesaaPunadeAtacama

l970－71

ByIchiyoMuko

Ourpartywascomposedofeightmembers,notonlyclimbersbutalsohaving

researchthemesaswell・WeleftJapaninAugustl970forBoliviawhereweclimb-

edseveralpeaksinCordilleraRealandhadresearchtourtothevolcaniczoneof

SouthwestBolivia.

At theendofNovember,wemovedtoChiletoexplorePunadeAtacama

whichwasourmainpurpose. ThereweclimbedOjosdelSalado(6880m),Ne-

vadoCazadero(6660m)andotherpeaks. Besides,wesucceededrunningthrough

PunafromLicancabur(5930m)ofnorthtoOjosdelSaladoofsouth.

Thememberswereasfollows : IchiyoMuko (35,Leader,journalist),Tsuyo-

shiNishimura (33,geologist),Fumihikolmamura (31,photographer),Takaya

Takeshita (29,anthropologist),AkinobuNakamura (29,medicaldoctor),Norio

Yamamoto (27,botanist), YoshihiroKanai (25, surveyor), KazutakaMukO

(25,geologist&meteorologist).

FirstStage

FromSept. 4to8. Made asearch foraJapaneseclimberwhohadbeen
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missinginHuaynaPotosi (6094m)nearLaPaz.

SecondStage

FromSept、 12to30． Establishedbasecampatthe lakesideofJankhoKhota

inthecentralpartofCordilleraReal・ Takeshitaandlwerenotstrangershere.

InthepreviousexpeditionundertakenbytheTokioUniv.ofForeignStudiesinl964,

20peakswereclimbedsuchasChachacomani(6074m),Ancohuma(6427m),Saja-

ma(6531m)ofCordilleraCentral, etc. (&z"9αだ〃vol、 60, 1965)

This timeweentered just southofChachacomaniandascendedeightpeaks

includingWilaLIoje (5596m) andJankhoLacaya(5545m)bythegrandeurof

whichlhadbeenimpressedsomuchsixyearsago.

InCordilleraRealtherainyseasonhadalreadybegunandweweredistress-

edverymuchbythunderstorms,deepsnowandthatnotorious〃/”e一〆"z”ガオes・

AtfirstweintendedtomakeacircuittourofCordilleraReal as itseastern

sideislittleknown. Butthisplanwasabandonedfortheshortageof llamasand

porters, becauselndioswereverybusytoseedtheirpotatoesatthattime.

ThirdStage

FromOct. 27toNov. 7． Fivemembersdroveajeeptothevolcaniczoneof

SouthwestBolivia.WeintendedtoclimbSapaleriwhich isontheboundariesof

Bolivia,ChileandArgentine， Butwecouldnotreachthemountainbytheengine

troublesofthejeeponlytofindmanyvolcanoeshigherthan6000m.

FourthStage

FromDec. 7to26． Ourbasecampwas setupatthelakesideofLaguna

VerdebelowtheSanFranciscoPasswhichdividesChileandArgentine,andis

a]mostthesouthernmostpointofPunadeAtacama.

WesucceededtoreachthefootofOjosdel Saladobycuttmgthroughsandy

valleyontwojeeps. Afterhavingmadeadvancedcamps,wesucceededtostand

onthetopsofOjosdelSaladoandCazadero・ The latterwas thehighestvirgin

peakoftheAndes. ItssummitwasaboutakilometerawaytoArgentinefromthe

frontier.

JustbelowthesummitofOjosdelSalado,wefoundvolcanicgasrisingfrom

thecrator・ Thismeansthat thismountain is thehighest activevolcano inthe

world. Onitssummitwefoundthememorial leftbyArgentinepartyinl958.

ThistimesixChileansjoinedus. TheywereSergioKunstman (42), Pedro
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Rosende(43),JuanTangol(36)andothers.

FifthStage

FromJan. 16to26, 1971. ExploredthenorthofOjosdel Saladotofmdthe

possibilitytocrossPunadeAtacama.

SixthStage

FromJan， 27toearlyMarch.WithfourChileansweexploredthenorthem

partofPunaanddrovesouthwardalongthefrontier.Onthewaywetriedto

climbLlullaillacofromthewesternside.

Hereandthere,wefoundfragmentsofCammodel lnca (IncaRoad)half

buriedinthesands,whichisbelievedtohavereachedtoCopiapo.

Listofascents.
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TraverseofMiddleRangeinSouthlce

SheetofPatagonia

ByTakeoYoshizawa

We、 thethreemembersofSophiaUniversityAlpmeClub, succeededthefirst

traverseof theMiddleRange inSouthlceSheetofPatagoniafromNovember,

1971toFebruary, 1972. ThereweretworeasonswhyweaimedPatagonia・ First,

thoughthealtitudesofPatagonia'smountams arenot sohigh (almost all the

mountainsarebelow3000mofheight), theregionhasverylargeglaciers (twice

aslarJastheglaciersofKarakorum)andtheweatherconditionsareworst inthe

world. Secondly，wemustdoall thelaborbyourselves. Thereisnoporternor

sledpulledbydogsmPatagonia. ThesefactorsmakePatagoniaoneofthemost

attractiveuntroddenzoneintheworld.

ヘ

Thememberswersasfollows;ToshioTakeuchi (29, leader),TakeoYoshi-

zawa(27),TakeoTsuzuki(26).

YoshizawaandTsuzukifliedmadvancefromTokvoonOctoberl971toSan-

tiagotogetthepermissiontoenterintoPatagonia， TheyvisitedtheForeignMi-

nistrydailyandfinallygot thepermissiononOctober23bythecooperationsof

MitsubishiandCo.、 andrecommendationsoftheMissionandalsoouruniversity.

However, theirtoughlaborwasrewardedsu缶ciently. Wepaidmerelyescudo300

forour800kgofloadsascustoms fee・ FurthermoreChileanNavyproposedto

bringustoPuertoEdenwhereweexpectedtosettleourbase・ Thesematterswere

unexpectedgratefulnessofthepermissionpaperoftheForeignMmistry.

Ouroriginalplanwasasfollows; afterpreparingatthebaseinPuertoEden,

firstwewouldsettlethedepotplaceonourwayofthetraverseroute・Weexpected

tocarry the loadsupfromFiordoEuropaandsettleonthelceSheetabovethe

basinofEuropaGlacier. Then,wewouldapproachthenorthendofthelceSheet

fromFiordoFalconandbeginthetraversetothesouth・ Supplyingat thedepot

p1aceonourwaywewouldreachthesouthendof thelceSheetandreturnto
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thedepotplace,andthendescendtoFiordoEuropa・Wedecidedtohirefishing

boatfromPuertoEdentoFiordoEuropaandFiordoFalcon.

TheNavy's icebreakersailedfromValparaisoonNovember4toPuertoEden.

On8th、 thecaptainkindlyenteredintoPuertoEdeninthebadweather・ Aboat

ofpolicecametomeetusandalsotheypreparedtworoomsofthehospital forus.

PuertoEdenwasaverylittlefishingvillage(populationl40)butwefelt familiar

withtheinhabitantsbecausealmostallofthemwereMongoleandescendants.

Onllth,wesailedfromPuertoEdentoEuropaFiordo.After30hoursofvoyage

onalittlefishingboatweenteredintoFiordoEuropa， ButtheredriftedsomanV

pack-ices,wecouldland20kmshorterthantheexpectedlandingplace.

Wewereleftatthepoint inlat、 50｡17'Sandinlong. 73｡58'W・Weunloaded

250kgsofequipmentsandfoodsthere. Thoughwepromisedwiththecaptainto

comehereagainl5dayslater、wefeltasifwehadbeenexiled. Itwas incessantlV

rainingandsponge-likethickmosscoveredalloveraroundthere・Waterimmedi-

atelyoozedunderourfeet・ Itwastheplacetohave7000mmofraininayear.

Duringthedays，wecontinuedtoreconnoitreandcarlyuptheloads・Weworked

aboutlltol6hoursadavbuthardlvcouldwefindtheroute to thelceSheet.
〃 ご

Theweatherwouldnotd'angebetter・ Duringthel5dayswecouldseethesun

onlyseveralhours・ Itrained、 sleetandstrOngwind・ On21st,ourtentwasbroken

at last.WeabandonedtoreachthelceSheetandsettledthedepotplace just"

belowlruka-Dake(Mt・ Dorphinthatwetemporarilynamed) farshort fromthe

expectedplace・Wealsocouldn'tmakecleartheroutetothelceSheetfromthere,

WhenthefishingboatcamebaCk,wecouldnothaveconfidencewhetherwewould

reachthedepotplaceafterseveretraverse.

AfterfourdaysofrestatPuertoEden、wesailedagaintoFiordoFalcononDe-

cember3. FiodroFalconalsodriftedmuchmorepack-icesonthesurfacethanex-

pected・Wewereforcedtowaitlandmgforthenexttwodays.On6th,wepersuad-

edthecaptaintoanchorattheplacelOkmshort fromtheexpectedlandingspot.

Wewereagainobligedtocarrymoredistancesbyarubberdinghytotheendof

theGlacier・Weworkedintheramhearingtheterriblesoundofdropping lumps

ofice・On9thwesettledC3ontheshoreof theGlacier lakewhichlayatthe

tipofHPS16Glacier.

OnDecemberl5,wecouldreachthesnowcoveredplace (700m) ontheupper

unnamedGlacier at last・ Ithadalsobeenverytoughworkinrainandsleet.
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WespenttendaysfromC3tothere.However, assoonaswedepartedinthatdis-

gustingrain,weencounteredhorriblecrevasses.Wecouldbecarefulforseveral

hoursinthickgasagamstthecrevasses, butsoonbecametogostraightdesperately.

On20th, itwasunbelievabllype㎡ectclearsky･Wecarriedupgasolinetankto

theexpectmgC7place･ Onthewayfromacol,wecouldseethelceSheetforthe

firsttime・ Thesuddenperspectivemadeusforgetourselvesforawhile.Wewere

goingthere! Whatabeautifulpanoramaof thestretchinggrandpeaksaround

FiordoFalcon! Andtheglaciers! Wewentonourworkdesirmg,@<atleast,we

shouldtouchthatlceSheet.,,

On22nd,wedroppeddownthegasolinetankmtoacrevasse・ Strongwind, rain,

andthickgasdisturbedustofmdout itforthefollowmgtwodays. On25th,we

couldfmditatthebottomaftertwohoursofsearch. ItwastheChristmaspresent

forusthatyear. Forsevendaysafterthatday,weeagerlycarrieduptheloads.

On28th,itwasclearupagamandwereachedtheridgeonthebasinofFalcon

Glacier. Fromtheridge,wecouldseepanoramicviewof thelceSheet・ Riso

Patronmountams,DonVosco,Marajhon,Trino,also,eventheheadoffamousFitz

Roycouldbeseen. Theverypanoramawas thebest rewardforuscompletely

exhausted.

OnDecember31、wesucceededtosettleC1lonthecoljustbeforethelceSheet

began.Wehadspentsomanydaystocarryupthatwehadlittlesurplusleftof

foodsandfuel・WouldthesledgosmoothlyonlceSheet？

OnJanua'y3,justamonthhadpassedsinceourdeparture fromPuertoEden.

WebegantomarchdowntothesouthonlceSheet・ Whatabigchangeof the

nature!Wecouldonlyseewhitepeaksfarbeyondtheskyline.Wemerelymoved

ourlegscountmgthenumberofsteps， Itwasaveryverymonotonousmarchpullmg

thesledtothesouth・Wewerelikeswimmingpleasinthemiddleoftheocean.

WesettledC12justthewestofl524mPeakthatday.

Fromthenextday,however, theweatherchangedworseagam・Wecouldrely

onlyonourcompassmthethickgasandrain・ Nothmgcouldweseealongthe

march・WeweresurprisedatthehugescaleofthelceSheetagamandagainday

byday, althoughwedidseekthevastlceSheettoPatagonia・ Sometimes,wefell

inanxiouswhenwemetslightupsanddowns・ Butwecouldnotseeanythingto

judgeourpositionexceptthenumbersofourstepaccordingtothedirectionofthe

compass．

Onl6th,wecouldnot endurewithout seemganythmgtoknowourposition
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actually. Westoppedthemarchanddecidedtoreconnoitre inthickgas. We

dimbedupthehighestplacenearandwaitedthechangeofweatherinthesmalltent.

Severalhou,shadpassed,wefelt surroundingsbecomea little lighter・Wecrept

outandat lastsawthedepotplaceandtheoriginofEuropaGlacierbehindthmner

gas.Allcriedout joyfully.Wehadmarchedcorrectlyfollowmgthecompassfor

11daysIWehurriedtowithdrawC18andmarcheddownwithconfidencetothe

southtill9:30pminthetwilight.

On20th,wesettledC22wherewesawl341mPeakat justwestside・ There.

wedecidedtoabandonthefurthertraversebecauseweconcludedthatourphyisical

conditions、 foodssupplyandthesevereconditionsofthesouthernlceSheetwould

notallowustoreturnsafelV.

On21st,wesettledC23atthefootofl341mPeakandendedourtraverseof

IceSheet・ ThedistancewaslOOkmasthecrowfliesandwalked400kmtotallV.

Wenamedthel341mPeakas c$CerroAkira'' andtheMiddleRangeoflceSheet

wherewetraversedas @6AItiplanoJapon''・ Therewe leftoursledandbeganto

seektheroutedowntoFiordoEuropa.

Ittookaweektoreachthedepotplaceviasteepicewalls andCerroAkira.

Theroutewasverydangerouswithverythinsnowcoveredridgesand crevasses.

Weresearchedaroundthedepotplace till the fishingboatwouldcome forus.

OnFebruaryl7, adaybeforeourpromisseddate, the fishingboatappearedin

FiordoEuropa・Wehuggedwiththefishermen・ WecouldcomebacktoPuerto

Eden・ Athoughourimpressionsofthe villagehadbeen G@grey'' intheramand

coveredwiththickmossonNovember8,itwasreallyan$GEden'' forusthistime.

CrossingtheCentralPlateauof

AfghanistanAlone, 1971

ByMasahikoKaji

Thereisavastdesertplateauwithaverageof3,000minthecentralAfghanistan

wherefewsedentarvfarmersandnomadsliveonlv.
ン

IwasattractedbythedesertsfromPakistantolranwhenltravelledbybusafterl

hadfmishedtoattendtheexpeditiontoHimalayaml969. Ihadspentallthefour

yea,sofmyuniversitylifetorealizegettmgthesummitofHimalaya・Happily,Icould
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getoneof thesummit,HanumanTibba5928mmPunjabHimalaya,butlfound

completelydifferentworldbythatbustripthen.

Sand,mirages, tornados!Whatavastandmaddeninglymonotonousdeathworld!

Ithought itwastheveryplacethatwouldsatisfymydesiretoseek @Gromanticism

oftravel''.

OnmH－June,1971,IcameupKabultocrossthecentralplateaualoneoncamel

bR(J<・ Afterawhilelreachedthere, I leftKabul forreconnaissance. I travelled

throughtheplateauonbussesandtrucksforhalfamonth. Thejourneygaveme

veryusefulmformations・ Ilearnedthattheplannedcrossingwouldbemuchmore

difficultthanexpectationbecauseoftheshortageoffoodandwater,burningheat,and

mentalpressureof themonotonousscenery･ Inadditiontotheseseverenature,

thievesandwolveswouldmakethetravel twiceashardtoaccomplish. Moreover,

Iknewveryeasilythatridingandtakingcareofcamelwastoodifficultforlaymen.

IwasforcedtotakehorseinsteadofcameltomytravelfromKabultoHeratthrough

thedesert･ Thedistanceisabout650kmasthecrowflies.

IboughtahorseinKabulforUS$45withsaddle,bitandstirrups・ Ihadnever

eventouchedhorsesbefore. AnAmericanhippie,myroommate, intheinnlaughed

atme･ AIso, ittookmeatimetopersuadegainingthetwomonths' extentionof

visaforthetravel・ Ididnotpreparesufficientfoodsinordernottodrawattention

ofthenativetribesmen.

I leftKabulforHeratearlyinthemorningonJuly23. Ittookmetwohoursto

passthroughthestreetsofKabul.Whenlcrossedoverasmallhillaroundnoon,

Kabuldisappearedfrommysightandthedesert.extendedvastlyahead.

IntheformerpartofthetravelfromKabultoChakucharan,Iwassufferedmore

fromtheinhabitantsthanthirstorhunger.Manytimeslwasabout toabandonthe

travel・ Onthefirstday,whentheyknewthatlwasanalien, theydesiredmoney,

tobaccoandcap,andthrewstones, iflrefusedtherequests・ Foodsformeandthe

horsewasdifficulttoget･ Once, Iwasalmoststolenmyhorsebyamanwhosaid

teachingEnglishintheelementaryschool.Whenlbegantobeatdownthepriceof

foods, theAfghansshowedmeknivesorspearswithoutsayingwords. Butlcould

readIChakucharanonAugust4afterlldaysofmarch･ Therewasalittleairfield

inChakucl'nTan.

Afteraday'srest, IstartedforHerat. Inthelatterpartofmytravel lshould

havepassedmoredriedareas， AsintheotherareasoftheMiddleEast,caravans

withcamelsanddonkeyswerereplacedbymoderntransportationfacilitiesliketruck

orbusinthecentralplateau・Thetravelbecamemuchharderbytheextremeheatand
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shortofwaterandfoods.Theseconditionsweakenedmeandalsomvhorseseverelv.

Addingtothat,whatlcouldseewereonlytheendlesslystretchingbarrenhills,and

couldn'tseeanygreenatall.

After9daysofridingfromChakucharan, Iat last reachedontheeveningof

Augustl4.Thetraveltookme23daysandwalkedabout800km. Iwasalways

sufferedfromthirstyandstarvationduringthetravel・WhenlenteredHerat,Iat

oncesoldmvhorse・ Ididn't fall sentimentalbut l felt freefromthecaresanv
－

more. Iwalked intothecrowdedstreet． Mvtravel endedunbelievablvcalmlv、

thoughlhadbeenexcitedandstrainedagainsttheunknownsevereworldinKabul.

LangtangHimal, 1971

ByMasahikoKaji

Wewereve'yluckytohaveavisittoLangtangHimalandcouldseemanybeau-

tifulunclimbedpeaksaroundtheLangtangGlacier inthepost-monsoon, 1971.

Thememberswereasfollows;MasatoshiSato(31),MasahikoKaji(25),Kazuo

Yamada(25).

AccordingtotheoriginalplanmadeinTokyo,eachmembercameuptoKathman-

dufromvariouSplaces inearlySeptember, 1971． Satocame from75days of

trekkingthroughNorth-WestNepal,Yamada,fromAssamafter theexpeditinto

SouthPeakofAnnapurnainpre-monsoon, andKaji came fromthedesertOf

Afghanistan.

Webegantopreparealmostall theequipmentsinKathmandu. Weboughtmany

usedequipmentsofthelnternationalEverestParty. OnSeptember21、 westarted

fromKathmandutoTrisuliBazarwithtwoSherpas,akitchenboyandl8portersbya

truck・ After9daysofwalkfromTrisuliBazar・ Weestablishedthetemporary

BaseCamp(4480m)atPangriGoldumontherightbankofLangtangGlacierwhere

isthefootofthebigrockwallofDragRi (5490m).

WechosetheIBaseCampwheretheKyungkaGlaciermetwiththeLangtang

Glacier. Itwasveryhardtocar'yuploadsfromTBCtoBC(4800m), astheroute

wasalmostcoveredwithunstablemoraine.WeCouldenterintoBConOctober4.

FromBCwecouldseeLangtangRi farbeyondtheupperLangtangGlacier,

Goldum(6947m)withlittlesnowontheright side, also,KyungkaRi (6979m)

ontheupperKyungkaGlacier, and6500m-Peakonitseastridge・Wecarriedup
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the loadstoCl (abont5000m)alsoonmorainewhereLangtangGlaciermeetswith

alittleunnamedglacierwhichoriginatesthecolbetweenKyungkaRiandDragmarpo.

OnOctober8,Wemadetworeconnaissance. Iascendedtheunnamedglacierto

5300mwithSatoandaSherpaandfoundGosainthan(8013m) behindHaIgen's

col.

OnOctoberll・wesettledC2 (5600m)． Thepanoramafromtherewaswond-

erful・ Inthenorth,wecouldsee @CFalse''Tilman'scolandstretchinglittlepeaks

fromChomsdoRi toDragmarpo. Andalso,KyungkaRiwithbeautiful flutings>

LangshisaRi,DorgeLhakpaandsoon, couldweidentify.

OnOctoberl2,IreachedtoTilman'scolviatheFalsecolwithaSherpa.From

therewecouldseewhole the southeast ridgeofLangtangRi. Theupperpart

seemedtomeaconsiderabllykeenknife-edge・ Theperspectivefromthecolwas.

notsowide. IcouldseeonlythemountainsoftheoppositebankofPrepooGlacier_

ThealtitudeofthemountainsofTibetwerelowerandlesssnowthanthemoun-

tainsseeninthesouth.TheTibetansideof thecolhadcorniCeandsharplydown

tothePrepooGlacier, sol couldnotbelievethestorythattheancientTibetan

passedoverthiscolwithyaksatall.

IascendedtothesouthwestridgeofLangtangRi, andfoundacrevasseat200m

aboveandfinallvreachedto6000mandestablishedC3.

OnOctoberl2,SatoandYamadacameuptoC2withSherpas. Theyfoundthat

allthefourkerosenestoveswereoutoforder・Weconcludedthatweshouldabandon

theascent. Thecauseofthedamageofthestovemusthavebeenthe lowgrade

ofkerosenegot inKathmanduandalsothehighaltitude・ Thedecisionwasvery

painfulforus.

OnOctoberl5、 allthememberSdescendeddowntoBCinthesnowfall･Wewere

surprisedthat itcontinuedforthreedays・ Thesnowlay8feetaroundBC. Ifwe･

hadcontinuedourascent,wewouldhavesufferedseverelybytheoff-seasonheavy･

snow. Onl8andl9,weclimbeddowntheglacierveryslowly, andat lastreturned

toKathmanduonNovember4.

TheAscentofBaudhaPeak,1971

BvToshihikoHanai

TheWestAsiaExpedition,1971organizedbytheAichiUniversityofEducatiolm
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AlpineClubhadthefollowingaims:

1. AscentofBaudhaPeak(21,890ft=6,672m) inNepa1.

2． GeneralSurveyoftheGeology,Geography,Plants,Folk-customsandHistoric

sitesinthecountriesalongtheAsianHighwayA－l (fromlndiaviaNepal,

Pakistan,Afghanistan, IrantoTurkey).

3． MountaineeringinlranandTurkey.

1． MembersofExpedition

Members: YutakaNakai (37) (Leader), ToshihikoHanai (36) (Mountain-

eeringLeader),Akimasalto(35),KatsumiSugiura(26),Kazuo

Tokushima(25).

Sherpas: Karma(36) (Sirdar),Phurkipa(48) (HighAltitudePorter),Jangbu

(25) (do.),Mingma (29) (do.),Nimanurbu(22) (do.),Ang-

tshering(40) (Cook), Sange (28) (KitchenBoy), LalBahadur

(30) (MailRunner).

LiaisonOfficer: Su'yaPrasadShamla(26) (Sub-InspectorofTrafficPolice)

2. ProcedureofExpedition.

Feb. 27LeftKathmanduwith78porters.

Mar. 6ArrivedatBarpak(theremotestvillageonDarondiKhola)viaTrisuli

BazarandArughatBazar.

Mar.8,9 andllLeftBarpakinthreepartieswithchangedporters. Setup

transitcampandcarrieduploads.

Mar. 15SetuptemporaryBaseCamp(3400m). Onepartycarrieduploads

fromtransitcamp, theotherpreparedtoexploretheupperroute.

Mar･ 18EstablishedCampl(4300m).

Mar、 19All theloadsweregatheredatBC.

Mar. 29EstablishedCamp2(5300m).

Apr. 6EstablishedCamp3(5700m).

Apr. 11EstablishedCamp4(6000m).

Apr、 12K.Sugiura,K.TokushimaandKanna (Sirdar) stanedfromCamp

4at6:45a.m・ inthickfog・ Reachedthesummitatl:05p.m．,and

stayedtherefor20minutes. ReturnedbacktoCamp3at6:15p.m.

viaCamp4.

Apr、 13 Itwasclearskythatday. T.Hanai,PhurkipaandJangbudeparted

Camp4at5:30a.m． Reachedthes']mmitat ll:00a．m．, stayed

therefor40minutes・ RetumedbacktoCamp4at3:30p．m．･

Apr. 19WithdrewBaseCamp.
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Apr. 26ReturnedbacktoKathmandubythesameroute.

3. 0utlineoftheRoutetotheSummit

FromtheBaseCampestablishedattheheadofDarondiKholatoCamplwas

easy,wideandsnowyridgebranchedawayfromtheSoutheastridge.
FromCampltoCamp2,wecrossedawidesnowfield, traversedsnowwalls

andclimbedsnowycouloir.

FromCamp2toCamp4viaCamp3wasthemostdifficultpamandwefixed

ropesalmostall theway・ FromCamp2toCamp3,knife-edgedridgesofsnow

andsteeprockyridgesappearedoneaftertheother・ FromCamp3toCamp4
wereknife-edgedridgesofsnowandice.

FromCamp4upwardtherestretchedknife-edgedridgeofice.Nearthesummit,

however, itbecameabroadsnowyridge・Thesummitwasadomecoveredwith

snow、

4. OtherClimbings

AftertheascentofBaudhaPeakwerodealongtheAsianHighwayA-l from

Calcutta, Indiatolstanbul,TurkeybyMitsubishi-jeep(madeinJapan),making
scientificgeneralsurvey.

Meanwhile,onJuly9,weclimbedsuccessfullyTakht-i-Suleiman(19,812ft=

4,650m)intheElburzrangeinlranbyY・Nakai,T・HanaiandA. Ito・We

alsogottothesummitofErciyasDagi(12,484ft=3,916m)intheCentralTurkey
onJuly21,byT･HanaiandA. Ito.

Note: ThefirstascentofBaudhaPeakwasmadeonMay2、 1970byKeio

UniversityExpedition (YoshiyukiKobayashi,KiyoyasuShibata) by

theEastridge.

TirichMirl971

ByShunzoMasue

WedecidedtomakeascentofTirichMir(7708m) fromtheDirGolGlacierin

1969,accordingtothereportofFumioTsuda,oneofourmemberswhomadere-

connaissancethatyear.

AstheresultofthetroublesofmemberchangeofourparW,wecouldget the

pennissionofPakistaniGovernmentonlyfortenofusandtheaddedfourmembers

werenotallowedtoenter intoTirichMir.Wewerethen, forcedtodivideour
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partyintotwogroupsandaimedTirichMirbytenmembersandthe left four

maderesearcharoundtheGoshanelGlacier; abranchoftheDirGolGlacier・We

arrivedatRawalpindionMay_20:

ThemembersofTirichMirgrouPwereasfollows; ShunzoMasue(38, leader),

Ken､Ishida(39), FumioTsuda (33), ShinjiSawamura (31),YoshiakiTanaka

(27),YukihiroYamagishi (26),NoboruWakamiya (24),AkioOkamOtO(23),

HirotoNakagawa(22).

LiaisonofficerWasMuhamadDean(26,caPtainofPakistaniarmy).

ThemembersofGoshanelGlaciergroupwereas follows;､ KazumiOsada (39,

leader),KoichiroNishi(30),HisashiSUzuki(27),TakuoNakano(22)｡

.WestartedfromRawalpindionMay31withthreetonsofloadstoChitralby

busandtruck.WereachedthereviatheLowaraiPassonJune2． ．

AtChitral,weweremuchobligedtoMr， Bruhandean, theeX-royal family in

variousmatters・ Hesentallofuswithloadsandalsothenewlypurchasedfuelby

jeepsorShogoal. Moreover,hetookCareofusonhiringporters.

OnJunelO,wecouldSettleourbasecampatthecentralplateauoftheDirGol

Glacier．WeshouldalsonoteaboutcaptainDean.Heledl4portersverywell

andsmoothlymarchedtOthebasecamp・ AftersettledBCthere, hewouldnot

botherourbehaviouratall.Wewereveryluckythatwecouldmeet'sucharespon-

sibleofficer. BCwassettledjustbelowthe ice-fa11 (4200m)JThereweremany

flowersaroundthereandthemainpeakofTirichMircouldbeSeenverywell.

Itstandedgrandly，Wethought itworthytocallTirichMir, theKingofHindu

Kush.

Wefounditdifficult toattackthesummitbyourplannedroutetothesummitby

theridgefromthecenterof theice-fall・ At theUpper icedridge, snowslidewas

occuringinccesantly.Weabandonedthatrouteatonceandbegantosearchthenew

onefromthenextday.

Afterthreedaysofreconnaissancebytwoteams,onl5,wedecidedtotakethe

routefromthesteepsnowslopeundertheendQf abranchridge,near theSouth

GlacierPeaktotheupperridge.

OnJunel6,TanakaandOkamototriedtomaketherouteintheice-fall・Al]

theotherscarrieduptheequipments， Aswedidnotpreparetheequipmentsof

high-altitudeporters,wewereforcedtoCarrybyourselvesthroughtheexpedition.
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Onl7,C1wasestablishedat4600mandtheroutemakingteambrokethrough

theice-fallandreachedtheplateauattheendofthebranch'ridge･
、 ，:､ ず ､

Onl9,establiShedC2(5000m) and thereSawamuraandNakagawaentered.

TheotherscarrieduptheequipmentstoClandC2.

On22,SawamuraandNakagawasettledC3onthelittleiceplateaujustbelow
f q

theridge(5800m).TheloadscarryingtoC3wasverytough.

On26,YamagishiandOkamotoleftC3andascendedthroughseveralbigcre-

Vassesandreachedtheridge. Nextday, thesametwomembersclimbedupagain

andfoundtheplaceforC4nearthecol infrontoftheSouthGlacierPeak・ BythiS

reconnaissance,wecouldmakeclearall thesouthfaceofTirichMirandhadthe
、

prospecttoget thesummlt.

'<)nJulyl, TanakaandWakamiyasettledC4(6300m).

OnJuly3, TanakaandWakamiyagot theSummitof theSouthGlacierPeakもゞ

OnJuly4, and5, preventedall theactivitiesbytheheavysnowandwind.

However, astherequiredequipmentshadalreadybeenbroughtatC3 thatwegot

luckvrestforthetwodavs.

On7,YamagishiandOkamotosettledC5(6500m)atthesaddlewheretheori-

ginsofDirGolGlacierandSouthBulmGlaciermeet. Theyreturnedback.

OnJuly9,SawamuraandOkamoto,withthesuppOrtofYamagishiandNakano,

startedfromC5at5a.m・ tothesummitwiththreedaysoffoodsandequipments.

AtlO:30, theyreachedthela'gesnowfieldwherewecouldseefromBCverywell.

TheyreachedthebivouacplaceonthesoUthwallat4:00p.m． (7200m).

OnJulylO, theystartedclimbingthesteeprockwallat8:00a．m． Theytook

only transceiver,biscuitandcheese・ Theycontinuedlaboriousclimbingandonce

thoughttobivouacat200mbelowthesummit,butthemembersatC4couragedthem

tocontinue. Theyagainb"anclimbingthesteepsnowwallandatlast theygot

thesummitat6:56p．m． whenjustthesurroundingmOuntainswerebrightenmgin
､

thesettmgsun.

Aftertakingpictures, theyburiedbothJapaneseandPakistaninational flagsand

b"antodescend・ TheybivouackedinthebigrockcavelOOmdownfromthesummit

ontheridgethatnight.

Onl2, boththeattackingandsupportingmembers tookrestatC5andall the

membersgatheredagainatBCintheeveningofJulyl4.
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TheFirstAscentofPiersPeak, 1970

TraversefromGabralvalleytoKachikhaniglacier

ByMasaruTsuzuku

ThemountainsofHinduKushhassomeadvantagefor small scaleexpedition

becausethearea isslightlyinfluencedbymonsoonandeveninsmallnumberwe

cangetthesummit.Weatfirstaimedlstor-o-Nol,butcouldnotgetthepermission

byPakistaniGovemment. Thenwewereforcedtochoosethesecondplantoexplore
aroundthesourceof theGabral river・ Thememberswereasfollows; Masaru

Tsuzuku(38,leader),MasanoriSujita(25),Yoshihirolwasa(23),HarumiHibino

(21),RyozaiNakahara(28).

April4; SujitaandlwasaleftTokyoforKarachi inadvanceforthecustoms
entryandotherpreparations.

MaV3 TheothersarrivedinKarachiandjoinedtheadvancedmembers.

15 All themembersarrivedatRawalpmdiviaLahore.

21 Wecarriedtwotonsof loadsonamidgettruckandarrivedatKalam

(2200m)viaSaidu-Sharif.

26 Weestablishedthepmvisionalbasecampat the innermostvillagem

GabralValley・Wefoundtherightsidevalleyisthemainstreemof

GabralRiverbythereconnaissance.

31 WestartedourcaravanfromGabralvillagewithaninterpreter, two

policemenand22porters. Manyvillagerssawusoff，Wearrivedat
Gatterat2:00p．m．

Junel WearrivedatMaidan(3200m)at4:00p．m． Miangulsar (5996m)
seenfromM"irlanwaSwonde㎡u1.

2 WesettledBCattheendofGabralGlacier(3500m)atlOa.m・ The

porterswentbackfromtherethankfullywithdragsandtowelsasgifts
fromus.

6 Aftertwodaysofreconnaissance,wesettledC1 (4200m).

7 AllthemembersclimbeduptotheEastsidecol(4634m), themnermost

placeoftheGlacier･ Fromthere,wecouldseeFaraksul toESEand

Ushuvalleyunderourfeet,andfoundthatwecouldnotgotoChitral

sideviathisroute. SettledprovisionalC2thereandTsuzuku,Sujita
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andlwasabivouackedthere.

Thethreemembexsclimbeduptothecol(5014m)betweenP1andP2.

Fromthere,wecouldseetheKachikaniGlacier laydownbelowus

andfoundwecouldgotoChitralside. Althoughweoughttodescend

8"mofaltitude,with400mof60｡-70｡ofsteepi"wall,wethoughtit

possibletoclimbdowntotheKachikaniGIacier・ Thenwereturned

toBC.

TwoportersarrivedatBC・ Besidesloads,weaskedthem"O1etters

toJapan.However,theletterswerenotsenttoJapanatall.

Wewereforcedtorestbyheavysnowandsleet.

WewithdrewBCandcarriedupalltheloadstoC1.

WecarriedtheloadsuptoC2(4200m).

IwasaandNakaharaattackedP2(wenam定dPiersPeak).Theystarted

fromC2at4a.m・ andgotthesummitatlO:30a.m. Theyluckily

hadafmeweather・ TheyretumedbacktoC2at6:10p．m．

All themembersclimbeddowntotheKafI,i1rzmiGlacierfromthecol

(5014m).WestartedfromC2at8a.m. andreachedthe5014m-col

at9:30．Webegantoclimbdownthesteepsnowwallfromlla．m．

Sujitafirstclimbeddowntotherockypeak, 170mbelow, supportedby

threeropes・ Hesettledthefirstplatandtheotherthreefollowedwith

fivepiecesof loads. Eachof themweighed45kgs． Then,wemade

thesecondplatat200mbelow・Wecouldsettentsonala,geplateau

(4246m)at7p.m.

Afteradayofrest,wewentdownontheGlacierall theday. Bivou･

ackedat3230m.

WearrivedattheinnermostvillageoftheKachikaniGlacierandthen

lodgedinSorLaspul・

WearrivedatChitralbyJeepandstayedinChitralHotel. Onthe

waytothere,wemetltalianParty.

WereturnedtoKarachiviatheLowaraiPass,Dir,PeshawarandRawal-

pindi.

8

12

13-16

17

19

21

22

24

25

30

Julyr班8
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Dharanmouhtainsう1971～1972

- … ;ByHiroakiAkiyama

i Thesouthwestarea-ofNeWZealand-SouthAlpshasmanybranchesandformsfiords

facingTasmanSea・ Theareassurroundingfamoussightspot,Mirford-Sound,are

calledDharanMountains intheFiordlandNationalPark・ Itwasinl883thatone

oftheDharan,MighterPeak(1693m)was firstclimbedfromthewest side,and

byearlyl900years,almostallthepeakswere.ascended.EventhehighestMt.Tsutoco

wasfirstclimedinl923. .However, thereremainmanyunnamedpeaksandmerely

veryfewnumbersofpeoplegotthesummitofDharanmountainsexceptmajorpeaks.

Moreover, therestill liesomanyvirginrOutestoexplore・ A1thoughthealtitudes

ofthepeaksarenotSo:high,theDharanhasbecometobemarkedagainbyalpinists
■ も

accordingtothesereasbnSJ

WechosetheNew.ZealandAlPsasthefirststeptoourexpeditionofoverseas'

mountainsandplannedtoclimbthemostdifficultMt.Tsutocoandthetwoneigh-

bouringpeaks.AIso,wewishedtoclimbothermountains~asmanyaswecanaHord

thetime.

BliefSummeryOfouractivities

! OnDecember29,wearrivedatJohnsonHotelatMirford-Sound. Assoonaswe

reachedthere、webegantoreconnoitre therouteofMt・Tsutocoaswell as to

prepareequlprnents.

On30th、 itwasrain、 threememberscontinuedthereconnaissancebutcouldnot

findtheroUtebVthe:riseOfriVer. 言 ,

On31st, rain, fourmembersfoundtheroutealongDryCreektotheBaseCamp.

Januaryl,cloudyandsometimeSrain.Threemembersreachedtheendof the

AgeGlacierandsoughttheroutetoTurner'sBibyROck･TheleftSevenmembers

establishedBCattheoppositebankofLeaderCreek.

Onthe2nd,cloudyafterrain,stoppedanyactivitiesbytheriseofriver.

Onthe3rd,ramaftercloudy,threemembersincludetheleaderclimbeddown

andwenttotheTasmanGlacier・ The leftmembersallenteredintoLeaderCreek

Caveandthefourma(lereconnaissance.

On4th,b"anthefirstattack、butabandonedonourwavbvtherain.

On5th,wehadfirstclearskyinthemomingthere， TheMt.Tsutocowasascend-
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ed(byShimizu,MiyaharaandSato),Maderine (bySaito,NakamuraandTsukada),
Saym(byAkiyamaandMaruyama). Tsutocomemberswere forcedtobivouacat

theAgeGlacieraftertheygot thesummit.

On6th, alldescendedtoBC.

On7th,withdrewBCandwentbacktoJohnsonHotel.

On8th,wenttoHomerTunnelbybusandclimedBarrierNob,andMacFarson.

Themembersofourpartywereasfollows; RyujiYukawa(55,leader),Hiroaki

Akiyama (35,actmgleader), KatsumiKato(43,deputyleader), Shin'ichiSaito

(39), IsaoShimizu(33),HiroyukiMiyahara(29),KatsujiKoyanagi(28),Koichi

Nakamura(27), SadanoriTsukada(25),MasanobuSato(24),ToshioMaruyama

(24),HiroshiNarita(22).

listoftheascendedm⑪untains

Tsutoco (2756m) byShimizu,Miyahara,Sato

Saym (2226m) byAkiyama,Maruyama

Maderine (2555m) bySaito,Nakamura,Tsukada

MacFarson (1890m) byShimizu,Miyahara,Sato,Maruyama

BarrierNob(1829m) byAkiyama,Saito,Nakamura,Tsukada
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山に賭ける男が選ぶ
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蝿溺蕊 マナスル型高所用天幕考案

1952年日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門

製作・海外遠征隊には各方面より

御使用頂き御高評頂いて居ります

J

1

吉田テント吉田喜義商店
東京都杉並区桃井1丁目 3番3号

電話東京（399） 2548 （398） 8469 （夜間）
1

山岳会の刊行物と服飾品

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
３
５
０
８
８
８
８
５
０

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
″
〃
〃

２
２
２
２
１
１
１
１
１
２
１
’

６

￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
￥
｜

島
ヨ
笏

己
ら
ｇ
ｆ

年
区
｛
星
ル

０

文
ビ

６

都
ら

第
京
く

一
東
さ

ロ
呑
口
呑
口
呑
口
言
巨
石

合
云

１
２
３
１
２

年
年
年
年
年
年
年
年

岳

４
５
６
６
１
１
２
２

６
６
６
２

第
第
第
第
第
第
第
第

山

岳
卜
害
引
版
イ
止
本

哩
告
索
刻
タ
イ
日

〃
〃
一
嶬
誹
霊
〃
〃
〃
ブ
タ
錘

幸

ラ
ク
団社

７

山
旧
登
山
山
ク
ネ



偽

ョ

,謡箭刈秀

’ 船

夢
も
舜
吋
や

脚
、
門
唖
盈

回

ｊ

ｗ
探
り

%

hし.翔簿s 零弓
､昂，縛 咀帆，

山
が
な
ぜ
我
々
を
呼
ぶ
の
か
？
こ
こ
に
そ
の
答
え
が
あ
る
／
，

蕊
織
辮!

〃

．

，

．

’

恥

唖

叩

引

咄

酎

圭

四

叩

缶

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂
叩
諄
浦
篝
猯
溌
檸
漣
娼

未
知
の
山
へ
叫
蓬
鱈
鱈
一
鐸
招
謂
灌
縦
蕊

冬
の
ア
イ
ガ
ー
北

筆
雄T
訳。
／上
八’

○べ

○ラ

円l
／著
苦／
難横
の川
道文

錘
垂
直
の
か
な
た
黛
掘
襄
諦
琵
簔
猯
鑪
蛎

製
Ｉ

鉦
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の

Ａ
’
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１

鋤
プ
モ
・
リ
地
上
最
美
の
山

惑

一グ
、ヤ
四ン

○・
○シ

円ン
／著
イ／
ン野

ド間
隊寛
の二

挑郎
戦訳
記／

’
Ｇ
・
レ
ン
ザ
ー
著
／
織
方
郁
映
、
橋
本
信
共
訳
／

一
、
六
○
○
円
／
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
合
同
隊
登
頂
記

チ
ヤ
ム
ラ
ン
久
碕
熱
婚
無
灘
鶴
瞳
羅
溌
閉
綱
齢
搾

Ｄ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｒ
１
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ァ
顔
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

登
頂
記
鑿
辮
鰭
謂
斜
鰯

三
、
八
○
○
円

の
中
の
九
ヵ
月
Ｅ
・
ヒ
ラ
リ
ー
著
／
丹
部
節
雄
訳
／
一
、
二
○
○
円
／
ヒ
マ
ラ

ヤ
科
学
登
山
隊
の
研
究
デ
ー
タ
と
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
登
頂
記

一一コ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

書
店
に
な
い
場
合
は
注
文
さ
れ
る
と

書
店
が
取
り
よ
せ
て
く
れ
ま
す

画 啓

初
轡

山
＝

型

名
著
選



実業之日本社
束京銀座1-3／振替東京326

山
の
パ
ン
セ

串
田
孫
一
著
鰡
蝶
灘
艤
電
を
ひ
順
謹
離

若
き
日
の
山

串
田
孫
一
著
離
礁
舘
對
鮭
舞
採
朧
鱗

雪
に
生
き
る

定
本

猪
谷
六
合
雄
著
鑿
零
護
蔑
潅
蕊
酋
涯
離

雪
に
生
き
た
八
十
年

猪
谷
六
合
雄
著
囑
鮮
葎
懲
鯨
融
權
港
離

谷
川
岳
ヒ
ゲ
の
大
将

高
波
吾
策
著
捕
譲
慧
蕊
饒
燕
甦
瀦
離

上
高
地
の
大
将
篝
簔

木
村
殖
著
錯
澱
饒
洪
蕊
署
た
木
諏
蝦

登
山
教
室

オ
ー
ル
写
真
版

安
久
一
成
著

初
歩
か
ら
本
格
登
山
ま
で
の
登
山
技
術
を
豊
富

な
写
真
で
解
説
し
た
好
評
技
術
書
。
６
５
０
円

谷
川
鑑
鎮
魂
“

長
編
小
説

瓜
生
卓
造
著
の
栄
光
と
悲
惨
を
描
く
山
岳
小
説
。
６
８
０
円

山
を
考
え
る

新
版

本
多
勝
一
著
麓
響
篭
一
頭
漕
撤
を
対
霊
蝦

冒
険
と
日
本
人

本
多
勝
一
著
悪
騒
蕊
袋
譲
蕊
誕
謀
舩

た
ぐ
に
の
動
物
た
ち

き本
多
勝
一
著
鮮
認
簿
瀧
鯉
辮
甦
錯
離

オ
オ
カ
ミ
追
跡
８
年
１

斐
太
猪
之
介
著
舞
稽
鋸
歸
謹
拳
信
じ
、
つ
い
に
そ

６
８
０
円

山
菜
記
正
続

中
南
米
の
光
と
影

片
岡
博
著

東
京
大
学
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
縦
断
頑
査
隊
編

メ
キ
シ
コ
か
ら
南
米
最
南
端
フ
ェ
ゴ
島
ま
で
遺
跡
と

草
原
と
氷
河
を
訪
ね
た
四
万
キ
ロ
の
記
録
。
９
０
０
円

土
の
香
り
た
だ
よ
う
“
ふ
る
き
と
の
味
〃
を
綴

っ
た
随
筆
集
。
田
５
６
０
円
・
㈱
６
２
０
円

1
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Ｉ

寺

Ｆ
咄

第
３
巻

バ
ル
ン
ッ
ェ
／
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
／
チ
ョ
モ
レ
ン
ゾ
／
ポ
ベ
ー
ダ
／
カ
ン
・
グ
ル
ー
／
グ
ウ
ラ
ギ
リ
ー

峰
／
カ
ン
チ
エ
ン
ジ
ャ
ウ
／
デ
ィ
ラ
ン
／
ヌ
ン
ブ
ー
ル
／
ニ
ル
ギ
リ
／
モ
ム
ヒ
ル
・
サ
ー
ル
／
ブ
ロ
ー
ド
・

ピ
ー
ク
／
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
雌
／
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
／
ア
ラ
ラ
ッ
ト
／
ナ
ム
チ
ャ
・

バ
ル
ワ
／
タ
ル
ン
・
ピ
ー
ク
／
嶌
常
／
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
／
ナ
ラ
カ
ン
・
カ
ー
ル
／
マ
カ
ル
ー
／
ス
ワ
ー
ト
・

コ
イ
ス
タ
ン
／
ノ
シ
ャ
ッ
ク
／
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
／
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
／
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅱ
峰
他

Ａ
５
判
・
高
雅
総
布
装
箱
入
・
平
均
６
５
０
頁
・
予
価
４
５
０
０
円

第
２
巻

ケ
ー
・
ト
ゥ
ー
／
ア
マ
・
ダ
プ
ラ
ム
／
チ
ャ
ウ
カ
ン
バ
／
グ
ル
ラ
・
マ
ン
ダ
ー
タ
／
ツ
ニ
オ

ル
チ
ュ
／
ハ
ン
・
テ
ン
リ
／
テ
ィ
ル
ス
リ
／
カ
ン
ジ
ロ
バ
／
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅱ
峰
／
ト
ウ

イ
ン
ズ
／
ニ
ル
カ
ン
タ
／
サ
イ
パ
ル
／
デ
ィ
ス
テ
ギ
ル
・
サ
ー
ル
／
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク

ヌ
プ
チ
ュ
ー
／
ア
ム
ネ
・
マ
チ
ン
／
ク
ン
グ
ー
ル
／
ヌ
プ
ッ
ェ
／
力
．
イ
ラ
ス
／
ネ
パ
ー
ル
・

ピ
ー
ク
／
ア
ビ
・
ガ
ミ
ン
／
バ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
／
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
／
カ
ル
タ
プ
ー
／

ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
／
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
／
ク
ン
ヤ
ン
・
チ
シ
ュ
／
ヒ
ド
ゥ
ン
・
ピ
ー
ク
他

第
１
巻
／
第
１
回
配
本
（
６
月
下
旬
発
売
）

エ
ヴ
｝
一
レ
ス
ト
／
ス
タ
ー
リ
ン
峰
／
ヌ
ン
／
チ
ョ
モ
ラ
ー
リ
／
ア
ピ
／
ヶ
ダ
ル
ナ
ー
ト

シ
ア
・
カ
ン
リ
／
ラ
カ
ポ
シ
／
ド
ゥ
ナ
ギ
リ
／
テ
ン
ト
・
ピ
ー
ク
／
テ
ィ
リ
チ
・
ミ
ー
ル
／
サ

セ
ル
・
カ
ン
リ
／
カ
メ
ヅ
ト
／
カ
ブ
ル
ー
／
ミ
ニ
ャ
・
コ
ン
カ
／
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
／
ナ
ン

ダ
・
デ
ヴ
ィ
／
レ
ー
’
一
ン
峰
／
マ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
／
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
／
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
／
イ

ス
ト
ル
・
オ
・
ナ
ー
ル
／
ハ
ラ
モ
シ
ュ
／
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
／
ジ
ャ
ヌ
ー
／
ト
リ
ス
ル
／
ク
ン

サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
／
カ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅳ
峰
／
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
／
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
他

雰
態
灘
霊
篭
襄
好
諸
萎
雲
蕊
麺
蕊
潔

深
田
久
弥
著
望
月
達
夫
・
諏
訪
多
栄
蔵
・
雁
部
貞
夫
編
集

マ
ラ
ヤ
の
高
峰

上

噂

鍔

3

篭

鳶 標

鰹

軟 鐸

痢
謎

｜
廻
翔
呵
輝
蹄
諮鍵 畿譲

リ
鞍

…軸

鱗
錘

緊

蕊
麟

,星琴･;･

■■

■■

畠

＝



現代に自然を求める山仲間の月刊誌 定価300円

合
ＤＪク

ム
クロ■

軍
Ｊ
▼

合
崎月毎

山の匂いをあなたの部屋いつぱいにお届けする『ヤ

マケイ』は、役に立つ実用記事と情報を提供してい

ます。技術解説、 コース案内、用具紹介、気象、医

学など、 きっとあなたのお役に立つことでしょう。

鳶

本格派のための山岳専門誌

一

日目

ニヨ

B5判・ 150頁

奇数月10日発売

定価400円

姑･』

隔月刊『岩と雪｣は、発刊ごとに岳界の話題を独占し

ています。公正な立場にたっての評論、フレッシュ

な記録、資料として価値の高い地域研究や海外の山

山の紹介など－つねに登山界をリードしています。

露

錐

需:

山と溪谷社東京都港区芝大門1－1－33 振替東京60249mmO34364021(fO



茗
溪
堂
の
山
の
本

森林.草原･氷河加藤泰安 150.円

すこし苦の話_千島.樺太.札幌.信漉-初見一雄 ，200円

遠い山。近い山望月達夫 960円

山の古典と共に大島堅造 ，500円

雪山･藪山川崎精雄 1200円

雪原の足あと坂本直行2800円

日本の山旅足立源一郎ｽｹｯﾁ帖3600円

屋久島 美しい豊かな自然一赤星昌480円

山に忘れたノ､§イブ藤島敏男二500円

ブータン感傷旅行小方全弘980円

未踏の山河一シプトン自叙伝-大賀=郎.倉知敬訳 ，900円

壹頂ゴジユーンノ電・カン高橋進900円

南極新聞-1956.7年-南極研究会600円

日高山脈北大山の会2200円

山岳日本山岳会61年版'800円/62年版2000円/63年版2200円64年版2000円／65年版2000円／66年版2300円

山岳総索引日本山岳会 ，Coo円

山日高己-1974年版一日本山岳会850円 （予価）

山一日本山岳会々報--部,00円

山で唄う歌一'集・2集-種24騨耀2諾門

田中正造の人と生涯雨宮義人 ，900円

幻露抄堀口大学20000円

朱唇紅瞼堀口大学（近干U)

遙カュなる未踏ワﾌ尾根マカルー登山隊報告書4

いろりぱた南会津山の会 1900円

4

畢
林
坐
八
今
云
朴
」
芯
画
羅
犀
巻
二

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
一
一
’
一
電
話
（
○
三
）

●
ご
希
望
の
方
に
既
刊
解
説
総
目
録
を
送
呈
し
ま
す

二
九
一
ｉ
九
四
四
二
振
替
口
座
東
京
二
四
七
一
一
三

800円



公
共
造
園
篇
全
３
巻

監
修
北
村
信
正
〈
日
本
造
園
学
会
副
会
長
〉

庭
園
篇
全
３
巻
完
結

編
纂
斉
藤
勝
雄
〈
日
本
造
園
士
会
副
理
事
長
〉

１
、
計
画
と
設
計
の
実
際
価
三
、
○
○
○
円

２
、
造
園
施
工
の
実
際
価
四
、
Ｃ
ｏ
ｏ
円

３
、
造
園
管
理
の
実
際
８
月
中
旬
刊

１
、
庭
園
設
計
の
実
際
価
二
、
Ｃ
ｏ
ｏ
円

２
、
庭
園
施
工
の
実
際
価
三
、
七
ｏ
○
円

３
、
庭
園
地
被
と
植
物
病
虫
害
価
二
、
五
○
○
円

造園技術の真髄を解明.ノ

●
「
庭
園
篇
」
「
公
共
造
園
篇
」
と

も
に
、
設
計
・
施
工
・
監
（
管
）

理
の
３
巻
か
ら
な
る
造
園
実
務

に
つ
い
て
の
初
め
て
の
集
成
で

あ
る
。

●
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
実
例
を

多
く
あ
げ
、
写
真
・
図
版
を
豊

富
に
挿
入
。

●
造
園
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
、

技
術
を
持
つ
各
分
野
の
第
一
人

者
を
結
集
し
、
各
執
筆
者
の
経

験
・
理
論
を
も
と
に
詳
述
し
、

平
易
に
説
明
す
る
こ
と
に
留
意

し
た
。

●
今
後
の
都
市
計
画
、
環
境
作
り

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
都
市

公
園
・
自
然
公
園
・
児
童
遊
園

な
ど
、
ま
た
学
校
、
工
場
、
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
造
園

実
務
の
座
右
の
言
と
な
る
。

●
本
書
の
特
色 蕊蕊

聾

’
理エ学書新干リ

’交通工学ハンドブック構造実験と構造設計
同研究会編A5・￥4800 梅村魁他著B5 ・￥2800

上水道流量表 建築用セラミック材料

}

内藤幸穂著B5・￥2000 素木洋一著A5 ・￥2500

フィルダムの設計苧施工有機フッ素化学(II)
山口柏樹／大根義男共著B5 ．￥6000 酒井温良著A5 ・￥8000

ノ、

技報堂 (電） 585-0166.振替東京10東京・港・赤坂1－3－6

宣冒醜、 ；注詫 L ふみ哺品



#f 七■

古本の買入と販売

０

「
㈲

悠
久
堂
書
店

１
束
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
ノ
三

、 '、汁 ､fo．

地
方
も
出
張
い
た
し
ま
す

色 名 金 全 ﾓ

幽

紙 士
電
話
（
二
九
一
）
皿
唯
弐
唾
霊

物
射

の
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ ､● ●､効

卓一

gカー；，
｡ 』 ぜ ．強い
『階噸､. '

Jデ》 ヂリ

劇L

叢| |童書三廷 禾Ⅱ

簡 圭本 文I I｝i日

亜己

■■■■世界の山に関する征服の秘訣を

海外から定期的にお届けする

権威ある山岳・地理雑誌

●Geogrophy
AnnqlesdeGさ◎grophie(フランス) ..…“
AnnplsofA55◎ciQfion◎f

AmericonGeogrophers (アメリカ） ．. . 、
CQnddidnGeogrqphico| ｣ournqI (カナダ) .
Geogrqphicol 」◎urnol (イギリス）………．
GeogrophicoIMogozine(イギリス）……．
Geogrophicol Review(アメリカ)..….…...．
NofionqIGeogrdphicMogozine(アメリカ）
RevuedeGさogrophieAIpine(フランス) .
RevueGさ◎grophiquedes Pyrenees
efduSUd-OUeSl (フランス) ...…“…．

●Sporfs&Amusemenf

AIpen (スイス）…………“. .“.……..…...、
AIpinismus (ドイツ)..….………. .….…. ... ..．
AmericcnA1pine」｡urnol (アメリカ） ． .…“
Bergsteiger (ドイツ）…….““..….….……．
HimQIoyonJ｡urnqI (インド）………………．
lnfernQfionoleBerg"undSeilbqhn-RundschQu

（オーストリア）…………. .……….…….
MontogneefAIpinisme(フランス） ………
Moun↑･in(イギリス）…………“………….．
Winter-Bergkomerod(ドイツ）……..…..…

隔月刊年間ご予約価￥5,780

ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ

弔
弔
荊
弔
弔
荊
稠

季
月
季
月
季
月
季

０
０
０
０
０
０
０

９
０
８
２
７
７
０

２
２
９
２
４
０
８

〃
〃
〃
〃
〃
〃
口

６
３
５
５
６
４
３

″
″
″
″
″
〃

季刊 3，800

価約奇
〃
〃
〃
〃

間年Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

荊
禍
刑
禍
刑

月
月
年
月
年

０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
２
０
２
４
０
５
２
９

０
８
６
２
０
０
８
５
５

〃
〃
〃
〃
〃
〃
″
″
〃

３
６
２
５
３
７
２
２
３

￥

⑭
丸善
東京・日本橋

(03)272-7211

振替東京5番

季刊
年5回
隔月刊
月刊

″
″
″
″



飲
ん
で

呑
ま
れ
な
い

た
め
に

§
畿
鰯

1 魔
蕊
賎:蕪 群

溌患;雛 織
飲みすぎ、二日酔は、お酒のよさをすべ

て帳消し（こしてしまいます。

お酒に呑まれないコツといえば、平凡な

ようでも、一諸にほどよく食べること。

それに､お酒の前後の新ダﾛﾝｻﾝ錠が

悪酔い・二日酔いを防ぎます。疲れもと

るグロンサン効果を、お役立てください。
‘＝一 ‘ノ ンメ"ﾌ7三莚、や'又－1とL、 ノーc、’・

●適応症

疲労回復二日酔食欲不振肝機能障害

妊娠悪阻神経痛リウマチ脚気湿疹

薬物中毒自家中毒耳鳴夜尿症

’
疲労回復・二日酔に

⑪中外製薬株式会社新勿..n図我凹爵服液 ’

辱い､~#" '△'屯世: . ‘ '4駁』咳が蝉 i‘唾jや,､弾く拝ぜ瞳…＆轍 ‘ 白． ｢､- 山守一風し
ﾖ

本格的山貝戎料丑浬

知らない人は知っている人に聞いて下さい

字 J

＊交通

地下鉄日比谷線広尾下車

バス渋谷→日赤産院下車

〃 〃→西麻布下]I[

■
一
■
■
■
高
速
道
路
一

""ﾐ丁ロ
渋谷

I

港区西麻布4．5．2 TEL(407)3009･3006



凡 P

創方冨冨年

豊かな暮らしに、ｆ
も

業の繁栄に
ざ
」

蕊
』軒

お近くのく協和〉
喝

をお役立て

ください。 ‘

■E引乃閂

ｻ
窺零…唾 …

堂

全国に220余の窓口

命協和銀行
本店東京･丸の内(新丸ビル）



: ｼ謙＝
皆様に奉仕しております。

営業種類

新団体終身保険

企業年金保険

オール保障保険

福祉団体定期保険

団体信用生命保険

海外旅行生命保険

…
束1－2－19

6211(大代表）

,札'幌

本店〒150束京都渋行I〆

屯禰 (407)

支店大阪・名古屋・福岡

支社東京9祉他14社
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●
お
気
軽
な
海
外
旅
行
を

ど
ん
な
に
旅
慣
れ
た
お
方
で
も

海
外
旅
行
は
な
に
か
と
め
ん
ど

う
な
も
の
。
ま
し
て
視
察
研
究

留
学
の
旅
は
な
お
さ
ら
で
す
。

煩
雑
な
手
続
や
日
程
作
成
、
手

配
な
ど
は
す
べ
て
専
門
家
に
お

ま
か
せ
く
だ
さ
い
・

海
外
一
流
業
者
と
提
携
し
た
日

通
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
網
は
、
団

体
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
旅

行
の
お
世
話
を
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
お
近
く
の
日
通
支
店
観

光
係
ま
た
は
左
記
の
日
通
東
京
航
空

支
店
へ
ど
う
ぞ
。

東
京
都
港
区
新
橋
一
’
五
’
二

（
電
）
五
七
一
・
八
四
八
一

慰
杲
薑
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「
山
岳
」
投
稿
規
定

投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

原
稿
の
採
否
は
山
岳
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

原
稿
は
返
却
し
な
い
・

研
究
並
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

紀
行
に
は
な
る
識
へ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

地
名
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
振
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

る
。

校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。

送
り
先
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
’
六
’
一

（
さ
く
ら
ビ
ル
内
）

日
本
山
岳
会
「
山
岳
」
編
集
部

「
望
月
達

編
集
委
員
一
騨
島

↑
堀
内
章

雄眞寛夫

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る
。

一
九
七
三
年
四
月
三
十
日
発
行

山
岳
第
六
十
七
年

（
通
巻
一
二
六
号
）

発

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

鍬
趣
茗
溪
堂

発
売
所

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
東
京
二
四
七
二
三
番

’
東
京
都
文
京
区
湯
島
一
六
’
一
（
さ
く
ら
ビ
ル
内
）

行
所
矯
日
本
山
岳
会

電
話
東
京
八
一
三
局
一
三
八
六

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

1

日
本
山
岳
会
内

編
集
兼

望
月
達
夫

発
行
者

印
刷
株
式
会
社
技
報
堂

写
真
版
京
橋
原
色
版
印
刷
所

製
本
株
式
会
社
鈴
木
製
本

定
価
二
五
○
○
円

’



豊かな

生活環境を築きあげる……
(オーダー建材）

カーテンウォール

アルミサッシ

スチールサッシ

クールサッシ

NKウォール

アルミキャスト

(標準建材）

PA-60シリーズアルミサッシ

PA-70シリーズアルミサッシ

PS-80Aスチールサッシ

NKオートドア

(プレハブ）

マルチパーティション

設備ユニット

(産業機械）

熱交換器(アライトロン）

高速度炉過機(NKフィルター）

精密金型

各種コンテナー

(電機製品）

電気洗濯機

冷凍ショーケース

業務用食器洗操機

蕊
§競蕊 P d b舜

蝿睡封

和14辞識1

f‘日翔軒乳

取締役相談役早川種三

東京都千代田区大手町2－6－2

TEL東京(270)6511(大代表）
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